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研
究
背
景
と
意
義 

古
辞
書
の
研
究
の
使
命
は
、
ま
ず
、
辞
書
に
投
影
さ
れ
た
認
識
体
系
に
対
す
る
究

明
で
あ
る
。
辞
書
の
現
状
か
ら
、
編
纂
の
趣
旨
と
方
針
、
編
纂
資
料
の
集
積
と
利
用

の
実
態
と
い
っ
た
事
実
を
解
明
し
、
学
術
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
意
義
が
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
は
、
良
質
の
言
語
資
料
で
あ
り
、
ま
た
優
れ
た
参
考
資
料
で
も
あ
る
古
辞

書
に
対
し
て
、
そ
の
一
次
資
料
と
し
て
の
利
用
が
促
進
さ
れ
る
基
盤
を
整
え
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。 

現
代
の
辞
書
に
は
凡
例
が
付
い
て
い
る
。
利
用
者
は
こ
れ
を
熟
読
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
辞
書
の
基
本
体
裁
や
構
造
な
ど
、
利
用
の
前
提
と
な
る
事
項
を
把
握
し
た
う
え

で
、
難
無
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
凡
例
や
辞
書
の
説
明

な
ど
に
使
わ
れ
る
言
語
と
字
体
は
、
そ
の
辞
書
を
必
要
と
す
る
言
語
社
会
に
お
け
る

言
語
規
範
を
あ
る
水
準
以
上
習
熟
し
て
い
る
人
間
な
ら
誰
で
も
差
支
え
な
く
理
解
で

き
る
も
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
現
代
の
辞
書
利
用
に
お
け
る
当
然
な
前
提
が
、
古
辞
書

に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
古
辞
書
の
中
に
は
平
安
時
代
の
も
の
だ
け
で
も
『
倭
名
類

聚
抄
』
・
『
新
撰
字
鏡
』
・
『
類
聚
名
義
抄
』
な
ど
が
重
要
な
言
語
資
料
と
し
て
よ
く

取
り
上
げ
ら
れ
る
。
凡
例
の
よ
う
な
も
の
を
備
え
る
も
の
は
珍
し
く
、
あ
る
と
し
て

も
十
分
な
情
報
と
は
い
え
な
い
ば
あ
い
が
多
い
。
し
か
も
、
そ
の
辞
書
本
文
は
漢
文

で
書
か
れ
た
り
、
あ
る
い
は
現
代
の
通
用
字
体
と
は
違
う
漢
字
仮
名
が
使
わ
れ
た
り
、

く
ず
し
字
が
頻
繁
に
現
れ
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
一
次
資
料
の
ま
ま
利
用

で
き
る
研
究
者
は
ど
れ
だ
け
い
る
だ
ろ
う
か
。
も
し
く
は
、
そ
の
よ
う
な
利
用
障
壁

を
乗
り
越
え
ず
、
古
辞
書
の
利
用
を
断
念
す
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。 

院
政
期
の
重
要
文
献
で
あ
る
類
聚
名
義
抄
に
関
し
て
は
「
図
書
寮
本
」
と
「
観
智

院
本
」
が
主
要
な
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
戦
後
発
見
さ
れ
た
図
書
寮
本
に
関

し
て
は
、
六
〇
年
あ
ま
り
の
年
月
に
わ
た
る
研
究
史
は
輝
か
し
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

そ
の
よ
う
な
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
と
位
置
づ
け
は
明
々
白
々
と
な
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
と
い
う
古
辞
書
の
本

文
が
容
易
か
つ
正
確
に
理
解
で
き
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。 

資
料
と
し
て
の
利
用
を
考
え
る
と
、
今
ま
で
発
表
さ
れ
た
論
考
を
熟
読
し
、
入
手

も
難
し
く
な
い
覆
製
本
を
用
い
て
本
文
の
書
写
字
体
に
直
接
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、
判

読
能
力
と
理
解
を
深
め
て
い
く
方
法
は
穏
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
方
法

は
、
関
連
す
る
論
考
に
ど
れ
ほ
ど
触
れ
て
、
ど
こ
ま
で
本
文
判
読
能
に
熟
達
で
き
る

か
は
利
用
者
個
人
の
能
力
に
任
せ
る
こ
と
と
な
る
。
本
文
判
読
の
責
任
を
利
用
者
に

負
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
在
す
る
利
用
障
壁
は
存
置
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
し

て
、
利
用
者
の
熟
達
度
に
よ
っ
て
は
、
内
容
の
理
解
に
難
を
感
じ
、
不
正
確
な
理
解

で
終
わ
る
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。 

日
本
語
学
の
分
野
の
研
究
者
の
間
で
は
、
本
辞
書
の
和
訓
と
漢
字
音
と
い
っ
た
限

ら
れ
た
部
分
に
偏
り
、
解
読
が
困
難
な
漢
文
注
は
注
目
さ
れ
な
い
場
合
も
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
偏
っ
た
利
用
は
上
述
の
利
用
障
壁
を
考
え
れ
ば
、
あ
る
意
味

で
は
研
究
上
の
効
率
を
高
め
る
方
策
と
し
て
採
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
文
献
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の
利
用
と
い
う
の
は
あ
る
特
定
の
部
分
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
そ
の
全
体
の
構
成

の
中
で
の
部
分
と
い
う
観
点
が
重
要
で
あ
る
。
古
辞
書
に
関
し
て
は
、
つ
ま
り
、
辞

書
本
文
を
構
成
す
る
様
々
な
類
型
の
注
文
の
組
織
と
体
系
を
視
野
に
入
れ
た
上
で
の

研
究
こ
そ
、
よ
り
正
確
か
つ
望
ま
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

筆
者
は
古
辞
書
の
研
究
を
志
す
者
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
古
辞
書
利
用
の
現
状
に

問
題
意
識
を
覚
え
た
。
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
成
し
遂
げ

ら
れ
た
先
学
の
輝
か
し
い
業
績
に
支
え
ら
れ
、
こ
の
一
帖
の
辞
書
を
よ
り
容
易
か
つ

正
確
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
手
引
き
を
学
界
に
提
供
す
る
使
命
を
認
識
し
て
い

る
。
池
田(

二
〇
〇
五)

『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
の
翻
字
本
文
及
び
注
解
の
作
成
に

関
す
る
基
礎
的
研
究
』
に
お
け
る
「
水
部
」
の
翻
字
と
注
解
は
、
良
い
モ
デ
ル
と
し
て

参
考
さ
れ
た
。
辞
書
本
文
を
偏
り
な
く
全
面
的
に
視
野
に
入
れ
、
そ
の
利
用
性
改
善

の
手
立
て
を
作
る
。 

本
研
究
は
、
上
述
し
た
よ
う
な
古
辞
書
研
究
の
使
命
と
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
そ

の
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
、
ま
ず
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
主
要
部
首
に
対
す

る
「
翻
字
」
を
行
う(

「
第
一
部
翻
字
篇
」
に
相
当)

。
そ
し
て
、
そ
の
基
礎
的
な
作
業

の
過
程
で
気
づ
い
た
本
辞
書
の
基
礎
的
な
構
造
に
関
す
る
見
識
を
ま
と
め
る(

「
第
二

部
研
究
篇
」)

。 

  
論
文
構
成 

ま
ず
第
一
部
翻
字
篇
で
は
、
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
主
要
部
首
に
対
す
る

掲
出
語
及
び
注
文
の
翻
字
を
行
っ
た
。
対
象
部
首
の
選
定
で
、
池
田(

二
〇
〇
五)

が

す
で
に
行
っ
た
水
部
と
冫
部
は
除
外
し
た
。
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
分
量
を
持
ち
、

原
本
玉
篇
残
巻
な
ど
の
関
連
辞
書
と
の
比
較
検
討
に
お
け
る
便
宜
を
考
慮
し
、

言
・
足
・
山
・
石
・
玉
・
心
・
糸
部
を
選
ん
だ
。
そ
し
て
、
所
蔵
先
で
あ
る
宮
内
庁
書

陵
部
に
お
け
る
三
日
間
に
わ
た
る
原
本
調
査
を
行
い
、
覆
製
本
だ
け
で
は
判
読
が
難

し
い
箇
所
を
確
か
め
た
。
そ
の
際
に
調
べ
た
新
し
い
書
誌
事
項
を
翻
字
の
前
に
添
え

る
。
こ
れ
は
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
書
誌
と
し
て
は
一
九
五
〇
年
最
初
の
覆

製
に
付
い
た
解
説
以
来
で
あ
り
、
そ
の
修
理
改
装
後
の
も
の
と
し
て
は
初
め
て
で
あ

る
。 第

二
部
研
究
篇
で
は
、
翻
字
を
行
う
過
程
で
気
づ
い
た
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』

の
基
本
的
な
特
徴
に
つ
い
て
の
見
識
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。 

第
一
章
は
、
序
論
と
し
て
、
本
論
の
前
提
知
識
と
な
る
事
項
を
ま
と
め
て
記
し
た
。

日
本
辞
書
史
に
つ
い
て
の
概
観
、
類
聚
名
義
抄
と
い
う
辞
書
の
諸
系
統
と
そ
の
価
値

に
つ
い
て
記
述
し
、
主
要
先
行
研
究
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。 

第
二
章
で
は
、
編
纂
材
料
に
着
目
し
て
、
仏
典
音
義
類
と
辞
書
類
を
出
典
と
す
る

編
纂
材
料
が
本
辞
書
の
注
文
と
掲
出
語
で
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討

し
た
。 

第
三
章
は
、
項
目
配
列
に
つ
い
て
、
掲
出
項
と
被
注
項
と
い
う
二
段
階
の
単
位
設
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定
に
よ
っ
て
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
項
目
配
列
に
見
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ

に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
行
っ
た
。 

第
四
章
で
は
、
注
文
の
類
型
に
注
目
し
、
そ
の
分
布
上
の
特
徴
を
検
討
し
た
う
え

で
、
前
章
で
述
べ
た
項
目
群
と
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
し
た
。 

第
五
章
は
、
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
い
て
意
味
記
述
と
い
う
共
通
の
働

き
を
持
つ
漢
文
義
注
と
和
訓
と
の
関
係
に
注
目
し
、
本
辞
書
が
有
す
る
二
重
言
語
的

な
辞
書
記
述
の
一
端
を
分
析
し
た
。 

第
六
章
で
は
、
和
訓
に
つ
い
て
個
別
出
典
、
毛
詩
訓
点
本
と
の
関
連
を
突
き
止
め

て
、
そ
の
収
録
意
義
と
属
性
を
考
察
し
た
。 

  

凡
例 

一 

略
称 

本
論
で
は
頻
出
文
献
名
に
対
し
て
下
記
の
よ
う
に
略
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。 

〈
文
献
名
〉 

 
 

 
 

〈
略
称
〉 

図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』 

 
 

図
書
寮
本
名
義
抄 

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』 

 
 

観
智
院
本
名
義
抄 

『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』(

中
算
撰)  

 

中
算
釈
文 

慈
恩
大
師
窺
基
の
撰
書
の
総
称 

 
 

慈
恩
撰
書 

『
妙
法
蓮
華
経
音
訓
』(

慈
恩
大
師
窺
基
撰)  

法
華
音
訓 

『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』(

慈
恩
大
師
窺
基
撰)  

法
華
玄
賛 

『
大
般
若
経
音
訓
』(

真
興
撰)

 
 

 

真
興
音
訓 

『
一
切
経
音
義
』(

玄
応
撰) 

 
 

玄
応
音
義 

『
一
切
経
類
音
決
』(

郭
迻
撰)

 
 

 

類
音
決 

『
大
般
若
経
字
抄
』(

藤
原
公
任
撰) 

 

公
任
字
抄 

『
篆
隷
万
象
名
義
』(

弘
法
大
師
空
海
撰) 

 

万
象
名
義 

原
本
系
『
玉
篇
』(

顧
野
王
撰)

 
 

 

原
本
玉
篇 

『
大
広
益
会
玉
篇
』 

 
 

 

宋
本
玉
篇 

『
大
宋
重
修
広
韻
』 

 
 

 

広
韻 

『
倭
名
類
聚
抄
』(

源
順
撰) 

 
 

倭
名
抄 

『
色
葉
字
類
抄
』 

 
 

 

色
葉
抄 

 

二 

古
辞
書
本
文
の
引
用 

図
書
寮
本
名
義
抄
に
関
し
て
は
翻
字
篇
の
資
料
を
基
に
、
字
体
は
い
わ
ゆ
る
康
熙

字
典
体
を
用
い
、
句
読
点
と
区
切
り
点
以
外
の
符
号
類
は
省
略
し
て
記
し
た
。
他
の

古
辞
書
お
よ
び
文
献
の
翻
字
引
用
も
基
本
的
に
こ
れ
に
準
じ
て
行
っ
た
。
項
目
の
所

在
は
「
覆
製
本
頁
数-

行
段
」
の
形
式
で
記
し
た
。 

 
三 
本
文
と
引
用
文
の
用
字 

翻
字
以
外
の
本
文
に
お
い
て
は
新
漢
字
新
仮
名
遣
い
を
基
本
原
則
と
し
た
。
引
用
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文
献
の
旧
漢
字
旧
仮
名
遣
い
も
こ
れ
に
従
っ
て
適
宜
直
し
た
が
、
個
別
的
に
断
る
こ

と
は
し
な
い



 

5 

第一部 翻字篇 

 

 

 

 

 

 

 

第 一 部 

 

 

翻 

 

字 

 

篇

 



 

6 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
書
誌 

本
資
料
の
書
誌
に
関
し
て
は
一
九
五
〇
年
宮
内
庁
書
陵
部
で
発
刊
し
た
「
図
書
寮

本
名
義
抄
解
説
」
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
裏
打
ち
な
ど
の
朱
売
り
が

行
わ
れ
た
と
聞
く
が
、
新
し
い
書
誌
の
記
述
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
筆
者
は
宮
内
庁

書
陵
部
図
書
課
図
書
寮
文
庫
に
て
二
〇
一
三
年
十
月
二
十
二
～
二
十
四
日
の
三
日
間

の
原
本
調
査
を
行
い
、
修
理
後
の
姿
を
確
認
し
た
。
ま
ず
は
「
図
書
寮
本
類
聚
名
義

抄
解
説
」
に
お
け
る
書
誌
を
要
約
し
、
新
し
く
確
認
し
た
修
理
後
の
状
態
と
の
相
異

だ
け
記
す
こ
と
に
す
る
。 

 

《
旧
書
誌
》 

○
形
状 

一
帖
（
法
部
前
半
の
残
欠
）
、
粘
葉
装
、
素
表
紙
、
厚
手
の
楮
斐
混
漉
の
紙
、

縱
二
七
・
七
㎜×

横
一
六
・
七
㎜ 

○
本
文 

一
面
八
罫
五
線
（
七
行
四
段
）
白
押
界
、
一
面
二
十
八
劃
、
一
劃
に
一
つ
の

掲
出
語
を
太
字
書
、
そ
の
下
に
細
字
二
行
の
注
文
。
部
首
ご
と
に
改
頁
書
写
、

墨
付
両
面
書
写
の
三
四
二
頁
、
総
丁
数
一
七
三
葉
、
全
紙
数
八
六
枚
お
よ
び

表
紙
の
半
紙
一
枚
。
同
紙
質
の
入
紙
一
枚
（
二
〇
九
～
二
一
二
頁
）
を
含
む
、

糊
代
に
虫
損
甚
だ
し
く
、
一
枚
・
半
紙
一
葉
ず
つ
離
脱 

 

《
新
書
誌
》 

①
形
状 

粘
葉
装(

改
装
紙
縒
露
出)

、
香
色
無
地
表
紙
、
一
帖(

法
部)

、
二
七
・
六×

一
八
・
八
㎝
、
、
改
装
表
紙
の
次
に
元
装
表
紙
あ
り 

②
外
題 

左
肩
後
補
題
簽(

香
色
料
紙)

墨
書
「
類
聚
名
義
抄 

清
水
谷
本
」
、
元
装
表

紙
無
題 

③
見
返
し 

元
装
表
紙
見
返
し
に
墨
書
「
此
書
不
可
出
經
藏
外
若
有
其
志
／
之
人
臨
砌
可

令
披
覧
非
是
／
慳
恡(

悋)

之
義
只
爲
護
持
正
法
也
」
行
書
、
文
頭
に
印
記
「
圖

書
寮
印
」(

朱
陽
方) 

③
前
付 

「
類
聚
名
義
抄
篇
目
頌 

法
」
以
下
二
十
部
首(

水
～
衣)

に
墨
声
点(

六
声
・
濁

双
点)

・
片
仮
名
字
音
傍
記
・
朱
書
通
し
番
号(

卌
一
～
六
十)

付
随 

④
本
文 

押
界(

裏
か
ら
押
す)

七
行
四
段
、
界
高
二
二
・
〇
㎝
、
界
幅
一
二
・
八
㎝(

行

幅
一
・
八
～
九
㎝)

、
掲
出
語
大
字
楷
書
、
注
文
小
字
双
行
楷
行
書
漢
字
漢
文

片
仮
名
混
、
朱
書
乎
己
止
点(

喜
多
院
点)

・
声
点(

六
声
／
濁
双
点)

・
句
点

(

右
寄
り)
・
読
点(

中)

・
区
切
り(

中)

・
片
仮
名
傍
記
、
一
七
三
丁 
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⑤
本
文
特
記 

掲
出
語
―
注
文
順
に
同
筆
で
書
写(

墨
の
濃
淡
連
続)

、
擦
消
訂
正(

改
行
間
違

え
等)
、
同
筆
及
び
別
筆(

二
種
類)

に
よ
る
本
文
補
入
訂
正
と
字
画
補
正
、
見

消
朱
墨
両
用 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

８ 

翻
字
凡
例 

一 

字
体 

○
本
文
の
翻
字
は
、
い
わ
ゆ
る
康
熙
字
典
体
を
基
本
と
す
る
。 

○
但
し
、
万
葉
仮
名
和
訓
に
対
し
て
は
原
文
に
近
い
字
体
で
翻
字
す
る
。 

○
但
し
字
体
記
述
の
上
で
有
意
味
な
も
の
は
、
ユ
ニ
コ
ー
ド
内
の
原
形
に
近
い
字

体
を
入
力
す
る
。 

○
略
字(

字
形
の
一
部
を
省
略
し
た
字
体)
は
で
き
る
だ
け
原
字
に
戻
し
て
入
力
す

る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

丶(

也)

／
乄(

反)

／
亠(

音)

／
〻(

云)

／
丆(

不)

／
彳(
從)

／
扌(

於)
 

谷(

俗)

／
牜(

物)

／
乚(

訓)

／
类(

類)

／
巠(

經)

／
乛(

羅)
／
侖(

論)
 

彖(

緣)

／
㐬(

疏)

／
番(

翻)

／
㐂(

喜)

／
乍(

作)

／
刂(

利)

／
禾(
和)

 

兹(

慈)

／
㒵(

貌)

／
川(

順)

／
丷(

麤)

／
聿(

律)

／
方(

魴)

／
舀(

瑫)
 

离(

離)

／

(

髮)

／

(

染)

／
帛(

綿)

／
旡(

旣)

／
豦(

遽)

／
㥯(

隱)
 

古(

故)

／

(

龍)

／
犬(

獄)

／
𢛳(

德)

／
阝(

阿
・
部)

／
匕(

毗
・
比)

 

沙(

娑)

／
力(

迦)

／

(

惱)

／

 
(

滅)

／
睪(

譯)

／
㐬(

疏)
 

○
合
字(

二
字
以
上
の
も
の
を
一
字
に
し
た
字)

の
場
合
は
二
字
に
戻
し
て
入
力
し

た
。
た
だ
し
、
数
字
の
場
合(

卅
・
卌)

は
そ
の
ま
ま
入
力
し
た
。
そ
の
例
は
次
の

ご
と
く
で
あ
る
。 

𦬇(

菩
薩)

／
䔶(

菩
提)

／
婡(

如
來)

／

(

般
若)

／

(

涅
槃)

／

(

供
養)

 

 

 

二 

省
略
・
句
読
類 

○
掲
出
字
の
省
略
符
号
は
「
ー
」
に
し
、
後
ろ
に
原
字
を[

 
]

で
示
す
。 

○
様
々
な
踊
り
字
の
形
態
は
漢
字
は
「
々
」
、
仮
名
は
「
ヽ
」(

一
字)

と
「
〳
〵
」

(

二
字
以
上)

に
統
一
す
る
。 

○
注
文
中
の
中
略
記
号
は
「
〜
」
に
し
、
略
さ
れ
た
内
容
を[

 ]

で
示
す
こ
と
が
あ

る
。 

○
区
切
り
点(

中
央)

は
「
・
」
で
示
す
。 

○
句
点(

右
傍)

は
「
。
」
で
、
読
点(

中
央)

は
「
、
」
で
示
す
。 

 

三 

声
点
・
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
類 

○
本
文
中
に
示
さ
れ
て
い
る
付
随
情
報(

声
点
・
ヲ
コ
ト
点
・
添
え
仮
名)

は(
 

)

で
解
釈
を
示
す
。 

○
声
点
に
関
し
て
は
「
Ｌ(

平
声L

a
w
)

／
Ｈ(

上
声H

i
gh)

／
Ｒ(

去
声R

i
s
in
g
)

／

Ｓ(

入
声S

to
p
)

／
Ｆ(

平
声
軽F

a
l
l
i
n
g
)

／
Ｔ(

入
声
軽s

T
o
p
)

」に
入
力
す
る
。

濁
音
の
場
合
は
「
◯ﾞ

」
の
形
式
で
入
力
す
る
。
和
訓
の
場
合
は
当
該
和
訓
の
最

後
に
ま
と
め
て
示
し
、
途
中
の
無
声
点
の
字
は 

「
○
」
に
す
る
。 

○
鼻
音
化
の
符
号
は
「
Ｎ(Na

s
a
l
i
z
a
t
io
n
)

」
で
示
す
。 

○
ヲ
コ
ト
点
は
平
仮
名
、
仮
名
の
傍
訓
・
字
音
注
記
は
片
仮
名
で
入
力
す
る
。
万

葉
仮
名
和
訓
に
は[ 

]

に
括
っ
て
片
仮
名
で
示
す
。 



 

９ 

○
返
点
は
「
㆒
」(

U
+3
1
9
2
)

、
待
点
は
「
㆓
」(

U
+3
1
9
3
)

で
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。 

〇
一
字
に
複
数
の
符
号
が
使
わ
れ
る
場
合
、
「-

」
で
区
切
る
か
、
別
の
括
弧
を
使

う
。 

 

四 

本
文
・
校
訂
・
参
考
注
記
な
ど 

〇
本
文
の
注
文
は
【 

】
で
括
っ
て
示
す
が
、
注
文
中
の
更
な
る
割
注
お
よ
び
小
書

き
は
《 

》(

全
角)

で
示
す
。 

〇
掲
出
語
の
下
の
ま
と
ま
っ
た
に
注
文
よ
り
先
に
、
掲
出
字
の
間
に
挿
入
さ
れ
て

い
る
注
文(

●
●)

は
、
ま
と
ま
っ
た
注
文(
〇
〇)

よ
り
前
に
【 

】
で
括
り
、[

在

某
字
之
下]

と
注
記
す
る
。 

 
 

（
例
）
【
●
●[

在
某
字
之
下]

】
【
〇
〇
】 

○
片
仮
名
和
訓
の
出
典
の
小
書
き
は
特
記
し
な
い
。 

○
虫
損
に
よ
る
判
読
不
可
箇
所
は
「
□
」
で
示
し
、
そ
れ
意
外
の
判
読
不
可
箇
所

は
「
■
」
に
す
る
。 

○
本
文(

▲)

の
傍
ら
に
施
さ
れ
た
参
考
注
記(

△)

は
「
▲(

「
△
」)

」
の
形
で
記
す
。 

〇
明
白
な
誤
写
、
あ
る
い
は
他
文
献
に
よ
る
校
勘
に
よ
っ
て
訂
正
し
た
箇
所
に
対

し
て
は
、
正
し
い
本
文(

★)

に
直
し
、
原
文
の
字
面(

☆)

を[
 ]

に
括
っ
て
記
す

す
。 

 

（
例
）
★[

原
作
☆] 

○
本
文
中
の
補
入
お
よ
び
入
替
・
抹
消
の
指
示
は
、
反
映
し
て
翻
字
し
、
補
入
・
入

替
箇
所
は
「 

」
、
抹
消
箇
所
は
『 

』
で
括
っ
て
示
す
。
但
し
項
目
単
位
で
の

補
入
お
よ
び
入
替
な
ど
の
場
合
は
こ
れ
を
用
い
ず
、
項
目
の
所
在
の
後
ろ
に(

補)

や(

消)

な
ど
を
付
け
て
示
す
。 

○
本
文
の
理
解
に
便
す
る
た
め
に
翻
字
者
が
任
意
補
入
し
た
情
報(

省
略
符
と
略
字

の
原
字
な
ど)

は[
 ]

を
用
い
て
示
す
。 
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翻
字
本
文 

一 
 

言
部 

七
〇
頁 

 

言<
0
7
0
-
1
1>

【
弘
云
魚
鞬(

Ｌ)

反
我
也
間
也
從
也
憘
也
問
也
・
應
云
直[

原
作
真]

言
曰[

原

作
月]

言
々
己
事
也
。
答
述
爲
語
㆒
爲
人
説
也
。
ー[

言]

亦
云
也
發
端
也[

原
作
文]

・
中

云
語
也
・
眞
云
説
也
。
・
大
覺
云
ー[
言]

は

在
飛
龍
前
㆒
行
は

在
跛
鼈
後
に

・
季
云

和
礼[

ワ
レ]

(

Ｌ
Ｈ)

・
珠
曰
伊
布
去
々
呂
波[

イ
フ
コ
ヽ
ロ
ハ]

(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ) 

去
々
尓[

コ
ヽ
ニ]

(

Ｌ

Ｈ
Ｈ) 

コ
ト(

Ｌ
Ｌ)

記 

モ
ノ
イ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ) 
マ
ウ
ス(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

選 

コ
ト
ハ(

Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

)

詩 

ト
ク(

Ｌ
Ｈ)

切
】 

𧥛<
0
7
0
-
3
1>

【
魴
云
魚
匽(

Ｈ)

反
。
言
脣
急
口
弱
。
・
類
云
去
偃
反
。
】 

𧥜<
0
7
0
-
3
3>

【
魴
云
去
匽(

Ｈ)

反
言
急
貌
。
・
類
云
魚
偃
反
脣
上
急
。
】 

<
0
7
0
-
4
1
>

【
魴
云
而
渉
反
・
類
云
侈
葉
反
。
】 

<
0
7
0
-
4
3
>

【
魴
云
叱
渉
反
・
類
云
醜
周
反
不
中
。
】 

方
言<

0
7
0
-5
1
>

【
湛
然
曰
唐
梵
二
方
言
音
不
同
。
云
々
】 

所
言<

0
7
0
-5
3
>

【
信
云
ー[

言]

卽
讒
也
故
尼
有
言
人
戒
僧
言
人
得
吉
尼
得
墮
】 

讀
誦<

0
7
0
-6
1
>

【
上
音
獨(

Ｓ)

・
弘
云
抽
也
出
也
書
也
説
也
・
眞
云
目
對
文
㆒
而
口
唱

也
。
ヨ
ム(

Ｌ
Ｈ)

論 

下
音
「
頌(

Ｒ)

」
・
弘
云
詩
也
歌
樂
也
公
也
言
也
。
應
云
倍

(

オ
ヒ-

た
る-

を)

文
㆒
曰
ー[

諷]

㆒
以
聲
㆒
節
之
曰
ー[

誦]

。
倍
は

佩
。
・
慈
云
讀
者
披
文
㆒

誦
者
暗
説
。
】 

諷
誦<

07
0
-
7
3>

【
慈
曰
方
鳳(

Ｒ)

反
ー[

諷]

謂
詠
讀
也
誦
背
文
也
又
鄭
玄
云
倍
文
㆒
曰

ー[

諷]

。
以
聲
㆒
節
之
曰
ー[

誦]

。
上
弘
云
敎
也
誦
也
。
・
眞
云
不
由
長
行
㆒
忽
爾

孤
起
之
頌
。
】 

七
一
頁 

 

誦
謵<

0
7
1
-1
4
>

【
應
云
誦[

原
作
謂]

習
、
經
ー[

謵]

。
丑
俠
反
言
不
止
也
。
非
。
】 

諷
諫<

0
7
1
-2
2
>

【
上
、
風
、
上
と

同
。
見
詩
。
下
音
澗(

カ
ン
Ｒ)

・
弘
云
正
也
更
也
・
眞

云
淨
也
又
直
言
以
悟
入
也
公
云
音

(

Ｌ) 

イ
サ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

珠
云
伊
佐
牟[

イ
サ

ム]
(

Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

眞
云
ー[

諫]
(

Ｒ) 

誎
《
且
録
》
】 

三
諌<

0
7
1
-3
2
>

【
或
反
古
云
三
遍
伊
佐
牟[

ミ
ヘ
イ
サ
ム]

(

○
○
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

】 

諌
ー[

諫]<
0
7
1
-
3
4>

【
干
云
上
通
。
】 

論
議<

0
7
1
-4
1
>

【
弘
云
力
昆(

Ｆ)

反
思
也
倫
也
理
也
擇
考
議
也
讀
也
・
中
云
上
去
聲

議
也
。
以
事
㆒
相
難
也
談
競
理
也
・
眞
云
郎[

原
作
卽]

寸
反
ー[

論]

議
也
。
又
平
聲
。

「
・
玉
云
又
力
遵
反
・
韻
銓
云
平
は

説
、
去
は

議
。
オ
モ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

ア
ケ
ツ
ラ

フ(
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
○
○)

遊
」
・
下
魚
斯
反
ー[

議]

量
也
。
又
去
聲
謀
也
謂
决
擇
解
説
諸
法

性
相
也
・
下
「
弘
云
魚(

Ｌﾞ
)

寄(

Ｒ)

反
謀
也
擇
也
圖
也
語
也
。
」
・
中
云
宜
音
量

也
又
《
去
》
謀
也
・
東
云
又
音
義(

Ｒﾞ
)

論
也
評
也
語
也
宜
也
反
言
也
詳
説
也
・
玉
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云
廣
詳
之
也
ー[

議]

猶
擇
也
圖
也
。
ハ
カ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

律
】 

論
説<

0
7
1
-6
2
>

【
中
云
。
如
上
注
。
】 

言
論<

0
7
1
-6
3
>

【
中
云
力
屯
反
言
有
理
㆒
也
。
又
盧
魂
反
説
也
。
ー
ー[

言
論]

猶
言
説
㆒

也
。
】 

論
曰<

0
7
1
-7
2
>

【
鸞
云
ー[

論]
者
議
也
。
言
議
偈
所
以
也
。
曰
者
詞
也
。
】 

耶
ー[

論]<
0
7
1
-
7
4>

【
眞
云
盧
昆
反
説
也
義
也
語
也
又
郎
寸
反
談
競
理
也
講
法
也
。

今
案
平
去
通
用
。
】 

七
二
頁 

 

記
別<

0
7
2
-1
3
>

【
眞
云
居
吏
反
决
也
別
也
。
下
兵
列(

Ｔ)

反
亦
以
別
、
𧧸
。
卽
是
弟

子
當
來
成
佛
等
事
。
】 

開
論<

0
7
2
-2
2
>

【
瑜
伽
略
纂
云
顯
説
話
名
ー
ー[

開
論]

】 

合
ー[

論]<
0
7
2
-
2
4>

【
又
云
隠
密
約
喩
説
話
合
之
令
解
名
合
説
】 

々[

論]
(

Ｒ)

宗(

Ｌ)

。<
0
7
2
-
3
2
>

【
湛
然
云
平
聲
】 

戲
論<

0
7
2
-3
3
>

【
慈
云
ー
ー[

戲
論]

者
分
別
之
異
名
】 

記
ー[

論]

外
道<

0
72
-
4
1
>

【
應
云
卽
毗
伽
羅
ー[

論]

是
】 

聲
因
論<

0
72
-
4
3
>

【
眞
云
聲
明
ー[

論]

、
因
明
ー[

論]

。
五
明
中
二
也
。
】 

議
中<

0
7
2
-5
1
>

【
應
云
謂
伯
仲
兄
弟
也
。
伯
は

長
、
仲
は

中
也
。
】 

不
思
議<

0
72
-
5
3
>

【
眞
云
息
慈
反
念
也
宜
奇
反
評
也
謀
也
・
唯
識[

原
作
議]

云
超
過
尋

思
言
議
道
故
・
又
云
妙
用
難
測
名
ー
ー
ー[

不
思
議]

。
ハ
カ
ラ
ク
】 

分
別
論
者<0

7
2
-
6
3>

【
慈
云
本
卽
大
乘
唯
説
新
熏
㆒
心
溷
師
等
名
ー
ー[

分
別]

・
了
義

登
云
或
大
乘
異
師
或
小
乘
諸
部
皆
名
分
別
不
定
一
部
。
】 

唯
識<

0
7
2
-7
4
>

【
慈
云
唯
謂
簡
別
、
遮
『
也
』
無
㆓
外
境
識
は

謂
能
了
、
詮
有
㆓
内
心
。・
章

有
十
門
。
釋
名
㆒
如
第
二
門
。
】 

七
三
頁 

 

々[

識]

蘊<
0
7
3
-
1
3>

【
眞
云
記
也
了
也
。
】 

知
ー[

識]<
0
7
3
-
1
4>

【
宋
云
音
式(

Ｔ)

・
弘
云
知
也
・
然
曰
聞
「
名
爲
知
㆒
見
形
㆒
爲
ー

[

識]

。
是
人
益
」
我
菩
提
之
道
㆒
名
善
知
識
と

・
唯
識
云
了
別
名
ー[

識]

・
慈
云
識

者
驗
也
・
法
花
云
善
知
識
者
是
大
因
緣 

眞
云
サ
ト
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｌ) 

シ
ル(

Ｈ
Ｌ)

記 

モ
ノ
シ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

】 

信
受<

0
7
3
-3
1
>

【
音
迅(

シ
ン
Ｒ)

・
弘
云
誠
也
明
也
驗
也
用
也
敬
也
宿
也
重
也
處
也
・
慈

云
ー[

信]

者
證
入
、
受
者
領
納
・
又
云
「
玄
贊
等
云
」
於
此
ー[

信]

中
略
爲
十
釋

云
々
《
理
趣
疏
又
可
見
》
・
華
嚴
云
ー[

信]

能
増
長
智
功
德
ー[

信]

能
必
到
如
來

地
云
々
・
玉
云
極
也
再
宿
㆒
曰
ー[

信]

。
遣
使
㆒
相
聞
曰
ー[

信]

と

。
マ
コ
ト(

Ｈ
Ｈ
Ｈ)

易 
ノ
フ(

Ｌ
Ｈﾞ

)

後
《
申
也
》 

オ
モ
ヒ
テ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈﾞ

)

遊 

カ
タ
ミ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ) 

勝
曼

云
ー[

信] 
ツ
カ
ヒ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ)

】 
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ー[
信]

度
河<

0
7
3
-5
2
>

【
應
云
舊
云
辛
頭
。
此
云
驗
河
。
從
池(

「
無
熱
歟
」)

南
面
銀
牛
口
㆒

流
出
還
入
南
海
。
】 

討
伐<

0
7
3
-6
1
>

【
慈
云
恥
老(

Ｈ)

反
除
也
誅
也
・
應
云
古
䚯
・
弘
云
治[

原
作
冶]

也
去
也

雜
也 

東
云
浚
尋
也
伐
也
理
也
科
也
覓
也
訪
也
治
也
從
言
㆒
從
寸
。
々
法
度
也

難
也
ー[

討]

猶
去
也
】 

訶<
0
7
3
-
7
2>

【
弘
云
呼
多
反
責
也
怒
也
。
呵
《
同
》 

眞
云
カ(

Ｒ)

】 

沙
ー[

訶]<
0
7
3
-
7
4
>

【
應
云
又
作
娑
ー[
訶]

樓
陀
或
娑
婆
㆒
訛
。
正
云
索
ー[

訶]

。
此
云

能
忍
。
或
堪
忍
。
一
言
雜
會
世
界
。
】 

七
四
頁 

 

ー[

訶]

猒<
0
7
4
-
1
3>

【
應
云
ー[

訶]

大
言
而
怒
也
・
憲
云
亦
作
呵
責
也
怒
發
聲
・
眞
云

言
責
也
。
】 

ー[

訶]

梨
怛
鷄<

0
74
-
2
2
>

【
應
云
舊
云
呵
梨
勒
。
翻
爲
天
主
持
來
。
此
果
堪
爲
藥
以

功[

原
作
切]

用
極
多
如
此
土
人
參
石
斛
等
。
】 

ー[

訶]

羅<
0
7
4
-
3
2>

【
應
云
古
河
反
。
】 

不
計<

0
7
4
-3
3
>

【
音
係(

ケ
イ
Ｒ)

・
弘
云
會
也
算
也
謀
也
・
應
云
ー[

計]

樂
也
。
經
係
非

也
。 

ハ
カ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

「
月
」 

カ
ソ
フ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

律
】 

訏<
0
7
4
-
4
2>

【
弘
云
況
倶(

ク
Ｆ)

反
大
也
差
也
美
言
也
僞
也
。 

マ
コ
ト(

Ｌ
Ｈ
Ｈ) 

オ
ホ

イ
ナ
リ(

Ｌ
Ｌ
○
○
○)

】 

訐<
0
7
4
-
4
4>

【
弘
云
柯
戴
反
揚
惡
也
。
】 

ー[

訐]

ア
ハ
ク(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

群
臣
之
德
失
を

。<
0
7
4
-
51
>

【
顔
氏
】 

謌<
0
7
4
-
5
3>

【
類
云
哥
音
】 

言
詞<

0
7
4
-5
4
>

【
音
辭(

シ
Ｌ)

・
應
云
意
内
而
言
外
也
。
審
言
語
也
・
中
云
言
辭
也
。

或
作

。
不
受
也
訟
也
。

𨐲
辝
辞
四
形
聲
類
以
爲
皆
ー[

詞]

字
。
新
切
韻
ー

[

詞]

辭
異
・
眞
云
言
語
也
告
也
。
直[

原
作
真]

言
曰
言
㆒
々
己
事
㆒
也
。
答
述
曰
ー[

詞]

㆒

爲
人
㆒
説
也
。
論
語
作
辤
・
東
云
請
也
安
定
ー[

詞]

也
。
□[

コ]

ト
□[

ハ]

選 

眞

云
シ(

Ｌ-

Ｎ)

「
俱
舍
云
詞
謂
訓
釋
言
詞
」
】 

祝
詞<

0
7
4
-6
5
>

【
ノ
ト
コ
ト(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ) 

ハ
ラ
ヘ
コ
ト(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｌ)

】 

許<
0
7
4
-
7
4>

【
弘
云
虛
語
反
進
也
聽
也
從
也
然
也
諾
也
所
也
與
□[

也]

・
中
云
聽
也

ー[

許]

可
也
・
了
義
燈
云
以
悔
ー[

許]

字
少
相
近
故
寫
者
有
悞
。 

ス
ヽ
ム(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

】 

七
五
頁 

 

爲
ー[

許]<
0
7
5
-
1
4>

【
眞
云
聽
也 

珠
云
由
流
須(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

】 

爾
ー 

[

許]<
0
7
5
-
2
1>

【
眞
云
ー[

許]

猶
所
。
】 

於
某
甲
ー[

許]<
0
75
-
2
2
>

【
同
】 

幾
ー[

許]<
0
7
5
-
2
3>

【
同
・
又
云
擬
也
。
イ
ク
ハ
ク
ハ
カ
リ(

Ｌ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｌ)

集 

ソ
コ

ハ
ク(

Ｌ
Ｈ
Ｌﾞ
Ｌ)

】 
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芥
子
ー[

許]<
0
7
5
-3
1
>

【
中
云
擬
也
然
也
。
】 

作
ー[

許]<
0
7
5
-
3
3>

【
ソ
コ
ハ
ク(

Ｌ
Ｈ
Ｌﾞ

Ｌ)

遊
】 

那
ー[

許]<
0
7
5
-
3
4>

【
同
】 

如
ー[

許]<
0
7
5
-
4
1>

【
同
】 

何
ノ

ー[

許]<
0
7
5
-
4
2
>

【
ト
コ
ロ(
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

集
】 

訢<
0
7
5
-
4
3>

【
弘
云
許
殷
反
樂
也
喜
也
亦
欣
字
。
】 

ー[

訢]

婆<
0
7
5
-
5
1>

【
應
云
虛
斤
反
。
】 

訴<
0
7
5
-
5
2>

【
音
素(

ソ
Ｒ)

愬
《
説
文
同
上
》
ウ
タ
フ(

Ｓ
Ｈ
Ｌ)

詩
】 

訓
訢<

0
7
5
-5
3
>

【
應
云
下
又
欣
。
虛
殷
反
ー[

訢]

樂
也
。
】 

訃<
0
7
5
-
6
1>

【
弘
云
匹
付
反
赴
也
至
也
。 

眞
云
フ(

Ｌ)

】 

敎
誡<

0
7
5
-6
3
>

【
暉
云
敎
者
敎
授
令
人
條
善
㆒
ー[

誡]

者
ー[

誡]

勗
令
人
斷
㆓
惡
。
】 

訴
彌<

0
7
5
-7
1
>

【
信
云
蘇
故
反
】 

諮
詢<

0
7
5
-7
2
>

【
音
㫬(

Ｆ)

・
弘
云
問
親
戚
㆒
之
儀
訪
也
。
・
應
云
問
也
左
傳
訪
問
於

善
㆒
爲
諮
。
々
親
爲
ー[

詢]

。
々
問
親
戚
㆒
之
儀[

原
作
議]

也
。
ー[

詢]

問
善
道
㆒
也
。・
季

云
波
賀
留[

ハ
カ
ル]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

ト
フ
ラ
フ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

】 
七
六
頁 

 

ー[

諮]

問<
0
7
6
-
1
2
>

【
音
咨(

シ
Ｆ)

・
弘
云
謀
也

字
問
善
道
也
・
眞
云
請
問
也
・
東

云
詢
訪
也
啓
也
問
尊
者
㆒
曰
ー[

諮]

謀
㆒
也
。
】 

ー[

詢]

陀<
0
7
6
-
2
1>

【
應
云
私
旬
反
】 

設<
0
7
6-
2
2>

【
弘
云
尸
熱
反
置
也
施
也
合
也
・
眞
云
陳
也
計
也
列
也
飼
也
。
マ
ウ

ク(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

記
】 

ー[

設]

使<
0
7
6
-
2
4>

【
タ
ト
ヒ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

律
】 

ー[

設]

如<
0
7
6
-
3
1>

【
同[

タ
ト
ヒ]

集
】 

ー[

設]

得<
0
7
6
-
3
2>

【
中
云
ー[

設]

許
也
ー[

設]

會
也 

眞
云
權
之
所
言
曰
ー[

設]

】 

𢾭
ー[

設]<
0
7
6
-
3
4>

【
眞
云
施
ー[

設]

也
】 

ー[

設]

固<
0
7
6
-
4
1>

【
眞
云
ー[

設]

假
ー[

設]

也
】 

ー[

設]

利
羅<

0
7
6
-4
2
>

【
眞
云
舊
云
舍
利
。
唐
云
身
骨
。
】 

詶(

「
又
」)

答<
0
76
-
4
4
>

【
音
授(

Ｒ)

・
弘
云
詛
也
呪
也
譸
字
・
應
云
亦
酬
字
也
ー[

詶]

報

也
・
眞
云
以
言
答
也
。
作
酬
㆒
非
・
東
云
答
也
又
平
以
言
㆒
相
恐
也
贈
也
。 

】 
詡<

0
7
6
-
5
4>

【
吁
甫
反
東
云
ー[

詡]

々
猶
普
也
大
也
人
語
也
偏
也
ー[

詡]

猶
普
也
和
也
】 

訓
詁<

0
7
6
-6
2
>

【
應
云
吁
運
反
ー[

訓]

導
也
敎
也
誡
也
・
中
云
誨
也
・
眞
云
言
ー[

訓]

也
試
也
・
東
云
赦
也
注
解
也
以
善
言
ー[

訓]

男
女
也
。
又
男
曰
敎
㆒
女
曰
ー[

訓]

㆒
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也
。
議
也
從
也
。
ヲ
シ
フ(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

詩 

・
下
音
故(

Ｒ)

・
弘
云
釋
ー[

詁]

也
・
應
云

又
音
古
訓
古
言
也
訓
導
也
釋
也
・
東
云
古
今
異
辭
訓
古
言
又
姑
戸
反
俗
音
古

非
訓
也
故
古
也
。
】 

七
七
頁 

 

ー[

訓]<
0
7
7
-
1
2
>

【
干
云
上
通
・
弘
云
翊
運
反
誡
也
導
也
敎
也
從
也
。
ヲ
シ
フ
詩
】 

ー[

訓]

狐<
0
7
7
-
1
4>

【
應
云
關
西
呼
爲
ー[

訓]

侯
山
東
謂
之
ー
ー[

訓
孤]

。
經
作
薫[

原
作
董]

胡
㆒
非
。
】 

設
支<

0
7
7
-2
2
>

【
應
云
舊
云
舍
脂
。
此
云
能
縛
。
謂
女
人
若
可
愛
能
生
男
子
深[

染]

着
㆒
通
名
ー
ー[

設
支]

。
】 

誡
勗<

0
7
7
-3
1
>

【
音
界(

Ｒ)

・
應
云
警
勅
曰
ー[

誡]

自[

原
作
目]

勵
曰
勗
。
又
ー[

誡]

告[

原
作

吉]

愼
也
勗
勉
强
也
・
憲
云
告
也
命
也
・
眞
云
言
警
也
・
東
云
相
警
以
言
㆒
也
。

警
告
也
命
也
敕
也
左
傳
作
戒
に

。 

イ
マ
シ
メ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

詩 

眞
云
カ
イ
】 

𧪖[

誡]<
0
7
7
-
4
2
>

【
東
云
通
・
弘
云
警
也
告
也
命
也
。
】 

ー[

誡]

々
之
々
哉
々<

0
7
7
-4
2(

補)
>

【
イ
メ
〳
〵
顔
】 

試
問<

0
7
7
-4
3
>

【
音
弑(

シ
Ｒ)

・
弘
云
用
也
・
眞
云
考
能
也
。
・
東
云
嘗
視
也
考
功
也

ー[

試]

猶
嘗
ー[

試]

。 

コ
ヽ
ロ
ミ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

易 

モ
チ
ヰ
ル(

Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

詩 

眞
云

シ(

Ｌ)

】 

嘗
ー[

試]<
0
7
7
-
5
3>

【
コ
ヽ
ロ
ミ
ニ(

Ｌ
□
□
Ｌ
Ｈ)

選
】 

詀<
0
7
7
-
5
4>

【
弘
云
託
兼(

Ｆ)

反
轉
語
也
・
東
云
又
佇
陷
反
被
誑
也
誤
也
設
也
又
叱

渉(

Ｔ)

反
ー[

詀]

讘
細
語
也
呫
囁
《
作
輙
》
附
耳
語
也
。
又
他
協(

Ｓ)

反
竹
咸
占
陷

反
。
】 

詰
難<

0
7
7
-6
4
>

【
弘
云
去
質(

Ｔ)

反
治
也
謹
也
責
也
無
也
・
應
云
責
問
也
ー[

詰]

問

也
。
・
魴
云
又
維
摩
ー[

詰]

・
眞
云
ー[

詰]

問
其
罪
也
窮
問
也
。
・
公
云
音
吉 

ナ

シ
ル 

イ
サ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

月
】 

調
話<

0
7
7
-7
4
>

【
弘
云
胡
快
反
謂
也
調
也
・
應
云
會
合
善
言
也
謂
調
戲
也
訛
言
也
。 

モ
ノ
カ
タ
リ(

Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ
Ｌ)

選
】 

七
八
頁 

 

々[

話]

言<
0
7
8
-
1
3>

【
上
ヨ
シ(

Ｌ
Ｆ)

詩 

善
言
也
】 

聖
誥<

0
7
8
-1
4
>

【
弘
云
古
到(

Ｒ)

反
告
也
謹
也
語
也
・
應
云
所
以
幼
謹
戒
衆
㆒
也
。
ツ

ク(

Ｈ
Ｌﾞ

)

書 

ア
ラ
ハ
ス(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

集
】 

典
誥<

0
7
8
-2
3
>

【
應
云
同
上
】 

諦
觀<

0
7
8
-2
4
>

【
慈
云
ー
ー[

諦
觀]

者
審
緣
也
。
】 

誠
諦<

0
7
8
-3
1
>

【
音
成 

慈
云
信
也
敬
也
・
弘
云
審
也
・
應
云
ー[

誠]

實
也
。
・
眞
云

志
也
。
・
下
類
云
帝
音
】 

課<
0
7
8
-
3
4>

【
音
科(

Ｌ)

・
弘
云
訂
也
誡
也
第
也
・
東
云
差
也
役
也
。
又
《
去
》
試

也
𣫍
也
功[
原
作
切]

也
勸
也
税
取
也
第
也
責
功[

原
作
切]

也
・
玉
云
ー[

課]

猶
訂
《
平
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議
也
》
也
。 

オ
ホ
ス(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

集
】 

訛
言<

0
7
8
-4
4
>

【
弘
云
五
戈
反
化
也
僞
也
動
也
覺
也
・
應
云
古
譌
、
吪
。
詭
言
也

謂
詐
僞
也
。
・
東
云
謬
也
稜
言
也
人
之
ー[

訛]

言
也
語
不
定
也
。
ウ
コ
ク(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

詩 

イ
ツ
ハ
リ(
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ)

月 

・
眞
云
タ
カ
フ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

】 

詭
詐<

0
7
8
-6
1
>

【
弘
云
倶
毀
反
責
也
欺
也
奇
也
公
云
音
貴(

Ｌ)

異
詐
言
也 

ア
ヤ
シ

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

選 

イ
ツ
ワ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

集
・
下
憲
云
測
駕
反
僞
也
・
慈
云
ー
ー[

詭
詐]

者

虛
僞
之
稱
。
下
ア
サ
ム
ク(

Ｈ
Ｈﾞ
Ｈ
Ｌ)

記 

イ
ツ
ハ
リ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ)

後 

眞
云
作(

Ｒ)

】 

註
記<

0
7
8
-7
3
>

【
音
住(

チ
ウ
Ｒ)

・
慈
云
䟽
也
議
也
解
也
記
物
曰
ー[

註]

切
韻
作
注
《
・
中

云
丁
住
反
ー[

註]

猶
記
㆒
也
又
之
戍
反
非
此
旨
》
ー[

註]

注
同
・
下
弘
云
居
意
反

䟽
也
。
録
□[

也] 

慈
云
ー[

記]

者
ー[

記]

別
解
釋
之
義
・
眞
云
識
持
也
。
シ
ル
ス

(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

月
】 

七
九
頁 

 

説<
0
7
9
-
1
4>

【
弘
云
始
悦(

Ｔ)

反
言
也
解
也
讀
也
告
也
・
慈
云
ー[

説]

者
示
也
。
珠
云

止
久[

ト
ク]

(

Ｌ
Ｈ) 

ツ
ク(

Ｌ
Ｈ)

詩
《
音
悦
服
也
》 

ヤ
ト
ル(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

舎
也 

又
音
選

音
决
云
ヨ
ロ
コ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌﾞ

)

悦
《
兩
都
賦
》
・
又
音
与
税
同  

愐
云
誘
。
・
中

云
ー[

説]

猶
言
。 

】 

授
記<

0
7
9
-3
1
>

【
慈
云
授
者
與
也
ー[

記]

者
別
也 

淄[

原
作
緇]

州
云
授
者
付
也
與
也
記

者
分
別
也
爲
其
分
別
驗
其
當
果
而
以
與
之
・
中
云
慈
云
决
也
】 

該
羅<

0
7
9
-4
1
>

【
音
垓(

カ
イ
Ｆ)

・
弘
云
備
也
咸
也
皆
也
譖
也
包
也
・
玉
云
浮
也
・
東

云
博
學
也
軍
中
約
也
帀
也
兼
也
博
也
。
ソ
ナ
ハ
ル(

Ｌ
Ｌ
○
○)

選 

カ
ヌ(

Ｌ
Ｈ)

集
】 

ー[

該]

那<
0
7
9
-
5
1>

【
應
云
古
來
反
】 

錯
ー[

該]<
0
7
9
-
5
2>

【
季
云
マ
シ
ハ
リ
ソ
ナ
ハ
レ
リ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｈ)

】 

猒
該[

原
作
説]<

0
7
9
-
5
4
>

【
應
云
古
來
反
三
昧
名
。
】 

訦<
0
7
9
-
6
1>

【
弘
云
諶
字
。
】 

諶<
0
7
9
-
6
2>

【
弘
云
時
林(

Ｌ)

反
信
也
誠
也
諦
也
。 

マ
コ
ト(

Ｈ
Ｈ
Ｈ)

詩
】 

詵
林<

0
7
9
-6
4
>

【
應
云
又
作
甡
辨
멛
三
形
同
使
陳
反
。
ー[

詵]

々
衆
多
也
。
・
弘
云

致
言
也
馳
也
。
】 

婢
諶<

0
7
9
-7
3
>

【
應
云
市
針
反
。
】 

詵
陀<

0
7
9
-7
4
>

【
應
云
所
巾
反
經
或
作
訕
駄
。
】 

八
〇
頁 

 

訕
駄<

0
8
0
-1
1
>

【
見
上
注
・
又
云
所
姧
反
。
依
字
ー[

訕] 

㆒
謗
也
。
又
作
散
《
桑
讚
》

或
𨅖
。
無
所
出
。
】 

ー[

訕]
若<

0
8
0
-
1
3>

【
信
云
所
姦
反
云
々
】 

詭
誑<

0
8
0
-1
4
>

【
「
魴
云
居
委
反
詐
妄
言
也
。
」
・
應
云
誑
也
不
實
也
隨
惡
也
。
タ

カ
フ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)
列 

イ
ツ
ハ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

顔 

ア
ヤ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

選
】 
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ー[
詭]

制<
0
8
0
-
2
3>

【
ア
ヤ
シ
キ
ツ
ク
リ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｆ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

選
】 

ー[

詭]

𤲶<
0
8
0
-
2
4>

【
應
云
又
作
恑
。
謂
變
「
詐
也
謂
變
」
異
也
詐
妄
也
變
詐
不
實

也
ー[

詭]
欺
也
ー[

詭]

變
詐[

原
作
誹]

也
ー[

詭]

譎
詐
也
ー[

詭]

惡
也
。
】 

黑
説
大
説<0

8
0
-
3
3>

【
應
云
若
佛
及
弟
子
所
説
惡
法
名
黑
説
。
所
説
善
法
名
大
説
。

又
四
果
人
及
獨
菩[

玄
応
音
義
作
「
獨
覺
菩
薩
等
」]

所
説
名
黑
。
佛
説
名
大
。
淄
州[

原
作
緇
抄]

云
】 

訕
大<

0
8
0
-4
3
>

【
應
云
所
姧
反
。
論
亦
刪
陀
迦
栴
延[

原
作
稱
迹]

】 

謀
議<

0
8
0
-5
1
>

【
音
牟(

Ｌﾞ
)

・
弘
云
問
患
也
榮
也
謨
也
。
・
應
云
莫
侯
反
ー[

謀]

論
也

議
圖
也
。
諮
事
爲
ー[

謀]

㆒
詳
論
曰
議[

原
作
論]

㆒
也
・
東
云
心
也
計
慮
也
諮
難
也
案

諮
問
患
難
也
謨
也
圖
也
詢
也
訪
也
ー[

謀]

謂
議
也
。
又
莫
浮
反
。 

ハ
カ
ル
論
】 

譚<
0
8
0
-
6
3>

【
弘
云
徒(

Ｌ)

耽(

Ｆ)

反
着
也
詭
也
誕
也
。
・
東
云
國
也
。
又
《
上
》
。
・
季

云
之
豆
加
尓
須[

シ
ツ
カ
ニ
ス]

(

Ｌ
Ｈﾞ

Ｌ
Ｈ
Ｆ)

】 

譚
婆<

0
8
0
-7
1
>

【
應
云
徒
南
反
今
借
爲
徒
紺
反
西
國
食
狗
宍[

肉]

人
也
】 

ー[

譚]

髀<
0
8
0
-
7
3>

【
應
云
《
音
同
》
下 

□[

蒲]

□[

米]

反
】 

ー[

譚]

耆<
0
8
0
-
7
4>

【
應
云
投
南
反
】 

八
一
頁 

 

具
ー[

譚]<
0
8
1
-
1
1>

【
應
云
徒
南
反
。
此
因
仙
人
名
㆒
爲
姓
】 

倶
ー[

譚]<
0
8
1
-
1
3>

【
應
云
□[

或]

作
。
具
經
多
云
瞿
曇
。
皆
梵
二
是
輕
重
也
。
】 

倶
ー[

譚]

滑
提<

0
81
-
2
1
>

【
應
云
徒
南(

Ｌ)

反
諸
佛
名
也
經
作
讀
。
】 

倶
讀<

0
8
1
-2
3
>

【
見
上
注
】 

諾<
0
8
1
-
2
4>

【
弘
云
那
各(

Ｔ)

反
徒
也
辨
也
總
也
旃
也
・
東
云
相
然
許
詞
也
應
辭
也

唯
也
而
也
■
也
・
玉
云
從
也
應
ー[

諾]

從
客
辭
也
。 

眞
云
若
音
】 

摩
訶
諾
伽
那
力<

0
81
-
3
4
>

【
應
云
謂
露
身
大
力
神
名
。
】 

ー[

諾]

瞿
陀<

0
8
1
-
4
2
>

【
眞
云
奴
各[

在
諾
之
下]

】
【
具
倶[

在
瞿
之
下]

】
【
應
云
舊
云
尼
倶

陀
樹
・
或
尼
倶
律
、
尼
倶
類
陀
、
居
屢
陀
、
尼
拘
盧
陀
。
舊
云
無
節
㆒
一
云
從

廣
樹
。
・
眞
云
内
典
云
其
種
小
於
㆓
芥
子
。
生
長
之
時
覆
五
百
車
。
】 

ー[

諾]

拘
羅<

0
8
1
-5
4
>

【
沼
法
師
云
此
云
鼠
狼
。
神
名
。
】 

自
説<

0
8
1
-6
2
>

【
眞
云
「
謂
無
」
問
者
自
説
意
説
】 

讙
譁<

0
8
1
-6
4
>

【
弘
云
呼
丸
反
讓
也
鳴
也
呼
召
也 

應
云
又
諠
虛
元
反
ー[

讙]

譁
聲

也
鳴
也
驚
聲
也
諠
譁
也
諠
聲
驚
呼
也 

カ
マ
ミ
ス
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｆ)

列
】 

調
譁<

0
8
1
-7
4
>

【
應
云
調
話
。
經
ー[

譁]

音
花
諠
ー[

譁]

也
非
。
】 

八
二
頁 

 

諠
譟<

0
8
2
-1
2
>

【
弘
云
虛
園(

Ｌ)

反
譁
也
忘
也
驚
呼
也
・
應
云
又
讙
古
喧
、
諠
。
鳴

也
𠆴
聲
也
・
下
桑
到
反
擾
耳
孔
也
群
呼
煩
擾
也
・
上
東
云
多
言
也
與
喧
㆒
同
・
玉
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云
譁
也
亦
讙
字
。
】 

[

諠] 
<
0
8
2
-
2
3
>

【
ノ
フ(

Ｌ
Ｈﾞ

)

記
】 

諠
譁<

0
8
2
-2
4
>

【
應
云
言
語
䛬
《
徒
刀
》
々
也
。
下
音
花(

Ｌ)

ー
ー[

諠
譁]

聲
也
「
往
來

也
」
謂
言
語
亂
譊
《
女
交(

Ｌ)

》
々
也
讙
ー[

譁]

也
・
上
公
云
音
官(

Ｒ)

正
暄 

カ

マ
ヒ
ス
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｌ
Ｈ)

・
宋
云
亦
作
喧
・
下
弘
云
化
也
然
也 

カ
マ
ミ
ス
シ(

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

切
】 

讌
會<

0
8
2
-3
4
>

【
應
云
又
作
宴
、
燕
。
同
於
薦
反
ー[

讌]

飲
也
樂
也
小
會
也
。
不
脱

屨
㆒
升
堂
㆒
曰
ー[

讌]

。
・
益
云
設
也
】 

諧
耦<

0
8
2
-4
3
>

【
音
骸 

(

Ｌ)

・
應
云
和
也
뢈
合
也
對
也
。
經
作
皆
𧪓
㆒
非
・
東
云
誹

ー[

諧]

善
戲
言
也
調
也
뢈
也
同
也
順
也
・
弘
云
合
也
和
也
調
也
。
ヤ
ハ
ラ
ク(

Ｈ

Ｈ
○
○)

書 

ト
ヽ
ノ
フ(

Ｌ
Ｌ
○
○) 

カ
ナ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

集
】 

皆
𧪓<

0
8
2
-5
4
>

【
見
上
注
。
音
偶 

魴
云
言
所
合
】 

諧
令<

0
8
2
-6
2
>

【
應
云
讒
令
經
ー[

諧]

非
】 

伊
諧<

0
8
2
-6
3
>

【
應
云
下
皆
反
】 

諧
雅<

0
8
2
-6
4
>

【
應
云
謂
閑
雅
雍
容
音
聲
和
也
】 

談
謔<

0
8
2
-7
2
>

【
應
云
許
虐(

Ｔﾞ
)

反
戲
ー[

謔]

也
謂
相
調
戲
也
亦
喜
樂
也
・
眞
云
戲
言

□[

也]

・
東
云
戲
也
讒
慝
也
ー[

謔]

浪
戲
談
也
ー[

謔]

々
然
喜
樂
也
・
公
云
音
逆(

Ｓﾞ
)

正
虐(

Ｔﾞ
)

・
□[

弘]

云
戲
也
樂
也
讚
惡
也
。
タ
ハ
フ
レ(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ)

詩 

眞
云
客(

Ｓ)

音
】 

八
三
頁 

 

談
䛡[

話]<
0
8
3
-
1
4>

【
應
云
胡
快
反
合
會
善
言
也
。
話
正
作
。
】 

調
ー[

䛡]<
0
83
-
2
2
(

消)
>

【
タ
ハ
フ
レ(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ)

遊
】 

診<
0
8
3
-
2
3>

【
弘
云
除
刃
反
視
也
驗
也
・
應
云
視
也
候
也
驗
也
。
・
東
云
候
脈[

原
作

腋]

也
從
分
也
疾
之
或
來
也
又
之
忍
反
視
也
驗
也
・
又
音
軫
・
魴
云
候
人
之
血

脈
也
】 

診
病<

0
8
3
-3
4
>

【
應
云
脈
候
也 

類
云
説
文
音
陳
】 

誌<
0
8
3
-
42
>

【
類
云
志(

Ｒ)

音
・
東
云
識
也
認
記
也
意
也
銘
ー[

誌]

也
・
愐
云
記
也
。

シ
ル(

Ｈ
Ｌ)

顔
】 

謌<
0
8
3
-
4
4
>

【
弘
云
葛(

Ｔ)

羅(

Ｌ)

反
歌
也
・
玉
云
曲
合
樂
㆒
曰
ー[

謌]

。
或
作
歌
。
廣

韻
云
長
言
也
。 

眞
云
カ(

Ｒ)

】 

診
脈<

0
8
3
-5
3
>

【
然
曰
ー[

診]

者
候
脈
】 

調<
0
8
3
-
5
4>

【
音
條(

Ｌ)

・
弘
云
合
和
選
也
期
也
賣
也
求
也
「
・
又
云
志
良
部[

シ
ラ
ヘ]

(

Ｌ

Ｌ
Ｌﾞ

)

」
・
中
云
均
也
正
也
。
・
魴
云
習
也
理
也
。
ト
ヽ
ノ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

月 

又
音

誅 
ア
シ
タ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

詩 

シ
ラ
ヘ(

○
○
○)

白 

・
公
云
ー[

調]

者
弄
也 

ナ
ヤ
マ
ス

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)
遊 

ク
ヒ
ル(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

】 
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輕
ー[
調]<

0
8
3
-
6
4>

【
眞
云
徒
弔
反
欺
弄
也
。
平
聲
他
用
。
】 

ー[

調]

謔<
0
8
3
-
7
2
>

【
應
云
徒
弔
反
ー[

調]

欺
也
ー[

調]

賣
也
啁
ー[

調]

也
相
嘲
ー[

調]

也

嘲
弄
也
ー[
調]

弄
戲
謔
也
。
「
タ
ハ
フ
レ(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ)

遊
」
】 

八
四
頁 

 

ー[

調]

譺<
0
8
4
-
1
1
>

【
應
云
徒
弔
五
戒
反
ー[

譺]

調
也
謂
相
周
也
。
大
ー[

調]

曰
ー[

譺]

也
ー[

譺]

欺
也
謂
相
嘲
ー[

調]

也
欺
ー[

調]

也
。
】 

ー[

調]

讛<
0
8
4
-
1
4>

【
應
云
相
承
魚
世(

Ｒ)

反
此
應
作
㆓
譺
。
】 

調
達<

0
8
4
-2
2
>

【
中
云
提
婆
達
多
略
云
ー
ー[

調
達]

】 

ー[

調]

伏<
0
8
4
-
2
4>

【
慈
云
ー[

調]-

和
、
控-

御
身
語
等
業
㆒
制-
伏
、
滅-

除
諸
或
業
㆒

故
。
又
ー[

調]

和
善
生
制
伏
惡
滅
】 

𧩟
詷<

0
8
4
-3
3
>

【
應
云
麤
痛
徒
痛
反
。
言
過
謂
之
ー
ー[

𧩟
詷]

「
也
」
ー
ー[
𧩟
詷]

忩
急

也
。
】 

々[

詷]

疾<
0
8
4
-
4
1
>

【
應
云
徒
貢
反
𧩟
《
麤
貢
》
ー[

詷]

急
也
言
過
謂
之
𧩟
ー[

詷]

。
】 

譸
張<

0
8
4
-4
3
>

【
應
云
竹
尤
反
ー
ー[

譸
張]

誑
也
謂
欺
或[

惑]

者
也
。
】 

詶<
0
8
4
-
5
1>

【
音
讎(

『
Ｒ
』)

以
言
㆒
答
之
。
又
去
】 

欝
詶<

0
8
4
-5
2
>

【
應
云
又
譸
陟
尤
反
比
丘
名
三
蒼
亦
酬
字
。
】 

佉
詶<

0
8
4
-5
4
>

【
應
云
古
譸
。
同
是
由
竹
鳩[

原
作
嶋]

反
叢
林
名
。
】 

譙
譊<
0
8
4
-6
2
>

【
應
曰
又
呶
同
才
妙
才
焦
反
ー[

譙]

訶
也
又
譊
也
。
・
下
女
交
反
ー

[

譊]

々
讙
呼
也
ー[

譊]

々
恚
訟
聲
也
。
】 

誰<
0
8
4
-
7
1>

【
弘
云
是
惟(

Ｌ)

反
何
也
讓
也
。
・
中
云
不
知
其
名
之
稱 

タ
レ
カ
記 

書
云

タ
レ
カ(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

注
云
ー[

誰]

。
䜅
《
音
同
又
音
遺
》
】 

何
ー[

誰]<
0
8
4
-
7
4>

【
タ
レ
ニ
カ
白
】 

八
五
頁 

 

ー[

誰]

經<
0
8
5
-
1
1>

【
中
云
ー[

誰]

何
也
。
】 

警
心<

0
8
5
-1
2
>

【
弘
云
居(

Ｆ)

形(

Ｈ)

反
戒
也
起
也
衆
也
・
應
云
誡
愼
也
勅
解[

原
作
彖]

之

也
不
安
也
。
律
景
、
大
也
光
明
也
、
非
・
東
云
察
也
機
𥧝
也
ー[

警]

々
不
安
也
。
】 

謿
譁<

0
8
5
-2
2
>

【
應
云
譁
宜
作
㆓
話
。
】 

ー[

謿]

話<
0
85
-
2
3
>

【
應
曰
竹
交
反
。
下
又
𦧵
二
形
。
同
胡
快
反
訛
言
。
】 

諄
那<

0
8
5
-3
1
>

【
應
云
古
訰
之
閏
反
。
此
云
碎
末
。
人
名
也
。
經
㝄
、
非
。
】 

諄
調<

0
8
5
-3
3
>

【
弘
云
之
純
反
然
也
佐
也
罪
也
増
苦
也
。
・
應
云
淳
調
經
ー[

諄]

又

之
閏
反
苦
曉
也
罪
也
非
。
】 
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警
宿<

0
8
5
-4
2
>

【
選
音
决
云
音
景(

Ｈ)

・
應
云
謂
ー[

警]

戒
也
亦
起
也
ー[

警]

々
不
安
也

律
景
非
。
イ
マ
シ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

詩 

オ
ト
ロ
カ
ス(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｌ
○
○)

】 

譏
ー[

警]<
0
8
5
-
5
1>

【
ソ
ヘ
コ
ト(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

遊
】 

諄
々<

0
8
5
-5
2
>

【
應
云
之
閏
之
純
反
告
曉
之
熟
也
ー[

諄]

々
誠
懇
之
貌
。
・
音
准(

Ｈ)

之
平
聲
・
韻
銓
云
至
心
敎
。
】 

諦
婆<

0
8
5
-6
1
>

【
應
云
經
有
作
諯
。
】 

諯
婆<

0
8
5
-6
3
>

【
應
云
依
字
㆒
充
絹
主
緣
反
相
讓
也
。
】 

諦<
0
8
5
-
7
1>

【
類
云
帝
音
・
弘
云
都
計
反
審
也
・
中
云
實
也
・
慈
云
ー[

諦]

是
實
義
。
】 

謏
然<

0
8
5
-7
3
>

【
應
云
蘇
了
反
ー[

謏]

亦
了
也
。
】 

八
六
頁 

 

誂<
0
8
6
-
1
1>

【
弘
云
達
鳥(

Ｈ)

反

也
謏
也
挑
也
。
・
玉
云
相
呼
誘
也
。
】 

𧨙[

誂]<
0
8
6
-
1
3
>

【
類
云
今
】 

認(

Ｒ)

過<
0
8
6
-
1
4>

【
音
仍
・
應
云
失
物
㆒
而
誌
《
記
也
》
也
。
經
作
仞
。
《
八
尺
曰

ー[

仞]

》
律
訒
、
仞
、
非
・
東
云
諸
物
案
失
物
而
諸
之
曰
ー[

認]

。
議
己
物
在
他

人
㆒
識
而
索
也
。
・
珠
云
去
聲
倭
言
止
牟[

ト
ム]

(

Ｌ
Ｈ) 

止
米
之
利
弖[

ト
メ
シ
リ
テ]

(

Ｌ

Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ) 

ナ
ヤ
メ
リ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

記
《
難
也
》
】 

所
訒<

0
8
6
-3
1
>

【
應
云
所
認
律
ー[

訒]

非
。
音
刃
・
弘
云
難
也
讀
也
解
也
・
玉
云
不

忍
言
也
。 

カ
タ
ム
ス(

Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｆﾞ

)

論
】 

䚮<
0
8
6
-
3
4>

【
東
云
認
又
作
ー[

䚮]

・
弘
云
如
陵
反
厚
也
因
也
就
也
重
也
仍
字
】 

譴
責<

0
8
6
-4
2
>

【
留
志
云
遣(

Ｒ)

音
・
弘
云
問
也
訶
也
責
也
怒
也
宛
轉
也
讓
也
・
應

云
文
有
作
詰
《
責
問
也
責
也
ー[

詰]

問
也
》
・
眞
云
責
問
也
・
東
云
以
言
辭
㆒
責

人
㆒
也
。
問
罪
㆒
責
也
。
謫(

Ｔ)

《
陟
革
》
問
也
誤
也
。
又
《
上
》 

眞
云
間(

Ｌ

-

Ｒ)

】 

ー[

譴]

罰<
0
8
6
-
5
3>

【
眞
云
問
也
責
也
怨
也
讎
也
。
】 

謫
罰<

0
8
6
-6
1
>

【
弘
云
知
革
反
責
也
過
也
數
也
怒
也
・
應
云
罪
小
曰
罰
。
々
折
伏

也
。
罰
罪
㆒
曰
ー[

謫]

㆒
也
。
ー[

謫]

罪
過
也
過
責
也
。
律
「
㒀
非
。
・
東
云
渉
革

反
徒
麦
反
丈
厄
也
」
相
責
讓
也
罰
罪
ー[

謫]

責
也
數
咎
也
怒
罪
也
。
「
セ
ム(

Ｌ

Ｈ)

詩
」
】 

過
讁<

0
8
6
-7
2
>

【
應
云
知
革
徒
厄
反
罰
罪
□[

曰]

謫
。
々
責
也
。
亦
罪
過
也
。
ー[

讁]

罰
也
怒
也
謂
相
責
怒
也
。
ー[

讁]

譴
也
責
也
呵
也
。
セ
メ(

Ｌ
Ｌ)

集
】 

八
七
頁 

 
謇
訥<

0
8
7
-1
1
>

【
「
文
集
或
音
義
云
音
蹇 

弘
云
難
也
吃
也
。
・
應
云
言
不
通
利
、

謂
ー[

謇]

吃
。
・
下
」
應
云
古
吶
同
奴
骨
反
遲
鈍
也
難
也
《
弘
同
》
・
東
云
言

語
艱
難
也
鈍
也
難
言
也
謇
言
也
・
應
「
又
」
云
難
歰
也
。
】 
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謇
吃<

0
8
7
-2
2
>

【
應
云
又
作
𠚲
。
同
吃
也
楚
人
語
也
居
展
反
言
不
通
利
謂
之
ー
ー

[

謇
吃]
。
文
寒
、
騫
。
非
。
又
蹇
。
《
跛
ー[

蹇]

也
》
非
。
】 

ー[

訥]

オ
ソ
シ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ)
於
言<

0
8
7
-
3
1
>

【
論
語
】 

誣
誷<

0
8
7
-3
2
>

【
上
弘
云
武
虞
反
欺
也
忘
也
罔
也
䛳
也
・
眞
云
狂
也
・
應
云
加
言
㆒

曰
ー[

誣]

。
以
是
㆒
爲
非
㆒
曰
ー[

誷]

㆒
也
。
以
惡
㆒
取
善
㆒
曰
ー[

誣]

㆒
也
。
妄
也
・
下 

眞
云
古
罔
文
兩
反
欺
覆
也
ー[
誷]

誣
也
狂
也
欺
也
・
公
云
音
武(

Ｌ)

網(

Ｌ)

欺
也
。

上
シ
フ(

Ｌ
Ｈ)

書
】 

誣
構<

0
8
7
-4
4
>

【
イ
ツ
ハ
リ
カ
マ
フ
律
集
解
】 

𧫦<
0
8
7
-
5
1>

【
弘
云
於
題(

Ｌ)

反
助
也
然
也
。 

眞
云
衣
伊(

Ｌ
Ｈ)

】 

ー[

𧫦]

羅
葉<0

8
7
-
5
3>

【
沼
法
師
云
醫
羅
葉
則
舊
云
伊
蘭
樹
】 

謺<
0
8
7
-
6
1>

【
弘
云
之
頰
反
讘
多
言
也
・
東
云
拾
ー[

謺]

多
言
也
讘
也
又
之
十(

Ｓ)

都

叶(

Ｓ)

反
。
】 

詺<
0
8
7
-
6
3>

【
應
云
名
於
經
ー[

詺]

近
字
也
。
相
ー[

詺]

目
也
武
幷
反
・
魴
云
名
正
反

一
目
也
・
廣
云
名
聘
切
ー[

詺]

譡
也
。
】 

謦
欬<

0
8
7
-7
2
>

【
慈
云
口
泠
反
欬
也
聲
也
有
作
磬
《
口
定
反
樂
器
也
》
非
也
。
・
東

云
坑
杏
反
何
效
也
又
去
挺
反
昆
弟
親
戚
之
ー[

謦]

咳
也
・
信
云
利
喉
曰
ー[

謦]

。
】 

八
八
頁 

 

諊
林<
0
8
8
-1
2
>

【
應
云
掬
林
、
經
又
ー
ー[

諊
林]

。
同
居
六
反
。
】 

敎
詔<

0
8
8
-1
4
>

【
音
照(

Ｒ)

・
慈
云
明
也
告
也
導
也
敎
導
之
也
ー[

詔]

照
也
人
闇
し
て

不

に-

あ
り-

ば

見
事
理
㆒
卽
有
所
㆓
犯
。
以
此
㆒
示
之
㆒
照
然
と
し
て

知
べ
し

其
所
由
㆒
。
有
本

作
敎
招
。
敎
無
平
音
。
招
は

誘
進
也
・
應
云
敎
誨
也
效
也
ー[

詔]

雅
敎
語
也
ー[

詔]

道
也
・
弘
云
敎
也
助
也
道
也
書
也
・
覺
苑
云
ー[

詔]

謂
ー[

詔]

命
・
魴
云
天
子
徴

名
書
曰
手
ー[

詔]

。 

ツ
ク(

Ｈ
Ｌﾞ

)

書
】 

々[

詔]

旨<
0
8
8
-
3
4>

【
コ
ト
ラ
マ
ト(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
○)

宣
命
】 

諂
曲<

0
8
8
-4
1
>

【
慈
云
丑
冉
反
佞
也
讇
ー[

諂]

同
悕
其
意
㆒
道
其
言
㆒
曰
ー[

諂]

諛
㆒
也
。

傾
身
㆒
似
有
下
㆒
也
・
應
云
亦
佞
也
。
・
眞
云
ー[

諂]

僞
。
也[

マ
マ]

曲
媚
也
。
】 

讇
鞞<

0
8
8
-5
1
>

【
弘
云
丑
冉
反
佞
也
。
ヘ
ツ
ラ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

易 

應
云
是
鹽
蒲
迷
反
國

名
。
】 

ー[

讇]

語<
0
88
-
5
3
>

【
應
云
又
音
鹽
。
此
俗
間
語
耳
。
】 

謟
諂<

0
8
8
-6
1
>

【
干
云
上
土
高(

Ｆ)

反
諸
字
同
聲
者
竝
從
舀
。
下
丑
冉(

Ｈﾞ
)

反
諸
字
同

聲
者
從
臽
・
弘
云
讇
字
疑
也
悦
也
・
上
季
云
宇
多
加
不[

ウ
タ
カ
フ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

】 

誇(
Ｌ)<

0
8
8
-
7
1
>

【
干
云
上
通 

ホ
コ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

白
】 

波
利
抳
縛
諵<

0
8
8
-7
3
>

【
慈
云
女
咸(

Ｌ)

反
。
「
云
」
円
寂
。
】 
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八
九
頁 

 

囉
ー[

諵]<
0
8
9
-
1
1>

【
應
□[

云]

奴
感
反
。
】 

自
誇<

0
8
9
-1
2
>

【
應
云
苦
瓜(

Ｌ)

反
自
矜
曰
ー[

誇]

。
華
而
無
實
㆒
曰
ー[

誇]

々
相
誕
也
。 

ホ
コ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)
唱 
ア
サ
ム
ク(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｌ)

】 

誹
謗(

𧩂)<
0
8
9
-
2
1
>

【
音
與
沸(
ヒ
Ｒ)

同
・
宋
云
又
音
非
・
眞
非
匪
沸
三
音
・
慈
云
ー

[

誹]

亦
謗
也
・
弘
云
謗
毀
他
非
也
・
下
弘
云
謗
補
浪
反
毀
人
㆒
也
。
・
慈
云
毀
也

詛
也
惡
也
對
人
㆒
道
其
惡
㆒
曰
ー[
謗]

。
『
訓
皆
曰
ー
』
訓
皆
ソ
シ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

詩
】 

ー[

誹]

毀<
0
8
9
-
3
3>

【
慈
云
ー
ー[

誹
毀]

者
謗
黷
之
異
名
】 

問
訊(

「

訙
」)<

0
8
9
-4
1
>

【
慈
云
息
晉
反
問
也
辭
也
言
也
執
問
通
問
曰
ー[

訊]

。
】 

訊<
0
8
9
-
4
3>

【
中
云
又
作
訙 

眞
云
審
問[

原
作
向]

也 

然
云
廣
辭
也
廣
以
己
事
宣
其

問
辭
如
法
花
中
云
々 

眞
云
信(

Ｌ)

音
】 

訙
訊<

0
8
9
-5
2
>

【
干
云
上
俗
類
云
信(

Ｒ)

音 

「
ト
フ(

Ｈ
Ｌ)

後
」
】 

祝
詛<

0
8
9
-5
3
>

【
慈
云
側
據
反
古
文
𥛜
祝
屬
也
以
善
惡
之
辭
㆒
相
屬
着
也
。
ー[

詛]

阻

也
謂
「
使
」
人
行
事
阻
限
於
言
。
有
本
作
咀
《
才
與
反
嚼
也
》
非
・
中
云
咀
有

兩
音
。
一
側
據
反
與
ー[

詛]

㆒
同
。
杲
意
也
。
二
才
與
反
嚼
也
。
爲
有
此
濫
㆒
慈

不
取
㆒
而
已
・
愐
云
呪
ー[

詛]

以
言
相
厭
也
・
弘
云
祝
之
使
敗
㆒
也
。
】 

安
詳<
0
8
9
-7
3
>

【
宋
云
本
音
祥(

Ｌ)

・
慈
云
安
者
徐
也
、
ー[

詳]

者
審
也
。
或
以
章
反

ー[

詳]

狂
也
。
今
從
初
・
中
云
探
玄
記
云
ー
ー[

安
詳]

は

審
諦
之
狀
。
捷
作
庠
。
養

也
。
庠
之
言
詳
也
亦
通
・
弘
云
審
也
論
也
議
也
諟
也
詐
也
。
・
又
音
與
羊
同 

ア
キ
ラ
カ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

詩 

イ
ツ
ハ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

記 

ツ
ハ
ヒ
ラ
カ
ニ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｌ
Ｈ
Ｌ
○)

選 

眞
云
シ
ヤ
ウ(

○
○
Ｌ-

Ｎ)

】 

九
〇
頁 

 

譬
喩<

0
9
0
-2
2
>

【
慈
云
匹
義
反
喩
也
比
類
以
相
曉
・
又
云
ー[

譬]

者
况
也
類
也
喩
者

開
也
曉
也
陳
也
ー[

譬]

讚
詠
也
又
ー[

譬]

卽
喩
也
】 

々
々[

譬
喩]<

0
9
0
-
3
1
>

【
中
云
慈
云
以
ー
ー[

譬
喩]

㆒
而
説
諸
法
㆒
也
。 

十
二
分
敎
】 

語<
0
9
0
-
3
3>

【
弘
云
魚
擧
反
説
也
言
也
喜
也
・
中
云
又
牛
據
反
去
聲
。
イ
フ(

Ｈ
Ｌ)

易 

カ
タ
ラ
ク(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

記 

「
コ
ト(

Ｌ
Ｌ)

選 

サ
ヘ
ツ
リ(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ)

遊
」
】 

談<
0
9
0
-
4
1
>

【
音
痰(

Ｌ)

・
弘
云
語
也
戲
調
也
・
眞
云
話
也
又
言
論
也
。
カ
タ
ル(

Ｈ

Ｈ
○)

遊 

カ
タ
ラ
フ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
○)

切
】 

謂<
0
9
0
-
4
3>

【
音
胃(

ヰ
Ｒ)

・
弘
云
言
也
道
也
勤
也
使
也
指
也
報
也
説
也
告
也
。
ツ
ト

メ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

詩 

カ
タ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｌ) 

イ
フ(

Ｈ
Ｌ)

記 

ノ
タ(

ウ)

ハ
ク(

Ｈ
Ｌ(

Ｌ)

Ｈﾞ

Ｈ)

論 

オ

モ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

律
】 

諒
詆<

0
9
0
-
5
2
>

【
類
云
亮
音
・
弘
云
信
也
知
也
助
也
佑
也
・
眞
云
謀
誠
ー[

諒]

信

也
・
公
云
音
量(

Ｌ) 

マ
コ
ト(

Ｈ
Ｈ
Ｈ)

易 

・
下
應
云
又
呧
、
古
詆
。
都
禮
反
。

ー[
詆]

欺
也
亦
呵
也
。 

眞
云
良(

Ｌ-

Ｒ)

】 

蚩
誚<

0
9
0
-6
2
>

【
弘
云
譙
似
醮
反
讓
也
踧
也
訶
也
嬈
也
殺
也
ー[

誚]

誰
字
。
・
應
云

才
笑
反
嬈
弄
譏
責
也
呵
也
・
眞
云
ー[

誚]

輕
笑
責
也
・
公
云
音
少(

Ｌ)

輕
責
也
同
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譙
。 

ソ
□[

シ]

ル(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

白
】 

戲
語<

0
9
0
-7
3
>

【
タ
ハ
フ
レ
コ
ト(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ)

遊
】 

大
ー[

語]<
0
9
0
-
7
4>

【
コ
ワ
タ
カ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ)

同
】 

九
一
頁 

 

無
謂<

0
9
1
-1
1
>

【
イ
ハ
レ
ナ
シ(

Ｈ
□
□
○
○)

後
】 

所
ー[

謂]<
0
9
1
-
1
2>

【
イ
ハ
ユ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)
記
】 

三
請<

0
9
1
-1
3
>

【
音
與
清(

Ｆ)

同
・
弘
云
問
也
乞
也
求
也
告
也
吾
也
禱
也
召
呼
也
・
中

云
七
靜(

Ｈ)

反
求
ー[

請]

也
又
疾
政(

Ｒ)

反
延
屈
也
又
疾
盈(

Ｌ)

反
受
也
今
從
初

二
・
眞
云
在
性(

Ｒ)

反
迎
屈
也
延
也
。
又
清
井(

Ｈ)

反
求
也
乞
也
問
也
。
又
《
音

清
と

同
》
受
也
。
】 

無
ー[

請]<
0
9
1
-
3
1>

【
應
云
且
領(

Ｈ)

反
求
問
也
。
經
倩
、
非
。
】 

諸<
0
9
1-
3
2>

【
弘
云
至
餘
反
非
一
也
於
也
之
也
衆
也
・
應
云
ー[

諸]

詞
之
總
也
。
】 

詩<
0
9
1
-
3
4>

【
弘
云
舒
之(

Ｆ)

反
極
也
・
玉
云
毛
詩
序
ー[

詩]

者
志
之
所
之(

ユ
ク)

㆒
也
。

周
禮
六
義
一
曰
比
二
曰
興
三
曰
賦
四
曰
風
五
曰
雅
六
曰
頌
。 

ウ
タ(

Ｈ
Ｌ)

切
】 

謀
謨<

0
9
1
-4
4
>

【
ハ
カ
リ
ハ
カ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

選
】 

南
謨<

0
9
1
-5
1
>

【
「
季
云
音
模(

Ｌﾞ
)

」
・
弘
云
『
模
』
謀
也
僞
也
議
也
・
眞
云
亦
云

南
無
亦
納
慕
此
云
歸
命
亦
敬
禮
。
若
云
南
莫
其
義
頗
異
。
和
云
暮(

Ｈﾞ
) 

「
ハ

カ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

詩 

謀
也
」
】 

持
譽<
0
9
1
-5
4
>

【
弘
云
羊
庶(

Ｒ)

反
美
也
繩
也 

眞
云
名
ー[

譽]

也
・
又
云
下
稱
美
也
。

梵
云
邪
輸
多
羅
。
持
或
作
特
。
謬
言
也
。
】 

謩
羅<

0
9
1
-6
3
>

【
應
云
莫
孤
反
。
】 

𧩑[

諝]<
0
9
1
-
6
4
>

【
弘
曰
相
旅(

Ｈ)

反
長
也
。
】 

諝<
0
9
1
-
7
1>

【
有
才
智
之
稱
】 

諗<
0
9
1
-
7
2>

【
弘
云
尸
甚(

Ｈ)

反
念
也
告
也
深
謀
也
。 

ツ
ク(

Ｈ
Ｌﾞ

)

】 

能
詮<

0
9
1
-7
4
>

【
音
筌
・
弘
云
具
也
・
應
云
ー[

詮]

謂
顯
了
義
也
ー[

詮]

具
也
。
案
具

説
事
理
㆒
曰
ー[

詮]

㆒
也
。
ー[

詮]

言
謂
譬
類
人
事
與
相
解
喩
也
。 

ア
ラ
ハ
ス(

Ｌ

Ｌ
Ｈ
Ｌ)

白
】 

九
二
頁 

 

謙
下<

0
9
2
-1
4
>

【
弘
云
去
嫌
反
輕
也
敬
也
虔
也
。
・
憲
云
讓
也
・
中
云
輕
己
㆒
敬
人
㆒

曰
ー[

謙]

也
。
卑
而
不
踰
㆒
曰
ー[

謙]

㆒
也
。 

ヤ
ヰ
〳
〵
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｆ)

白 

眞
云
ケ

ム(

Ｌ
Ｌ)

】 
歌
謡<

0
9
2
-2
4
>

【
・
弘
云
與
照
反
獨
歌
也
・
應
云
與
招
反
徒
《
空
也
》
歌
爲
ー[

謡]

。 
ウ
タ
フ(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

詩
】 

謳
歌<

0
9
2
-3
3
>

【
季
云
音
漚(

Ｆ)

・
弘
云
歌
也
喜
也
。
・
應
云
徒
歌
曰
ー[

謳]

。
齊
歌
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曰
ー[

謳]

。 

ウ
タ
フ
切
】 

諍
訟<

0
9
2
-4
2
>

【
弘
云
側
逬(

ヘ
イ
Ｒ)

反
引
也
諫
也
・
應
云
又
側
耕
反
ー[

諍]

訟
也
競
引

物
也
。
・
下
音
松(

Ｌ)

・
又
頌(

Ｒ)

・
弘
云
責
也
理
也
爭
罪
㆒
曰
歌
㆒
爲
頌
㆒
也
。

爭
財
㆒
曰
ー[

訟]
、
獄
㆒
也
。
・
中
云
爭
也
訴
也
・
眞
云
爭
罪
㆒
曰
獄
㆒
爭
財
㆒
曰
ー

[

訟]

。 

下
ウ
タ
フ
ル
ヿ(

Ｓ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

記
】 

[

講]<
0
9
2
-
5
4
>

【
弘
云
古(

Ｈ)
項(
Ｈ)

反
誥
也
謀
也
習
也
論
也
和
也
・
玉
云
和
解
也
讀

也
・
魴
云
敎
後
進
㆒
也
・
中
云
薛
峋
云
談
經
典
義
㆒
也
。 

カ
マ
フ
詩 

カ
ム

カ
フ
選
】 

ー[
]<
0
9
2
-
6
4>

【
干
云
上
通
。
】 

諛
諂<

0
9
2
-
7
1
>

【
音
臾(

Ｌ)

弘
云
與
珠(

Ｆ)

反
諂
ー[

諛]

也
。
・
應
云
不
擇
是
非
㆒
而
言

[

原
作
之]

謂
之
ー[

諛]

。
希
其
意
道
其
言
謂
之
諂
。
面
從
曰
ー[
諛]

㆒
佞
言
曰
諂
と

。
經

作
諭
《
今
喩
告
也
譬
也
諫
也
》
非
經
旨 

ヘ
ツ
ラ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
○)

書
】 

九
三
頁 

 

諭
諂<

0
9
3
-1
2
>

【
見
上
注 

應
云
又
云
□[

今]

喩
翼
樹
反
】 

訷
訑<

0
9
3
-1
4
>

【
應
云
大
可
反
兗
州
人
以
相
欺
㆒
爲
ー[

訑]

。
又
湯
和
反
ー[

訑]

避
也
。
】 

匿
訑<

0
9
3
-2
2
>

【
應
云
湯
和
大
可
反
。
兗
州
謂
欺
㆒
曰
ー[

訑]

。
々
不
信
㆒
也
。
】 

諥
他<

0
9
3
-2
4
>

【
應
云
動
他
、
經
ー[

諥]

非
。
】 

譏
嫌<

0
9
3
-3
1
>

【
音
機
・
弘
云
『
居
依
反
』
譴
也
誹
也
諫
也
問
也
・
應
云
刺
也
謝
而

𧧒[

原
作
諌]

《
音
刺
》
也
。
朿
《
歟
》 

ソ
シ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

詩
】 

迷
謬<

0
9
3
-3
4
>

【
弘
云
靡
幼(

イ
ウ
Ｒ)

反
僻
也
誤
也
詐
也
差
也
・
眞
云
欺
也
・
慈
云
ー

[

謬]

者
錯
也
。 

眞
云
妙(

Ｒ)

】 

譎<
0
9
3
-
4
3>

【
類
云
决
音 

弘
云
詐
也
奇
恠
也
。
然
云
權
詐
也 

イ
ツ
ハ
テ
論
】 

誳<
0
9
3
-
5
1>

【
弘
云
詘
丘
勿
反
伸
也
撓
也
聚
也
曲
也
收
也
折
也
。
・
類
云
屈
音 

ク

タ
ク(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

記
】 

謚
比<

0
9
3
-5
3
>

【
弘
云
時
志
反
申
也
・
應
云
行
之
迹
也
ー[

謚]

之
言
列
也
。
物
在
後
㆒

爲
甲[

申]

言
名
之
於
人
也
。
】 

諜<
0
9
3
-
6
2>

【
留
志
云
音
牒(

Ｓ)

・
弘
云
伺
也
候
也
間
也
。 

 

ウ
カ
ヽ
フ(

Ｈ
Ｈ
○
○)

】 

翻
譯<

0
9
3
-6
4
>

【
弘
云
餘
石
反
傳
也
見
也
敎
道
度
語
也
。・
説
文
傳
四
夷
之
語
㆒
也
。

類
云
亦
音
】 

重
テ

譯
ヲ
サ
ヲ(

Ｌ
Ｌ
○)

を

奉
貢
ス
は<

0
9
3
-
7
3
>

【
後
漢
書
】 

九
四
頁 

 
讖
記<

09
4
-
1
1>

【
應
云
楚
蔭(

イ
ム
Ｒ)

反
ー[

讖]

祕
密
書
也
出
河
洛
也
。
ー[

讖]

驗
也
謂

占
後
有
效
驗
也
ー[

讖]

纖
也
。
其
義
纖
徴
而
有
效
驗
㆒
也
。
土
漸
反
詖
也
上
聲
】 

ー[

讖]

謎<
0
94
-
2
1
>

【
應
曰
初
蔭
反
下
莫
閉(

ヘ
イ
Ｒ)

反
】 
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ー[
讖]
蒲<

0
94
-
2
3
>

【
應
云
轉
舌
聲
】 

ー[

讖]

羅
半
尼
衣<

0
94
-
2
4
>

【
信
曰
又
云
儭
羅
鉢
尼
又
差
羅
波
尼
叉
羅
波
膩
譯
曰
灰

水
】 

素
泣
謎<

0
94
-
3
3
>

【
應
云
迷
細(

セ
イ
Ｒ)

反
香
名
此
無
正
翻
。 

眞
云
迷
音
】 

羅
謎<

0
9
4
-4
1
>

【
應
云
莫
閉
反
。
】 

誕(

Ｈ)

育<
0
9
4
-
4
2>

【
音
但 

類
云
正
也
大
也
俗
又
音
延
誤
也
。
・
應
云
大
也
不
實

也
謾
《
莫
諫
》
也
欺
也
・
公
云
音
但
不
實
也 

イ
ツ
ハ
リ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ)

選 

眞
云
ー

[

誕]
(

Ｌ)

】 

皷
譟<

0
9
4
-5
1
>

【
應
云
先
到
反
鼓
動
也
諠
鳴
也
雷
呼
曰
ー[

譟]

家
語
言
云
萊
人
鼓
ー

[

譟]

刧
定
公
是
。
】 

謗
讟<0

9
4
-
5
4>

【
留
志
云
讀(

Ｓ)

音
・
應
云
謗(

Ｌ)

ー[

讟]

也
ー[

讟]

誹
也
ー[

讟]

惡
也
痛

也
謂
惡
痛
也
。
】 

誘
訹<

0
9
4
-6
3
>

【
音
酉(

Ｈ)

・
慈
云
淺
敎
初
學
㆒
名
ー[

誘]

と

。
・
弘
云
導
也
敎
也
引
進

也
・
應
云
敎
引
也
相
勸
也
文

[

唀]

非
・
憲
云
誑
引
也
・
中
云
誨
ー[

誘]

也
・
公

云
音
酉(

Ｌ) 

ス
ヽ
ム(

Ｈ
Ｈ
Ｌ) 

ア
サ
ム
ク(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｌ)

書 

ミ
チ
ヒ
カ
ヌ
カ(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

詩 

コ
シ
ラ
フ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

記 

眞
云
由(

イ
ウ-

Ｌ-

Ｒ)

・
下
應
云
私
律
反
誘
ー[

訹]

謏
《
先
九
》
也
。
經
作
恤
《
思
律(

Ｔ)

反
憂
也
》
䘏
□
非
】 

九
五
頁 

 

謑<
0
9
5
-
1
2>

【
留
志
云
虛
懈
】 

讜
能<

0
9
5
-1
3
>

【
應
云
儻
能
、
經
ー[

讜]

當
□[

朗]

反
直
言
也
。
】 

ー[

讜]

泥<
0
9
5
-
2
1>

【
音
同
上
】 

護
持<

0
9
5
-2
2
>

【
然
云
流
通
之
異
名
】 

護
念<

0
9
5
-2
4
>

【
慈
云
ー[

護]

者
加
持
、
念
者
記
憶
。
】 

外
ー[

護]<
0
9
5
-
3
2
>

【
然
曰
自
己
身
心
爲
内
㆒
望(

ム
テ-

て)

他
の

身
心(

ヲ-

を)

「
爲
々
」
外

「
々
」
所
護
㆒
故
名
ー
ー[

外
護]

。
】 

誓
多<

0
9
5
-3
4
>

【
慈
云
ー
ー[

誓
多]

太
子
。
此
云
戰
勝
。
】 

弘
ー[

誓]<
0
9
5
-
4
2>

【
文
句
云
弘
廣
也
ー[

誓]

制
也
。
廣
制
要
心
㆒
故
言
ー
ー[

弘
誓]

。
】 

誓<
0
9
5
-
4
4>

【
音
逝(

Ｒ)

・
弘
云
命
也
謹
也
約
束
也
・
眞
云
結
言
也
。 

チ
カ
フ(

Ｈ
Ｈ

Ｌ)

記
】 

和
詫<

0
9
5
-5
2
>

【
應
云
字
又
作
𧩫
。
同
丑
嫁
反
。
婆
ー
ー[

和
詫]

は

比
丘
名
。
】 

沙
詑[

原
作
諚]<

0
9
5
-
5
4
>

【
應
云
勅
嫁
反
經
或
阿
迦
尼
吒
天
是
。
】 

託<
0
9
5
-
6
2>

【
音
橐
・
弘
云
寄
也
依
也
累
也
・
憲
云
委
附
也
。 

ツ
ク(

Ｌ
Ｈ)

易
】 

倪
謣<

0
9
5
-6
4
>

【
應
云
許
朱
反
】 
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謣
難<

0
9
5
-7
1
>

【
應
云
呼
故
反
。
】 

ー[

謣]

夷<
0
9
5
-
7
2
>

【
應
云
人
名
也
】 

䚷
羅<

0
9
5
-7
3
>

【
應
云
於
禮
反
。
】 

眞
諺<

0
9
5
-7
4
>

【
應
云
俗
言
也
。
眞
猶
眞
實
也
。
言
了-

別
眞
言
㆒
俗
語
無
疑
難
㆒
也
。

文
喭
非 

弘
云
宜
箭
反
傳
言
也
・
應
云
謂
傳
世
㆒
常
言
也 

コ
ト
ワ
サ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｆﾞ

)

】 

九
六
頁 

 

謼<
0
9
6
-
1
4>

【
弘
云
呼
故
反
唬
・
顔
氏
云
火
故
反 
ヨ
ハ
フ(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ) 

ヨ
フ(

Ｈ
Ｌﾞ

)

】 

陂
諟<

0
9
6
-2
2
>

【
應
云
匙
爾
反
比
丘
名
・
弘
云
視
爾
反
正
也
理
也
。
コ
レ(

Ｈ
Ｈ)

詩
】 

池
𧨱<

0
9
6
-2
4
>

【
應
云
湯[

原
作
渇]

歷
反
。
】 

讚
嘆<

0
9
6
-3
1
>

【
音
贊(

サ
ン
Ｒ)

・
弘
云
解
也
・
眞
云
稱
人
之
美
也
・
鸞
云
ー[

讚]

者
ー

[

讚]

揚
也
・
嘆
者
歌
嘆
也
。
・
沼
云
ー[

讚]

者
稱
也
、
歎
者
吟
也
。
則
稱
揚
吟
詠
。

應
言
㆒
觸
事
㆒
美
德
㆒
云
ー[

讚]

㆒
是
理
㆒
諭
揚
爲
歎
。
】 

譛
譖<

0
9
6
-4
3
>

【
干
云
上
俗 

弘
云
壯
賃
反
愬
也
毀
也
。
・
應
云
亦
讒
也
旁
入
曰

ー[

譖]

㆒
也
。 

シ
コ
ツ(

Ｌ
Ｌ
Ｈﾞ

)

記 

イ
ツ
ハ
リ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ)

詩
「
《
不
信
也
》
」
】 

誅<
0
9
6
-
5
2>

【
季
云
音
株(

Ｌ)

・
弘
云
責
也
罰
也
殺
也
計
也
敎
也
。
コ
ロ
ス(

Ｈ
Ｈ
Ｌ) 

セ

メ(

Ｌ
Ｌ)

】 

誄<
0
9
6
-
5
4>

【
音
⽾
・
弘
云
力
水
反
辭
也
累
也
。
】 

謾
訑<
0
9
6
-6
1
>

【
類
云
曼
慢
二
音
・
弘
云
欺
也
怠
也
懼
也
・
應
云
不
信
也
。
ア
サ

ケ
ル(

Ｈ
Ｈﾞ

○
○) 

・
下
應
云
他
和(

Ｌ)

反
ー[

訑]

不
信
也
。
】 

謾
淪<

0
9
6
-6
4
>

【
應
云
麻
諫(

カ
ン
Ｒ)

力
均
反
菩
薩
名
】 

評
論<

0
9
6
-7
2
>

【
季
云
音
平(

Ｌ)

・
弘
云
皮
柄
反
訂
也
・
應
云
謂
量
議
也
訂
唐
頂
反

訂
平
議
也
・
宋
云
又
音
病(

Ｒ)

。 

コ
ト
ハ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

白
】 

九
七
頁 

 

諳<
0
9
7
-
1
2>

【
音
奄(

Ｌ)

・
弘
云
諷
□[

也]

誦
□[

也] 

ソ
ラ
ニ
ス(

Ｌ
Ｈ
○
○)

切
】 

諼<
0
9
7
-
1
4
>

【
或
文
集
□[

音]

義
云
音
暄
・
弘
云
許
園
反
詐
也
忘
也
。 

ワ
ス
ル(

Ｈ

Ｈ
Ｌ)

白
】 

讒
儜<

0
9
7
-2
2
>

【
弘
云
仕
咸(

Ｌ)

反
譖
也
。
】 

諀
訿<

0
9
7
-2
3
>

【
上
弘
云
匹
爾
反
呰
也
䚹
字
・
類
云
紕
音
・
下
類
云
紫
音
】 

諀
訾<

0
9
7
-
33
>

【
廣
益
玉
篇
幷
宋
韻
云
同
上 

應
云
資
爾
反
「
難
可
謂
之
ー
ー[

諀

訾]

。
文
或
啤
呲
誤
也
・
下
公
云
同
呰
罵
也
。 

眞
云
之
音
《
已
上
》
」
】 

詒<
0
9
7
-
4
1>

【
季
云
音
怡(

イ
Ｆ) 

オ
ク
ラ
ヌ
カ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

詩 

オ
ク
レ
リ(

Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ)

詩 

ツ
タ
フ(
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

】 
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謲<
0
9
7
-
4
3>

【
弘
云
千
紺
反
相
怒
使
也
。 

カ
ツ
テ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ)

詩
】 

訾
計<

0
9
7
-5
1
>

【
應
云
經
作
貲
貨
之
貲
非
子
移
反
思
也
量
也
】 

諴<
0
9
7
-
5
3>

【
類
云
咸
音
・
弘
云
和
也
調
也
戲
也
。 

ヤ
ハ
ラ
ク(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

)

書
】 

謹
愼<

0
9
7
-
6
1
>

【
弘
居
隱
反
敬
也
信
也
從
也
。
・
眞
云
潔
也
。 

ツ
ヽ
シ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ

Ｌ)

易
】 

訾
輸<

0
9
7
-6
3
>

【
應
云
貲
輸
、
經
ー[
訾]

非
】 

詎
有<

0
9
7
-6
4
>

【
類
云
巨(

Ｈ)

音
・
弘
云
止
也
格
也
槍
也
・
應
云
ー[

詎]

猶
何
也
未
也

謂
未
知
詞
也
。
經

非
。
・
公
云
音
去 
タ
レ(

Ｈ
Ｈ) 

眞
云
巨(

Ｒ)

】 

ー[

詎]

非<
0
9
7
-
7
4>

【
眞
云
豈
也
】 

九
八
頁 

 

訪
括<

0
9
8
-1
1
>

【
音
妨
・
弘
云
問
天
道
也
謀
也
求
也
・
眞
云
問
覓
也 

眞
云
ハ
ウ(

Ｌ

Ｈ)

】 

之
誼<

0
9
8
-1
3
>

【
弘
云
宜
寄
反
理
也
善
也
義
也
宜
也
・
應
云
制
事
宜
也
。
・
玉
云

今
爲
義
字
。 

ハ
カ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

書
】 

筯<
0
9
8
-
2
2>

【
益
云
俗
辯
字
。
】 

詧<
0
9
8
-
2
3>

【
ア
キ
ラ
カ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

書
】 

諱<
0
9
8
-
2
4>

【
音
卉 

イ
ミ
ナ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

白 

ナ
イ
フ(

Ｆ
○
○)

顔
】 

不
諱<
0
9
8
-3
1
>

【
イ
マ
ス(

Ｌ
Ｈ
Ｌﾞ

)

顔
】 

愧
謝<

0
9
8
-3
2
>

【
音
舎(

Ｒ)

・
弘
云
聽
也
去
也
辭
也
・
應
云
往
也
。ユ
ル
ス(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

禮 

・
眞

云
拜
ー[

謝]

也
以
言
相
敬
也
慙
ー[

謝]

也
。
】 

詠<
0
9
8-
4
1>

【
弘
云
爲
命(

Ｒ)

反
歌
也
謳
也
・
中
云
吟
諷
也
・
宋
云
咏
《
上
同
》
】 

詣<
0
9
8
-
4
3>

【
弘
云
魚
計(

Ｒ)

反
到
也
至
也
祈
也
。 

イ
タ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

記 

マ
ウ
テ
ヽ

(

Ｌ
Ｈ
Ｌﾞ

Ｈ)

選
】 

紕
謬<

0
9
8
-5
1
>

【
應
云
靡
幼(

Ｒ)
[

原
作
初]

反
ー[

謬]

猶
錯
亂
㆒
也
。
ー[

謬]

誤
也
ー[

謬]

詐
也

狂
者
之 

中
云
欺
也
差
也
。 

ア
ヤ
マ
ツ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

詩 

・
善
珠
義
燈
増
明
記
云

上
亂
也
匹
毗
反
。
】 

疾
證<

0
9
8
-6
1
>

【
弘
云
諸
孕(

Ｒ)

反
告
也
驗
也
任
也
徴
也
。
・
慈
云
ー[

證]

者
冥
會
・
又

云
ー[

證]

者
契
也
。
ア
ラ
ハ
ス(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

論
】 

譍<
0
9
8
-
6
4>

【
弘
云
於
甑
反
對
也
・
玉
云
今
爲
應
字
。
】 

誤
人<

0
9
8
-7
2
>

【
音
悞
・
弘
云
謬
也
。
・
應
云
謬
ー[

誤]

也
。
經
忤
非
・
中
云
錯
謬

也
又
悞
・
玉
云
爲
人
㆒
得
罪
曰
ー[

誤]

と

・
珠
云
阿
夜
麻
知
弖[

ア
ヤ
マ
チ
テ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｈ) 

ア
ヤ
マ
リ
ナ
ラ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ)

□[

記]

】 
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九
九
頁 

 

詬<
0
9
9
-
1
2>

【
弘
云
居
候(

Ｒ)

反
罵
也
恥
辱
也 

ノ
ル(

Ｈ
Ｌ)

列
】 

譜<
0
9
9
-
1
4>

【
弘
云
甫
□[

魯]

□[

反]

屬
也
牒
也
布
也
引
見
其
事
也
。
】 

譽<
0
9
9
-
2
2>

【
宋
云
音
預(

Ｒ)

又
平
聲 

珠
云
保
麻
礼[

ホ
マ
レ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ) 

玄
贊
云
面
讚
爲

ー[

譽]

背
讚
名
稱 

眞
云
余
】 

諂
誑<

0
9
9
-
3
1
>

【
弘
云
倶
放(

Ｒ)

反
欺
也
誤
也
㤮
字
・
憲
云
或
也
・
中
云
妄
言
惑[

原

作
或]

人
也
・
然
曰
ー[

誑]

誤
也
令
他
誤
解
故 

ア
サ
ム
ク(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｌ)

禮 

イ
ツ
ハ
ル

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

顔 

䛘
《
任
》
】 

詳
イ
ツ
ハ
テ

譽
ホ
ム
ル
マ
ネ
ス(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｆ)

太
子
ヲ<

0
9
9
-
4
1>

【
史
記
世
家[

原
作
界]

】 

謁<
0
9
9
-
4
3>

【
弘
云
於
歇(

ケ
チ
Ｔ)

反
告
也
白
也
請
也
。 

マ
ウ
ス(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

記
】 

譪
吉<

0
9
9
-5
1
>

【
應
云
烏
蓋
反
梵
言
ー
ー[

譪
吉]

支
此
云
起
尸
鬼
】 

謶
得<

0
9
9
-5
3
>

【
應
曰
庶
得
經
作
ー[

謶]

之
若
反
非
】 

未
訖<

0
9
9
-6
1
>

【
弘
云
居
迄(

Ｔ)

反
止
也
・
中
云
畢
也
・
眞
云
盡
也
。
ツ
ク
ス(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

書 

ス
ヘ
ヲ
ヘ(

Ｈ
Ｌﾞ

Ｈ
Ｌ) 

コ
ト
〳
〵
ク
ニ(

Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
○) 

ヲ
ハ
ヌ(

Ｈ
Ｆ
Ｈ)

律 

ツ

ヒ
ニ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

白 

眞
云
乞(

Ｓ)

音
】 

謐<
0
9
9
-
6
4>

【
弘
云
莫
橘(

Ｔ)

反
靜
也
尞
也
。
シ
ツ
カ
ナ
リ(

Ｌ
Ｈﾞ

Ｌ
○
○)

後
】 

辝
訣<

0
9
9
-7
2
>

【
應
云
古
穴
反
與
死
者
㆒
別
謂
之
ー[

訣]

と

。
々
絶
也
亦
別
也
。 

ワ

カ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

集
】 

䜑<
0
9
9
-
7
4>

【
ニ
ク
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

顔
】 

一
〇
〇
頁 

 

敒<
1
0
0
-
1
1>

【
弘
云
是
闡(

Ｈ)

反
吉
也
工
也
佳
也
大
也
或
爲
善
字
。
】 

讋
怖<

1
0
0
-1
3
>

【
弘
云
章
葉(

Ｔ)

反
失
氣
也
不
止
也
・
應
云
胡
葉
反
ー[

讋]

怖
也
一
曰

言
不
止
也
懼
也
。 

ヲ
ノ
ヽ
ク(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

選 

オ
ト
ス(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

集 

オ
ヒ
ヤ
カ
ス

(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

】 

暮
謵<

1
0
0
-2
3
>

【
應
云
暮
習
經
ー[

謵]

傷
協
丑
協
反
ー[

謵]

讋
也
讋
言
不
止
也
。
】 

詩<
1
0
0
-
3
1>

【
毛
ー[

詩]

序
云
ー[

詩]

者
志
之
所
之
也
周
禮
六
義
一
曰
比
二
〜[

曰]

興
三

曰
賦
四
〜[

曰]

風
五
〜[

曰]

雅
六
〜[

曰]

頌
】 

譎[

原
作

謪]

詭<
1
0
0
-3
4
>

【
應
云
又
『
𠼬
』
公
穴
反
。
下
又
恑
居
毀
反
。
自
關
㆒
而
東
西

或
謂
詐
㆒
爲
ー
ー[

謪
詭]

。
ー[

謪]

々[

詭]

亦
奇
恠
也 

下
謂
變
詐
也
。
ー[

詭] 

譎[

原

作

謪]

也
ー[

詭]

欺
也
。
然
云
譎
詭
變
異
也
】 

讓<
1
0
0
-
4
4>

【
弘
云
如
尚(

Ｒ)

反
責
也
・
中
云
又
人
樣
反
推
堅[

賢]

曰
ー[

讓]

。 

ユ
ツ

ル(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

記 

セ
ム(

Ｌ
Ｈ)

列
】 

諭<
1
0
0
-
5
2>

【
弘
云
翼
樹(

Ｒ)

反
陳
也
告
曉
也
。
・
眞
云
會
也
見
良
賁
仁
王
疏
。 

サ

ト
ス(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)
孝 

タ
ト
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

集 

眞
云
ホ
ム(

Ｌ
Ｈ)

】 
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誨<
1
0
0
-
6
1>

【
音
悔
・
弘
云
諫
也
示
也
敎
也
。 

眞
云
敎
ー[

誨]

訓
也
。 

眞
云
ヲ

シ
フ(

Ｈ
Ｈ
Ｌ) 

眞
云
ク
ヱ(

Ｌ
□[

Ｌ]
)

】 

訝<
1
0
0
-
6
3
>

【
弘
云
魚
嫁
反
迎
也
。 

ム
カ
フ(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

詩 

ア
サ
ム
ク(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｌ)

唱
】 

訌<
1
0
0
-
7
1>

【
類
云
紅(
Ｌ)

音 

・
季
云
詩
曰
ー[

訌]

□[

師]

三
多
流[

ミ
タ
ル]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

】 

讎<
1
0
0
-
7
3>

【
音
洲 

ア
タ(
Ｈ
Ｈ)

書 

・
公(

「
呉
音
」)

云
音
愁(

Ｒ)

《
可
在
隹
部
》
】 

一
〇
一
頁 

 

諸<
1
0
1
-
1
1>

【
弘
云
主
餘(

Ｌ)

反
非
一
也
於
也
之
也
衆
也
。 

オ
ホ
ヨ
ソ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

】 

誇<
1
0
1
-
1
3>

【
玉
云
苦
華(

Ｆ)

反 

ホ
コ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

唱 
ア
サ
ム
ク(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｌ)

】 

薩
誃<

1
0
1
-1
4
>

【
應
云
直
移
反
】 

譆<
1
0
1
-
2
1>

【 

】 

𧬜
加<

1
0
1
-2
2
>

【
斯
蠅
反 

闍
】 

調
譺<

1
0
1
-2
3
>

【
魚
記
反
紹
也
欺
也
調
也
】 

二 
 

足
部 

一
〇
二
頁 

 

𠯁
足<

1
0
2
-1
1
>

【
干
云
上
通
・
弘
云
子
欲(

Ｔ)

反
趾
也
止
也
滿
也
得
也
成
也
・
宋
云

本
音
入
声
。
・
中
云
脚
趾
也
又
持
喩(

Ｒ)

反
充
也
・
順
云
訓
阿
之[

ア
シ]

(

Ｌ
Ｌ)

・
公

云
音
趣(

Ｌ)

タ
ス(

Ｈ
Ｌ) 

フ
モ
ト(

Ｈ
Ｈ
Ｈ)

詩 

ユ
ク(

Ｈ
Ｌ)

遊 

ア
ク(

Ｌ
Ｈ)

集 

ユ
タ

カ
ナ
リ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
○
○)

】 

百
足<

1
0
2
-2
2
>

【
順
云
和
〜
牟
加
天[

ム
カ
テ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

)

又
云
和
〜
阿
末
比
古[

ア
マ
ヒ
コ]

(

Ｌ
Ｌ

Ｈﾞ

Ｈ)

】 

𨅐[

原
作
無
足]<

1
0
2
-
2
4
>

【
武[

原
作
戍]

音 

見
兜
沙
經
】 

未
足<

1
0
2
-3
1
>

【
イ
マ
タ
ア
キ
タ
ラ
ス(

○
○
○
Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ
○)

書
】 

六
足<

1
0
2
-3
2
>

【
東
大
寺
長
載
云
ー[

足]

者
枝
義
。
疋
《
色
魚
》
】 

跋<
1
0
2
-
3
4>

【
「
音
鉢(

Ｔ)

」
・
弘
云
𨆍
也
疾
也
獵
也
。
・
應
云
相
𧿡
躐
《
力
沙
反

踐
也
》
也
。
・
東
云
草
行
也
草
名
也
蹎
也
疾
踐
也
疾
動
也
。
又
《
音
同
貝(

Ｒ)

》

蹎
ー[

跋]

急
走
也
又
蒲
物(

Ｔ)

反

也
覆
巾
也
・
玉
云
莊
也
。
フ
ム(

Ｈ
Ｌ)

詩 

眞

云
ハ
チ[

Ｎ
○]

】 
多
摩
羅
ー[

跋]

旃
檀
香<

1
02
-5
1
>

【
慈
云
性
無
垢
賢
栴
檀
香
佛
・
中
云
慈
云
具
云
多

阿
摩
ー
ー[

羅
跋]

。
吉
藏
玄
範
「
釋
」
如
波
。
】 

由
跋<

1
0
2
-6
1
>

【
順
云
和
〜
加
歧
都
波
奈[

カ
キ
ツ
ハ
ナ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

】 
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跋
陀
和<

1
02
-
6
2
>

【
然
曰
智
論
及
諸
經
名
ー[

跋]

陀
婆
羅
。
音
輕
重
耳
。
】 

跋
提
河<

1
02
-
7
1
>

【
阜
部
可
見
】 

三
ー[

跋]

致<
1
0
2
-7
2
>

【
應
云
又
拔
蒲
沫(

Ｔﾞ
)

反
晉
言
發
趣
。
】 

ー[

跋]

渠<
1
0
2
-
7
4>

【
應
云
此
云
部
類
□[

或]

云
郡
同
其
義
也
。
亦
云
伐
伽
。
此
云
部

亦
品
之
別
名
也
。
】 

一
〇
三
頁 

 

跋
難
陀<

1
03
-
1
3
>

【
博
末[

在
跋
之
下]

】
【
中
云
慈
□[

云]

唐
□[

云]

賢
喜
】 

ー[

跋]

墀<
1
0
3
-
2
1>

【
應
云
古
尸
反
亦
云
婆
稚
阿
修
羅
名
舊
譯
云
縛
居
云
々
】 

跋
闍
子<

1
03
-
2
4
>

【
信
云
應
言
ー[

跋]

闍
羅
譯
曰
金
剛
。
是
比
丘
名
。
第
二
犯
人
也
。
】 

ー[

跋]

耆
國<

1
0
3
-
33
>

【
信
云
又
作
ー[

跋]

祇
國
。
又
云
ー
ー[

跋
耆]

城
。
胡
語
。
譯
曰

聚
㆒
也
。
】 

ー[

跋]

提
國<

1
0
3
-4
1
>

【
信
云
又
云
ー[

跋]

提
羅
城
。
譯
曰
賈
㆒
也
。
】 

跂<
1
0
3
-
4
3>

【
音
企(

Ｈ)

・
弘
云
足
指
也
履
也
・
應
云
登
也
。
・
東
云
足
亦
指
也
跳

也
ー[

跂]

々
鹿
走
貌
又
《
音
同
祇(

Ｌ)

》
登
也
行
貌
獸
行
足
不
着
地
ー[

跂]

々
舒
貌

踶
《
池
爾
》
ー[

跂]

也
・
長
載
三
量
撮
云
丘
支
反
履 

玉
云
墟
豉
反
人
行
脚
跟

不
着
地
也
如
人
之
企
也
登
也
足
多
指
也
躐
也
又
《
平
》
ー[

跂]

々
舒
貌
・
有
記

云
音
知 

ク
ハ
タ
ツ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

詩 

ソ
ハ
タ
ツ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ
Ｌ)

集
】 

平
ー[

跂]<
1
0
3
-
6
3>

【
應
云
又
屐
渠
逆(

Ｔﾞ
)

反
屐
有
木
屐
帛
屐
草
屐
非
一
種
也
】 

跛
蹇<
1
0
3
-7
1
>

【
上
應
云
補
我
反
・
東
云
音
賁
ー[

跛]

倚
也
ー[

跛]

騀
馬
行
惡
貌
揺
頭

也
。
『
弘
云
跛
也
擾
也
傲
也
』
・
弘
云
行
不
正
也
蹇
也
。
・
玉
云
偏
住
也
不
正

也
。
下
順
云
音
犬
訓
阿
之
奈
閇[

ア
シ
ナ
ヘ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

此
間
云
奈
倍
久[

ナ
ヘ
ク]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈﾞ

)

「
弘
云
跛
也
擾
也
傲
也 

公
云
音
犬
」 

ア
シ
ナ
ヘ(

Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

易 

眞
云
八(

Ｒ) 

・
應

云
ー
ー[

跛
蹇]

行
不
正
也
。
】 

一
〇
四
頁 

 

罨
跛<

1
0
4
-1
4
>

【
眞
云
普
火
反
。
】 

偃
蹇<

1
0
4
-2
1
>

【
東
云
ー
ー[

偃
蹇]

威
儀
貌 

玉
云
驕
傲
也 

ト
タ
カ
シ(

○
Ｌ
Ｌ
Ｆ)

選 

眞

云
ケ
ン(

Ｌ
Ｌ)

】 

蹉
跎<

1
0
4
-2
3
>

【
音
宋
法
花
云
瑳(

サ
Ｆ)

・
弘
云
ー
ー[

蹉
跎]

不
極
力
也
・
東
云
跌
也
ー

ー[

蹉
跎]

跌
也
不
遇
也
行
失
步
也
。
又
《
音
同
差(

シ
Ｆ)

》 

眞
云
シ
ヤ(

○
Ｈ)

・
下
・
上

季
云
布
牟[

フ
ム]

(

Ｈ
Ｌ)

】 

畢
陵
伽
婆
ー[

蹉]<
1
0
4
-
3
3
>

【
中
云
賓
一[

在
畢
之
下]

】
【
力
升[

在
陵
之
下]

】
【
慈
云
畢
藺

陀
筏
嗟
云
餘
習
。
五
百
生
中
爲
婆
羅
門
惡
性
麤
言
今
雖
得
果
余
習
尚
在
如
罵

恒
河
神
・
中
云
吉
云
惡
口
也
。
】 

畢
藺
陀
筏
ー[

蹉]<
1
0
4
-
4
4>

【
良
刃[

在
藺
之
下]

】
【
見
上
注
・
眞
云
ー[

畢]
(

Ｓ-

ヒ
チ)

ー[

藺]
(

Ｌ

-

リ
ン)
ー[
陀]

(

Ｈ-

タ(

Ｎ)
)

ー[

筏]
(

Ｈ-

ハ)

ー[

蹉]
(

Ｈ-

シ
ヤ)

】 
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伐
ー[
蹉]<

1
0
4
-
5
3>

【
應
云
舊
云
婆
ー[

蹉]

婆
羅
門
姓
。
】 

ー[

蹉]

者<
1
0
4
-
6
1>

【
應
云
遮
何
反
】 

ー[

蹉]

踖<
1
0
4
-
6
2>

【
應
云
子
亦
反
蹉
跎
也
𧿘
ー[

蹉]

也
。
踖
應
作
錯
。
七
各
反
蹉
跌

不
正
也
錯
謬
誤
失
也
。
】 

踧
踖<

1
0
4
-7
1
>

【
應
云
ー
ー[
踧
踖]

不
進
也
一
曰
畏
敬
也
謂
恭
敬
之
貌
。
】 

驅
踧<

1
0
4
-7
3
>

【
應
云
驅
蹙
經
ー[

踧]
踧
々
然
避
席
也
ー[

踧]

踖
也
非
。
】 

一
〇
五
頁 

 

加
趺<1

0
5
-
1
1>

【
慈
云
古(

Ｈ)

遐
□[

反]

加
重
□[

也]

□[

則]
□[

交]

足
坐
也
除
災
横
經
等

云
□[

結]

交
趺
坐
㆒
是
。
有
作
跏
不
知
㆓
所
從
。
「
玄
應
同
之
」
江
南
謂
開
膝
坐

爲
跘
《
平
患
》
跨
《
口
瓜
》
坐
。
山
束
謂
之
㆒
甲
趺
坐
と

・
中
云
捷
云
跏
「
字

書
所
無
ー[

跏]

」
猶
結
交
「
今
案
古
書
無
之
」
新
『
切
韻
』
有
之
。
蔣
魴
武
玄

之
云
跏
古
無
新
有
但
無
其
訓
後
人
用
意
不
必
依
馮
跏
趺
大
坐
也
是
後
人
拾
經

文
以
加
也
大
般
若
華
嚴
皆
作
加
矣
「
甲[

原
作
申]

ー
卽
交
足
坐
」 

眞
云
】 

跏
趺<

1
0
5
-3
3
>

【
上
音
嘉(

Ｆ)

・
蔣
〜[

魴]

切
〜[

韻]

麻
韻
云
結
ー[

跏]

趺
坐 

・
下
季
云

音
夫(

Ｆ)

・
順
云
字
亦
作
跗
。
阿
奈
比
良[

ア
ナ
ヒ
ラ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ) 

足
上
也
。 

眞
云

フ(

Ｌ-

Ｈ)

】 

交
趺<
1
0
5
-4
3
>

【
應
云
又
跗
。
足
上
也
。
謂
交
足
㆒
而
坐
。
經
跤
非
。
】 

跤
趺<

1
0
5
-5
1
>

【
見
上
注
。
・
上
季
云
音
敲(

カ
ウ
Ｆ)

波
支[

ハ
キ]

(

Ｒ
Ｌﾞ

)

】 

跗<
1
0
5
-
5
3>

【
音
膚(

フ
Ｌ) 

弘
云
『
方
倶
反
』
足
上
也
。
・
東
云
戎
服
也
。
】 

明
踰<
1
0
5
-
6
1
>

【
「
音
兪
」
弘
云
庾
倶(

ク-

Ｆ)

反
越
也
遥
也
渡
也
・
應
云
又
逾
過
也

度
也
勝
也
。
經
跨
非
。
玉
抄
云
ス
ク 

コ
ユ(

Ｈ
Ｌ)

書 

・
慈
云
ー[

踰]

越
也
。 

眞

云
ユ(

Ｒ)

】 

ー[

踰]

繕
那<

1
0
5
-7
1
>

【
慈
曰
舊
云
由
旬
准
倶
合
計
五
百
弓
爲
一
倶
盧
合
二
里
也
八

倶
盧
舎
爲
一
ー
ー
ー[

踰
繕
那]

十
六
里
也
古
有
相
傳
或
以
卌
里 

「
西
域
記
云
舊

曰
由
旬
又
喩
闍
那
又
由
延
皆
訛
。
自
古
聖
王
一
日
運(

「
軍
」)

行
也
。
舊
傳
卌
里
。

印
度
國
俗
卅
里
。
聖
敎
所
載
唯
十
六
里
。
八
倶
盧
舎
。
」
爲
一
ー
ー
ー[

踰
繕
那]

此
亦
無
失 

玄
贊
引
倶
舎
云
十
六
里
余
若
依
余
經
乃
卌
里 

應
云
在
糸
部
】 

一
〇
六
頁 

 

阿
ー[

踰]

闍<
1
0
6
-1
4
>

【
應
云
弋
朱
反
此
云
不
可
戰
國
。
】 

蹲
踞<

1
0
6
-2
2
>

【
音
上
存(

Ｌ)

下
選
音
决
云
據(

Ｒ)

・
慈
云
上
猶
虛
坐
也
。
下
倚
也
垂

足
實
坐
也
亦
蹲
也
。
舊
經
云
箕
坐
也
・
上
弘
云
踞
也
聚
也
・
東
云
坐
而
足
蹹

地
也
危
也
。
屈
脚
㆒
不
着
地
㆒
也
。
借
音
在
損
反
・
下
弘
云
蹲
也
在
也
・
應
云

跨
也
・
東
云
箕
也
大
坐
也
・
中
云[

空
白]

却
ー[

踞]

如
箕
形
也
。
上
ウ
ス
ク
マ
ル(

Ｌ

Ｌﾞ

Ｌ
Ｈ
Ｌ) 

下
シ
リ
ウ
タ
ク(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌﾞ

)

記 

ウ
ス
ヰ(

Ｌ
Ｈﾞ

Ｈ)

論
】 

踞
師
子
床<1

0
6
-
4
3>

【
慈
云
ー[

踞]

者
坐
也
。
】 

ー[

踞]

牀<
1
0
6
-
5
1>

【
應
云
文
倨
非
】 

脚
跟<

1
0
6
-5
2
>

【
順
云
音
根(

Ｆ)

久
比
須[

ク
ヒ
ス]

(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

俗
云
歧
比
春[

キ
ヒ
ス]

(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

・
公
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云
音
根(

Ｒ)

・
眞
云
足
後
也
・
應
云
足
踵
也
・
信
曰
又
𣥦
・
又
云
ー[

跟]

劈
《
律
》

ー[
跟]

非
・
弘
云
脚
ー[

跟]

踵
也
】 

跟
躃<

1
0
6
-6
2
>

【
信
云
ー[

跟]

劈
律
作
ー[

跟]

非
】 

踝(

Ｈ)<
1
0
6
-
6
4
>

【
弘
云
胡
瓦(

Ｈﾞ
)

反
跟
也
・
順
云
上
聲
之
重
豆
不
奈
歧[

ツ
フ
ナ
キ]

(

Ｌ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｌﾞ

)

俗
云
豆
不
々
之[
ツ
フ
ヽ
シ]

(

Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

・
公
云
音
果(

Ｌ) 

眞
云
足
趺
外
骨
也
。
】 

拜
跪<

1
0
6
-7
4
>

【
慈
云
・
□[

丘]

委
反
ー[

跪]

拜
也
又
渠
委
反
。
左
傳
□[

跪]

而
載
之
・
弘

□[

云]

膝
行
也
・
眞
云
䠆
《
直
陽
反
拜
也
》
ー[

跪]

也
屈
一
足
也
・
信
云
跽
《
奇

几
反
拜
也
》
也
・
東
□[

云]

音
詭(

Ｈ)

危
也
兩
膝
隱
體
也
卽
屈
一
足
也
跽
也
膝
至

地
㆒
曰
脹
。
《
音
長
》
ー[

跪]

又
《
音
同
危(

Ｌﾞ
)

》 

ヒ
サ
マ
ツ
ク(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

記 

眞
云
ク
ヰ
】 

一
〇
七
頁 

 

躋<
1
0
7
-
2
3>

【
音
霽(

セ
イ
Ｒ)

・
弘
云
升
也
登
也
・
東
云
又
《
平
》
陟
也
。 

ノ
ホ
ル

(

Ｈ
Ｈﾞ

○)

切
】 

蹐<
1
0
7
-
3
1>

【
弘
云
子
亦
反
黑
足
也
小
步
也
・
類
寂(

Ｓ)

、
脊(

Ｔ)

音
。
】 

踊
躍<

1
0
7
-3
3
>

【
音
宋
法
花
勇(

Ｈ)

藥(

Ｔ) 

上
慈
云
跣
《
中
引
云
蹺
》
也
・
弘
云
躍

也
登
也
甚
也
・
眞
云
上
也
。
・
下
慈
云
跳
也
。
・
弘
云
越
也
「
迅
也
上
也
」
進

也
・
東
云
抜
也
出
溺
㆒
爲
極
㆒
出
火
㆒
爲
䠯
。
又
失(

Ｔ)

灼(

Ｔ)

反
ー[

躍]

意
震
動
也

距
ー[

躍]

超
越
也
・
上
倭
名
或
本
云
亦
作
踴 

ヲ
ト
ル(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ) 

保
止
波
之
流[

ホ

ト
ハ
シ
ル]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ) 

下
ヲ
ト
ル(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

記 

・
中
云
瑫
云
ー
ー[

踊
躍]

喜
甚
也
。
文

句
云
内
解
在
心
㆒
名
喜
㆒
々
動
於
形
㆒
名
踊
躍
。
・
玄
贊
云
依
俗
間
㆒
釋
は

踊
蹺
也
、

躍
跳
也
。
蹺
足
㆒
跳
者
喜
之
極
也
。
「 

眞
云
用(

Ｌ)

ヤ
ク(

Ｌ
Ｌ)

」
】 

踴<
1
0
7
-
6
2>

【 

】 

惑
躍<

1
0
7
-6
3
>

【
ウ
タ
カ
ヒ
ホ
ト
ハ
シ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

易
】 

蹵<
1
0
7
-
6
4>

【
弘
云
千(

Ｌ)

陸(

リ
ク
Ｔ)

反
蹋
也
躡
也
。
・
季
云
選
竹
阿
之
登
弖
比
久[

ア

シ
ト
テ
ヒ
ク]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｌ) 

又
古
由[

コ
ユ]

(

Ｈ
Ｌ) 

フ
ム(

Ｈ
Ｌ)

記
】 

蹴
蹋<

1
0
7
-7
3
>

【
應
云
子(

「
千
」)

六
反
以
足
㆒
逆
蹋
之
曰
ー[

蹴]

と

・
信
云
與
蹵
㆒
同
・
東

云
蹋
也
。
】 

一
〇
八
頁 

 

蹋
張<

1
0
8
-1
1
>

【
弘
云
徒(

Ｌ)

闔(

Ｔ)

反
履
也
踶
也
・
應
云
又
云
踐
之
蹋
地
㆒
張
目
㆒
也
。

文
噏
非
。
・
東
云
蹵
也
蹙
也
或
作
蹹
。
】 

蹋
蜱<

1
0
8
-1
4
>

【
應
云
・
・
徒
臘
反
】 

踐
蹹<

1
0
8
-
2
1
>

【
干
云
上
通
音
沓(

タ
フ
Ｔ)

・
中
云
ー[

蹹]

踐
也
亦
作
蹋
踏
・
慈

云
・
・
・
・
・
・
・
・
以
足
㆒
躡
履
名
ー
ー[

踐
蹹]

・
東
云

ー[

蹹]

也
ー[

蹹]

趿
行

疾
也
踐
ー[

蹹]

也
齧
ー[

蹹]

也
。
】 

搏
踏<

1
0
8
-3
1
>

【
應
云
上
補
莫(

Ｔﾞ
)

反
搏
は

手
も
て

搏
な
り

、
蹋
は

足
も
て

踐
也
・
弘
云
他

帀(

Ｔ)

反
着
地
也
。
】 
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踐(
Ｈ)<

1
0
8
-
3
3
>

【
音
餞 

弘
云
詞
翦
反
任
也
居
也
厭
也
升
也 

玉
云
行
貌
陳
貌
任

之
以
政
事
也
修
也
履
也
𨈁
也 

應
云
履
也 

公
云
音
淺
フ
ム 

眞
云
仙
音
】 

不
踐
迹<

1
08
-
3
4
(

補)
>

【
シ
タ
カ
ハ
ス
論
】 

躡<
1
0
8
-
4
3>

【
音
鑷(
Ｔﾞ

)

・
弘
云
登
也
蹈
也
履
也
・
東
云
蹀
也
・
玉
云
急
也
。
フ
ム

行
円
】 

躡
襈<

1
0
8
-5
1
>

【
應
云
下
足
㆒
所
履
㆒
也
。
】 

跨<
1
0
8
-
5
3>

【
慈
云
口
瓜(

Ｆ)

反
・
弘
云
苦
覇(

Ｒ)

反
服
也
渡
也
兩
股
間
也
・
東
云
跨

《
上
聲
》
𦝫
ー[

跨]

也
髀
骨
也
又
作
胯
躡
也
。
又
口
寛(

Ｆ)

反
過
其
上
㆒
也
。
擧
足
㆒

也
。
ー[

跨]

猶
服
也
呉
坐
也
。
】 

跨
上<

1
0
8
-6
4
>

【
「
音
苦
」
應
云
苦
覇
反
ー[

跨]

躡
也
渡
也
ー[
跨]

距
也
。 

ア
フ-

ト

コ
フ(

Ｈ
□[

Ｈ]

Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

)

選 

マ
タ
カ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

集 

玉
「
抄
」
云
ワ
タ
ル
】 

失
ー[

跨]<
1
0
8
-
7
3>

【
應
云
ー[

跨]

踞
□[

也]

文
茘
直
加
反
行
不
前
□[

也]

非
。
】 

一
〇
九
頁 

 

失
𨅓<

1
0
9
-1
1
>

【
見
上
注
。
】 

䘢
跨<

1
0
9
-1
2
>

【
應
云
䘢
髁
、
律
ー[

跨]

、
非
。
】 

𨃓
迦<

1
0
9
-1
3
>

【
應
云
荼
迦
經
ー[

𨃓]

、
非
】 

蹈
𨈁<

1
0
9
-1
4
>

【
音
導
・
慈
云
踐
也
履
行
也
道
也
以
足
㆒
踐
之
㆒
如
道
㆒
也
・
玉
云
ー

[

蹈]

々
行
也
・
應
云
下
自
亦
反
蹈
行
也
ー[

𨈁]

踐
也
・
公
云
音
稻(

Ｒ)

、
フ
ム(

Ｈ
Ｌ) 

ウ
コ
ク(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

詩
】 

躔<
1
0
9
-
2
4>

【
季
云
音
纏
選
師
夜
止
流[

ヤ
ト
ル]

夜
須
牟[

ヤ
ス
ム]

・
弘
云
修
也
行
也
舎
也
。】 

踠<
1
0
9
-
3
2>

【
音
苑 

ア
カ
イ
テ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ
○)

選 

カ
ヽ(

ム)

マ
ル(

Ｈ
Ｈﾞ

(

○)

□[

Ｈ]

Ｌ) 

ト

ク
ス(

Ｒ
Ｌ
○)

集 

玉
抄
云
タ
フ
ル
】 

髀
踵<

1
0
9
-3
4
>

【
音
腫(

Ｈ)

・
應
云
足
跟
也
上
蒲
米
反
・
魴
云
足
後
也
又
ー[

踵]

前
㆒
不

改
變
㆒
也
。 

ツ
ク(

Ｈ
Ｌ)

選 

玉
抄
云
ク
ヒ
ス 

キ
ヒ
ス
】 

踵
相<

1
0
9
-4
3
>

【
觀
佛
經
云
腫(

Ｈ)

音
・
弘
云
趾
也
追
也
往
也
・
應
云
又
作
㣫
相
迹

也
亦
追
也
往
來
之
貌
。
】 

癭
踵<

1
0
9
-5
2
>

【
應
云
癭
瘇
、
文
作
ー
に

。
非
。
】 

躘
蹱<

1
0
9
-5
4
>

【
倭
名
後
人
加
部
第
四
脚
足
類
云
唐
韻
龍(

Ｌ)

鍾(

シ
ヨ
ウ(

Ｎ)

Ｆ)

二
音
小

兒
行
貌
此
間
云
宇
比
阿
由
美[

ウ
ヒ
ア
ユ
ミ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ) 

一
云
多
賀
々
々[

タ
カ
〳
〵]

(

Ｌ

Ｈﾞ

Ｈ
Ｈﾞ

)

】 

脚
蹱<

1
0
9
-6
4
>

【
應
云
脚
偉
、
經
ー[

蹱]

、
非
。
】 

躑
躅<

1
0
9
-7
1
>

【
順
云
擲(

Ｔ)

直(

Ｓ)

二
音
「
・
上
弘
云
蹢
也
・
眞
云
擧
足
㆒
不
前
㆒
也

跳
ー[
躑]

也
」
・
東
云
或
作
蹢
。
ー
ー[

躑
躅]

行
不
進
也
藥
名
也
跳
也
・
魴
云
又
從

玉
反
ー
ー[

躑
躅]

走
也 

ヲ
ト
ル(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

易 

公
云
音
的(

Ｔ) 

・
下
弘
云
迹
也
・
應

云
又
作
䠱
軌
ー[

躅]

跡
也
三
輔
牛
蹄
處
爲
ー[

躅]

㆒
也
。
ー
ー[

躑
躅]

駐
足
㆒
不
進
㆒
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也
ー[

躑]

䠱
踟
蹰
也
。
・
玉
云
蹢
ー[

躑]

也
。
】 

一
一
〇
頁 

 

羊
ー
ー[

躑
躅]<

1
1
0
-
21
>

【
順
云
和
〜
伊
波
豆
々
之[

イ
ハ
ツ
ヽ
シ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

) 

一
云
毛
知

豆
々
之[

モ
チ
ツ
ヽ
シ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

) 

羊
誤
食
之
ー
ー[

躑
躅]

て

死
故
名
】 

蹎
蹷<

1
1
0
-2
3
>

【
弘
云
渠
月(

Ｔﾞ
)

反
挫
也
頓
也
。
敗
也
・
應
云
下
又
作
蹶
蹎
走
頓
也

傎
倒
也
ー
ー[

蹎

蹷]

猶
頓
仆
也
。
フ
ム(

Ｈ
Ｌ)

選
】 

則
ー[

蹷]<
1
10
-
3
2
>

【
應
云
或
𨇮
巨
月
居
月
反
ー[
蹷]

僵
《
却
偃
也
》
也
敗
也
論
作
蹶

非
《
古
躛
居
衞
居
月
反
動
也
》
案
蹶
驚
駭
急
疾
之
意
也
】 

蹶
擧<

1
1
0
-4
1
>

【
應
云
又
居
衞
反
謂
ー[

蹶]

擲
之
也
ー[

蹶]

動
也
ー[

蹶]

搖
之
貌
又
驚
駭

急
疾
之
貌
ー[

蹶]

起
也
。
】 

蹶
取<

1
1
0
-4
4
>

【
應
云
埤
蒼
以
爲
ー[

蹶]

起
也
禮
記
子
憂
ー[

蹶]

然
而
起
謂
急
疾
之
貌
。

ウ
コ
ク(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

詩 

ツ
マ
ツ
ク(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

集 

フ
ム(

Ｈ
Ｌ) 

玉
抄
云
ア
シ
ナ
ヘ 

ヲ

ツ
ク
】 

蹎
蹶<

1
1
0
-5
4
>

【
音
厥(

Ｔ)

・
弘
云
走
也
動
也
敏
也
嘉
也
・
應
云
ー
ー[

蹎
蹶]

猶
頓
仆
。

反
倒
也
前
覆
也
。
文
顚
厥
、
非
。
】 

蹶
地<

1
1
0
-6
3
>

【
應
云
巨
月
居
月
反
僵
《
仰
臥
也
》
也
。
】 

跳
躑<

1
1
0
-7
1
>

【
音
迢(

Ｆ)

・
弘
云
躍
也
上
也
。
・
應
云
他
弔
達
繞
反
懸
擲
也
。「
・
公

云
音
条(

Ｌﾞ
)

」
・
玉
云
蹶
也
蹶
也
踦
□[

也]

踊
也
。
玉
抄
云
ヲ
ト
ル 

フ
ム 

眞

云
テ
ウ(

Ｌ
Ｈ) 

チ
ヤ
ク(

○
○
Ｌ) 

ホ
ト
ハ
シ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
○)

孝
】 

一
一
一
頁 

 

跳<
1
1
1
-
1
1>

【
音
條(

テ
ウ
Ｌ)

・
東
云
躍
也
蹷
也
又
《
去
》
踦
也
。 

ホ
ト
ハ
シ
ル(

Ｈ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

集 

ヲ
ト
ル(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

】 

躓
頓<

1
1
1
-1
3
>

【
應
□[

云]

音
致(

Ｒ)

古
𤴢
ー[

躓]

今
疐
。
事
不
利
㆒
曰
ー[

躓]

。
・
弘
云

跉
也
頓
也
窘
也
跆
也
・
應
云
挫
辱
也
蹋
也
足
蹋
手
頓
也
不
利
也
礙
也
・
東
云

蹋
也
足
曰
ー[

躓]

㆒
手
曰
頓
㆒
也
。
前
倒
曰
ー[

躓]

㆒
後
曰
ー[

頓]

】 

躓
礙<

1
1
1
-2
4
>

【
應
云
礙
也
云
々
事
不
利
曰
ー[

躓]

限
至
曰
礙
文
礩
文
綴
、
非
。
】 

躓
咤<

1
1
1
-3
2
>

【
應
云
竹
利
反
】 

蹉
跌<

1
1
1
-3
3
>

【
弘
云
徒
結(

Ｔ)

反
仆
也
蹶
也
地
也
踢
也
差
也
蹠
也
・
應
云
蹉
跎
也

失
躡
曰
ー[

跌]

亦
偃
也
失
跖
也
。
玉
抄
云
ツ
マ
ツ
ク
】 

差
ー[

跌]<
1
1
1
-
4
3>

【
信
云
上
楚
崖
反
錯
也 

下
仆
也
蹶
也
偃
地
又
ー
ー[

差
跌]

也
】 

蹌
踣<

1
1
1
-5
1
>

【
季
云
音
鏘(

サ
ウ
Ｆ) 

乎
豆
久[

ヲ
ツ
ク]

(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ) 

「
ヲ
ト
ル(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

集
」・
下

弘
云
孚
豆(

Ｒ)

反
弊
也
前
覆
也
帯
也
。
・
應
云
七
羊(

Ｌ)

反
。
下
今
作
仆
。
蒲
北

(
Ｔ)
反 

蹌
「
動
仆
前
覆
也
」
・
東
云
倒
也
僵
也
又
敷
救(

Ｈ)

反
貳
也
婦
人
首
向

前
㆒
倒
也
。
又
毗
倒(

Ｒ)

反
。
】 

踣
鈴<

1
1
1
-6
3
>

【
應
云
蒲
北
巨
炎
反
。
】 
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頓
蹌<

1
1
1
-6
4
>

【
應
云
頓
搶
、
經
作
ー[

蹌]

。
々
動
也
、
非
。
】 

距(

Ｈ)<
1
1
1
-
7
2
>

【
順
云
音
巨
訓
阿
古
江[

ア
コ
エ]

(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｌ) 

鷄
雉
脛
有
歧
㆒
也
・
弘
云
超

也
格
也
止
也
至
也
自
也
。
・
玉
云
居
旅
渠
旅
反
鷄
足
ー[

距]

也
抜
ー[

距]

猶
超
ー

[

距]

也
。
フ
セ
ク(
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

論 

眞
云
コ(

Ｒ)

】 

一
一
二
頁 

 

車
路<

1
1
2
-1
2
>

【
音
露(

ロ
Ｒ)

・
弘
云
長
道
也
大
也
應
也
正
也
輅
字
・
應
云
又
輅
言
所

以
步
之
於
ー[

路]

也
。
オ
ホ
イ
ナ
リ(
Ｌ
Ｌ
○
○
○) 

ア
タ
ル(

Ｈ
Ｈ
○)

】 

大
ー[

路]<
1
1
2
-
2
1>

【
順
云
和
〜
於
保
美
知[

オ
ホ
ミ
チ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

】 

道
ー[

路]<
1
1
2
-
2
2>

【
中
云
塗
也
。
】 

頻
䠞[

蹙]<
1
1
2
-
2
3>

【
慈
云
子
六(

Ｔ)

反
迫
也
。
】 

頻
蹙<

1
1
2
-3
1
>

【
中
云
亦
作
䠞
。
シ
ヽ
マ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

集 

ス
ミ
ヤ
カ
ナ
リ(

Ｌ
Ｌ
○
○
○

○)

】 

躊
躇<

1
1
2
-3
3
>

【
音
儔(

Ｌ)

・
弘
云
躇
也
䠱
也
𢥰
也
・
東
云
行
不
進
也
猶
徘
回
也
・
應

云
又
作
踟
蹰
又
腸
知(

Ｆ)

反
・
下
東
云
音
除(

Ｌ)

又
厨
・
弘
云
豫
也
・
應
云
ー
ー

[

躊
躇]

躑
躅
也
亦
猶
豫
也
亦
住
足
也
・
東
ー
ー
行
不
進
也
猶
徘
回
也
。
・
又
音
佇

《
見
魴
》 

玉
抄
云
タ
チ
ヤ
ス
ラ
フ
】 

踟
蹰<

1
1
2
-5
2
>

【
音
馳(

Ｌ)

・
應
云
ー
ー[

踟
蹰]

猶
豫
也
「
又
住
足
躑
躅
也
」
・
東
云
ー

ー[

踟
蹰]

行
不
進
貌
。
下
類
云
厨
音 

玉
云
或
躊
字
】 

跦<
1
1
2
-
6
1>

【
應
云
又
ー[

跦]

。
】 

蹄<
1
1
2
-
6
2>

【
音
提(

Ｌ)

・
順
云
訓
比
豆
米[

ヒ
ツ
メ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

畜
足
圓
曰
ー[

蹄]

㆒
歧
曰
甲
。

辨
色
〜
〜[

立
成]

護
杵
《
和
〜
同
》
】 

得
兎
忘
ー[

蹄]<
1
12
-
7
1
>

【
「
師
説
和
奈[

ワ
ナ]

(

Ｌ
Ｈ)

易
」
】 

ー[

蹄]

漏<
1
1
2
-
7
2>

【
楊
氏
云
・
都
□[

麻]

伊
利[

ツ
マ
イ
リ]

(

□
□
Ｈ
Ｈ)

】 

躋<
1
1
2
-
7
3>

【
ノ
ホ
ル(

Ｈ
□
□)

選
】 

踑<
1
1
2
-
7
4>

【
季
云
音
其(

Ｌ)

、
阿
登[

ア
ト]

(

Ｌ
Ｈ)

】 

一
一
三
頁 

 

蹯<
1
1
3
-
1
1>

【
順
□[

云]

音
繁(

Ｌ)

熊
掌
也
。 

タ
ナ
ウ
ラ(

Ｌ
○
Ｈ
Ｌ)

】 

熊
ノ

蹯<
1
1
3
-
13
>

【
タ
ナ
コ
ヽ
ロ(

Ｌ
○
Ｈ
Ｌ
Ｈ)

□
】 

踦
𨄅<

1
1
3
-1
4
>

【
上
音
欹(

キ
Ｆ) 

季
云
選
師
説
宇
知
波
夜
之[

ウ
チ
ハ
ヤ
シ]

(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｈ
Ｈ)

・
應

云
崎
嶇
、
經
ー
ー[

踦
𨄅]

非
。
】 

惡
踦<

1
1
3
-2
3
>

【
應
云
居
綺
反
。
】 

諾
ー[

踦]<
1
1
3
-
2
4>

【
應
云
同
上
】 
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距<
1
1
3
-
3
1>

【
應
云
居
呂(

Ｈ)

渠
呂(

Ｈ)

反
鷄
足
ー[

距]

。
】 

馬
蹄
香(

「
草
」)<

1
1
3
-
3
3
>

【
倭
名
草
類
云
和
〜
布
太
末
賀
三[

フ
タ
マ
カ
ミ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ-

Ｌ) 

一

云
豆
不
祢
久
佐[

ツ
フ
ネ
ク
サ]

(

Ｌ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ) 

形
似
馬
ー[

蹄]

㆒
故
名
た
り

。
】 

跆<
1
1
3
-
4
2>

【
季
云
音
臺(

Ｌ)

、
布
牟[

フ
ム]

(

Ｈ
Ｌ)

】 

踆<
1
1
3
-
4
3>

【
且
遵
反 

季
云
之
里
曾
久[

シ
リ
ソ
ク]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈﾞ

Ｈ)

】 

躟<
1
1
3
-
4
4>

【
季
云
音
攘
疾
行
也 
之
里
曾
久[

シ
リ
ソ
ク]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈﾞ

Ｌ)

】 

𨆪<
1
1
3
-
5
2>

【
季
云
音
輕
、
宇
豆
賀
多
之
歧
利[
ウ
ツ
カ
タ
シ
キ
リ]

(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈﾞ

Ｌ)

】 

逴
躒<

1
1
3
-5
4
>

【
ト
コ
エ
ス
キ
テ(

○
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈﾞ

Ｈ)

選
】 

蹤<
1
1
3
-
6
1>

【
音
縱(

Ｌ) 

ニ
ク(

Ｌ
Ｈﾞ

)

選 

ア
ト(

Ｌ
Ｈ)

後
】 

蹊
徑<

1
1
3
-
62
>

【
眞
云
胡
雞(

Ｌ)

反
徑
也
ー
ー[

蹊
徑]

禽
獸
之
道
也
・
公
云
・
・
音
奚

(

Ｒ) 

ミ
チ(

Ｈ
Ｈ)

集 

ワ
タ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

後
】 

踿
躚<

1
1
3
-7
1
>

【
音
秋
仙
】 

踈
缺<

1
1
3
-
72
>

【
音
疏(

ソ
Ｌ)

・
中
云
稀
也
。
捷
云
ー[

踈]

字
書
所
無
只
有
䟽
字
今
案

古
書
云
䟽
麤
也
不
親
也
新
切
韻
別
有
ー[

踈]

字 

ウ
ト
シ(

Ｈ
Ｈ
Ｆ)

記
】 

一
一
四
頁 

 

踈
髮<

1
1
4
-1
2
>

【
信
云
梳
髮
亦
作
ー
ー[

踈
髮]

。
】 

足
趾<

1
1
4
-1
4
>

【
應
云
音
止
ー[

趾]

足
也
足
一
進
一
止
因
以
名
也
・
弘
云
脚
也
。
・
順

云
音
止
訓
阿
之[

ア
シ] 

最
行
云
阿
刀[

ア
ト] 

フ
モ
ト
集
】 

蹔<
1
1
4
-
2
4>

【
益
云
暫
《
同
上
》
・
弘
云
徂
濫
反
不
久
㆒
也
。
卒
也
倉
猝
也
。
珠
云

尓
波
加
尓[

ニ
ハ
カ
ニ]

】 

ー[

蹔]

暫<
1
1
4
-
3
2>

【
干
云
上
通
下
正
。
】 

跘(

「
又
」)<

1
1
4
-3
3
>

【
慈
云
平
患(

Ｒ)

反
・
東
云
開
膝
㆒
也
。
江
南
六
ー[

跘]

咵
也
。
】 

蹂
躙<

1
1
4
-4
1
>

【
應
云
仁
求
仁
柳(

Ｈ)

反
踐
穀
曰
ー[

蹂]

。
々
踐
也
熟
躡
也
。
・
東
云

又
平
音
。
説
文
亦
以
ー[

蹂]

㆒
爲
狃
《
女
久
》
字
。
・
下
音
與
藺
㆒
同
。 

ー
ー

[

蹂
躙]

ト
フ
ミ
ニ
シ
テ(

○
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

選
】 

蹸<
1
1
4
-
5
1>

【
亦
躙
字
】 

蹬<
1
1
4-
5
2
>

【
類
云
鄧
音
・
玉
云
履
也
・
賢
云
登
也
・
公
云
音
登(

Ｌ) 

ハ
シ(

Ｈ
Ｌ) 

可
作
㆓
隥
。
】 

躁
動<

1
1
4
-5
4
>

【
弘
云
子
到
反
動
也
擾
也
不
安
也
・
應
云
擾
動
不
安
靜
也
ー[

躁]

燥

也
言
灼
燥
卽
動
而
飛
揚
也
・
又
云
震
爲
ー
㆒
也
。
論
語
言
未
及
之
而
言
謂
之
ー

[

躁]

。
謂
不
安
靜
㆒
也
。
亦
ー[

躁]

動
也
・
公
云
音
掃(

Ｌ-

Ｒ) 

サ
ワ
ク(

カ
シ)

(

Ｌ
Ｌ

Ｈﾞ
(

Ｌﾞ

Ｈ)
) 

ウ
コ
ク(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

易
】 

輕
躁<

1
1
4
-7
2
>

【
應
云
同
上 

信
云
律
操
撡
竝
非
。
】 

茻
ー[

躁]<
1
1
4
-
7
4>

【
干
云
上
俗
。
】 
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一
一
五
頁 

 

躁
擾<

1
1
5
-1
1
>

【
憲
云
□
□ 

慈
云
ー[

躁]

者
謂
散
擾
者
謂
亂
】 

蹠<
1
1
5
-
1
3>

【
順
云
音
□[

尺]

阿
奈
宇
良[

ア
ナ
ウ
ラ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

・
應
云
又
跖
。
】 

跖
下<

1
1
5
-2
1
>

【
「
干
云
竝
正
入
聲
」
・
應
云
足
下
也
今
亦
作
蹠
躡
也
。
水
不
着
㆒

也
】 

蹠
翁<

1
1
5
-2
3
>

【
應
云
ー[

蹠]

補
也
謂
補
履
老
公
也
。
】 

蹼<
1
1
5
-3
1
>

【
順
云
音
卜(

Ｓ)

和
〜
美
豆
賀
伎[

ミ
ツ
カ
キ]

(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｈ)

𠒎
鷹
足
指
間
有
幕
㆒

相
連
着
者
也
。
】 

蹻
脚<

1
1
5
-3
3
>

【
弘
云
渠
略
反
驕
也
澁
也
翹
也
健
也
・
玉
云
ー[

蹻]

々
驕
也
。
小
人

得
志
驕
蹇
之
貌
壯
貌
也
。
行
擧
足
㆒
高
也
・
應
云
丘
消
反
擧
足
行
高
也
ー[

蹻]

猶

翹
也
擧
足
也
史
記
作
翹
。
】 

躂
脚<

1
1
5
-4
4
>

【
應
云
他
末(

Ｔﾞ
)

反
足
趺
曰
ー[

躂]

と

。
取
其
義
㆒
也
。
】 

狼
䟺<

1
1
5
-
5
2
>

【
應
云
又
跋
補
蓋
反
ー
ー[

狼

䟺]

猶
𤠶
ー[

䟺]

也
ー[

䟺]

步
也
賴
ー[
䟺]

也
。
】 

一
踔<

1
1
5
-5
4
>

【
應
云
丑
白
丑
角
反
宜
作
䞣
。
半
步
曰
䞣
㆒
也
。
】 

踔
擲<
1
1
5
-6
2
>

【
應
云
今
宜
借
音
他
弔
反
。
字
體
作
趒
。
々
擲
也
越
也
。
】 

怛
姪
他
踔<1

1
5
-
6
4>

【
應
云
丑
白
反
。
】 

相
蹡<

1
1
5
-7
1
>

【
應
云
又
𨄚
七
羊
反
敬
也
客
止
貌
ー[

蹡]

動
也
。
】 

苟<
1
1
5
-
7
3>

【
見
上
注
】 

踒
傷<

1
1
5
-7
4
>

【
應
云
・
・
烏
臥
反
足
趺
傷
曰
ー[

踒]

。
挫
足
爲
ー[

踒]

。
經
痎
非
。
】 

一
一
六
頁 

 

跉
跰<

1
1
6
-1
2
>

【
嘉
詳
云
上
音
零 

慈
云
上
不
正
也
。
下
補
諍
反
與
逬
㆒
同
。
散
也
。
】 

跉
䟓<

1
1
6
-2
1
>

【
中
云
令
𢶫
音
。
行
不
正
也
。
・
下
類
云
又
貞
音
。
】 

威
儀
路<

1
16
-
2
3
>

【
應
云
所
行
爲
ー[

路]

。
々
亦
道
。
威
儀
所
行
也
。
謂
意
依
香
味
㆒

爲
ー[

路]

。
又
威
儀
依
止
爲
ー[

路]

㆒
也
。
】 

蹎
僵<

1
1
6
-3
3
>

【
應
云
又
作
傎
、
𧽍
。
同
都
田
反
。
傎
は

倒
、
僵
は

偃
也
。
謂
反
倒

偃
臥
也
。
】 

踡(

Ｈ)

跼<
1
1
6
-
4
1>

【
應
云
渠
員
、
渠
玉
反
。
ー
ー[

踡
跼]

不
伸
也
。
案
踡
亦
曲
也
。
上

弘
云
懼
員
反
行
背
曲
也
。
・
下
弘
云
渠
足
反
ー
ー[

踡
跼]

伸
亦
曲
也
。
下
類
云
局

(

Ｔ)

音
。
上
跡
也 

玉
抄
云
倶
セ
ク
ヽ
マ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｌ)

。
】 

長
跽<

1
1
6
-5
2
>

【
應
云
古
踑
。
同
奇
几
其
矣
反
。
ー[

跽]

長
跪
也
ー[

跽]

忌
也
見
所
敬

忌
不
敢
自
安
㆒
也
。
】 

踼
突<

1
1
6
-6
1
>

【
應
云
今
作
逿
。
同
徒
郎
反
搶
也
駈
貌
亦
失
跡
也
ー[

踼]

跌
也
。
案
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字
宜
作
㆓
搪
揬
。
】 

間
跱[

原
作
踦]<

1
1
6
-
6
4
>

【
應
云
古
歭
同
除
理
反
言
獨
立
也
歭
上
也 

魴
云
躇
ー[

跱]

侍

難
進
貌 
玉
抄
云
タ
チ
モ
ト
ホ
ル
】 

徒
跣<

1
1
6
-7
3
>

【
應
云
上
達
胡
反
三
蒼
作
踱
又
□[

跅]

□[

同]

大
各
反
。
】 

一
一
七
頁 

 

踱
跣<

1
1
7
-1
1
>

【
應
云
又
□[

跅]

徒
各
反
。
下
四
典
千
典
反
以
脚
□[

踐]

土
㆒
也
。
諸[

原

作
謂]

書
作
徒
ー[

跣]

・
下
類
云
銑(

Ｈ)

也
。
】 

𨀸
飢<

1
1
7
-1
4
>

【
應
云
侘
飢
、
經
ー[

𨀸]

非
。
】 

侈
𨀣<

1
1
7
-2
1
>

【
應
云
丘
𢼧[

豉]

反
。
】 

跋
跙<

1
1
7
-2
2
>

【
應
云
才[

原
作
牛]

與
反
樹
名
。
】 

梯
蹬<

1
1
7
-2
3
>

【
弘
云
丁
鄧(

ト
ウ(

Ｎ)

Ｒ)

反
履
也
仰
也
登
山
路
也
・
眞
云
正
隥
。
作
ー

[

蹬]

㆒
非
。
小
坂
也
梯
ー[

蹬]

也
。
又
《
平
》
・
東
云
蹭
《
七
贈
》
ー[

蹬]

行
步
失

容
過
移
也
ー[

蹬]

蹭
行
不
整
㆒
也
。
最
勝
抄
云
上
湯
米
反
長
二
丈
有
十
二
尅
也 

倭
言
波
之[

ハ
シ]

竪
波
之[

タ
テ
ハ
シ] 

下
板
長
五
尺
削
平
兩
頭
安
足
倭
言
『
詔
』
橫

波
之[

ヨ
コ
ハ
シ]

又
應
《
廿
五
》
也
】 

岐
ー[

蹬]<
1
1
7
-
4
3>

【
應
云
音
登
。
】 

爲
ー[

蹬]<
1
1
7
-
4
4>

【
應
云
爲
隥
經
ー[

蹬]

非
。
】 

ー[

蹬]

祁<
1
1
7
-
5
1>

【
應
云
丁
・
・
鄧
反
。
】 

摩
蹬<
1
1
7
-5
2
>

【
中
云
瑫
云
徒
亘
反
又
登
亘
反
】 

伽<
1
1
7
-
5
4>

【
應
云
頻
伽
、
經
作
ー[

]

檢
無
所
出
。
】 

ー[
]

頭<
1
1
7
-6
2
>

【
應
云
臏
頭
經
ー[

]

誤
。
】 

蔡
蹽<

1
1
7
-6
3
>

【
應
無
注
】 

𤼣
躄<

1
1
7
-6
4
>

【
留
志
云
辟(

ヘ
キ
Ｔ)

音
・
慈
云
手
拘
名
𤼣
㆒
足 

跛
名
ー[

躄]

と

・
弘
云

不
能
行
㆒
也
・
中
云
或
癖
《
腹
中
病
也
》
非
。 

眞
云
白(

Ｓﾞ
)

音
】 

躃
地<

1
1
7
-7
4
>

【
類
云
俗
音
擗(

ヘ
キ
Ｔ)

・
應
云
倒
也
或
作
僻
《
耶[

邪]

也
》
非
・
慈
云

擗
地
擗
撫
心
也
今
旣
倒
地
正
應
作
㆓
ー[

躃]

に

。
】 

一
一
八
頁 

 

道
跡<

1
1
8
-1
3
>

【
音
積(

セ
キ
Ｔ)

・
干
云
ー[

跡]

迹
《
竝
正
》
・
弘
云
馬
ー[

跡]

也
・
應
云

足
ー[

跡]

也
。
文
作

、
跤
、
非
。
ア
ト(

Ｌ
Ｈ)

選 

六
蹟(

Ｔ)

亦
踈 

眞
云
シ
ヤ

ク
】 

道
跤<

1
1
8
-2
2
>

【
見
上
注
。
】 

蹀
足<

1
1
8
-2
3
>

【
弘
云
徒
篋(

Ｓ)

反
蹈
也
履
也
躡
也
・
應
云
蹋
蹈
也
。
】 

踁<
1
1
8
-
3
1>

【
弘
云
胡
定(

Ｒ)

反
脚
ー[

踁]

也
。 

眞
云
經
音
】 
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𨄔<
1
1
8
-
3
3>

【
弘
云
時
兗
反
腨
也
。 

眞
云
セ
ン
】 

𨆁<
1
1
8
-
4
1>

【
弘
云
他
殄
反
鹿
跡
也
・
東
云
行
足
之
處
也
胝
也
足
病
䀎[

眄]

ー[

𨆁]

足

滑
貌
。
】 

跓
亦<

1
1
8
-4
4
>

【
應
云
柱
亦
。
文
作
ー[

跓]

俗
字
。
】 

跢<
1
1
8
-
5
2>

【
音
帶(

Ｒ)

・
東
云
倒
也
又
丁(

Ｆ) 

佐(

Ｒ)

反
小
兒
行
也
物
垂
下
也
又
《
上
》

又
《
音
同
大(

Ｒ)

》
】 

跢
地<

1
1
8
-6
3
>

【
應
云
都
賀
反
江
南
俗
音
帶
謂
倒
地
也
。
】 

跢
姪
他<

1
18
-
7
1
>

【
丁
可[

在

跢
之
下]

】
【
他
□[

在
姪
之
下]
】
【
闍
】 

垂
跢<

1
1
8
-7
3
>

【
應
云
垂
䫂
文
ー[

跢]

非
。
】 

一
一
九
頁 

 

䟽(

「
五
三
十
」)

疏<
1
1
9
-
1
1
>

【
干
云
□[

上]

□[

通]

本
草
補
遺
音
□[

踈]
(

ソ
Ｆ)

・
中
云
□[
所]

□[

據]

□[

反]

議
也
案
議
券
ー[

䟽]

記
議
之
也
。
瑫
云
券
ー[

䟽]

契
約
也
・
應
云
山
於

反
ー[

䟽]

通
□[

也]

。
説
文
・
・
𤴙
々
窓
也
。
字
從
疋
足
也
。
從
囪
象
其
形
㆒
也
。

門
戸
窗
牑
皆
所
以
引
通
諸
物
故
與
疋
々
取
通
「
行
」
意
也
・
東
云
親
ー[

䟽]

也

希
也
麤
也
不
親
通
也
分
條
之
也
。
除
也
通
闊
也
國
分
也
「
・
愐
云
記
也
・
魴

云
所
據
反
書
義
文
ー[

䟽]

也 

ウ
ト
ム
ス(

Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｆﾞ

)

論 

ヱ
ル(

Ｌ
Ｈ)

月 

■
ホ
ル

(

Ｌ
Ｈ)

集 

ワ
カ(

Ｌ
Ｌ)

後 

オ
ロ
ソ
カ
ナ
リ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
○
○)

遊
」
「
然
云
通
意
之
辭
也

亦
記
也
又
踈
音
卽
ー[

䟽]

通
ー[

䟽]

絛
ー[

䟽]

鏤
也
】 

䟽
治
鬚
髮<1

1
9
-
3
3>

【
信
云
律
又
踈
宜
作
梳
字
】 

百
足<

1
1
9
-4
1
>

【
中
云
馬
蚿
一
名
ー
ー[

百
足]

。
中
斷
則
頭
尾
各
異
行
而
去
也
。
關
西

謂
之
馬
痄
也
。
馬
踐[

䗃]

截
蛆
也
。
馬
蚿
謂
之
蛆
渠
。
大
者
謂
之
馬
軸[

蚰]

。
亦

云
萬
足
㆒
也
。
馬
蚿
蟲
老
大
者
長
鳴
似
蟬
㆒
也
。
古
來
講
者
以
斑
拱
蟲
㆒
爲
ー
ー

[

百
足]

㆒
太
不
當
。
形
雖
似
㆒
不
的
ー
ー[

百
足]

。
此
方
無
。
長
可
一
寸
三
四
分
。
身

色
赤
黑
有
少
白
斑
駮
。
無
臭
香
。
在
道
詻
田
畦
。
盛
夏
日
中
速
疾
而
行
乃
藏

畦
畔
下
。
斑
拱
蟲
在
爛
樹
孔
中
㆒
團
聚
而
居
。
好
潤
濕
處
。
其
身
腥
臊
其
氣
臰

穢
。
】 

充
足<

1
1
9
-
7
2
>

【
應
云
ー[

足]

猶
止
也
亦
周
備
充
也
ー[

足]

得
也
子
兪(

Ｌ)

反
ー[

足]

猶

成
也
今
謂
ー[

足]

成
於
人
也
相
ー[

足]

成
】 

一
二
〇
頁 

 

蹭
伽<

1
2
0
-1
1
>

【
應
云
又
橧
徂
陵
反
。
依
字
㆒
所
寢
橧
謂
猪
臥
處
也
。
】 

嗢
ー[

蹭]<
1
2
0
-
1
3>

【
應
云
七
鄧
反
。
】 

頻
跋
羅<

1
20
-
1
4
>

【
應
云
蒲
沫
反
。
或
作
頻
婆
羅
。
佛
本
行
云
百
𠷐
迦
羅
名
頻
婆
。

此
數
當
十
兆
。
】 

馬
蹟<

1
2
0
-2
3
>

【
應
云
亦
迹
跡
子
迹
反
。
ー
猶
步
處
。
】 

踰
健
達<

1
20
-
3
1
>

【
應
曰
舊
云
由
乾
陀
羅
㆒
此
云
持
雙
。
言
山
峯
有
二
瀧
道
。
因
以
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名
。
】 

蹁
莰[

蹮]<
1
2
0
-3
4
>

【
應
云
蒲
眠
蘇
眠
反
。
ー
ー[

蹁

蹮]

槃
姍
也
亦
旋
行
也
。
經
𨇱
跣
、

非
。
】 

𨇱
跣<

1
2
0
-4
2
>

【
見
上
注
】 

阿
蹁<

1
2
0
-4
3
>

【
蒲
眠
反 
菩
薩
】 

阿
𨆁<

1
2
0
-4
4
>

【
應
云
又
作
圢
同
他
殄(
Ｌ)

反
】 

𨅖
陀<

1
2
0
-5
1
>

【
應
云
詵
陀
經
或
作
ー[

𨅖]

無
所
出
。
】 

踒
𨄜<

1
2
0
-5
3
>

【 

】 

𨃥
手<

1
2
0
-5
4
>

【
信
云
磔
手
律
ー[

𨃥]

未
詳
何
出
】 

蹄<
1
2
0
-6
2
>

【
音
啼(

Ｌ)

・
東
云
獸
足
殼
也
。
字
統
有
蹏
字
。
切
韻
作
ー[

蹄]

㆒
者
大

非
。
所-

以
の

取
免
㆒
之
具
也
。
・
玉
云
亦
𨂶
字
】 

艻[

蹏]<
1
2
0
-
7
1
>

【
音
同
・
弘
云
氐
下
也
趼
也
。・
玉
云
畜
足
也
所-

以
取
免
之
具
也
。
】 

疋<
1
2
0
-
7
3>

【
音
踈 

魴
云
古
爲
□[

雅]

】 

蹺
脚<

1
2
0
-7
4
>

【
應
云
趬
脚
戒
ー[

蹺]

非
。
】 

一
二
一
頁 

 

婆
踟<
1
2
1
-1
1
>

【
應
云
音
同
前
注
】 

末
踟<

1
2
1
-1
2
>

【
應
云
直
知
反
】 

律
䠦<

1
2
1
-1
3
>

【
應
□[

云]

□[

作]

□[

踟]

、
經
ー[

䠦]

非
。
】 

蹄
漏<

1
2
1
-2
1
>

【
順
云
豆
麻
以
利[

ツ
マ
イ
リ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ) 

《
音
與
頰(

Ｒ)

同
》
牛
ー
ー

[

蹄
漏]

病
也
。
】 

䠆<
1
2
1
-
2
3>

【
留
志
云
長
音
。
】 

趹<
1
2
1
-
2
4>

【
・
選
音
決
云
音
决(

Ｓ) 

ハ
シ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

選
】 

<
1
2
1
-
3
1
>

【
オ
コ
ク[

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ]

孝 

ア
カ
ク(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

】 

波
跘<

1
2
1
-3
3
>

【
應
云
平
患
反
】 

𧿫
䟠<

1
2
1
-4
1
>

【
應
云
禹
厥
反
。
】 

躞
蹀<

1
2
1
-4
2
>

【
音
燮(

セ
フ
Ｔ)

牒(

テ
フ
Ｔ)

・
魴
云
ー
ー[

躞
蹀]

馬
行
。
ア
カ
ク(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

白 

ホ
ト
ハ
シ
ル(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

】 
跲<

1
2
1
-
4
4>

【
ツ
マ
ツ
ク(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ) 

フ
ム(

Ｈ
Ｌ)

】 

踕<
1
2
1
-
5
1>

【
類
捷(

Ｔ)

音 

ツ
マ
ツ
ク(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

詩
】 
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荒<
1
2
1
-
5
2>

【
類
云
獵(

Ｔ)

音 

フ
ム(

Ｈ
Ｌ)

詩
】 

偃
蹇<

1
2
1
-5
3
>

【
應
云
巨
偃
紀
偃
居
免
三
反
。
ー
ー[

偃
蹇]

驕
傲
也
。
廣
雅
ー
ー[

偃
蹇]

夭
橋
《
九
小
》
也
。
謂
自
高
大
貌
。
釋
名
偃
息
而
臥
不
犱
事
㆒
也
。
ー[

蹇]

跛
ー

[

蹇]

病
不
能
作
事
。
今
託
似
此
也
。
經
作
𠐻
。
誤
。
】 

三 
 

山
部 

一
三
五
頁 

 

山<
1
3
5
-
6
1>

【
慈
云
所
間
反
艮
爲
ー[

山]

。
々
産
也
。
宣
氣
散
生
萬
物
・
中
云
大
陵

也
。
・
玉
云
土
高
大
有
石
㆒
曰
ー[

山]

。
實
語
敎
云
ー[

山]

高
故
不
貴
以
有
樹
爲
貴 

有
云
弘
法
大
師
所
作
仍
載
之
】 

十
寳
ー[

山]<
1
3
5
-
7
2
>

【
中
公
引
佛
花
㆒
云
雪
山
香
醉
ー[

山]

毗
略
陀
伽
ー[

山]

仙
聖
ー

[

山]

由
乾
陀
羅
ー[

山]

馬
耳
ー[

山]

斫
伽
婆[

原
作
娑]

羅
ー[

山]

衆
相
ー[

山]

須
彌
ー

[

山]

・
眞
云
卽
雪
香
七
金
須
彌
總
名
十
也
。
云
々
】 

一
三
六
頁 

 

前
正
覺
山<

1
3
6
-1
3
>

【
域
曰
摩
掲
陀
國
如
來
將
證
正
覺
先
登
此
山
故
云
～[

前
正
覺]

】 

鷲
峯
ー[

山]<
1
3
6
-2
2
>

【
類
云
蜂(

Ｆ)

音
・
中
云
山
尖
高
處
也
山
高
頂
也
・
東
云
巖
也

案
ー[

峯]

山
頂
鑯
《
接
鹽
》
也
・
順
云
和
名
美
祢[

ミ
ネ]

(

Ｈ
Ｈ)

又
用
岑
、
嶺
二
字
・
慈

云
梵
云
姞
利
駄
羅
矩
多
。
此
云
ー
ー[

鷲
峯]

。
亦
云
鷲
臺
。
山
ー[

峯]

多
栖
鷲
鳥
。

又
類
高
臺
㆒
故
。
余
音
皆
訛
、
余
釋
皆
非
。
】 

黑
山<

1
3
6
-4
2
>

【
眞
云
此
洲
從
中
㆒
向
北
㆒
三
處
各
有
三
重
ー
ー[

黑
山]

。
合
九
。
此
有

大
小
。
】 

靈
鷲
山<

1
36
-
4
4
>

【
中
云
慈
云
正
云
鷲
峰
山 

見
上
注
】 
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岑<
1
3
6
-
5
2>

【
玉
云
仕
僉(

Ｌ)

反
大
也
山
小
高
也
。
ミ
ネ(

Ｈ
Ｈ)

切
】 

嶺<
1
3
6
-
5
4>

【
順
云
音
領
・
公
云
音
領(

Ｌ)

ミ
ネ(

Ｈ
Ｈ)

・
玉
云
陵
也
。
・
東
云
山
狹
長

也
長
崗
也
山
崚
也
・
眞
云
山
頂
也
。
】 

𡽺[

嶽]<
1
3
6
-
6
3
>

【
音
樂(
Ｔﾞ

)

・
玉
云
嶽
也

也
。
】 

岳[

嶽]<
1
3
6
-
7
1
>

【
玉
云
古
文
。
】 

𡻬
嶽<

1
3
6
-7
2
>

【
應
云
仕
角(

Ｔ)

反
・
下
干
云
竝
正
・
順
云
字
亦
作
丘
。
訓
與
丘
同
。

漢
語
抄
云
美
多
介[

ミ
タ
ケ]

(

Ｈ
□
Ｈ) 

□
□[
ヲ
カ]

(

Ｈ
Ｌ)

□[

選]

】 

一
三
七
頁 

 

岱<
1
3
7
-
1
1>

【
音
代(

Ｒ)

・
玉
云
山
也
。
】 

海
㠀[

島]<
1
3
7
-
1
2>

【 

】 

島<
1
3
7
-
1
3
>

【
應
云
海
中
有
山
㆒
可
依
止
□
□[

曰
島]

々
到
也
。
人
所
奔
ー[
島]

㆒
也
。

水
中
山
曰
ー[

島]

。
亦
言
鳥
人
物
所
趣
㆒
如
鳥
之
下
㆒
也
。
】 

嶋<
1
3
7
-
2
3>

【
順
云
都
皓
反
一
音
鳥 

和
名
之
万[

シ
マ]

(

Ｌ
Ｌ)

】 

岐
嶷<

1
3
7
-3
1
>

【
・
類
云
疑(

Ｌﾞ
)

音
・
應
云
渠
宜
反
謂
道
有
支
分
者
也
謂
枝
別
義
也

道
二
達
謂
之
ー[

岐]

謂
ー[

岐]

道
旁
直
出
者
也
物
兩
を

爲
ー[

岐]

此
道
似
之
也
・
下

應
云
語
棘
反
岐
知
意
㆒
也
ー[

嶷]

識
別
也
。
言
能
匍
匐
則
岐
々
然
意
有
所
知
㆒
也
。

其
貌
嶷
然
有
所
別
識
㆒
也
。
亦
六
七
歲
也
。
經
奇
非
。
】 

奇
嶷<

1
3
7
-5
1
>

【
見
上
注
】 

輔
峯<
1
3
7
-5
2
>

【
釋
不
可
亦
議
云
ー
ー[

輔
峯]

者
大
山
懷
裏
之
峯
可
居
安
隱
也
。
】 

審
密<

1
3
7
-6
1
>

【
タ
シ
カ
ニ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｈ) 

ア
キ
ラ
カ
ニ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｈ)

詩
】 

毛
ー[

密]<
1
3
7
-
6
3>

【
コ
マ
ヤ
カ
ニ
シ
テ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
○
○)

集
】 

遏
ー[

密]<
1
3
7
-
6
4>

【
タ
チ
シ
ツ
ム(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

】 

宻(

「
密
」)<

1
3
7
-
7
1
>

【
玉
云
靡
筆(

Ｔ)

反
山
如
堂
・
東
云
靜
也
隱
曲
處
牢
也
止
也
山
脊

也
。 

キ
ヒ
シ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

詩 

タ
シ
カ
ナ
リ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
○
○)

月 

ヒ
ソ
カ
ニ(

Ｌ
Ｈ
○
○)

記 

シ
ノ
ヒ
ヤ
カ
ナ
リ(

Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ
○
○
○)

遊
】 

一
三
八
頁 

 

巘<
1
3
8
-
1
1>

【
山
云
魚
偃(

Ｈ)

反
別
於
大
山
㆒
】 

岫<
1
3
8
-
1
2>

【
音
袖(

Ｒ)

・
玉
云
山
有
穴
。
】 

巘<
1
3
8
-
1
3>

【
東
云
爾
雅
作
𡿕
。
山
形
也
。
案
山
形
如
重
兩
甑
㆒
也
。
峯
也
。
】 

屼<
1
3
8
-
2
1>

【
玉
云
五
骨(

Ｔ)

反
山
名
。
】 

峻<
1
3
8
-
2
2>

【
鸞
云
高
。
俊
音
・
玉
云
長
也
・
眞
云
險
也
峭
也
高
也
速
也
。
・
東
云

高
大
也
。 

サ
カ
シ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

詩 

眞
云
旬(

Ｒ)

音
】 

嵩
高<

1
3
8
-3
1
>

【
應
云
又
玉
松
思
隆(

Ｌ)

反
山
大
而
高
也
・
東
云
高
山
中
岳
・
魴
云
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五
岳
之
中
名
ー[

嵩]

。
】 

崩<
1
3
8
-
4
1>

【
中
云
北
勝
反
毀
落
也
頹
也
・
眞
云
山
倒
也
「
・
玉
云
補
朋
反
」
・
魴

云
天
子
死
曰
ー[

崩]

と

。
頹
毀
曰
ー[

崩]

。
毀
也
㘱
也
。 

ク
ツ
ル(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

詩 

眞

云
ホ
ウ(

Ｈ
Ｈ-

Ｎ)
】 

𡶤[

崩]<
1
3
8
-
4
4
>

【
類
云
俗
通
】 

峙(

Ｈ)<
1
3
8
-
5
1
>

【
魴
云
《
音
同
痔(
チ
Ｈ)

》
山
脚
曰
ー[

峙]

。
】 

ー[

峙]

歭[

峙]

跱[

峙]<
1
3
8
-
5
2
>

【
干
云
上
俗
、
中
下
正
。
上
ソ
ナ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

記 

タ
ク
ハ

フ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ) 

タ
テ
リ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ)

選
】 

崖(

「
三
四
六
」)

岸<
1
3
8
-
5
4
>

【
上
音
涯(

Ｌﾞ
)

・
應
云
高
邊
者
也
。
又
作
厓
。
書
有
作
涯
。

宜
佳
反
涯
涘
無
涯
際
也
。
釋
不
可
思
議
云
ー[

崖]

者
側
傍
也
謂
河
之
ー[

崖]

側
傍

也
・
東
云
叶
韻
。
《
佳
韻
》 

キ
シ
切 

・
下
順
云
音
與
雁
㆒
同
。
和
名
涯
と

同
。
・
應
云
兩
厓
累
者
爲
ー[

岸]

と 

□
□
重
涯
也
。
上
タ
カ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

ウ
タ
ヘ

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

《
訟
也
》 

眞
云
■
カ
ン
】 

崖
岻<

1
3
8
-7
4
>

【
應
云
崖
底
經
ー[

岻]

□[

直]

移
反
山
名
】 

一
三
九
頁 

 

ー[

崖]

岊<
1
3
9
-
1
2>

【
應
云
崖
底
□
□
子
結
反
陬
禹
而
高
山
之
節
也
。
】 

𡺿[

崚]

嶒<
1
3
9
-
1
4>

【
應
□[

云]

陵
ー[

嶒]

經
ー
ー[

𡺿
嶒]

近
字
也
ー[

𡺿]

阮
《
五
環
》
隗
《
五

罪
》
貌
】 

巉(

Ｈ)

巖<
1
3
9
-
2
2>

【
音
鑱(

Ｌ)

・
應
云
ー[

巉]

高
也
。
經
岑
《
仕
金
》
・
又
東
云
七
檻

(

Ｈ)

反
峻
山
也
・
魴
云
嶮
也
。
下
順
云
五
銜(

Ｌ)

反
字
亦
作
礹
。
和
名
伊
波
保[

イ

ハ
ホ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ)

峯
也
嶮
也
。 

眞
云
カ
ム(

Ｌ
Ｌ)

】 

岑
ー[

巖]<
1
3
9
-
3
2(

補)
>

【
見
上
注
】 

彼
岸<

1
3
9
-3
3
>

【
中
云
淸
徹
云
彼
ー[

岸]

也
。
内
典
云
菩
提
涅
槃
爲
ー
ー[

彼
岸]

。
】 

嵩
䧣[

貔]<
1
3
9
-
4
1>

【
應
云
國
名
。
】 

岝
峉<

1
3
9
-4
2
>

【
音
嘖(

Ｔ)

・
鸞
云
山
不
齊
。
下
岝
ー[

峉]

五
百
反
・
上
東
云
小
商
貌
。

ー[

岝]

㟧[

崿]

山
高
貌
。
ー
ー[

岝
峉]

《
音
額(

Ｔ)

》
山
不
齊
也
。
】 

岝<
1
3
9
-
5
2>

【
玉
云
仕
百(

Ｔ)

反
山
不
亝[

齊]

。
】 

趣
峪<

1
3
9
-5
3
>

【
應
云
趣
俗
、
經
ー[

峪]

、
非
。
】 

嵸[

嵷]<
1
3
9
-5
4
>

【
玉
云
卽
空
反
高
也
・
音
總(

Ｈ)

東
云
巃
《
力
孔
》
ー[

嵸]

山
高
貌
。
】 

<
1
3
9
-
6
2
>

【 

】 

屹<
1
3
9
-
6
3>

【
東
云
魚
乙(

Ｔ)

反
ー[

屹]

𡾐[

𡴎]

《
魚
列
》
山
危
貌
。
】 

峽<
1
3
9
-
7
1>

【
音
洽(

Ｔ)

・
東
云
高
山
夾
水
。
兩
山
間
長
谷
也
。
經
ー[

峽]

山
名
。
音

狹(

Ｔ)

・
順
云
俗
云
山
乃
賀
比[

ヤ
マ
ノ
カ
ヒ]

(

○
○
Ｈ
Ｈ)

】 
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大
峽<

1
3
9
-7
4
>

【
オ
ホ
カ
ヒ
】 

一
四
〇
頁 

 

小
ー[

峽]<
1
4
0
-
1
1>

【
ヲ
カ
ヒ
】 

㠊
嶮(

「
又
」)<

1
4
0
-
1
2>

【
應
云
許
奇(

Ｌ)

反
案
嶮
巇
顚
危
也
經
嶬
非
。
・
下
玉
云
魚
檢

(

Ｈ)

反
嵰
・
東
云
嵰
《
丘
檢
》
ー[

嶮]

山
不
平
也
。
高
貌
巉
ー[

嶮]

山
形
也
。 

眞

云
檢(

Ｌ)

音
】 

嶬
ー[

嶮]<
1
4
0
-
2
2>

【
見
上
注
】 

[

𡻩]<
1
4
0
-
2
3
>

【 

】 

炭<
1
4
0
-
2
4
>

【
音
歎(

タ
ン
Ｒ)

・
東
云
薪
余
也
。
書
云
人
墜
塗
ー[

炭]

。
注
云
若
陷
泥
㆒

墜
火
㆒
也
・
玉
云
燒
木
也
。
】 

塗
ー[

炭]<
1
4
0
-
3
3>

【
見
上
注
。
】 

嶝
隥(

Ｒ)<
1
4
0
-
3
4>

【
干
云
上
通
。
】 

𡻕
歳
歲<

1
40
-
4
1
>

【
干
云
俗
通
正
。
在
止
部
。
】 

㟵
岡<

1
4
0
-4
3
>

【
干
云
上
俗
。
音
與
剛
㆒
同
・
玉
云
山
脊
曰
ー
と

。 

順
云
字
正
作

㟵
に

。
】 

山
崗<

1
4
0
-5
2
>

【
應
云
古
郎(

Ｌ)

反
山
長
脊
㆒
者
也
。
】 

夷
耑<

1
4
0
-5
4
>

【
・
魴
云
正
也
・
應
云
「
夷
湍
」
又
湍
。
人
名
「
・
應
」
云
何
夷
他
。

此
云
來
。
經
ー[

耑]

音
端
】 

𡵯
歩<

1
4
0
-6
2
>

【
干
云
上
通
。
】 

出
内(

「
又
」)<

1
4
0
-
63
>

【
慈
云
昌(

Ｆ)

遂(

Ｒ)

反
ー[

出]

亦
ー[

出]

也
。
詩
曰
ー[

出]

言
㆒
有

章
㆒
是
。
切
韻
亦
尺
出
反
・
中
云
論
語
ー[

出]

ー
ー[

出
内]

經
典
釋
文
云
尺
遂
反
又

如
字
。
内
如
字
。
□[

又]

□[

音]

納
。
今
案
ー
ー[

出
内]

猶
出
納
。
沙
門
淸
徹
□[

云]

□[

内]

□[

字]

閏
類
反
□[

出]

内
也
。
又
云
内
□
】 

一
四
一
頁 

 

出
入
息
利<1

4
1
-
1
1>

【
□
□
去
聲
。
】 

ー[

出]

音<
1
4
1
-
1
3>

【 

】 

ー[

出]

声<
1
4
1
-
1
4>

【
眞
云
□[

去
？]

□[

聲
？]

】 

諸
ー[

出]

高<
1
4
1
-2
1
>

【
眞
云
或
本
作
山
不
可
依
馮
。
公
云
或
音
義
云
《
如
上
》
今

案
此
字
不
得
心
。
字
已
重
山
㆒
仍
寫
誤
謬
歟
。
摺
本
幷
普
門
寺
本
山
字
五
十
八

帙
】 

岐
路<

1
4
1
-
3
2
>

【
應
云
渠
宜(

Ｌﾞ
)

反
謂
道
有
支
分
㆒
者
也
。
謂
枝
別
義
也
。
道
二
達

謂
之
ー[

岐]

也
。
謂
ー[

岐]

道
旁
直
出
者
也
。
物
兩
爲
ー[

岐]

。
此
道
似
之
㆒
也
。
】 

兩
ー[

岐]<
1
4
1
-
4
2>

【
フ
タ
マ
タ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

集
】 
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崫[
崛]

起<
1
4
1
-
4
3>

【
應
云
魚
屈(

Ｓ)

反
特
立
也
。
】 

巖
崿<

1
4
1
-
5
1
>

【
應
云
牛
衫(

サ
ム
Ｌ)

反
ー[

巖]

峯
峻
險
也
。
下
又
遭
五
各(

Ｔ)

反
重
甗

《
音
言
甑
也
》
曰
遭
㆒
也
。
山
如
重
甑
㆒
曰
ー[

崿]

。
・
上 

眞
云
山
邊
峻
也
峯
也

嶮
也
岸
也
・
順
云
和
名
伊
波
保(

イ
ハ
ホ) 

眞
云
カ
ム
】 

𡼃<
1
4
1
-
6
2>

【
音
婆
・
魴
云
ー[

𡼃]

山
。
内
典
。
】 

埊[

地]<
1
4
1
-
6
3
>

【
益
云
迪
利
切
古
地
字
・
類
云
則
天
時
作
此
。
】 

波
崘<

1
4
1
-7
1
>

【
應
云
又
波
倫
。
此
云
常
啼
。
明
度
云
普
慈
。
】 

崐
崘<

1
4
1
-7
3
>

【
音
昆(

Ｆ)

論(

Ｌ)

・
千
字
文
云
玉
出
崑
崗 

眞
論(

Ｌ)

音
】 

一
四
二
頁 

 

嵯
者<

1
4
2
-1
1
>

【
應
云
昨
歌
反
。
】 

ー[

嵯]

梨<
1
4
2
-
1
2>

【
又
云
徂
娥
反
。
】 

𡸛[

嶔]

峨<
1
4
2
-
1
3>

【
應
云
𡸛
崟
、
經
ー[

𡸛]

音
俄
。
非
。
】 

嶔
崟<

1
4
2
-2
1
>

【
應
云
苦
銜(

カ
ム
Ｌ)

反
又
音
欽
。
下
也
語
銜
反
又
《
音
吟
》
ー
ー[

嶔

崟]

高
也
又
山
阜
之
勢
□
高
下
倚
傾
也
。
】 

鼻
峞<
1
4
2
-2
4
>

【
應
曰
鼻
𡹼
、
經
ー[

嵃]

魚
産
反
㟞
ー[

峞]

也
。
】 

鼻
𡹼<

1
4
2
-3
2
>

【
應
云
魚
偃(

エ
ム
Ｈ)

反
騫
緩
也
緩
脣
謂
之
ー[

𡹼]

磭
《
昌
若
》
今
同
其

事
經
峗
、
非
。
】 

岌
多<

1
4
2
-4
1
>

【
應
云
居
士
子
名
。
依
字
㆒
魚
□[

及]

反
ー[

岌]

高
危
也
亦
盛
也
。
】 

𡷨
嶙<

1
4
2
-4
3
>

【
鸞
云
上
深
山
容
亦
各
山
陗
貌
形
音
。
下
深
無
岸
。
力
人
反
。
】 

徴<
1
4
2
-
5
1>

【
魴
云
竹(

Ｔ)

里(

Ｈ)

反
五[

原
作
大]

音
姓 

又
竹(

Ｔ)

陵(

Ｌ)

反 

メ
ス(

Ｌ
Ｈ)

集 

ハ
タ
ル(

Ｌ
○
Ｈ) 

玉
抄
云
シ
ル
シ 

カ
ス 

眞
云
チ
ヨ
ウ(

○
○
Ｌ-

Ｈ-

Ｎ)

】 

微
昧<

1
4
2
-5
4
>

【
憲
云
薇
音
無
也
輕
也 

慈
云
ー[

微]

者
劣
也
。
彳
部
】 

嵆<
1
4
2
-
6
2>

【
音
奚
】 

峋<
1
4
2
-
6
3>

【
類
云
詢
音
。
】 

崇
重<

1
4
2
-6
4
>

【
憲
云
助
弓(

Ｌ)

反
重
也
敬
也
尊
也
高
也
。
ア
カ
ム(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

後
】 

嵯
峨<

1
4
2
-
73
>

【
上
玉
云
慈
柯(

Ｌ)

反
□
□
□
高
貌
□
□
□
牛
何
我
多
反
ー
ー[

嵯
峨]

高
也
。
】 

一
四
三
頁 

 
峨
者<

1
4
3
-1
2
>

【
應
云
五
歌
反
。
】 

崤<
1
4
3
-
1
3>

【
類
云
爻
音
】 

嵐<
1
4
3
-
1
4>

【
季
云
音
婪(

ラ
ム
Ｌ) 

順
云
和
名
阿
良
之(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

】 
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[
崇]<

1
4
3
-
2
2
>

【
タ
フ
ト
フ(

Ｈ
Ｈ
○
○)

選
】 

崎
嶇<

1
4
3
-
23
>

【
音
上
與
祈
㆒
同
。
下
益
云
區
・
應
云
ー
ー[

崎
嶇]

不
安
也
傾
側
也
。

經
踦
苊
、
非
。
ウ
チ
ハ
ヤ
シ(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｈ
Ｆ)

集
】 

傾
崎<

1
4
3
-3
2
>

【
カ
タ
フ
ク(

Ｌ
Ｌ
Ｈﾞ

Ｌ)

集
】 

崔(

「
三
四
六
」)

嵬<
1
4
3
-
3
3
>

【
音
摧(

サ
イ
Ｌ) 

下
「
玉
云
」
牛
廻
牛
尾
反
ー
ー[

崔
嵬]

石
戴

土
㆒
者
也
。
高
貌
。
ト
サ
カ
シ(
○
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

集 

ト
タ
カ
ク
サ
カ
シ(

○
Ｌ
Ｈ
Ｆ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｆ)

選 

眞
云
火
イ(

○
Ｌ)

】 

々[

嵬]

㠑<
1
4
3
-
4
3>

【
應
云
牛
廻
徂
傀
反
高
而
不
平
㠑
山
貌
。
】 

巒<
1
4
3
-
5
1>

【
類
云
欒
音
・
玉
云
小
而
高
也
。
コ
ヤ
マ(
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

】 

嵕<
1
4
3
-
5
3>

【
玉
云
子
公
反
九
ー[

嵕]

】 

岨<
1
4
3
-
5
4>

【
玉
云
且
居
反
石
山
戴
土
也
サ
カ
シ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｆ)

選
】 

嶮
巇<

1
4
3
-6
2
>

【
「
玉
云
魚
檢
反
】
下
玉
云
許
其
反
ー
ー[

嶮
巇]

猶
包
也
ー
ー
サ
カ
シ

(

Ｌ
Ｌﾞ

□[

Ｆ]
)

集 

眞
云
檢
音
】 

嶼(

Ｈ)<
1
4
3
-
6
4
>

【
順
云
上
聲
之
重
與
序
㆒
同
。
和
名
比
良
之
万[

ヒ
ラ
シ
マ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ) 

海

中
洲
也
一
日
海
中
山
也
。
】 

岱<
1
4
3
-
7
3>

【
音
代
】 

峻
峭<

1
4
3
-
7
4
>

【
「
下
」
應
云
今
作
陗
𡌔
同
。
且
笑(

「
醮
」)

反
急
也
峻
阪
曰
ー[

峭]

。

山
陵
險
峻
亦
謂
之
ー[

峭]

。
サ
カ
シ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

集
】 

一
四
四
頁 

 

岫<
1
4
4
-
1
3>

【
音
袖
・
順
云
久
歧(

Ｈ
Ｈ)

】 

巖
峻<

1
4
4
-1
4
>

【
ノ
イ
ハ(

○
Ｈ
Ｈ)

選
】 

崦
嵫<

1
4
4
-2
1
>

【
應
云
又
𡹮
猗
廉(

Ｌ)

反
下
子
辭
反
山
海
經
云
鳥
鼠
同
光
山
西
南
三

百
六
十
里
有
山
㆒
名
ー
ー[

崦

嵫]

。
日
所
入
㆒
也
。
王
逸
曰
下
有
豪
水
。
々
中
虞

淵
。
云
々
】 

嶕
嶢<

1
4
4
-3
2
>

【
選
音
決
云
音
焦(

Ｆ)

尭(

Ｌﾞ
)

・
上
鸞
云
高
貌
。 

ト
タ
カ
ク
サ
カ
シ

(

○
Ｌ
Ｈ
Ｆ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｆ)

選
】 

嶈
々<

1
4
4
-3
4
>

【
七
良 

ト
タ
カ
シ(

○
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

選
】 

崷
崪[

崒]<
1
4
4
-
4
1
>

【
音
上
遒
下
辭
律
反
・
魴
云
ー
ー[

崷
崪]

山
高
西
京 

ト
タ
カ
シ

(

○
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

選
】 

崢
嶸<

1
4
4
-4
3
>

【
魴
云
仕
耕
反
ー
ー[

崢
嶸]

生
峻
貌
・
下
音
宏
・
魴
云
又
永
兵
反 

ー

ー[

崢
嶸]

ト
タ
カ
シ(

○
Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

ト
タ
カ
ク
サ
カ
シ(

○
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

選
】 

巑
岏<

1
4
4
-5
2
>

【
攢
蚖(

Ｌﾞ
)

二
音
・
下
魴
云
竟
不
安
貌
ー
ー[

巑
岏]

山
貌
盤
桓
之
狀
危

貌 
ト
タ
カ
ウ
シ
テ(

○
Ｌ
Ｈ
Ｌ
○)

選
】 

崛<
1
4
4
-
6
1>

【
音
宋
法
花
云
掘(

Ｓ)

】 
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耆
闍
ー[

崛]

山<
1
44
-
6
2
>

【
見
上
鷲
峯
注
。
】 

岬<
1
4
4
-
6
4>

【
類
云
甲(

Ｔ)

音
日
本
紀
私
記
云
美
佐
歧[

ミ
サ
キ]

(

Ｈ
Ｌ
Ｌ)

】 

巓<
1
4
4
-
7
2>

【
順
云
都
年(

Ｌ)

反
和
名
伊
多
々
歧[

イ
タ
ヽ
キ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ)

】 

巍
々<

1
4
4
-7
4
>

【
眞
云
語
韋
反
ー
ー[

巍
巍]

大
貌
・
然
云
高
也
・
玉
云
高
大
也
。 

眞

云
ー[

巍]
(

Ｌ)

】 

一
四
五
頁 

 

ー[

巍]

然<
1
4
5
-
1
2>

【
慈
云
高
大
之
貌
】 

崔
ー[

巍]<
1
4
5
-
1
3>

【
ト
タ
カ
ウ
シ
テ(

○
Ｌ
Ｈ
Ｌ
○)

選
】 

豈(

「
二
三
五
」)<

1
4
5
-
1
4
>

【
中
欺
狶
反
不
必
㆒
之
辭
也
。 

眞
云
キ(

Ｒ)

】 

出(

「
四
六
一
」)<

1
4
5
-
2
2
>

【
眞
云
尺
律(

Ｔ)

反
ー[

出]

猶
ー[

出]

㆒
也
。
又
尺
遂
反
發
遣
也
。

如
人
之
ー[

出]

入
㆒
者
可
用
㆓
入
。
如
ー[

出]-

入
物
㆒
者
可
用
㆓
去
。
・
類
音
決
云

韻
銓
從
兩
重
山
㆒
大
誤
矣
・
公
云
音
遂(

Ｌ) 

イ
タ
ス(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ) 

ヤ
メ
ツ
ラ
ナ
リ

(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ
○
○)

詩 

ツ
ク
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

月
《
作
也
》 

ヲ
ヒ(

Ｈ
Ｈ) 

男
子
謂
姉
妹
之
子
㆒

謂
ー[

出]

と

。
列
傳
】 

蚩<
1
4
5
-
4
1>

【
ア
サ
ケ
ル
古
】 

補
怛
洛
迦
山<

14
5
-
4
2>

【
慧
苑
云
此
翻
小
花
樹
山
々
多
小
白
花
樹
其
花
甚
香
氣
遠

及
】 

前
正
覺
山<1
4
5
-
5
1>

【
域
云
鉢
羅
笈
菩
提
山
、
唐
言
ー
ー
ー[

前
正
覺]

。
如
來
將
證
正

覺
㆒
先
登
此
山
㆒
故
云
ー
ー
ー[

前
正
覺]

。
】 

鷲
峯
ー[

山]<
1
4
5
-
61
>

【
域
云
姞
栗
陀
羅
矩
吒[

咤]

、
唐
言
ー
ー[

鷲
峯]

。
亦
謂
鷲
臺
。

舊
曰
耆
闍
崛
㆒
訛
。
】 

鷄
足
ー[

山]<
1
4
5
-6
4
>

【
域
云
屈
《
屈
勿
》
咤
播
陀
唐
言
ー
ー[

鷄
足]

。
】 

五
岳<

1
4
5
-7
2
>

【
然
云
博
物
誌
嵩
高
爲
中
ー[

岳]

《
屬
豫
州[

原
作
抄]

》
華
山
爲
西
ー[

岳]

《
屬
同
州[

原
作
抄]

》
太
山
爲
東
ー[

岳]

《
屬
兗
州[

原
作
抄]

》
恒
山
爲
北
ー[

岳]

《
屬
冀

州[

原
作
抄]

》
衡
山
爲
南
ー[

岳]

《
屬
荊
州[

原
作
抄]

》
。
後
開
衡
抄
㆒
從
山
㆒
爲
名
。
】 

一
四
六
頁 

 

岋
峨<

1
4
6
-1
3
>

【
記
云
文
選
江
海
賦
陽
侯
ー
ー[

岋
峨]

。
岋
五
合(

Ｔ)

反
】 
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四 
 

石
部 

一
四
七
頁 

 

石<
1
4
7
-
1
1>

【
音
碩(
Ｓ)

・
中
云
土
之
精
也
甎
類
也
。
・
野
〜[

王]

云
ー[

石]

謂
斛
也
・
魴

云
十
斗
也
州
名
凝
土
也
砂
之
大
者
ー[

石]

也
・
後
漢
書
鄭
玄
身
長
八
尺
、
飲
酒
㆒

一
斛
秀
尾
明
目
容
儀
溫
偉
也
、
注
云
鄭
玄
腹
中
有
石
㆒
大
飲
酒
。
後
年
瀉
石
㆒

不
能[

原
作
後]

飲
㆓
酒
。
石
字
爲
斛
㆒
是
。
・
順
云
和
〜
以
之[

イ
シ]

(

Ｈ
Ｌ) 

ツ
チ(

Ｌ
Ｌ)

「
見
土
字
注
」
】 

ー[

石]

鐘
乳<

1
4
7
-2
4
>

【
順
云
出
備
中
國
英
賀
郡
。
和
〜
伊
之
乃
遅[

イ
シ
ノ
チ]

(

Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

】 

慈
ー[

石]<
1
4
7
-
3
2>

【
順
云
此
間
云
之
蛇
久[

シ
シ
ャ
ク]

(

Ｒ
Ｌ
Ｌ)

慈
正
從
石
㆒
作
礠[

磁]

に

。
見

唐
韻
。
】 

礠[

磁]

石<
1
4
7
-
3
4>

【
「
慈
音
」
見
上
注
・
應
云
ー[

磁]

石
也
謂
召
鐵
者
也
呂
氏
春
秋

ー
ー[

磁
石]

黏
鐵
兼
名
苑
一
名
鐵
妬
一
名
玄
石
。
】 

玄
ー[

石]<
1
4
7
-
4
3>

【
順
云
今
案
慈
ー[

石]

有
ー
ー[

玄
石]

之
名
。
】 

絡
ー[

石]<
1
4
7
-
5
1>

【
一
名
領
ー[

石]

】 

領
ー[

石]<
1
4
7
-
5
2>

【
和
〜
都
太[

ツ
タ]

(

Ｈ
Ｌ)

葛
類
】 

ー[

石]

衣<
1
4
7
-
5
3>

【
一
名
ー[

石]

髮
】 

ー[

石]

髮<
1
4
7
-
5
4>

【
和
〜
知
比
佐
歧
古
介[

チ
ヒ
サ
キ
コ
ケ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｆ
Ｌ
Ｌ)

】 

敷
ー[

石]<
1
4
7
-
6
1>

【
允
云
名
曰
天
奈
良
須[

テ
ナ
ラ
ス]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

造
劍
具
】 

桃
花
ー[

石]<
1
4
7
-6
3
>

【
此
間
音
道(

Ｒ)

卦(

Ｈ)

尺(

Ｓ)
[

タ
ウ
ク
ヱ
シ
ャ
ク]

】 

浮
ー[

石]<
1
4
7
-
6
4>

【
和
〜
賀
流
伊
之[

カ
ル
イ
シ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

】 

礬
石<

1
4
7
-7
1
>

【
順
云
音
繁(

Ｌ)

此
間
云
悶(

Ｒﾞ
)

尺(

Ｓ)
[

ボ
ン
シ
ャ
ク]

。
有
靑
ー[

礬]

白
ー[

礬]

黑
ー[

礬]

絳
不
黃
ー[

礬]

五
種
㆒
矣
。
】 

磐<
1
4
7
-7
4
>

【
順
云
音
盤(

Ｌ)

和
〜
以
波[

イ
ハ]

(

Ｈ
Ｌ)

日
本
紀
私
記
云
千
人
所
引
ー[

磐]

石
知
比
歧
乃
以
之[

チ
ヒ
キ
ノ
イ
シ]

(

Ｌ
Ｌ"

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

】 

一
四
八
頁 

 

磐
盤<

1
4
8
-1
2
>

【
干
云
上
は

ー[

磐]

石
、
下
は

ー[

盤]

器
。
】 

ー[

磐]

戸<
1
4
8
-
1
4>

【
イ
ハ
ト
古
】 

常
磐<

1
4
8
-2
1
>

【
ト
キ
ハ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ)

】 

堅
ー[

磐]<
1
4
8
-
2
2>

【
カ
キ
ハ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ)

宣
命
】 

増
ー[

磐]<
1
4
8
-
2
3>

【
ノ
モ
ト
ヰ(

○
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

選
】 

石
流
黃<

1
48
-
2
4
>

【
和
云
由
乃
阿
波[

ユ
ノ
ア
ハ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

俗
云
由
王[

ユ
ワ
ウ]

(

Ｌ
Ｈ)

礬
石
の

液

也
。
】 

ー[

石]

流
黃
蓋<

1
48
-
3
2
>

【
流
黃
之
類
。
】 
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碑(
「
又
」)<

1
4
8
-
3
4
>

【
季
云
音
陂(

ヒ
Ｌ)

】 

磨<
1
4
8
-
4
1>

【
音
摩(

Ｌﾞ
) 

ト
ク(

Ｌ
Ｈ"

)

論 

ミ
カ
ク
記
】 

圍
碁<

1
4
8
-
4
2
>

【
順
云
音
期(

キ
Ｌ)

字
亦
作
棊
。
此
間
云
五(

Ｒﾞ
)

舜
造
也
。
ー
ー[

圍
碁]

借
聲
㆒
爲
違
期
と

。
《
遊
》
・
玄
贊
云
如
俗
觀
ー[

碁]

斧
柯
便
爛
。
】 

碁
棊<

1
4
8
-5
2
>

【
干
云
上
通
】 

ー[

碁]

子<
1
4
8
-
5
3>

【
順
云
藝
經
云
白
黑
ー
ー[

碁
子]

各
一
百
七
十
枚
・
或
反
古
云
碁

石
壺
貳
合
。
】 

ー[

碁]

局<
1
4
8
-
6
2>

【
順
云
渠
玉
反
俗
云
五
半
ー[
碁]

板
枰
也
】 

彈
ー[

碁]<
1
4
8
-
6
4
>

【
法
藏
云
以
指
㆒
彈
ー[

碁]

遠
㆒
得
遠
㆒
爲
勝
。
・
賢
云
始
自
㆓
魏

宮
。
・
順
云
今
案
一
名
拍
石
。
見
愐
。
】 

磑<
1
4
8
-
7
3>

【
順
云
音
豈
一
名
磺
ー[

磑]
(

カ
イ-

Ｌﾞ
)

々
《
ト
タ
カ
シ(

○
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

》
】 

磺<
1
4
8
-
7
4>

【
順
云
音
黃(

Ｌ)

和
〜
阿
良
度[

ア
ラ
ト]

(

Ｈ
Ｈ
□)

麤
礪
石
也
】 

一
四
九
頁 

 

礦[

磺]<
1
4
9
-
1
2
>

【
字
書
亦
磺
・
公
云
音
廣(

Ｌ) 

ア
ラ
カ
ネ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

同
鑛
に

。
】 

硏(

「
又
」)<
1
4
9
-
1
4
>

【
玉
云
午
堅(

Ｌ)

反
䃺
也
郭
也
・
東
云
磨
也
摩
也
案
摩
之
今
熟
謂

之
ー[

硏]

一
作

以
槌
碎
米
又
《
音
同
硯
》
堅
拒
也 

ミ
カ
ク(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

易 

ト
ク

(

Ｌ
Ｈﾞ

) 

ア
キ
ラ
カ
ニ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
○)

書 

キ
シ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

唱
】 

礪<
1
4
9
-
3
1>

【
順
云
力
制
反
和
〜
度[

ト]
(

Ｌ)

今
案
總
名
也
磨
鐵
㆒
石
也
。
・
應
云
磨
石

也
。
砥
細
於
ー[

礪]

㆒
也
・
眞
云
磨
刃
㆒
石
ー[

礪]

。 

和
レ
イ
】 

靑
礪<

1
4
9
-3
4
>

【 

】 

礛
䃴<

1
4
9
-4
1
>

【
順
云
監
諸
二
音
和
〜
阿
乎
度[

ア
ヲ
ト]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ) 

靑
礪
石
也
】 

荒
砥<

1
4
9
-4
3
>

【
允
云
名
曰
天
志
能
久[

テ
シ
ノ
ク]

。
】 

直
ー[

砥]<
1
4
9
-
4
4>

【
又
云
名
曰
天
奈
咩
須[

テ
ナ
メ
ス]

。
】 

碪
薜<

1
4
9
-5
1
>

【
應
云
豬
全
反
】 

硨
磲<

1
4
9
-5
2
>

【
宋
法
花
云
音
車(

Ｆ)

渠(

Ｌ)

・
順
云
廣
雅
車
渠
。
陸
詞
切
韻
竝
從
石
㆒

作
ー
ー[

硨
磲]

俗
謝(

Ｒ)

古(

Ｌ)

】 

矼<
1
4
9
-
6
1>

【
順
云
音
江
和
〜
以
之
波
之[

イ
シ
ハ
シ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

】 

硎<
1
4
9
-
6
2>

【
季
云
音
刑
砥
石
也
登
免[

ト
メ]

(

Ｌ
Ｌ)

又
音
鏗
】 

磎
谷<

1
4
9
-6
4
>

【
眞
云
亦
嵠
、
溪
、
古
兮
反
。
今
案
作
谿
㆒
爲
本
。
是
磻
ー[

磎]

石
枕

水
也
。
頗
乖
此
云
義 

・
公
云
音
鷄(

Ｌ) 

タ
ニ(

Ｌ
Ｌ) 

水
注
谷
㆒
曰
ー[

磎]

。
磎 

和
云
ケ
イ(

Ｌ
Ｈ)

】 

磴<
1
4
9
-
7
4>

【
季
云
土
登(

Ｆ)

反
益
也
麻
須[

マ
ス]

(

Ｈ
Ｌ) 

イ
シ
ハ
シ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

白
】 
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一
五
〇
頁 

 

刀
碪<

1
5
0
-
1
2
>

【
順
云
知
林(

Ｌ)

反
字
亦
作
砧
和
〜
歧
沼
伊
太[

キ
ヌ
イ
タ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

擣

衣
石
也
・
應
云
鐵
鉆
・
經
ー[

碪]

非
。 

キ
ヌ
イ
タ
切
】 

刀
砧<

1
5
0
-2
1
>

【
見
上
注
・
應
云
猪
全
反
鈇
ー[

砧]

也
經
碪
非
。
】 

鐵
碪<

1
5
0
-2
3
>

【
干
云
上
通
下
正
字
亦
作
椹
揚
ー
ー[

鐵
碪]

賀
奈
之
歧[

カ
ナ
シ
キ]

】 

鐵
嘅<

1
5
0
-3
1
>

【
應
云
鐵
砧
經
ー[

嘅]
丈
心
反
臿
屬
也
非
】 

硟<
1
5
0
-
3
3>

【
順
云
音
扇
楊
〜
〜
云
万
歧
伊
太[

マ
キ
イ
タ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

俗
云
卷
板
】 

砥(

「
又
」)<

1
5
0
-
4
1
>

【
順
云
音
旨
一
名
䃤 

玉
云
石
次
玉
㆒
也
。
東
云
細
黑
磨
石
也
平

也
有
也
均
也
礪
石
也 

ト(

Ｌ)

後 

ト
ク(

Ｌ
Ｈﾞ

)

列
】 

䃤<
1
5
0
-
4
4>

【
順
云
音
篠
和
〜
万
度[

マ
ト]

(

Ｈ
Ｈ)

(

「
ア
ラ
イ
本
」)

細
礪
石
也 

】 

搥
嘕<

1
5
0
-5
2
>

【
應
云
於
甲(

Ｓ)

反
自
上
㆒
加
下
也
。
經
推
押
㆒
非
。
】 

磤
聲<

1
5
0
-5
4
>

【
應
云
於
近(

Ｈ)

反
雷
聲
曰
ー[

磤]

破
也
ー[

磤]

大
聲
也
。
】 

礏
々<

1
5
0-
6
2
>

【
應
云
五
合(

Ｓ)

五
轮(

Ｔ)

反
磼
《
才
合
》
高
貌
。
經
儼
々
、
非
。
】 

砎
々<

1
5
0
-6
4
>

【
應
云
胡
瞎
反
字
指
云
礣
《
莫
八
》
ー[

砏]

雷
大
聲
也
。
律
榾
非
。
】 

硾
脚<

1
5
0
-7
2
>

【
應
云
又
縋
直
僞
反
。
懸
鎭
曰
縋
。
謂
懸
石
ー[

硾]

之
也
。
ー[

硾]

下

也
。
論
錘
假
借
也
。
】 

一
五
一
頁 

 

般
磋<
1
5
1
-1
1
>

【
音
嵯
・
應
云
梵
言
。
・
東
云
治
象
曰
ー[

磋]

㆒
治
骨
曰
ー[

磋]

と

。
又

《
去
》
磨
也
。
】 

々[

磋]

切<
1
5
1
-
1
4>

【
應
云
本
作
搓
。
骨
曰
切
㆒
象
曰
ー[

磋]

。
言
は

骨
切
象
磋
以
成
器
。

譬
人
學
問
以
成
㆓
德
也
。
治
象
㆒
曰
ー[

磋]

謂
治
璞
を

㆒
之
名
也
。
】 

矴
石<

1
5
1
-2
4
>

【
應
云
都(

Ｆ)

定(

Ｒ)

反
謂
柱
下
石
也
。
律
碠
非
・
魴
云
船
頭
ー[

矴]

石
。
】 

碠
石<

1
5
1
-3
2
>

【
見
上
注
】 

磯
激<

1
5
1
-3
3
>

【
應
云
居
依(

Ｆ)

反
水
中
磧
石
也
ー[

磯]

磧
也
。
】 

礒<
1
5
1
-
4
1>

【
音
蟻
】 

碭<
1
5
1
-
4
2>

【
玉
云
杜
浪(

Ｒ)

反
石
也
・
東
云
文
石
也
漢
高
祖
隱
處
也
。
又
音
唐(

Ｌ)

】 

三
碣<

1
5
1
-4
4
>

【
東
云
音
竭(

Ｓ)

・
應
云
特
立
石
㆒
也
謂
三
石
支
釜
者
也
・
東
云
ー[

碣]

山
也
。
又
《
音
同
渴(

Ｓ)

》
又
烏
葛
反
ー[

碣]

磍
盛
怒
也
・
信
云
山
畔
山
也
東
海

有
ー[

碣]

石
㆒
也
。
】 

礓
石<

1
5
1
-5
4
>

【
音
薑
・
應
云
形
如
薑
。
地
多
少
石
㆒
謂
之
ー[

礓]

礫
。
經
壃
非
・
東

云
ー[

礓]

礫
小
石
也
石
名
。
】 

磕
々<

1
5
1
-6
3
>

【
東
云
苦
盍(

Ｒ)

反
ー
ー[

磕
磕]

繫
湍
聲
也
硠
ー[

磕]

大
石
也
雷
聲
也
石

聲
也
砰
ー[
磕]

雷
聲
。
又
《
音
同
割(

Ｔ)

》
・
玉
云
火
聲
】 
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砰
然<

1
5
1
-7
2
>

【
應
云
又
硑
披
萌
反
大
聲
也
。
經
軯
《
車
名
也
》
非
。
】 

山
磕<

1
5
1-
7
4
>

【
應
云
苦
盍(

Ｔ)

反
石
聲
也
凡
言
打
物
碎
爲
ー[

磕]

破
亦
大
聲
也
。
】 

一
五
二
頁 

 

磣
毒<

1
5
2
-1
2
>

【
眞
云
亦
磣
。
食
有
砂
也
。
ー[

磣]

毒
也
。
沙
入
飯
㆒
曰
墋
。
】 

磣
毒<

1
5
2
-1
4
>

【
應
云
又
作
墋
。
同
初
錦(

Ｈ)

反
墋
惡
也
ー[

磣]

惡
毒
害
也
。
沙
土
入

食
中
㆒
曰
ー[

磣]

と

・
東
云
食
有
砂
也
ー[
磣]

毒
也
・
公
云
音
寢
食
有
砂
也 

眞
云

シ
ム(

○
Ｌ)

サ
ム 

『
砂
也
』
】 

砂<
1
5
2
-
2
4>

【
音
沙(

サ
Ｆ)

・
眞
云
細
末
石
也
。
俗
作
沙
。
《
ー[

沙]

汰
也
》
非
・
東
云

水
中
ー[

砂]

石
也
小
散
石
也
水
名
也
鳥
斯
也
亦
ー[

砂]

磧
字
。
説
文
作
沙
㆒
從
水
。

硇
《
側
交
》
ー[

砂]

藥
名
・
順
云
和
〜
以
佐
古[

イ
サ
コ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

)

一
云
須
奈
古[

ス
ナ
コ]

(

Ｌ

Ｌ
Ｌﾞ

)

】 

硏<
1
5
2
-
4
1>

【
音
姸 

魴
云
磨
也
】 

研[

硏]<
1
5
2
-
4
2
>

【
魴
云
同
上
俗
文
・
玉
云
午
堅(

Ｆ)

反
䃺
也
郭
也
・
順
云
章
孝
標
集

有
黃
楊
茶
碾
子
詩
。
俗
謂
之
茶
ー[

砂]

と

。
《
音
如
彦
》
・
東
云
磨
也
摩
也
。
案

摩
之
使
熟
㆒
謂
之
ー[

砂]

と

。
一
作
䊙
。
以
槌
㆒
碎
米
㆒
。
又
《
音
同
硯
》
堅
拒
也
。
】 

磑<
1
5
2
-
5
4>

【
東
云
五
對(

Ｒ)

反
磨
麥
也
。
又
《
音
同
機[

桅]

》
䃺
《
莫
賀
》
石
。
案

硏
破
穀
麥
之
石
也
。
牢
□ 

又
《
音
同
嵬(

Ｌ)

》
、
堅
也
。
】 

磊
砢<

1
5
2
-6
3
>

【
玉
云
力
罪
反
・
應
云
衆
石
也
ー[

磊]

砢
也
。
經
作

𠐞
非
。
下
音

攞(

ラ
Ｈ)

・
魴
云
ー
ー[

磊
砢]

石
衆
也
。
】 

磥<
1
5
2
-
7
2>

【
玉
云
】 

柱
礎<

1
5
2
-7
3
>

【
順
云
音
楚
・
應
云
楚
人
謂
柱
磶
㆒
曰
ー[

礎]

・
東
云
磶(

Ｈ)

《
音
舄
》

也
卽
柱
下
石
楚
語
也
】 

一
五
三
頁 

 

磌<
1
5
3
-
1
2>

【
音
眞(

Ｆ)

又
田(

Ｌ)

・
順
云
徒
年
反 

和
〜
都
美
以
之[

ツ
ミ
イ
シ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

一
云
以
之
須
恵[

イ
シ
ス
エ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ) 

柱
礎
也
柱
下
石
也
】 

砂
磧<

1
5
3
-2
1
>

【
東
云
音
戚(

Ｔ)

・
應
云
水
中
沙
灘
《
他
丹(

Ｆ)

》
也
積
石
㆒
爲
ー[

磧]

㆒

也
。
水
渚
有
石
也
瀨
也
水
淺
石
見
也
・
東
云
沙
潬
在
水
下
に

㆒
也
沙
ー[

磧]

沙
池

也
沙
場
也
。
】 

砌<
1
5
3
-
3
1>

【
順
云
音
細(

Ｒ)

訓
美
歧
利[

ミ
キ
リ]

(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｌ)

一
名
階
・
東
云
屋
基
邊
石
也

堦
닣
甃
也
以
戸
限
國
階
次
也
。
】 

砥
掌<

1
5
3
-3
4
>

【
應
亦
底
字
音
脂
之
視
反
底
平
也
直
也
ー[

砥]

細
於
礪
皆
磨
石
也
。

皆
可
以
磨
刀
刃
㆒
也
・
玄
義
云
音
止
・
玉
云
石
次
玉
也
・
東
云
細
黑
磨
石
也
平

也
有
也
均
也
礪
石
也
。
】 

砥<
1
5
3
-
5
1>

【
本
草
補
遺
云
音
旨
。
】 

硯<
1
5
3
-
5
2>

【
玉
云
午
見(

Ｒ)

反
石
、
滑
也
。
野
〜
所(

㆐)

以
硏
和
墨
㆒
用
爲
㆓
書
字
者
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也
・
順
云
和
〜
春
美
須
利[

ス
ミ
ス
リ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

】 

砙<
1
5
3
-
6
1>

【
魴
云
正
文
】 

碎<
1
5
3
-
6
2>

【
眞
云
所
對(

Ｒ)

反
細
破
也
・
玉
云
壞
也
・
東
云
絗
ー[

碎]

綱
山
也
絗
破

也
細
磨
也
散
也
䃺
也
。 

ク
タ
ク(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

集 

眞
云
サ
イ(

Ｌ
Ｈ)

】 

砕[

碎]<
1
5
3
-
7
1
>

【
眞
云
亦
作
ー[
砕] 

ク
タ
ク(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

詩
】 

細
ー[

碎]<
1
5
3
-
7
2>

【
ク
タ
〳
〵
シ(

Ｌ
Ｌﾞ
○
○
○)

白
】 

雜
ー[

碎]<
1
5
3
-
7
3>

【
信
云
又
碎

蘇
隤
《
徒
雷
》
反
礳
《
莫
賀
》
也
壞
也
】 

一
五
四
頁 

 

一
磔
手<

1
54
-
1
1
>

【
音
摘(

タ
ク
Ｔ)

・
應
云
張
申
曰
ー[

磔]

張
也
開
也
。
律
磔
《
渠
列
反

弶
暴
也
》
又
芪
未
見
所
出
。
《
又
作
挓
。
俗
字
。
》 

・
信
云
又
披
ー[

磔]

也

律
搩
《
渠
列
》 

東
云
張
開
也
牽
也
散
也
裂
也
「
殺
也
」
辜
也
祭
風
曰
ー[

磔]

掛 

ハ
ル(

Ｈ
Ｌ)

月
《
ー[

磔]

禳
也
》
】 

無
礙<

1
5
4
-2
3
>

【
慈
云
五
代(

Ｒ)

反
古
文
硋
同
止
也
閡
也
。
有
作
閡
亦
古
文
。
限
也

外
閉
也
。
有
作
㝵
。
音
得
々
取
也
衛
宏
詔
定
古
文
官
書
云
㝵
得
二
字
同
體
。

㝵
非
此
用
。
・
中
云
唐
韻
云
内
典
無
㝵
・
眞
云
距
也
。
・
野
云
亦
與
閡
字
㆒
同
。 

サ
フ(

□[

Ｈ
？]

Ｌ)

白 

眞
云
ケ(

Ｌ-

Ｎ)

】 

硋<
1
5
4
-
4
2>

【
公
云
同
礙
に

。
】 

毗
那
矺
迦<1
5
4
-
4
3>

【
應
云
丁
各(

Ｔ)

又
竹
格
反
山
名
也
。
此
無
會
釋
所
以
仍
立
本

名
㆒
也
。
】 

磄<
1
5
4
-
5
2>

【 

】 

囬
囁<

1
5
4
-5
3
>

【
應
云
案
字
體
宜
作
磫
垰
。
子
容
、
其
俱
反
。
礪
一
石
也
細
礪
謂

之
磫
嘲
。
礛
䃴
治
玉
㆒
磫
垰
治
金
㆒
。
】 

磽
确<

1
5
4
-6
3
>

【
應
云
口
交(

Ｆ)

苦
角(

Ｔ)

反
物
堅
鞕
謂
之
ー
ー[

磽
确]

謂
瘠
薄
地
也
則

不
宜
五
榖
也
。
・
上
信
云
ー[

磽]

堅
也
礊
《
苦
革(

Ｔ)

反
堅
也
》
】 

々[

确]

痩<
1
5
4
-
7
3>

【
應
云
通
俗
文
物
堅
鞕
謂
之
ー[

确]

。
今
取
其
義
。
】 

一
五
五
頁 

 

ー[

确]

盡<
1
5
5
-
1
1>

【
應
云
孟
子
曰
ー[

确]

瘠
薄
地
也
。
今
亦
取
此
。
】 

指
ー[

确]<
1
5
5
-
1
3>

【
應
云
指
懼
經
ー[

确]

非
。
】 

礭
然<

1
5
5
-
14
>

【
應
云
堅
貌
ー[

礭]

謂
堅
鞕
牢
固
也
ー
ー[

礭
然]

堅
貌
。
論
攉
・
慈
云

ー[

礭]

者
實
也
。
】 

碧
樹<

1
5
5
-2
3
>

【
見
玉
部
〜
〜 

タ
マ(

Ｌ
Ｌ)

選 

玉
部
可
見 

】 
砶
長<

1
5
5
-3
1
>

【
應
云
拍
長
經
從
石
非
】 

碑
闕<

1
5
5
-3
2
>

【
應
云
彼
爲
反
古
制
反
施
鹿
櫨
以
下
棺
。
今
人
述
君
父
之
功
㆒
書
其
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上
㆒
建
於
陌
頭
、
顯
處
㆒
也
。
闕
在
門
兩
旁
㆒
中
間
闕
然
爲
道
㆒
也
。
】 

滿
碝<

1
5
5
-4
2
>

【
應
云
字
體
作
耎
。
而
兗
反
耎
弱
也
。
文
ー[

碝]

非
。
】 

磉<
1
5
5
-
4
4>

【
應
云
桑(

Ｆ)

朗(

Ｈ)

反
ー[

磉]

柱
下
石
卽
柱
礎
《
音
楚
》
也
。
】 

磓
壓<

1
5
5
-5
2
>

【
應
云
又
搥
丁
廻
反
謂
投
下
也
搥
擿
也
。
・
季
云
或
爲
槌
字
。
宇

豆[

ウ
ツ]

(

Ｌ
Ｈ)

】 

礧
佛(

「
石
」)<

1
5
5
-
5
4>

【
應
云
力
對(

Ｒ)
反
謂
以
石
㆒
投
佛
㆒(

「
物
」)

也
。
今
言
ー[

礧]

石
㆒

是
。
今
守
城
㆒
者
下
擊
賊
曰
ー[

礧]

。
論
作
雷
。
假
借
音
也
。
】 

磨
礱<

1
5
5
-6
3
>

【
順
云
一
音
與
麻(

Ｌ)

籠(

Ｌ)

㆒
同
。
又
竝
去
聲
。
和
〜
須
利
宇
須[

ス
リ

ウ
ス]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

上
ト
ク(

Ｌ
Ｈﾞ

)

論 

ミ
カ
ク(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)
記
】 

碼
碯<

1
5
5
-7
2
>

【
宋
本
法
花
奧
釋
音
云
音
馬
惱(

Ｈﾞ

○)

】 

砮<
1
5
5
-
7
4>

【
唐
韻
音
與
怒
㆒
同
。
云
石
可
爲
㆓
矢
鏃
。
】 

一
五
六
頁 
 

碊(

Ｈ)

道<
1
5
6
-
1
0(

補)
>

【
順
云
士
輦
反
□
□
□
□
□
夜
末
乃
加
介
知[

ヤ
マ
ノ
カ
ケ
チ] 

山

路
□[

閣]

道
也
】 

砭<
1
5
6
-
1
0(

補)
>

【
□
云
甫
□
反
以
石
㆒
刺
病
㆒
也
。 

順
云
八
歧
伊
之[

ハ
キ
イ
シ]

(

Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ｌ)

】 

嗜[

砭]<
1
5
6
-
1
1
>

【
嗜
《
唘[

啓]

》
】 

破<
1
5
6
-
1
2>

【
中
云
普
臥
反
壞
也
・
玉
云
碎
也
。
ワ
ル(

Ｈ
Ｌ)

詩 

】 

碓<
1
5
6
-
1
4>

【
順
云
音
與
對
㆒
同
。
和
〜
賀
良
宇
須[

カ
ラ
ウ
ス]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

字
亦
作
槌
・
或

反
古
云
倭
言
于
須[

ウ
ス]

(

Ｌ
Ｈ)

。
】 

礜
石<

1
5
6
-2
2
>

【
順
云
音
譽
一
名
澤
乳
礜
石
案
石
也
。
蠶
食
之
㆒
肥
、
鼠
食
之
㆒
死
。
】 

瓦
礫<

1
5
6
-3
1
>

【
順
云
音
歷(

Ｓ) 

和
〜
佐
々
礼
以
之[

サ
ヽ
レ
イ
シ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

・
慈
云
小

石
也
沙
《
眞
■
云
砂
》
也
。 

眞
云
リ
ヤ
ク(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

】 

碝
磩<

1
5
6
-3
3
>

【
應
云
而
兗
反
石
次
玉
㆒
也
。
シ
ナ
〳
〵(

Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

Ｌ) 

下
益
云
音
戚(

Ｔ)

ー
ー[

碝

磩]

ノ
サ
ヽ
レ
イ
シ(

○
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

選
】 

磷<
1
5
6
-
4
1>

【
ウ
ス
ラ
ク(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

)

論
】 

堅
硬<

1
5
6
-4
2
>

【
益
云
五
更
切
堅
ー[

硬]

亦
作
鞕
。 

ア
ラ
シ(

Ｈ
Ｈ
○)

集 

フ
ト
シ(

Ｌ

Ｌ
○)

】 

ー[

硬]

鞕[

硬]<
1
5
6
-
4
4
>

【
干
云
上
通
】 

碇<
1
5
6
-
5
1>

【
順
云
丁
定
反
字
亦
作
矴
。
和
〜
伊
加
利[

イ
カ
リ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ) 

海
中
以
石
㆒

駐
舟
㆒
曰
ー[

碇]

と

。
】 

斫<
1
5
6
-
5
3>

【
音
灼(

Ｓ)

・
眞
云
削
也
斷
也
。
ウ
ツ(

Ｌ
Ｈ)

律 

ク
タ
ク(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

集 

ク

サ
キ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

眞
云
シ
ヤ
ク(

Ｌ
Ｌ
○)

】 

碾(

Ｒ)<
1
5
6
-
6
1
>

【
順
云
與
展
㆒
同
。
訓
歧
之
流[

キ
シ
ル]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

】 
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砅<
1
5
6
-
6
2>

【
ミ
カ
ク(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

書 

ト
ク(

Ｌ
Ｈﾞ

)

】 

磬(

「
三
五
二
」)<

1
5
6
-
6
3>

【
玉
云
口
定
反
以
石
㆒
爲
樂
器
也
・
順
云
和
〜
宇
知
奈
之[

ウ
チ

ナ
シ]

(

Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ) 

伽
藍
具
】 

方
ー[

磬]<
1
5
6
-
7
1>

【
順
云
俗
音
奉(

Ｒ)

強
】 

ー[

磬]

咳<
1
5
6
-
7
2>

【
信
云
謦
欬
律
ー[

磬]

樂
器
名
】 

金
磺<

1
5
6
-7
4
>

【
應
云
古
文
嗰
。
孤
猛
反
礦
鐄
銅
鐵
璞
也
。
經
作
丱
人
常
金
玉
之

地
。
侯(

Ｌ)

猛(

Ｈ)

又
口(

Ｈ)

猛(

Ｌ)
[

原
作
盤]
反
丱
之
言
ー[

磺]

。
金
玉
未
成
器
㆒
曰
丱
。

兩
義
大
同
。
仍
初
體
爲
正
と

。
・
玉
云
強
也
。
】 

一
五
七
頁 

 

礦[

磺]<
1
5
7
-
2
1
>

【
玉
云
同
上
・
應
云
古
猛(

Ｈ)

反
亦
作
鑛
鐄
謪
也
ー[

礦]

璞
也
・
東
云

金
璞
也
金
玉
未
成
器
也
。
亦
磺
。 

眞
云
火
ウ(

○
Ｌ-

Ｎ)

】 

ー[

磺]

嗰<
1
5
7
-
2
4>

【
干
云
上
通
】 

紫
礦<

1
5
7
-3
1
>

【
應
云
婆
羅
奢
樹
汁
也
。
其
色
甚
赤
用
。
染
皮
氎
等
㆒
也
。
】 

礰<
1
5
7
-
3
4>

【
觀
佛
經
歷
音
】 

一
磔<

1
5
7
-4
1
>

【
陀
羅
尼
集
經
云
如
來
一
ー[

磔]

等
人
一
肘
】 

梯
磴<

1
5
7
-
4
3
>

【
然
云
可
從
㆓
足
。
謂
升
躡
也
。
從
木
㆒
者
雉
莖(

Ｌ)

反
非
此
所
用
。

從
石
㆒
者
山
坂
漸
高
也
。
亦
可
義
用
。
正
應
從
㆓
阝
。
亦
梯
類
也
可
以
昇
高
㆒
也
。
】 

礩<
1
5
7
-
5
4>

【
之
逸
反
柱
下
石
張
利
反
】 

石
磵
寺<

1
57
-
6
1
>

【
俗
澗
字
】 
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五 
 

玉
部 

一
五
八
頁 

 

玉<
1
5
8
-
1
1>

【
音
獄(
Ｔﾞ

)

・
眞
云
美
石
也
・
魴
云
寶
石
燒
不
熱
水
不
濕
有
五
德
也
有

一
百
卅
八
般
又
明
華
也
・
千
字
文
云
金
生
麗
水
㆒
出
崑
崗
。 

タ
マ
記
】 

白
ー[

玉]<
1
5
8
-
2
1>

【
順
云
和
〜
與
眞
珠
㆒
同
。
】 

水
ー[

玉]<
1
5
8
-
2
2>

【
順
云
一
名
月
珠
。
水
精
也
。
】 

玊<
1
5
8
-
2
3>

【
弘
云
欣
救(

Ｒ)

思
鞠(

Ｔ)

思
錄(

Ｔ)
三
反
。
・
音
夙(

Ｔ)

、
粟(

Ｔ)

・
玉
云
琢

玉
㆒
工
也
。
】 

瑜
伽
師
地<

1
5
8
-3
1
>

【
弘
云
翼
珠(

Ｆ)

反
玉
美
也
・
慈
云
言
ー[

瑜]

伽
者
名
爲
相
應
。

此
有
五
義
㆒
故
不
別
翻
釋
論
云
云
々
師
有
ー[

瑜]

伽
。
々
々
之
師
。
音
力
師
之
地

音
力
卽
地
。
・
應
云
師
舊
經
云
觀
行
人
是
地
卽
十
七
地
。
】 

瑠
璃<

1
5
8
-4
3
>

【
順
云
流(

Ｌ)

離(

Ｌ)

二
音
俗
云
留(

Ｒ)

利(

Ｈ)

・
慈
云
吠
ー
ー[

瑠
璃]
略
言

ー
ー[

瑠
璃]

。
・
應
云
亦
云
鞞
頭
梨
。
從
山
㆒
爲
名
。
謂
遠
山
寶
《
卽
須
彌
山
》

此
寶
靑
色
一
切
寶
皆
不
可
壞
。
亦
非
煙
焰
所
㆓
能
鎔
鑄
。
唯
鬼
神
有
通
力
㆒
者

能
破
之
爲
物
。
或
云
是
金
翅
鳥
卵
㲉
鬼
神
破
之
㆒
以
賣
與
人
㆒
也
・
中
云
靑
黃

赤
白
色
也
。
有
云
須
彌
山
南
面
寶
也
。
有
云
ー
ー[

瑠
璃]

火
齊
《
去
聲
》
也
。
憬

云
有
靑
色
如
玉
。
亦
狀
如
雲
母
。
色
如
紫
玉
。
光
耀
如
蟬
羽
・
眞
引
應
云
舊

云
鞞
稠
利
夜
亦
鞞
頭
梨
也
。
瑫
云
云
々
。
不
聞
陀
ー
ー[

瑠
璃]

云
□
女
瑯
琊
故
。

知
新
人
還
用
舊
轉
。
】 

一
五
九
頁 

 

吠
瑠
璃<
1
59
-
1
1
>

【
見
上
注
】 

毗
琉
璃<

1
59
-
1
2
>

【
見
上
】 

波
斯
瑠
璃<1

5
9
-
1
3>

【
陀
羅
尼
集
經
云
□[

ー]

ー
ー
ー[

波
斯
瑠
璃]

二
兩
】 

玭
环
璃<

1
5
9
-
2
1
>

【
信
云
作
吠
ー
ー[

环
璃]

蒲
蠲
反
説
文
珠
也
ー
ー[

环
璃]

靑
色
玉
也

火
齊
狀
如
雲
光
耀
也
】 

珊
瑚<

1
5
9
-2
4
>

【
順
云
刪(

Ｆ)

胡(

Ｌ)

二
音
俗
云
珊
音
如
殘(

Ｌ)

。
・
慈
云
紅
赤
色
。
石

の

脂
の

似
樹
形
に

・
中
云
上
又
思
割
反
ー
ー[

珊
瑚]

崑
崙
山
。
碧
樹
在
北
。
順
憬
云

罽
賓
國
出
ー
ー[

珊
瑚]

㆒
也
。
高
誘
云
靑
石
也
。
玉
云
瑚
夏
曰
ー[

珊]

㆒
殷
曰
璉
㆒
周

曰
莡
と

・
弘
云
璉
也
簠
簋
也
槤
《
力
展
》
也
器
也
ー
ー[

珊
瑚]

樹
有
枝
無
葉
《
上
》

出
海
中
色
白
後
漸
赤
玉
ー[

珊]

・
眞
云
瑫
云
ー
ー[

珊
瑚]

寶
樹
生
海
底
石
上
。
・
東

云
又
《
入
》
貝
の

屬
な
り

生
海
。
寶
な
り

出
山
之
。
《
下
》
盛
黍
稷
㆒
器
也
。
受
一

斗
。
】 

琥
珀<

1
5
9
-5
3
>

【
順
云
虎(

Ｈ)

伯(

Ｔ)

二
音
俗
音
玖
波
久[

ク
ハ
ク] 

上
弘
云
美
玉
名 

眞

云
ク
ハ
ク
】 

車
䭷<

1
5
9
-6
1
>

【
音
渠(

Ｆ)

・
慈
云
牟
娑
洛
揭
婆
此
云
ー
ー[

車
䭷]

。
靑
白
間
色
。
・
中

云
新
唐
韻
作
硨
磲
。
美
石
次
玉
㆒
也
。
】 

馬
瑙<

1
5
9
-6
4
>

【
見
月
部 

・
慈
云
遏
濕
摩
《
杵
義
》
揭
婆
《
藏
義
或
云
胎
堅
實

故
》
云
杵
藏
。
言
ー
ー[

馬
瑙]

者
色
如
馬
腦
㆒
故
作
馬
腦
字
。
寶
類
故
從
玉
。
有
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多
色
。
或
純
白
。
或
靑
黃
。
或
衆
色
間(

マ
シ
ハ
レ
リ)

・
應
云
梵
言
謨
薩
羅
揭
婆
。

此
云
杵
藏
《
云
々
》
・
中
云
復
云
形
似
杵
㆒
藏
在
石
中
。
】 

一
六
〇
頁 

 

理<
1
6
0
-
1
3>

【
音
里(

Ｈ)
・
弘
曰
分
也
事
也
治
也
媒
也
・
珠
云
去
止
和
利[

コ
ト
ワ
リ]

(

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ) 

允
云
此
云
事
破
・
眞
云
義
ー[

理]

也
正
ー[

理]

也
事
ー[

理]

也 

ヤ
ム
《
止

也
》 

玉
抄
云
ヲ
サ
ム 
ツ
ク
ロ
フ
】 

䉼[

料]

ー[

理]<
1
6
0
-
2
3
>

【
シ
ツ
ラ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

遊
】 

ー[

理]

趣<
1
6
0
-
2
4>

【
慈
云
ー[

理]

者
道
ー[

理]

、
趣
者
趣
向
所
趣
處
也
・
又
云
ー[

理]

謂

義
ー[

理]

、
趣
謂
意
趣
。
】 

珎
珍<

1
6
0
-3
3
>

【
干
云
上
通
。
・
音
鎭(

Ｌ)

・
弘
云
寶
也
獻
也
重
也
・
應
云
周
禮
有

八
□[

ー[

珍]]

々
貴
□[

也]

。 

タ
カ
ラ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

選 

メ
ツ
ラ
カ
ナ
リ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ
Ｌ
○
○)

切
】 

七
ー[

珍]<
1
6
0
-
4
2>

【 

】 

八
ー[

珍]<
1
6
0
-
4
3>

【 

】 

ー[

珍]

玩<
1
6
0
-
4
4
>

【
音
翫(

Ｒﾞ
) 

慈
云
珍
は

寶
、
ー[

玩]

は

弄
也
。
好
也
戲
弄
也
。
尚

書
ー[

玩]

人
㆒
𠸶[

喪]

𢛳[

德]

㆒
ー[

玩]

物
㆒
𠸶[

喪]

志
。
有
本
作
翫
。
《
習
也
》
菩
《
好

也
》
皆
非
・
弘
云
翫
也
・
眞
云
弄
玩
之
處
必
可
用
㆓
ー[

玩]

。
習
翫
之
處
必
可
用
㆓

翫
。
自
宗
通
用
・
東
云
或
作
翫
。
愛
好
也
厭
也
戲
予
也
又
珍
目
也
看
也
望
也
。

或
作
貦
。 

モ
テ
ア
ソ
フ(

Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

)

書
】 

瓊<
1
6
0
-
6
4>

【
弘
云
求
營(

Ｌ)

反
玉
樹
也
】 

璿
珠<

1
6
0
-7
1
>

【
弘
云
辭
緣
反
玉
名 

應
云
春
山
寶
有
ー
ー[

璿
珠]

也
玉
類
】 

球
琳<

1
6
0
-7
3
>

【
順
云
求
林
二
音 

弘
云
上
玉
磬
下
玉
名
】 

一
六
一
頁 

 

璆<
1
6
1
-
1
1>

【
・
弘
云
球
字
・
季
云
多
麻[

タ
マ]

音
虯
】 

球
璆<

1
6
1
-1
3
>

【
干
云
竝
正
】 

琳
珉<

1
6
1
-1
4
>

【
選
音
決
云
旻
音
ー
ー[

琳
珉]

ノ
タ
マ(

○
Ｌ
Ｌ)

選
】 

瑭<
1
6
1
-
2
2>

【
音
唐(

Ｌ)

・
弘
云
玉
名
・
東
云
璑
《
音
無
》
ー[

瑭]

玉
名
。
】 

琛
々<

1
6
1
-2
4
>

【
弘
云
敕
林(

Ｌ)

反
重
也
・
東
云
寶
也
珠
也
美
實
也
。
】 

璧
玉<

1
6
1
-3
2
>

【
音
躄
・
弘
云
好
孔
也
。
・
眞
云
瑞
玉
也
。
ー
ー
方
圓
。
外
圓
内
孔

方
者
也 

東
云
玉
笏
也
玉
環
也
玉
也
・
玉
云
瑞
玉
四
方
一
尺
也
・
千
字
文
云

尺
ー[

璧]

非
寶
㆒
寸
陰
是
競
。
】 

紅
環<

1
6
1
-4
3
>

【
公
云
音
貫(

Ｌ) 

タ
マ
キ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

正
還(

Ｌ) 

・
弘
云
繞
也
旋
也
・
眞

云
璧
好
倍
肉
者
也
。
釧
之
屬
也
・
又
云
圍
也
・
東
云
玉
事
也
遶
也
玉
也
圌
也 

メ
ク
ル(
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

選 

眞
云
又
ク
ヱ
ン(

○
Ｌ
Ｌ)

】 
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玲
瓏<

1
6
1
-
5
4
>

【
類
云
零(

レ
イ
Ｌ)

音
下
音
籠(

Ｌ)

・
弘
云
玉
有
龍
文
㆒
也
。
季
云
ー
ー

[

玲
瓏]

玉
聲
。
ー
ー[

玲
瓏]

ト
ナ
ル(

○
Ｈ
Ｌ)

選 

カ
ヽ
ヤ
イ
テ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ)

遊
】 

琬
琰<

1
6
1-
6
3
>

【
順
云
遠(

Ｈ)

掩(

Ｈ)

二
音
・
弘
云
《
上
》
圓
也
《
下
》
美
色
也
。
】 

瑒
璲<

1
6
1
-
7
1
>

【
順
云
陽(

Ｌ)

遂(

Ｒ)

二
音
或
用
陽
ー[

瑒]

二
字
和
〜
比
度
流
太
万[

ヒ
ト

ル
タ
マ] 

火
精
也 

弘
云
《
上
》
雉
梗
反
《
下
》
珮
也
】 

瑇
瑁<

1
6
1
-7
4
>

【
應
云
音
代(

Ｒ)

妹(
Ｒﾞ

)

如
龜
生
南
海
中
。
大
者
如
蘧
蒢
。
背
上
有
鱗

將
欲
用
煮
之
其
皮
則
柔
隨
意
所
用
・
順
云
又
毒
冒
二
音
・
下
弘
云
冒
也
。
】 

一
六
二
頁 

 

環
釧<

1
6
2
-1
4
>

【
然
云
在
指
㆒
者
爲
ー[

環]

㆒
在
臂
㆒
者
爲
釧
。
】 

琰
摩<

1
6
2
-2
2
>

【
應
云
以
冉(

Ｈﾞ
)

反
或
作
閻
摩
羅
或
閻
羅
、
閻
摩
羅
社
、
夜
磨
「
盧

迦
、
皆
梵
音
楚
夏
聲
之
訛
轉
也
。
此
云
縛
。
或
云
雙
竊
謂
、
苦
樂
竝
受
故
名
。
」

又
云
閻
摩
此
云
雙
羅
社
此
云
王
兄
及
妹
作
地
獄
王
兄
治
男
事
妹
作
女
事
故
云

雙
王
】 

嘉
瑞<

1
6
2-
3
3
>

【
慈
云
與
睡(

Ｒ)

㆒
同
音
應
也
信
也
符
也
・
應
云
言
は

有
善
美
之
德
㆒

卽
應
之
以
信
ー[

瑞]

㆒
也
。
・
中
云
節
信
也
符
應
也
・
眞
云
祥
也
。 

有
玉
抄
云

カ
ナ
フ 

ノ
フ
】 

瑞
殿<
1
6
2
-4
3
>

【
古
語
美
豆
乃
美
阿
良
可[

ミ
ツ
ノ
ミ
ア
ラ
カ]

】 

捉
瑱<

1
6
2
-5
1
>

【
弘
云
他
見(

Ｒ)

反
塞
耳
㆒
玉
也
・
順
云
音
鎭(

Ｆ)

美
々
不
太
歧[

ミ
ヽ
フ
タ

キ]
(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌﾞ

)

・
應
云
ー[

瑱]

鎭
也
懸
當
耳
旁
不
欲
使
人
妄
聽
自
鎭
重
也
或
名
充

耳
・
季
云
音
田(

Ｌ)

】 

玉
ー[

瑱]<
1
6
2
-
6
1>

【 

】 

ー[

瑱]

瑠<
1
6
2
-
6
2>

【
應
云
塡
瑠
經
ー[

瑱]

塞
耳
也
】 

珥
璫<

1
6
2
-6
4
>

【
弘
云
如
志(

Ｒ)

反
耳
璫
也
・
應
云
珠
在
耳
㆒
也
。
耳
璫
垂
珠
㆒
者
也
。
】 

射
珥<

1
6
2
-7
3
>

【
應
云
ー[

珥]

劍
鐔
《
餘
諶
反
劍
口
也
》
也
】 

一
六
三
頁 

 

璫
渠<

1
6
3
-1
1
>

【
順
云
音
當(

Ｆ)

文
選
師
説
古
之
利[

コ
シ
リ]

(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｌ)

、
又
云
美
々
久
佐

利[

ミ
ヽ
ク
サ
リ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ
Ｌ)

・
應
云
充
耳
穿
耳
㆒
施
珠
㆒
曰
ー
。
本
出
西
戎
㆒
也
。
西

國
王
等
多
用
金
銀
㆒
作
之
著
耳
匡
中
用
以
裝
飾
也
。
渠
耳
渠
也
・
東
云
珠
也
。
】 

玷
玦<

1
6
3
-2
3
>

【
上
音
點(

Ｈ)

・
弘
云
都
簟
反
𡙇[

缺]

也
・
東
云
玉
瑕
也
。
又
音
店(

Ｌ)

。 

カ
ケ
タ
リ(

□[

Ｈ]

Ｌ
○
○)

論 

キ
ス(

Ｈ
Ｈﾞ

)

記 

・
下
弘
云
居
穴
反
雜
也
・
應
云
玷

玦
經
玦
非
。
】 

珮<
1
6
3
-
3
3>

【
順
云
音
與
佩(

Ｒ)

㆒
同
。
於
牟
毛
乃[

オ
ム
モ
ノ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

・
弘
云
王
の

帶
せ
る

玉
也
・
玉
云
凡
帶
物
於
㆓
身
㆒
皆
謂
之
ー[

珮]

説
文
爲
佩
字
。
】 

鈴
珮<

1
6
3
-4
2
>

【
弘
有
處
云
波
江
反
訓
於
布
毛
乃[

オ
フ
モ
ノ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

】 

珤<
1
6
3
-
4
4>

【
弘
云
補
抱
反
珍
也
端
也
・
玉
云
古
文
寶
字
。
】 
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璩
印<

1
6
3
-5
2
>

【
弘
云
秬
於
反
・
應
云
玉
名
也
耳
ー[

璩]

也
印
臂
印
也
。
】 

瑋<
1
6
3
-
5
4>

【
法
花
大
宋
本
云
音
葦(

Ｈ)

・
弘
云
珍[

原
作
玲]

奇
也
。
】 

璽<
1
6
3
-
6
2>

【
選
音
決
云
音
徙(

Ｈ)

・
弘
云
印
也
封
書
也
信
也
。
】 

印
璽<

1
6
3
-6
4
>

【
應
云
天
子
之
玉
印
也
亦
神
器
也
。
・
魴
云
王
印
也
秦
始
皇
刻
作

也
。
】 

瑑
琢<

1
6
3
-7
3
>

【
干
云
上
珪
璧
文
音
篆
。
下
ー[

琢]

玉
《
下
》
・
弘
云
都
角(

Ｔ)

反 

ミ

カ
ク(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

集
】 

一
六
四
頁 

 

鉤
瑑<

1
6
4
-1
1
>

【
應
云
釣
㧻
、
論
ー[

瑑]

非
。
】 

琭<
1
6
4
-
1
2>

【
弘
云
力(

Ｔ)

木(

Ｓﾞ
)

反 

ハ
ツ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

書
】 

琱<
1
6
4
-
1
3>

【
弘
云
都
堯(

Ｌﾞ
)

反
雕
也
彫
也
・
東
云
ー[

琱]

謂
之
琢
。
治
玉
㆒
石
。
々

似
玉
。
】 

瑕
疵<

1
6
4
-2
1
>

【
公
云
音
計(

Ｌ)

正
河(

Ｌ) 

キ
ス(

Ｈ
Ｈﾞ

)

・
慈
云
過
也
病
也
玉
内
有
病
㆒

曰
ー[

瑕]

外
有
病
㆒
曰
玼
と

・
中
云
捷
作
瘕
々
病
也
。
・
眞
云
玉
病
也
・
東
云
諐

過
也
・
玉
云
裂
也
穢
也
咎
也
。 

ア
ヤ
マ
ツ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

詩
】 

玼<
1
6
4-
3
2>

【
弘
云
且
禮
反
鮮
明
也
・
玉
云
新
色
鮮
也
・
季
云
音
疵(

Ｌ)

玉
病
也
。

又
音
此(

Ｈ)

】 

瑳<
1
6
4
-
4
1>

【
弘
云
且
我(

Ｈﾞ)

反
蹉
《
同
》
・
東
云
玉
色
鮮
又
㗛[

笑]

貌
又
平
聲
。 

眞

云
サ 

】 

磨
瑩<

1
6
4
-
4
3
>

【
公
云
音
永(

Ｌ) 

ミ
カ
ク(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ) 

正
榮
・
眞
云
亦
鎣
ー[

瑩]

飾
也

拭
物
㆒
使
發
光
明
㆒
也
。
又
去
聲
・
玉
云
律
瓊(

Ｌ)

爲
明(

Ｌ)

反
美
石
也
玉
色
也
又

於
坰
反
摩
也
謂
摩(

㆐)

拭
珠
玉
㆒
使
發
光
明
㆒
也
。
】 

瑛
吉
祥<

1
64
-
5
4
>

【
應
云
於
京
反
。
依
字
㆒
玉
光
也
。
泌[

菩
薩]

名
。
】 

寳
瑛<

1
6
4
-6
2
>

【
弘
云
於
京(

Ｆ)

反
玉
精
華
也
・
應
云
水
精
謂
之
石
ー[

瑛]

。
ー[

瑛]

亦

玉
光
也
。
】 

璅[

瑣]<
1
6
4
-
7
1
>

【
弘
云
子
道(

Ｈ)

反
璪
也
。 

眞
云
サ(

Ｈ)

】 

瑣<
1
6
4-
7
2
>

【
音
鎖(

Ｈ)

・
弘
云
鏤
也
鎖
也
錄
也
連
也
環
也
・
東
云
靑
ー[

瑣]

は

戸
邊

飾
也
。
玉
聲
。
入
碎
小
也
。
字
書
作
鎻(

Ｈ)

・
玉
云
小
貌
平
器
細
陋
貌
。
ー[

瑣]

尾
少
好
貌 

干
云
上
俗
】 

一
六
五
頁 

 

琨
瑤<

1
6
5
-1
3
>

【
順
云
昆(

Ｌ)

遙(

Ｌ)

二
音
。
】 

碧
玉<

1
6
5
-1
4
>

【
弘
云
彼
戟(

Ｔ)

反
又
伯
。
青
也
。
・
應
云
ー
ー[

碧
玉]

主
貝
玉
也
。
今

越
嶲
東
山
出
ー
ー[

碧
玉]

也
・
眞
云
靑
玉
・
東
云
又
美
又
靑
白
色
名
な
り

。
渉
翠
な

り

。 
タ
マ(

Ｌ
Ｌ)

集 

ミ
ト
リ(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ) 

ア
ヲ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

眞
云
ヘ
キ(

Ｌ
Ｌ)

白(

Ｓ)

】 
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瓔
珞<

1
6
5
-3
1
>

【
上
類
云
嬰
音
下
音
洛(

Ｔ)

。
中
云
以
珠
飾
身
㆒
也
。
或
作
纓
《
冠
ー

[

纓]
》
絡
《
ー[

絡]

繞
》
非
。
】 

諸
瓔<

1
6
5
-3
4
>

【
慈
云
ー[

瓔]

珞
珍
ー[

瓔]

也
冠
纓
作
纓
。
】 

玖<
1
6
5
-
4
2>

【
類
云
九
音
・
弘
云
黑
色
石
。
】 

珕<
1
6
5
-
4
3>

【
弘
云
力
知(

Ｌ)
、
力
計(

Ｒ)

反
力
飾
也
。
】 

ー[

珕]

須<
1
65
-
4
4
>

【
應
云
力
計(

Ｒ)

反
。
比
丘
名
。
依
字
㆒
蜄
《
市
忍
》
屬
也
。
】 

珠<
1
6
5
-
5
2>

【
順
云
音
朱(

Ｆ)

・
弘
云
蚌
中
陰
精
也
。
・
眞
云
ー[

珠]

玉
也
・
魴
云
ー

[

珠]

有
卄
六
般
明
月
ー[

珠]

貴
・
千
字
文
云
劍
號
巨
闕
ー[

珠]

稱
夜
灮[

光]

。 

】 

眞
珠<

1
6
5
-6
2
>

【
中
側
隣
反
實
也
。
中
云
圜
玉
也
・
慈
云
佛
地
云
赤
蟲
《
栖
復
云

蚌
合
也
》
所
出
也
。
或
珠
體
赤
名
赤
眞
ー[

珠]

。
】 

眞
ー[

珠]<
1
6
5
-
7
2>

【
順
云
之
良
太
麻[

シ
ラ
タ
マ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

】 

月
ー[

珠]<
1
6
5
-
7
3>

【
和
〜
美
都
度
流
太
万[

ミ
ツ
ト
ル
タ
マ]

(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ)

】 

一
六
六
頁 

 

火
ー[

珠]<
1
6
6
-
1
1>

【
塔
乃
比
散
久
賀
太[

塔
ノ
ヒ
サ
ク
カ
タ]

(

○
○
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

】 

雲
ー[

珠]<
1
6
6
-
1
2>

【
辨
色
〜
〜
云
宇
須[

ウ
ス]

今
案
雲
母
之
一
名
也
。
爲
馬
飾
㆒
所
出

未
詳
。
】 

洛
神
ー[

珠]<
1
6
6
-1
4
>

【
和
〜
保
々
都
歧[

ホ
ヽ
ツ
キ]

(

Ｌ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

】 

璣<
1
6
6
-
2
1>

【
弘
云
渠
氣
反
小
不
圓
㆒
玉
・
應
云
又
居
衣(

Ｆ)

反
珠
之
不
圓
者
也
。
小

珠
】 

赤
ー[

珠]<
1
6
6
-
2
3>

【
應
云
右
旋
寶
之
形
狀
。
】 

旋
ー[

珠]<
1
6
6
-
2
4>

【
應
云
字
宜
作
璿
】 

玫
瑰<

1
6
6
-3
1
>

【
順
云
枚(

Ｌﾞ)

廻(

Ｌ)

二
音
和
〜
與
雲
母
㆒
同
。
・
慈
云
赤
色
也
火
齊

珠
也
。
一
曰
石
之
美
好
曰
改
㆒
圓
好
曰
瑰
。
石
珠
也
琅
玕
也
。
出
昆
崙
・
應
云

經
作
㻁
。
非
・
中
云
明
月
也
一
名
琉
璃
。
】 

瓌
瑋<

1
6
6
-4
2
>

【
見
下
注 

上
ア
ヤ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

】 

瓌
異<

1
6
6
-4
3
>

【
應
云
又
瓌
、
傀
。
同
古
回
反
。
傀
美
也
盛
也
偉
《
奇
也
》
也
傀
偉

奇
玩
也
。
】 

䰰[

瑰]

異<
1
6
6
-
5
2>

【
同
上
注
】 

琅
玕<

1
6
6
-5
3
>

【
順
云
音
朗(

Ｌ)

干(

カ
ン
Ｆ)

】 

瑯[

琅]

瑘[

琊]<
1
6
6
-
5
4
>

【
音
郎
耶 

魴
曰
ー
ー[

瑯

瑘]

郡
名
在
沂
州
】 

玓
瓅<

1
6
6
-6
2
>

【
應
云
丁
歷(

Ｔ)

反
ー
ー[

玓

瓅]

明
珠
也
經
的
非
・
下
弘
云
力
的(

Ｓ)

反
。
】 

如
珂<

1
6
6
-6
4
>

【
慈
云
苦
何(

Ｌ)

反
螺
屬
出
海
中
。
潔
白
如
雪
㆒
者
也
。
有
作
軻
。《
中
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云
口
佐
反
接
軸
也
亦
輱[

轗]

《
口
紺
》
軻
不
遇
也
。
》
非
・
應
云
經
䯊
、
非
。
・
中

云
石
似
玉
㆒
也
。
馬
腦
也
・
眞
云
ー[

珂]

寶
色
如
雪
㆒
者
。
自
古
㆒
用
爲
市
易
。
主

秦
を

廢
㆓
而
用
䤮
㆒
。
今
案
可
用
㆓
海
蟲
訓
を

】 

一
六
七
頁 

 

琀<
1
6
7
-
1
3>

【
弘
云
胡(

Ｌ)

紺(
Ｒ)

反
送
終
㆒
口
中
㆒
玉
。
】 

璗<
1
6
7
-
1
4>

【
初
學
記
云
音
蕩(

Ｈ)

黃
金
謂
之
ー[

璗]

・
弘
云
金
美
也
・
順
云
和
〜
古

賀
祢[

コ
カ
ネ]

(

Ｈ
Ｌﾞ

Ｌ)

。
】 

玦
㺲(

「
在
上
」)<

1
6
7
-
2
3
>

【
弘
云
女
九
反
印
鼻
也
・
應
云
玦
如
環
㆒
而
ー[

玦]

不
相
連
。

下
或
鈕
印
ー[

㺲]

謂
之
鼻
。
今
像
㆒
此
也
。
】 

佉
玎<

1
6
7
-3
2
>

【
弘
云
多
庭
反
劣
也
。
・
應
云
竹
耕(

Ｌ)

反
。
】 

琪
樹<

1
6
7
-3
4
>

【
音
其(

Ｌ)

】 

璞<
1
6
7
-
4
1>

【
眞
云
匹(

Ｔ)

角(

Ｔ)

反
ー[

璞]

鑛
也
亦
作
璞
矣
・
公
云
音
博(

Ｓ)

・
順
云
和

〜
阿
良
太
万[

ア
ラ
タ
マ]
(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ) 

玄
義
云
周
ー[

璞]

鄭
ー[

璞]

名
同
質
異
】 

瑿
泥
邪<

1
67
-
4
4
>

【
應
云
烏
奚(

Ｌ)

反
鹿
王
名
。
舊
經
伊
泥
延
又
作
因
尼
延
、
㖶
《
一

賢
》
尼
延
㆒
皆
一
也
。 

和
衣[

原
作
「
夜
」
、
傍
書
「
衣
歟
」]

伊[

エ
イ]

音
】 

玬(

Ｈ)<
1
6
7
-
5
3
>

【
音
亶
・
魴
云
亦
玉
。
内
典
。
】 

<
1
6
7
-
5
4
>

【
音
嬾(

Ｈ)

・
魴
云
未
訓
。
内
典
。
】 

珊
覩
史
多<1

6
7
-
6
1>

【
所
殘 

都
古 

疎
士 

眞
云
今
案
ー[

珊]

言
與
薩
㆒
同
。
此
云

妙
。
覩
史
多
此
云
喜
足
。
卽
妙
喜
足
。
是
彼
天
王
名
。
】 

ー[

珊]

若
娑
病<

1
67
-
7
1
>

【
應
云
此
云
發
風
病
。
一
發
不
起
㆒
者
也
。
】 

ー[

珊]

闍<
1
6
7
-
7
3>

【
應
云
蘇
安(

Ｆ)

反
子
名
也
。
經
有
作
袄[

刪]

所
姧[

奸]

反
。
】 

一
六
八
頁 

 

珊
地<

1
6
8
-1
1
>

【
應
云
桑
干
反
】 

孆
瑻<

1
6
8
-1
2
>

【
應
云
纓
貫
論
ー
ー[

孆
瑻]

、
非
。
】 

䭄<
1
6
8
-
1
3>

【
應
云
掖
、
經
ー[

䭄]

、
非
。
】 

頊
浮<

1
6
8
-1
4
>

【
應
云
許
玉
反
】 

瓚(

Ｈ)<
1
6
8
-
2
1
>

【
昨
旱
反
】 

琮<
1
6
8
-
2
2>

【
玉
云
祚
宗(

Ｆ)

反
ー[

琮]

之
言
聚
也
】 

王<
1
6
8
-
2
3>

【
弘
曰
禹
方(

Ｆ)

反
往
也
大
也
君
也
姓
也
威
。
・
中
云
天
子
也
・
眞
云

大
君
也
又
去
聲 

・
然
云
以
一
㆒
貫
三
㆒
名
之
㆒
爲
ー[

王]

と

。
三
謂
三
才
卽
天
地

人
。
俗
中
不
知
㆓
有
と
い
ふ
こ
と

三
界
諸
天
㆒
故
。 

キ
ミ
詩
】 

親
王<

1
6
8
-3
4
>

【
允
云
三
古[

ミ
コ]

(

Ｈ
Ｈ)

】 
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ー[
王]

於
三
界<

1
68
-
4
1
>

【
中
云
往
況(

Ｒ)

反
盛
德
之
君
南
面
之
尊
故
謂
ー[

王]

。
々
天

下
㆒
也
。
】 

壬<
1
6
8
-
4
4>

【
音
任
】 

𡈼(

「
二
々
七
」)<

1
6
8
-
5
1
>

【
他
井
反
善
也
】 

主<
1
6
8
-
5
2>

【
慈
云 

見
丶
部
】 

皇<
1
6
8
-
5
3>

【
音
黃(

Ｌ)

・
弘
云
大
也
匡
也
天
也
君
也
正
也
主
也
美
也 

然
云
極
也

壯
盛
貌 

魴
云
亡
也
ー[

皇]

甫
人
姓 
オ
ホ
キ
ニ(

Ｌ
Ｌ
○
○)

記
】 

天
ー[

皇]<
1
6
8
-
6
2>

【
ス
メ
ラ
キ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

)

宣
】 

ー[

皇]

矣<
1
6
8
-
6
3>

【
オ
ホ
イ
ナ
ル
カ
ナ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

記
】 

希
望<

1
6
8
-6
4
>

【
音
亡
又
妄
・
應
云
説
文
出
ー[

望]

在
外
ー[

望]

其
甚
還
也
字
從
望
省
㆒

聲
。
若
無
放
反
な
ら
ば

説
文
月
滿
與
日
㆒
相
ー[

望]

也
。
字
從
月
。
但
此
二
字
音
體

人
多
不
辨
㆒
故
此
兩
釋
・
眞
云
武
訪
反
希
ー[

望]

也
又
武
方(

Ｆ)

反
看
ー[

望]

也
。
・
魴
云
從
口
從
省
。
口
傳
云
平
《
ノ
ソ
ム(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

》
去
《
ノ
ソ
ミ(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ)
》
。

ノ
ソ
ム
シ
ニ(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｈ
○)

選 

ウ
ラ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

詩 

ワ
ス
ル
遊
】 

一
六
九
頁 

 

朢[

望]<
1
6
9
-
1
4
>

【
宋
云
音
亡(

Ｌﾞ
)

又
妄(

Ｒﾞ
)

・
順
云
此
間
云
ー[

朢]

月
。
毛
知
豆
歧[

モ

チ
ツ
キ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ) 

《
平
》
モ
チ
切
】 

庶
ー[

望]<
1
6
9
-
2
2>

【
コ
ヒ
ネ
カ
ヒ
ノ
ソ
マ
ク(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｈﾞ

Ｌ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｈ)

後
】 

觖
ー[

望]<
1
6
9
-
2
3>

【
ウ
ラ
ミ
ノ
ソ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

律
注
】 

ー[

望]

月<
1
6
9
-
2
4>

【
順
云
】 

尪[

尩]

羸<
1
6
9
-
3
1>

【
音
注(

Ｌ)

・
應
云
弱
也
短
小
曰
ー[

尪]

々
小
也
。
】 

班
宣<

1
6
9
-
3
3
>

【
弘
云
補
姦(

Ｌ)

反
別
也
次
也
賦
也
編
也
位
也
列
也
賜
也
布
也
還

也
。
・
應
云
案
古
書
或
作
頒
。
々
遍
也
賦
與
也
・
東
云
遍
付
與
也
。
長
孫
訥

(

Ｓﾞ
-

ト
ツ)

言
云
從
歹
。
麻
杲
云
從
刀
。
分
瑞
玉
也
運
也
・
玉
云
ー[

班]

制
謂
尊
卑

之
差
也
。 

ア
カ
ツ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

選 

ツ
イ
ツ(

Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

) 

ア
マ
ネ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｆ)

論 

ホ
ト

コ
ス(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｌ) 

永
超
僧
都
云 

ー
ー[

班
宣]

ア
カ
チ
ノ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｈﾞ

)

】 

斑
駮<

1
6
9
-5
3
>

【
音
同
上
・
應
云
又
辬
ー[

斑]

駮
也
ー[

斑]

文
貌
雜
色
爲
ー[

斑]

。
經
斒 

マ
タ
ラ
ナ
リ
切
】 

ー[

斑]

蘭<
1
6
9
-
6
2>

【
應
云
斒
斕
、
經
ー[

斑]

、
非
。
】 

斑
荼
婆<

1
69
-
6
3
>

【
信
云
山
名
増
一
云
般
荼
婆
山
譯
曰
白
山
亦
云
姓
也
】 

琴<
1
6
9
-
7
1>

【
音
禽(

Ｌ)

・
慈
云
禁
也
。
言
は

君
子
守
正
㆒
以
自
禁
。
神
農
作
。
・
中

云
本
置
五
絃
。
文
王
加
一
武
王
加
一
。
長
三
尺
三
寸
六
分
。
大
者
廿
絃
云
々
・
平

備
云
ー[

琴]

乃
己
等[

ノ
コ
ト]

(

○
Ｌ
Ｈ)

。 

コ
ト
切
】 
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一
七
〇
頁 

 

新
羅
ー[
琴]<

1
7
0
-1
1
>

【
順
云
和
〜
之
良
歧
古
度[

シ
ラ
キ
コ
ト]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

】 

日
本
ー[

琴]<
1
7
0
-1
3
>

【
順
云
俗
用
倭
〜
二
字
。
】 

倭
ー[

琴]<
1
7
0
-
1
4>

【
夜
末
度
古
度[

ヤ
マ
ト
コ
ト]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｈ)

】 

鴟
尾
ー[

琴]<
1
7
0
-2
1
>

【
度
比
能
乎
古
度[

ト
ヒ
ノ
ヲ
コ
ト]

(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

】 

百
濟
ー[

琴]<
1
7
0
-2
3
>

【
久
太
良
古
度[
ク
タ
ラ
コ
ト]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

】 

瑟<
1
7
0
-
24
>

【
音
蝨(

Ｔ)

・
弘
云
閇[

閉]

也
・
中
云
樂
器
也
庖
義
氏
作
長
八
尺
二
寸
。

似
箏
而
大
廿
八
絃
・
信
云
今
案
簫
ー[

瑟]

也
。
今
案
簫
ー[

瑟]

秋
涼
風
氣
也
非
樂

器
也
・
備
云
ー[

瑟]

ノ
己
等[

コ
ト]

(

Ｌ
Ｈ)

・
玉
云
壹
也
羅
貌
矜
莊
貌
。
蕭
ー[

瑟]

猶
蕭

條
。 

眞
云
七(

Ｓ)

音
】 

烏
ー[

瑟]<
1
7
0
-
4
2>

【 

】 

ー[

瑟]

吒<
1
7
0-
4
3
>

【
眞
云
今
案
取
上
半
音
㆒
可
呼
主
䫂
の

音
㆒
也
。
説
二
今
字
皆
放

此
。
】 

琵
琶<

1
7
0
-5
1
>

【
順
云
毗(

Ｌﾞ)

婆(

Ｌ)

二
音
俗
云
微(

Ｌﾞ
)

波(

Ｌ)

・
中
云
智
周
云
本
出
胡

中
。
馬
上
所
鼓
㆒
也
。
推
手
前
㆒
曰
琵
㆒
引
却
曰
琶
。
牟
云
長
三
尺
《
像
三
才
》

五
寸
《
五
行
》
二
孔
《
日
月
》
四
絃
《
四
時
》
或
作
批
把
。
以
手
㆒
批
把
。
因

て

名
。
】 

王
舎
城<

1
70
-
6
3
>

【
在
士
部
】 

現(

Ｈ)<
1
7
0
-
6
4
>

【
中
云
胡(

Ｌ)

甸(

Ｒ)

反
露
也 

眞
云
示
也 

壬
部 

眞
云
ア
ラ
ハ
ス

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

】 

聖<
1
7
0
-
7
2>

【
在
耳
部
】 
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六 
 

心
部 

二
三
六
頁 

 

心<
2
3
6
-
1
1>

【
源
爲
憲
口
遊
云
音
深(

Ｆ)

火
之
精
色
赤
・
弘
云
神
也
容
也
・
中
云
ー

[

心]

意
也
・
魴
云
五
藏
之
主
曰
ー[

心]

と

・
唯
識
論
云
集
起
名
心
と

。
コ
ヽ
ロ(

Ｌ
Ｌ

Ｈ)

詩 

ナ
カ
ヒ
タ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)
集
】 

忄[

心]<
2
3
6
-
2
1
>

【
廣
云
同
上
】 

中
心<

2
3
6
-2
2
>

【
コ
ヽ
ロ
ノ
ウ
チ
】 

多
ー[

心]<
2
3
6
-
2
3>

【
順
云
師
説
奈
加
古
可
遅[

ナ
カ
コ
カ
チ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈﾞ

Ｈ)

《
周
易
》
】 

發
ー[

心]<
2
3
6
-
3
1>

【
珠
肝
心
記
云
合
云
去
々
呂
於
去
須[

コ
ヽ
ロ
オ
コ
ス]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

識
疏
】 

ー[

心]

意
識
了<

2
36
-
3
3
>

【
慈
云
ー[

心]

積
聚
義
意
思
重
意
識
了
別
義
了
識
達
義
廿
唯

識
云
ー
ー
ー
ー[

心
意
識
了]

名
之
差
別
】 

智
慧<

2
3
6
-4
3
>

【
「
類
云
惠
音
」
弘
云
胡(

Ｌ)

桂(

Ｒ)

反
察
也
精
明
也
・
中
云
解
也
明

也
。 

眞
云
サ
ト
リ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ)

】 

心
ー[

慧]<
2
3
6
-
5
1>

【
ト
シ
集
】 

所
惠(

「
三
々
七
」)<

2
3
6
-
5
2>

【
音
同
上
・
應
云
賙
衣
食
曰
ー[

惠]

也
。
分
に

人
に

㆒
以
す
る

財
㆒

謂
之
を

ー[

惠]

と

㆒
也
。
仁
也
愛
也
・
魴
云
同
上
俗
反
。 

シ
タ
カ
フ(

Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

Ｌ)

易

《
順
也
》 

ウ
ツ
ク
シ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

詩 

タ
ノ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

後
】 

惠
雲<

2
3
6
-6
1
>

【
中
云
慈
吉
作
ー[

惠]

。
若
依
台
者
應
作
慧
字
に

。
】 

慈(

「
又
」)

悲<
2
3
6
-
6
3
>

【
弘
云
枝
茲(

Ｌ)

反
愛
也
敏
也
・
中
云
内
典
云
拔
苦
爲
慈
《
云
々
》 

ウ
ツ
ク
シ
ヒ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

)

詩 

・
下
弘
云
秘(

Ｒ)

飢(

Ｆ)

反
痛
也
傷
也
・
中
云
哀
也
・
魴

云
大
ー
觀
世
音
泌[

菩
薩]

也
。
哀
切
傷
貌
。
苦
吟
・
俱
舍
頌
云
此
行
相
如
次
與
樂

及
拔
苦
。
】 

二
三
七
頁 

 

慈
哀<

2
3
7
-1
1
>

【
和
音
行
圓
云
ー(

Ｒﾞ
)

ー(

Ｈ)

】 

哀
愍(

「
下
」)<

2
3
7
-
1
2
>

【
慈
云
哀
慈
也
愍
悲
也
】 

子
息<

2
3
7
-1
4
>

【
弘
云
思
力(

Ｔ)

反
氣
也
喘
也
止
也
勞
也
滅
也
歸
也
休
也
安
也
返
殖

也
林
也
銷
也
。
・
應
云
兒
子
曰
ー[

息]

。
々
者
氣
在
人
身
中
所
稟
以
生
也
。
今

人
出
錢
㆒
生
子
㆒
亦
曰
ー[

息]

。
義
一
也
・
慈
云
ー[

息]

者
滅
也
。 

ヤ
ム(

Ｈ
Ｌ)

易 

ヤ
ス
メ
リ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

記 

ト
ヽ
マ
ル(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｌ)

詩 

イ
コ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

】 

息
利<

2
3
7
-3
3
>

【
中
云
慈
云
ー[

息]

者
長
生
義
・
珠
云
子
義
】 

止
ー[

息]<
2
3
7
-
4
1>

【
中
云
安
也
勞
也
。
】 

消
ー[

息]<
2
3
7
-
4
2>

【
ア
リ
サ
マ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

集
《
恩
下
》
】 

有
情<

2
3
7
-4
3
>

【
「
音
清
」
・
弘
云
『
似
盈
反
』
靜
也
實
也
・
中
云
志
也
・
眞
云
性

也
心
意
也
。
ナ
サ
ケ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

集 

コ
ヽ
ロ
切 

・
慈
云
有
せ
る-

が

情
識
を

故
に

。
言

衆
生
㆒
者
不
善
理
㆒
也
・
應
云
語
別
也
。
云
々
】 
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關
ー[
情]<

2
3
7
-
5
4>

【
コ
ヽ
ロ
ツ
キ
遊
】 

無
ー[

情]<
2
3
7
-
6
1>

【
ア
チ
キ
ナ
シ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｌ
Ｌ
Ｆ)

同
】 

五
ー[

情]<
2
3
7
-
6
2>

【
中
云
眼
耳
鼻
舌
身
】 

性<
2
3
7
-
6
3>

【
音
姓(

Ｒ)
・
弘
云
生
也
・
中
云
ー[

性]

行
也
心
ー[

性]

也
・
眞
云
志
也
稟

天
氣
㆒
而
生
也
。
ヒ
ト
ヽ
ナ
リ
】 

天
ー[

性]<
2
3
7
-
7
2>

【
ヒ
ト
ヽ
ナ
リ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

遊
】 

失
意<

2
3
7
-7
3
>

【
順
云
古
々
路
万
都
比[

コ
ヽ
ロ
マ
ト
ヒ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

】 

々[

意]

者<
2
3
7
-
7
4>

【
ミ
レ
ハ(

Ｌ
Ｈ
Ｌﾞ

)

白
】 

二
三
八
頁 

 

意<
2
3
8
-
1
1>

【
弘
云
於
記(

Ｈ)

反
志
也
・
中
云
心
也
・
珠
云
去
々
呂[

コ
ヽ
ロ]

(
Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

コ
ヽ

ロ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

選 

オ
モ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

オ
モ
ミ
ル(

Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｈ)

白
】 

謹
愼<

2
3
8
-1
4
>

【
弘
云
視
震(

Ｒ)

反
誠
也
謹
也
靜
也
思
也
憂
也
恐
也
敕
也
・
眞
云
誡

也
。
ツ
ヽ
シ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

易 

眞
云
シ
ン(

Ｌ
Ｌ)

】 

思
察<

2
3
8
-2
3
>

【
「
音
笥
」 

弘
云
首
辭
反
念
也
願
也
辭
也
容
也
・
慈
云
ー[

思]

者

察
也
推
也
觀
也
。
音
笥 

オ
モ
ヒ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

選
・
愐
云
又
音
司
。
口
傳
云
去
聲
者

オ
モ
ヒ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

平
聲
者
オ
モ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

】 

是
思<

2
3
8
-3
4
>

【
眞
云
去
聲
ー[

思]

慮
也
。
】 

尋
ー[

思]<
2
3
8
-
4
1>

【
眞
云
息
慈
反
念
也
。
】 

思
議<
2
3
8
-4
2
>

【
中
云
憶
念
也
。
】 

盡
思<

2
3
8
-4
3
>

【
中
云
慈
云
息
字(

Ｒ)

反
深
謀
遠
慮
曰
ー[

思]

と

。
】 

ー[

思]

量
識<

2
3
8
-5
1
>

【
慈
云
卽
第
七
識
。
ー[

思]

謂
ー[

思]

慮
、
量
謂
量
度
。
ー[

思]-

慮
第
八
㆒
度
し
て-

？)

爲
我
㆒
故
。
又
恒
審
に

ー[

思]

量
し
て

餘
識
に-

は

無
故
。
】 

不
㆔
可
㆓
求
一

ー[

思]<
23
8
-
6
1
>

【
詩
注
云
ー[

思]

辭
也
。
】 

忠<
2
3
8
-
6
3>

【
季
云
音
中(

Ｆ)

・
弘
云
徴
躬(

Ｆ)

反
厚
也
敬
也
直
也
・
野
～
～[

王
案]

事

君
之
名
。
・
魴
云
心
信 

タ
ヽ
シ
論 

忡
】 

懇
到<

2
3
8
-7
2
>

【
・
弘
曰
口
很
反
美
也
誠
也
信
也
・
應
云
至
誠
曰
ー[

懇]

と

。
亦
堅
忍

也
。
到
至
極
也
苦
也
。
・
玉
云
守
其
志
一

也
・
珠
云
祢
毛
古
呂
尓[

ネ
モ
コ
ロ
ニ]

(

Ｌ
Ｈ

Ｌﾞ

Ｌ
Ｈ)

】 

二
三
九
頁 

 

𢡆[

懇]
(

Ｈ)<
2
3
9
-
1
2
>

【
干
云
上
通
。
】 

快
意<

2
3
9
-1
3
>

【
弘
云
苦
夬(

Ｒ)

反
楚
也
喜
也
可
也
・
中
云
稱
心
也
・
眞
云
喜
心
也
。

タ
ク
マ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｆ)

易 

コ
ヽ
ロ
ヨ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｆ)

記
】 

愷<
2
3
9
-
2
2>

【
音
颽
・
弘
云
和
也
樂
康
□[

也]

。
】 
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念
住<

2
3
9
-2
4
>

【
弘
云
奴(

Ｌﾞ
)

坫(

Ｒ)

反
常
也
・
中
云
思
也
・
眞
云
下
直
遇
反
止
也
。

オ
モ
ヒ(

フ)
(

Ｌ
Ｌ
Ｌ(

Ｈ)
)

詩
】 

背
面
ー[

念]<
2
3
9
-3
3
>

【
慈
云
背
謂
疏
遠
義
、
面
謂
親
向
義
。
謂
以
智
一

觀
理
一

如
鏡

鑒
面
。
背
生
死
一

向
涅
槃
。
云
々
《
列
疏
》 

伽
抄
云
心
樂
涅
槃
一

貪-

求
出
て

世
一

背
生
死
一

故
卽
是
定
境
。
】 

對
面
ー[

念]<
2
3
9
-4
4
>

【
慈
云
是
親
矚
義
。
以
智
達
如
理
一

親
矚
其
面
一

故
・
應
云
卽

定
也
慧
也
。
言
定
慧
照
鏡
一

其
猶
對
面
・
伽
抄
云
違-

背
生
死
一

欣-

念
涅
槃
一

名

ー
ー
ー[

對
面
念]

。
又
名
背
面
ー[

念]
。
云
々
】 

[

憲]<
2
3
9
-
6
1
>

【
弘
云
欣
建
反
欽
也
𣳬
表
也
敏
也
。
音
獻 

ノ
リ(

Ｈ
Ｌ)

書
】 

憲<
2
3
9
-
6
3>

【
干
云
上
俗
】 

憕<
2
3
9-
6
4>

【
弘
云
除
蒸
反
平
也
・
又
云
除
承
反
失
志
貌
。
・
類
云
澄(

Ｌ)

音
。
】 

ー[

憕]

𢝌<
2
39
-
7
2
>

【
應
云
瞪
友
、
論
作
ー
ー[

憕
𢝌]

、
非
。
】 

忻<
2
3
9
-
7
4>

【
觀
佛
經
欣(

Ｌ)

音
・
弘
云
闓
也
善
也
察
也
・
宋
云
欣
《
同
上
》
・
季

云
与
呂
古
比[

ヨ
ロ
コ
ヒ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

)

・
公
云
音
欣(

Ｌﾞ
)

通
用
欣
字
歟
。
ミ
ル(

Ｌ
Ｈ) 

ウ

ヤ
マ
フ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
○) 

ツ
ヽ
シ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

】 

二
四
〇
頁 

 

ー[

忻]

欣<
2
4
0
-
1
4>

【
干
云
竝
正
。
】 

惇
直<

2
4
0
-2
1
>

【
弘
云
丁(

Ｆ)

昆(

Ｆ)

反
厚
也
大
也
信
也
・
應
云
古
敦
撲
也
。
】 

ー[

惇]

誨<
2
4
0
-
2
3>

【
ア
ツ
ク
ヲ
シ
ヘ
シ(

Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

選
】 

慷
慨<

2
4
0
-2
4
>

【
應
云
又
忼
口
葬
反
忼
慨
大
息
也
。
又
不
得
志
一

者
也
。・
下
音
鎧
・
弘

云
歡
息
也
・
應
云
ー[

慨]

歎
は

大
息
也
。
忼
ー[

慨]

壯
士
不
得
志
於
心
情
憤
恚
也 

眞
云
カ
イ(

Ｌ
Ｈ)

】 

悃<
2
4
0
-
4
1>

【
音
閫(

Ｈ)

・
弘
云
・
・
愊
也
至
也
。
】 

悰<
2
4
0
-
4
2>

【
弘
云
祚
宗(

Ｆ)

反
樂
也
慮
也
。
タ
ノ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

集
】 

恢
大<

2
4
0
-4
4
>

【
弘
云
苦
回(

Ｌ)

反
大
也
・
應
云
又
作
㷇
・
季
云
音
灰(

Ｆ)

師
曰
比
呂

牟[

ヒ
ロ
ム]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

】 

悝<
2
4
0
-
5
3>

【
季
云
音
恢
阿
佐
介
留[

ア
サ
ケ
ル] 

又
里
音
】 

恃(

Ｈ)

怙<
2
4
0
-
6
1>

【
上
・
弘
云
時
止
反
賴
也
怙
也
負
也
自
・
中
云
倚
也
憑
記
也
・
眞

云
ー
ー[

恃
怙]

依
倚
也
。
タ
ノ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

易
・
下
觀
佛
云
戸
音
・
慈
云
胡(

Ｌ)

古(

Ｈ)

反
恃
也
賴
也
仰
依
也
負
恃
也
。
・
東
云
質
也
。
タ
ノ
ム(

□
Ｌ
Ｈ)

後
】 

爲
怗<

2
4
0
-7
2
>

【
應
云
或
作
擔
。
餘
占
反
。
言
如
屋
擔
遮
堂
室
也
。
仍
未
詳
。
】 

二
四
一
頁 

 
恃<

2
4
1
-
1
1>

【
下
魴
云
正
文
】 
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垂
恀<

2
4
1
-1
2
>

【
應
云
垂
䫂
經
ー[

恀]

怗
也
謂
無
爲
ー[

恀]

。
非
。
】 

怗<
2
4
1
-
1
4>

【
弘
云
他
頰
反
服
也
靜
也
・
玉
云
又
都
簟
反 

タ
シ
カ
ナ
リ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
○
○)

顔
】 

ー[

怗]

然<
2
4
1
-
2
2>

【
見
下
注
】 

恬
然<

2
4
1
-2
3
>

【
弘
云
徒
兼(

Ｆ)
反
安
也
靜
也
・
應
云
大
論
作
淡
然
に

。
徒
濫
反
其
義

同
。
經
怗
《
之
鹽
》
誤
。
】 

恬
安<

2
4
1
-3
2
>

【
シ
ツ
カ
ニ(

Ｌ
Ｈﾞ

Ｌ
○)

選 
行
圓
云
ー[

恬]
(

Ｌ)

ー[

安]
(

Ｒ)

】 

ー[

恬]

惔<
2
4
1
-
3
4>

【
應
云
徒(

Ｌ)

兼(

Ｆ)

反
ー[

恬]

靜
也
。
下
宜
作
淡
。
徒(

Ｌ)

濫
反
淡
安

也
謂
安
靜
也
。
經
ー[

惔]

徒
甘(

Ｈ)

反
憂
心
如
ー[

惔]々

憂
也
非
。
】 

阿
夷
恬<

2
41
-
4
4
>

【
應
云
徒
兼
反
。
此
云
新
學
亦
云
新
發
意
。
】 

(

「
憺
」)

怕<
2
4
1
-
5
2
>

【
「
宋
法
花
云
音
淡(

Ｆ)

拍(

Ｓ)

」 

慈
云
上
徒(
Ｌ)

濫(

Ｈ)

反
安

也
。
靜
也
謂
ー [

憺]

然
安
樂
也
無
味
爲
淡
。
玉
徒(

Ｌ)

敢(

Ｈ)

反
恬
靖
也
安
也
。
有

作
恬
。
靖
也
。
有
作
惔
。
徒
甘
反
憂
也
。
非
此
中
義
。
字
書
作
倓
。《
徒
監
》
・
下

疋
白
反
無
爲
也
靜
也
ー
ー[

憺
怕]

安
靜
也
無
爲
也
。
或
作
泊
に

・
應
云
ー
ー[

憺
怕]

寂
漠
也
亦
恬
靜
也
。
言
寂
寥
無
人
也
。
下
無
爲
自
持
也
。
ー[

怕]

然
寂
靜
也
。

ー
ー[

憺
怕]

無
爲
自
持
也
・
上
中
云
惔
唐
韻
亦
言
音
與
ー[

憺]

一

同
。
有
濫
一

故
不

用
・
眞
云
ー
ー[

憺
怕]

空
也
・
弘
云
足
也
・
東
云
《
音
同
薄
》
ー
ー[

憺
怕]

無
爲
也
。

木
名
也
。 

眞
云
タ
ム(

Ｌ
Ｌ)

ハ
ク
】 

二
四
二
頁 

 

憛
怕<
2
4
2
-1
2
>

【
應
云
憺
怕
、
經
ー[

憛]

々
豫
愁
。
又
潭
怕
。
徒
南
反
深
也
竝
非
。
】 

怕
怖<

2
4
2
-2
1
>

【 

】 

惔<
2
4
2
-
2
2>

【
弘
云
徒(

Ｌ)

甘(

Ｌ)

反
憂
也
。
】 

提
ー[

惔]<
2
4
2
-
2
3>

【
應
云
徒
甘
反
。
】 

忙<
2
4
2
-
2
4>

【
季
云
音
亡(

Ｌﾞ
)

】 

茫
怕<

2
4
2
-3
1
>

【
應
云
茫
怖
、
經
作
ー[

怕]

。
匹
白
反
憺
ー[

怕]

也
。
俗
音
普
嫁
反
。
】 

<
2
4
2
-
3
3
>

【
類
云
俗
普
覇
反
怖
也
。
又
普
白
反
。
】 

恕
己<

2
4
2
-4
1
>

【
・
弘
云
尸(

Ｆ)

預(

Ｒ)

反
仁
也
如
也
・
應
云
以
心
一

廣
度
物
一

ー[

恕]

。

仁
心
も
て

度
物
一

曰
ー[

恕]

・
東
云
ー[

恕]

心
也
捨
人
之
誤
失
一

也
。
禮
也
寬
惠
也
好

給-

惠
人
一

曰
ー[

恕]

と

。 

オ
モ
ハ
カ
ル(

Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

詩 

オ
モ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

】 

衷
ー[

恕]<
2
4
2
-
5
1>

【
オ
モ
ヒ-

オ
モ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

オ
モ
ハ
カ
リ
オ
モ
ハ
カ
ル(

Ｌ
Ｒ

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

詩
】 

忿
怒<

2
4
2
-5
3
>

【
弘
云
孚
粉(

Ｈ)

反
怨
恨
也
悁
也
恚
也
・
眞
云
怒
也
・
唯
識
云
云
何

爲
ー[

忿]

云
々 

ネ
タ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

遊 

コ
ヽ
ロ
ヤ
ム 

・
下
弘
云
奴(

Ｌﾞ
)

古(

Ｈ)

反

責
也
恚
也
・
東
云
憤
也
又
《
去
》
嗔
也
。
イ
カ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

記
】 

滯(

Ｒ)

怒<
2
4
2
-
6
4>

【
ヒ
サ
シ
キ
イ
カ
リ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｆ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

列
傳
】 
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忿
怨<

2
4
2
-7
1
>

【
音
鴛(

Ｌ)

・
弘
云
於(

Ｆ)

願(

Ｒ)

反
恨
望
也
忘
也
各
也
怨
讎
也
・
眞
云

惡
也
。
】 

怨
思<

2
4
2
-7
3
>

【
ウ
ラ
ミ
オ
モ
ヒ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

選
】 

ー[

怨]

恨<
2
4
2
-
7
4>

【
・
中
云
於
願
反
恚
也
恨
也
又
於
袁
反
ウ
ラ
ミ
選
】 

二
四
三
頁 

 

ー[

怨]

嫌<
2
4
3
-
1
2>

【
慈
云
於
願
反
屈
作
冤
枉
作

屈
草
自
覆
作
宛
。
其
ー[

怨]

字
無

於
袁
反
・
中
云
恨
深 

慈
云
無
平
音
。
今
案
新
切
韻
雖
有
平
音
一

ー[

怨]

讎
非
ー

[

怨]

恨
。
云
々 

「
然
云
《
去
》
損
己
則
怨
違
情
也
嫌
若
平
也
傷
己
未
重
心
積

大
仇
」
】 

多
ー[

怨]<
2
4
3
-
2
3>

【
中
公
云
ー[

怨]

讎
也 

眞
云
於
袁
反
】 

ー[

怨]

歒[

敵]<
2
4
3
-
2
4
>

【
同
上
慈
云
ー[

怨]

者
對
也
】 

煕
怡<

2
4
3
-3
1
>

【
音
飴(

Ｌ)

・
弘
云
悅
也
和
也
樂
也
・
應
云
喜
也
ー
ー[

煕
怡]

和
悅
也
。

上
經
作
嬉
。
同
虛(

Ｆ)

之(

Ｆ)

反
樂
也
戲
笑
也
非
・
公
云
音
基(

Ｒ)

伊(

Ｈ)

和
悅
也 
下

ヤ
ハ
ラ
ク(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

)

孝
】 

懈(

Ｒ)

怠(

Ｈ)<
2
4
3
-
4
1
>

【
慈
云
古
隘
反
倦
也
懶
也
怠
也
・
不
可
思
議
云
ー[

懈]

者
疲
也
。

オ
コ
タ
ル
詩
・
弘
云
間
怠
也
・
應
云
極
也
・
眞
云
㤢
也 

オ
コ
タ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

詩 

・
下
選
音
決
云
音
殆
「
・
慈
云
」
懈
極
怠
嬾
也
懈
解
也
骨
節
解
緩
耳
。
切

韻
疲
作
駘
。
玉
疲
作
ー[

怠]

。
懈
慢
也
㤢
也
荒
也
放
散
體
也
壞
落
也
嬾
也
。
タ

ユ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

書 

オ
コ
タ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ) 

】 

𢢣[

懈]<
2
4
3
-
6
3
>

【
眞
云
亦
作
ー[

𢢣]

。
】 

懶
惰(

Ｈ)<
2
4
3
-
6
4>

【
憲
云
落
旱
反
惰
也
又
作
嬾
懈
怠
也
。
・
下
弘
云
徒
臥(

Ｒﾞ
)

反
怠

也
易
也
窳
也
嬾
也
・
憲
云
懈
也
遲
業
也
不
敬
也
・
眞
云
正
憜
。 

オ
コ
タ
ル(

Ｈ

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

書 

眞
云
タ(

Ｌ)

】 

憜[

惰]<
2
4
3
-
7
4
>

【
眞
云
正
ー[

憜]

。
】 

二
四
四
頁 

 

阿
惰<

2
4
4
-1
1
>

【
慈
云
徒
臥(

Ｌ)

反
有
作
㤢
。
傳
云
於
六(

Ｔ)

反
無
此
字
。
寫
謬
。
云
々
】 

阿
㤢<

2
4
4
-1
3
>

【
中
云
捷
云
辭
規
反
相
傳
作
郁
音
。
字
書
無
。
見
上
注
】 

々[

㤢]

咽<
2
44
-
2
1
>

【
應
云
哊
咽
、
經
ー[

㤢]

音
墮
設
也
。
】 

恩
㤙
怨<

2
44
-
2
2
>

【
弘
云
於(

Ｆ)

根(

Ｆ)

反
愛
也
惠
也
隱
也
。
ウ
ツ
ク
シ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

詩 

ネ
ム
コ
ロ
ナ
リ(

Ｌ
Ｈ
Ｌﾞ

Ｌ
○
○)

《
愛
也
》 

ヲ
シ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

切
】 

恂
々<

2
4
4
-3
1
>

【
弘
云
思
巡(

Ｌ)

反
信
也
慄
也
敬
也
溫
也
慓
也
・
應
云
ー[

恂]

々
溫
恭

貌
敬
也
戰
慄
也
・
然
曰
ー[

恂]

者
均
也
。
】 

惟
忖<

2
4
4
-3
4
>

【
弘
云
役
葵(

Ｌ)

反
思
也
有
也
爲
也
辭
也
憂
也
度
也
侯
也
伊
也
諶
也

陳
也
・
慈
云
思
也
念
也
謀
也
。
・
眞
云
想
也
・
東
云
發
語
辭
也
。 

オ
モ
フ(

Ｌ

Ｌ
Ｈ)

詩 

コ
レ(
Ｈ
Ｈ)

選 

オ
モ
ミ
レ
ハ(

Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｈ
Ｌﾞ

) 

・
下
村
之
去
聲 

慈
云
倉
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本(

Ｈ)

反
度
也
。
・
東
云
心
有
所
度
一

也
。
】 

帷
惟<

2
4
4
-5
2
>

【
唐
韻
云
上
洧
悲
反
ー[

帷]

幔
。
下
辭
也
。
】 

八
惟
无<

2
44
-
5
4
>

【
應
云
或
惟
務
卽
八
背
捨
也
。
】 

懷<
2
4
4
-
6
2>

【
音
槐(

Ｌ)
・
弘
云
歸
也
來
也
思
也
傷
也
和
也
德
也
深
也
止
也
主
也
安

也
・
中
云
抱
也
・
東
云
苞
也
念
思
也
志
也
囊
也
藏
也
著
也
■
也
・
玉
云
止
住

也
。
ナ
ツ
ク(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

書 

ハ
ラ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

記 

イ
タ
ク(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ) 

ヤ
ス
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｆ)

詩 

オ
モ
フ
＝
ヒ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
＝
Ｌ) 

イ
タ
ル(
Ｈ
Ｈ
□) 

ナ
ツ
カ
シ
ム
ス(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ-

Ｆ
Ｌ
□)

論 

キ

タ
ス(

□
□
Ｌ)

選
《
來
》 

ム
タ
ク(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)
列 

ヨ
ル(

Ｈ
Ｌ) 

フ
ト
コ
ロ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

禮 

フ
ト
コ
ロ
ニ
ス(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
□)

集
】 

二
四
五
頁 

 

ー[

懷]

哉<
2
4
5
-
1
1>

【
ヤ
ス
カ
ラ
ム
ヤ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ)

禮
】 

懐
懷<

2
4
5
-1
2
>

【
上
通
下
正
】 

ー[

懷]

妊<
2
4
5
-
1
3>

【
中
云
包
藏
也
謂
妊
一

爲
ー[

妊]

娠
一

】 

心
ー[

懷]<
2
4
5
-
2
1>

【
眞
云
抱
也
情
也
】 

忱<
2
4
5
-
2
2>

【
類
云
諶(

Ｌ)

音
・
弘
云
誠
也
信
也
。
】 

悚
慄<
2
4
5
-2
3
>

【
宋
法
花
云
音
聳(

Ｈ)

栗(

Ｔ)

・
慈
云
怖
也
懼
也
・
應
云
惶
遽
也
・
中

云
肅
敬
也
・
東
云
慚[

慙]

也
愧
也
・
又
云
惻
革(

Ｔ)

反
病
也
。
・
下
慈
□[

云]

力
質

(

Ｔ)

反
戰
也
謹
敬
也
懼
也
慼
也
・
應
云
憂
慼
。
オ
ソ
ル
詩 

ヲ
ノ
ヽ
ク(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ) 

オ
ツ(

Ｈ
Ｌﾞ

)

選 

眞
云
リ
チ(

○
Ｌ) 

憟
慓
】 

ー[

悚]

竦<
2
4
5
-
4
1>

【
干
云
上
慙
ー[

悚]

下
ー[

竦]

敬
】 

怖
慄<

2
4
5
-4
2
>

【
オ
チ
ヲ
ノ
ヽ
ク(

Ｈ
Ｌﾞ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

列
】 

戰
慄<

2
4
5
-4
3
>

【
應
云
懼
貌
。
】 

懼<
2
4
5-
4
4>

【
音
具
・
弘
云
恐
也
悲
也
驚
也
病
也
・
中
云
怖
也
・
東
云
迫
也
憍
也

畏
也
憂
也
。
オ
チ
テ(

Ｈ
Ｌﾞ

Ｈ)

詩
】 

悟<
2
4
5
-
5
3>

【
音
誤(

Ｒﾞ
)

・
弘
云
覺
也
愚
也
對
也
解
也
。
漢
書
注
云
音
忤
。 

サ
ト

ル(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

選
】 

恠
ー[

悟]<
2
4
5
-
6
1>

【
應
云
恠
迕
、
經
ー[

悟]

。
非
。
】 

耶
忤<

2
4
5
-6
2
>

【
類
云
悟(

Ｒﾞ
)

音 

應
云
得
ー[

忤]

曰
疴
《
苦
駕
》
非
體
也
案 

東
云

送
也
觸
也
送
心
相
觸
也 

サ
カ
フ(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

易 

ソ
ム
ク
集
】 

忓<
2
4
5
-
7
1>

【
弘
云
何
且(

Ｒ)

反
善
也
抵
也
極
也
。
】 

勇
悍<

2
4
5
-7
2
>

【
東
云
音
汗(

カ
ン
Ｒ)

・
弘
云
勇
也
・
應
云
ー
ー[

勇
悍]

果
敢
也
桀
也
勇

有
力
也
ー[

悍]

傑
也
謂
智
出
千
人
也
・
東
云
戾
或
作
忓
善
説
也
。
又
《
上
》
・
慈

云
勇
者
升
進
義
悍
者
堅
牢
義
。
】 
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二
四
六
頁 

 

悞
犯<

2
4
6
-1
3
>

【
憲
韻
吾
故(

Ｒ)

反
錯
ー[

悞]

又
作
誤
。
】 

慶
慰<

2
4
6
-2
1
>

【
今
附
广
部 

ヨ
ロ
コ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌﾞ

)

書 

ア(

Ｒ)

選 

ニ
キ
ハ
ヒ(

Ｌ
Ｌﾞ

○
○)

唱 

・
下
音
畏(

Ｒ)

・
慈
云
ー[

慰]

謂
隨
喜
・
弘
云
安
射
怨
射
居
。 

ヤ
ス
ム

ス
詩
】 

愐<
2
4
6
-
3
1>

【
弘
云
彌
褊
反
勉
也
恤
也
。
】 

振
恤<

2
4
6
-
32
>

【
弘
云
思
律(

Ｔ)

反
憂
也
・
應
云
收
也
ー
ー[

振
恤]

憂
貧
也
・
又
云
又

卹
振
ー[

恤]

也
謂
以
財
物
㆒
與
人
㆒
也
。
經
匬
、
未
詳
㆓
所
出
・
眞
云
賑
救
也
憂
思

也
ー[

恤]

䘏
形
別
音
訓
同
似
。
】 

悛<
2
4
6
-
4
3>

【
類
云
詮(

Ｌ)

音
・
弘
云
『
且
泉
反
』
改
也
止
也
更
也
。 

ア
ラ
タ
ム

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

書
】 

愋<
2
4
6
-
5
1>

【
音
萱(

火
ン
Ｌ)

恨
也
】 

慆<
2
4
6
-
5
2>

【
季
云
音
叨
過
也
須
久[

ス
ク]

・
弘
云
疑
也
𢙝
也
。
惂
《
坎
》
】 

懽<
2
4
6
-
5
4>

【
弘
云
呼
官(

Ｆ)

反
喜
悅
也
敎
也
歡
也
。
】 

ー[

懽]

歡<
2
4
6
-
6
2>

【
干
云
竝
正
。
】 

止
憩<

2
4
6
-6
3
>

【
弘
云
却
厲
反
息
也
企
也
。
・
應
云
止
息
之
又
作
愒
。
】 

愒<
2
4
6
-
7
1>

【
見
上
注
類
云
鎧
音
又
憩
音
イ
コ
フ
詩
】 

急<
2
4
6
-
7
3>

【
音
給(

Ｔ)

・
弘
云
居(

Ｆ)

立(

Ｔ)

反
堅
也
盡
也
・
中
促
遽
也
迫
也
。
】 

二
四
七
頁 

 

悒
々<

2
4
7
-1
1
>

【
或
反
古
也
音
邑(

Ｔ)

・
弘
云
歎
息
也
不
安
也
・
應
云
ー[

悒]

々
不
舒

貌
。
・
東
云
居
之
所
居
也
於
心
志
不
舒
也
。
有
宗
廟
先
君
之
主
㆒
曰
都
。
無
曰

邑
㆒
也
。
悵
也
ー[

悒]

々
不
安
也
ー[

悒]

憎
歎
息
也
・
玉
云
愪
也
ー[

悒]

々
然
耕
也
。
】 

敷
愉<

2
4
7
-2
3
>

【
「
類
云
兪
音
」
・
弘
云
與
珠(

Ｆ)

反
樂
也
服
也
喜
也
薄
也
・
應
云

纂
文
作
孚
瑜
。
言
呉
色
也
方
言
作
怤
《
芳
倶
》
ー[

愉]

悅
也
怤
ー[

愉]

謂
顏
色
和

悅
也
。
タ
ノ
シ
フ
】 

除
愈<

2
4
7
-3
3
>

【
慈
云
臾
乳
反
差
也
間
ー[

愈]

也
。
切
韻
作
瘉
。
病
瘳
也
。
玉
作
ー

[

愈]

。
益
也
勝
也
心
憂
爲
㥚
。
病
差
爲
瘉
と

・
應
云
差
《 

眞
云
所
懈
》
也
・
弘

云
瑜
主(

Ｈ)

反
賢
也
・
東
云
又
《
音
同
喩
》
・
眞
云
瘉
ー[

愈]

古
通
今
別 

マ
サ

レ
リ(

Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ)

易 

イ
ヨ
〳
〵(

Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ) 

タ
ト
ヒ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ) 

イ
ユ(

Ｌ
Ｈ)

記
】 

愚
癡<

2
4
7
-5
1
>

【
上
音
虞(

Ｌﾞ)

・
弘
云
戇(

Ｈ)

也
・
眞
云
癡
也
。
・
慈
云
如
聞
㆒
如
言
㆒

而
取
於
義
於
語
法
中
㆒
迷
及
謬
者
名
ー
ー[

愚
癡]

。 

オ
ロ
カ
ナ
リ
切
】 

ー[

愚]

憃<
2
4
7
-
6
1>

【
弘
云
敕
容
反
愚
也
・
應
云
丑
縫[

原
作
絳]

傷
恭
反
ー[

憃]

愚
也
土
而

癡
騃
音
昏
者
也
愚
無
所
知
也
亦
鈍
也
。
惷
《
蠢
》
】 

詳
愚<

2
4
7
-7
1
>

【
イ
ツ
ハ
リ
オ
ロ
カ
シ
テ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｒ
○)

詩
】 

詐
ー[

愚]<
2
4
7
-
7
2>

【
イ
ツ
ハ
リ
オ
ロ
カ
シ
テ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｒ
○)

論
語
注
】 
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ー[
愚]

戇<
2
4
7
-
7
3>

【
弘
云
都
絳(

カ
ウ(

Ｎ)

Ｒ)

反
愚
也
・
應
云
癡
也
聲
類
韻
集
音
丑
巷
反

愚
癡
也
ー[

戇]

鈍
也
無
知
專
愚
曰
ー[

戇]

也
。
愚
無
所
知
也
亦
鈍
也
頑
嚚
也
。・
東

云
《
又
音
同
棟
》
𢙱
ー[

戇]

。
】 

二
四
八
頁 

 

樂
戇<

2
4
8
-1
4
>

【
應
云
貪
飻
無
劑
畔
㆒
味
著
無
厭
足
。
若
於
苦
中
㆒
如
駝
食
㆓
蜜
㆒
也
。

新
經
論
翻
て

爲
耽
嗜
者
㆒
是
。
】 

縱
恣<

2
4
8
-2
4
>

【
ホ
シ
マ
ヽ(

Ｌ
Ｒ
Ｈ
Ｈ)

顔 
下
ホ
シ
マ
ヽ(

Ｌ
Ｒ
Ｈ
Ｈ)

詩 

眞
云
シ(

Ｌ)

】 

自
恣<

2
4
8
-3
1
>

【
弘
云
子
利(

Ｒ)

反
置
也
縱
也
・
東
云
縱
心
也
能
也
縱
逸
也
・
玉
云

疾
也
。
道
宣
云
】 

々[

恣]

態<
2
4
8
-
34
>

【
音
靆(

Ｒ)

・
弘
云
意
恣
也
姿
也
・
應
云
又
作
能
謂
能
度
人
情

貌
・
東
云
姿
詹
也
意
案
常
秉
意
㆒
不
改
㆓
大
姿
。
案
姿
容
貌
姣
好
《
工
巧
》
也

意
美
也
案
也
。 

ス
カ
タ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

白
】 

無
態<

2
4
8
-5
1
>

【
應
云
《
音
同
》
三
昧
名
。
】 

憍
慢<

2
4
8
-5
2
>

【
宋
法
花
云
音
嬌(

Ｌ)

・
弘
云
逸
也
恣
也
高
也
・
中
云
傲
。 

眞
云

ケ
ウ(

Ｌ
Ｈ) 

・
下
慈
云
莫
晏(

Ｒ)

反
欺
爲
謾
㆒
緩
爲
ー[

慢]

。
易
也
輕
侮
也
遲
也
惰

也
不
畏
也
緩
也
倨
也
或
爲
嫚
・
弘
云
敎
也
。 

ア
ナ
ツ
ル(

Ｈ
□[

Ｈ]

Ｈﾞ

Ｌ)

易 

ユ

ル
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｆ)

集 

オ
コ
タ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ) 

眞
云
マ
ン(

Ｌ
Ｈ) 

慈
云
憍
謂
醉
逸
縱
蕩

身
心
憍
謂
踞
慠
自
尊
卑
物 

唯
識
云
云
何
爲
ー
・
珠
云
倭
言
由
留
比
氐[

ユ
ル
ヒ

テ]
(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ) 

オ
コ
ル(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

記 

オ
ソ
シ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ)

集
】 

慢<
2
4
8
-
7
3>

【
眞
云
亦
作
𢢔
。
】 

増
上
慢<

2
48
-
7
4
>

【
慈
云
少
得
謂
多
得
㆒
名
ー
ー
ー[

増
上
慢]

。
】 

二
四
九
頁 

 

忽
然<

2
4
9
-1
2
>

【
弘
云
呼
没(

Ｔ)

反
滅
也
忘
也
輕
也
・
中
云
倏
然
也
・
慈
云
無
端
㆒
而

有
名
ー
ー[

忽
然]

㆒
也
・
眞
云
欻
也
連
也
。 

タ
チ
マ
チ
ニ(

Ｌ
Ｈ
□
Ｌ
Ｌ)

記 

イ
ル
カ

セ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

詩
】 

惡
作<

2
4
9
-2
1
>

【
慈
云
烏
故
反
憎
也
・
慈
云
ー[

惡]

者
悔
也
。
卽
嫌
所
作
業
㆒
也
。
・
從

魴
云
ー[

惡]

嫌
也
。
・
唯
識
云
悔
謂
ー
ー[

惡
作]

。
音
與
汚
同 

ニ
ク
ミ
ス(

Ｌ
Ｈ
Ｌ

Ｈ)

論
・
珠
云
弥
奴
久
之[

ミ
ヌ
ク
シ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｆ) 

ニ
ク
ミ
ス
ル
ヲ
モ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

論
】 

惡
師<

2
4
9
-3
1
>

【
弘
云
於
各(

Ｔ)

反
陋
也
惡
過
也
憎
也
何
也
・
應
云
所
爲
不
善
也
經

從
草
㆒
作
烌
。
又
僫
。
非
・
中
云
不
善
也
。
】 

厭
惡<

2
4
9
-4
1
>

【
公
任
云
下
去
聲 

ニ
ク
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

善
ー[

惡]

之
處
入
聲
。
】 

悔
ー[

惡]<
2
4
9
-
4
3>

【
珠
云
合
云
久
伊
尓
久
牟[

ク
イ
ニ
ク
ム]

(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

】 

𢙣
ー[

惡]<
2
4
9
-
4
4>

【
干
云
上
俗
下
正
。
】 

險
惡<

2
4
9
-5
1
>

【
眞
云
烏
各(

Ｔ)

反
不
善
也
。
】 

憎
ー[

惡]<
2
4
9
-
5
2>

【
季
云
音
曾(

Ｆ)

・
弘
云
惡
也
憚
也
難
也
・
中
云
ー[

憎]

疾
也
心
有

所
惡
也
・
眞
云
惡
嫉
也
。 

ニ
ク
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

・
應
云
下
烏
故
反
ー[

惡]

猶
憎
也
憎
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惡
也
懀
《
一
外
》
也
・
中
云
去
聲
。
】 

惡
賤<

2
4
9
-6
3
>

【
慈
云
烏
故
反
ー[

惡]

猶
憎
也
・
中
云
去
聲
。
】 

可
ー[

惡]<
2
4
9
-
7
1>

【
眞
云
烏
故
反
憎
也
又
入
聲
。
】 

忘<
2
4
9
-
7
2>

【
季
音
亡(
Ｌﾞ

)

・
弘
云
亂
也
擾
也
・
又
中
云
武
放
反
不
記
憶 

眞
云
往

事
不
記
憶
也 

ワ
ス
ル
論 

眞
云
マ
ウ(

○
Ｎ-

Ｈ)

】 

二
五
〇
頁 

 

忌
憚<

2
5
0
-1
1
>

【
弘
云
渠
記(

Ｒ)

反
怨
也
畏
也
敬
也
難
也
憎
也
。
應
云
『
渠
記(

Ｒ)

反
』

恐
也
ー[

忌]

恐
畏
也
憎
惡
也
・
眞
云
憎
怨
也
猜
也
疑
畏
也
。 

イ
ム(

Ｌ
Ｈ) 

・
下

音
但
・
應
云
難
也
・
眞
云
徒
旦(

Ｒ)

反
畏
也
難
《
去
聲
》
也
・
珠
云
阿
之
加
流

[

ア
シ
カ
ル]

・
公
云
音
但(

Ｒ) 

ハ
ヽ
カ
ル(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｌ)

】 

妬
忌<

2
5
0
-2
3
>

【
憲
云
嫉
色
曰
ー
㆒
嫉
行
曰
ー
と

。
憚
也
。
】 

怳
忽<

2
5
0
-3
1
>

【
弘
云
忻
往(

Ｈ)

反
忽
失
色
・
應
云
古
㤺
《
呼
晃
》
々
忽
忘
也
ー[

怳]

無
形
不
繫
之
辭
也
狂
貌
ー
ー[

怳
忽]

眼
亂
也
似
有
㆒
無
也
虛
妄
見
也
。
】 

忩[

怱]<
2
5
0
-
3
4
(

補)
>

【 

】 

慌
ー[

忽]<
2
5
0
-
4
1>

【
應
云
呼
晃
反
又
怳
虛
往
反
謂
虛
妄
見
也
惟
怳
惟
忽
似
有
無
也

ー
ー[

慌
忽]

眼
亂
也
迷
或
也
。
】 

愆
咎<

2
5
0
-4
4
>

【
音
褰(

Ｆ)

・
弘
云
失
也
過
也
・
應
云
古
㥶
蚷
。
籀
文
に-

は

𠐨
・
東
云

罪
也
案
凡
物
差
過
亦
謂
之
ー[

愆]

亦
𠎝
。
説
文
㥶
籀
文
𠐨
。
・
公
云
音
堅(

Ｒ)

ア

ヤ
マ
チ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

】 

愆
期<

2
5
0
-5
4
>

【
ス
ク
ス(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

易
】 

[

愆]<
2
5
0
-
6
1
>

【
弘
云
愆
字
。
】 

惛
沈<

2
5
0
-6
2
>

【
季
云
音
昏(

Ｆ)

・
弘
云
亂
也
癡
也
荒
也
・
應
云
ー[

惛]

不
了
也
・
憲

云
不
明
也
。
又
呼
困
反
迷
忘
也
。
】 

憒
𠆴[

鬧]<
2
5
0
-
7
1>

【
慈
云
公
對(

Ｒ)

反
心
亂
也
亂
也
煩
也
・
弘
云
擾
也
・
應
云
ー[

憒]

𠆴
也
煩
亂
也
ー
ー[

憒
𠆴]

猥
衆
也
・
不
可
思
議
云
不
靜
也
謂
人
物
所
煩
亂
鬧

也
・
東
云
案
ー
惛
濁
也
。 

眞
云
火
イ(

Ｌ
Ｈ)

】 

二
五
一
頁 

 

怳
々<

2
5
1
-1
2
>

【
ト
ホ
レ
テ
選
】 

迦
悢<

2
5
1
-1
3
>

【
應
云
力
尚
反
】 

戀<
2
5
1
-
1
4>

【
弘
云
力(

Ｓ)

泉(

Ｌ)

反
係
也
病
也
・
中
云
力
卷
反
慕
也
・
眞
云
慕
念
也
。 

コ
ヒ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｆ)

白
】 

恒<
2
5
1
-
2
2>

【
弘
云
何(

Ｌ)

登(

Ｆ-

ト
ウ(

Ｎ))

反
久
也
弦
也
常
也
慨
大
也
・
魴
云
常
字
代

也
。 

ヒ
サ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｆ)

易 

ア
マ
ネ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｆ)

詩 

ツ
ネ
ニ(

Ｈ
Ｌ
Ｈ)

記
】 

ー[

恒]

山<
2
5
1
-
3
1
>

【
順
云
和
名
宇
久
比
須
乃
以
比
祢[

ウ
ク
ヒ
ス
ノ
イ
ヒ
ネ]

(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ)



 

71 

一
云
久
佐
木
乃
祢[

ク
サ
キ
ノ
ネ]

(

Ｌ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｌ)

木
類
】 

憤(

Ｈ)

恚<
2
5
1
-
3
4>

【
音
忿(

Ｈ)

・
弘
云
盛
也
盈
也
阸
也
裂
也
・
應
云
滿
也
謂
ー[

憤]

怒

氣
盈
滿
也
。
怒
氣
充
盛
也
亦
情
感
也
懣
也
懣
煩
也
・
東
云
怨
怒
也
發
ー[

憤]

忘

食
也
心
ー[

憤]
々
懣
《
音
滿
》
也
怒
起
也
・
玉
云
孔
子
曰
與
人
㆒
言
必
待
其
心
ー

[

憤]

々
㆒
乃
後
啓
説
之
。 

イ
キ
ト
ホ
リ(

Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｌ
Ｌ)

後 

・
下
弘
云
於(

Ｆ)

睡(

Ｌ)

反

恨
也
怒
也
・
中
云
於
避
反
忿
也
。
】 

慍
恨<

2
5
1
-5
4
>

【
弘
云
於(

Ｌ)

問(

Ｒﾞ
)

反
恚
也
怨
也
恨
也
。
・
應
云
怒
也
。
イ
カ
ル(

Ｈ

Ｈ
Ｌ)

論
】 

恒
沙<

2
5
1
-6
2
>

【
中
云
胡
登(

Ｆ)

反
・
慈
云
殑
伽
は

河
神
の

名
。
河
從
神
㆒
稱
。
此
河
具

も
て

五
義
㆒
諸
經
多
寄
爲
喩
と

。
】 

恒
河
沙<

2
51
-
7
1
>

【 

】 

ー[

恒]

住
捨
性<

2
51
-
7
2
>

【
眞
云
戸
登(

Ｆ)

反
常
也
。
有
■
ー[

恒]

住
法
也
。
】 

慊
ー[

恒]<
2
5
1
-
7
4
>

【
應
云
苦
簟(

Ｈ)

反
ー[

慊]

厭
也
厭
足
也
快
也
ー[

慊]

々
言
䯇
《
苦

没
》
々
也
。
亦
ー[

慊]

快
也
。・
眞
云
切
恨
也
疑
也
或
嫌
憎
ー[

慊]

也
恨
也
通
用
・
公

云
音
劍(

Ｒ)

恨
也
。 

眞
云
ケ
ム(

Ｌ
Ｌ)

】 

二
五
二
頁 

 

恨<
2
5
2
-
2
1>

【
音
艮
・
弘
云
怨
也
。
・
唯
識
云
々
何
爲
ー[

恨]

】 

春
ー[

恨]<
2
5
2
-
2
2>

【
モ
ト
ツ
メ
集
】 

悔
過<

2
5
2
-2
3
>

【
「
音
與
晦
同
」
・
弘
云
呼
對(

Ｒ)

反
改
也
恨
也
咎
也
病
也
・
中
云

「
改
過
也
」
懺
摩
唐
云
ー
ー[

悔
過]

。
有
云
懺
悔
。
梵
漢
合
呼
な
り

。 

眞
云
ク
ヱ

(

Ｌ
Ｌ) 

了
義
燈
云
以
ー[

悔]

許
字
少
相
近
故
寫
者
有
悞 

ク
ユ(

Ｌ
Ｈ)

書
】 

懺
ー[

悔]<
2
5
2
-
3
4>

【
季
云
音
尖(

Ｌ)

・
應
云
此
言
訛
略
也
。
書
無
ー[

悔]

字
。
應
云
叉

磨
。
此
云
忍
。
謂
容
怒[

恕]

我
罪
。
半
月
叉
磨
增
長
戒
根
。
逋
沙
他
此
云
增
長

戒
。
云
々
・
南
海
傳
云
梵
云
痾
鉢
底
《
罪
過
也
》
鉢
剌
底
提
舍
那
《
卽
對
他
説

也
。
》
説
己
之
罪
㆒
冀
令
清
淨
。
舊
云
懺
悔
。
非
關
説
罪
。
ー[

懺]

摩
乃
是
西
音
、

自
當
忍
義
。
悔
乃
東
夏
之
字
、
追
悔
爲
目
と

。
悔
與
と

忍
㆒
迥
不
相
干
。
若
的
佐

梵
本
㆒
諸
除
罪
時
應
云
至
心
説
罪
云
々
・
不
可
思
議
云
懺
此
云
請
受
㆒
也
。
悔

者
解
也
。
】 

惆
悵<

2
5
2
-6
4
>

【
音
抽(

Ｌ)

・
弘
云
懊(

Ｒ)

惱
也
病
也
愁
也
・
應
云
悲
愁
也
。
ー
ー[

惆

悵]

失
志
也
。
經
作
憀
。
力
彫
反
且
也
。
非
經
義
。
・
下
弘
云
敕
亮(

Ｒ)

反
望
也

恨
也 

イ
タ
ム
集 

・
應
云
ー
ー[

惆
悵]

失
志
也
亦
悲
愁
也
・
公
云
音
籌
ー
ー[

惆

悵]

病
也 

眞
云
チ
ウ(

○
Ｈ)

チ
ヤ
ウ(

○
○
Ｌ-

Ｎ)

】 

二
五
三
頁 

 

憀
ー[

悵]<
2
5
3
-
1
2>

【
見
上
注
】 

悵
悢<

2
5
3
-1
3
>

【
應
云
敕
亮
力
尚
反
悵
望
恨
也
悢
悲
也
謂
悢
々
然
愁
貌
。
】 

ー[

悵]

怏<
2
5
3
-
2
1>

【
弘
云
於
亮
反
强
也
懟
也
。
・
應
云
快
然
心
不
服
也
】 

悢
々<

2
5
3
-2
3
>

【
應
云
力
尚
反
悲
也
謂
ー[

悢]

々
然
愁
悲
也
】 
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欝
怏<

2
5
3
-3
1
>

【
應
云
《
音
同
》
謂
忿
怒
也
ー[

怏]

々
然
心
不
伏
㆒
也
。
】 

悽<
2
5
3
-
3
3>

【
弘
云
千(

Ｆ)

奚(

Ｌ)

反
愴
也
病
也
。
】 

惻
愴<

2
5
3
-4
1
>

【
類
云
側(

シ
ヨ
ク
Ｔ)

音
・
弘
云
病
也
悲
也
・
應
云
ー[

惻]

然
心
中
病
也
・
東

云
愴
ー[

惻]

悲
愍
也
悲
傷
也
中
心
病
也
病
也
憂
也
懼
也
・
玉
云
病
之
至
也
。
イ

タ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

易 

眞
云
シ
キ(

Ｌ
Ｆ) 

・
下
弘
云
楚
高(

Ｆ)

反
喪
也
傷
也
悲
也
・
東

云
ー[

愴]

怳
也
傷
案
傷
猶
悽
慘
也
憂
也
ー[

愴]

非
也
悽
悢
也
。
イ
タ
ム
ラ
ク
ハ(

Ｌ

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ) 

イ
タ
マ
ク
ハ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ) 

ー
ー[

惻
愴]

イ
タ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

選
】 

慘
烈<

2
5
3
-6
1
>

【
弘
云
錯
感(

Ｈ)

反
憂
也
殺
也
貪
也
痛
也
・
應
云
憂
見
也
。
下
力
折

反
猛
盛
也
。 

イ
タ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

集 

ウ
レ
フ(
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

】 

ー[

慘]

毒<
2
5
3
-
6
4>

【
應
云
又
憯
、
懆
。
毒
也
ー[

慘]

憂
也
。
】 

不
怛<

2
5
3
-7
2
>

【
弘
云
都(

Ｆ)

達(

Ｔ)

反
切
也
病
也
懷
憂
也
・
應
云
ー[

怛]

憂
也
ー[

怛]

懼

也
今
或
爲
驚
憚
字
㆒
也
。 

眞
云
タ
チ
】 

二
五
四
頁 

 

不
憚<

2
5
4
-1
1
>

【
應
云
都
割
仮
旁
驚
は

曰
ー[

憚]

。
經
作
慘
怛
之
怛
㆒
非
也
・
又
云
徒

旦
反
ー[

憚]

驚
也
ー[

憚]

畏
也
亦
忌
也
。
弘
云
達
旦(

Ｒ)

反
難
也
畏
也
驚
也
・
東
云

丁
佐(

Ｒ)

反 

眞
云
タ
ン(

Ｌ
Ｌ)

】 

摩
ー[

怛]

理
迦<

2
54
-
2
2
>

【
應
云
都
達(

Ｔ)

反
舊
云
摩
德
勒
伽
。
亦
云
摩
夷
。
此
云
毋

亦
本
毋
。
或
云
行
境
界
。
謂
起
行
㆒
所
佐
と
し
て

、
能
生
行
㆒
故
。
】 

布
ー[

怛]

那<
2
5
4
-3
2
>

【
應
云
】 

毗
飯
ー[

怛]

羅<
2
54
-
3
4
>

【
應
云
卽
蘇
達
拏
本
生
因
緣
也
。
】 

梅
ー[

怛]

麗
藥<

2
54
-
4
2
>

【
在
下
】 

ー[

怛]

薩
阿
竭
阿
羅
訶
三
邪
三
佛<

2
5
4
-4
3
>

【
應
云
大
品
作
多
他
阿
伽
度
《
此
云
如

來
》
阿
羅
訶
《
應
供
》
三
藐
三
佛
陀
《
正
遍
知
》
十
號
中
三
號
。
】 

制
ー[

怛]

羅<
2
5
4
-5
4
>

【
應
云
都
達(

Ｔ)

反
人
名
也
。
此
正
月
星
名
。
西
國
立
名
多
此
㆒

也
。
】 

ー[

怛]

策
迦<

2
5
4
-6
3
>

【
初
革[

在
策
之
下]

】
【
應
云
都
達
反
龍
王
名
。
】 

恡[

悋]

惜<2
5
4
-
7
1
>

【
慈
云
力(

Ｓ)

晋(

Ｒ)

反
鄙
ー[

悋]

也
。
若
憯
作
𠫤
・
眞
云
惜

也 

・
下
・
弘
云
胥
亦
反
病
也
登
也
貪
也
・
中
云
恡
也
。
タ
ハ
フ(

Ｈ
□
Ｌ)

集 

ア

タ
ラ
シ
カ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ) 

ヲ
シ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

後 

ー
ー[

悋
惜]

イ
ナ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈﾞ

)

遊
】 

二
五
五
頁 

 

可
惜<

2
5
5
-1
2
>

【
ア
タ
ラ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ)

唱
和
集
】 

莫
ー[

惜]<
2
5
5
-
1
3>

【
サ
マ
ラ
ハ
レ(

Ｌ
Ｆ
Ｈ
Ｌﾞ

Ｌ)

遊
】 

慳
貪<

2
5
5
-1
4
>

【
慈
云
俗
間
他
含
反
悋
已
得
也
婪
未
得
㆒
也
・
中
云
悋
也
。
ヤ
フ
サ

カ
ル(
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈﾞ

Ｌ) 

ヲ
シ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)-

名
也
】 
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憐
愍<

2
5
5
-2
3
>

【
季
云
音
連(

Ｌ)

俗
作
怜
・
弘
云
愛
也
哀
也
・
中
云
愛
惜
也
。
カ
ナ

シ
フ(

Ｈ
□[

Ｈ]

Ｈ
Ｌﾞ

)

集 

ア
ハ
レ
フ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

)

切 

眞
云
リ
ン(

Ｌ
Ｌ) 

レ
ン 

下
音

閔
弘
云
眉
隕
反
傷
也
悶
也
愛
也
亂
也
・
應
云
古
ー[

愍]

今
作
閔
憐
也
。
・
慈
云

ー[

愍]

者
悲
也
。 

カ
ナ
シ
フ
書
】 

慜<
2
5
5
-
4
1>

【
益
云
亦
ー[

慜]

・
宋
云
愍
慜
聰
】 

憫
泣<

2
5
5
-4
2
>

【
音
同
上
・
弘
云
憂
也
・
應
云
ー[

憫]

々
然
也
・
玉
云
ー[

憫]

々
憂
貌

懣
也
部
也
。
】 

ー[

憫]<
2
5
5
-
5
1
>

【
カ
ナ
シ
ヘ
リ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

Ｈ)
集
】 

愍
憫<

2
5
5
-5
2
>

【
干
云
上
ー[

憫]

傷
下
ー[

憫]

默
。
】 

怜<
2
5
5
-
5
4>

【
廣
云
力
丁(

Ｆ)

切 

心
了
也
。
】 

怜<
2
5
5
-
6
1>

【
類
云
蓮(

Ｌ)

音 

眞
云
蓮(

Ｒ)

音
】 

可
ー[

怜]<
2
5
5
-
6
2>

【
ウ
ツ
ク
シ
ム
ス(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌﾞ

)

遊
】 

ー[

怜]

憐<
2
5
5
-
6
3>

【
干
云
上
俗
下
正
。
】 

恰
々<

2
5
5
-6
4
>

【
應
云
苦(

Ｈ)

洽(

Ｓ)

反
ー[

恰]

々
用
心
也
。
・
東
云
ー[

恰]

々
勒
也
專
用

也
。 

ア
タ
カ
モ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ)

白 

タ
ト
ヘ
ハ
】 

𢘪[

怪]

之<
2
5
5
-
7
3>

【
慈
云
古
懐
反
ー[

怪]

異
也
驚
ー[

怪]

也
。
凡
奇
異
非
常
皆
曰
ー[

怪]

。

字
從
𡉄
《
口
瓦
》
㆒
從
心
㆒
。
ア
ヤ
シ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌﾞ

)

集
】 

二
五
六
頁 

 

恠[

怪]

𢘪[

怪]<
2
5
6
-
1
2
>

【
干
云
上
俗
。
】 

怪<
2
5
6
-
1
3>

【
益
】 

慇
懃<

2
5
6-
1
4
>

【
音
殷(

Ｆ)

勤(

Ｌ)

・
弘
云
憂
也
病
也
・
東
云
病
切
也
心
内
懃
勞
也
。

又
《
上
》
ー
々
心
憂
現
。
ー
ー[

慇
懃]

心
丁
寧
也
委
曲
也
稠
疊
也
。
慇
は

懃
、
懃

は

憐
也
。
・
下
弘
云
憐
也
勞
習
也
・
中
云
ー
ー[

慇
懃]

丁
寧
也
再
三
也
。
下
或
勤

煦
云
ー[

懃]

勤
同
從
心
㆒
俗
・
玉
云
ー
ー[

慇
懃]

猶
周
至
也
。
下
行
圓
云
ネ
ム
コ
ロ

に(

Ｌ
Ｈ
Ｌﾞ

Ｌ
○) 

眞
云
オ
ン(

Ｌ
Ｈ)

コ
ン(

Ｈ-

Ｎ
Ｈ)

】 

勤
懃<

2
5
6
-3
3
>

【
干
云
上
ー[

懃]

勞
下
慇
ー[

懃]

。
】 

忉
利
天<

2
56
-
4
1
>

【
季
云
音
刀(

Ｆ) 

弘
云
憂
勞
也
詠
憂
也
・
應
云
此
應
訛
略
。
正

言
多
羅
夜
登
陵
舎
天
。
此
云 

・
慈
云
卅[

三
十]

三
天
・
中
云
帝
釋
爲
主
「
四
面

各
有
八
其
故
欲
界
第
二
天
。
」
】 

無
恙<

2
5
6
-5
1
>

【
弘
云
餘
亮(

Ｒ)

反
憂
也
病
也
・
應
云
病
之
憂
也
。
上
古
草
居
露
宿

ー[

恙]

噬
蟲
也
善
食
人
心
凡
相
勞
問
無
ー[

恙]

乎
復
因
以
爲
病
也
。
今
人
謂
無
ー

[

恙]

無
憂
也
。
音
養
】 

慯<
2
5
6-
6
1>

【
弘
云
尸
向
反
感
也
思
也
痛
・
玉
又
尸
姜
反
。
・
類
云
傷(

Ｆ)

音
。
】 

愓
聾<

2
5
6
-6
3
>

【
應
曰
餘(

Ｌ)

章(

Ｆ)

反
通
俗
文
作
詳
。
虛
辭
也
。
漢
書
作
陽
。
謂
不

眞
也
。
經
作
佯
《
側
羊
反
ー[

佯]

弱
也
》
非
。 

□
達
】 

怵
愓<

2
5
6
-7
3
>

【
「
類
云
默(

Ｔ)

音
」
・
應
曰
恥
律
反
愁
也
。
下
他
狄(

Ｓ)

反
驚
也
懼
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也
愁
□[

也]

ー[

怵]

々
猶
切
々
也
ー
ー[

怵
愓]

悚
懼
也
悽
愴
也
。
下
オ
ソ
ル
易
】 

二
五
七
頁 

 

灼
愓<

2
5
7
-1
2
>

【
應
云
他
狄(

Ｓ)

反
ー
ー[

灼
愓]

謂
憂
懼
也
亦
病
。
】 

㣿
愓<

2
5
7
-1
4
>

【
應
云
之
若(
Ｓﾞ

)

反
ー[

㣿]

憂
懼
也
亦
通
也
。
下
愁
也
憂
也
。
オ
ソ
ル

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

易
】 

愒<
2
5
7
-
2
3>

【
類
云
鎧
又
憩
音
。
イ
コ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

詩
】 

愁<
2
5
7-
3
1>

【
「
季
云
音
秋
」
・
弘
云
『
仕
憂
反
』
苦
也
悲
也
恚
也
。
中
云
甚
憂

也
。 

ウ
レ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

易
】 

愀
然<

2
5
7
-
33
>

【
應
云
又
湫
。
在
須(

Ｆ)

反
禮
記
云
孔
子
ー
ー[

愀
然]

作
色
謂
顔
色
變

動
之
貌
。
】 

憔

[

悴]
(

「
卒
」)<

2
5
7
-
4
2
>

【
慈
云
上
昨
焦(

Ｆ)

反
下
疾
醉
反
。
三
蒼
切
韻
作
顦
顇
㆒
廣

雅
玉
篇
作
ー
ー[

憔
悴]

。
愁
也
患
也
憂
也
病
也
】 

忰[

悴]<
2
5
7
-
5
3
>

【
音
萃
カ
シ
ク(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

白
】 

忡
々<

2
5
7
-5
4
>

【
弘
云
直(

Ｓ)

忠(

Ｆ)

反
以
詠
心
憂
也
。
・
詩
云
憂
心
ー[

忡]

々
。
】 

患<
2
5
7
-
6
2>

【
弘
云
胡(

Ｌ)

串(

Ｒ)

反
禍
也
惡
也
苦
也
・
中
云
憂
也
・
眞
云
病
也
。 

ウ

レ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

記
】 

恇
孃<

25
7
-
6
4>

【
弘
云
丘(

Ｆ)

方(

Ｆ)

反
恐
也
怯
也
・
季
云
音
匡(

Ｆ)

「
於
豆[

オ
ツ]

(

○

Ｌﾞ
)

」
・
應
云
下
而
羊(

Ｌ)

反
煩
擾
也
謂
煩
恐
惶
遽
也
。
楚
辭
遭
此
世
之
ー
ー[

恇

孃]

㆒
是
。
】 

慣
習<

2
5
7
-7
3
>

【
應
云
又
串
古
患
反
串
亦
習
也
・
公
云
音
貫(

Ｌ)

或
作
串
。 

ナ
ラ

ヘ
リ(

□[

Ｌ]

Ｌ
Ｈ
Ｌ)

集
】 

二
五
八
頁 

 

志<
2
5
8
-
1
1>

【
弘
云
之(

Ｆ)

異(

Ｒ)

反
望
也
念
也
慕
也
知
也
記
也
擬
也
。
・
玉
云
尚
書

詩
言
亦
。
孔
安
國
曰
在
心
㆒
爲
ー[

志]

と

。
左
氏
傳
以
制
六
ー[

志]

。
杜
豫
曰
好
惡

喜
怒
哀
樂
也
。
謂
恩
意
也
識
也
・
魴
云
誠
心
意
曰
ー[

志]

。
コ
コ
ロ
サ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｌﾞ

Ｌ)

記 

和
行
圓
云
ー[

志]
(

Ｒ)

】 

恚<
2
5
8
-
2
3>

【
弘
云
於
睡
反
恨
也
怒
也 

フ
ツ
ク
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

詩 

イ
カ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

列
】 

淹
ー[

恚]<
2
5
8
-
3
1>

【
ヒ
サ
シ
キ
イ
カ
リ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｆ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

列
】 

悉<
2
5
8
-
3
2>

【
音
膝(

Ｔ)

・
中
云
皆
也 

コ
ト
〳
〵
ク(

Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

Ｌ
Ｌ)

記
】 

𢘤[

悉]

達
多<

2
5
8
-3
3
>

【
域
云
薩
縛(

「
婆
」)

喝
剌
他
悉
陀
。
「
唐
言
一
切
義
成
」
舊
曰

ー
ー
ー[

悉
達
多]

㆒
訛
略
。
】 

懾
伏<

2
5
8
-4
1
>

【
弘
云
章
渉(

Ｔ)

反
服
也
怯
。
或
也
畏
也
・
應
云
止
葉
齒
葉
反
心
服

曰
ー[
懾]

也
懼
貌
恐
懼
也
失
常
也
。
オ
ツ(

Ｈ
Ｌﾞ

)

選
】 

慴
伏<

2
5
8
-4
4
>

【
弘
云
徒(

Ｌ)

頰(

Ｓ)

反
懼
也
。
・
應
云
卽
恐
懾
《
之
渉(

Ｔ)

》
也
・
眞
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云
又
之(

Ｌ)

渉(

Ｔ)

反
怯
也
・
東
云
ー[

慴]

伏
也
服
也
畏
也
恐
懼
也
。
・
公
云
音
攝

(

Ｓ)
畏
也
。 

眞
云
セ
フ(

○
Ｌ)

】 

慴
懾<

2
5
8
-5
4
>

【
干
云
上
懼
下
失
上
氣
亦
作
讋
】 

悼
慨<

2
5
8
-6
2
>

【
弘
云
徒(

Ｌ)

到(

Ｒ)

反
動
也
憐
也
愛
也
・
應
云
傷
也
哀
也
哀
憐
也

「
・
玉
云
病
也
哀
ー[

悼]
也
懼
也
」
・
東
云
病
也
懼
也
病
也
悲
ー[

悼]

也
矜
也
。
七

年
曰
ー[

悼]

々
與
耄
㆒
雖
有
罪
㆒
不
可
刑
㆒
焉
。九
十
曰
ー[

悼]

。
イ
タ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

後
】 

悼
慄<

2
5
8
-7
3
>

【
イ
タ
ミ
ヲ
ノ
ヽ
ク(
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

詩
】 

倶
𢞗<

2
5
8
-7
4
>

【
應
云
補
迷(

Ｌ)

反
。
】 

二
五
九
頁 

 

孫
悌<

2
5
9
-1
1
>

【
應
云
蘇
寸(

Ｒ)

反
ー[

孫]

順
也
亦
謙
恭
也
。
・
下
音
弟 

弘
云
發
也

行
□[

也
？] 

應
云
大
帝
大
禮
反
ー[

悌]

々
樂
也
易
也
。
善
事
兄
曰
ー[

悌] 

東
云

愷
ー[

悌]

弟
順
於
兄
也
發
也
謂
發
行
也
樂
易
也
言
性
和
樂
而
簡
易
也
君
子
人

之
父
母
□[

也]

又
《
去
》
又
徒
亥
反
孝
ー[

悌]

也
遜
也
孝
順
也
弟
恭
也
】 

悌<
2
5
9
-
2
4>

【
益
云
徒
計(

Ｒ)

切
孝
ー[

悌]

又
徒
禮
切
愷
ー[

悌]

。
】 

號
懀<

2
5
9
-3
2
>

【
應
云
烏(

「
於
」)

外
反
世
尊
名
號
也
。
眉
目
間
貌
。
】 

泥<
2
5
9
-
3
4>

【
最
勝
燈
王
也
】 

㦜
動<

2
5
9
-4
1
>

【
應
曰
胡
郭
恐
縛
反
ー[

㦜]

驚
也
】 

㤃
習<

2
5
9
-4
3
>

【
應
云
放
習
經
ー[

㤃]

非
。
】 

揵
沓
惒[

和]<
2
5
9
-4
4
>

【 

】 

愵
態<

2
5
9
-
5
1
>

【
應
云
而(

Ｌﾞ
)

酌(

Ｔ)

反
弱
耎
弱
也
。
經
ー[

愵]

奴
的
反
ー[

愵]

憂
也
。

下
音
貸 

ス
カ
タ
集
】 

惴
々<

2
5
9
-5
4
>

【
應
云
之
睡(

Ｒ)

反
ー[

惴]

々
懼
也
謂
危
懼
也
。
】 

憧
々<

25
9
-
6
2>

【
應
云
昌
恭
反
ー[

憧]

々
意
不
定
也
ー[

憧]

々
往
來
也
。
字
從
童
㆒
從

『
大
』
。
經
從
心
與
㆓
重
㆒
同
憧
。
遲
也
非
。
】 

惄<
2
5
9
-
7
1>

【
乃
歷(

Ｔ)

反 

オ
モ
フ
ヿ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
○)

詩
】 

歌
懿<

2
5
9
-7
2
>

【
應
云
於
冀
反
ー[

懿]

美
也
專
久
而
美
也
亦
大
也
。
】 

師<
2
5
9
-
7
4
>

【
信
云
正
作
憉
。
蒲
康
反
强
也
。
是
憉
師
摩
王
卽
十
轉
輪
王
之
第

十
王
也
。
宜
作
懿
字
。
於
冀
反
美
也
・
又
曰
與
前
㆒
同
名
。
而
此
粟
散
王
也
。
】 

二
六
〇
頁 

 

㤥
焉<

2
6
0
-2
1
>

【
應
云
胡
代
反
患
愁
曰
ー[

㤥]

。
亦
苦
也
恨
也
厭
ー[

㤥]

也
。
今
猶
言

患
ー[

㤥]

以
有
所
苦
也
。
】 

㥜<
2
6
0
-
2
4>

【 

】 
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作
䋟<

2
6
0
-3
1
>

【
糸
部
】 

慵<
2
6
0
-
3
2>

【
モ
ノ
ウ
シ
切
】 

<
2
6
0
-
3
3
>

【
無
垢
疏
】 

惶
恾[

忙]<
2
6
0
-
3
4>

【
應
云
又
朚
。
莫
芒
反
茫
遽
也
「
朚
人
」
晝
夜
作
無
日
用
月
無

月
用
火
常
思
明
故
字
從
明
或
曰
朚
人
思
天
曉
故
字
從
明
。
】 

慺
々<

2
6
0
-4
4
>

【
應
云
力
俱
反
ー[

慺]

々
謹
敬
貌
。
】 

慙
恧<

2
6
0-
5
2
>

【
應
云
女
六(

Ｔ)

反
㥏
《
他
典
》
ー[

恧]

慙
也
荊
楊
青
徐
之
間
曰
㥏
。

梁
益
秦
晉
之
間
曰
慙
山
之
東
西
曰
愧
㆒
曰
ー[

恧]
㆒
也
。
不
直
失
卽
謂
之
慙
。
々

愧
也
心
慙
曰
ー[

恧]

と

。
】 

欝
怫(

「
又
」)<

2
6
0
-
6
3
>

【
應
曰
父
勿
反
ー[

怫]

鬱
心
不
安
也
亦
意
不
舒
泄
不
平
也
・
然

云
鬱
謂
蓊
鬱
ー[

怫]

者
意
不
泄
㆒
也
。
】 

慰
問<

2
6
0
-7
3
>

【
音
畏(

Ｒ)

・
慈
云
ー[

慰]

者
安
撫
之
異
名
、
問
者
詞
微
之
別
稱
。
安

撫
詞
微
故
云
ー
ー[

慰
問]

。
ヤ
ス
ム
ス(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ)

詩
】 

二
六
一
頁 

 

ー[

慰]

喩<
2
6
1
-
1
2>

【
慈
云
ー[

慰]

者
安
、
喩
者
曉
。
】 

平
等
性<

2
61
-
1
3
>

【
眞
云
遍
一
切
法
㆒
故
。
】 

離
生
性<

2
61
-
2
1
>

【
眞
云
離
生
■
性
㆒
故
。
眞
如
異
名
】 

憍
薩
羅<

2
61
-
2
3
>

【
眞
云
舊
云
拘
薩
羅
國
也
。
此
無
所
當
㆒
故
不
翻
。
】 

ー[

憍]

尸
迦<

2
6
1
-3
1
>

【
眞
云
始
脂[

在
尸
之
下]

】
【
慈
云
忉
利
天
主
。
姓
釋
迦
、
號
は

帝

釋
、
名
は

ー
ー
ー[

憍
尸
迦]

。
此
云
繭
兒
。
前
身
之
名
。
佛
常
呼
之
・
眞
曰
稻
云
一

名
帝
釋
、
一
名
鑠
羯
羅
、
一
名
補
爛
達
羅
、
一
名
印
達
羅
、
一
名
婆
颯
縛
。
卽

三
十
三
天
の

尊
・
慈
云
《
在
米
部
》
】 

ー[

憍]

陳
那<

2
6
1
-5
1
>

【
見
邑
部
】 

ー[

憍]

曇
彌<

2
6
1
-5
2
>

【
・
慈
云
又
但
云
瞿
曇
皆
訛
略
也
。
正
言
喬
答
彌
。
佛
姨
母

故
女
聲
呼
。
喬
答
摩
是
男
聲
。
此
云
甘
燾[

蔗]

種
或
曰
炙
種
。
釋
迦
能
姓
雖
類

多
瞿
曇
釋
迦
最
爲
遺
族
。
若
毀
之
曰
牛
糞
種
埿[

泥]

種
。
廣
如
域
記
。
】 

ー[

憍]

設
隷<

2
6
1
-7
1
>

【
擧
敖
反
奘
】 

怟
慲<

2
6
1
-7
3
>

【
應
云
莫
蘭
反
ー[

慲]

忘
也
ー[

慲]

兜
也
。
律
僈
。
非
。
】 

二
六
二
頁 

 

苦
懣(

Ｈ)<
2
6
2
-
1
1>

【
應
云
古
𢟮
莫
本
反
ー[

懣]

煩
也
悶
也
亦
墳
也
朝
鮮
洌
水
之
間
煩

謂
之
謨
漫
。
】 

悶<
2
6
2
-
2
1>

【
イ
キ
ト
ホ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ
Ｌ)

易
】 

ー[

悶]

愊<
2
6
2
-
2
2>

【
應
云
普
力
蒲
力
反
ー[

愊]

憶
猶
盈
蒲
也
。
】 
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不
㤿<

2
6
2
-2
4
>

【
應
云
又
𢜰
於
驗
反
意
滿
也
】 

狂
憨<

2
6
2
-3
2
>

【
應
云
呼
濫
反
ー[

憨]

愚
也
郭
璞
曰
鵽
鳥
ー[

憨]

急
謂
虛
勇
也
。
】 

習
忕<

2
6
2
-3
4
>

【
應
云
又

[

𢘽]

翼
世
反
𢘽
習
也
𢘽
明
也
狃
ー[

忕]

也
復
爲
也
。
】 

權
㥠<

2
6
2
-4
2
>

【
應
云
古
諝
息
於
反
多
意
謂
之
ー[

㥠]

㤖《
張
呂
》
ー[

㥠]

々
々
知
也
。
】 

忼
愾<

2
6
2
-5
1
>

【
應
云
口
葬
苦
代
反
ー
ー[

忼
愾]

大
息
也
。
一
云
壯
士
不
得
志
也
。
】 

㤲
腹<

2
6
2
-5
3
>

【
應
云
又
㥦
。
虛
頰
反
。
説
文
丘
渉
反
恐
息
也
經
攝
非
。
】 

阿
慉<

2
6
2
-6
1
>

【
應
云
虛
六
反
。
】 

々[

慉]

氣<
2
6
2
-
6
2>

【
應
云
稸
氣
經
ー[

慉]

許
六
反
ー[

慉]

起
也
非
】 

恐
懅<

2
6
2
-6
4
>

【
弘
云
玄(

Ｒ)

鞏(

Ｈ)

反
懼
也
・
眞
云
又
丘(

Ｆ)

用(

Ｒ)

反
。
オ
ト
ス(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

記 

・
下
應
云
又
遽
同
渠
庶
反
遽
畏
懼
也
急
也
。
】 

ー[

恐]

怖<
2
6
2
-
7
4>

【
慈
云
恐
者
畏
、
怖
者
懼
。
】 

二
六
三
頁 

 

恐
懼<

2
6
3
-1
2
>

【
音
具
《
在
上
》
オ
ツ
詩
】 

悃
ー[

懼]<
2
6
3
-
1
3>

【
音
閫
】 

惶
怖<

2
6
3
-1
4
>

【
慈
云
上
胡(

Ｌ)

光(

Ｆ)

反
悚
也
。
下
普
故(

Ｒ)

反
怕
也
。
ー
ー[

惶
怖]

者

驚
懼
也
・
上
弘
云
恐
也
懅
也
・
應
云
謂
悤
遽
也
・
中
云
悚
懼
也
・
東
云
ー[

惶]

怖
悚
懼
也
恐
懼
心
不
安
ー[

惶]

々
憂
懼
無
所
憩
止
貌
・
下
應
云
又
悑
惶
ー[

怖]

也
・
中
云
畏
也
・
眞
云
惶
也
。
】 

𢞎[

憊]<
2
6
3
-
3
3
>

【
弘
云
蒲
戒
反
疲
劣
也
極
也
。
】 

憊<
2
6
3
-
3
4>

【
應
云
ツ
カ
ル(

Ｌ
Ｈ
Ｌ)

白
】 

恥<
2
6
3
-
4
1>

【
弘
云
癡
理
反
愧
也
。
】 

恥
辱<

2
6
3
-4
2
>

【
ハ
チ
ハ
ツ(

Ｌ
Ｈﾞ

Ｌ
Ｈﾞ

)

論
】 

慙
愧(

Ｒ)<
2
6
3
-
4
3>

【
弘
辭
甘(

Ｌ)

反
愧
也
。
・
中
云
小
恥
也
。
ハ
ツ
切
・
下
弘
云
踦

饋
反
慙
也
媿
字
醜
也
。
・
眞
云
羞
ー[

愧]

鄙
恥
也
。
ハ
ツ(

Ｌ
Ｈﾞ

)

選
】 

無
慙<

2
6
3
-5
3
>

【
慈
云
卽
尼
揵
子
正
翻
離
繫
亦
云
無
ー[

慙]

離
三
界
繫
縛
也
以
其
露

形
佛
法
毀
之
曰
ー
ー[

無
慙]

卽
無
羞
也
】 

愧
媿<

2
6
3
-6
3
>

【
干
云
竝
正
。
】 

慚<
2
6
3
-
6
4>

【 

】 

憬<
2
6
3
-
7
1>

【
弘
云
九
永(

Ｈ)

反
悟
也
。
】 

忍<
2
6
3
-
7
2>

【
弘
云
如
軫(

Ｈ)

反
强
也
含
也
・
中
云
含
客
也
。
】 

安
ー[

忍]<
2
6
3
-
7
4>

【
眞
云
耐
也
。
上
阿
干
反
寧
。
】 
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二
六
四
頁 

 

ー[

忍]

辱<
2
6
4
-
1
1>

【 

】 

懲
改<

2
6
4
-1
2
>

【
季
云
音
澄(

Ｌ)

古
留(

Ｌ
Ｈ)

・
弘
云
雉
陵(

Ｌ)

反
止
也
苦
也
恐
也
・
應

云
革
也
安
改
革
前
失
㆒
曰
ー[

懲]

㆒
也
。 

ハ
シ
メ
列
】 

怡
懌<

2
6
4
-2
1
>

【
應
云
音
亦(
Ｔ)

ー
ー[

怡
懌]

は

樂
也
。
怡
は

心
之
樂
也
懌
は

意
解
之
樂
也

悦
懌
は

樂
也
。
懌
怡
也
。
經
作
液
非 

・
弘
云
服
也
樂
也
改
也 

ヨ
ロ
コ
フ(

Ｌ

Ｌ
Ｈ
Ｌ
”)

書
】 

悱
々<

2
6
4
-3
1
>

【
弘
云
孚
匪
反
心
欲
動
也
・
東
云
欲
言
之
貌
。
案
人
之
思
事
理
欲

言
又
《
音
同
溺
》
憂
也
・
玉
云
其
口
ー[

悱]
々
乃
後
爲
説
也
。
心
欲
病
也
。
】 

怒
憾<

2
6
4
-4
1
>

【
弘
云
胡
紺(

Ｒ)

反
恨
也
・
應
云
怨
恨
也
不
安
也
又
《
上
》
動
也
。・
公

云
感(

Ｌ)

恨
也
。
】 

感<
2
6
4
-
4
4>

【
今
私
且
入
戈
部
耳
】 

哀
慟<

2
6
4
-5
1
>

【
弘
云
徒(

Ｌ)

貢(

Ｒ)

反
哀
過
也
。
イ
タ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

律
】 

懊
恚<

2
6
4
-5
3
>

【
弘
云
於
陸(

Ｔ)

反
忨
《
信
曰
午
喚
反
貪
也
》
也
貪
也
憹
恨
也
・
應

云
於
報
反
ー
ー[

懊
恚]

悔
恨
也
。
】 

怡
悦<

2
6
4
-6
2
>

【
弘
云
胡(

Ｌ)

拙(

Ｔ)

反
脱
也
樂
也
服
也
蘇
也
好
也
・
應
云
怡
懌
悦
樂

也
・
中
云
以(

Ｈ)

劣(

Ｔ)

反
懌
也
。
音
閲(

Ｔ) 

ヨ
ロ
コ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌﾞ

)

選 

又
音
セ
イ

(

「
巾
歟
」)

選 

・
眞
云
喜
也
。
帨
税
】 

々[

悦]

可<
2
6
4
-
7
3>

【
眞
云
可
は

然
也
。
ー
ー[

悦
可]

猶
悦
㆒
也
。
又
可
蓋
也
。
】 

二
六
五
頁 

 

ー[

悦]

頭
檀
王<

2
65
-
1
1
>

【
信
云
又
輸
頭
檀
又
輸
頭
檀
那
此
云
淨
飯
】 

愔
々<

2
6
5
-1
3
>

【
弘
云
於
斟(

Ｆ)

反
和
靜
貌
。
・
應
云
性
和
也
・
東
云
安
也
漢
明
帝
、

使
蔡
ー[

愔]

を

西
方
㆒
尋
佛
に

。
】 

忸
怩<

2
6
5
-2
2
>

【
應
云
女(

Ｈﾞ)

竹(

Ｔ)

反
慙
恥
謂
之
ー
ー[

忸
怩]

。
・
下
季
云
音
尼(

Ｌﾞ
)

ー

ー[

忸
怩]

慙
愧
意
・
弘
云
慙
也
歰[

澀]

也
】 

煕
怡<

2
6
5
-3
1
>

【
公
云
音
基
伊
和
悦
也
】 

十
忍<

2
6
5
-3
2
>

【
眞
云
十
行
之
果
也
。
ー[

忍]

可
決
定
義
。
】 

㥾<
2
6
5
-
3
4>

【
弘
云
女
棘(

Ｔ)

反
愧
也
。
】 

媱
慝<

2
6
5
-4
1
>

【
音
匿(

Ｔﾞ
)

・
東
云
惡
也
・
應
云
他(

Ｌ)

則(

Ｔ)

反
穢
也
邪
也
。
ヨ
コ
シ

マ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

詩
】 

惹<
2
6
5
-
4
3>

【
弘
云
如(

Ｌﾞ
)

耶(

Ｌ)

反
淹
也
詁
諦
也
。
・
玉
云
又
如
灼(

Ｓ)

反
】 

ー[
惹]

曳<
2
6
5
-
5
1>

【
自
羅 

不
空
】 

𢜪
頭<

2
6
5
-5
2
>

【
應
云
又
惹
。
而
者
而
斫
反
。
佛
刹
名
。
】 

悖
惡<

2
6
5
-5
4
>

【
弘
云
補(

Ｈ)

潰(

火
イ
Ｒ)

反
逆
也
亂
也
擾
也
・
應
云
古
愂
。
同
蒲
沒
補
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潰
反
。 

眞
云
ホ
チ(

○
Ｌ)

】 

兇
悖<

2
6
5
-6
4
>

【
音
背(

Ｒ)

・
眞
云
ー[

悖]

惡
ー[

悖]

逆
兇
惡
也
・
公
云
音
背(

Ｌ)

或
作
愂
。

音
發
。
サ
カ
フ
《
易
也
逆
也
》 

ミ
タ
ル(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

孝 

マ
ト
ハ
ス
】 

依
憑<

2
6
5
-7
2
>

【
弘
云
白(

Ｓ)

陵(

Ｌ)

反
依
也
盛
也
竝
也
太
也
貪
也
怒
也
・
魴
云
𠗦
ー

[

憑]

《
古
》 

ヨ
ル(

Ｈ
Ｌ)
集
《
依
也
》 

ア
ツ
ラ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ) 

タ
ノ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

サ

カ
リ
ニ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
○)

選
】 

二
六
六
頁 

 

憑
怒<

2
6
6
-1
2
>

【
サ
カ
リ
ニ
イ
カ
テ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ)
選
】 

惃<
2
6
6
-
1
3>

【
弘
云
古
混(

Ｈ)

反
惛
也
亂
也
擾
也
。
・
東
云
心
昏
迷
也
不
慧
㆒
也
。
】 

𢞗<
2
6
6
-
2
1>

【
東
云
匹(

Ｔ)

夷(

Ｌ)

反
忮
ー[

𢞗]

惡
性
也
】 

惸<
2
6
6
-
2
3>

【
弘
云
仇
營(

Ｌ)

反
單
也
獨
也
・
東
云
無
兄
弟
㆒
也
・
玉
云
亦
煢
・
魴
云

無
兄
弟
曰
ー[

惸]

㆒
無
男
女
㆒
曰
獨
。
】 

怯
愵<

2
6
6
-3
2
>

【
慈
云
去
劫
反 

畏
也
劣
也
多
畏
也 

弘
云
持
去
也
難
去
也 

東
云

難
《
去
》
眞
也
怖
也
懼
也
懦
也
畏
伏
也
・
下
應
云
怯
弱
經
ー[

愵]

奴
的
反
思
也

傷
也
非 

ツ
タ
ナ
シ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

記 

眞
云
カ
フ
】 

驚
愕<

2
6
6
-4
3
>

【
「
留
志
云
萼(

Ｓﾞ
)

・
應
云
或
作
咢
」
・
慈
云
五(

Ｈﾞ
)

各(

Ｓ)

反
驚
也
・
弘

云
譁
也
咢
也
・
東
云
眞
言
也
擊
鼓
也
。
説
文
作

。
驚
懼
也
。
】 

忩[

悤]

遽<
2
6
6
-
5
2>

【
憲
云
倉
紅(

Ｌ)

反
速
也
・
慈
云
ー[

悤]

は

迫
、
遽
は

急
也
。
・
昫
云

古
作
怱 

・
魴
云
遽
也
。
】 

心
忪<

2
6
6
-6
1
>

【
弘
云
青(

Ｆ)

公(

Ｆ)

反
惶
遽
也
。
音
與
鐘(

Ｆ)

㆒
同
。
】 

怱[

悤]<
2
6
6
-
6
3
>

【
魴
云
同
上
。
正
文
。
】 

慾<
2
6
6
-
6
4>

【
「
類
云
欲
音
」
・
弘
云
貪
ー[

慾]

也
・
類
云
出
字
林
。
】 

憙
樂<

2
6
6
-7
1
>

【
音
喜(

Ｈ)

嬉(

Ｒ)

・
中
云
好
・
法
藏
僧
都
大
般
若
玄
文
云
案
愐
喜
ー

[

憙]

通
ー[

憙]

字
勝
・
眞
云
忻
也
俗
作
憘
或
喜
。
同
也
・
東
云
或
全
作
喜
悦
也
情

好
也
。 

コ
ノ
ム
】 

二
六
七
頁 

 

喜
憙<

2
6
7
-1
2
>

【
干
云
上
ー[

喜]

樂
下
ー[

憙]

好
。
】 

憙
見
佛<

2
67
-
1
4
>

【
中
云 

或
本
喜
非
】 

恊[

協]<
2
6
7
-
2
2
>

【
音
狹(

Ｔ)

・
應
云
ー[

協]

和
也
合
也
同
也
。
・
東
云
和
心
從
心
同
心

會
也
卒
也
。
又
作
刕
、
叶
。 

カ
ナ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

ヤ
ハ
ラ
ク(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

) 

オ
ヒ
ヤ

カ
ス(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

】 
協<

2
6
7
-
3
2>

【
在
十
部
】 

迫
恊[

協]<
2
6
7
-
3
3>

【
應
云
謂
以
威
力
㆒
相
恐
懼
也
。
亦
言
愶
𦀗
《
或
言
恐
》
愶
。
】 

𠦢
恊[

協]<
2
6
7
-
4
1>

【
干
云
上
俗
下
正
。
】 
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不
愜<

2
6
7
-4
2
>

【
音
篋(

Ｓ)

・
眞
云
ー[

愜]

伏
也
心
伏
也
快
也
可
也
・
東
云
心
服
也
可

心
也
當
也
怕
也
叶
意
㆒
也
心
服
快
稱
也
ー[

愜]

々
小
息
畏
羅
禍
患
也
。
或
作

㤲
。
・
玉
云
㤲
志
滿
也
患
禍
也
。
・
公
云
音
狹(

Ｓ) 

カ
ナ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

白 

タ
カ

フ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ) 
タ
シ
カ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ)

遊 

マ
カ
ス(

Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

眞
云
ケ
フ(

○
Ｌ)

】 

字
愜<

2
6
7
-6
1
>

【
・
應
云
君
頰
反
依
字
ー[

愜]

可
也
ー[

愜]

快
也
】 

耶
忤<

2
6
7
-6
3
>

【
類
云
悟(

Ｒﾞ)

音
・
東
云
送
也
觸
也
送
心
相
觸
也
。
・
應
云
得
ー[

忤]

曰
疴
。
《
苦
駕
》
非
體
也
。
案
】 

犯
ー[

忤]<
2
6
7
-
7
2>

【
應
云
又
迕
々
逆
不
遇
也
。
】 

忙<
2
6
7
-
7
4>

【
東
云
莫
郎(

Ｌ)

反
怖
也
迫
也
心
有
所
處
也
。
】 

二
六
八
頁 

 

懸
遠<

2
6
8
-1
2
>

【
「
季
云
音
玄(

Ｌ)

」 

中
云
胡
涓(

Ｆ)

反
遙
遠
也
古
作
縣
。
遙
遠
也
。

又
胡
遍
反
甸
四
爲
縣
。
新
切
韻
ー[

懸]

縣
異
・
眞
云
《
平
》
挂
也
抗
也
連
也
。

云
々 

カ
ヽ
レ
リ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

記 

ハ
ル
カ
ナ
リ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
○
○)

顔 

ト
リ
カ
ケ
】 

懸
鈴<

2
6
8
-2
3
>

【
中
云
垂
下
也
・
眞
云
繫
也
。
】 

ー[

懸]

隔<
2
6
8
-
3
1>

【
慈
云
ー[

懸]

謂
ー[

懸]

遠
隔
謂
隔
絶
】 

惚[

惱]

𢙉(

Ｈ)
[

惱]<
2
6
8
-
3
3
>

【
干
云
上
俗
、
音
腦
】 

懊
ー[

惱]<
2
6
8
-
3
4>

【
音
奧(

ア
ウ
Ｒ)

・
中
云
烏
㬶
反
ー
ー[

懊
惱]

恨
也
。
又
烏
到
反
悔
也

非
此
義
。
愡
惚(

ナ
ウ(

Ｎ)

Ｒ)

】 

煩
ー[

惱]<
2
6
8
-
4
3>

【
ナ
ヤ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

遊
】 

懊(

Ｈ)

憹<
2
6
8
-
4
4>

【
應
云
今
皆
作
𢙉
同
奴
道
反
ー
ー[

懊
憹]

憂
痛
也
】 

周
慞<

2
6
8
-5
2
>

【
類
云
章(

Ｆ)

音
・
慈
云
懼
也
。
ー
ー[

周
慞]

悤
忙
驚
懼
也
。
周
遍
驚
懼

不
安
之
狀
或
爲
章
字
。
周
流
也
。
下
有
惶
布
㆒
應
爲
㆓
周
章
に

。
由
下
而
走
已
爲
㆓

周
章
㆒
此
爲
㆓
ー[

慞]

に

。
體
亦
卽
怖
也
。
・
中
云
恐
懼
也
。
】 

々[

慞]

惶<
2
6
8
-
6
4
>

【
中
云
慈
云
悚
慄
名
ー
ー[

慞
惶]

。
・
季
云
音
黃(

Ｌ) 

ヲ
ノ
ヽ
ク

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

後 

惶
■
】 

恐
愶<

2
6
8
-7
2
>

【
應
云
虛
業(

Ｔﾞ
)

反
ー[

愶]

輁
《
呼
隔
》
懼
也
。
謂
以
威
力
㆒
相
恐
懼

也
ー[

愶]

怯
也
脅
畏
迫
。
今
皆
作
脋[

脅]

。
經
作
㤼
踰
二
㆒
非
。
】 

二
六
九
頁 

 

恐
㤼<

2
6
9
-1
2
>

【
見
上
注
】 

憗
憖(

Ｒ)<
2
6
9
-
1
3>

【
干
云
上
通
。
】 

𢣡
僰(

Ｔ)<
2
6
9
-
1
4>

【
干
云
上
通
】 

懋
哉<

2
6
9
-2
1
>

【
選
音
決
云
音
茂 

ヨ
イ
カ
ナ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｈ)

後 

眞
云
ム(

Ｌ)

】 

愗<
2
6
9
-
2
3>

【
音
茂(

Ｒﾞ
)

怐
怒
】 
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慈
意<

2
6
9
-2
4
>

【
慈
云
梅
怛
利
末
那
云
ー
ー[

慈
意]

。
作
音
㆒
寫
誤
。 

普
門
品
】 

慈
氏<

2
6
9
-3
2
>

【
域
曰
梅
呾
麗
邪
唐
言
慈
卽
姓
也
舊
曰
彌
勒
訛
略 

慈
云
梵
云
梅

呾
利
耶
古
云
彌
帝
麗
或
彌
勒
皆
訛
略
也
】 

愽[

博]
(

「
五
百
七
」)<

2
6
9
-
4
2
>

【
補
各(

Ｔ)

反
廣
也
太
也
大
通
也
廣
大
無
所
不
通
也
】 

六
愽[

博]<
2
6
9
-
4
4>

【
處
行
曰
麴
才
晉
書
記
云
ー
ー[

六
博]

用
卽
用
六
著
幷
有
頭
擲
之

如
雙
六
也
。
■
藏 

公
云
卽
雙
六
者
非
。
雙
六
者
曹
植
作
。
而
曹
植
仙
人
篇

詠
古
詩
ー
ー[

六
博]

故
。 

可
在
十
部
】 

愁
惋[

「

」]<
2
6
9
-
6
1
>

【
應
云
烏
喚
反
ー[

惋]

嘆
驚
異
也
。
】 

惋
手<

2
6
9
-6
3
>

【
應
云
烏(

Ｆ)

喚(

Ｒ)

反
謂
驚
異
也
未
詳
何
義
立
名
。 

涅
槃
】 

愽
博<

2
6
9
-7
1
>

【
干
云
上
通
。 

ウ
タ
ヽ 

メ
ク
ラ
ス
古 
ヒ
ロ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

選
】 

妬
憋<

2
6
9
-7
3
>

【
應
云
脾
滅
反
惡
也
急
性
也
。
】 

二
七
〇
頁 
 

懦
弱<

2
7
0
-1
1
>

【
應
云
奴
果(

「

淉
」
「
臥
」)

反
ー[

懦]

亦
弱
也
。
】 

懦(

Ｒ)<
2
7
0
-
1
3
>

【
干
云
上
通
。
】 

懟
恨<
2
7
0
-1
4
>

【
音
墜(

Ｒ)

・
應
云
怨
也
忿
也
忿
怒
之
怨
也
。
古
譵
字
】 

𢤱(

「
又
」)

戾<
2
7
0
-
2
2
>

【
應
云
或
作
籠
。
同 

祿
公
祿
孔
反
。
下
三
蒼
作
綟
。
同 

力

計
反
很
ー[

戾]

也
謂
役
很
戾
剛
強
也
。
】 

惡
叉
聚<

2
7
0
-
3
1
>

【
慈
云
其
ー[

惡]

叉
形
如
無
食
子
。
落
在
地
㆒
子
多
爲
聚
。
故
爲

喩
・
應
云
ー[

惡]

叉
樹
名
其
子
形
如
無
食
子
。
彼
國
多
聚
以
賣
之
。
如
此
間
杏

人
。
】 

惙
爾<

2
7
0
-4
2
>

【
應
云
知
劣(

Ｔ)

反
ー[

惙]

短
氣
貌
ー[

惙]

々
憂
也
意
不
定
也
。
】 

伽
憊<

2
7
0
-4
4
>

【
應
云
又
作
俻
𢞎
蒲
戒
反
「
阿
闍
世
經
云
」
此
云
世
間
解
・
又
云

蒲
夷
反
】 

迦
憊<

2
7
0
-
5
2
>

【
應
云
此
云
智
。
々
者
知
世
因
㆒
知
世
盡
道
㆒
故
名
世
智
。
世
智
知

世
㆒
也
。
】 

羸
憊<

2
7
0
-6
1
>

【
應
云
疲
極
曰
ー[

憊]

。
々
疲
劣
也
。
】 

忮
收<

2
7
0
-6
3
>

【
應
云
支
豉
紀
致
反
依
字
㆒
害
也
恨
也
。
】 

悠
遠<

2
7
0
-7
1
>

【
類
云
由(

Ｌ)

音
・
應
云
長
也
遐
也
行
之
遠
也
。 

ハ
ル
カ
ニ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ

Ｈ)

選
】 

悠
哉<

2
7
0
-7
3
>

【
オ
モ
フ
ラ
ム(

□[

Ｌ]

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ)

詩 

オ
モ
フ
カ
ナ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｈ) 

オ
モ
フ

ツ
ヤ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

】 
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二
七
一
頁 

 

ー[

悠]

々<
2
7
1
-
1
1>

【
ト
カ
ス
カ
ナ
リ(

○
Ｌ
Ｈ
Ｌ
○
○)

遊
】 

憮
然<

2
7
1
-1
2
>

【
應
云
莫
禹
反
失
意
貌
怪
愕
之
辭
也
爲
其
不
達
已
意
而
非
之
也
意

未
言
也
。
】 

剛
愎<

2
7
1
-2
1
>

【
應
云
扶
逼(
Ｔ)

反
戾
也
恨
也
。
弘
云
很
也 

モ
ト
ル(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

白
】 

惈
敢<

2
7
1
-2
3
>

【
應
云
古
禍(

Ｈ)

反
ー[
惈]

勇
也
ー[

惈]

憨
《
胡
濫
》
煞[

殺]

敵
爲
ー[

惈]

。
々

勝
也
ー[

惈]

決
之
勝
也
《
今
》
亦
作
果
。
】 

惶
悸<

2
7
1
-3
2
>

【
無
垢
稱
疏
云
ー[

悸]

者
怯
怖
也
。
應
云
古
痵
其
季
反
心
動
也
氣
不

定
也
。
】 

他
恀<

2
7
1
-4
1
>

【
應
云
音
是(

シ
Ｈ)

又
時
移(

Ｆ)

反
依
字
㆒
怙
恃
也
。
】 

々[

恀]

羅<
2
7
1
-
4
3>

【
應
曰
巨
支
止
支
反
。
】 

耳
ー[

恀]<
2
7
1
-
5
1>

【
應
云
耳
䫂
經
ー[

恀]

時
紙
反
恃
也
】 

貪
惏<

2
7
1
-5
3
>

【
應
云
或
啉
。
今
亦
婪
。
力
南(

Ｌ)

反
貪
也
衆
皆
競
進
也
。
愛
財
㆒
曰

貪
㆒
愛
食
㆒
曰
ー
惏
。
】 

謙
恪<

2
7
1
-6
2
>

【
應
云
古
愙
。
苦
各
反
。
ー[

恪]

恭
也
敬
也
謂
謙
虛
敬
謙
也
。
】 

恭
ー[

恪]<
2
7
1
-
6
4>

【
應
曰
口
各(

Ｓ)

反
ー[

恪]

敬
也
恭
也
。
】 

慻
戀<

2
7
1
-7
2
>

【
應
云
眷
戀
文
作
ー[

慻]

非
】 

懈
惓<
2
7
1
-7
4
>

【
玄
贊
云
渠
眷(

Ｒ)

反
正
倦
懈
也
約
也
極
也
止
也
亦
卷
字
或
作
惓
不

知
所
從 

信
云
或
勌
勞
也
】 

二
七
二
頁 

 

𢤱
悷<

2
7
2
-1
3
>

【
音
籠(

Ｌ)

戾(

Ｒ)

・
魴
云
心
忪
ー[

𢤱]

懵[

懜]

・
下
魴
云
懍
ー[

悷]

。
】 

懍
ー[

悷]<
2
7
2
-
2
1>

【
應
云
ー
ー[

懍
悷]

悲
吟
貌
。
又
懍
顔
色
懼
貌
。
ー[

悷]

敬
。
】 

𢜬<
2
7
2
-
2
3>

【
益
云
㤞
、
徒
各(

Ｔ)

切
忠
也
正
也
。
又
池
陌
切
。
𢖲
《
同
上
》
ー[

𢜬]

《
同
上
》
忖
ー[

𢜬]

也
懲
也
。
】 

慫<
2
7
2
-
3
1>

【
類
云
先

反
敬
。
】 

懠<
2
7
2
-
3
2>

【
留
志
云
劑
音
。 

イ
カ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

詩
】 

惣<
2
7
2
-
33
>

【
魴
云
捴[

總]

云
々
ー[

惣]

《
同
上
正
文
。
》 

在
手
部 

ス
ヘ
テ
選
】 

𢘉
𢥈<

2
7
2
-4
1
>

【
應
云
宜
ꇑ[

鴨]

《
烏
甲
》
盧
。
今
人
謂
黑
貂
㆒
爲
ꇑ[

鴨]

盧
貂
㆒
是
。
】 

諸
𢭄<

2
7
2
-4
3
>

【
應
云
字
亦
作
怨
。
渠
記
反
所
以
連
綴
簪
記
之
。
】 

恇
懹<

2
7
2
-5
1
>

【
應
云

孃
煩
擾
也
。
經
ー[

懹]

人
向
反
ー[

懹]

憚
。
】 

悒
遲<

2
7
2
-5
3
>

【
應
云
於
急(

Ｓ)

反
ー[

悒]

不
安
也
ー[

悒]

々
不
舒
貌
。
】 
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悁
慼<

2
7
2
-
6
1
>

【
應
云
於
緣(

Ｌ)

反
ー[

悁]

憂
也
恚
也
。
言
腹
中
ー[

悁]

包
憤
滿
也
。
】 

震
慴<

2
7
2
-6
3
>

【
應
云
徒
頰(

Ｓ)

之
渉(

Ｓ)

反
ー[

慴]

懼
也
。
經
疊
非
・
公
云
音
攝
畏
也
】 

恌
戲<

2
7
2
-7
1
>

【
應
云
調
戲
、
經
ー[

恌]

非
。
】 

懎
々<

2
7
2
-7
2
>

【
應
云
㱇
々
、
經
ー[

懎]

非
。
】 

恭
敬<

2
7
2
-7
3
>

【
今
且
附
草
部
】 

懷<
2
7
2
-
7
4>

【
音
槐
】 

二
七
三
頁 

 

懷<
2
7
3
-
1
1>

【
弘
云
胡
乖(

火
イ
Ｌ)

反
歸
也
來
也
思
也
傷
也
和
也
德
也
深
也
止
也
至
也

安
也
。 

ナ
ツ
ク(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

書 

ハ
ラ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

記 

ヤ
ス
シ(
Ｌ
Ｌ
Ｆ) 

イ
タ
ク(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ) 

イ
タ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｌ) 

オ
モ
ヒ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

選 

キ
タ
ス(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

《
來
也
》 

ム
タ
ク(

Ｈ

Ｈﾞ

Ｌ)

列 

ヨ
ル(

Ｈ
Ｌ) 

ナ
ツ
カ
シ
ム
ス(

□[

Ｌ]

Ｌ
Ｌ
Ｆ
Ｈ
○)

論 

フ
ト
コ
ロ(
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

禮 

オ
モ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

詩 

フ
ト
コ
ロ
ニ
ス(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｆ)

禮 

】 

ー[

懷]

哉<
2
7
3
-
2
3>

【
ヤ
ス
カ
ラ
ム
ヤ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ)

禮
】 

倨
慠<

2
7
3
-2
4
>

【
眞
云
・
・
吾
告
反
自
高
也
。 

オ
コ
ル(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

孝 

・
公
云
音
告

(

Ｌﾞ
) 

慢
也
同
傲
に

。
】 

悛<
2
7
3
-
3
3>

【
類
云
詮
音 

ア
ラ
タ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

書
】 

愋<
2
7
3
-
3
4>

【
音
萱(

Ｌ) 

恨
也
】 

忙<
2
7
3
-
4
1>

【
季
云
音
亡(

Ｌﾞ
)

】 

恢<
2
7
3
-
4
2>

【
季
云
灰(

Ｆ)

師
曰
比
呂
牟[

ヒ
ロ
ム]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

】 

悝<
2
7
3
-
4
4>

【
季
云
音
灰(

Ｆ) 

阿
佐
介
留[

ア
サ
ケ
ル]

(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｌ) 

又
里
音
。
】 

恫
然<

2
7
3
-5
2
>

【
季
音
通(

Ｆ) 

又
《
去
》 

宋
云 

イ
タ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

書
】 

ー[

恫]

矜<
2
7
3
-
5
4>

【
イ
タ
ミ
ヤ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｈ)

書
】 

悆<
2
7
3
-
6
1>

【
留
志
云
預
音
。
・
公
云
音
豫(

Ｌ)

病
除
也
。
】 

懅<
2
7
3
-
6
3>

【
音
渠(

Ｌ)

・
魴
云
悤
又
《
去
ー[

懅]

》 

ハ
チ(

Ｌ
Ｌ)

列
】 

慆<
2
7
3
-
7
1>

【
季
云
音
叨(

タ
ウ
Ｌ)

過
須
久[

ス
ク]

(

Ｌ
Ｈﾞ

) 

惂
《
坎
》
】 

忱<
2
7
3
-
7
2>

【
諶
音
・
季
云
麻
古
止[

マ
コ
ト]

(

Ｌ
Ｈ
Ｈ) 

又
多
須
久[

タ
ス
ク]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

】 

悕
取<

2
7
3
-7
4
>

【
季
云
音
希(

キ
Ｆ)

・
慈
云
應
作
㆓
希
。
願
也
・
又
曰
ー[

悕]

者
望
也
・
中

云
慈
云
ー[

悕]

者
須
也
。
願
。
亦
作
希
。
同
・
眞
云
與
希
㆒
同
。
望
也
。
・
公
云

音
飢(

ケ
Ｒ) 

行
圓
云 

ヤ
フ
サ
カ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈﾞ

Ｌ)

】 

二
七
四
頁 

 

應<
2
7
4
-
2
1>

【
今
且
附
广
部
】 
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憂<
2
7
4
-
2
2>

【
今
私
附
又
部
】 

懍<
2
7
4
-
2
3>

【
弘
云
力
甚
反
敬
也
危
懼
也
。
】 

怍<
2
7
4
-
3
1>

【
ハ
ツ(

Ｌ
Ｈﾞ

)

列 

】 

感<
2
7
4
-
3
2>

【
今
且
附
戈
部
】 

九
想<

2
7
4
-3
3
>

【
眞
云
息
兩(

Ｈ)
反
思
像
也
。
・
珠
云
於
毛
布
尓[

オ
モ
フ
ニ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ)

】 

恉<
2
7
4
-
4
1>

【
留
志
云
旨(

Ｈ)

音
】 

㦎
然<

2
7
4
-4
2
>

【
應
云
呼
麥(

Ｔﾞ
)

反
𢾝
ー[

㦎]

乖
剌
也
猶
乖
戾
㆒
也
。 

カ
ツ
テ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ)

顔
】 

㦚<
2
7
4
-
4
4>

【
今
且
置
雜
部
中
。
】 

忕<
2
7
4
-
5
1>

【
類
云
時
世
反
串 

タ
ナ
ヒ
タ
リ(

Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

Ｌ
Ｈ)

選(

「
下
歟
」)
】 

忲<
2
7
4
-
5
3>

【
音
太(

Ｒ)

・
昫
云
奢
。
】 

憝<
2
7
4
-
5
4>

【
徒
對
反 

ニ
ク
マ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

書
】 

愛<
2
7
4
-
6
1>

【
今
暫
付
爫
部
】 

恤<
2
7
4
-
6
2>

【
音
戌(

ス
ヰ
チ
Ｔ) 

・
公
云
音
出(

Ｓ) 

メ
ク
ム(

Ｌ
Ｈﾞ

Ｌ) 

眞
云
シ
チ(

○
Ｌ) 

ス
ヰ
チ(

○
○
Ｌ)

】 

憶(

「
愔
歟
」)<

2
7
4
-
6
4
>

【
音
億(

イ
ク
Ｔ)

・
中
云
相
念
也
・
眞
云
懷
思
想
念
也
。 

行
圓

云
オ
モ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

】 

ー[

憶]

在<
2
7
4
-
7
2>

【
ソ
ノ
カ
ニ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

白
】 

忒<
2
7
4
-
7
3>

【
今
爲
弋
部
】 

惌<
2
7
4
-
7
4>

【
シ
ヘ
タ
ク
】 

二
七
五
頁 

 

惄<
2
7
5
-
1
1>

【
オ
モ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

詩
】 

垂
恀<

2
7
5
-1
2
>

【
應
云
垂
䫂
、
經
ー[

恀]

恃
怙
也
謂
母
㆒
爲
ー[

恀]

。
非
。
】 

小<
2
7
5
-
1
4>

【
中
云
私
兆
反 

不
大
也
。
ス
コ
シ
キ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ)

詩
】 

幼
小<

2
7
5-
2
2
>

【
眞
云
之
兆
反
卑
ー[

幼]

也
。
幺
《
於
堯
反
ー[

幺]

謂
幼
也
》
也
。
】 

尛[

麼]

蟲<
2
7
5
-
2
4>

【
應
云
麼
蟲
經
作
ー[

麼]

近
字
也
】 

梅
怛
々<

2
7
5
-
32
>

【
應
云
此
云
慈
。
卽
舊
云
慈
氏
者
也
。
慈
有
二
因
緣
。
一
値
慈

佛
㆒
發
心
。
二
物
發
慈
心
三
昧
。
因
て

名
た
り

。
言
彌
勒
或
梅
黎
並
訛
也
。
】 

<
2
7
5
-
4
3
>

【
音
蓮
・
魴
云
亡
訓
内
典
。
】 

㥄<
2
7
5
-
4
4>

【
季
云
音
陵(

Ｌ)

怜
也 

於
豆[

オ
ツ]

(

Ｈ
Ｌ)

・
弘
云
哀
也
憐
也
怖
也
。
】 
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怫<
2
7
5
-
5
2>

【
音
佛(

Ｓ)

・
昫
ー
ー[

怫
怫]

鬱
・
魴
云
ー[

怫]

鬱
㕿
。 

モ
ト
ル(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

記
】 

愬<
2
7
5
-
5
4>

【
宋
云
音
素(

ソ
Ｒ)

訴
《
説
文
同
上
》 

ウ
タ
フ(

Ｓ
Ｈ
Ｌ)

詩 

ウ
レ
フ(

Ｌ
Ｌ

Ｈ)

選 

シ
コ
ツ(

Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

) 

又
所
革
反
】 

惵<
2
7
5
-
6
2>

【
選
音
決
云
音
牒(

Ｓ) 

眞
云
怗(

Ｓﾞ
)

音
】 

ー[

惵]

然<
2
7
5
-
6
4>

【
ト
オ
ソ
ル(
○
Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

ト
オ
ツ(

○
Ｈ
Ｌﾞ

)

選
】 

一
忽<

2
7
5
-7
1
>

【
唯
識
疏
序
釋
云
從
十
繭
㆒
出
糸
名
ー
ー[

一
忽]

。
比
止
余
利
乃
糸[

ヒ

ト
ヨ
リ
ノ
イ
ト]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
○)

朱 

爲
憲
口
遊
云 

四
分
鈔
批
云
算
經
云
度
始
起
於
忽

蠶
口
初
出
名
忽
十
忽
爲
一
絲
十
絲
爲
一
毫
釐
分
寸
尺
丈
】 

二
七
六
頁 

 

銓
輕
重
於
毫
悤<

2
76
-
1
3
>

【
文
鏡
秘
府
論
】 

七 
 

糸
部 

二
八
七
頁 

 

糸<
2
8
7
-
1
1>

【
類
云
覓(

Ｓ)

音
・
玉
云
微[

原
作
徴]

連
也
細
絲
也
。
】 

系<
2
8
7
-
1
4>

【
魴
云
正
】 

系
頭<

2
8
7
-2
1
>

【
音
繫
・
應
云
繼
也
繫
也
子
孫
相
繼
續
な
り

。
・
玉
曰
繫
也
・
應
云

戸
帝
反
謂
達
第
五
比
丘
名
也 

ツ
ク(

Ｈ
Ｌﾞ

)

後
】 

婆
系<

2
8
7
-2
4
>

【
應
云
胡
詣
反
。
】 

系
毗<

2
8
7
-3
1
>

【
應
云
下
弟
反
。
】 

絲<
2
8
7
-
3
2>

【
干
云
上
通
・
順
云
音
司[

シ
Ｌ]

和
〜
以
度[

イ
ト]

(

Ｌ
Ｈ)

・
玉
云
蠶
所
吐

也
・
東
云
蠶
所
吐
縷
也
一
蠶
爲
忽
。
十
忽
爲
ー[

絲]

㆒
也
。
ー[

絲]

絃
也
。
ヲ(

Ｈ)

選 

ク
ミ(

Ｌ
Ｌ)

詩
】 

經
緯<

2
8
7
-4
2
>

【
中
云
古
靈(

Ｌ)

反
・
愐
云
佛
留
敎
語
也
・
慧
淨
云
ー[

經]

徑
也
先
聖

後
聖
《
同
》
所
履
㆒
故
・
眞
云
又
歷
也
亦
輕
定
反
ー[

經]

緯
也
・
玉
云
常
也
法
也

界
也
義
度
也
織
也
俓
也
示
也
。
ー[

經]

歷
ー[

經]

久
歷
遠
也
從
理
也
角
謂
之
ー[

經]

也
五
音
別
名
也
絞
也
・
慈
云
爲
常
、
爲
法
、
是
攝
、
是
貫
。
云
々
久
也
ー[

經]

營
規
求
也
。
ー[

經]

野
謂
爲
里
數
也
。
理
也
度
也 

ツ
ネ
ニ
シ
テ
詩 

ク
ヒ
ル

(

Ｈ
Ｈ
”
Ｌ)

論 

ノ
リ(

Ｈ
Ｌ)

選 

ツ
ク
ル
侖
《
造
》 

ハ
カ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

詩 

フ
ル(

Ｌ
Ｈ)

令 

ノ
ト
ル(

Ｓ
Ｌ
Ｈ)

列 

イ
ツ(

Ｌ
Ｈ
”)

遊
《
河
～
》 

ワ
タ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

白 

ヘ
タ
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リ
切
・
下
順
云
音
尉
和
〜
沼
跂[

ヌ
キ]

(

Ｈ
Ｈ)

謂
ー[

緯]

㆒
則
經
は

可
知
・
弘
云
束
也
橫

織
絲
也
・
東
云
經
ー[

緯]

也
圍
也
亦
作
緭
に

。
ー[

經]

而
死
自
ー[

經]

。
凡
地
東
西

爲
緯
㆒
南
北
爲
ー[

經]

と

。
・
又
云
十
兆
曰
ー[

經]

㆒
十
ー[

經]

曰
姟
。
・
初
學
記
云

五
ー[

經]

易
書
詩
禮
樂
《
今
取
春(

Ｒ)

秋(

Ｈ
”)

》
又
三
禮
《
周(

Ｒ)

ー[

禮]
(

Ｌ)

、
儀(

Ｌ
”)

ー[

禮]
(

Ｌ)

、
ー[

禮]
(

Ｌ)

記(

Ｌ)

。
》
三
傳
《
左(

Ｈ)

氏(

Ｒ)

、
公(

Ｒﾞ
)

羊(

Ｈ)

、
穀(

Ｓﾞ
)

梁

(

Ｌ)

。
》
易
書
詩
曰
九
ー[

經]

㆒と
。
】 

二
八
八
頁 

 

ー[

經]

營<
2
8
8
-
2
1>

【
ト
メ
ク
ル(

○
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ) 
ト
イ
ト
ナ
ム
シ
ト
キ(

○
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈﾞ

Ｌ
Ｌﾞ

)

選
】 

曾
ー[

經]<
2
8
8
-
2
2>

【
ム
カ
シ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ)

白
氏
文
集
】 

五
ー[

經]<
2
8
8
-
2
3>

【
見
上
注
】 

九
ー[

經]<
2
8
8
-
2
4>

【
見
上
注
】 

八
ー[

經]

九
ー[

經]<
2
8
8
-3
1
>

【
慈
云
西
方
織
疊
八
縷
九
縷
而
爲
一
莖
經
織
作
疊
時
至

疊
堅
緻
如
此
方
作
云
絲
布
四
絲
五
ー[

經]

方
可
堅
緻 

伽
曰
由
堅
緻
故
顯
蛟
虻

等
不
能
侵
損
首
足
皆
覆
云
々
】 

絰
經<

2
8
8
-4
3
>

【
唐
韻
云
上
徒
結(

Ｔ)

反
。
孝
ー[

絰]

下
ー[

經]

書
。
】 

坒
絰<

2
8
8
-5
1
>

【
應
云
徒
結(

Ｔ)

反
。
類
云
迭(

Ｔ)

音
。
】 

經
於<
2
8
8
-5
3
>

【
中
云
或
作
逕
。
ー[

經]

巡
之
字
或
作
逕
。
】 

ー[

經]

過<
2
8
8
-
6
1>

【
中
云
捷
作
逕
に

㆒
云
、
居
脛
反
。
又
音
ー[

經]

々
也
。
】 

設
ー[

經]<
2
8
8
-
6
3>

【
眞
云
歷
也
。
】 

十
二
部
ー[

經]<
2
88
-
6
4
>

【 

】 

ー[

經]

記<
2
8
8
-
7
1>

【
應
云
佛
去
世
後
四
百
年
中
從
説
一
切
有
㆒
分-

出
此
部
を

。
唯
立

一
藏
。
言
は

經
是
根
本
。
律
阿
毗
曇
還
解
經
藏
㆒
。
旣
不
出
經
㆒
故
立
一
㆒
也
。
】 

二
八
九
頁 

 

素
呾
纜
藏<2

8
9
-
1
1>

【
域
云
舊
曰
脩
多
羅
訛
】 

素
怛
纜<

2
89
-
1
4
>

【
應
云
都
達(

Ｓ)

順
云
音
藍
和
〜
度
毛
都
奈[

ト
モ
ツ
ナ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｌ)

・
玉

云
維
船
也
・
東
云
繫
船
䋏《
音
昨
》
也
繫
船
繩
也
・
慈
云
ー
ー
ー[

素
怛
纜]

經
也
・
應

云
力
暫
反
舊
言
修
多
羅
或
修
妬
路
此
云
綫
。
】 

素
呾
攬<

2
89
-
3
1
>

【
慈
云
經
也
】 

素
在<

2
8
9
-3
2
>

【
音
訴(

ソ
Ｒ)

・
應
云
本
也
空
也
謂
空
虛
也
。
・
玉
云
綿
也
預
也
故
也

所
也
廣
也
。
ス
ナ
ホ(

Ｌ
Ｈ
Ｈ)

易 

シ
ロ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｆ)

詩 

モ
ト
ヨ
リ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

】 

ー[
素]

戔
嗚
ソ
サ
ノ
ヲ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ)<

2
8
9
-
4
3
(

補)
>

【
古
〜
】 

ー[

素]

月<
2
8
9
-
4
2>

【
弘
云
上
白
也
】 

後
ー[

素]<
2
8
9
-
4
3>

【 

】 
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已
披[
索]

(

「
四
三
一
」)<

2
8
9
-
4
4
>

【
音
錯
・
應
云
盡
也
。
・
玉
云
法
也
散
也
數
也
獨
也
・
眞

云
繩
也
。
】 

索
訶
世
界<2

8
9
-
5
2>

【
域
云
舊
曰
娑
婆
又
娑
訶
皆
訛 

慈
云
此
云
堪
々
忍
。
々
受

諸
苦
事
㆒
故
。
天
授
出
血
㆒
善
星
掃
跡
㆒
等
そ

。
應
云
娑
各
反
。
舊
云
娑
婆
或
娑

訶
此
云
堪
忍
亦
雜
會
世
界
。
】 

緣<
2
8
9
-
6
3>

【
音
鉛(

エ
ン
Ｌ)

・
玉
曰
又
餘
絹(

Ｒ)

反
脩
也
・
東
云
由
也
因
循
從
也
附
也

欺
言
也
。
メ
ク
ル(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

選 
ヨ
リ
テ(

Ｈ
Ｌ
Ｈ) 

ヿ[

コ
ト]

ノ
モ
ト 

シ
タ
カ
ヒ
テ

(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ
Ｈ)

列 

ツ
ラ
ナ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)
集 
モ
ト
ホ
シ
ス(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

】 

無
ー[

緣]<
2
8
9
-
7
3>

【
公
任
云
ヨ
シ
ナ
シ(

Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ)
】 

ー[

緣]

タ
ク
リ
テ
『
ヲ
』(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ
Ｈ)

葛
ヲ<

2
8
9
-
7
4
>

【
白
】 

二
九
〇
頁 

 

因
ー[

緣]<
2
9
0
-
1
1>

【
眞
云
上
於
隣(

Ｌ)

反
仍
也
ー[

因]

緣
也
。
《
ー[

緣]

、
》
與
專
反
附

也
因
ー[

緣]

也
・
慈
云
ー
ー[

因
緣]

有
二
義
㆒
一
所
由
二
道
理
・
唯
識
云
謂
有
爲
法

親
辦
自
果
此
體
有
二
㆒
一
種
子
二
現
行
。
】 

等
無
間
ー[

緣]<
2
90
-
2
2
>

【
眞
云
古
閑
反
隙
也
・
唯
識
云
謂
現
八
識
及
彼
心
所
前
聚

於
後
㆒
自
類
無
間
等
而
開
導
令
彼
定
生
。
】 

所
ー[

緣]

々[

緣]<
2
9
0
-
3
2
>

【
唯
識
云
謂
若
有
法
是
帶
己
相
㆒
心
或
相
應
所
慮
所
託
此

體
有
二
㆒
一
親
二
疎
。
】 

増
上
ー[

緣]<
2
9
0-
4
1
>

【
眞
云
上
作
僧
反
益
也
加
也
ー
ー
ー[

増
上
緣]

與
力
不
障
義

也
・
唯
識
云
謂
若
有
法
有
勝
勢
用
㆒
能
於
餘
法
㆒
或
順
『
或
』
或
違
。
雖
前
三

緣
亦
是
増
上
而
今
第
四
除
彼
㆒
取
餘
。
】 

因
ー[

緣]<
2
9
0
-
5
2>

【
中
云
因
ー[

緣]

也
・
慈
云
ー
ー[

因
緣]

者
所
以
義
。
珠
云
ー[

緣]

訓

由
惠
奈
利[

ユ
ヱ
ナ
リ]

】 

因
ー[

緣]<
2
9
0
-
5
4
>

【
眞
云
慈
云
新
云
緣
起
。
因
事
㆒
立
制
戒
㆒
也
。
十
二
分
敎
。
】 

相
ー[

緣]<
2
9
0
-
6
2>

【
眞
云
平
聲
因
循
從
也
。
禮
記
云
明
王
以
相
ー[

緣]

。
鄭
玄
云
ー

[

緣]

猶
因
襲
㆒
也
。
】 

ー[

緣]

種
現
生<

2
90
-
6
4
>

【
憲
云
慈
云
是
ー[

緣]

籍
義
な
り

非
ー[

緣]

慮
義
に-

は

。
】 

緣
起<

2
9
0
-7
2
>

【
湛
然
曰
述
所
記
之
興
致
述
敎
法
之
所
由
】 

ー[

緣]

覺<
2
9
0
-
7
4>

【
應
云
又
云
獨
覺
。
舊
經
云
占
佛
又
辟
支
佛
又
辟
支
迦
或
具
支

迦
皆
訛
。
】 

二
九
一
頁 

 

緑[

綠]<
2
9
1
-
1
3
>

【
眞
云
良
玉(

Ｔ)

反
靑
黃
色
也
・
玉
云
靑
也
。 

ミ
ト
リ(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

詩 

眞
云
ロ
ク(

Ｈ
Ｈ)

】 
ー[

綠]
靑<

2
9
1
-
2
1>

【
順
云
一
名
碧
靑
俗
音
祿
省
】 

ー[

綠]

豆
子<

2
9
1
-2
3
>

【
慈
云
伽
抄
云
卽
摩
訶
沒
特
伽
羅
宗
輪
所
云
採
菽
氏
也
舊
云
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大
目
揵
連
廣
説
此
緣
如
彌
勒
疏
】 

索
縷<

2
9
1
-3
3
>

【
眞
云
力(

Ｔ)

主(

Ｈ)

反
絲
也
線
也
・
東
云
線
ー[

縷]

也
與
忽
㆒
相
似
也
。

緝
也
麻
紵
之
端
也
繫
馬
㆒
曰
維
㆒
繫
牛
㆒
曰
ー[

縷]

。
結
ー[

縷]

草
名
・
玉
云
襤
也

敗
也
。
】 

縷
線<

2
9
1
-4
4
>

【
信
云
力
禹
反
線
也
又
謂
於
之
行
弊
者
也
。
】 

綫[

線]<
2
9
1
-
5
2
>

【
順
云
訓
與
縷
㆒
同
。
以
度
須
知[

イ
ト
ス
チ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈﾞ

)

・
東
云
正
作
ー

[

綫]

。
・
魴
云
古
。
】 

線<
2
9
1
-
5
4>

【
應
云
今
は

綫
。
私
賤(

Ｒ)

反
謂
縫
衣
縷
也
。
所
以
縫
紩
者
也
・
玉
云
古

文
・
東
云
縷
也
・
魴
云
絲
也
。
】 

線
綫<

2
9
1
-6
3
>

【
干
云
竝
正
。
】 

綖<
2
9
1
-
6
4>

【
類
云
俗
通
又
延
音 

玉
云
冠
上
覆
也
・
魴
云
俗
。
】 

綩
綖<

2
9
1
-7
2
>

【
類
云
宛(

Ｈ)

延(

Ｌ)

音
・
慈
云
有
作
蜿
瘳
二
形
。
非
。
案
諸
書
㆒
ー[

綖]

結
也
結
冠
也
綩
紘
也
冠
也
綖
は

冠
上
覆
也
。
冠
前
後
而
垂
者
不
可
車
上
に

重-

敷
㆓
冠
覆
㆒
。
今
理
應
作
㆓
婉
美
之
婉
、
席
蓐
之
筵
に

。
文
蓐
華
氈
之
類
綺
麗
席
。

ー
ー[

綩
綖]

爲
菌
蓐
㆒
不
知
義
何
所
從
・
應
云
相
傳
坐
蓐
也
未
詳
㆓
何
語
。
・
上
玉

云
平
紘
也
・
東
云
又
紘
ー[

綩]

坐
褥
ー[

綩]

也
・
又
弘
云
餘
戰(

Ｒ)

反
冠
上
覆
也
・
中

云
吉
云
ー
ー[

綩
綖]

外
國
精
絹
。 

眞
云
ヱ
ン(

Ｈ
Ｈ)

エ
ン(

Ｌ
Ｌ)

】 

二
九
二
頁 

 

縫
綻<
2
9
2
-3
2
>

【
應
云
徒
莧
反
補
縫
也
】 

[

綻]<
2
9
2
-
3
4
>

【
俗
】 

單
縫<

2
9
2
-
4
1
>

【
音
逢(

Ｌ)

・
應
云
以
針
㆒
ー[

縫]

衣
㆒
也
。
經
摓
非
・
東
云
以
鍼
㆒
紩

《
音
秩
》
衣
㆒
也
。
補
合
也
。
ヌ
ヘ
ル(

Ｌ
Ｈ
Ｌ)

詩 

ヌ
ヒ
メ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

】 

絳<
2
9
2
-
4
4>

【
「
音
降(

Ｒ)

」
・
玉
云
古
贛
反
赤
繒
也
。
】 

馬
齒
縫<

2
9
2
-
51
>

【
信
曰
以
口
相
傳
每
葉
之
上
相
去
四
五
指
許
橫
縫
是
形
似
馬
齒

間
閑
文
者
也
】 

鳥
足
ー[

縫]<
2
9
2
-5
4
>

【
信
云
前
之
橫
縫
每
末
二
道
閉
形
似
鳥
足
張
者
也
】 

線
ー[

縫]<
2
9
2
-
6
3>

【
信
云
紩
也
會
也
紩
治
銍
《
猪
慄
》
反
】 

緹
縵<

2
9
2
-7
1
>

【
音
體(

テ
イ
Ｈ)

・
應
云
赤
ー[

緹]

縓
色
也
帛
の

赤
と

黃
色
な
る-

な
り

也
。
淺

絳
也
一
染
謂
縓
是
反
ー[

緹]

□[

也]

。
赤
黃
色
□[

也]

。
・
東
云
帛
丹
黃
色
也
。
陸

啼(

Ｌ)

音
縓
也
衣
服
好
也
。
・
季
云
西
京
賦
ー
ー[

緹
縵]

師
曰
阿
加
之(

Ｈ
Ｈ
Ｈ)

】 

二
九
三
頁 

 
囉
緹<

2
9
3
-1
2
>

【
音
同
上
。
】 

々[

緹]

麗<
2
9
3
-
1
3>

【
應
云
木
名
。
】 
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習
緒<

2
9
3
-1
4
>

【
應
云
辭
呂
反
業
也
事
也
餘
也
謂
殘
余
也
。
大
集
云
斷
習
氣
ー[

緒]
是
。
東
云
絲
端
也
謂
端
ー[

緒]

也
末
也
。
】 

弓
ー[

緒]<
2
9
3
-
2
3>

【
允
云
此
云
由
都
利[

ユ
ツ
リ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

】 

事
ー[

緒]<
2
9
3
-
2
4>

【 
】 

緬(

Ｈ)<
2
9
3
-
3
1
>

【
類
云
愐
音
・
玉
云
微
絲
也
。
ハ
カ
ル
ニ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
○)

集
】 

[

緬]<
2
9
3
-
3
3
>

【
魴
云
正
文
】 

純
㳤[

淑]<
2
9
3
-
3
4
>

【
類
云
淳[

ス
ヰ
ン
Ｆ]

音
・
應
云
謂
專(

「
精
」)

一
不
雜
也
大
也
好
也
。

經
作
醇
《
不
澆
酒
也
》
・
又
作
淳
濃
之
淳
。
其
義
一
云
・
中
云
ー[

純]

一
也 

類

音
云
不
雜
也
・
眞
云
至
美
也
篤
原
也
・
玉
云
令
也
緣
也
文
也
皆
也
篤
也
專

也
。
・
昫
云
常
倫(

Ｌ)

反
粹
。
之
閏(

Ｒﾞ
)

反
福
廣
。
之
允(
Ｈ)

反
緑
・
魴
云
又
《
音

與
淳(

Ｆ)

同
》
唐
天
子
憲
宗
之
諱
。 

モ
ハ
ラ(

Ｈ
Ｌ
Ｌ)

易 
オ
ホ
キ
ニ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

書 

ア
ツ
ク(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

詩 

イ
ト(

Ｈ
Ｌ)

論 

オ
モ
ヘ
ラ
ク(

Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ)

遊
】 

綃
縠<

2
9
3
-6
1
>

【
應
云
私
遙(

Ｌ)

反
生
絲
繒
曰
ー[

綃]

。
・
東
云
蕭(

Ｆ)

霄(

Ｆ)

二
音
生
絲

絹
也
綺
屬
也
ー[

綃]

謂
之
緗
也
幕
也
。
又
疎
交
也
・
玉
云
繒
名
也
縑
也
生
絲
也

素
也
緯
也 

カ
ト
リ
キ
ヌ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ)

切
】 

絹<
2
9
3
-
7
2>

【
玉
云
居
椽
反
緗
也
繐
也
縠
ー[

絹]

也
。
・
初
學
記
云
舊
制
人
間
所
織
㆒

ー[

絹]

布
等
皆
廣
二
尺
二
寸
長
卌
尺
㆒
爲
一
端
と

・
順
云
和
〜
歧
沼[

キ
ヌ]

(

Ｌ
Ｈ) 

カ

ト
リ
】 

二
九
四
頁 

 

純<
2
9
4
-
1
2>

【
音
與
遁(

ト
ン
Ｈ)

㆒
同
・
魴
云
苞
裹
也
。 

ツ
ヽ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

詩 

】 

純
陀<

2
9
4
-1
3
>

【
域
云
准
陀
舊
曰
ー
ー[

純
陀]

訛
】 

縫
䌥<

2
9
4
-2
1
>

【
應
云
於
通
反
䌥
衣
也
合
袟
曰
䌥
也
】 

縑
緗<

2
9
4
-2
3
>

【
順
云
音
兼(

Ｆ)

和
〜
賀
度
利[

カ
ト
リ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ)

・
玉
云
繰
之
繒
・
下
東
云

音
襄(

シ
ヤ
ウ
Ｎ
Ｆ)

戓
也
桑
也
緝
也
染
繒
淺
黃
色
似
桑
初
生
也
縑
ー[

緗]

又
《
音
同
霜

(

Ｈ)

。
》
】 

纕<
2
9
4
-
3
3>

【
季
云
音
襄(

シ
ヤ
ウ
Ｎ
Ｆ)

・
玉
云
馬
ー[

纕]

也
帶
也
・
順
云
和
〜
波
良
於
比

[

ハ
ラ
オ
ヒ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈﾞ

)

】 

縗
衣<

2
9
4
-4
1
>

【
順
云
音
與
催(

サ
イ
Ｌ)

同
ー
ー[

縗
衣]

和
〜
布
知
古
路
毛[

フ
チ
コ
ロ
モ]

(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈﾞ

Ｈ
Ｌ)

・
應
云
死
三
日
生
者
成
服
曰
ー[

縗]

と

。
々
摧
也
。
言
は

傷
摧
也
。
ー[

縗]

に

有
錫
ー[

縗]

㆒
有
疑
ー[

縗]

㆒
有
繐
《
音
歲
》
ー[

縗]

㆒
也
。
】 

繒
纊<

2
9
4
-6
1
>

【
慈
云
疾
陵(

Ｌ)

反
帛
也
織
ー[

繒]

也
通
五
色
皆
曰
ー[

繒]

。
雜
帛
曰
ー

[

繒]

。
綾
錦
之
屬
・
玉
云
似
登
反
總
也
・
順
云
漢
書
竹
説
讀
與
縑
㆒
同
。
・
下
應

云
音
矌(

Ｒ)

・
慈
云
絮
也
綿
也
軟
錦
之
類
絮
之
細
者
曰
ー[

纊]

。
ワ
タ(

Ｌ
Ｌ)

集 

眞

云
ソ(

Ｌ-

Ｎ)

ウ(

Ｈ-

Ｎ)

】 
圭
織<

2
9
4
-6
4
>

【
順
云
音
職(

Ｔ)

訓
於
流[

オ
ル]

(

Ｈ
Ｌ)

・
玉
云
成
也
。
ク
ム(

Ｌ
Ｈ)

】 

臥
ー[

織]<
2
9
4
-
7
2>

【
順
云
久
都
比
歧[

ク
ツ
ヒ
キ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

】 
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々[
織]

躡<
2
9
4
-
7
3>

【
万
祢
歧[

マ
ネ
キ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

】 

ー[

織]

複<
2
9
4
-
7
4>

【
井
乃
阿
之[

ヰ
ノ
ア
シ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ)

卷
繒
㆒
者
也
。
】 

二
九
五
頁 

 

促
ー[

織]<
2
9
5
-
1
1>

【
和
〜
波
太
於
利
米[

ハ
タ
オ
リ
メ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ) 

鳴
聲
如
急
織
機
㆒
故
名
。

蟲
豸
類
】 

騈
ー[

織]<
2
9
5
-
1
3>

【
音
志 

保
比[

ホ
ヒ]
コ
レ
リ
集
】 

ー[

織]

師<
2
9
5
-
2
1>

【
信
云
之
力
之
貳
反
作
布
帛
㆒
之
總
名
。
下
所
緇
反
衆
也
。
】 

憳<
2
9
5
-
2
3>

【
玉
云
上
古
字
】 

綕<
2
9
5
-
2
4>

【
玉
云
上
古
文
。
】 

綜
習<

2
9
5
-3
1
>

【
應
云
子
宋(

Ｒ)

反
領
也
習
也
ー[

綜]

理
經
㆒
者
也
。
機
縷
也
。
持
絲
文

(

「
交
」)

者
也
屈
繩
制
經
㆒
令
得
開
合
㆒
也
・
東
云
開
合
也
機
上
織
具
也
・
珠
云
集

也
・
順
云
和
〜
閇[

ヘ]
(

Ｌ) 

ス
ヘ
タ
リ(

Ｈ
Ｌﾞ

○
○)

選
】 

錯
ー[

綜]<
2
9
5
-
4
2>

【
應
云
錯
要
其
文
㆒
ー[

綜]

理
其
義
㆒
也
。
借
厠
也
。
言
相
間
厠
也
。

ー[

綜]

總
也
總
括
文
義
㆒
也
。
ー[

綜]

紀
也
理
也
紀
領
絲
別
也
。
】 

絞
絡<

2
9
5
-5
1
>

【
音
狡(

カ
ウ-

Ｈ)

・
中
云
縛
也
索
繩
也
或
本
交
義
旨
疏
・
東
云
ー[

絞]

縛

也
切
急
也
糺
繩
索
ー[

絞]

々
刺
也
。
又
《
平
》
蒼
黃
色
也
縊
也
案
縊
人
㆒
經

死
。
・
下
類
云
落(

Ｔ)

音
・
中
云
繞
也
縛
也
・
玉
云
繩
也
綸
也
絮
也
。
マ{

ト|

ツ}

フ(

Ｈ{

Ｈ|

Ｈ}

Ｌ)

選 

メ
ク
レ
リ(

Ｈ
Ｈﾞ

○
○)

】 

ー[

絞]

縊<
2
9
5
-
6
3>

【
ク
ヒ
リ
ク
ヒ
ル(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

】 

絡
垛<

2
9
5
-6
4
>

【
順
云
太
々
利[

タ
ヽ
リ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

】 

絡
石<

2
9
5
-
7
1
>

【
順
云
一
名
領
石
。
苞
石
木
㆒
而
生
故
名
。
和
〜
都
太[

ツ
タ]

(

Ｈ
Ｌ)

葛

類
】 

ー[

絡]

嚢<
2
9
5
-
7
3>

【
信
云
卽
鉢
ー[

絡]

也
或
名
鉢
嚢
或
言
鉢
ー[

絡]

々
力
九
反
緯
十
絲

爲
ー[

絡]

又
力
各
反
】 

二
九
六
頁 

 

繪
車<

2
9
6
-1
2
>

【
順
云
音
會(

Ｒ)

・
應
云
又
繢
。
雜
色
也
。
論
語
ー[

繪]

事
後
素
㆒
。
鄭

玄
曰
畫
也
。
尚
書
山
龍
華
蟲
曰
ー[

繪]

。
孔
安
國
曰
ー[

繪]

會
也
、
會
合
五
采
㆒

也
。
舊
經
言
種
々
車
園
。
】 

綺
ー[

繪]<
2
9
6
-
2
3>

【
應
云
有
文
㆒
曰
綺
㆒
五
采
曰
ー[

繪]

。
々
畫
也
。
】 

錯
繢<

2
9
6
-3
1
>

【
音
廻
《
去
》
・
應
云
論
語
《
如
上
注
》
・
玉
云
繅
布
冠
ー[

繢]

緌

諸
侯
齊
冠
也
似
繤
色
赤
也
織
餘
也
・
東
云
畫
也
説
文
作
繪
。
織
也
畫
文
也
。

吏
記
ー[

繢]

事
は

後(

ノ
チ-

に-

す)

素(

シ
ロ-

き-

を)

。
・
益
云
丘
謂
切
紐
ー[

繢]

也 

ヱ
カ

イ
テ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ)

】 

推[

繢]<
2
9
6
-
4
3
>

【
東
云
又
作
ー[

推]

。
】 
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功
績<

2
9
6
-4
4
>

【
應
云
今
勣
。
子
歷(

Ｔ)

反
。
緝
《
信
云
且
入(

Ｔ)

反
續
。
》
也
功
也
・
玉

云
功
勞
也
繼
也
事
也
業
也
成
也
・
東
云
《
又
音
同
牕(

シ
Ｒ)

。
》
緝
麻
紵
㆒
也
。・
順

云
宇
牟[
ウ
ム]

(

Ｌ
Ｈ) 

ヲ
ウ
ム(

Ｒ
Ｌ
Ｈ) 

ヤ
シ
ナ
フ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
○)

孝
《
音
赤
》
】 

相
續<

2
9
6
-6
1
>

【
音
俗(

Ｓ)

・
中
云
繼
連
也
。
ツ
ク(

Ｈ
Ｌﾞ

)

記
】 

綪
繳<

2
9
6
-6
3
>

【
選
音
決
云
音
灼(

Ｓ)

・
應
云
生
絲
縷
也
矰
《
子
登
》
之
䠶
者
也
。

結
ー[

繳]

於
矢
㆒
謂
之
矰
㆒
也
。
謂
矰
之
射
者
也
。
ー[

繳]

緾[

纏]

也
。
・
順
云
鷹
綜

宜
可
用
此
字
歟
。 

ー
ー[

綪
繳]
マ
キ
メ
ク
ラ
ス(

Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｌ)

記
】 

纂
修<

2
9
6
-7
4
>

【
應
云
子
卵
反
。
字
或
作
纘
繼
也
繼
前
修
者
也
・
玉
云
似
組
赤
黑
。
】 

二
九
七
頁 

 

繤
集<

2
9
7
-1
3
>

【
弘
云
衣
良
布[

エ
ラ
フ]

】 

纘<
2
9
7
-
1
4>

【
玉
云
子
卵(

Ｈ)

反
繼
也
。
ツ
ク(

Ｈ
Ｌﾞ

)

集
】 

纂
纘<

2
9
7
-2
1
>

【
干
云
上
ー[

纂]

組
、
下
ー[

纘]

繼
。
】 

綺
纘<

2
9
7
-2
3
>

【
應
云
綺
㜺
經
ー[

纘]

非
。
】 

捍<
2
9
7
-
2
4>

【
玉
云
上
字
。
・
季
云
選
曰
ー[

捍]

師
曰
加
久(

Ｌ
Ｈ)

】 

尋
繹<
2
9
7
-3
2
>

【
類
云
亦(

Ｔ)

音
・
應
云
理
也
ー[

繹]

抽
也
解
也
・
玉
云
陳
也
長
也
事

也
終
也
充
也
。
タ
ツ
ヌ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

論
】 

絓<
2
9
7
-
4
1>

【
玉
云
胡(

Ｌ)

卦(

Ｒ)

反
礙
也
懸
也
持
也
止
也
獨
也
・
順
云
和
〜
之
計
以

度[

シ
ケ
イ
ト]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

然
云
ー[

絓]

者
卦
也
亦
預
也 

眞
云
火
イ 

ク
ヱ
】 

綱
紀<

2
9
7
-4
4
>

【
類
云
剛(

カ
ウ
Ｎ
Ｆ)

音
・
憲
云
ー
ー[

綱
紀]

大
繩
維-

持
諸
小
索
㆒
也
。・
下

音
己(

キ
Ｈ)

・
玉
云
識
也
基
也
錄
也
會
事
也
節
理
也
。
シ
ル
ス(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

選 

ク
リ

(

Ｈ
Ｌ)

孝
】 

年
紀<

2
9
7
-5
4
>

【
慈
云
十
二
年
爲
ー[

紀]

と

。
々
記
也
。・
中
云
ー[

紀]

日
也
時
日
也
。
】 

疑
網<

2
9
7
-6
2
>

【
慈
云
文
兩(

Ｈ)

反
疑
前
如
ー[

網]

羅
生
㆒
難
㆓
出
。
・
中
云
罟
也
取
魚
㆒

具
也
。
】 

魚
ー[

網]<
2
9
7
-
7
1>

【
見
後
漢
書
】 

罘(

フ-

Ｌ)

ー[

網]
(

Ｈﾞ
)<
2
9
7
-
7
2
>

【
ノ
ア
ミ(

○
Ｌ
Ｌ)

選
】 

網<
2
9
7
-
7
3>

【
玉
云
無
往
反
羅
罟(

？)

總
名
。
】 

梵
網<

2
9
7
-7
4
>

【
見
木
部
】 

二
九
八
頁 

 

々[

網]

他<
2
9
8
-
1
1>

【
憲
云
ー[

網]

罟
結
綱
所
以
ー[

網]

魚
。
】 

納
處<

2
9
8
-1
3
>

【
中
云
奴(

Ｌﾞ)

答(

Ｔﾞ
)

反
受
也
・
眞
云
内
也
・
玉
云
藏
也
。
イ
ル(

Ｈ
Ｌ)

易 
ヲ
サ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

後
】 

ー[

納]

衣<
2
9
8
-
2
1>

【
中
云
上
宮
王
云
ー[

納]

猶
綴
衣
。
】 
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吐
ー[
納]<

2
9
8
-
2
3>

【
ノ
タ
ヒ
申(

Ｈ
Ｌ
Ｈﾞ

○) 

ー[

納]

は

啓
於
上
㆒
吐
は

令
於
下
。
】 

獻
ーリ

[

納]<
2
9
8
-
3
1
>

【
イ
ル(

Ｈ
Ｌ)

選
】 

委
細<

2
9
8
-3
2
>

【
音
聟(

セ
イ
Ｒ)

・
中
云
小
也
・
眞
云
微
也
・
憲
云
精
也
。
ホ
ソ
シ(

Ｌ

Ｌ
Ｈ)

論 

ク
ハ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

書 

ス
コ
シ
キ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｆ)

記 

ツ
ラ
〳
〵(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ)

遊
】 

ー[

細]

々<
2
9
8
-
4
1>

【
季
云
遊
仙
窟
云
ー
ー[

細
細]

讀
保
曾
夜
賀
奈
利[

ホ
ソ
ヤ
カ
ナ
リ] 

サ
ヽ

ヤ
カ
ナ
リ
】 

子
ー[

細]<
2
9
8
-
4
3>

【
コ
マ
ヤ
カ
ニ
シ
テ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
○
○)

遊 

ク
ハ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｆ)

集
】 

紬<
2
9
8
-
4
4>

【
音
抽(

Ｌ)

・
玉
云
大
絲
繒
也
・
東
云
繹
也
探
ー[

紬]

尋
繹
義
理
也
綾
也

似
絶
㆒
而
緊
也
。
麤
繒
以
綿
㆒
爲
經
緯
㆒
也
。
・
魴
云
麤
絹
曰
ー[

紬]

。
・
順
云
和

〜
都
无
歧[

ツ
ム
キ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

) 

ツ
イ
テ(

Ｈ
Ｌ
Ｈﾞ

)

選
《
續
也
》
】 

綢
繆<

2
9
8
-6
1
>

【
音
同
上
・
玉
云
韜
也
纏
也
。
・
下
應
云
亡
侯
反
ー
ー[

綢
繆]

纏(

「
經
」)

綿
也
・
魴
云
ー
ー[

綢
繆]

情
與
意
㆒
相
密
貌
・
季
云
末
豆
倍
利[

マ
ツ
ヘ
リ]

(
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ)

】 

緇
素<

2
9
8
-7
1
>

【
季
云
音
甾(

シ
Ｆ)

・
玉
云
黑
・
東
云
黑
色
見
。
报
布
冠
名
。
凡
染
黑

七
入
曰
ー[

緇]

。
黑
色
繒
也
赤
黃
色
也
僧
服
也
。
】 

二
九
九
頁 

 

[

緇]<
2
9
9
-
1
1
>

【
類
云
俗
通
】 

紳<
2
9
9
-
1
2>

【
季
云
音
申(

シ
ン
Ｆ)

・
玉
云
束
也
大
帶
也
。
】 

紉
繩<

2
9
9
-1
4
>

【
玉
云
女(

Ｈﾞ)

巾(

Ｆ)

反
索
也
襞
也
・
應
云
單
繩
曰
ー[

紉]

と

・
東
云
ー

[

紉]

針
也
繩
縷
也
。
又
《
去
》
單
繩
末
合
也
襌
也
。
ム
ス
フ(

Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

)

集
】 

阿
紉<

2
9
9
-2
4
>

【
應
云
女
珍
反
】 

紐<
2
9
9
-
3
1>

【
應
云
女(

Ｈﾞ
)

九(

Ｈ)

反
。
經
作
꽶
。
非
・
玉
云
絲
采(

「
丑
歟
」)

・
東
云
結

也
冠
上
鼻
也
束
也
。
案
束
謂
纏
縛
也
結
帛
爲
之
也
。
糸
也
一
曰
結
可
解
㆒
者
。

ヒ
ホ(

Ｈ
Ｈﾞ

)

集 

ム
ス
フ(

Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

)

】 

毗
ー[

紐]<
2
9
9
-
4
2>

【 

】 

面
縐<

2
9
9
-4
3
>

【
應
云
面
皺
經
作
ー[

縐]

借
字
】 

綛<
2
9
9
-
5
1>

【
類
云
忍
音
】 

強
ー[

綛]<
2
9
9
-
5
2>

【
コ
ハ
ク
ネ
キ
詩
】 

作
䋟<

2
9
9
-5
3
>

【
應
云
渠
記
反
所
以
聯
綴
簪
記
之
也
】 

纍<
2
9
9
-
6
1>

【
慈
云
力
委(

Ｈ)

反
積
也
・
中
云
又
絫
。
・
玉
云
力
雔
反
繫
也
素
也
綸

也
。
】 

累<
2
9
9
-
6
3>

【
玉
云
上
字
・
季
云
末
豆
不
和[

マ
ツ
フ
ワ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ) 

ツ
ラ
フ(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

易 

カ

サ
ヌ(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

論
】 

曾
ー[

累]<
2
9
9
-
7
1>

【
カ
サ
ナ
リ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ) 

カ
サ
ナ
レ
リ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ)

】 

々[

累]

刧<
2
9
9
-
7
2>

【
慈
云
力
委
反
積
也
。
】 



 

93 

囑
ー[
累]<

2
9
9
-
7
3>

【
見
口
部
】 

縲
紲<

2
9
9
-7
4
>

【
音
累
之
平
聲
下
音
薛(

Ｔ)

・
應
云
縲
は

繫
也
、
紲
は

索
也
。
所-

以
拘

罪
人
㆒
也
。
・
上
玉
云
落
也
・
東
云
絡
謹
案
謂
網
絡
。
】 

三
〇
〇
頁 

 

戠[

緤]<
3
0
0
-
1
4
>

【
音
薛(

Ｔ)

・
魴
云
繫
也
。
】 

緤<
3
0
0
-
2
1>

【
魴
云
戠
を

ー[

緤]

紲
《
同
上
古
俗
》 

類
云
俗
、
又
云
紲
ー[

緤]

二
正
先

結
反
黑
繩
。
】 

[

緤]<
3
0
0
-
2
3
>

【 

】 

[

緤]<
3
0
0
-
2
4
>

【
俗
】 

絏<
3
0
0
-
3
1>

【
廣
益
云
音
泄(

Ｔ)

繫
也
。
】 

絏<
3
0
0
-
3
2>

【
魴
云
音
薛(

Ｔ)

縲
ー[

絏]

古
獄
】 

繦
緥<

3
0
0
-3
3
>

【
玉
云
居
兩(

Ｈ)

反
落
也
錢
貫
也
。
・
下
音
保(

Ｈ)

・
玉
云
小
兒
衣
。
】 

紿<
3
0
0
-
4
1>

【
玉
云
徒
愷
反
疑
也
緩
也
也 

イ
ツ
ハ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

記 

ア
サ
ム
ク(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｌ)

】 

四
身
繋[

繫]<
3
0
0
-4
3
>

【
眞
云
吉
計
反
縛
也
。
貪
ー
ー[

身
繫]

、
瞋
、
戒
禁
取
、
執
取
。

具
云
此
實
執
取
身
繫
。
】 

繫<
3
0
0
-
5
2>

【
干
云
上
通
・
類
云
計(

Ｒ)

音
・
中
云
縛
也
・
眞
云
係
也
係
束
也
今
亦

作
ー[

繫]

。
連
綴
也
。
ツ
ナ
ク(

Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

)

易 

カ
ヽ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

詩 

ト
ラ
フ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ)

後 

ユ
フ(

Ｈ
Ｌ)

集
】 

幽
ー[

繫]<
3
0
0
-
6
2>

【
上
宮
王
云
在
囹
圄
㆒
爲
幽
㆒
有
枷
鏁
㆒
曰
ー[

繫]

と

。
】 

ー[

繫]

念<
3
0
0
-
6
4>

【
應
云
古
継
、
ー[

繫]

、
今
作
係
に

。
々
結
束
也
連
綴
不
絶
㆒
也
。
】 

檢
ー[

繫]<
3
0
0
-
7
2>

【
中
云
慈
云
牢
也
閉
也
拘
也
縛
也
。
】 

紹
継[

繼]<
3
0
0
-
7
4
>

【
應
云
市
繞(

Ｈﾞ
)

反
ー[

紹]

繼
也
謂
繼-

續
先
宗
㆒
□[

也]

。
謚
法
曰

疏
遠
繼
位
曰
ー[

紹]

と

。
・
玉
云
緩
也
取
也
。
ツ
ク(

Ｈ
Ｌﾞ

)

書 

ア
サ
ム
ク(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ

Ｌ)

後 

・
下
宋
法
花
云
音
計(

Ｒ)

・
中
云
續
也
今
俗
作
繼
に

・
玉
云
餘
也
・
信
云

又
作
繼
繫
係
大
同
續
也
綴
也
束
也 

ツ
ク(

Ｈ
Ｌﾞ

)

易 

ツ
ラ
ヌ(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

月 

眞
云

セ
ウ(

Ｌ
Ｈ)

】 

三
〇
一
頁 

 

繼<
3
0
1
-
2
4>

【
干
云
上
通 

ツ
ク(

Ｈ
Ｌﾞ

)

選
】 

繼
邁<

3
0
1
-3
1
>

【
應
云
ー[

繼]

續
也
、
邁
往
也
。
謂
相
續
而
往
也
。
】 

統
攝<

3
0
1
-3
3
>

【
眞
云
他
宋(

Ｒ)

反
總
也
又
他
孔
反 

ス
ヘ
テ(

Ｈ
Ｌﾞ

○)

選 

眞
云
ツ
ウ

(
Ｌ
Ｈ-

Ｎ) 

ト
ウ(

Ｌ
Ｌ-

Ｎ)

】 

結
縷<

3
0
1
-4
1
>

【
應
云
爾
雅
傅
橫
目
孫
炎
曰
三
輔
曰
ー
ー[

結
縷]

。
今
關
西
饒
之
。
俗

名
句
屢
草
。
律
作
茄
蔞
。
案
茄
説
文
加(

Ｆ)

、
歌(

Ｆ)

二
音
。
爾
雅
荷
芙
蕖
其
莖
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茄
。
此
則
於
義
㆒
無
施
。
花
燘
字
未
詳
所
出
。
一
本
作
茄
《
・
信
云
音
加
》
蘆

力
胡(

Ｌ)

反
爾
雅
葭
蘆
璞
曰
卽
葦
也
。
蘆
當
誤
㆒
耳
。
】 

々[

縷]

陳<
3
0
1
-
6
1>

【
應
云
力
主
反
言
は

數
如
絲
ー[

縷]

㆒
多
難
陳
㆒
也
。
經
屢
非
。
】 

絙<
3
0
1
-
6
3>

【
玉
云
胡
官(

Ｆ)

反
綬
也 

東
云
又
五
㔁
反
繩
索
也
經
也 

ワ
タ
レ
リ

選
】 

結<
3
0
1
-
7
1>

【
音
絜(

Ｔ)

・
中
云
ー[
結]

縛
也
・
玉
云
成
也
構
也
旋
也
要
也
交
也
締
也

詘
也
。
ム
ス
ホ
ヽ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｌ)

詩 
カ
タ
ナ
ス(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

老
子
～
】 

ー[

結]

髮<
3
0
1
-
7
4>

【
ヲ
ア
ケ
テ(

○
Ｈ
Ｌﾞ

○)

白
】 

三
〇
二
頁 

 

ー[

結]

高<
3
0
2
-
1
1>

【
信
云
㮮
槹
律
ー
ー[

結
高]

】 

紇
多<

3
0
2
-1
2
>

【
應
云
胡
沒(

Ｔ)

反
神
名
。
】 

紃
羊<

3
0
2
-1
4
>

【
應
云
似
均
昌
緣
反
ー[

紃]

謂
雜
縷
也
。
】 

五
憣

 

ト
コ
ロ <

3
0
2
-
2
2
>

【
ヌ
ヒ
メ
セ
リ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
○
○)

詩
】 

絶<
3
0
2-
2
3
>

【
中
云
情
雪(

Ｓ)

反
斷
也
・
玉
云
截
也
廢
也
滅
也
落
也
。
タ
ツ(

Ｌ
Ｈ)

詩 

タ
エ
ン
タ
ル(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

選 

ス
ク
レ
タ
ル(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

後 

ス
テ
ヽ(

Ｈ
Ｌ
Ｈ)

集
】 

ー[

絶]

阬<
3
0
2
-
3
2>

【
タ
ニ
ヲ
ワ
タ
ル
書
】 

妙
ー[

絶]<
3
0
2
-
3
3>

【
ス
ク
レ
タ
ル
物(

□[

Ｈ]

Ｈﾞ

Ｌ
○
○
○)

遊
】 

氣
ー[

絶]<
3
0
2
-
3
4>

【
ス
ヘ
ナ
シ(

Ｌ
Ｈﾞ

Ｌ
Ｈ)

遊
】 

絁[

䌳]<
3
0
2
-4
1
>

【
順
云
音
與
施(

シ
Ｆ)

同
。
和
〜
阿
之
歧
沼[

ア
シ
キ
ヌ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

】 

離
ー[

絁]<
3
0
2
-
4
3>

【
應
云
式
移(

Ｆ)

反
】 

䋫
卷<

3
0
2
-
4
4
>

【
應
云
側
耕
反
ー[

䋫]

繫
繩
也
江
河
之
間
謂
縈
收
繩
㆒
爲
ー[

䋫]

。
々

亦
屈
也
。
河
彌
善
反
。
】 

如
緪<

3
0
2
-5
3
>

【
應
云
古
恒
反
大
索
曰
ー[

緪]

。
々
亦
繩
也
。
經
絙
非
。
】 

如
絙<

3
0
2
-6
1
>

【
應
云
胡
官(

Ｆ)

反
。
見
上
注
・
玉
云
綬
也
・
東
云
又
五
㔁
反
繩
索

也
經
也
。 

ワ
タ
レ
リ(

Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ)

選
】 

爲
繐<

3
0
2
-6
4
>

【
應
云
音
歲
蜀
白
細
布
也
。
凡
布
細
而
疏
者
謂
之
ー[

繐]

。
】 

重
級<3

0
2
-
7
2>

【
應
云
音
急(

Ｓ)

次
□[

也]

謂
階
ー[

級]

而
升
一
ー[

級]

二
ー[

級]

是
。
ー

[

級]

階
次
也
謂
階
之
等
次
曰
ー[

級]

・
東
云
階
之
次
序
也
階
ー[

級]

也
絲
次
第
、
階

等
也
官
之
等
次
。
】 

三
〇
三
頁 

 
節
ー[

級]<
3
0
3
-
1
3>

【
シ
ナ
〳
〵(

Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ)

律
】 

ー[

級]

其<
3
0
3
-
1
4>

【
應
云
階
次
也
謂
階
之
等
數
名
曰
ー[

級]

案
師
旋
斬
首
一
人
賜
爵
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一
ー[

級]

。
因
名
賊
首
㆒
爲
ー[

級]

。
】 

周
給<

3
0
3
-2
3
>

【
音
上
同
・
中
云
賑
也
・
眞
云
供
ー[

給]

□[

也]

・
玉
云
供
也
及
也
足

也
備
也 
ト
キ
論
】 

供
ー[

給]<
3
0
3
-
3
2>

【
タ
テ
マ
ツ
リ
物(

Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

遊
】 

不
暇
ー[

給]<
3
0
3
-3
3
>

【
イ
ト
マ
ア
キ
ツ
カ
ス(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌﾞ
)

選
】 

ー[

給]

使<
3
0
3
-
4
1>

【
中
云
事
也
。
】 

ー[

給]

孤
獨
園<

3
0
3
-
4
2>

【
眞
云
應
云
可
言
㆓
阿
那
他
。
此
云
無
親
。
舊
義
も
て

譯
孤

獨
㆒
也
。
賓
荼
馱
寫
耶
此
云
摶
與
。
舊
義
類
給
㆒
也
。
是
須
達
多
《
此
云
善
與
》

別
名
也
。
古
云
阿
那
邠
坻
或
阿
藍
。
皆
訛
略
也
。
】 

紻<
3
0
3
-
5
4>

【
カ
サ
ル(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

詩
】 

縱
横<

3
0
3
-6
1
>

【
慈
云
卽
容
之
用
反
。
南
北
曰
ー[

縱]

㆒
東
西
曰
横
。
廣
輪
。
々
は

ー

[

縱]

、
廣
は

橫
。
有
作
𢕩
。
不
知
㆓
所
出
。
・
又
音
從(

Ｌ)

・
應
云
從
長
也
・
然
云

ー[

縱]

字
平
聲
從
淺
㆒
湝
深
㆒
名
之
㆒
爲
ー[

縱]

と

。
・
眞
云
慈
云
豎
也
。
・
玉
云
恣

也
放
也
縱
也
買
也
亂
也
緩
也
。 

タ
ト
ヒ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

易 

ホ
シ
マ
ヽ(

Ｌ
Ｒ
Ｈ
Ｈ)

書 

ハ

ナ
ツ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

記 

ユ
ル
ス(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

論
】 

三
〇
四
頁 

 

縱
奪<

3
0
4
-1
1
>

【
憲
云
二
反
緩
也
。
】 

ー[

縱]

捨<
3
0
4
-
1
2>

【
中
云
亂
放
也
】 

ー[

縱]

心<
3
0
4
-
1
3>

【
眞
云
足
用
反
亦
從
𢔩
𢕩
夫
六
十
而
耳
順
七
十
而
ー
ー[

縱
心]

也

恣
也
】 

ー[

縱]

蕩<
3
0
4
-
2
2>

【
憲
云
慈
云
ー[

縱]

謂
ー[

縱]

恣
、
蕩
謂
蕩
逸
。
】 

紆
欝[

鬱]<
3
0
4
-
2
4>

【
應
云
伊
于(

ウ
Ｆ)

反
屈
也
縈
也
曲
也
。
鬱
哀
思
也
心
不
安
也
。 

マ
ツ
フ(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

集
】 

槃(

Ｌ)

ーウ

[

紆]
(

Ｆ)<
3
0
4
-
3
3
>

【
ト
ウ
ツ
ワ
ク(

○
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ
Ｌ) 

水
ー
ー[

槃
紆]

】 

ー[

紆]

伏
哆<

3
0
4
-3
4
>

【
應
云
衣
于(

ウ
Ｆ)

反
】 

爲
紵(

Ｈ)<
3
0
4
-
4
1>

【
音
佇
・
應
云
檾
《
苦
迥
》
屬
細
㆒
者
爲
絟
と

。
《
七
泉
》
布
白

而
細
曰
ー[

紵]

。
亦
草
名
・
東
云
麻
之
類
也
・
順
云
上
聲
重
今
案
ー[

紵]

布
俗
用

手
作
布
三
字
云
天
都
久
利[

テ
ツ
ク
リ]

(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ
Ｌ)

是
ー[

紵]

布
歟
。 

ヌ
ク
集 

ア
サ

ヌ
ク
】 

寔
繁<

3
0
4
-5
3
>

【
宋
云
音
煩(

Ｌ)

・
應
云
輔
袁
反
多
也
盛
也
・
玉
云
扶
元
反
馬
髮
・
又

云
扶
藩
反
多
盛
也
。 

シ
ケ
シ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

選
】 

無
繁<

3
0
4
-6
2
>

【
眞
云
或
作
煩
。
文
異
、
義
同
。
】 

ー[

繁]

者<
3
0
4
-
6
4>

【
應
云
薄
何(

Ｌ)

反
】 

繙<
3
0
4
-
7
1>

【
音
與
繁
㆒
同
・
弘
云
扶
元
反
冤
也
有
人
云 

ヒ
ロ
ク(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

】 
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纖
長<

3
0
4
-7
3
>

【
宋
云
音

(

セ
ン
Ｌ)

韱
今
通
作
韯
。
凡
從

者
倣
此
に

・
應
云
ー[

纖]
小
也
細
謂
之
ー[

纖]

。
經
韯
。
非
・
眞
云
細
也
好
也
微
也
。
文
從
女
㆒
作
孅
㆒
非
。

下
平
聲
不
短
也
・
公
云
音
占(

Ｌ) 

ホ
ソ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

累
經
白
緯
曰
ー[

纖]

。
儉
嗇

也
。
】 三

〇
五
頁 

 

封
緘<

3
0
5
-2
1
>

【
應
云
古
咸
反
束
索
也
篋
也
亦
閉
也
。
】 

ー[

緘]

婆<
3
0
5
-
2
3>

【
應
云
《
同
上
》
石
名
。
依
字
㆒
索
也
束
篋
也
。
】 

絺
ー[

緘]<
3
0
5
-
3
1>

【
應
云
敕
夷
古
咸
反
。
】 

ー[

緘]

簏<
3
0
5
-
3
3>

【
應
云
碦
簏
、
經
ー[

緘]

。
非
。
】 

縒<
3
0
5
-
3
4>

【
玉
云
且
各(

Ｔ)

反
參
也
・
東
云
參
ー[

縒]

也
今
爲
錯
。
又
蘇
可(

Ｈ)

反
鮮

潔
貌
又
楚
宜(

Ｌﾞ
)

反
】 

縛
祇<

3
0
5
-4
3
>

【
應
云
一
種
等
首
眞
人
。
餘
經
作
家
々
。
須
陀
洹
命
絡
。
】 

ー[

縛]

蒭
河<

3
0
5
-5
1
>

【
應
云
舊
云
博
叉
或
薄
叉
、
婆
叉
、
豦
叉
。
此
云
青
河
。
從

池
北
面
頗
梨
師
子
口
㆒
流
出
。
】 

褰
縮<

3
0
5
-5
4
>

【
慈
云
所
六(

Ｔ)

反
短
也
或
作
莤
・
眞
云
退
也
・
玉
云
斂
也
盡
也
止

也
亂
也
綸
也
蹙
也
縱
《
東
西
爲
ー[

縱]

》
也
約
束
之
名
也
・ 

東
云
不
伸
也
以

繩
㆒
束
板
㆒
也
。
亦
作
摍
。
引
也
聚
也
縱
也
繩
謂
之
ー[

縮]

。
シ
ヽ
ム(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

詩 

ユ
ヒ
ツ
ク(

Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈ) 

眞
云
宿(

シ
ク(

Ｌ
Ｌ)

)

音
】 

縮
シ
タ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

酒
ヲ<

3
0
5
-
7
2
>

【 

】 

舌
ー[

縮]<
3
0
5
-
7
3>

【
應
云
ー[

縮]

退
也
。
經
宿
非
。
】 

ー[

縮]

鼻<
3
0
5
-
7
4>

【
信
云
所
陸
反
從
也
直
也
止
也
亂
也
】 

三
〇
六
頁 

 

総[

總]

布<
3
0
6
-
1
2
>

【
類
云
捴(

Ｈ)

音
・
玉
云
合
也
普
也
皆
也
最
也
結(

Ｓ)

也
聚
束

也
。
・
應
云
音
忩(

Ｌ)

輕
絲
絹
曰
ー[

總]

と

。
々
青
白
色
也
・
順
云
和
〜
布
散[

フ

サ]
(

Ｌ
Ｌ)

】 

緫[

總]<
3
0
6
-
2
1
>

【
宋
云
ー[

緫]

揔
上
同
。
惣
俗
。
】 

捖[

纏]

縛<
3
0
6
-
2
2>

【
音
厘(

Ｌ)

・
玉
□[

云]

約
也
。 

マ
ツ
フ
詩 

眞
云
田
音 

・
下

中
云
苻
钁
反
繫
也
・
眞
云
繫
束
也
・
珠
云
由
比
弖(

Ｈ
Ｌ
Ｈ) 

マ
ツ
フ(

Ｈ
Ｈ
Ｌ)

白 

ユ

ヒ
ツ
ナ
ク(

Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

)

】 

纒[

纏]<
3
0
6
-
3
2
>

【
魴
云
繞
也
縛
也
圍
也
。
】 

<
3
0
6
-
3
3
>

【
魴
云
同
上
俗
文
。
】 

纏<
3
0
6
-
3
4>

【
宋
云
】 

緾[

纏]<
3
0
6
-
4
1
>

【
宋
云
俗
。
餘
皆
放
此
に

・
中
云
繞
也
。
】 

縛<
3
0
6
-
4
2>

【
眞
云
本
房
玃(

Ｔ)

反
。
全 

眞
云
亡
我
反
。
卌
二
字
】 
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面
ー[
縛]<

3
0
6
-
4
4>

【
シ
リ
ヘ
テ
ニ
シ
ハ
ラ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｌ
Ｈ)

白
】 

圍
繞<

3
0
6
-5
1
>

【
音
遶(

Ｈﾞ
)

・
東
云
纏
ー[

繞]

也
・
慈
云
周
廻
曰
圍
㆒
坐
匝
曰
ー[

繞]

と

。 

メ
ク
ル(

Ｈ
Ｈﾞ
Ｌ)

記
】 

纏
縺<

3
0
6
-5
4
>

【
應
云
力
前
反
ー[

縺]

縷
不
解
也
】 

皮
ー[

縺]<
3
0
6
-
6
2>

【
應
云
皮
連
古
聯
連
續
也
連
合
也
律
作
ー[

縺]

】 

終<
3
0
6
-
6
4>

【
音
衆(

Ｆ)

・
中
云
畢
竟
也
・
眞
云
卒
也
畢
竟
也
・
玉
云
極
也
竟
也
成

也
窮
也
・
魴
云
畢
也
窮
也
ー[

終]

南(
Ｒ)
山
の

名 

ヲ
ハ
リ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ)

選 

ヲ
フ
書
云

櫗
《
ツ
ヒ
ニ(

Ｌ
Ｌ
○) 

ヲ
ハ
リ(

□[

Ｈ]

Ｈ
□[

Ｈ]
)

》
注
云
ー[

終]

字
。
】 

三
〇
七
頁 

 

ー[

終]

頭<
3
0
7
-
1
1>

【
ハ
テ
ツ
カ
タ
集
】 

綺<
3
0
7
-
1
2>

【
眞
云
虛
彼
綾
文
彩
雜
也
・
玉
云
有
文
繒
・
應
云
有
文
㆒
曰
ー[

綺]

と

・
順

云
俗
云
平
聲
之
輕
和
〜
加
牟
波
太[

カ
ム
ハ
タ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

一
云
於
利
毛
能[

オ
リ
モ
ノ]

(

Ｈ

Ｈ
Ｈ
Ｈ) 

カ
ト
リ
集 

シ
ロ
シ 

眞
云
キ(

Ｒ)

】 

ー[

綺]

靡<
3
0
7
-
2
3>

【
眞
云
瑫
云
鮮
好
婉
約
美
麗
貌
。
】 

縞
素<

3
0
7
-3
1
>

【
音
誥(

Ｒ)

又
杲(

Ｈ)

・
玉
云
白
色
也
練
也
・
東
云
素
也
硟
《
此
扇
》

鮮
支
也
。
案
鮮
支
絹
也
。
硟
謂
衦
《
古
旱
》
治
之
也
。
絹
練
者
亦
名
ー[

縞]

。

繒
之
精
白
者
也
。
ー[

縞]

冠
祥
之
冠
也
。
赤
經
白
緯
ー[

縞]

也
絹
屬
也
。 

カ
ト

リ
白 

シ
ロ
シ
】 

明
練<

3
0
7
-4
3
>

【
音
鍊
・
中
云
鎔(

ト
ロ
モ
シ-

て)

金
㆒
使
を

精
㆒
曰
鍊
と

。
煮
て

絲
㆒
令
を

熟
㆒

曰
ー[

練]

と

。
今
謂
善
知
精
熟
㆒
故
云
明
ー[

練]

㆒
也
。
明
は

簡
也
。
謂
簡
ー[

練]

分
明

也
。
ネ
ル(

Ｌ
Ｈ)

集
・
東
云
素
帛
也
繒
《
熟
絹
》
也
。
古
與
鍊
湅
㆒
同
。
今
別
。
】 

ー[

練]

絲<
3
0
7
-
5
4>

【
ネ
リ
イ
ト(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

】 

ー[

練]

磨<
3
0
7
-
6
1>

【
慈
云
ー[

練]

謂
陶
ー[

練]

、
磨
謂
磨
瑩
。
卽
修
治
義
・
眞
云
正
練
・
應

云
古
錬
々
治
金
也
】 

[

練]<
3
0
7
-
6
4
>

【
眞
云
正
】 

練<
3
0
7
-
7
1>

【
眞
云
錬
經
多
作
ー[

練]

。
帛
ー[

練]

也
。
古
通
、
今
別
也
。
】 

ー[

練]

樹<
3
0
7
-
7
3>

【
應
云
楝
樹
。
經
ー[

練]

。
非
。
】 

綾<
3
0
7
-
7
4>

【
順
云
音
淩(

リ
ヨ
ウ(

Ｎ))

和
〜
阿
夜[

ア
ヤ]

(

Ｌ
Ｌ)

・
玉
云
似
綺
㆒
細
也
。
】 

三
〇
八
頁 

 

網
縵<

3
0
8
-1
2
>

【
音
曼(

Ｒ)

・
應
云
借
音
莫
盤
反
謂
肉
ー[

縵]

其
指
間
也
。
字
體
作

鞔
。
々
覆
也
。
經
呖
非
・
玉
云
ー[

縵]

樂
は

雜
聲
之
和
樂
㆒
者
也
。
雜
幷
也
。
車

無
文
㆒
也
。
繒
無
文
㆒
也
・
東
云
凡
無
文
㆒
錦
皆
曰
ー[

縵]

と

。
賜
衣
㆒
曰
ー[

縵]

。

表
裏
也
。
樂
亂
而
無
文
㆒
曰
ー[

縵]

。
不
緊
也
。
又
無
敗
反
魚
也
。
】 

繡<
3
0
8
-
3
1
>

【
類
云
秀
音
・
玉
云
五
采
也
・
東
云
刺
五
色
線
㆒
以
成
文
㆒
也
。
錦
名

也
文
繒
也
・
順
云
和
〜
奴
牟
毛
能[

ヌ
ム
モ
ノ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

・
信
云
畫
繪
之
事
五
綵
俗

謂
之
を

ー[

繡]
と

。
】 
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麻
縕<

3
0
8
-4
1
>

【
音
溫(

ヲ
ン
Ｆ)

・
應
云
一
問
反
ー[

縕]

亂
麻
也
經
薀
《
紆
文(

Ｌﾞ
)

》
非
・
玉

云
枲
也
紼
亂
也
・
東
云
袍
也
纊
也
奮
衣
也
又
於
云(

Ｌ)

反
亂
麻
也
。
又
《
上
》

以
麻
著
《
張
盧
》
衣
也
。
赤
黃
色
。
又
《
去
》
束
草
舊
絮
。
】 

ー[

縕]

摩<
3
0
8
-
5
2>

【
應
云
於
雲
反
。
】 

縵
衣<

3
0
8
-5
3
>

【
信
云
相
傳
云
無
葉
衣
也
莫
旦
反
繒
無
文
者
也
】 

ー[

縵]

著<
3
0
8
-
6
1>

【
應
云
鞔
著
、
文
ー[

縵]

非
。
】 

婉
約<

3
0
8
-
62
>

【
眞
云
央
略(

Ｔ)

反
ー
ー[

婉
約]

和
順
姸
美
貌
・
東
云
要
約
也
言
語
要

也
束
也
纏
也
屈
曲
ー[

約]

束
也
儉
薄
也
纏
束
也
誓
信
也
期
也
少
也
繩
也
綸
也

又
一
豹(

Ｒ)

反
靴
ー[

約]

也
。
又
於
妙(

Ｒﾞ
)

反
束
也
。
和
〜
余
曾
閇
流[

ヨ
ソ
ヘ
ル] 

ツ
ヽ

マ
ヤ
カ
ニ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｌ
Ｈ
Ｌ
○)

易 

セ
ハ
〳
〵
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
○)
論 

ユ
ヒ
ツ
ク(

Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

詩 

ユ
ハ
フ(

Ｈ
Ｌ
Ｈ) 

コ
ム
テ(

Ｌ
Ｈ
Ｈﾞ

)

律
】 

三
〇
九
頁 

 

ー[

約]

束<
3
0
9
-
1
2>

【
常
騰
云
倭
云
都
止
米
波
下
万
須[

ツ
ト
メ
ハ
ケ
マ
ス]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ
Ｌ)
・
又

云
伊
比
乎
佐
牟[

イ
ヒ
ヲ
サ
ム]

(

Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

】 

約
誓<

3
0
9
-1
4
>

【
ウ
ケ
フ
古
】 

指
約<

3
0
9
-2
1
>

【
眞
云
於
略(

Ｔ)

反
纏
束
也
屈
節
也
。
信
行
云
謂
手
足
衆
指
每
節
㆒
橫

文
分
明
顯
了
也
。
又
去
聲
非
此
義
㆒
矣
・
公
云
音
券(

Ｌ)

文
の

貌
。
正
可
作
㆓
絢
に

。

或
常
音
屈
節
也
。
玉
篇
絢
字
俗
作
從
匂
。
而
を

聲
類
作
ー[

約]

。
云
々
上
に

有
指

圓
節
骨
不
現
之
好
㆒
猶
非
屈
節
㆒
歟
。 

眞
云
ヤ
ク(

Ｌ
Ｌ)

】 

絢
藻<
3
0
9
-4
1
>

【
玉
云
許
縣(

Ｒ)

反
遠
也
・
應
云
文
成
曰
ー[

絢]

と

。
亦
文
章
貌
・
東
云

詳
遵
反
《
音
同
旬
。
》
繞
也
・
公
云
音
券(

Ｌ)

《
如
上
》 

ア
ヤ(

Ｌ
Ｌ)

記
】 

慦[

絢]<
3
0
9
-
4
4
>

【
玉
云
上
字
。
】 

絇<
3
0
9
-
5
1>

【
玉
云
求
倶(

Ｆ)

反
救
也
。
】 

綯<
3
0
9
-
5
2>

【
玉
云
徒
高(

Ｆ)

反
絞
也
檮
。
・
季
云
奈
不[

ナ
フ]

(

Ｌ
Ｈ)

】 

紅<
3
0
9
-
5
4>

【
類
云
洪(

Ｌ)

音
・
玉
云
帛
赤
白
。
・
眞
云
赤
色
之
淺
。
ク
レ
ナ
ヰ(

Ｈ
Ｈ

Ｌ
Ｌ)

記 

眞
云
ク
ウ(

Ｌ-

Ｎ
Ｈ-

Ｎ)

】 

紅
縹<

3
0
9
-6
2
>

【
應
云
天
ー[

縹]

也
如
帛
之
青
白
色
也
淺
青
色
也
有
碧
ー[

縹]

天
ー[

縹]

骨
ー[

縹]

各
以
其
色
言
之
・
眞
云
匹(

Ｔ)

眇(

Ｈﾞ
)

反
靑
黃
間
色
也
輕
翠
鮮
姸
之

色
・
玉
云
帛
靑
白
色
・
東
云
靑
黃
色
。
ー[

縹]

眇
猶
依
俙
・
公
云
音
表
ハ
ナ
タ

(

Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

)

】 

絀<
3
0
9
-
7
4>

【
玉
云
式
出(

Ｔ)

反
絳
也
。
音
ツ
ヰ
チ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ) 

ヌ
レ
メ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

記 

シ
リ

ソ
ク(

Ｌ
Ｌ
Ｈﾞ

Ｌ)

】 

三
一
〇
頁 

 
紫<

3
1
0
-
1
2>

【
音
訾
・
眞
云
色
赤
黑
也
・
玉
云
靑
赤
色
。 

眞
云
シ(

Ｒ)

】 

紺
靑<

3
1
0-
1
4
>

【
慈
云
古
暗(

Ｒ)

反
帛
染
靑
而
揚
赤
色
也
ー[

紺]

含
也
青
而
含
赤
色
。
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上
生
經
如
紫
ー[

紺]

摩
尼
與
此
㆒
色
異
。
】 

綨[

綦]<
3
1
0
-
2
4
>

【
玉
韻
渠
基
反
鹿
子
皮
文
。
】 

綦<
3
1
0
-
3
1>

【
玉
云
上
字
。
類
云
其(

Ｌ)

音
ク
ツ
ヲ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

】 

纔
入<

3
1
0
-3
3
>

【
季
云
音
衫(

Ｌ)

帛
靑
色
・
又
音
栽(

Ｌ)

・
應
云
暫
也
微
也
劣
也
僅
也

不
久
也
。
鄭
玄
注
禮
記
作
栽
。
東
觀
漢
記
等
作
財
に

。
隨
作
無
定
體
・
憲
云
藏

代
反
・
眞
云
始
□[

也]

近
也
・
玉
云
紺
淺
色
。
然
云
ー[

纔]

者
僅
得
也 

眞
云
サ

イ(

Ｌ
Ｌ)

】 

ー[

纔]

令<
3
1
0
-
5
1>

【
應
云
僅
也
云
々
經
作
諧
非
】 

咼
綟<

3
1
0
-
53
>

【
應
云
咼
戾
經
ー
ー[

咼
綟]

帛
也
。
力
計(
Ｒ)

反
亦
綠
色
・
東
云
紐
麻

也
草
色
也
麻
三
斤
曰
ー[

綟]

と

。 

玉
云
草
名
。
】 

緂<
3
1
0
-
6
2>

【
玉
云
充(

Ｆ)

甘(

Ｌ)

反
衣
采
鮮
・
東
云
女
衣
貌
又
他
酣(
Ｌ)

反
又
《
上
》

靑
黃
色
也
按
□[

也]

。
説
文
作
抛
。
帛
雜
也
。
順
云
吐
敢(

Ｈ)

反
俗
音
奴(

Ｌﾞ
)

含(

Ｌ)

反
。
】 

縟<
3
1
0
-
7
2>

【
音
選
音
決
云
辱(

シ
ヨ
ク-

Ｓﾞ
)

・
玉
云
數
也
繁
也
采
也
飾
也 

マ
タ
ラ
カ

シ
テ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｒ
○
○)

選
】 

被
纚<

3
1
0
-7
4
>

【
應
云
山
綺(

Ｈ)

反
案
森
ー[

纚]

好
貌
颯
《
素
答
》
ー[

纚]

長
神
貌
ー[

纚]

簁
也
・
玉
云
冠
織
也
。
】 

三
一
一
頁 

 

颯
ー[

纚]<
3
1
1
-
1
3>

【
ト
シ
ナ
フ
テ(

○
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ)

選
】 

慘
ー[

纚]<
3
1
1
-
1
4>

【
季
云
森
釃(

シ
Ｈ)

二
音
車
飾
貌
。
】 

紘<
3
1
1
-
2
2>

【
玉
云
爲
萌
反
冠
巻
□[

也]

維
也
・
季
云
音
宏(

火
ウ(

Ｎ))
 

ツ
ナ(

Ｌ
Ｌ)

選
】 

紭<
3
1
1
-
2
4>

【
玉
云
上
字
・
順
云
訓
乎[

ヲ]
(

Ｈ)

又
與
綱
㆒
同
。
罘
之
綱
也
。
】 

華
纓<

3
1
1
-3
2
>

【
季
云
音
嬰(

Ｆ)

・
慈
云
ー
ー[

華
纓]

者
ー[

纓]

以
花
㆒
飾
。
或
華
飾
之
ー

[

纓]

・
中
云
冠
系
《
古
計
反
緒
也
》
也
鞶
ー[

纓]

也
・
上 

眞
云
ー[

纓]

美
也
又
云

用
㆓
平
輕
㆒
。
非
去
㆒
也
・
玉
云
馬
鞍
也
馬
胸
鞅
也
。
・
順
云
俗
云
鷰(

Ｒ)

尾(

Ｈﾞ
) 

眞
云
ヤ
ウ
】 

爲
ー[

纓]<
3
1
1
-
4
4>

【
應
云
ー[

纓]

絡
也
。
經
瑛
《
於
京
反
玉
光
也
。
》
】 

ー[

纓]

貫<
3
1
1
-
5
1>

【
應
云
論
作
孆
瑻
。
非
。
】 

ー[

纓]

絡<
3
1
1
-
5
2>

【 

】 

緌<
3
1
1
-
5
3>

【
玉
云
乳
隹
反
繼
也
繫
也
冠
也
飾
也
。
】 

綏
恤<

3
1
1
-6
1
>

【
順
云
音
與
烋[

蕤]
(

ス
ヰ
Ｆ)

㆒
同
。
和
〜
冠
乃
乎[

冠
ノ
ヲ]

(

○
○
Ｈ)

一
云
保
々

須
介[

ホ
ヽ
ス
ケ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｆ)

又
云
於
以
加
介[

オ
イ
カ
ケ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｆ)

一
名
繫
。
或
云
老
人
髮
落

以
此
㆒
繫
冠
㆒
使
不
墜
㆒
故
名
老
繫
今
不
論
老
少
㆒
武
官
用
之
・
應
云
安
也
。 

ヤ

ス
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

論
】 
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綬(
Ｈ)<

3
1
1
-
73
>

【
順
云
音
受
和
〜
久
美[

ク
ミ]

(

Ｌ
Ｌ)

又
用
組
字
・
玉
云
貫
佩
玉
相
承
・
東

云
卯
ー[

綬]

也
組
也
紱
也
綸
也
致
也
遂
也
虉
《
五
擊
》
ー[

綬]

草
名
。
】 

三
一
二
頁 

 

組
爰<

3
1
2
-1
3
>

【
順
云
音
祖 

玉
云
綬
也
。 

ク
ミ(

Ｌ
Ｌ)

選 

ク
ミ
ス(

Ｌ
Ｌ
Ｆ)

】 

苦
綸<

3
1
2
-2
1
>

【
順
云
音
倫(

Ｌ)
・
應
云
鉤
繳
曰
ー[

綸]

。
々
繩
也
・
玉
云
絡
也
・
唐

前
記
云
理
也
又
力
屯
反
。 

眞
云
リ
ン(

Ｌ
Ｌ)

】 

紛
ー[

綸]<
3
1
2
-
2
4>

【
眞
云
ー
ー[

紛
綸]

雜
亂
貌
。
】 

ー[

綸]

言<
3
1
2
-
3
1>

【 

】 

紛
馥<

3
1
2
-3
2
>

【
信
云
芬
馥
、
律
作
ー[

紛]

。
非
。
】 

紛
紜<

3
1
2
-3
4
>

【
類
云
云(

Ｌ)

音
・
東
云
ー
ー[

紛
紜]

亂
也
。
】 

ー[

紛]

聒<
3
1
2
-
4
2>

【
應
云
亂
也
諠
語
也
。
下
公
活
反
聒
擾
耳
孔
也
。
】 

ー[

紛]

動<
3
1
2
-
5
1>

【
玉
云
孚
云
反
玄
ー[

紛]

黑
緩
也
縱
放
也
亂
也
盛
貌
馬
尾
韜
也
ー

[

紛]

々
衆
也
苦
也
緺
也
】 

繽
ー[

紛]<
3
1
2
-
5
4>

【
慈
云
上
匹
仁(

Ｌﾞ
)

反
ー[

紛]

々
往
來
貌
盛
白
衆
也
・
下
亂
也
盛
貌

衆
也
繽
々
衆
也
紛
々
亂
也
謂
之
多
亂
下
也
ー
ー[

繽
紛]

盛
貌
飛
也
・
中
云
往
來

貌
・
眞
云
飛
空
㆒
雜
亂
貌
。
・
下
順
云
音
分(

Ｆ)

今
案
俗
所
謂
尾
布
久
路[

尾
フ
ク

ロ]
(

○
Ｌﾞ

○
○)

・
中
云
飛
也
・
東
云
緺
靑
紫
綬
也
繽
ー[

紛]

也
相
牽
也
馬
尾
飾
也
ー

[

紛]

絃
也
・
玉
云
苦
也
亂
也 

ー
ー[

繽
紛]

ト
マ
カ
ヘ
リ(

○
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ
Ｌ)

選 

ト
サ
カ
ナ

リ(

○
○
Ｈ
○
○) 

下
季
云
美
多
流[

ミ
タ
ル]

(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ) 

イ
キ
ト
ホ
リ(

Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｌ
Ｆ) 

マ
カ

フ(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

唱 

オ
ホ
シ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

切 

眞
云
賓
フ
ン(

Ｌ
Ｌ)

】 

三
一
三
頁 

 

翩
繽<

3
1
3
-1
4
>

【
季
云
師
説
也
須
良
不[

ヤ
ス
ラ
フ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

選
】 

紛
々<

3
1
3
-2
2
>

【
ト
オ
ホ
ウ
シ
テ(

○
Ｌ
Ｈ
Ｌ
○)

選
】 

補
繕<

3
1
3
-2
3
>

【
類
云
善(

Ｒ)

音
・
應
云
ー[

繕]

之
言
善
也
治
也
補
也
修
截
也
。 

ヨ

ク
ス(

Ｌ
Ｌ
Ｆ)

詩 

ヲ
サ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

記 

ツ
ク
ロ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

後 

眞
云
セ
ン(

○
Ｌ)

】 

ー[

繕]

ヲ
サ
メ(

ム)
(

Ｌ
Ｌ
Ｈ(

○)
)

寫
ス<

3
1
3
-
3
2
>

【
ス
後
】 

白
ー[

繕]<
3
1
3
-
3
3>

【
應
云
字
體
作
墠
。
音
善
。
土
名
。
卽
白
土
也
。
亦
名
堊
。
白

堊
一
名
白
墠
㆒
是
。
】 

勒
ー[

繕]<
3
1
3
-
4
2>

【
應
云
市
戰
反
陀
】 

踰
繕
那<

31
3
-
4
3>

【
市
戰[

在
繕
之
下]

】
【
應
云
此
云
合
也
應
也
計
應
合
爾
許
度
量
同

此
方
驛
也
。
自
古
聖
王
㆒
一
日
行
也
。
案
西
國
ー[

繕]

那
亦
有
大
小
。
或
卅
里
或

卅
里
。
昔
來
皆
取
卌
里
㆒
也
。
舊
經
論
或
云
踰
闍
那
或
由
延
、
由
旬
喩(

「
兪
」)

旬

皆
訛
略
。
見
足
部
】 

繄
梨<

3
1
3
-6
3
>

【
應
云
於(

Ｌ)

奚(

Ｌ)

反
・
玉
云
靑
黑
。
】 
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縿<
3
1
3
-
7
1>

【
玉
云
所
巖(

Ｌﾞ
)

反
於
旗

 

順
云
訓
久
流[

ク
ル]

(

Ｌ
Ｈ)

】 

ー[

縿]

車<
3
1
3
-
7
3>

【
於
保
賀[

オ
ホ
カ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

)

】 

繩<
3
1
3
-
7
4>

【
音
乘(

Ｌ)

・
眞
云
索
也
・
玉
云
度
也
直
也
・
順
云
一
名
索
。 

タ
ヽ

ス(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

書 

ナ
ハ(

Ｌ
Ｌ)

選 

ホ
ム(

Ｌ
Ｈ) 

イ
マ
シ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

】 

三
一
四
頁 

 

端
出
之
ー[

繩]<
3
14
-
1
3
>

【
シ
リ
ク
ヘ
ナ
ヘ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ
Ｌ)

修
文
殿
御
覽
】 

縈<
3
1
4
-
2
1>

【
應
云
一
瓊(

Ｌ)

反
收
績
曰
ー[

縈]
。
旋
也
。
・
眞
云
繞
也
・
東
云
收
韏

《
眷
願
》
案
謂
ー[

縈]

卷
也
纏
也
紆
也
亂
也
・
公
云
音
永(

Ｌ)

メ
ク
ル(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ) 

マ

ツ
ハ
レ
リ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ)

詩
】 

自
縋<

3
1
4
-3
1
>

【
應
云
直(

Ｓ)

僞(

Ｒ)

反
以
繩
有
所
懸
鎭
也
索
也
鎮
笮
也
懸
重
曰
ー[

縋]

也
懸
鎭
曰
ー[

縋]

繩
。 

フ
シ
ツ
ケ
ス(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｆ)

集
】 

編(

Ｌ-

Ｈ)

椽<
3
1
4
-
4
1
>

【
季
云
音
邊(

Ｆ)

・
應
云
織
也
以
繩
次
物
曰
ー[

編]

と

。
謂
取
棘

刺
ー[

編]

椽
而
臥
也
・
玉
云
比
連
也
列
也
・
東
云
緝
錄
也
辮
也
簡
繩
也
又
《
上
》

次
也
相
著
也 

ア
ム(

Ｌ
Ｈ)

詩
】 

ー[

編]

髮<
3
1
4
-
5
2>

【
應
云
三
蒼
古
辮
字
。
蒲
典
反
交
織
也
。
經
云
螺
髻
㆒
亦
是
。
】 

ー[

編]

石<
3
1
4
-
6
1>

【
應
云
次
石
也
】 

四
維<

3
1
4
-6
2
>

【
季
云
音
惟(

Ｌ)

選
師
説
加
多
牟[

カ
タ
ム]

(

Ｈ
Ｈ
Ｌ) 

ツ
ナ
ク(

Ｈ
Ｈ
Ｌﾞ

)

・
應

云
隅
也
聯
結
也
亦
ー[

維]

持
之
也
ー[

維]

繫 

中
云
天
有
四
ー[

維]

。
東
北
爲
報
恩

(

「
德
」)

之
ー[

維]

。
西
南
信
陽
。
東
南
常
陽
。
西
北
號
道
。
・
玉
云
豈
也
。 

コ

レ(

Ｈ
Ｈ)

詩 

眞
云
ユ
イ(

Ｌ
Ｈ)

】 

綱
ー[

維]<
3
1
4
-
7
4>

【
僧
尼
令
注
云
張
之
曰
綱
持
之
曰
維
】 

三
一
五
頁 

 

作
繀<

3
1
5
-1
3
>

【
應
云
蘇
對(

Ｒ)

反
】 

ー[

繀]

車<
3
15
-
2
1
>

【
順
云
沼
歧
加
不
利[

ヌ
キ
カ
フ
リ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ)

趙
魏
間
謂
之
歷
鹿(

Ｔ)

。】 

ー[

繀]

筟<
3
15
-
2
3
>

【
音
與
敷
㆒
同
。
久
太[

ク
タ]

(

Ｌ
Ｈﾞ

)

】 

縶
紲<

3
15
-
2
4
>

【
應
云
知
立(

Ｔ)

反
ー[

縶]

絆
也
謂
拘
ー[

縶]

也
兩
足
不
相
過
謂
之
ー

[

縶]

・
眞
云
維
也
・
東
云
繫
馬
也
拘
也
拘
繫
也
・
公
云
音
蟄(

Ｓ) 

應
云
思
列(

Ｔ)

反
馬
韁
也
所
以
縶
制
畜
胜
者
也
ー[

紲]

々
繫
也
・
玉
云
攣
也
弓
扶
也
緒
也
。・
順

云
選
師
説
訓
歧
都
『
賀
』
奈[

キ
ツ
ナ]

(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ) 

眞
云
節(

Ｓ)

音
】 

紙<
3
1
5
-
4
3>

【
音
只(

Ｈ)

・
玉
云
善
也
絮
也
。
・
順
云
古
文
作
帋
。
和
〜
賀
美[

カ
ミ]

(

Ｈ

Ｌ)

・
東
觀
漢
記
蔡
倫
典
作
ー[

紙]

㆒
。
・
魴
云
以
殼
木
皮
㆒
和
藤
皮
麻
㆒
爲
之
。
記

文
字
基
曰
ー[

紙]

。
後
漢
書
也
】 

絮<
3
1
5
-
5
4>

【
玉
云
思
據(

Ｒ)

反
幣
帛
也
調
也
。・
順
云
阿
之
和
太[

ア
シ
ワ
タ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

・
公

云
音
序(
Ｌﾞ

) 

ワ
タ(

Ｌ
Ｌ)

集 

ト
ヽ
ノ
フ(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

禮 

ハ
ナ(

Ｌ
Ｌ)

柳
ー[

絮]

集
】 
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達
ー[
絮]<

3
1
5
-
6
3>

【
眞
云
自
慮
反
・
應
云
微
識
佛
法
㆒
不
能
堅
固
修
行
㆒
也
。
瑫
云

邊
地
下
砂
金
不
識
三
寶
㆒
不
信
因
果
㆒
之
輩
也
。
】 

𦀌<
3
1
5
-
7
3>

【
順
云
女(

Ｈﾞ
)

余(

Ｌ)

反
字
亦
作
袽
。
和
〜
布
祢
乃
能
米[

フ
ネ
ノ
ノ
メ]

(

Ｌ
Ｈ
Ｌ

Ｈ
Ｌ)

】 三
一
六
頁 

 

緝
綴<

3
1
6
-1
1
>

【
玉
云
且
入(

Ｔﾞ
)

反
續
也
明
也
光
也
。 

ヲ
サ
マ
ル(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ)

列
】 

綜
緝<

3
1
6
-1
3
>

【
ス
ヘ
ア
ツ
ム(

Ｈ
Ｌﾞ

Ｌ
Ｌ
Ｈ)
選
】 

綴
緝<

3
1
6
-1
4
>

【
應
云
七
立(

Ｔ)

反
・
珠
云
光
也
績
《
繼
也
成
也
》
也
・
東
云
繫
攝

頭
索
也
。
説
文
作
扢
。
喪
服
注
曰
綆
也
明
也
纂
也
綴
也
綜
也
硭
緁
也
ー[

緝]

煕

光
明
也
踧
踏
貌
。
ー[

緝]

々
往
來
錄
也
。
】 

扢
緝<

3
1
6
-3
1
>

【
干
云
上
俗
下
正
諸
與
ー[

緝]

同
聲
者
竝
準
此
。
】 

鳥
縙<

3
1
6
-3
3
>

【
信
云
宜
作
䩸
㲨
。
】 

結
緝<

3
1
6
-4
1
>

【
信
云
亦
䩰
而
用
反
鞌[

鞍]

毳
飾
也
結
㲨
律
作
ー[

緝]

】 

絺<
3
1
6
-
4
4>

【
音
郗 

玉
云
細
葛
也
】 

摩
訶
拘
絺
羅<

3
1
6
-5
1
>

【
慈
云
丑
脂(

Ｌ)

反 

摩
訶
倶
瑟
恥
羅
云
大
膝
。
々
蓋
大
故
。

如
律
説
。
】 

絜
裹<

3
1
6
-5
4
>

【
類
云
結(

Ｔ)

音
・
應
云
ー[

絜]

束
也
繫
也
・
玉
云
淸
也
結
也
イ
サ
キ

ヨ
シ(

Ｈ
Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｆ)

詩
】 

紕
繆<

3
1
6
-6
3
>

【
類
云
臂
音
・
玉
云
緣
邊
也
飾
也
理
也
緣
也
飊
也
。
・
順
云
万
与

布[

マ
ヨ
フ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

一
云
与
流[

ヨ
ル]

(

Ｈ
Ｌ)

・
季
云
詩
云
ー[

紕]

師
久
美
須[

ク
ミ
ス]

(

Ｌ
Ｌ

Ｆ)

・
下
音
謀
唐
韻
云
又
目(

Ｔﾞ)

又
武
彪
反
・
應
云
紕
猶
錯
㆒
謬
猶
亂
㆒
也
。
誤
也

經
繆
借
字
。 

下
イ
ツ
ハ
リ
テ(

Ｌ
Ｌ
□
Ｌ
Ｈ)

記 

眞
云
メ
ウ(

Ｌ
Ｈ)

】 

三
一
七
頁 

 

緎<
3
1
7
-
1
1>

【
玉
云
爲
逼(

ヒ
ヨ
ク-

Ｔ)

反
縫
也
數
也
。
・
類
云
域
音
。 

ヌ
ヒ
メ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

記
】 

紗<
3
1
7
-
1
3>

【
東
云
音
沙(

Ｆ)

・
玉
云
赤
衣
也
今
云
白
絹
也
少
也
微
也
・
東
云
紗
絹

一
曰
纑
小
也
似
絹
㆒
大
輕
薄
。
又
紡
絲
麻
縷
曰
ー[

紗]

。
疎
綃
穀
類
。
又
《
音
同

眇(

ヘ
ウ-

Ｈﾞ
)

》
細
編
又
《
音
要(

Ｆ)

》
小
意
也
ー[

紗]

䋵
尫[

尩]

小
意
也
急
戾
也
・
順

云
俗
音
謝(

Ｒ)

今
張
於
燈
籠
㆒
者
是
。 

カ
ト
リ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ)

切
】 

懤[

紗]<
3
1
7
-
3
2
>

【
東
云
或
作
ー[

懤]

。
】 

繾
綣<

3
1
7
-3
3
>

【
應
云
奐
善
祛
阮
反
ー
ー[

繾
綣]

猶
纏
帛
不
離
散
也
。
・
上
綣
也 

類

云
遣
音 

・
下
玉
云
區
也
ー
ー[

繾
綣]

反
覆
也 

ー
ー[

繾
綣]

オ
ホ
ヒ
マ
ク(

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ

Ｌ)

集
】 

綵
緻<

3
1
7
-4
3
>

【
音
采(

Ｈ)

・
下
順
云
音
致(

Ｒ)

訓
歧
比
之[

キ
ヒ
シ]

(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

・
應
云
又
作

捨
。
密
也
・
玉
云
縷
謂
之
を

ー[

緻]

と

㆒
也
。
補
也
至
也
・
東
云
繼
納
衣
也
練
也
・
公
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云
音
智(

Ｌ) 

ー
ー[

綵
緻]

ト
イ
ロ
キ(

ヒ
シ
ウ)

ヒ
ウ
シ
テ(

○
Ｌ
Ｌ
Ｌ(

Ｌﾞ

Ｈ
Ｌ)

Ｈﾞ

Ｌ
○)

選 
 

眞
云
サ
イ(

○
Ｌ)

チ(

Ｒ)

】 

綵
畫<

3
1
7
-5
4
>

【
・
中
云
絹
帛
入
色
㆒
也
。
五
色
之
總
名
。
或
本
作
釆
。
々
亦
ー[

綵]

也
。
】 

綵
彩<

3
1
7
-6
3
>

【
干
云
上
繒
ー[

綵]

下
光
ー[

彩]

。
】 

堅
緻<

3
1
7
-7
1
>

【
信
云
精
微
也
至
也
補
也
】 

婆
ー[

緻]<
3
1
7
-
7
3>

【
應
云
除
致
反 

陀
】 

伊
緻<

3
1
7
-7
4
>

【
什
云
猪
履
反
】 

三
一
八
頁 

 

細
捨<

3
1
8
-1
1
>

【
應
云
又
緻
。
】 

弘
綽<

3
1
8
-1
2
>

【
應
云
昌
若(

Ｓﾞ
)

反
寬
也
緩
也
・
東
云
大
也
ー[

綽]

云
緩
也
ー[
綽]

約
婉

徑
也
・
眞
云
金 

眞
云
昌
我
反
。
卌
二
字 

眞
云
シ
ヤ
ク(

○
○
Ｌ)

】 

緅<
3
1
8
-
2
2>

【
玉
云
側
鳩(

Ｌ)

反
一
入
曰
ー[

緅]

㆒
也
。
靑
也
靑
赤
色
也
。
】 

緋<
3
1
8
-
2
4>

【
季
云
音
飛(

Ｆ)

・
玉
云
繡
也
・
東
云
深
絳
色
也
練
繒
總
名
也
。
】 

縚<
3
1
8
-
3
2>

【
玉
云
勅(

Ｓ)

高
反
韜
也
劍
衣
也
。
】 

縬<
3
1
8
-
3
4>

【
音
叔(

Ｔ)

・
玉
云
縮
也
・
順
云
今
案
俗
云
之
々
良
歧[

シ
ヽ
ラ
キ]

(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｈ-

Ｌ)

是
歟
。
】 

紈<
3
1
8
-
4
2>

【
季
云
音
桓(

火
ン
Ｌ)

・
玉
云
素
也
。 

シ
ラ
ヌ
キ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ) 

ウ
ス
□
キ
】 

縝<
3
1
8
-
4
4>

【
玉
云
丑
仁(

Ｌﾞ
)

反
紛
也
。
ヒ
ト
ヘ(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

論
《
單
衣
也
》
】 

縡<
3
1
8
-
5
1>

【
類
云
再
音
・
玉
云
事
。
】 

緩(

Ｈ)<
3
1
8
-
5
2
>

【
音
浣
・
玉
云
遲
也
舒
也
。
オ
コ
タ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

易 

眞
云
化
ン(

Ｌ
Ｈ)

キ
ン
】 

徐
ー[

緩]<
3
1
8
-
5
4>

【
珠
云
由
流
久[

ユ
ル
ク]

(

Ｌ
Ｈ
Ｌ)

】 

挺
ー[

緩]<
3
1
8
-
6
1>

【
ト
キ
ユ
ル
フ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈ)

列
】 

繖<
3
1
8
-
6
2>

【
順
云
音
與
散
㆒
同
。
字
亦
𠎃
・
應
云
蓋
也
。
・
弘
云
左
尓[

サ
ニ]

反
訓

加
左[

カ
サ] 

ヌ
サ(

Ｌ
Ｌ)

集 

眞
云
散(

Ｒ)

音
】 

掚[

繖]<
3
1
8
-
7
1
>

【
東
云
《
音
同
散(

Ｒ)

》
蓋
也
張
帛
蓋
也
。
又
《
上
》
キ
ヌ
カ
サ(

Ｌ

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

白
】 

紱
婆<

3
1
8
-7
3
>

【
選
音
決
云
音
弗(

フ
ツ
Ｔ)

・
玉
云
綬
也
・
應
云
此
云
子
。
依
字
㆒
ー[

紱]

緩
也
。
】 

三
一
九
頁 

 

衆
纈<

3
1
9
-1
1
>

【
音
頡(

ケ
チ
Ｓ)

・
應
云
以
絲
縛
繒
染
之
解
絲
㆒
成
文
㆒
曰
ー[

纈]

。
今
謂

西
國
有
淡
澀
汁
點
之
成
ー[

纈]

如
此
方
蠟
點
ー[

纈]

也
・
東
云
錦
ー[

纈]

也
練
綵
也
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繒
之
有
夾
花
也
縛
綵
也
・
順
云
讀
由
波
太[

ユ
ハ
タ]

】 

夾
ー[

纈]<
3
1
9
-
2
3>

【
「
俗
云
」
賀
宇
計
智[

カ
ウ
ケ
チ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

】 

態[

糾]
(

「
四
八
四
」)

索<
3
1
9
-
2
4
>

【
應
云
居(

Ｆ)

柳(

Ｈ)

反
繩
三
合
曰
ー[

糾]

㆒
。
ー[

糾]

正
也

純
察
異
之
也
亦
攝
也
擧
也
。
・
東
云
以
法
㆒
擧
人
非
㆒
也
。
法
繩
也
察
也
一
紐

也
督
《
都
木(

Ｔﾞ
)

反
正
也
》
也
恭
也
急
也
戾
也
絞
也
。 

タ
ヽ
ス(

Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ)

書
】 

糺[

糾]

紛<
3
1
9
-
4
1>

【
東
云
或
作
ー[
糺] 

ヲ
サ
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

列
】 

ー[

糾]

繩<
3
1
9
-
4
3>

【
ア
サ
ハ
レ
ル
ナ
ハ(
Ｌ
Ｌﾞ

Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ)

選
】 

糾<
3
1
9
-
4
4>

【
東
云
説
文
作
ー[

糾]

云
繩
三
合
也
居
兆
反
ー[

糾]

々
猶
撩
々
也 

魴
云

古
文
】 

戕<
3
1
9
-
5
3
>

【
玉
云
去
厥(

Ｔ)

反
狄
衣
也
・
東
云
《
又
音
同
屈(
ク
ツ
Ｓ)

》
翟
衣
也
。
】 

䋾(

Ｈ)<
3
1
9
-
6
1
>

【
東
云
都
下(

Ｈ)

反
ー[

䋾]

絮
相
着
貌
藞
《
昌
下
》
挆
貌
。
】 

囉
憰<

3
1
9
-6
3
>

【
應
云
尹
賜
反
。
】 

連
綴(

「
四
九
七
」)<

3
1
9
-
6
4
>

【
音
輟(

テ
イ
Ｒ-

テ
チ
Ｔ)

・
應
云
《
去
》
連
也
合
着
也
眞
也
合
連

也
。
又
《
入
》
縫
也
非
此
用
に

・
東
云
ー[

綴]

衣
也

悵
也
舎
輅
別
名
也
表
也
緣

也
聯
也
縫
也
亦
作
輟
止
也
・
玉
云
雜
采
也
拘
也
。 

眞
云
テ
イ(

○
Ｌ)

テ
チ(

○
Ｓ)

】 

三
二
〇
頁 

 

五
ー[

綴]<
3
2
0
-
1
1>

【
信
云
律
云
相
去
兩
指
之
間
許
一
ー[

綴]

也
】 

綫
絣<

3
2
0
-1
3
>

【
東
云
甫
萌(

Ｌ)

反
振
繩
墨
也
又
補
幸(

Ｈ)

反
文
綺
布
也
。
・
應
云
綫

栟
、
律
ー[

絣]

百
莖
反
無
文
綺
也
。
】 

<
3
2
0
-
2
3
>

【
類
云
俗
】 

䩭
絆<

3
2
0
-2
4
>

【
應
云
音
半
馬
ー[

絆]

】 

懭<
3
2
0
-
3
1>

【
東
云
女(

Ｈﾞ
)

㑷(

Ｒ)

反
單
繩
未
合
也
祥
也
。
又
《
平
》
ー[

懭]

針
也
。
】 

絃
管<

3
2
0
-3
3
>

【
順
云
音
與
弦(

化
ン-

Ｌﾞ
)

同
和
〜
古
度
乎[

コ
ト
ヲ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ)

・
憲
云
琴
瑟
之

ー[

絃]

、
或
本
作
弦
。
弓
弦
。
絲
曰
ー[

絃]

㆒
竹
曰
管
と

・
眞
云
又
決
眄
反
以
絲
㆒

加
琴
瑟
之
上
也
。
繩
索
也
・
季
云
音
堅(

Ｆ)

・
東
云
琴
瑟
ー[

絃]

。
案
以
絲
加
琴

之
上
㆒
以
播-

揚
詩
之
音
。
又
《
去
》
繩
索
也
】 

弦
ー[

絃]<
3
2
0
-
5
2>

【
干
云
上
弓
ー[

弦]

下
琴
ー[

絃]

。
】 

琴
絃<

3
2
0
-5
3
>

【
信
云
音
禽
下
與
弦
同
琴
瑟
等
通
名
也
然
此
謂
琴
之
ー[

絃]

又
弦
謂

琴
德
云
々
今
用
琴
絃
七
也
】 

綿<
3
2
0
-
6
2>

【
眞
云
彌
連(

Ｌ)

反
好
絮
也
・
東
云
細
考
曰
纊
㆒
也
。
連
也
微
也
經
歷
也

遠
也
久
也
ー[

綿]

々
聯
ー[

綿]

相
續
不
絶
也
。
ー[

綿]

蠻
小
鳥
。
新
絮
越
人
ー[

綿]

々

力
々
薄
材
言
は

薄
力
㆒
也
。
伷
從
系
。
《
丁
計
》
絡
也
纏
也
靜
也
繭
也
。
順
云

和
〜
和
太[
ワ
タ]

(

Ｌ
Ｌ) 

一
屯
】 
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三
二
一
頁 

 

緜[

綿]<
3
2
1
-
1
1
>

【
眞
云
亦
作
ー[

緜]

。
】 

木
ー[

緜]<
3
2
1
-
1
2>

【
順
云
和
〜
由
布[

ユ
フ]

(

Ｈ
Ｈ) 

祭
祀
具
】 

堵
羅
綿<

3
21
-
1
4
>

【
眞
□[
云]

上
都
古
反
或
作
兜
或
覩
細
ー[

綿]

也
今
案
堵
羅
梵
ー[

綿]

唐
言
】 

紋
身<

3
2
1
-2
3
>

【
順
云
音
文(

Ｌﾞ
)

・
應
云
謂
繒
有
㆒
文
章
㆒
曰
ー[

紋]

。
又
作
文
。 

ア

ヤ(

Ｌ
Ｌ)

】 

紊<
3
2
1
-
3
1>

【
音
問 

玉
云
亂
也
】 

繚
戾<

3
2
1
-
3
2
>

【
慈
云
力(

Ｔ)

小(

Ｈ)

反
説
文
力(

Ｔ)

鳥(

Ｈ)
反
ー[

繚]

繞
也
ー[

繚]

纏
也
謂

相
纏
繞
也
。
切
韻
唯
有
了
達
蓼
菜
、
目
精
朗
瞭
、
長
鶏
㆒
四
字
之
外
更
無
了
音

之
字
。
有
二
力
小
反
。
一
憭
炙
二
ー[

繚]

繞
・
中
云
捷
云
了
縛
也
義
不
叶
㆒
也
。

騫
師
云
宜
爲
㆓
了
字
。
謂
子
無
兩
臂
㆒
不
任
統
㆓
於
事
務
家
業
㆒
畢
了
無
所
㆓
付

委
也
。
武
玄
之
云
了
像
人
無
㆓
兩
臂
㆒
也
。
薛
峋
云
了
尥
《
力
弔(

Ｒ)
反
行
脛
相

交
。
》
案
行
脛
相
交
也
。
了
字
亦
得
矣
・
應
云
經
作
膫
《
力
彫
反
脂
ー[
膫]
》

非
・
選
音
決
云
音
了(

Ｈ) 

メ
ク
ラ
ス(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｈ
Ｌ)

選
】 

結
ー[

繚]<
3
2
1
-
6
3>

【
マ
ツ
ハ
ル(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

選 

ア
ツ
カ
ハ
シ(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ)

】 

ー[

繚]

蟄[

邈]<
3
2
1
-
6
4
>

【
然
曰
遠
貌
。
】 

䌟<
3
2
1
-
7
1>

【
順
云
音
與
欂
㆒
同
。
今
案
加
良
久
三[

カ
ラ
ク
ミ]

(

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ)

歟
。
】 

強
綛<

3
2
1
-7
3
>

【
類
云
忍
音
ー
ー[

強
綛]

コ
ハ
ク
ネ
キ(

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｆ)

詩
】 

三
二
二
頁 

 

龜
繇<

3
2
2
-1
1
>

【
選
音
決
云
音
由(

Ｌ)

・
玉
云
與
招
與
周
反
ー[

繇]

壺
也
卽
也
牟
也
靈

善
也
言
至
也
用
善
也
ー[

繇]

過
也
道
也
喜
也
猶
卽
ー[

繇]

今
古
也
隨
從
也
。
此
亦

傜
字
或
爲
與
猶(

「
猷
歟
」)

同
或
爲
卦
兆
之
籀
字
在
竹
部
。
・
又
音
胄(

Ｒ) 

魴
云

卦
兆
詞
。
季
云
与
流[

ヨ
ル] 

モ
チ
ヰ
ル
書
】 

ー[

繇]

挽<
3
2
2
-
2
4>

【
干
云
上
皐
ー[

繇]

、
下
卜
兆
辭
音
胄(

Ｒ)

】 

緊
那
羅<

3
22
-
3
2
>

【
慈
云
居(

Ｆ)

忍(

Ｈﾞ
)

反
ー[

緊]

捺
洛
云
歌
神
・
中
云
台
云
疑
神
。
似

人
而
有
一
角
。
《
吉
同
》
・
玉
云
糾
也
急
也
。 

眞
云
キ
ン(

Ｌ
Ｌ)

】 

緊
捺(

「

㮏
歟
」)

落<
32
2
-
4
2
>

【
奴
萬
應
云
此
云
歌
神
。
是
人
非
人
也
。
頭
作
馬
頭
。

舊
云
緊
那
羅
或
眞
陀
羅
㆒
訛
。
】 

<
3
2
2
-
5
1
>

【
干
云
上
通 

・
中
云
食
陵
反
索
也
。
】 

賴
締<

3
2
2
-5
3
>

【
應
云
徒
計(

Ｒ)

反
。
依
字
㆒
ー[

締]

結
不
解
㆒
也
。
】 

㨖
締<

3
2
2
-6
1
>

【
鸞
云
結
不
解
。
帝
音
。
】 

灌
綆<

3
2
2
-6
3
>

【
應
云
古
亂
反
汲
器
也
。
ー[

綆]

格
杏
反
汲
井
㆒
繩
也
。
】 

繩
絍[

紝]<
3
2
2
-
7
1>

【
應
云
又
作
䋻
。
同
女
心
反
而
鴆
反
牆
繩
也
本
機
上
縷
也
。
】 
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紝
婆<

32
2
-
7
3>

【
應
云
古
文
䋕
同
女
林(

Ｌ)

女
深(

Ｌ)

反
樹
名
也
。
葉
苦
可
煮
爲
飲
㆒

治
㆓
頭
病
㆒
也
。
如
此
間
苦
揀
《
力
見
》
樹
也
。
言
此
蟲
甘
之
耳
。
】 

三
二
三
頁 

 

紝
䋕<

3
2
3
-1
3
>

【
干
云
竝
正
又
如
林
反
。
】 

懸
繩<

3
2
3
-2
1
>

【
應
云
論
多
作
鉉
。
《
胡
大
反
擧
鼎
也
》
非
贝
未
見
所
出
。
】 

鞦
紖<

3
2
3
-2
4
>

【
應
云
直
忍(

Ｈﾞ
)

反
牛
鼻
繩
也
ー[

紖]

索
也
。
】 

拘
ー[

紖]<
3
2
3
-
3
2>

【
應
云
文
忍
反
牛
糸
也
。
文
作
倨
ー[

紖]

非
。
】 

扊
呵<

3
2
3
-3
4
>

【
應
云
又
作
枲
。
同
息
里
反
。
天
童
女
名
。
】 

綰(

Ｈ)

達<
3
2
3
-
4
2>

【
應
云
烏
□
反
ー[

綰]

貫
也
・
玉
云
鳥
晥
反
維
ー[

綰]

也
惡
色
絳
也

一
曰
綃
也
・
魴
云
ー[

綰]

繫
曰
結
。
】 

繮
鞚<

3
2
3
-5
1
>

【
應
云
或
韁
。
紀
良
反
馬
ー[

繮]

也
。 

眞
云
香(

Ｒ)

音
】 

纏
縺<

3
2
3
-5
3
>

【
應
云
力
前
反
ー[

縺]

は

縷
不
解
㆒
也
。
】 

皮
ー[

縺]<
3
2
3
-
6
1>

【
應
云
皮
連
、
古
は

聯
。
連
續
也
連
合
也
。
律
ー[

縺]

】 

作
緡<

3
2
3
-6
3
>

【
應
云
亡
巾(

Ｆ)

反
鉤
魚
繳
《
之
若(

Ｔ)

》
也
ー[

緡]

綸
也
江
東
謂
之
ー

[

緡]

。 

ヲ(

Ｈ)

詩
】 

維
那<

3
2
3
-7
1
>

【(

「
一
」)

「
行
事
鈔
云
聲
論
翻
次
第
相
傳
云
悦
衆
」(

「
二
」)

「
大
覺
云

出
要
律
義
音
義
云
本
音
毗
訶
邏
《
寺
》
波
羅
《
護
》
。
聲
論
云
正
外
國
語
應

言
㆓
婆
邏
。
翻
爲
次
第
。
」(

「
三
」)

「
南
海
傳
云
婘[

授]

事
者
梵
云
羯
磨
《
事
》

陀
那
《
婘[

授]

》
意
道
以
衆
雜
事
指
婘[

授]

於
䶙[

人]

舊
云
ー
ー[

維
那]

非
維
是
周
語

意
道
綱
維
那
是
梵
音
略
去
羯
磨
陀
字
也
」
】 

三
二
四
頁 

 

維
摩
詰<

3
24
-
2
3
>

【
域
云
毗
摩
羅
詰
、
唐
言
無
垢
稱
。
舊
曰
淨
名
。
然
淨
則
無
垢
、

名
則
是
稱
。
義
雖
取
同
㆒
名
乃
有
異
。
舊
曰
ー
ー
ー[

維
摩
詰]

訛
略
。
】 

維
摩
詰<

3
2
4
-
34
>

【
應
云
或
云
毗
摩
羅
詰
、
亦
鼻
磨
羅
鷄
利
帝
。
此
云
無
垢
稱
。

《
ー[

稱]

者
名
ー[

稱]

》
或
淨
名
・
慈
曰
准
と
い
へ
り

依
梵
本
㆒
云
阿
費
摩
羅
枳
里
底
。

阿
之
言
無
。
摩
羅
云
垢
。
今
旣
加
費
字
㆒
故
是
稱
也
。
卽
云
無
垢
稱
。
枳
里
底

説
也
。
梵
言
多
倒
㆒
今
云
無
垢
稱
邊
説
也
。
順
此
唐
音
㆒
正
云
説
無
垢
稱
經
。

其
ー[

維]

摩
云
淨
名
義
は

則
可
然
。
言
は

則
不
可
。
單
言
ー[

維]

摩
㆒
但
是
無
垢
稱
。

闕-

少
阿
羅
二
字
。
云
々
】 

縫
紩<

3
2
4
-6
3
>

【
應
云
馳
栗
反
縫
衣
也
紩
納
也
亦
纏
衣
也
。
】 

黑
纑<

3
2
4
-7
1
>

【
應
云
勒
胡(

Ｌ)

反
布
縷
也
。
】 

縣<
3
2
4
-
72
>

【
弘
云
胡(

Ｌ)

遍(

Ｒ)

反
都
城
也
官
也
垂
也
連
也
・
玉
云
五
鄙
爲
ー[

縣]

と

・
順
云
和
〜
阿
賀
多[

ア
カ
タ](

Ｌ
Ｌ
Ｌ) 

選
音
決
云
音
玄(

Ｌ)

】 
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三
二
五
頁 

 

紡<
3
2
5
-
1
1
>

【
信
云
孚
往(

Ｈ)

反
・
玉
云
懸
也
縛
也
。
・
順
云
訓
都
无
久[

ツ
ム
ク]

(

Ｌ
Ｌ

Ｈﾞ
)

】 

索<
3
2
5
-
1
3>

【
東
云
俗
蕭
ー[

索]

也
乞
也
求
也
。
又
所
戟
反
搜
取
也
簡
擇
也
・
玉
云

十
尋
曰
ー[

索]

と

。
糾
繩
曰
ー[

索]

。
・
順
云
和
〜
奈
波[

ナ
ハ]

(

Ｌ
Ｌ)

】 

葦
ー[

索]<
3
2
5
-
2
3>

【
順
云
阿
之
奈
波[

ア
シ
ナ
ハ]

(

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ)

祭
祀
具
】 

求
ー[

索]<
3
2
5
-
3
1>

【
慈
云
所
戟(

Ｔ)

蘇
各(
Ｔ)

反 

乞
也
求
也
。 

モ
ト
ム(

Ｌ
Ｌ
Ｈ)

詩 

ナ

フ(

Ｌ
Ｈ)

記
】 

以
ー[

索]<
3
2
5
-
3
3>

【
應
云
所
格(

Ｓ)

反
盡
也
。
經
有
作
却
㆒
訛
也
。
】 

糾
ー[

索]<
3
2
5
-
4
1>

【
應
云
大
曰
ー[

索]

㆒
小
曰
繩
。
】 

蕭
ー[

索]<
3
2
5
-
4
2>

【 

】 

縊<
3
2
5
-
4
3>

【
玉
云
於
豉
反
自
經
。
ク
ヒ
レ
ヌ(

Ｈ
Ｈﾞ

Ｌ
Ｈ)

】 

䋿<
3
2
5
-
5
1>

【
音
隈(

ワ
イ
Ｆ)

・
東
云
絞
五
色
絲
爲
飾
也
五
色
絲
幡
脚
】 

淸
潔<

3
2
5
-5
3
>

【
慈
云
古
屑(

Ｔ)

《
先
結(

Ｔ)

》
反
亦
淸
也
。
火
部
】 

白
縶<

3
2
5
-6
1
>

【
應
云
白
疊
、
經
作
ー[

縶]

。
知
立(

Ｔ)

反
ー[

縶]

絆
也
。
謂
拘
執
也
兩

足
不
相
過
㆒
謂
之
ー[

縶]

㆒
也
。
非
。
】 

綩
綣<

3
2
5
-6
4
>

【
應
云
下
ー
ー[

綩
綣]

猶
繾
綣
㆒
也
。
繾
綣
不
相
離
㆒
也
。
】 

紓(

Ｈ)<
3
2
5
-
7
2
>

【 

】 

幻<
3
2
5
-
7
3>

【
音
患(

Ｒ)

・
眞
云
ー[

幻]

化
也
・
魴
云
術
也
。
又
胡
盼
反
。
】 

三
二
六
頁 

 

繻<
3
2
6
-
1
1>

【
注
蒙
求
云
音
須(

Ｆ)

】 
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第
一
章 

序
論 

 第
一
節 

日
本
古
辞
書
史
の
概
略 

一 

辞
書
と
は
何
か 

辞
書
は
言
語
研
究
の
一
成
果
で
あ
る
。
辞
書
は
言
語
社
会
の
共
有
物
で
あ
る
語
彙

に
つ
い
て
、
そ
の
諸
情
報
を
一
定
の
目
的
と
収
集
原
則
に
沿
っ
て
集
め
、
決
ま
っ
た

分
類
方
式
に
従
っ
て
収
め
る
書
物
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
語
研
究
の
一
つ
の
産
物
と
し

て
、
当
時
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
語
彙
の
総
体
的
な
あ
り
方
を
窺
い
知
ら
せ
る
も
の

で
あ
る
。
各
時
代
の
様
々
な
目
的
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
て
き
た
辞
書
の
実
状
を
究
明

す
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
言
語
そ
の
も
の
及
び
言
語
研
究
の
歴
史
を
捉
え
る
有

効
な
方
法
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
本
論
で
用
い
る
「
辞
書
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
義
し
て

お
き
た
い
。 

 

辞
典(

こ
と
ば
典)

と
字
典(

も
じ
典)

と
事
典(

こ
と
典)

と
を
合
わ
せ
た
概
念 

 
 

こ
の
定
義
に
用
い
ら
れ
る
「
辞
典
・
字
典
・
事
典
」
の
語
に
つ
い
て
は
川
瀬(

一
九

八
二)

の
定
義
に
拠
る(

注
一)

。
ま
た
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。 

辞
典 

(

前
略)

漢
和
辞
典
の
場
合
は
字
典(

字
書)

と
区
別
が
あ
る
…(

中
略)

…
古
く
か
ら

漢
和
辞
典
で
も
字
・
辞
双
方
を
合
わ
せ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
が
出
来
て
お
り
、又
、

同
時
に
百
科
事
典
的
な
要
素
も
併
合
さ
れ
て
い
る
。(

一
三
九
頁)

 

 
 

字
典 

(

前
略)

本
来
、
漢
和
の
字
典
が
字
典
の
基
本
で
あ
る
。
…(

中
略)

…
し
か
し
な
が

ら
、
わ
が
国
人
の
間
に
漢
字
・
漢
語
の
使
用
が
熟
し
て
来
る
と
、
漢
字
漢
語
を
併

合
し
た
漢
和
辞
典
が
広
く
行
わ
れ
て
、
字
・
辞
の
区
別
を
し
な
い
も
の
が
、
中
枢

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。(

一
三
九
頁)

 

 
 

事
典 

(

前
略)

言
葉
の
解
釈
を
主
と
す
る
辞
典
と
区
別
し
て
言
う
が
、
わ
が
国
の
辞
典
は

古
く
か
ら
事
典
と
未
分
化
の
状
態
で
発
達
し
て
い
る
。
そ
の
辞
典
の
主
流
は
漢
和

辞
典
で
、
す
べ
て
百
科
事
典
的
で
あ
る
の
が
特
色
で
あ
る
。(

一
四
〇
頁)

 

 こ
れ
ら
は
日
本
辞
書
史
に
お
け
る
辞
典
・
字
典
・
事
典
の
厳
密
な
区
別
が
難
し
い

こ
と
と
し
て
理
解
で
き
る
。
特
に
「
漢
和
辞
典
」
に
お
い
て
三
者
の
混
淆
が
著
し
い

こ
と
も
窺
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
三
者
の
区
別
の
曖
昧
さ
は
、
中
国
辞
書
の
変
形
再

編
か
ら
独
自
の
漢
和
辞
典
モ
デ
ル
に
辿
り
着
く
日
本
辞
書
史
の
展
開
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。 

本
論
は
、
そ
の
よ
う
な
日
本
辞
書
史
の
流
れ
の
上
で
、
一
つ
一
つ
の
暫
定
的
な
帰

着
と
し
て
出
来
上
が
っ
た
各
辞
書
の
現
状
の
解
明
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
解
析
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
辞
書
史
上
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
。 
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二 

中
国
辞
書
の
伝
来
と
種
類 

先
述
の
と
お
り
、
辞
書
は
言
語
研
究
の
一
成
果
で
あ
る
。
そ
れ
は
書
記
言
語
で
記

さ
れ
た
形
態
と
な
り
、
辞
書
編
纂
は
書
記
言
語
の
存
在
を
基
盤
と
し
て
成
立
可
能
な

も
の
で
あ
る
。
歴
史
に
知
ら
れ
る
限
り
、
日
本
の
書
記
言
語
の
歴
史
は
大
陸
か
ら
漢

字
と
漢
文
が
伝
わ
っ
て
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
大
陸
文
化
の
受
容
の
内
実
と
い
う
の

は
典
籍
の
伝
来
に
よ
り
、
伝
来
し
た
典
籍
を
理
解
す
る
こ
と
は
外
来
の
文
字
と
書
記

言
語
の
受
容
を
必
要
条
件
と
す
る
。
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
漢
字
と
漢
文
の
受
容
は
、

漢
土
で
撰
述
さ
れ
た
辞
書
や
注
釈
書
と
い
っ
た
参
考
書
籍
に
支
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
大

き
い
。
日
本
に
お
け
る
書
記
言
語
の
濫
觴
と
、
大
陸
文
化
と
と
も
に
も
た
ら
さ
れ
た

辞
書
と
の
深
い
関
わ
り
を
推
測
す
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
日
本
辞
書
史
の
始

ま
り
を
中
国
辞
書
か
ら
始
ま
る
所
以
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
辞
書
史
を
概
観

で
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
中
国
辞
書
に
関
す
る
説
明
が
先
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。 

中
国
辞
書
は
中
国
に
お
け
る
言
語
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
古
代
中
国
に
お
い
て
言

語
研
究
が
起
こ
っ
た
背
景
に
は
、
言
語
そ
の
も
の
に
対
す
る
関
心
よ
り
は
む
し
ろ
、

経
書
の
理
解
と
い
っ
た
思
想
的
な
要
望
と
、
詩
歌
と
文
章
の
作
成
の
よ
う
な
文
芸
的

な
需
要
が
あ
る
。
言
語
に
関
す
る
学
問
を
称
す
る
「
小
学
」
と
い
う
名
は
、
そ
の
よ
う

な
位
相
を
よ
く
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。 

古
代
中
国
に
お
け
る
言
語
研
究
の
基
本
単
位
は
「
形
・
音
・
義
」
三
方
面
を
備
え

た
個
々
の
漢
字
で
あ
っ
た
。
基
本
単
位
が
有
す
る
三
方
面
の
い
ず
れ
に
注
目
す
る
か

に
よ
っ
て
、
文
字
学
・
声
韻
学
・
訓
詁
学
と
い
っ
た
下
位
分
野
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
言
語
研
究
の
成
果
と
し
て
中
国
辞
書
の
形
態
は
次
の
【
図
〇
‐
１
】
の
よ
う

に
三
種
に
分
け
ら
れ
る
。 

ま
ず
、
漢
字
を
字
形
に
よ
っ
て
類
別
し
た
「
字
書
」
が
あ
り
、
代
表
的
な
も
の
と
し

【図〇-１】漢字の三要素と中国辞書の三分類 
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て
『
説
文
解
字
』
と
『
玉
篇
』
が
あ
る(

①)

。
そ
し
て
、
漢
字
の
音
韻
的
な
特
徴
で
あ

る
韻
に
よ
っ
て
類
別
し
た
「
韻
書
」
が
あ
り
、
『
切
韻
』
と
『
広
韻
』
が
著
名
で
あ
る

(

②)

。
最
後
に
、
漢
字
の
意
義
用
法
に
よ
っ
て
類
別
し
た
「
義
書
・
訓
詁
書
」
が
あ

り
、
主
要
な
も
の
と
し
て
『
爾
雅
』
と
『
廣
雅
』
が
あ
る(

③)
(

注
二)

。 

そ
し
て
、
類
書
・
音
義
・
字
様
も
辞
書
の
範
疇
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま

ず
、
類
書
は
百
科
事
典
的
な
内
容
を
意
義
に
よ
っ
て
類
別
し
た
も
の
で
、
『
芸
文
類

聚
』
や
『
太
平
御
覧
』
な
ど
が
あ
る
。
次
に
、
音
義
は
、
経
典
の
語
句
の
字
音
と
意
味

を
解
説
し
た
も
の
で
、
『
一
切
経
音
義
』
や
『
経
典
釈
文
』
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。

そ
し
て
、
字
様
は
漢
字
字
体
の
異
同
や
規
範
性
を
判
別
す
る
目
的
で
著
さ
れ
た
書
で
、

『
干
禄
字
書
』
『
五
経
文
字
』
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。 

 

三 

日
本
辞
書
史
の
は
じ
ま
り 

先
に
中
国
辞
書
の
伝
来
に
つ
い
て
述
べ
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
は
、
中
国
大
陸
と

海
を
挟
ん
で
隔
た
る
の
み
な
ら
ず
、
系
統
論
的
に
も
大
き
く
異
な
る
言
語
を
使
う
た

め
、
辞
書
に
要
望
さ
れ
る
事
柄
は
大
陸
の
そ
れ
と
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
書
記

言
語
の
受
容
と
変
容
の
中
で
台
頭
し
た
新
た
な
要
望
は
、
日
本
独
自
の
辞
書
編
纂
を

触
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

漢
字
と
漢
文
が
日
本
に
伝
来
し
、
そ
の
受
容
が
進
む
に
つ
れ
、
文
字
と
書
記
体
系

の
運
用
に
独
自
の
変
容
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
変
容
を
漢
字

の
三
方
面
に
分
け
て
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

ま
ず
、
「
音
」
の
方
面
か
ら
は
日
本
漢
字
音
の
成
立
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
か

ら
伝
わ
っ
た
字
音
が
日
本
語
の
音
韻
体
系
に
合
わ
せ
て
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
「
義
」
の
方
面
で
は
和
訓
の
発
生
と
固
定
化
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
漢
字
の
字
義
に

基
づ
い
て
日
本
の
固
有
語(

和
語)

と
の
結
び
付
き
が
一
定
の
規
則
性
を
持
つ
よ
う
に

な
る
。
最
後
に
、
「
形
」
の
方
面
で
は
国
字
の
出
現
が
あ
る
。
中
国
に
は
存
在
し
な
い

日
本
固
有
の
物
や
事
柄
を
表
す
た
め
に
、
既
存
の
漢
字
の
構
成
原
理
に
則
っ
て
新
し

い
漢
字
が
作
り
出
さ
れ
た
。 

漢
字
と
漢
文
に
よ
る
外
来
の
書
記
シ
ス
テ
ム
を
受
け
入
れ
る
一
方
で
、
そ
れ
ら
を

日
本
語
の
表
記
に
転
用
す
る
試
み
も
現
れ
た
。
系
統
が
違
う
言
語
の
書
記
の
た
め
に

創
出
さ
れ
た
文
字
で
あ
る
漢
字
を
、
日
本
語
の
書
記
に
転
用
す
る
こ
と
も
、
新
し
い

辞
書
出
現
を
促
し
た
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
中
国
辞
書
だ
け
で
は
充
足

で
き
な
い
事
項
で
あ
る
。 

日
本
に
お
け
る
辞
書
編
纂
の
歴
史
に
つ
い
て
川
瀬(

一
九
七
七
：
三
二
～
三
三)

は

次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。 

 

我
が
国
に
於
け
る
辞
書
編
纂
の
発
達
の
歴
史
を
顧
る
と
、
既
に
繰
り
返
し
述
べ
た

よ
う
に
、
主
と
し
て
漢
字
・
漢
語
を
学
び
、
こ
れ
を
利
用
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、漢
和
辞
典
の
形
式
が
そ
の
中
枢
を
し
め
て
い
る
。
…(

中
略)

…
実
用
的
に
は
、
一
種
の
辞
書
で
両
方(

筆
者
注
：
読
む
た
め
の
目
的
と
書
く
た
め

の
目
的)
が
間
に
合
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
の
で
、各
種
の
編
纂
法(

字
形
引
・
音
引
・
意

義
分
類
体)
を
併
せ
参
酌
し
た
形
式
を
採
る
場
合
が
多
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。 
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す
な
わ
ち
、
日
本
辞
書
史
は
漢
和
辞
書
が
主
な
流
れ
と
な
り
、
し
か
も
、
そ
の
体

裁
は
先
述
し
た
中
国
辞
書
の
分
類
を
混
淆
し
た
も
の
が
主
流
と
な
っ
た
と
い
う
事
情

に
つ
い
て
の
指
摘
と
解
さ
れ
る
。 

 

四 

日
本
辞
書
史
の
発
達 

記
録
に
残
る
限
り
、
日
本
の
辞
書
編
纂
の
歴
史
は
奈
良
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
は
漢
字
を
日
本
語
書
記
に
転
用
す
る
試
み
の
成
熟
と
近
い
時
期
と
い
え

る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
養
老
年
間
の
所
撰
で
あ
る
「
楊
氏
漢
語
抄
」
や

「
弁
色
立
成
」
と
い
っ
た
漢
語
抄
類
が
断
片
的
に
残
る
。
こ
れ
ら
の
編
纂
目
的
は
漢

籍
と
仏
典
の
読
解
を
助
け
る
た
め
と
推
測
さ
れ
る(

注
三)
。 

平
安
時
代
に
入
る
と
辞
書
編
纂
は
量
質
と
も
に
盛
ん
に
な
る
。
中
国
辞
書
の
雄
編

で
あ
る
「
原
本
玉
篇
」
を
抄
略
し
た
空
海
撰
『
篆
隷
万
象
名
義
』
は
日
本
人
に
よ
る

現
存
最
古
の
辞
書
編
纂
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
昌
住
撰
『
新
撰
字
鏡
』
は
部
首
分

類
体
と
意
義
分
類
体
を
折
衷
し
、
国
字
や
和
訓
を
本
格
的
に
取
り
入
れ
た
辞
書
で
あ

る
。
和
漢
の
学
識
に
秀
で
た
源
順
が
醍
醐
天
皇
の
皇
女
、
勤
子
内
親
王
の
命
を
受
け

て
撰
し
た
『
倭
名
類
聚
抄
』
は
、
漢
才
の
教
科
書
と
百
科
事
典
を
兼
ね
た
日
本
語
辞

書
で
あ
る(

注
四)

。
菅
原
是
善
撰
『
東
宮
切
韻
』
と
藤
原
季
綱
撰
『
季
綱
切
韻
』
は
い
ず

れ
も
散
逸
し
た
が
、
中
国
の
韻
書
を
集
め
て
こ
れ
を
取
捨
し
、
日
本
人
の
詩
作
に
適

し
た
韻
書
を
目
指
し
た
書
と
推
測
さ
れ
る(

注
五)

。 

平
安
時
代
に
は
仏
典
音
義
も
盛
ん
に
著
述
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
主
に
「
妙
法
蓮

華
経
」
と
「
大
般
若
経
」
に
対
す
る
も
の
が
中
心
で
、
中
算
撰
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
、

藤
原
公
任
撰
『
大
般
若
経
字
抄
』
、
真
興
撰
『
大
般
若
経
音
訓
』(

散
佚)

が
代
表
的

な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
音
義
は
仏
典
の
字
句
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
参
考

書
と
し
て
、
漢
字
・
漢
語
の
知
識
を
網
羅
し
て
い
る
。 

院
政
期
に
撰
述
さ
れ
た
『
類
聚
名
義
抄
』(

原
撰
本)

は
、
増
大
し
つ
つ
あ
る
仏
典

理
解
を
総
合
整
理
し
て
部
首
分
類
体
に
再
編
し
た
辞
書
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
辞
書

音
義
類
を
集
大
成
す
る
書
と
し
て
、
当
期
の
漢
字
・
漢
語
の
理
解
と
利
用
の
実
態
を

示
す
一
つ
の
決
算
と
評
価
さ
れ
る
。 

以
上
の
平
安
時
代
の
辞
書
は
、
充
実
し
た
学
問
的
な
辞
書
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い

う
特
徴
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
和
漢
の
注
釈
書
及
び
辞
書
音
義
類
、
訓
点
本
か

ら
漢
文
注
と
和
訓
を
広
く
引
用
し
て
い
る
。
中
国
典
籍
か
ら
の
漢
文
注
を
中
心
材
料

に
し
な
が
ら
、
和
訓
と
い
う
日
本
独
自
の
材
料
を
交
え
る
試
み
が
行
わ
れ
た
時
期
で

あ
る(

注
六)

。
こ
れ
は
鎌
倉
時
代
以
降
定
着
す
る
和
訓
本
位
の
漢
和
辞
書
に
辿
り
着
く
ま

で
の
様
々
な
試
行
錯
誤
と
し
て
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
平
安
時
代
は
、

鎌
倉
時
代
以
降
の
辞
書
の
母
体
と
な
る
著
述
が
多
く
現
れ
た
時
期
と
し
て
、
日
本
辞

書
史
に
大
き
な
意
義
を
持
つ
。 

  
注 

(

一)
 

川
瀬(

一
九
八
二)
は
「
辞
典
」
を
「
言
葉
を
分
類
し
て
、
表
記
・
意
味
な
ど
を
説
明
し
た
書
物
」

(

一
三
九
頁)

と
し
、
「
字
典
」
は
「
漢
字
の
文
字
、
一
字
宛
を
分
類
し
て
、
形
・
音
・
義
を
説
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明
し
た
書
物
」(

同
頁)

と
し
て
い
る
。
最
後
に
「
事
典
」
に
関
し
て
は
「
事
柄
の
説
明
を
す
る

辞
典
」(

一
四
〇
頁)

と
述
べ
る
。 

(

二)
 

川
瀬(

一
九
七
七
：
二
七)

は
中
国
辞
書
を
、「
㈠
字
形
引
の
辞
書(

文
字
の
形
で
類
別
し
た
も
の)

」
、

「
㈡
意
義
分
類
体
の
辞
書(

文
字
の
意
義
で
類
別
し
た
も
の)

」
、
「
㈢
音
引
の
辞
書(

文
字
の
音

で
類
別
し
た
も
の)

」
の
三
種
に
分
け
る
。
こ
れ
は
本
論
で
い
う
①
字
書
、
③
義
書
・
訓
詁
書
、

②
韻
書
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。 

(

三)
 

川
瀬(

一
九
七
七
：
三
九) 

(

四)
 

川
瀬(

一
九
七
七
：
四
一) 

(

五)
 

川
瀬(

一
九
七
七
：
四
一) 

(

六)
 

大
槻(

二
〇
〇
五
ａ)

は
『
新
撰
字
鏡
』
『
倭
名
類
聚
抄
』
『
類
聚
名
義
抄
』
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う

な
試
み
の
諸
相
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
辞
書
で
見
ら
れ
る
体
裁
上
の
不
統
一
が
、
和
訓
と

い
う
材
料
の
取
り
入
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
論
す
る
。 
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第
二
節 

類
聚
名
義
抄 

一 
は
じ
め
に 

こ
こ
で
は
本
論
に
入
る
前
に
、
研
究
の
対
象
資
料
で
あ
る
類
聚
名
義
抄
と
い
う
辞

書
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
情
報
を
述
べ
、
そ
の
価
値
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。 

 

二 

書
名
に
つ
い
て 

類
聚
名
義
抄
は
、
日
本
の
院
政
鎌
倉
期
の
部
首
分
類
体
の
漢
和
辞
書
で
あ
る
。
そ

の
注
文
と
掲
出
語
は
和
漢
の
様
々
な
典
籍
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
事
情

は
「
類
聚
名
義
抄
」
と
い
う
書
名
の
由
来
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。 

ま
ず
「
名
義
」
に
つ
い
て
は
山
田
孝
雄
が
『
國
語
學
史
』(
寶
文
館
、
一
九
四
三
年

刊)

に
「
名
義
抄
は
そ
の
名
義
と
い
ふ
語
を
ば
空
海
の
『
篆
隷
万
象
名
義
』
に
と
り
た

る
も
の
な
ら
む
と
思
は
る
る
」(

一
〇
七
頁)

と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
「
名
義
」
は
、

中
国
字
書
の
雄
編
『
玉
篇
』(

顧
野
王
撰)

を
弘
法
大
師
空
海
が
抄
略
し
た
万
象
名
義

に
倣
っ
た
命
名
と
す
る
。
万
象
名
義
と
「
玉
篇
」
は
部
首
分
類
体
の
辞
書
で
あ
り
、
類

聚
名
義
抄
の
基
本
体
裁
と
も
一
致
す
る
。
そ
の
後
の
研
究
で
図
書
寮
本
名
義
抄
の
出

典
と
し
て
万
象
名
義
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。 

も
う
一
つ
、
「
類
聚
」
に
関
し
て
吉
田(

一
九
五
五
ａ)

は
「
「
倭
名
類
聚
抄
」
の
夥

し
い
基
礎
的
引
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
採
っ
た
も
の
で
あ
る
と
、
断
じ
て
よ

い
」(

四
一
頁)

と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
類
聚
」
は
、
源
順
が
勤
子
内
親
王
の
命
で

著
し
た
倭
名
抄
か
ら
採
っ
た
も
の
と
断
じ
て
い
る
。
倭
名
抄
は
意
義
分
類
体
を
採
り
、

類
聚
名
義
抄
と
は
基
本
体
裁
を
異
に
す
る
が
、
和
漢
の
諸
典
籍
か
ら
の
引
文
を
類
聚

し
、
そ
の
出
典
を
忠
実
に
明
示
す
る
態
度
は
、
類
聚
名
義
抄
の
編
纂
に
お
い
て
も
貫

か
れ
て
い
る
。 

以
上
よ
り
、
「
類
聚
名
義
抄
」
は
そ
の
書
名
か
ら
見
る
限
り
、
万
象
名
義
の
部
首

分
類
体
の
体
裁
と
、
倭
名
抄
の
典
拠
主
義
的
な
学
問
態
度
に
倣
っ
た
辞
書
を
目
指
し

た
辞
書
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

三 

諸
本
の
系
統 

類
聚
名
義
抄
の
現
存
す
る
諸
本
は
、
「
原
撰
本
系
」
と
「
改
編
本
系
」
と
い
う
両
系

統(

注
一)

に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。二
つ
の
系
統
に
つ
い
て
の
概
略
な
紹
介
は
次
の

よ
う
で
あ
る
。 

原
撰
本
系
は
院
政
期
の
仏
教
界
に
お
け
る
教
学
的
な
必
要
性
か
ら
、
先
行
の
辞
書

音
義
類
な
ど
を
集
大
成
し
た
書
物
で
あ
る
。
そ
の
成
立
は
一
〇
八
一
年
か
ら
一
一
〇

〇
年
前
後
の
間
に
、
法
相
宗
系
統
の
学
僧
の
手
に
よ
っ
て
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る(

注
二)

。
原
撰
本
の
全
容
は
基
本
的
に
「
仏
」
「
法
」
「
僧
」
の
三
部
を
そ
れ
ぞ
れ
上

下
二
帖
に
分
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
「
図
書
寮
本
」
に
は
「
法
」

の
前
半
部
に
当
た
る
「
水
」
か
ら
「
衣
」
ま
で
の
二
十
部
が
残
存
す
る
。 

三
六
七
五
の
各
掲
出
項(

注
三)

に
は
漢
字
漢
語
の
見
出
し
の
下
に
、
字
体
・
字
音
や
意

味
に
つ
い
て
の
解
説
が
漢
文
で
施
さ
れ
、
相
当
す
る
和
訓
や
日
本
漢
字
音
情
報
が
万

葉
仮
名
・
片
仮
名
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
辞
書
や
仏
典
音
義
類
を
中
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心
に
日
本
と
中
国
の
諸
典
籍
か
ら
広
く
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
各
引
用
に
は
略

号
な
ど
で
そ
の
出
典
を
明
示
し
て
お
り
、
こ
れ
は
原
撰
本
系
の
文
献
的
な
価
値
の
中

核
と
し
て
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
存
す
る
伝
本
と
し
て
は
、
一
九
五
〇
年
、

覆
製
本
の
公
刊
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
「
図
書
寮
本
」(

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
清
水
谷
家

旧
蔵)

が
唯
一
で
あ
る
。 

改
編
本
系
は
原
撰
本
系
を
土
台
に
漢
文
注
を
最
小
化
し
、
和
訓
を
大
幅
増
補
す
る

な
ど
の
改
編
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
原
撰
本
に
お
け
る
仏

教
専
門
書
的
な
色
彩
は
薄
く
な
り
、
和
訓
中
心
の
一
般
漢
和
辞
書
と
し
て
の
性
格
が

強
く
な
っ
て
い
る
。
原
撰
本
系
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
出
典
の
忠
実
な
明
示
が
削

ら
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
よ
う
な
性
質
の
変
化
と
関
連
す
る
。 

成
立
は
一
二
世
紀
か
ら
一
三
世
紀
に
か
け
て
の
頃
に
真
言
宗
系
統
の
学
僧
の
手
に

な
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
一
二
〇
部
首
を
仏
・
法
・
僧
の
三
部
に
分
け
て
い
る
部

首
分
類
体
の
体
裁
を
取
り
、
図
書
寮
本
の
現
存
部
分
と
も
部
首
立
て
と
部
首
の
配
列

が
一
致
す
る
。 

現
存
す
る
伝
本
と
し
て
は
唯
一
完
本
で
あ
る
「
観
智
院
本
」(

天
理
図
書
館
蔵
・
東

寺
観
智
院
旧
蔵)

を
は
じ
め
、
「
高
山
寺
本
」(

天
理
図
書
館
蔵
・
高
山
寺
旧
蔵)

、
「
宝

菩
提
院
本
」(

東
寺
宝
菩
提
院
蔵)

、
「
蓮
成
院
本
」(

鎮
国
守
国
神
社
蔵
・
興
福
寺
蓮

成
院
旧
蔵)

、
「
西
念
寺
本
」(

天
理
図
書
館
蔵)

が
知
ら
れ
て
い
る
。 

唯
一
の
完
本
で
あ
る
「
観
智
院
本
」
に
は
、
お
よ
そ
三
万
四
千
語
の
和
訓
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
世
初
期
の
日
本
語
の
諸
相
を
窺
い
知
れ
る
重
要
な
言
語
資

料
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
時
の
諸
文
献
を
解
読
す
る
上
で
の
主
要
な
参
考
資
料
と
し

て
も
高
い
価
値
を
有
す
る
。 

原
撰
本
系
と
改
編
本
系
は
、
そ
の
淵
源
を
同
じ
く
す
る
同
名
の
書
で
は
あ
る
が
、

目
的
と
方
向
性
を
異
に
す
る
別
の
辞
書
と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
同

じ
く
「
言
」
に
対
す
る
注
文
で
あ
る
が
、
両
者
は
次
の
よ
う
に
明
ら
か
な
違
い
を
呈
す

る
。  

図
書
寮
本 

言
【
弘
云
魚
鞬
反
我
也
間
也
從
也
憘
也
問
也
・
應
云
直
言
曰
言
々
己
事
也
。
答
述

爲
語
爲
人
説
也
。
ー
亦
云
也
發
端
也
・
中
云
語
也
・
眞
云
説
也
。
・
大
覺
云

ー
在
飛
龍
前
行
在
跛
鼈
後
・
季
云
和
礼
・
珠
曰
伊
布
去
々
呂
波 

去
々
尓 

コ

ト
記 

モ
ノ
イ
フ 

マ
ウ
ス
選 

コ
ト
ハ
詩 

ト
ク
切
】 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

〈
覆
製
本
七
〇
頁
一
行
一
段
〉 

 

 

観
智
院
本 

言
【
魚
鞬
反 

ワ
レ 

コ
ヽ
ニ 

イ
フ 

コ
ト 

コ
ト
ハ 

ト
ク 

イ
フ
心
ハ 

物

イ
フ 

ノ
フ 

心
ミ
ル 

ヨ
シ 

タ
カ
シ 

ア
ヒ
タ 

シ
ム 

ト
キ 

從
也

憘
也
】 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

〈
法
上
四
七
頁
〉 

 
 

漢
文
注
中
心
の
原
撰
本
と
、
和
訓
中
心
の
改
編
本
と
い
う
対
照
的
な
様
相
が
看
取

さ
れ
る
例
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
改
編
本
が
原
撰
本
か
ら
の
「
改
編
」
で
あ
る
こ
と

を
窺
い
知
れ
る
部
分
と
し
て
、
漢
文
注
「
魚
鞬
反
」
「
從
也
憘
也
」
の
一
致
も
観
察
さ

れ
る
。 
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こ
の
よ
う
な
両
系
統
の
大
き
な
相
異
と
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄

の
覆
製
が
初
公
刊
さ
れ
た
と
き
の
解
説(

橋
本
、
一
九
五
〇)

に
も
次
の
よ
う
に
指
摘

さ
れ
て
い
る
。 

 

観
智
院
本
は
比
較
的
正
・
通
・
或
・
古
・
俗
訛
字
等
を
数
多
く
掲
載
し
て
漢
字
形

の
種
々
な
種
類
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
に
反
し
、
図
書
寮
本
は
漢
字
よ

り
も
語
彙
熟
語
に
重
点
を
置
い
て
い
い
る
。
…(

中
略)

…
図
書
寮
本
は
一
般
字
書

の
用
途
よ
り
も
、
仏
教
徒
関
係
の
も
の
を
対
象
と
し
て
内
典
に
表
れ
る
ボ
キ
ャ
ヴ

ラ
リ
ー
の
注
解
が
重
視
さ
れ
て
い
る
点
で
、
こ
こ
に
本
帖
の
編
者
と
そ
の
編
纂
意

図
の
一
半
が
理
解
さ
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄

と
観
智
院
本
以
下
の
類
聚
名
義
抄
の
本
質
的
な
相
違
が
あ
り
、
関
連
性
が
あ
る
。

…(

中
略)

…
観
智
院
本
は
漢
字
と
そ
の
多
様
な
字
形
、
及
び
そ
の
和
音
訓
に
主
力

を
注
い
で
い
る
に
反
し
、
図
書
寮
本
は
、
熟
語
と
そ
の
用
例
出
典
意
義
註
が
詳
細

で
あ
る
。
こ
の
他
に
両
本
に
は
本
質
的
な
相
違
は
認
め
ら
れ
な
い
。(

二
二
～
二
四

頁)
 

 す
な
わ
ち
、
そ
の
編
纂
目
的
の
相
違
に
よ
っ
て
体
裁
上
の
違
い
が
目
立
つ
も
の
の
、

本
質
的
に
は
原
撰
と
改
編
と
い
う
系
統
の
違
い
と
し
て
収
束
可
能
だ
と
い
う
指
摘
で

あ
る
。
類
聚
名
義
抄
の
両
系
統
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
的
な
限
界
と
問
題
が
存
す
る
。

す
な
わ
ち
、
原
撰
本
の
ば
あ
い
は
零
本
と
い
う
資
料
的
な
欠
如
と
い
う
限
界
が
あ
り
、

改
編
本
系
の
ば
あ
い
辞
書
編
纂
経
緯
と
収
録
和
訓
の
出
処
と
い
っ
た
問
題
が
浮
か
び

上
が
る
。
そ
の
よ
う
な
限
界
を
乗
り
越
え
た
研
究
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
以
上

の
よ
う
な
両
系
統
間
の
相
違
と
関
連
性
を
常
に
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

 

四 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
価
値 

こ
こ
で
は
図
書
寮
本
名
義
抄
が
有
す
る
諸
方
面
の
価
値
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
の

価
値
の
中
心
と
な
る
特
徴
は
「
忠
実
な
典
拠
明
示
」
で
あ
る
。
典
拠
を
忠
実
に
明
示

す
る
出
典
利
用
態
度
は
、
平
安
時
代
の
学
術
世
界
に
お
け
る
本
文
主
義
的
な
特
徴
の

一
端
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
典
拠
の
明
示
は
、
辞
書
編
纂
の
過
程
に

お
け
る
典
籍
利
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
の
重
要
な
手
が
か
り
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
辞
書
に
投
影
さ
れ
た
作
り
手
の
言
語
観
や
学
問
的
な
背
景
な
ど
の
再
現
を

一
層
容
易
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
特
徴
に
基
づ
い
て
図
書
寮
本
名
義
抄

の
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
出
典
利
用
と
編
纂
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

日
本
に
お
け
る
辞
書
編
纂
の
歴
史
の
究
明
に
繋
が
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
投
影

さ
れ
た
言
語
観
や
学
術
的
な
背
景
に
ま
で
辿
り
着
く
と
い
う
大
き
な
意
義
を
持
つ
。 

築
島(

一
九
七
六
：
三
三
～
三
四)

は
図
書
寮
本
名
義
抄
が
持
つ
辞
書
史
・
漢
文
訓

読
史
・
音
韻
史
・
語
彙
史
の
方
面
か
ら
の
価
値
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
を
ま

と
め
て
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

ま
ず
、
辞
書
史
の
観
点
か
ら
は
、
院
政
期
の
主
要
な
音
義
辞
書
類
を
網
羅
し
た
も

の
と
し
て
の
価
値
を
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
そ
の
忠
実
な
引
用
態
度
と
出
典
の

明
示
に
よ
っ
て
確
認
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
引
用
さ
れ
た
音
義
辞
書
類
の
中
に
は
今

は
伝
わ
ら
な
い
佚
書
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
復
元
も
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
、
現
存
す

る
と
し
て
も
鎌
倉
時
代
以
降
の
も
の
の
み
と
な
る
典
籍
が
あ
り
、
院
政
期
以
前
の
古



 

117 

形
と
の
対
照
を
可
能
に
す
る(

注
四)

。
忠
実
な
引
用
態
度
と
出
典
明
示
そ
の
も
の
が
、
当

時
の
辞
書
編
纂
に
お
け
る
先
行
辞
書
の
継
承
と
い
う
学
問
態
度
の
実
証
と
し
て
大
き

な
意
義
を
持
つ
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

次
に
、
漢
文
訓
読
史
上
の
観
点
か
ら
、
訓
点
本
か
ら
採
ら
れ
た
和
訓
の
価
値
が
注

目
さ
れ
る
。
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
和
訓
、
特
に
片
仮
名
和
訓
は
主
に
漢
籍
訓

点
本
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
漢
籍
訓
点
本
は
鎌
倉
時
代
以
降
の

も
の
が
中
心
と
な
り
、
院
政
期
以
前
の
資
料
は
僅
か
な
も
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
の

漢
籍
の
訓
読
を
検
討
す
る
上
で
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
所
収
和
訓
は
資
料
的
な
空
白

を
埋
め
る
も
の
と
し
て
高
い
価
値
を
持
つ
。
し
か
も
、
和
訓
に
は
出
典
注
記
が
明
示

さ
れ
、
元
と
な
る
訓
点
本
と
の
比
較
検
討
を
容
易
に
す
る
。 

続
い
て
、
音
韻
史
の
観
点
か
ら
日
本
語
音
韻
情
報
と
漢
字
音
情
報
の
収
録
が
注
目

さ
れ
る
。
ま
ず
和
訓
、
つ
ま
り
、
日
本
語
語
彙
に
付
け
ら
れ
た
声
点(

ア
ク
セ
ン
ト
符

号)

は
、
院
政
期
に
お
け
る
京
都
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
の
再
現
を
可
能
に
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
の
重
要
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
片
仮
名
で
記
さ
れ
て
い
る
和
音
と
呉
音
と
い
っ
た
漢
字
音
に
関
す
る
情
報

は
、
日
本
漢
字
音
の
研
究
資
料
と
し
て
高
い
価
値
を
有
す
る
。 

最
後
に
、
語
彙
史
の
観
点
か
ら
収
録
さ
れ
た
日
本
語
語
彙
の
価
値
を
取
り
上
げ
ら

れ
る
。
所
収
の
日
本
語
語
彙
は
忠
実
な
出
典
明
記
と
と
も
に
引
用
さ
れ
、
出
典
に
ま

で
遡
れ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
古
辞
書
の
所
収
語
彙
が
必
ず
し
も

当
代
の
通
用
語
の
採
録
で
は
な
く
、
文
献
を
通
じ
て
採
ら
れ
た
前
代
の
語
彙
で
あ
る

こ
と
が
傍
証
さ
れ
た
。
こ
れ
は
古
辞
書
収
録
語
彙
の
利
用
に
お
け
る
重
要
な
示
唆
と

し
て
意
義
深
い
。 

以
上
の
築
島(

一
九
七
六)

の
指
摘
に
加
え
て
池
田(

一
九
九
三
ｂ
：
一
一
～
一
二)

は
文
字
史
の
面
か
ら
の
価
値
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
図
書
寮
本
名
義
抄
は
独
自

の
字
体
研
究
に
よ
っ
て
字
体
の
類
似
に
よ
る
配
列
を
行
い
、
そ
れ
自
体
が
字
体
研
究

資
料
と
し
て
価
値
を
持
つ
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
類
似
字
形
の
記

述
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
は
文
字
史
を
考
え
る
上
で
の
一
つ
の
視
点
で
あ
る
と
指
摘

す
る
。 

 

五 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
仕
組
み 

図
書
寮
本
名
義
抄
は
単
字
あ
る
い
は
複
数
の
漢
字
か
ら
な
る
掲
出
語
に
対
し
て
、

字
体
・
字
音
・
意
味
・
和
訓
と
い
っ
た
諸
情
報
を
注
文
あ
る
い
は
掲
出
語
そ
の
も
の

に
よ
っ
て
示
し
た
辞
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
注
文
に
つ
い
て
宮
澤(

一
九
九
二)

は
類

別
を
行
い
、
各
注
文
類
型
の
間
に
大
体
の
配
列
序
列
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
そ
の
注
文
類
型
を
配
列
序
列
に
従
っ
て
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
に
な
る
。 

 

①
字
体
注 

②
正
音
注 

③
義
注
・
又
音
・
異
体
等
の
引
文 

④
万
葉
仮
名
和
訓 

⑤
呉
音
注 

⑥
訓
点
本
等
に
よ
る
片
仮
名
和
訓 
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⑦
玉
抄
等
に
よ
る
片
仮
名
和
訓 

⑧
和
音
注 

 
 

築
島(

一
九
五
九)
と
大
槻(

二
〇
〇
一)

を
参
照
し
て
注
文
の
形
態
的
な
分
類
を
示

す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

表
記
文
字 

(A)
漢
字
表
記(

万
葉
仮
名
を
含
む)

 

(B)
片
仮
名
表
記 

出
典
名
の
表
示
形
態 

 

(イ)
「
出
典
名─

云─

内
容
」 

 
 

 (ロ)
「
内
容─

出
典
名(

右
寄
り
小
字)

」 

 各
注
文
類
型
が
実
際
ど
の
よ
う
に
収
録
さ
れ
て
い
る
か
を
、
実
例
を
取
り
上
げ
て

説
明
す
る
。
【
図
〇
‐
２
】
は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
覆
製
本
四
八
頁
に
所
在
す
る
「
陂

澤
」
を
掲
出
語
と
す
る
項
目
で
あ
る(

注
五)

。
掲
出
語
は
熟
語
で
あ
る
が
、
注
文
は
い
ず

れ
も
単
字
「
澤
」
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
八
種
の
出
典
注
記
が
確
認
さ

れ
、
各
出
典
注
記
に
は
○
を
付
け
傍
ら
に
ⓐ
～
ⓗ
の
符
号
を
示
し
た
。 

ⓐ
「
川(

順)

」
は
源
順
撰
『
倭
名
類
聚
抄
』
の
略
称
で
、
撰
者
の
名
に
由
来
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
注
文
の
内
容
は
、
ま
ず
、
正
音
注
「
音
宅
」
と
義
注
「
水
草
交
曰

澤
」「
又
容
飾
具
云
澤
俗
用
脂
綿
」
が
漢
文
で
記
さ
れ
、
万
葉
仮
名
和
訓
「
佐
波(

サ
ハ)

」

「
阿
布
良
和
太(

ア
ブ
ラ
ワ
タ)

」
が
見
ら
れ
る
。
続
い
て
、
ⓑ
「
广(

応)

」
は
玄
応
撰
『
一

切
経
音
義
』
、
ⓒ
「
中
」
は
中
算
撰
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
、
ⓓ
「
真
」
は
真
興
撰

『
大
般
若
経
音
訓
』
、
ⓔ
「
東
」
は
菅
原
是
善
撰
『
東
宮
切
韻
』
の
略
称
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
漢
文
に
よ
る
義
注
で
あ
る
。
以
上
の
ⓐ
～
ⓖ
の
出
典
表
示
形
態
は
(A)
漢
字
表

記
、
(イ)
「
出
典
名─

云─

内
容
」
で
共
通
す
る
。 

ⓕ
と
ⓖ
は
注
文
分
類
の
「
⑥
訓
点
本
等
に
よ
る
片
仮
名
和
訓
」
に
当
た
る
も
の
で

あ
る
。
出
典
表
示
の
形
態
が
(ロ)
「
内
容─

出
典
名(

右
寄
り
小
字)

」
と
な
る
の
が
ⓐ

～
ⓖ
の
漢
文
注
と
は
違
う
特
徴
で
あ
る
。
ⓕ
「
詩
」
は
『
毛
詩
』
、
ⓖ
「
顔
」
は
『
顔

氏
家
訓
』
の
略
称
で
、
そ
の
訓
点
本
か
ら
採
っ
た
和
訓
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
す
な

わ
ち
、
和
訓
「
ウ
ル
ホ
フ(

ヒ)

」
と
「
シ
タ
ラ
カ
ナ
リ
」
は
『
毛
詩
』
と
『
顔
氏
家

訓
』
の
本
文
に
お
け
る
「
澤
」
の
傍
訓
を
採
録
し
た
も
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
ⓕ
と
ⓖ
の
出
典
注
記
が
直
接
付
く
二
つ
の
和
訓
の
間
に
は
、
出
典
注

記
の
な
い
二
つ
の
和
訓
が
見
え
る
。
出
典
表
示
の
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
側
面
を
考

え
る
と
、
隣
の
和
訓(

ⓕ
ま
た
は
ⓖ)

と
同
じ
出
典
で
あ
る
た
め
に
、
重
複
注
記
を
避

け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る 

(

注
六)

。 

最
後
に
ⓗ
「
真
」
は
真
興
撰
『
大
般
若
経
音
訓
』
の
略
称
で
、
片
仮
名
に
よ
る
和
音

注
を
引
用
し
て
い
る(

注
七)

。
そ
の
出
典
表
示
形
態
は
ⓐ
～
ⓖ
の
漢
文
注
と
同
じ
く
(イ)

【図〇-２】陂澤<048-12> 
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「
出
典
名─

云─

内
容
」
で
あ
る
。 

上
述
し
た
内
容
を
、
出
典
注
記
・
出
典
表
示
形
態
・
注
文
の
表
記
文
字
・
注
文
類

型
に
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

ⓐ
川
：
(Ａ)

(イ)
／
②
正
音
注
＋
③
義
注
＋
④
万
葉
仮
名
和
訓 

ⓑ
广
：
(Ａ)

(イ)
／
③
義
注 

ⓒ
中
：
(Ａ)

(イ)
／
③
義
注 

ⓓ
真
：
(Ａ)

(イ)
／
③
義
注 

ⓔ
東
：
(Ａ)

(イ)
／
③
義
注 

ⓕ
詩
：
(Ｂ)

(ロ)
／
⑥
訓
点
本
な
ど
に
よ
る
片
仮
名
和
訓 

ⓖ
顔
：
(Ｂ)

(ロ)
／
⑥
訓
点
本
な
ど
に
よ
る
片
仮
名
和
訓 

ⓗ
真
：
(Ｂ)

(イ)
／
⑧
和
音
注 

 
 

こ
れ
を
見
る
と
、
宮
澤(

一
九
九
二)

の
分
類
と
配
列
序
列
の
妥
当
性
が
改
め
て
確

認
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
出
典
表
示
形
態
・
注
文
の
表
記
文
字
・
注
文
類
型
の
対
応
で

は
一
定
の
傾
向
性
も
観
察
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
(Ａ)
漢
字
表
記(

②
～
④)
と
(イ)
「
出
典

名─

云─

内
容
」
、
(Ｂ)
片
仮
名
表
記(

⑥)

と
(ロ)
「
内
容─

出
典
名
」
の
対
応
が
多
く

観
察
さ
れ
る(

注
八)

。 

以
上
、
実
例
を
取
り
上
げ
て
図
書
寮
本
名
義
抄
の
注
文
の
構
造
に
つ
い
て
簡
単
に

紹
介
し
た
。
図
書
寮
本
名
義
抄
に
は
様
々
な
情
報
が
一
定
の
原
則
に
沿
っ
て
配
列
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 

  

注 

(

一)
 
 

原
撰
本
を
「
原
本
」
と
称
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
図
書
寮
本
で
称
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
改
編
本
は
和
訓
を
広
く
集
め
て
増
補
し
た
こ
と
に
因
ん
で
「
広
益
本
」

「
増
補
本
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。 

（
二
） 

原
撰
本
系
の
成
立
年
代
と
事
情
に
つ
い
て
は
築
島
裕(

一
九
七
六
：
三
九
～
四
〇
頁)

の
推
論

を
参
照
。 

(

三)
 
 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
全
項
目
数
は
、
項
目
の
認
め
方
に
よ
っ
て
出
入
り
が
あ
る
が
、
本
稿
で

は
翻
字
篇
の
翻
字
で
認
め
た
項
目
数
を
基
準
に
す
る
。 

(

四)
 
 

吉
田(

一
九
五
五
ａ)

は
「
佚
文
集
録
書
と
し
て
の
、
小
学
家
的
歴
史
的
価
値
が
高
い
」(

四
三

頁)

と
指
摘
し
て
い
る
。 

(

五)
 
 

こ
の
図
で
は
、
原
本
に
あ
る
朱
書
に
よ
る
ヲ
コ
ト
点
や
声
点
、
仮
名
音
注
と
い
っ
た
符
号
は

示
さ
ず
、
出
典
表
示
以
外
の
略
字
は
原
字
に
変
え
た(

ヽ
→
也
、
〻
→
云)

。 

(

六)
 
 

出
典
注
記
を
有
す
る
和
訓
の
隣
に
位
置
す
る
出
典
無
表
示
の
和
訓
に
対
し
て
、
前
と
後
ろ
の

ど
ち
ら
の
和
訓
と
出
典
を
同
じ
く
す
る
か
に
つ
い
て
は
異
論
が
存
す
る
。
一
つ
は
、
実
例
を

取
り
上
げ
て
前
方
と
す
る
築
島(

一
九
五
九)

と
山
本(

二
〇
〇
一)

の
主
張
が
あ
り
、
も
う
一

つ
は
、
出
典
表
示
シ
ス
テ
ム
の
整
合
性
と
一
貫
性
を
前
提
に
、
後
方
和
訓
の
出
典
が
働
き
か

け
る
と
す
る
大
槻(

二
〇
〇
一)

が
あ
る
。 

但
し
、
山
本(

二
〇
〇
一)

は
、
隣
の
和
訓
の
出
典
注
記
の
省
略
と
は
い
え
な
い
も
の(

「
真
性

の
出
典
無
表
示
和
訓
」)

の
存
在
を
言
及
し
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
国
書
の
和
訓
と
一
致
す
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
。 

(

七)
 
 

吉
田(

一
九
五
四
ｂ
：
一
五
～
一
七)

は
真
興
撰
『
大
般
若
経
音
訓
』
を
「
漢
字
漢
文
に
依
る

音
注
釈
義
が
主
と
な
り
、
片
仮
名
表
記
に
よ
る
和
音
及
び
和
訓
が
附
け
ら
れ
た
も
の
」
と
す

る
。 

(

八)
 
 

こ
の
よ
う
な
対
応
の
傾
向
性
は
築
島(

一
九
五
九)

が
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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第
三
節 
先
行
研
究 

一 

図
書
寮
本
名
義
抄
研
究
の
濫
觴 

図
書
寮
本
名
義
抄
は
戦
後
間
も
な
い
一
九
五
〇
年
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
よ
る
覆
製

本
の
公
刊
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
公
に
知
ら
さ
れ
た
。
研
究
の
歴
史
は
、
公
刊
さ
れ

た
覆
製
本
に
附
さ
れ
た
橋
本
不
美
男
氏
の
「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
」
に
端
を
発
す

る
。
解
説
で
あ
る
だ
け
に
そ
の
内
容
は
、
改
編
本
系
諸
本
と
の
関
係
、
書
誌
、
部
首
立

て
、
仮
名
と
略
記
法
、
出
典
、
改
編
本
系
諸
本
と
の
違
い
と
編
纂
意
図
に
わ
た
る
構

成
で
あ
る
。
特
に
結
語
に
お
け
る
次
の
推
論
は
そ
の
後
の
研
究
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら

れ
る
に
至
っ
た
。 

 

こ
の
図
書
寮
本
は
未
精
撰
本
に
属
す
る
一
転
写
本
で
あ
り
、
緇
衣
階
級
を
対
象
と

し
て
、
漢
字
よ
り
も
漢
語(

語
彙)

を
主
と
し
た
―
―
こ
れ
は
或
は
未
精
撰
、
草
稿

本
の
一
過
程
或
る
状
態
を
指
示
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
―
―
字
書
で
あ
り
、
観

智
院
本
等
は
図
書
寮
本
系
が
一
応
の
推
敲
を
了
え
た
後
、前
者
の
目
的
と
は
別
に
、

純
粋
な
漢
和
字
書
と
し
て
の
体
裁
に
改
編
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ

と
に
な
る
。(

二
五
～
二
六
頁)

 

 そ
し
て
、
一
九
五
一
年
の
「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
出
典
索
引
」
は
そ
の
後
の
出

典
研
究
を
導
く
大
き
な
役
目
を
果
た
し
た
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
所
々
遺
漏
が
あ

り
、
池
田(

二
〇
〇
一)

は
そ
の
補
訂
版
の
性
格
を
帯
び
る
。 

 

二 

出
典
研
究
の
深
化 

吉
田
金
彦
氏
の
「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
出
典
攷
」(

吉
田
、
一
九
五
四
ａ
・
ｂ
・
一

九
五
五
ｂ)

は
、
出
典
考
証
を
中
心
に
図
書
寮
本
名
義
抄
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
、
そ

の
後
の
出
典
に
基
づ
く
研
究
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
た
。
そ
し
て
、
「
類
聚
名
義
抄

小
論
」(

吉
田
、
一
九
五
五
ａ)

で
は
そ
の
編
纂
に
お
け
る
仏
教
教
学
上
の
目
的
と
意

義
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
池
田(

二
〇
〇
〇)

の
「
出
典
略
注
」
は
、
吉
田
氏
の
出

典
研
究
を
踏
ま
え
、
そ
の
後
の
研
究
成
果
を
広
く
採
り
入
れ
て
簡
略
に
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。 

吉
田
氏
の
類
聚
名
義
抄
に
関
す
る
一
連
の
研
究
は
、
二
〇
一
三
年
の
著
書
『
古
辞

書
と
国
語
』(

臨
川
書
店)

に
「
第Ⅰ

部 

類
聚
名
義
抄
の
研
究
」
に
そ
の
後
の
研
究

成
果
を
反
映
し
て
加
筆
、
再
収
さ
れ
た
。 

一
方
、
築
島
裕
氏
は
訓
点
語
研
究
の
立
場
か
ら
図
書
寮
本
名
義
抄
が
有
す
る
価
値

に
注
目
し
た
。
図
書
寮
本
名
義
抄
の
公
刊
以
前
に
築
島(

一
九
五
〇)

は
、
改
編
本
系

の
和
訓
に
対
し
て
、
遊
仙
窟
・
文
選
・
白
氏
文
集
・
日
本
書
紀
・
祝
詞
な
ど
の
和
漢
の

典
籍
と
の
関
係
を
追
及
し
た
。
こ
れ
は
類
聚
名
義
抄
の
和
訓
研
究
に
お
け
る
先
駆
的

な
論
考
と
い
え
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
公
刊
に
よ
っ
て
そ
の
卓
越
さ
が
裏
付
け
ら
れ

た
。 築

島(
一
九
五
九)

は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
所
収
の
和
訓
を
引
用
形
式
と
出
典
類
型

と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一
部
に
対
し
て
、
現
存
す
る

訓
点
本
の
傍
訓
と
の
比
較
検
討
に
よ
っ
て
例
証
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
図
書
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寮
本
名
義
抄
所
収
和
訓
の
忠
実
な
引
用
態
度
と
、
そ
の
訓
点
語
研
究
上
の
価
値
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。 

 

三 

出
典
序
列
論
の
実
証 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
注
文
引
用
に
お
け
る
典
籍
間
の
序
列
に
関
し
て
は
、
吉
田(

一

九
五
五
ａ)

に
指
摘
が
な
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
宮
澤
俊
雅
氏
の
一
連
の
研
究
は
、

徹
底
的
な
全
数
調
査
の
手
法
に
よ
っ
て
図
書
寮
本
名
義
抄
の
主
要
出
典
か
ら
の
注
文

引
用
に
お
け
る
一
定
の
序
列
の
存
在
を
実
証
し
た
も
の
で
あ
る
。宮
澤(

一
九
七
七
・
一

九
八
六
・
一
九
八
七
・
一
九
八
八)

は
そ
れ
ぞ
れ
中
算
釈
文
・
倭
名
抄
・
万
象
名
義
・
法

華
音
訓(

慈
恩
撰
書
の
主
な
も
の)

を
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
て
検
討
し
、
主
要
出
典

間
の
収
録
順
位
を
確
定
、
一
部
は
推
定
し
て
い
る
。 

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
の
注
文
の
配
列
に
つ
い
て
」(

宮
澤
、
一
九
九
二)

に
お

い
て
玄
応
音
義
に
つ
い
て
の
池
田(

一
九
九
一
ｂ)

と
真
興
音
訓
に
つ
い
て
の
山
本(

一

九
九
〇)

の
論
考
ま
で
取
り
合
わ
せ
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
主
要
八
出
典
の
収

録
序
列
の
全
貌
を
ま
と
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
論
考
で
は
注
種(

注
文
の
類
型)

間
の
序
列
も
合
わ
せ
て
検
討
し
、
最
終
的
に
次
の
よ
う
に
序
列
を
次
の
よ
う
に
ま
と

め
て
い
る
。 

 

一 

字
体
注 

二 

正
音
注 

正
音
は
反
切
よ
り
は
類
音
注
を
優
先
し
て
採
用 

反
切
は
「
慈
―
弘
・
广
―
中
―
真
―
東
・
玉
―
川
」
の
順
に
採
録 

 

三 

義
注
・
又
音
・
異
体
等
の
引
文 

「
域(

大
唐
西
域
記)

―
慈
―
弘
―
广
―
憲(

明
憲)

―
中
―
然
―
真
―
東

―
玉
―
川
・
面(

孫
愐
切
韻)

・
方(

蔣
魴
切
韻)

」 

た
だ
し
、
「
弘
」
の
欠
け
る
部
首
で
は
「
―
真
―
玉
―
東
―
」 

四 

真
仮
名
和
訓(

主
に
「
川
」
の
引
文)

 

五 

呉
音
注(

主
に
「
公
」
の
類
音
注)

 

六 

訓
点
本
等
に
よ
る
片
仮
名
和
訓 

「
易
―
書
―
詩
・
記
・
論
・
選
―
月
―
後
―
律
・
列
・
礼
・
集
―
白
・
遊
・
唱

―
切
」 

七 

玉
抄
等
に
よ
る
片
仮
名
和
訓 

八 

和
音
注(

主
に
真
興
和
音)

 

 と
こ
ろ
が
、
池
田(

一
九
九
四
：
二
八)

は
、
宮
澤
氏
の
一
連
の
研
究
に
お
け
る
序

列
の
推
定
・
確
定
に
関
し
て
、
そ
れ
が
各
出
典
の
同
時
参
照
と
い
う
仮
説
の
上
で
成

り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
異
見
を
示
す
。 

 

四 

出
典
利
用
と
辞
書
成
立
を
め
ぐ
る
議
論
と
実
証 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
成
立
経
緯
に
関
し
て
は
、
先
述
の
出
典
序
列
論
も
含
め
、
様
々

な
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
心
は
や
は
り
出
典
に
基
づ
く
議
論
と
な
る
。
特

に
注
文
に
お
け
る
引
用
数
が
最
も
多
い
玄
応
音
義
に
関
し
て
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄

成
立
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
様
々
な
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
。 

原
・
山
本(
一
九
八
三)

は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
玄
応
音
義
の
掲
出
語
お
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よ
び
注
文
摂
取
の
パ
タ
ー
ン
を
網
羅
し
た
論
考
で
あ
る
。
卜
部
～
邑
部
ま
で
の
四
九

二
の
対
象
項
目
に
対
し
て
、
玄
応
音
義
と
の
掲
出
語
お
よ
び
注
文
の
対
応
を
類
型
化

す
る
。
そ
の
う
ち
玄
応
音
義
で
同
一
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
掲
出
語
と
注
文
を
確
認

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
玄
応
音
義
か
ら
の
引
用
に
お
け
る
忠
実
な
引
用
と
一
部

改
変
と
い
う
現
状
を
明
ら
か
に
し
た
。 

望
月
郁
子
氏
の
一
九
九
二
年
に
出
版
さ
れ
た
著
書
『
類
聚
名
義
抄
の
文
献
学
的
研

究
』
は
、
類
聚
名
義
抄
と
い
う
単
一
辞
書
の
名
を
掲
げ
た
研
究
書
と
し
て
は
、
戦
前

の
岡
田
希
雄
の
『
類
聚
名
義
抄
の
研
究
』
以
来
の
も
の
で
あ
る
。
特
に
第
二
章
「
図

書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
け
る
『
篆
隷
萬
象
名
義
』
の
引
用
の
方
法
―
改
編
本

に
お
け
る
そ
れ
と
の
対
比
の
た
め
に
―
」
で
は
、
図
書
寮
本
の
撰
述
に
お
け
る
万
象

名
義
の
位
置
を
追
及
す
る
。
つ
ま
り
、
万
象
名
義
の
注
文
を
採
録
せ
ず
、
慈
恩
撰
書

と
玄
応
音
義
の
注
文
を
採
る
項
目
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
か
ら
、
空
海
の
説
よ
り

慈
恩
や
玄
応
の
説
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
い
る
と
結
論
し
た
。
こ
れ
は
、
宮
澤(

一
九
七

七
：
三
八
〇)

が
推
定
し
た
「
慈
恩
・
弘
法
・
玄
応
…
」
の
順
序
に
対
す
る
批
判
で
あ

る(

注
一)

。 

池
田
証
壽
氏
は
「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
所
引
玄
応
音
義
対
照
表
」
（
池
田
、
一

九
九
一
ａ
・
一
九
九
二
）
を
作
成
し
、
図
書
寮
本
名
義
抄
所
収
の
玄
応
音
義
引
用
文

と
原
典
と
の
対
応
項
目
を
こ
と
ご
と
く
摘
記
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
全
面
的
な
作

業
に
基
づ
い
て
池
田(

一
九
九
一
ｂ)

は
玄
応
音
義
の
引
用
が
慈
恩
撰
書
、
万
象
名
義

に
次
ぐ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
基
に
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
成

立
に
「
玄
応
音
義
に
よ
っ
て
掲
出
項
を
立
項
し
、
注
を
引
用
し
た
後
で
、
篆
隷
万
象

名
義
に
よ
り
増
訂
し
て
行
く
方
針
」(

三
〇
頁)

の
推
定
に
至
る
。
こ
れ
は
池
田
氏
自

身
が
「
内
典
先
行
辞
書
後
補
論
」
と
名
付
け
た
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
掲
の
望
月

氏
の
見
解
と
相
違
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
実
証
的
な
方
法
論
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た

池
田
氏
の
結
論
を
否
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。 

池
田
氏
は
、
さ
ら
に
万
象
名
義
を
原
撰
部(

池
田
、一
九
九
三
ａ)

と
続
撰
部(

池
田
、

一
九
九
三
ｂ)

と
に
分
け
、
図
書
寮
本
名
義
抄
と
の
関
わ
り
合
い
に
つ
い
て
、
そ
の
採

録
範
囲
、
字
順
上
の
影
響
を
中
心
に
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
万
象
名
義
の
利
用
が

主
に
常
用
字
と
い
う
べ
き
も
の
を
中
心
と
す
る
範
囲
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
対
応

部
首
に
お
い
て
万
象
名
義
の
字
順
に
拠
る
部
分
が
半
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
図
書
寮
本
名
義
抄
の
編
纂
に
お
け
る
根
幹
資
料
と
し
て
の
万

象
名
義
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
た
。 

山
本(

一
九
九
三)

は
、
玄
応
音
義
か
ら
の
掲
出
語
採
録
の
経
緯
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。
玄
応
音
義
に
お
け
る
掲
出
語
の
出
現
回
数
と
出
現
巻
次
に
よ
っ
て
検
討
を

行
い
、
次
の
よ
う
な
傾
向
を
確
認
す
る
。
一
、
玄
応
音
義
に
二
回
以
上
掲
出
さ
れ
て

い
る
掲
出
語
は
採
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
こ
と
。
二
、
玄
応
音
義
巻
二
十
二
の
瑜
伽
師

地
論
の
部
分
の
掲
出
語
が
他
巻
に
比
べ
て
多
く
採
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
。
こ
れ

は
玄
応
音
義
利
用
の
新
た
な
側
面
で
あ
り
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
編
纂
背
景
や
目
的

と
関
わ
る
こ
と
と
し
て
意
義
を
持
つ
。 

大
槻
信
氏
は
、
辞
書
と
「
材
料
」
の
関
係
に
注
目
し
、
平
安
時
代
の
古
辞
書
、
新
撰
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字
鏡
・
倭
名
抄
・
図
書
寮
本
名
義
抄
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
大
槻(

二
〇
〇
五
ａ)

は
、
そ
れ
ら
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
平
安
時
代
の
辞
書
に
お
け
る
「
材
料
」
、
特
に
和

訓
の
影
響
に
つ
い
て
ま
と
め
上
げ
た
論
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
漢
字
漢
語
を
対
象
と

す
る
辞
書
の
中
で
、
和
訓
と
い
う
材
料
の
採
り
入
れ
が
体
裁
の
不
統
一
と
い
う
結
果

を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
そ
の
中
で
図
書
寮
本
名
義
抄
に
つ
い
て
は
、

成
立
に
お
け
る
和
訓
収
録
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
辞
書
成
立
と
材
料
に
対
す

る
依
存
性
と
い
う
仮
説
の
上
で
、
平
安
時
代
の
各
古
辞
書
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
を
貫

く
特
徴
を
証
明
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
卓
越
し
た
方
法
論
と
い
え
る
。 

 

注 

（
一
） 

宮
澤(

一
九
七
七)

は
中
算
釈
文
と
名
義
抄
と
の
対
照
の
後
、
「
主
要
な
出
典
の
採
録
序
列
は
、

内
典
釈
を
先
に
、
外
典
釈
を
後
に
、
例
え
ば
慈
恩
・
弘
法
・
玄
応
・
中
算
・
真
興
・
東
宮
切
韻
・
倭

名
類
聚
抄
の
よ
う
に
並
べ
れ
る
か
と
思
わ
れ
る
」(

三
八
〇
頁)

と
推
論
し
、
出
典
序
列
論
を
具

体
化
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
「
勿
論
、
こ
の
序
列
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
と
名
義
抄
の

対
照
調
査
を
し
た
上
で
な
け
れ
ば
確
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」(

同
頁)

と
い
う
認
識
と
と
も

に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 
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第
二
章 

 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
編
纂
材
料 

 第
一
節 

は
じ
め
に 

本
章
で
は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
出
発
点
と
い
え
る
「
編
纂
材
料
」
に
注
目
し
、
そ

の
受
け
入
れ
の
現
状
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

図
書
寮
本
名
義
抄
は
部
首
分
類
体
の
辞
書
で
あ
る
。
『
説
文
解
字
』
以
来
の
部
首

分
類
体
の
辞
書
は
単
字
の
掲
出
語(

注
一)

を
基
本
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
図
書
寮
本
名

義
抄
は
二
字
以
上
か
ら
な
る
掲
出
語
を
掲
げ
る
項
目
が
多
い
。
こ
れ
は
す
で
に
橋
本

(

一
九
五
〇)

か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
事
実
で
あ
る(

注
二)

。
し
か
し
、
辞
書
編
纂
の
基

本
単
位
を
表
す
掲
出
語
に
、
複
数
の
文
字
が
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
単
位

を
分
類
し
配
列
す
る
上
で
困
難
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
。 

こ
の
よ
う
な
掲
出
語
の
現
状
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
が
そ
の
編
纂
の
材
料
の
多
く

を
慈
恩
撰
書
、
玄
応
音
義
、
中
算
釈
文
と
い
っ
た
熟
語
中
心
の
仏
典
音
義
類
か
ら
採

っ
た
こ
と
と
関
係
す
る(

注
三)

。
そ
し
て
、
そ
れ
は
仏
典
音
義
を
土
台
に
一
般
字
書
へ
移

行
し
た
日
本
辞
書
史
の
流
れ
の
上
で
現
れ
た
「
過
渡
的
な
現
象
」
と
し
て
も
理
解
さ

れ
る
。
そ
の
現
象
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
辞
書
史

的
な
位
置
づ
け
を
確
か
め
る
と
い
う
意
義
を
持
つ
。 

以
下
、
本
章
で
は
図
書
寮
本
名
義
抄
が
持
つ
辞
書
発
達
上
の
「
過
渡
的
な
現
象
」

に
つ
い
て
、
そ
の
出
発
点
と
な
る
「
編
纂
の
材
料
」
を
中
心
に
検
討
し
て
み
る
。 

  第
二
節 

編
纂
材
料
の
概
況 

一 

辞
書
編
纂
の
目
的 

辞
書
と
い
う
文
献
は
、
利
用
目
的
が
あ
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
材
料
を
集
め
て
一
定

の
基
準
で
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
辞
書
編
纂
の
材
料
に
つ
い
て
述
べ

る
前
に
、
ま
ず
編
纂
目
的
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
吉
田(

一
九
五
五
ａ
：
四

五
～
四
六)

は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
編
纂
が
目
指
し
た
こ
と
と
し
て
四
点
を
指
摘
す
る
。

そ
れ
を
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

１ 

仏
典
読
誦
の
た
め
の
字
音
の
明
確
化 

２ 

法
相
宗
関
係
の
訓
詁
学
に
お
け
る
便
益 

３ 

世
俗
辞
書
を
越
え
て
百
科
全
書
的
な
仏
教
事
典
の
作
成 

４ 

正
確
で
権
威
的
な
外
典
の
訓
点
語
の
併
載 

 吉
田
氏
の
指
摘
を
見
る
と
、
仏
教
教
学
上
の
必
要
に
よ
る
辞
書
作
り
が
そ
の
目
標

と
し
て
見
出
さ
れ
る
。
特
に
３
と
関
連
し
て
は
図
書
寮
本
名
義
抄
を
「
仲
算
の
法
華

経
釈
文
や
真
興
の
大
般
若
経
音
訓
の
撰
述
に
お
け
る
、
堅
実
該
博
な
訓
詁
精
神
の
発

展
が
結
集
し
た
も
の
」(

四
五
頁)

と
指
摘
す
る
。
２
と
３
の
側
面
は
、
図
書
寮
本
名
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義
抄
に
お
け
る
仏
典
音
義
類
の
利
用
と
関
わ
り
、
１
と
３
は
辞
書
類
の
利
用
と
関
係

す
る
側
面
で
あ
る
。
そ
し
て
、
４
は
訓
点
本
の
利
用
と
繋
が
る
。
以
下
、
こ
の
よ
う
な

編
纂
上
の
ね
ら
い
を
意
識
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。 

 

二 

編
纂
材
料
の
分
類 

図
書
寮
本
名
義
抄
は
和
漢
の
様
々
な
種
類
の
典
籍
か
ら
幅
広
く
採
ら
れ
た
材
料
か

ら
な
る
辞
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
編
纂
材
料
は
各
出
典
典
籍
の
中
で
そ
の
一
部
分
と
し

て
機
能
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
出
典
典
籍
の
形
態
と
内
容
は
、
図
書
寮
本
名

義
抄
の
編
纂
材
料
の
性
質
を
考
え
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。 

各
典
籍
か
ら
集
め
ら
れ
た
編
纂
材
料
の
利
用
は
、
掲
出
語
に
お
け
る
も
の
と
注
文

に
お
け
る
も
の
と
に
大
別
で
き
る
。
以
下
、
編
纂
材
料
の
出
典
に
つ
い
て
掲
出
語
と

注
文
と
に
分
け
て
見
て
い
こ
う
。 

掲
出
語
に
関
し
て
は
そ
の
形
態
か
ら
考
え
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
部
首
分
類
体

辞
書
の
中
で
単
字
掲
出
語
は
最
小
か
つ
最
適
の
単
位
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
複

数
字
の
掲
出
語
は
部
首
分
類
体
と
い
う
体
裁
に
は
あ
ま
り
適
合
な
単
位
と
は
い
え
な

い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
は
そ
の
よ
う
な
不
適
合
な
材
料

が
存
在
し
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。 

複
数
字
の
掲
出
語
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
ず
、
原
・
山
本(

一
九
八
三)

は
卜
部
～
邑
部
ま
で
の
四
九
二
の
対
象
項
目
に

対
し
て
、
玄
応
音
義
と
の
掲
出
語
お
よ
び
注
文
の
対
応
を
類
型
化
す
る
。
そ
の
う
ち

玄
応
音
義
で
同
一
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
掲
出
語
と
注
文
を
確
認
し
た
の
は
四
五
六

項
目(

九
三
％)

に
の
ぼ
る
。
こ
の
部
分
的
な
検
討
の
結
果
に
つ
い
て
は
池
田
証
壽
氏

も
、
「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
所
引
玄
応
音
義
対
照
表
」(

池
田
、
一
九
九
一
ａ
・
一

九
九
二)

の
作
成
に
よ
る
全
面
的
な
検
討
に
基
づ
い
て
「
名
義
抄
所
引
の
玄
応
音
義
全

体
に
も
妥
当
す
る
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
で
あ
る(

注
四)

」
と
付
言
す
る
。 

さ
ら
に
、
宮
澤(

一
九
九
二)

に
お
い
て
決
算
さ
れ
て
い
る
出
典
利
用
上
の
序
列
に

つ
い
て
の
実
証
を
受
け
て
、
山
本(

一
九
九
二)

は
仏
典
音
義
類
か
ら
そ
の
掲
出
語
の

採
録
を
行
う
際
に
も
序
列
が
働
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
山
本

(

一
九
九
三)

は
玄
応
音
義
か
ら
採
り
入
れ
ら
れ
た
掲
出
語
に
関
し
て
、
法
華
経
・
大

般
若
経
・
成
唯
識
論
と
と
も
に
瑜
伽
師
地
論
の
字
句
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。 

以
上
の
先
行
研
究
に
よ
り
、図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
熟
語
掲
出
語
の
多
く
が
、

仏
典
音
義
類
を
出
典
と
す
る
仏
典
の
字
句
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。 

一
方
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
注
文
に
お
け
る
材
料
に
は
、
そ
の
出
典
が
忠
実
に
注

記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
。
注
文
の
出
典
に
つ
い

て
は
吉
田(

一
九
五
四
ａ
・
ｂ
・
一
九
五
五
ｂ)

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
出
典
攷
」

(
注
五)

が
詳
し
く
考
証
し
て
い
る
。
こ
の
論
考
で
吉
田
氏
は
こ
こ
で
図
書
寮
本
名
義
抄
の

出
典
を
、
(甲)
内
典
関
係(

仏
教
関
係
図
書)

、
(乙)
外
典
関
係(

そ
れ
以
外
の
漢
籍)

、
(丙)

訓
点
本
関
係
、
と
い
っ
た
三
種
類
に
大
別
し
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で

あ
る(

注
六)

。 
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図
書
寮
本
名
義
抄
の
出
典
分
類 

(甲)
内
典
関
係(

仏
教
関
係
図
書)

…
67
点 

 
 

 

(イ)
法
華
経
関
係 

(ロ)
一
切
経
音
義
関
係 

(ハ)
大
般
若
経
関
係
  

 
 

 

(ニ)
法
相
宗
関
係 

(ホ)
そ
の
他 

(乙)
外
典
関
係(

そ
れ
以
外
の
漢
籍)

…
36
点 

 
 

 

(イ)
字
書
韻
書
関
係 
(ロ)
そ
の
他
成
書 

(丙)
訓
点
本
関
係
…
27
点 

 こ
の
分
類
を
見
る
と
、
図
書
寮
本
名
義
抄
が
様
々
な
典
籍
か
ら
材
料
を
取
り
集
め

る
中
で
、
仏
教
関
係
の
典
籍
の
数
が
多
い
の
が
看
取
さ
れ
る
。
先
に
述
べ
た
図
書
寮

本
名
義
抄
の
編
纂
目
的
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
仏
典
の
字
句
を
解
説
し
て
い
る
既
成

の
仏
典
音
義
類
の
利
用
は
、
辞
書
編
纂
の
効
率
性
を
高
め
る
要
素
と
い
え
る
。
す
な

わ
ち
、
す
で
に
仏
典
の
読
誦
お
よ
び
理
解
の
た
め
に
加
工
さ
れ
た
情
報
の
再
利
用
と

し
て
、
追
加
的
な
加
工
を
最
小
限
に
で
き
る
効
率
高
い
材
料
と
い
え
る
。
仏
教
関
係

図
書
の
の
中
で
は
特
に
法
相
宗
お
よ
び
法
華
経
関
係
の
音
義
類
が
多
い
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る(

注
七)

。
引
用
頻
度
の
高
い
出
典
の
中
に
は
『
妙
法
蓮
華
経
音
訓
』
『
妙
法
蓮
華

経
釈
文
』
と
い
っ
た
法
華
経
の
音
義
、
『
大
般
若
経
音
訓
』
『
大
般
若
経
字
抄
』
の
よ

う
な
大
般
若
経
の
音
義
が
含
ま
れ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
仏
典
に
関
す
る
音
義
と
注
釈

書
類
を
「
仏
典
音
義
類
」
と
称
す
る
。 

外
典
の
中
で
も
「
原
本
玉
篇
」
「
宋
本
玉
篇
」
万
象
名
義
な
ど
玉
篇
系
字
書
と
、
切

韻
系
韻
書
の
頻
用
が
目
立
つ(

注
八)

。
こ
れ
ら
辞
書
類
は
、
儒
家
経
書
の
訓
詁
学
の
上
で

成
立
し
、
漢
訳
仏
典
の
訳
出
と
仏
典
音
義
の
成
立
に
も
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
な
影

響
が
考
え
ら
れ
る(

注
九)

。
こ
れ
は
「
字
句
の
理
解
」
と
い
う
編
纂
目
的
に
適
し
た
材
料

の
源
泉
と
い
え
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
字
書
と
韻
書
の
類
を
「
辞
書
類
」
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
。 

最
後
に
訓
点
本
は
、
『
毛
詩
』
『
文
選
』
『
白
氏
文
集
』
と
い
っ
た
漢
籍
を
中
心

に
、
漢
文
原
文
の
上
に
訓
点
を
差
し
た
形
態
の
資
料
で
あ
る
。
図
書
寮
本
名
義
抄
で

は
片
仮
名
和
訓
の
出
典
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
訓
点
本
の
傍
訓
は
、
漢
文
原
文
に
対

す
る
注
釈
的
な
性
格
も
帯
び
、
仏
典
音
義
類
や
辞
書
類
と
も
通
じ
る
面
が
あ
る
。
し

か
し
、
典
籍
の
形
式
の
面
で
、
加
点
対
象
で
あ
る
本
文
か
ら
離
れ
ず
、
独
立
し
た
形

態
を
持
た
な
い
。
辞
書
編
纂
の
材
料
と
し
て
は
、
独
立
し
た
文
献
と
し
て
成
立
し
て

い
る
仏
典
音
義
類
と
辞
書
類
に
比
べ
る
と
、
参
考
資
料
と
し
て
の
整
頓
は
不
十
分
な

資
料
と
い
え
る
。
図
書
寮
本
名
義
抄
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
材
料
は
和
訓(

日
本
語
情
報)

で
あ
り
、
材
料
の
性
質
と
い
う
面
か
ら
も
他
の
辞
書
類
・
仏
典
音
義
類
と
は
異
な
る
。

掲
出
語
と
注
文
を
通
じ
て
中
心
的
な
材
料
と
な
る
の
は
辞
書
類
と
仏
典
音
義
類
か
ら

の
も
の
で
あ
る
。
本
章
で
の
検
討
で
は
仏
典
音
義
類
と
辞
書
類
を
中
心
に
議
論
す
る
。 

以
上
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
編
纂
材
料
の
分
類
に
つ
い
て
述
べ
た
内
容
を
概
略
す

る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

○
掲
出
語
―
―
複
数
字
掲
出
語
は
主
に
仏
典
音
義
類
か
ら
の
採
録 

配
列
・
分
類
は
辞
書
類
に
影
響 

○
注
文
―
―
―
仏
典
音
義
類
・
辞
書
類
か
ら
漢
文
注 

訓
点
本
か
ら
和
訓 
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続
い
て
、
編
纂
材
料
の
主
な
出
典
で
あ
る
仏
典
音
義
類
と
辞
書
類
に
関
し
て
、
形

態
お
よ
び
内
容
的
な
基
本
特
徴
を
概
観
す
る
。 

 

三 

仏
典
音
義
類
の
基
本
的
な
特
徴 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
仏
教
教
学
的
な
狙
い
を
考
え
る
と
、
個
別
経
典
の
字
句
に
対

す
る
解
説
と
訓
詁
を
兼
ね
た
仏
典
音
義
の
利
用
は
、
す
で
に
仏
教
教
学
的
な
目
的
に

合
わ
せ
て
加
工
さ
れ
た
材
料
の
利
用
と
い
う
点
で
、
効
率
的
な
手
法
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
実
際
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
注
文
に
お
け
る
出
典
注
記
の
現
況
を
見
て

も
、
辞
書
類
よ
り
は
仏
典
音
義
類
か
ら
の
材
料
が
よ
り
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る(

第

四
節
で
詳
説)

。
特
に
玄
応
音
義
と
の
関
係
は
深
く
、
注
文
引
用
で
第
一
位
で
あ
り
、

多
く
の
掲
出
語
も
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る(

注
一
〇)

。
こ

こ
で
は
玄
応
音
義
を
取
り
上
げ
、
仏
典
音
義
類
の
形
態
と
内
容
的
な
特
徴
に
つ
い
て

概
説
す
る
。 

㋐
項
目
の
配
列
基
準
は
、
対
象
と
す
る
経
典
に
お
け
る
字
句
の
出
現
順
に
よ
る
。

た
と
え
ば
、
玄
応
音
義
巻
第
六
所
収
の
妙
法
蓮
華
経
音
義(

注
一
一)

に
は
「
耆
闍
崛
山
―

無
復
―
逮
得
…
」
の
順
で
項
目
が
連
な
る
。
こ
れ
は
法
華
経
序
品
の
経
文
「
如
是
我

聞
。
一
時
佛
住
王
舍
城
耆
闍
崛
山
中
。
與
大
比
丘
衆
萬
二
千
人
倶
。
皆
是
阿
羅
漢
。

諸
漏
已
盡
。
無
復
煩
惱
。
逮
得
己
利
盡
諸
有
結
…
」(

注
一
二)

の
字
句
を
出
現
順
に
拾
っ

た
も
の
で
あ
る
。 

㋑
掲
出
語
の
形
態
は
、
先
の
玄
応
音
義
の
例
で
見
た
よ
う
に
熟
語
が
中
心
で
あ
る

(

注
一
三)

。
単
字
に
対
す
る
注
文
し
か
含
ま
な
い
ば
あ
い
で
も
、
掲
出
語
は
経
典
に
現
れ

る
熟
語
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
仏
典
音
義
類
の
利
用
は
経
典
本
文
に
お
け
る

対
応
箇
所
と
の
照
合
必
要
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
利
用
環
境
を
考
慮
す
る
と
、
単
字

の
掲
出
語
よ
り
は
複
数
字
の
形
態
の
ほ
う
が
識
別
上
の
有
利
で
あ
る
。 

㋒
注
文
の
内
容
は
、
熟
語
、
特
に
仏
教
用
語
に
つ
い
て
の
事
典
的
な
説
明
と
、
単

字
に
対
す
る
辞
書
的
な
説
明
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
仏
典
理
解
の
た
め
の
参
考
書

と
し
て
の
特
殊
性
が
著
し
く
、
後
者
は
先
述
し
た
辞
書
類
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

先
掲
の
玄
応
音
義
の
項
目
「
耆
闍
崛
山
」
と
「
無
復
」
の
例
を
見
る
と
次
の
と
お
り
で

あ
る(

注
一
四)

。 

 

⑴
耆
闍
崛
山
【
或
言
伊
沙
崛
山
、
或
言
揭
梨
馱
羅
鳩
胝
山
、
皆
訛
也
。
正
言
姞
栗

陀
羅
矩
吒
山
。
此
譯
云
鷲
臺
、
又
云
鷲
峰
。
言
此
山
旣
栖
鷲
鳥
又
類
高
臺

也
。
舊
譯
云
鷲
頭
、
或
云
靈
鷲
者
、
一
義
也
。
又
言
靈
者
仙
靈
也
。
按
梵

本
無
靈
義
、
依
別
記
云
、
此
鳥
有
靈
、
知
人
死
活
、
人
欲
死
時
、
則
群
翔

彼
家
、
待
其
送
林
、
則
飛
下
而
食
、
以
能
懸
知
、
故
号
靈
鷲
也
。
姞
音
渠

乙
反
。
】 

⑵
無
復
【
武
于
反
。
謂
非
有
也
、
或
作
无
。
説
文
、
古
文
奇
字
作
无
也
。
聲
類
云
、

無
、
虛
无
也
。
復
、
扶
救
反
。
説
文
、
往
來
也
。
謂
往
來
復
重
也
。
】 

 ⑴
は
法
華
経
の
冒
頭
に
出
る
山
名
「
耆
闍
崛
山
」
に
対
し
て
、
他
の
音
訳
表
記
や

意
訳
語
お
よ
び
そ
の
由
来
と
い
っ
た
仏
教
事
典
的
な
説
明
を
施
し
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
⑵
は
熟
語
と
は
言
い
難
い
文
字
列
「
無
復
」
の
下
に
単
字
「
無
」
と
「
復
」
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の
字
音
・
意
味
・
字
体
に
関
す
る
辞
書
的
な
説
明
を
そ
れ
ぞ
れ
収
録
す
る
。
特
に
「
説

文
」「
聲
類
」
と
い
っ
た
辞
書
類
の
書
名
が
見
え
る
の
は
注
目
さ
れ
る
特
徴
で
あ
る
。 

以
上
に
よ
り
、
仏
典
音
義
類
の
基
本
特
徴
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。 

 

㋐
項
目
配
列
―
―
経
文
出
現
順
の
配
列 

㋑
掲
出
語
形
態
―
熟
語
掲
出
語 

㋒
注
文
内
容
―
―
特
殊
用
語
辞
典
的
な
説
明
と
辞
書
的
な
説
明
の
混
淆
収
録 

 

四 

辞
書
類
の
基
本
的
な
特
徴 

先
述
の
と
お
り
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
は
玉
篇
系
字
書
と
、
切
韻
系
韻
書
が
多
く

引
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
同
じ
く
部
首
分
類
体
で
あ
る
玉
篇
系
字
書
は
、
部
首
の
選

定
や
部
首
内
に
お
け
る
項
目
配
列
と
い
っ
た
辞
書
編
纂
の
構
造
的
な
側
面
の
モ
デ
ル

と
な
っ
た(

注
一
五)

。
そ
の
中
で
も
弘
法
大
師
空
海
の
手
に
な
る
万
象
名
義
は
「
原
本
玉

篇
」
の
抄
略
本
と
し
て
図
書
寮
本
名
義
抄
の
編
纂
材
料
と
し
て
も
重
視
さ
れ
た
書
で

あ
る
。
引
用
頻
度
は
出
典
注
記
「
弘
」
に
限
っ
て
も
第
四
位
に
の
ぼ
る
ほ
ど
で
あ
る(

注

一
六)

。
以
下
、
万
象
名
義
を
例
に
し
て
、
部
首
分
類
体
辞
書
の
形
態
と
内
容
的
な
特
徴

を
概
観
す
る
。 

㋐
項
目
の
配
列
基
準
は
、
部
首
分
類
体
、
す
な
わ
ち
、
漢
字
一
字
が
有
す
る
「
形
」

の
側
面
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
漢
字
は
「
部
首
」
と
い
う
字
形
上
の
共
通
分
母
に
よ

っ
て
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に
各
部
首
内
で
は
主
に
字
形
上
の
類
似
性
あ
る
い
は
意
味
上

の
連
関
に
よ
っ
て
並
べ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
一
字
の
漢
字
が
持
つ
固
有
の
特

徴
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

㋑
掲
出
語
の
形
態
は
、
上
述
し
た
配
列
・
分
類
の
基
準
と
合
わ
せ
て
、
そ
の
基
本

単
位
は
単
字
を
基
本
と
す
る
。
た
と
え
ば
万
象
名
義
の
心
部
の
冒
頭
を
見
る
と
、「
心

―
息
―
情
―
性
―
意
―
恉
―
悳
…
」
の
よ
う
に
単
字
の
掲
出
語
が
連
な
る
。
同
じ
く

部
首
分
類
体
を
標
榜
す
る
図
書
寮
本
名
義
抄
の
編
纂
材
料
と
し
て
も
適
合
度
を
高
く

す
る
特
徴
と
い
え
る
。 

㋒
注
文
の
内
容
は
、
単
字
に
対
す
る
字
音
と
意
味
を
中
心
と
す
る
訓
詁
的
な
説
明

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
心
」
の
例
を
見
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

「
胥
林
反
」
の
よ
う
な
反
切
に
よ
る
字
音
注
と
、
「
神
也
容
也
」
の
よ
う
な
「
○

也
」
体
の
意
味
注
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
訓
詁
的
な
説
明
を
中
心
に
す

る
特
徴
は
、
仏
典
理
解
の
土
台
と
し
て
字
句
の
理
解
を
求
め
た
図
書
寮
本
名
義
抄
の

編
纂
目
的
に
も
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。 

以
上
に
よ
り
、
辞
書
類
の
特
徴
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。 

 

㋐
項
目
配
列
―
―
字
形
に
よ
る
分
類
配
列 

㋑
掲
出
語
形
態
―
単
字
掲
出
語 

㋒
注
文
内
容
―
―
訓
詁
的
説
明
の
収
録 

 
五 
仏
典
音
義
類
と
辞
書
類
の
対
比 

以
上
で
述
べ
た
仏
典
音
義
類
と
辞
書
類
の
特
徴
を
対
比
す
る
と
次
の
【
表
一-

１
】
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の
と
お
り
で
あ
る
。
図
書
寮
本
名
義

抄
の
部
首
分
類
体
と
い
う
辞
書
の
形

式
を
考
え
る
と
、
辞
書
類
の
材
料
は
、

そ
の
分
類
配
列
の
た
め
に
別
途
の
工

夫
を
必
要
と
し
な
い
。
一
方
、
仏
典

音
義
類
の
ば
あ
い
は
、
経
文
出
現
順

に
配
列
さ
れ
て
い
る
も
の
を
字
形
基

準
に
分
類
し
て
再
配
列
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
別
段
の
検
討
を
要
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
熟
語
単
位
と
な
る

掲
出
語
形
態
は
字
形
に
よ
る
分
類

配
列
基
準
を
適
用
す
る
上
で
、
問
題

要
素
と
な
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、

字
形
を
基
準
に
材
料
を
分
類
し
配

列
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
個
別
漢
字

の
固
有
の
特
徴
に
よ
る
分
類
体
系
を

目
指
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
形
式
に
お
い
て
複
数
の
漢
字
の
「
形
」
が
共
存
す
る
掲
出
語
の
存
在
は
、
分

類
と
配
列
の
基
準
適
用
を
困
難
に
す
る
要
素
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
図
書
寮

本
名
義
抄
の
編
纂
が
抱
え
る
問
題
点
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
仏
典
音
義
類
の
注
文
の
内
容
は
、
辞
書
類
と
は
根
本
的
な
相
違
が
あ

る
と
は
い
え
な
い
。
吉
田(

一
九
五
五
ｃ
：
三
六)

は
辞
書
類
と
仏
典
音
義
類
の
根
本

素
材
は
同
じ
で
、
「
音
義
の
作
製
に
辞
書
を
参
照
す
る
事
も
当
然
あ
り
う
べ
き
事
」

と
述
べ
、
基
本
材
料
に
お
け
る
同
質
性
と
相
互
参
照
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
仏
典
音

義
類
を
単
字
字
書
に
再
編
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。
図
書
寮

本
名
義
抄
は
仏
典
音
義
類
の
そ
の
よ
う
な
側
面
に
よ
っ
て
成
立
可
能
だ
っ
た
辞
書
で

あ
る
。 

次
は
、
以
上
で
概
観
し
た
辞
書
類
と
仏
典
音
義
類
か
ら
の
材
料
が
、
実
際
ど
の
よ

う
に
溶
け
込
ま
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
特
に
仏
典
音
義
類
の
利
用
実
態

に
注
目
す
る
。 

  第
三
節 

掲
出
語
に
お
け
る
編
纂
材
料 

一 

単
字
掲
出
語
と
複
数
字
掲
出
語 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
仏
典
音
義
類
か
ら
の
材
料
は
部
首
分
類
体
辞
書
の
材
料
と

し
て
使
う
こ
と
に
問
題
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
仏
典
音
義
類
が
経
典

か
ら
採
っ
た
熟
語(

注
一
七)

を
掲
出
語
と
す
る
こ
と
を
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
は
対
象
字
句

を
経
文
か
ら
検
索
識
別
す
る
上
で
の
便
宜
を
考
慮
し
た
工
夫
で
、
実
質
的
に
は
単
字

に
対
す
る
注
文
の
み
を
含
む
ば
あ
い
も
存
在
す
る
。
経
文
に
お
け
る
出
現
順
と
い
う

明
確
な
配
列
基
準
は
そ
れ
を
一
層
固
く
支
え
る
。 

【表一-１】仏典音義類と辞書類の対比 

 仏典音義類 辞書類 

㋐項目配列 経典出現順 字形基準 

㋑掲出語形態 熟語 単字 

㋒注文内容 
訓詁的な説明 

特殊用語の説明 
訓詁的な説明 

辞書編纂上の利点 
仏典理解と仏教用語に 

最適な材料 

部首分類体の形式に 

最適な単位 

辞書編纂上の難点 
部首分類体の 

基準適用が困難 
・ 
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次
の
⑶
は
、
こ
の
よ
う
に
仏
典
音
義
類
か
ら
の
材
料
利
用
に
お
け
る
困
難
を
窺
え

る
例
で
あ
る
。 

 

⑶
唯
識
【
慈
云
唯
謂
簡
別
、
遮
無
外
境
。
識
謂
能
了
、
詮
有
内
心
。
・
章
有
十
門
。

釋
名
如
第
二
門
。
】<

0
7
2
-
74
> 

 
 

こ
の
項
目
の
注
文
は
慈
恩
撰
書
の
一
つ
『
成
唯
識
論
述
記
』
か
ら
採
ら
れ(

注
一
八)

、

掲
出
語
「
唯
識
」
も
同
書
か
ら
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る(

注
一
九)

。
そ
の
注
文
に
は
「
唯
」

に
対
す
る
部
分
と
、
「
識
」
に
対
す
る
部
分
、
「
唯
識
」
全
体
を
対
象
と
す
る
部
分
と

が
混
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
唯
」
と
「
識
」
と
の
間
で
は
形
態
的
に
共
通
要
素
を

見
出
せ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
材
料
の
処
理
で
は
、
掲
出
語
の
複
数
あ
る
構
成
字
の
い

ず
れ
の
特
徴
に
合
わ
せ
て
分
類
・
配
列
す
る
か
と
い
う
問
題
が
起
こ
る
。 

実
際
、
⑶
の
「
唯
識
」
の
ば
あ
い
、
「
識
」
の
部
首
に
従
い
、
言
部
に
配
属
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
図
書
寮
本
名
義
抄
が
零
本
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
唯
」
に
従

っ
て
今
は
伝
わ
ら
な
い
口
部
に
も
同
語
が
収
録
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
否
め
な
い
。

実
際
、
「
恒
沙
」
の
ば
あ
い
は
次
の
よ
う
に
「
恒
」
と
「
沙
」
両
方
に
従
っ
て
水
部

(

⑷)

と
心
部(

⑸)

に
そ
れ
ぞ
れ
収
録
さ
れ
る
。 

 

⑷
恒
沙
【
慈
云
殑
伽
河
神
名
。
河
從
神
稱
。
見
歹
部
】<

0
2
7
-
41
> 

⑸
恒
沙
【
中
云
胡
登
反
・
慈
云
殑
伽
河
神
名
。
河
從
神
稱
。
此
河
具
五
義
諸
經
多

寄
爲
喩
。
】<

2
5
1
-
62
> 

 ⑷
と
⑸
の
注
文
を
見
る
と
、
慈
恩
撰
書
か
ら
の
注
文
「
殑
伽
河
神
名
。
河
從
神
稱
」

が
重
複
す
る
。
⑸
は
「
恒
」
の
音
注
を
備
え
る
。
一
方
、
⑷
の
ば
あ
い
は
、
隣
の
項
目

に
「
沙
」
の
音
注
と
意
味
注
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
重

複
す
る
内
容
は
省
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
熟
語
の
掲
出

語
を
持
つ
材
料
を
部
首
分
類
体
に
並
べ
直
す
こ
と
の
難
し
さ
が

推
し
量
ら
れ
る
例
で
あ
る
。 

【
表
一-

２
】
は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
現
存
部
分
に
お
け
る
掲

出
語
の
形
態
的
な
分
類
を
部
首
ご
と
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
単
字
の
掲
出
語
を
採
る
ば
あ
い(

単
字)

と
、
二
字
以
上

の
掲
出
語
を
採
る
ば
あ
い(

複
数
字)

に
分
け
た
結
果
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
部
首
で
も
複
数
字
の
ほ
う
が
単
字
を
二
倍
以
上
上
回

【表一-２】図書寮本名義抄の各部首と 

掲出語の形態 

部首 頁(注) 項目 単字 複数字 

水 61  664  174(26%) 490(74%) 

冫 5  57  11(19%) 46(81%) 

言 32  349  86(25%) 263(75%) 

足 20  216  45(21%) 171(79%) 

立 6  54  14(26%) 40(74%) 

豆 3  34  7(21%) 27(79%) 

卜 5  64  19(30%) 45(70%) 

山 11  126  45(36%) 81(64%) 

石 11  135  46(34%) 89(66%) 

玉 13  140  38(27%) 102(73%) 

邑 15  151  29(19%) 122(81%) 

阜 26  250  46(18%) 204(82%) 

土 23  262  81(31%) 181(69%) 

心 41  456  115(25%) 341(75%) 

巾 10  104  29(28%) 75(72%) 

糸 40  415  107(26%) 308(74%) 

衣 18  198  56(28%) 142(72%) 

合計 340  3675  948(26%) 2727(74%) 

注：勉誠社覆製本(1969年刊)の頁による 
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り
、
大
き
な
格
差
が
確
認
さ
れ
る
。
複
数
字
の
掲
出
語
は
、
全
体
三
六
七
五
項
目(

注

二
〇)

の
お
よ
そ
四
分
の
三
に
近
い
二
七
二
七
例
に
の
ぼ
り
、
単
字
を
採
る
例
は
四
分
の

一
ぐ
ら
い
に
過
ぎ
な
い
。 

部
首
ご
と
に
検
討
す
る
と
、
複
数
字
の
割
合
が
特
に
高
い
部
首
は
、

冫
・
足
・
豆
・
邑
・
阜
部
で
あ
る
。
最
も
割
合
が
高
い
阜
部
の
ば
あ
い
は
、
そ
の
原
因

と
し
て
「
阿
弥
陀
・
阿
羅
漢
・
阿
闍
梨
・
佛
陀
」
な
ど
の
梵
語
訳
語
に
頻
用
さ
れ
る

「
阿
」
「
陀
」
な
ど
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
「
阿
」
の
ば
あ
い
は
阜
部
の

冒
頭
八
頁(

一
八
六
～
一
九
三
頁)

に
わ
た
っ
て
連
な
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る(

注
二
一)

。

足
・
邑
部
に
対
し
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
が
、
冫
部
と
豆
部
に
関
し
て
は
こ
れ
と

は
違
う
理
由
が
考
え
ら
れ
る(

後
述)

。 

そ
れ
に
対
し
て
、
単
字
掲
出
語
が
比
較
的
に
多
い
部
首
と
し
て
は

卜
・
山
・
石
・
土
部
が
あ
る
が
、
最
大
で
も
四
割
は
超
え
な
い
。
い
ず
れ

の
部
首
も
具
体
的
な
物
名
を
単
字
で
表
す
も
の
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。 

 

二 

複
数
字
掲
出
語
の
更
な
る
分
類 

複
数
字
の
掲
出
語
を
詳
し
く
検
討
す
る
と
、
そ
の
中
に
は
次
の
よ
う
な

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。 

 

⑹
訓
詁
【
應
云
吁
運
反
ー
導
也
教
也
誡
也
・
中
云
誨
也
・
眞
云
言
ー
也
試

也
・
東
云
赦
也
注
解
也
以
善
言
ー
男
女
也
。
又
男
曰
敎
女
曰
ー
也
。

議
也
從
也
。
ヲ
シ
フ
詩 

・
下
音
故
・
弘
云
釋
ー
也
・
應
云
又
音
古
訓
古

言
也
訓
導
也
釋
也
・
東
云
古
今
異
辭
訓
古
言
又
姑
戸
反
俗
音
古
非
訓
也

故
古
也
。
】<

0
7
6
-
62

> 

⑺
大
豆
【
順
云
一
名
菽
〈
音
叔
〉
和
名
万
米
】<

1
2
8
-
1
2> 

⑻
阿
彌
陀
【
應
云
此
言
無
量
壽
・
慈
曰
ー
弭
多
那
庾
沙
云
無
量
壽
。
】<

1
8
6
-
43
>
 

⑼
慈
氏
【
域
曰
梅
呾
麗
邪
唐
言
慈
卽
姓
也
舊
曰
彌
勒
訛
略 

慈
云
梵
云
梅
呾
麗
耶

古
云
彌
帝
麗
或
彌
勒
皆
訛
略
也
】<

2
6
9
-3
2
> 

⑽
况
況
【
干
云
上
谷
・
中
云
許
訪
反
矧
也
。
捷
云
寒
冰
也
。
今
案
非
文
意
。
】 

<
0
6
8-
2
4> 

 ま
ず
、
⑹
と
⑺
は
漢
語
熟
語
で
、
複
数
字
の
掲
出
語
の
中
で
最
も
多
い
割
合
を
占

【表一-３】複数字掲出語の細部分類 

部首 漢語熟語 梵語訳語 字体掲出 計 

水 386(79%)  84(17%)  20 (4%)  490  

冫 28(61%)  1 (2%)  17(37%)  46  

言 206(78%)  51(19%)  6 (2%)  263  

足 127(74%)  42(25%)  2 (1%)  171  

立 35(88%)  3 (8%)  2 (5%)  40  

豆 26(96%)  1 (4%)  0 (0%)  27  

卜 43(96%)  1 (2%)  1 (2%)  45  

山 65(80%)  11(14%)  5 (6%)  81  

石 85(96%)  1 (1%)  3 (3%)  89  

玉 86(84%)  14(14%)  2 (2%)  102  

邑 42(34%)  76(62%)  4 (3%)  122  

阜 99(49%)  98(48%)  7 (3%)  204  

土 131(72%)  37(20%)  13 (7%)  181  

心 286(84%)  37(11%)  18 (5%)  341  

巾 66(88%)  6 (8%)  3 (4%)  75  

糸 265(86%)  36(12%)  7 (2%)  308  

衣 109(77%)  20(14%)  13 (9%)  142  

合計 2085(76%)  519(19%)  123 (5%)  2727  
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め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
注
文
を
見
る
と
、
前
者
に
は
熟
語
を
構
成
す
る
単

字
「
訓
」
「
詁
」
に
関
す
る
漢
文
注
と
和
訓
、
後
者
に
は
熟
語
「
大
豆
」
に
当
た
る
和

訓
が
引
用
さ
れ
る
。
注
文
は
辞
書
的
な
説
明
が
中
心
で
、
仏
教
の
宗
教
色
は
特
に
感

知
さ
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
⑻
と
⑼
は
梵
語
の
音
訳
お
よ
び
意
訳
語
で(

以
下
、

梵
語
訳
語)

、
仏
教
伝
来
と
仏
典
漢
訳
に
よ
っ
て
登
場
し
た
語
で
あ
る
。
そ
の
注
文
に

は
他
の
音
訳
表
記
や
意
訳
と
い
っ
た
梵
語
の
翻
訳
関
連
情
報
が
見
ら
れ
、
仏
教
色
の

濃
い
内
容
で
あ
る
。
最
後
に
⑽
の
掲
出
語
は
、
異
体
関
係
に
あ
る
二
つ
の
文
字
を
取

り
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
実
質
的
に
一
文
字
の
複
数
の
字
体
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
た
め
、
熟
語
よ
り
は
単
字
に
近
い
性
格
を
帯
び
る(

注
二
二)

。 

以
上
よ
り
複
数
字
掲
出
語
は
、
漢
語
熟
語(

⑹
・
⑺)
・
梵
語
訳
語(

⑻
・
⑼)

・
字

体
掲
出(

⑽)

の
三
種
類
に
分
類
可
能
で
あ
る
。
特
に
字
体
掲
出
の
ば
あ
い
は
実
質
的

に
単
字
の
よ
う
に
働
き
、
他
の
二
種
類
と
は
違
う
取
り
扱
い
が
必
要
で
あ
る
。
以
上

に
し
た
が
っ
て
、
各
部
首
の
複
数
字
掲
出
語
を
三
種
類
に
分
類
し
て
み
る
と
【
表
一-

３
】
の
と
お
り
で
あ
る
。 

ま
ず
、
看
取
さ
れ
る
の
は
、
漢
語
熟
語
の
高
い
割
合
で
あ
る
。
複
数
字
掲
出
語
を

取
る
全
二
七
二
七
項
目
の
う
ち
、
七
六
％
を
占
め
る
二
〇
八
五
項
目
が
漢
語
熟
語
の

掲
出
語
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
は
、
各
部
首
に
お
け
る
梵
語

訳
語
と
字
体
掲
出
の
分
布
の
ば
ら
つ
き
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
下
位
分

類
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

 

三 

漢
語
熟
語
の
ば
あ
い 

先
述
の
と
お
り
、
複
数
掲
出
語
の
八
割
近
く
を
占
め
る
類
型
で
あ
る
。
こ
の
類
型

は
梵
語
訳
語
と
字
体
掲
出
と
い
う
数
少
な
い
要
素
を
選
別
し
た
あ
と
の
も
の
と
い
う

側
面
が
強
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
こ
の
類
型
に
属
す
る
掲
出
語
に
つ
い
て
は
更
な

る
検
討
に
よ
る
細
分
類
の
余
地
も
あ
る
。 

【
表
一-

３
】
に
示
さ
れ
た
各
分
類
に
お
け
る
分
布
を
見
る
と
、
豆
・
卜
・
石
・
巾

部
は
総
体
的
に
漢
語
熟
語
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
特
に
豆
部
に
は
漢
語

熟
語
に
分
類
さ
れ
た
掲
出
語
の
中
に
次
の
よ
う
に
、
「
豆
」
の
種
類
を
表
す
語
が
連

な
る
。 

 

豆
部 大

豆<
1
28

-
12
>

、
烏
豆<1

2
8-1

4
>

、
䴏
豆<1

2
8-

2
2>

、
珂
孚
豆<

1
2
8-

2
4>

、 

大
角
豆<

1
2
8
-
3
2>

、
白
角
豆<

1
2
8
-
3
3>

、
赤
小
豆<

1
2
8
-
4
2
>

、
黑
小
豆<

1
2
8
-
44
>

、

紫
小
豆<

1
2
8
-
5
1>

、
黃
小
豆<

1
2
8
-
5
2>

、
綠
小
豆<

1
2
8
-
5
3
>

、
野
豆<

1
2
8
-5
4
>

、

篇
豆<

1
2
8
-
6
1
>

、
天
豆<

1
2
8
-
6
4
>

、
澡
豆<

1
2
8
-
7
2
>

、
鹿
豆<

1
2
8
-
73
>

、 

斑
豆<

1
2
9
-
1
1
>

、
巴
豆<

1
2
9
-
1
3
>

、
宛
豆<

1
2
9
-
1
4
>

、
𧯡
豆<

1
2
9
-
21
>

、 

豌
豆<

1
2
9
-
22
>

、
䝀
豆<

1
3
0-

12
>

、
䝁
豆<

1
3
0
-1
3
> 

 部
首
内
の
全
三
四
項
目
の
う
ち
、
複
数
字
掲
出
語
を
持
つ
項
目
は
二
七
例
で
あ
る
。

そ
の
中
で
二
二
例
が
豆
の
名
称
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
一
二
項
目
に
は
倭
名
抄
か
ら

の
万
葉
仮
名
和
訓
の
み
収
録
し
、
倭
名
抄
か
ら
掲
出
語
と
注
文
、
両
方
採
り
入
れ
ら

れ
た
よ
う
な
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
部
首
の
特
性
上
、
「
豆
」
が
入
る
物
名
が
立
項
さ
れ
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た
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
辞
書
類
か
ら
ま
と
ま
っ
た
量
の
項
目
を
こ
の
よ
う
に
取

り
入
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
同
じ
よ
う
な
様
相
は
石
部
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。 

 

石
部 石

鐘
乳<

1
47

-
24>

、
慈
石<1

47
-
3
2>

、
礠
石<

14
7
-3
4>

、
玄
石<

1
4
7-

4
3>

、 

絡
石<

1
4
7
-
5
1
>

、
領
石<

1
4
7
-
5
2
>

、
石
衣<

1
4
7
-
5
3
>

、
石
髮<

1
4
7
-
54
>

、 

敷
石<

1
47

-
61
>

、
桃
花
石<1

47
-
6
3>

、
浮
石<

14
7
-6
4>

、
礬
石<

1
4
7-

7
1>

、 

磐
戸<

1
4
8
-
1
4
>

、
常
磐<

1
4
8
-
2
1
>

、
堅
磐<

1
4
8
-
2
2
>

、
増
磐<

1
4
8
-
23
>

、 

石
流
黃<

1
4
8
-
2
4>

、
石
流
黃
蓋<

1
4
8
-3
2
>

、
圍
碁<

1
4
8
-4
2
>

、
碁
子<

1
4
8
-5
3
>

、

碁
局<

1
4
8
-
6
2
>

、
彈
碁<

1
4
8
-
6
4
>

、
礛
䃴<

1
4
9
-
4
1
>

、
荒
砥<
1
4
9
-
43
>

、 

直
砥<

1
4
9
-
44
> 

 各
項
目
の
注
文
は
倭
名
抄
や
『
文
選
』
な
ど
か
ら
収
録
さ
れ
た
万
葉
仮
名
・
片
仮

名
和
訓
が
中
心
で
、
掲
出
語
も
倭
名
抄
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

四 

梵
語
訳
語
の
ば
あ
い 

梵
語
訳
語
の
ば
あ
い
、
水
・
言
・
足
・
邑
・
阜
・
土
・
心
・
糸
・
衣
部
に
集
中
し
、

特
に
邑
部
で
は
漢
語
熟
語
の
二
倍
と
な
り
、
か
な
り
特
殊
な
様
相
を
呈
す
る
。
阜
部

は
漢
語
熟
語
と
梵
語
熟
語
と
が
ほ
ぼ
同
じ
割
合
を
占
め
る
。
全
体
的
に
漢
語
熟
語
が

多
数
を
占
め
る
中
で
両
部
首
の
こ
の
よ
う
な
様
相
は
異
例
と
い
え
る
。
邑
部
と
阜
部

に
お
け
る
梵
語
訳
語
掲
出
語
の
主
要
な
も
の
を
ま
と
め
て
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ

る
。  

邑
部 

【
那
】
憍
陳
那<

1
7
1
-
4
3
>

、
解
憍
陳
那<

1
7
1
-
5
3>

、
刧
賓
那<

1
7
1
-
61
>

、
摩
訶
迦

多
衍
那<

1
7
1
-
7
1>

、
大
迦
多
衍
那<

1
7
2
-2
4
>

、
刹
那<

1
72

-
34
>

、
毗
盧
舎

那<
1
7
2
-5
1
>

、
盧
舎
那<

1
7
2-

53
>

、
那
爛
陀
僧
伽
藍<

1
7
2
-
74
>

、
那
提
迦

葉

<
1
7
3
-1
3>

、

那

伽

室

利

<
1
7
3
-2
2>

、

安

繕

那

<
1
7
3
-2
4
>

、 

阿
履
那<

1
7
3
-3
2>

、
首
訶
既
那
天<

1
7
3-

3
4>

、
那
提
乾
天<1

7
3
-4
2>

、 

那

羅

延<
1
7
3-

4
4>

、

諾

健

那<
1
7
3-

5
2>

、

那

地

迦<
1
73

-
5
4>

、 

踰

繕

那<
1
7
3-

6
2>

、

那

婆

摩

利<
1
7
3-

7
2>

、

那

伽<
1
73

-
7
4>

、 

那
由
他<

1
7
4
-1
1>

、
那
迦
波
羅<

1
7
4-

1
4>

、
那
隣
羅
賓
洲<1

7
4
-2
4>

、 

那
々
比
丘<

1
7
4
-
3
4
>

、
那
延
羅
那
羅<

1
7
4
-
42
> 

【
邪
・
耶
】
毗
柰
邪<

1
7
5
-
2
2>

、
伽
耶
城<

1
7
5
-
3
1
>

、
伽
邪
迦
葉<

1
7
5
-
54
>

、 

毗
梨
耶<

1
7
6
-
1
2
>

、
薩
迦
邪
見<

1
7
6
-
14

>

、
阿
頼
邪<

1
7
6
-2
1
>

、 

阿

遮

利

邪<
1
76

-
24
>

、

憍

奢

邪<
1
7
6-

3
4>

、

維

邪<
1
76

-
4
4>

、 

邪
維<

1
7
6
-
54
>

、
邪
旬<

1
7
6
-6

2>

、
邪
舎<

1
7
6
-
6
3>

、
邪
輸
伽<

1
7
6
-
64
>

、 

邪
若
達<

1
7
7
-
1
1>

、
跋
邪<

1
7
7-

2
1
>

、
跋
邪<

1
77

-
22
> 

【
鄔
】
鄔
波
柁
邪<

1
7
7
-
2
3>

、
鄔
波
弟
鑠
論<

1
7
7
-
4
3>

、
鄔
波
索
迦<

1
7
7
-5
1
>

、

鄔
波
斯
迦<

1
7
7
-
7
1
>

、
鄔
波
尼
殺
曇
分<

1
7
8
-
2
2>

、
鄔
波
婆
娑<

1
7
8
-3
3
>

、

世
羅
鄔
波<

1
7
8
-
4
2
>

、
鄔
魯
々
々
罰
底
迦<

1
7
8
-
4
4
>

、
鄔
柁
南<1

7
8
-5
3
>

、

鄔
陀
夷<

1
7
8
-
6
2>

、
鄔
波
離<

1
8
0
-
43
> 

【
部
】
部
多<

1
7
9
-
22
>

、
部
多
奴
悉
没
栗
底<

1
7
9
-
24
> 

【
郁
】
郁
多<

1
8
0
-
23
>

、
郁
鳩<

1
8
0-

3
2>

、
郁
枳<

1
8
0
-3
3
> 

【
邠
】
邠
坻<

1
8
2
-
1
4>

、
邠
耨
文
陀
尼
子<

1
8
2
-
32
>

、
邠
耨
文
陀
弗<

1
8
2
-4
3
>

、

邠
祁
文
陀
弗<

1
8
2
-
51
>

、
林
邠<

1
8
2-

5
4> 

【
郵
】
沙
郵<

1
8
3
-
23
>

、
郵
樓
多<

1
8
3
-2
4
>

、
郵
婆<

1
83

-
33
> 

【
郅
】
郅
祢<

1
8
5
-
21
>

、
呵
郅<

1
8
5-

2
2> 
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阜
部 

【
阿
】
阿
彌
陀<

1
8
6
-
43
>

、
阿
羅
漢<

1
8
6
-
6
4
>

、
阿
毗
曇<

1
8
6
-
74
>

、 
阿
毗
達
磨
藏<

1
8
7
-2
1>

、
阿
僧
企
邪<

1
8
7
-2
3>

、
阿
僧
祇<1

8
7
-3
4>

、 
阿
摩
勒
果<

1
8
7
-
4
2
>

、
阿
摩
羅
菓<

1
8
7
-
5
1
>

、
阿
輸
迦<

1
8
7
-
53
>

、 

阿
育
王<

1
8
7
-
6
3
>

、
阿
若
憍
如<

1
8
7
-
64
>

、
阿
難
陀<

1
8
7
-7
1
>

、 

阿
含<

1
8
8
-
12
>

、
阿
笈
摩<

1
8
8
-2
1
>

、
阿
會
亘
脩
天<

1
8
8
-
22
>

、 

阿
利
邪<

1
8
8
-
2
4
>

、
阿
練
若
處<

1
8
8
-
32
>

、
阿
蘭
拏<

1
8
8
-5
4
>

、 

阿

蘭

那<
1
8
8-

6
4>

、

阿

蘭

若<
1
8
8-

7
3>

、

阿

須

倫<
1
89

-
1
3>

、 

阿
脩
羅<

1
8
9
-
24
>

、
阿
素
洛<

1
8
9-

3
1
>

、
阿
那
婆
荅
多<

1
8
9
-
33
>

、 

阿
泥
律
陀<

1
8
9
-4
1>

、
阿
㝹
樓
陀<

1
8
9-

5
4>

、
阿
泥
盧
豆<1
8
9
-6
1>

、 

阿
那
律<

1
8
9
-
6
2
>

、
阿
奴
律
陀<

1
8
9
-
63
>

、
阿
世
邪<

1
8
9
-7
1
>

、 

阿
掲
陀
藥<

1
8
9
-7
3>

、
阿
闡
底
迦<

1
9
0-

1
2>

、
阿
顛
底
迦<1

9
0
-2
3>

、 

阿
提
目
多
伽<

1
9
0
-
3
1>

、
阿
祇
利<

1
9
0
-
3
3
>
、
阿
迦
花<

1
9
0
-
42
>

、 

阿
泥
律<

1
9
0
-
44
>

、
阿
跋
摩
羅<

1
9
0
-
54
>

、
阿
梨
樹
枝<

1
9
0
-
63
>

、 

阿
逸
多<

1
9
0
-
71
>

、
阿
氏
多<

1
9
0-

7
3
>

、
多
陀
阿
伽
度<

1
9
1
-
13
>

、 

阿
羅
訶
三
藐<

1
9
1
-
2
1>

、
三
佛
陀<

1
9
1
-
2
3
>

、
阿
闍
梨<

1
9
1
-
31
>

、 

阿

素

羅<
1
9
1-

4
3>

、

阿

闍

世

王<
1
9
1-

6
1>

、

阿

耨<
1
91

-
7
1>

、 

阿
摩
羅
菓<

1
9
1
-7
2>

、
阿
浮
呵
那<

1
9
1-

7
4>

、
阿
難
賓
坻<1

9
2
-1
3>

、 

阿
夷<

1
9
2
-
3
1
>

、
阿
闍
貰<

1
9
2
-
34
>

、
阿
夷
羅
婆
提
河<

1
9
2
-
42
>

、 

阿
耨
大
泉<

1
9
2
-
4
4>

、
阿
利
羅
跋
提
河<

1
9
2
-
5
3
>

、
阿
濕
卑<

1
9
2
-
64
>

、

阿
那
般
那
三
昧<

1
9
2
-
7
3>

、
阿
喩
訶
涅
喩
訶<

1
9
3
-
14
>

、
辛
阿<1

9
3
-2
4
>

、

阿
邏
荼
迦
羅
摩
子<

1
9
3
-
4
2
>

、
阿
鼻
至<

1
9
5
-
2
3
>

、
阿
鼻
旨<

1
9
5
-
31
>

、

阿
迦
尼<

1
9
5
-
3
4>

、
阿
伽<

1
9
5-

4
2
>

、
阿
惟
顔<

1
9
5
-4
4
>

、
阿
僧
伽<

2
0
4
-

5
1
>

、
陳
那
菩
薩<2

0
4-

5
3>

、
邜
붓<

2
0
4-

6
4>

、
防
那<

20
7
-
52
>

、 

阿
死
羅
摩
登
祇
旃
荼<

2
0
9
-
11
> 

【
陀
】
佛
陀<

1
8
6
-
5
4
>

、
周
陀<

1
8
6-

6
1
>

、
薩
陀<

1
8
6-

6
2
>

、
薩
陀<

1
9
3
-
5
4>

、

路
伽
邪
陀<

1
9
3
-
6
2
>

、
逆
路
伽
邪
陀<

1
9
3
-
74
>

、
頭
陀<

1
9
4
-
21
>

、 

難
陀<

1
9
4
-
41
>

、
孫
陀
羅
難
陀<

1
9
4
-
43
>

、
跋
難
陀<

1
9
4
-5
3
>

、 

伽
陀<

1
9
4
-
61
>

、
周
陀<

1
9
4
-6

3>

、
莎
伽
陀<

1
9
4
-
7
1
>

、
諾
瞿
陀<

1
9
4-
7
4>

、

帝
陀
羅<

1
9
5
-
2
1
>

、
拘
某
陀
華<

1
9
5
-
53
>

、
倶
某
陀<

1
9
5
-6
1
>

、 

沙
門
拘
羅
那
陀<

1
9
5
-7
3
>

、
婆
羅
末
陀<

1
9
6
-1
1>

、
佛
陀<2

0
3
-7
4>

、 

難
陀<

2
0
4
-
11
>

、
跋
難
陀<

2
0
4-

1
2
> 

 
 

邑
部
は
「
那
・
邪
・
耶
・
鄔
」
の
四
字
、
阜
部
は
「
阿
・
陀
」
僅
か
二
字
に
偏
重
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
他
に
梵
語
訳
語
が
多
く
分
布
す
る
部
首
を
見
る
と
、
水
部

の
「
波
・
洛
・
泥
・
沙
・
須
」
、
言
部
の
「
訶
・
譚
・
諾
・
謣
・
讖
」
、
足
部
で
は

「
跋
」
、
玉
部
の
「
璃
・
珊
」
、
土
部
の
「
坻
」
、
心
部
の
「
怛
・
憍
・
恀
」
と
い
っ

た
梵
語
音
訳
語
に
頻
用
さ
れ
る
字
に
同
様
の
集
中
が
見
ら
れ
る
。 

一
方
、
山
部
の
「
山
」
、
土
部
の
「
城
」
、
衣
部
の
「
衣
」
は
、
西
域
の
地
名
や
物

名
な
ど
の
翻
訳
の
際
に
意
訳
さ
れ
る
部
分
に
現
れ
る
用
字
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
仏
教

色
の
強
い
語
彙
で
あ
る
の
は
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
一
覧
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

水
部 

【
江
・
池
】
獼
猴
江<

0
0
6
-
42

>

、
獼
猴
池<

0
0
7
-
5
2
>

、
無
熱
惱
池<

0
6
2
-5
3
> 

 

山
部 

【
山
】
十
寳
山<

1
3
5
-7
2>

、
前
正
覺
山<

1
3
6
-1
3>

、
鷲
峯
山<

1
3
6
-2
2>

、 

靈
鷲
山<

1
3
6-

4
4>

、
前
正
覺
山<

1
4
5-

5
1>

、
鷲
峯
山<

14
5
-
61
>

、 
鷄
足
山<

1
4
5
-
6
4> 
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土
部 

【
城
】
王
舎
城<

2
1
7
-
3
2>

、
上
茅
城<

2
1
7
-
42

>

、
廣
嚴
城<

2
1
7-

4
4
> 

 

衣
部 

【
衣
】
欽
婆
羅
衣<

3
2
8
-6
4>

、
蒭
摩
衣<

3
28

-
71
>

、
懺
摩
衣<

3
2
8-

7
2>

、 

扇
那
衣<

3
2
8-

7
4>

、
翅
夷
羅
衣<

3
2
9-

1
1>

、
鳩
夷
羅
衣<

3
29

-
1
3>

、 

懺
羅
鉢
尼
衣<

3
2
9
-
2
1
>

、
憍
奢
邪
衣<

3
2
9
-
3
1
>

、
蒭
摩
衣<

3
2
9
-
3
3
>

、 

頷
鉢
羅
衣<

3
2
9
-
3
4
>

、
褐
剌
縭
衣<

3
2
9
-4
2
>

、 

 こ
れ
ら
の
掲
出
語
の
出
自
は
仏
典
音
義
類
を
は
じ
め
と
す
る
仏
教
関
連
書
籍
に
し

か
考
え
ら
れ
な
い(

注
二
三)

。
梵
語
訳
語
は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
掲
出
語
採
録
に
お
け
る

仏
典
音
義
類
の
影
響
を
見
る
一
つ
の
指
標
と
し
て
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

五 

字
体
掲
出
の
ば
あ
い 

も
う
一
つ
、
字
体
掲
出
に
関
し
て
は
、
水
・
冫
・
土
・
心
・
衣
部
に
集
中
す
る
。
特

に
冫
部
で
は
僅
か
四
六
項
目
の
複
数
字
掲
出
語
の
う
ち
、
一
七
項
目
が
字
体
掲
出
で

あ
る
。
そ
の
字
体
掲
出
語
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

冫
部 

氷
冰<

0
6
5
-
1
3
>

、
决
決<

0
6
5
-7
2
>

、
凍
涷<

0
6
6
-
2
1
>

、
淩
凌<

0
6
6-

3
3
>

、 

溤
馮<
0
6
6
-
6
2
>

、
凘
澌<

0
6
6
-6
3
>

、
凉
涼<

0
6
6
-
7
3
>

、
冷
泠<

0
6
7-

2
3
>

、 

准
準<

0
6
7
-
5
3
>

、
㓇
沃<

0
6
7
-6
2
>

、
潔
㓗<

0
6
7
-
6
3
>

、
彫
凋<

0
6
7-

7
2
>

、 

𠗦
憑<

0
6
8
-
1
4
>

、
减
減<

0
6
8
-2
2
>

、
㓕
滅<

0
6
8-

2
3
>

、
况
況<

0
6
8-

2
4
>

、 

將
将<

0
6
8
-
44
> 

字
体
掲
出
を
複
数
字
掲
出
語
か
ら
離
し
て
、
単
字
掲
出
語
に
準
ず
る
も
の
と
し
て

扱
う
ば
あ
い
、
冫
部
に
お
け
る
単
字
掲
出
語
と
複
数
字
掲
出
語
の
割
合
は
、
一
九
％

対
八
一
％
か
ら
、
四
九
％
対
五
一
％
と
な
る
。
他
の
部
首
と
比
べ
て
特
殊
な
現
象
で

あ
る
。 

「
將
将<

0
68
-
4
4
>

」
を
除
く
一
六
例
は
、
い
ず
れ
も
「
冫
」
と
「
氵
」
の
微
細
な
違

い
に
よ
る
類
形
別
字
・
異
形
同
字
の
混
同
を
弁
別
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
冫
部
が
抱
え
る
字
形
上
の
問
題
に
よ
る
現
象
で
あ
る
。そ
し
て
、「
將
将<

0
6
8-
4
4
>

」

以
外
の
項
目
に
は
『
干
禄
字
書
』
か
ら
の
引
文
を
収
録
し
、
そ
の
掲
出
語
も
同
書
に

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
『
干
禄
字
書
』
は
辞
書
類
に
分
類
さ
れ
る
出
典
で
、
そ
の
掲

出
語
の
出
自
と
注
文
の
内
容
を
見
る
限
り
、
仏
教
色
は
特
に
見
ら
れ
な
い
。 

本
節
で
は
掲
出
語
に
関
し
て
、
単
字
と
複
数
字
と
い
っ
た
形
態
的
分
類
を
行
っ
た
。

そ
し
て
、
後
者
に
対
し
て
は
さ
ら
に
そ
の
性
質
を
検
討
し
、
漢
語
熟
語
・
梵
語
訳
語
・
字

体
掲
出
の
三
種
に
分
け
た
。
複
数
字
の
中
で
中
で
字
体
掲
出
に
関
し
て
は
、
他
の
二

種
類
と
は
違
い
、
辞
書
編
纂
の
材
料
と
し
て
単
字
に
準
ず
る
も
の
に
分
類
す
る
の
が

妥
当
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
掲
出
語
は
そ
の
語
内
容
に
よ
っ
て
、

単
字
及
び
字
体
掲
出
と
、
漢
語
熟
語
お
よ
び
梵
語
訳
語
と
に
再
分
類
を
で
き
る
。
前

者
を
「
一
字
掲
出
語
」
、
後
者
を
「
熟
語
掲
出
語
」
と
呼
ぶ
。
以
上
の
検
討
に
よ
る

と
、
仏
典
音
義
類
お
よ
び
辞
書
類
と
、
掲
出
語
の
各
類
型
と
の
間
の
連
関
性
は
、
「
一

字
掲
出
語
と
辞
書
類
」
、
「
熟
語
掲
出
語
と
仏
典
音
義
類
」
の
間
に
よ
り
強
く
働
い

て
い
る
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。 
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第
四
節 

注
文
に
お
け
る
編
纂
材
料 

一 
注
文
の
出
典
注
記 

前
節
で
は
掲
出
語
に
お
け
る
材
料
利
用
が
仏
典
音
義
か
ら
の
熟
語
を
中
心
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
そ
こ
で
は
掲
出
語
の
み
な
ら
ず
注
文
を
と
も
に
引
用
す

る
こ
と
が
多
い
。
本
節
で
は
そ
の
注
文
に
お
け
る
材
料
採
録
の
実
態
に
つ
い
て
仏
典

音
義
類
と
辞
書
類
と
い
っ
た
出
典
種
類
の
利
用
状
況
を
中
心
に
検
討
す
る
。 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
注
文
に
は
、
引
用
出
典
の
注
記
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
基
に
本

辞
書
の
編
纂
に
お
け
る
出
典
利
用
の
実
態
を
掴
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
本
節
で
は
、

図
書
寮
本
名
義
抄
の
注
文
に
見
ら
れ
る
出
典
注
記
に
対
し
て
、
橋
本(

一
九
五
一)

と

池
田(

二
〇
〇
一)

と
い
っ
た
図
書
寮
本
名
義
抄
の
出
典
索
引
、
そ
し
て
、
吉
田(

一
九

五
四
ａ
・
ｂ
・
一
九
五
五
ｂ)

の
出
典
考
証
を
手
が
か
り
に
し
て
、
内
典
・
外
典
・
訓

点
本
の
三
分
類
を
行
っ
た
。
そ
の
概
略
を
次
に
示
す
。 

 

総
項
目
数
―
―
三
六
七
五
項 

出
典
条
数
―
―
八
九
二
三
条
（
直
接
：
八
一
六
八
条
、
間
接
：
七
五
五
条
） 

仏
典
音
義
類
―
三
七
八
三
（
直
接
：
三
三
三
六
条
、
間
接
：
四
四
七
条
） 

辞
書
類
―
―
―
三
四
二
八
（
直
接
：
三
一
五
七
条
、
間
接
：
二
七
一
条
） 

訓
点
本
―
―
―
―
六
一
一(

注
二
四) 

無
注
記
―
―
―
一
〇
八
四 

未
詳
―
―
―
―
―
―
一
七
（
直
接
：
一
〇
条
、
間
接
：
七
条
） 

 こ
れ
に
基
づ
い
て
、
全
三
六
七
五
項
目
に
お
け
る
仏
典
音
義
類
と
辞
書
類
の
引
用

状
況
を
検
討
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
引
用
状
況
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

①
仏
典
音
義
類
○
、
辞
書
類×

…
…
…
一
三
七
六(

三
七
％)

 

②
仏
典
音
義
類
○
、
辞
書
類
○
…
…
…
一
〇
三
〇(

二
八
％)

 

③
仏
典
音
義
類×

、
辞
書
類
○
…
…
…
…
八
五
七(

二
三
％)

 

④
仏
典
音
義
類×

、
辞
書
類×

…
…
…
…
四
一
二(

一
一
％)

 

 
 

計
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
六
七
五 

 仏
典
音
義
類
ま
た
は
辞
書
類
を
含
む
項
目
は
全
体
項
目
の
九
割
に
の
ぼ
り
、
仏
典

音
義
類
を
含
む(

①+

②)

だ
け
で
も
六
五
％
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
仏
典
音
義
類
ま
た
は

辞
書
類
を
含
む
三
二
六
三
項
目
に
お
け
る
収
録
現
状
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

(Ａ)
仏
典
音
義
類
を
含
む(

①
＋
②)

…
…
…
…
二
四
〇
六(

六
五
％)

 

 
 

・
辞
書
類
は
収
録
せ
ず(

①)

…
…
…
…
…
…
一
三
七
六(

三
七
％)

 

 
 

・
辞
書
類
と
共
に
収
録(

②)

…
…
…
…
…
…
一
〇
三
〇(

二
八
％)

 

(Ｂ)
辞
書
類
を
含
む(

②
＋
③)

…
…
…
…
…
…
一
八
八
七(

五
一
％)

 

 
 

・
仏
典
音
義
類
は
収
録
せ
ず(

③)

…
…
…
…
…
八
五
七(

二
三
％)

 

 
 

・
仏
典
音
義
類
と
共
に
収
録(

②)

…
…
…
…
一
〇
三
〇(

二
八
％)

 

 先
に
述
べ
た
仏
典
音
義
類
を
含
む
項
目(

(Ａ)
＝
①+

②)

は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
六

五
％
の
項
目
に
含
ま
れ
、
辞
書
類
を
含
む
項
目(

(Ｂ)
＝
②+

③)

の
五
一
％
を
上
回
る
。

し
か
し
、
そ
の
格
差
が
大
き
い
と
ま
で
は
言
い
難
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
布

の
詳
細
を
見
る
と
、
そ
の
様
相
に
違
い
が
見
え
て
く
る
。 
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(Ａ)
の
う
ち
、
辞
書
類
を
収
録
し
な
い
項
目(

①)

は
共
に
収
録
す
る
項
目(

②)

よ
り

多
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
(Ｂ)
は
、
仏
典
音
義
類
を
収
録
し
な
い
項
目(

③)

が
共
に
収

録
す
る
項
目(
②)
を
下
回
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
典
音
義
類
は
辞
書
類
な
し
に
収
録
さ

れ
る
傾
向
が
よ
り
強
い
が
、
辞
書
類
の
ば
あ
い
は
仏
典
音
義
類
と
と
も
に
収
録
さ
れ

る
傾
向
が
よ
り
多
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
仏
典
音
義
類
」
が
優
先
さ
れ
、
そ
の
隙

間
を
「
辞
書
類
」
に
よ
っ
て
補
強
す
る
と
い
う
方
針
が
働
い
た
結
果
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
池
田(

一
九
九
一
ｂ
：
一
五)

の
次
の
よ
う
な
推
論
の
妥
当
性

を
統
計
的
に
裏
付
け
る
こ
と
と
も
な
る
。 

 

名
義
抄
の
撰
者
は
、
玄
応
音
義
に
よ
っ
て
提
出
項
と
注
文
を
採
録
し
た
後
、
注
文

は
玄
応
音
義
よ
り
篆
隷
万
象
名
義
を
優
先
す
る
と
い
う
出
典
の
採
録
序
列
に
従
っ

て
篆
隷
万
象
名
義
か
ら
注
文
を
増
訂
し
て
行
く
方
針
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 し
か
し
、
二
三
％
―
二
八
％
―
三
七
％
、
そ
れ
ぞ
れ
五
％
、
九
％
ぐ
ら
い
の
差
で

あ
ま
り
大
き
な
傾
向
の
違
い
と
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
前
節
で
検
討
し

た
掲
出
語
の
類
型
と
の
対
応
関
係
に
よ
っ
て
よ
り
詳
細
な
検
討
を
進
め
る
。 

 

二 

掲
出
語
形
態
と
の
関
連 

注
文
の
編
纂
材
料
と
、
掲
出
語
の
形
態
と
の
対
応
関
係
を
【
表
一-

４
】
に
ま
と
め

た
。
前
節
で
仏
典
音
義
類
か
ら
の
影
響
が
相
対
的
に
強
い
と
さ
れ
た
「
熟
語
掲
出
語
」

と
、
そ
の
よ
う
な
影
響
が
比
較
的
に
強
く
な
い
「
一
字
掲
出
語
」
と
に
分
け
た
。 

【
表
一-

４
】
を
注
文
材
料
の
出
典
と
し
て
仏
典
音
義
類
と
辞
書
類
を
基
準
に
読
み

解
く
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

仏
典
音
義
類
か
ら
注
文
を
引
い
て
い
る
二
四
〇
六
項
目(

(Ａ))

の
う
ち
、
一
字
掲
出

語
は
三
九
〇
項
目
で
一
割
強
に
過
ぎ
ず
、
九
割
近
く
が
熟
語
掲
出
語
を
採
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
辞
書
類
の
注
文
を
引
用
す
る
項
目(

(Ｂ))

に
お
い
て
は
、
熟
語
掲
出
語
を

採
る
も
の
が
半
数
以
上(

五
四
％)

を
占
め
る
も
の
の
、
一
字
掲
出
語
を
採
る
項
目
と

の
差
は
大
き
く
な
い
。
す
な
わ
ち
、
仏
典
音
義
類
か
ら
引
用
し
た
注
文
は
熟
語
掲
出

語
に
著
し
く
偏
重
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
辞
書
類
か
ら
引
用
し
た
注
文
の
分

布
は
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
相
対
的
に
弱
い
。 

辞
書
類
と
仏
典
音
義
類
と
が
共
存
す
る
一
〇
三
〇
項
目(

②)

を
除
い
て
み
る
と
、

こ
の
よ
う
な
傾
向
性
の
違
い
は
一
層
大
き
く
な
る
。
仏
典
音
義
の
注
文
を
引
く
が
、

辞
書
類
の
注
文
は
引
か
な
い
項
目(

①)

の
ば
あ
い
、
単
字
掲
出
語
と
複
数
字
掲
出
語

の
割
合
の
差
は
、
八
％
と
九
二
％
で
更
に
開
く
。
一
方
、
辞
書
類
の
注
文
を
採
る
が

仏
典
音
義
類
の
注
文
は
採
ら
な
い
項
目(

③)

で
は
、
逆
転
し
て
一
字
掲
出
語
が
六
九
％

を
占
め
、
三
一
％
の
熟
語
掲
出
語
を
大
き
く
上
回
る
。
こ
れ
は
「
仏
典
音
義
類
―
熟

語
掲
出
語
」
、
「
辞
書
類
―
一
字
掲
出
語
」
と
い
っ
た
あ
る
種
の
相
関
関
係
を
類
推

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。 

続
い
て
、
【
表
一-

４
】
を
掲
出
語
形
態
か
ら
読
み
解
い
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。 
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単
字
掲
出
語
の
ば
あ
い
、
全
八
六
〇
項
目
の
半
分
以
上
が
辞
書
類
の
み(

③
、
四
九

四
項
目)

に
集
中
さ
れ
、
共
存(

②
、
二
七
三
項
目)

と
音
義
類
の
み(

①
、
九
三
項
目)

の
順
で
分
布
が
急
激
に
減
る
。
辞
書
類
の
み
引
用
す
る
項
目
を
見
る
と
、
次
の
よ
う

に
万
象
名
義
を
は
じ
め
と
す
る
字
音
・
意
味
の
注
を
併
せ
て
持
つ
辞
書
か
ら
の
引
用

で
あ
る
。 

 

譚
【
弘
云
徒
耽
反
着
也
詭
也
誕
也
。
・
東
云
國
也
。
又
《
上
》
。
・
季
云
之
豆
加

尓
須
】<

0
8
0
-
6
3> 

 

一
方
、
音
義
類
の
み
引
用
す
る
単
字
掲
出
語
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
項
目
が
多

数
見
ら
れ
る
。 

 

𣳬
【
佱
類
云
二
古
】<

0
0
4
-
62
> 

𣳴
【
類
云
俗
法
今
】<

0
0
4
-
63
> 

 い
ず
れ
も
「
法
」
の
異
体
字
を
掲
げ
る
項
目
で
あ
り
、
字
体
掲
出
語
と
立
項
目
的

を
同
じ
く
す
る
。
こ
れ
は
単
字
掲
出
語
の
典
型
的
な
形
態
と
は
言
い
難
い
特
殊
な
例

と
い
え
よ
う
。
出
典
注
記
は
「
類
」
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
郭
迻
撰
『
一
切
経
類
音

決
』
を
指
す
。
類
音
決
は
散
佚
し
た
書
で
あ
る
が
、
そ
の
体
裁
は
音
注
と
字
体
注
を

中
心
と
す
る
仏
典
音
義
類
と
推
定
さ
れ
る(

注
二
五)

。
そ
し
て
、
玄
応
音
義
、
中
算
釈
文

の
よ
う
な
巻
音
義
と
は
違
っ
て
、
字
様
書
の
よ
う
な
性
格
を
併
せ
て
持
つ
。
つ
ま
り
、

仏
典
音
義
類
の
中
で
も
特
殊
な
部
類
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
九
三
項
目
の
う

【表一-４】注文出典と掲出語形態の対応 

  
一字 熟語 

計 
単字 字体掲出 漢語熟語 梵語訳語 

音義○(A=①+②) 366(15%)  24 (1%)  1547(64%)  469(20%)  2406  

音義○辞書×(①) 93 (7%)  3 (1%)  836(60%)  444(32%)  1376  

音義○辞書○(②) 273(27%)  21 (2%)  711(69%)  25 (2%)   1030  

辞書○(B=②+③) 767(41%)  118 (6%)  974(52%)  28 (2%)  1887  

辞書○音義×(③) 494(58%)  97(11%)  263(31%)  3 (1%)  857  

辞書○音義○(②) 273(27%)  21 (2%)  711(69%)  25 (2%)  1030  

注：仏典音義類は「音義」、辞書類は「辞書」と略 
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ち
、
一
六
項
目
に
の
ぼ
る
。 

全
一
二
一
項
目
の
字
体
掲
出
語
で
は
辞
書
類(

③)

へ
の
偏
重
が
さ
ら
に
高
ま
り
、

共
存(

②)

、
仏
典
音
義
類
の
み(

①)

の
順
で
分
布
が
減
る
。
特
に
仏
典
音
義
類
の
み

の
分
布
は
次
に
示
す
僅
か
三
例
に
過
ぎ
な
い
。 

 

𣳬
灋
【
類
云
二
正
】<

0
0
4
-
61
> 

【
又
云
三
谷
】<

0
0
5
-
3
4> 

䓑
洴
【
又
云
二
谷
水
上
浮
萍
。
】<

0
5
8
-3
1
> 

 続
い
て
、
漢
語
熟
語
の
例
で
は
、
仏
典
音
義
の
み
引
用
す
る
項
目(

①
、
八
三
六)

と
、
仏
典
音
義
と
辞
書
類
を
両
方
引
用
す
る
項
目(
②
、
七
一
一)

が
大
き
な
差
も
な

く
分
布
す
る
。
一
方
、
辞
書
類
の
み
の
項
目(

③
、
二
六
三)
は
量
が
大
き
く
減
る
。

こ
の
ば
あ
い
は
、
音
義
の
み(

①)

、
両
方
引
用(

②)

の
項
目
を
見
る
と
、
玄
応
音
義
・
中

算
釈
文
と
い
っ
た
巻
音
義
類
か
ら
字
音
・
意
味
注
を
中
心
と
す
る
引
用
が
多
く
見
受

け
ら
れ
る
。
辞
書
類
の
み
の
項
目
は
次
に
示
す
一
連
の
項
目
の
よ
う
な
も
の
が
特
徴

的
で
あ
る
。 

 

天
河
【
順
云
一
名
天
漢
。
和
～
在
下
】<

0
0
7
-
1
1> 

漢
河
【
又
云
天
河
一
名
ー
ー
】<

0
0
7-

1
2> 

銀
河
【
又
云
天
河
一
名
ー
ー
和
名
阿
麻
乃
賀
波
】<

0
0
7
-
1
3
> 

半
天
河
【
又
云
和
名
歧
乃
宇
豆
保
乃
美
都
竹
籬
頭
水
】<

0
0
7
-
14
> 

 こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
倭
名
抄
に
載
る
項
目
と
万
葉
仮
名
和
訓
を
引
く
項
目
で
あ
る
。

万
象
名
義
の
よ
う
な
字
音
・
字
義
注
を
中
心
と
す
る
例
は
多
く
含
ま
れ
な
い
。
つ
ま

り
、
辞
書
類
の
例
と
し
て
は
万
象
名
義
で
表
さ
れ
る
典
型
的
な
類
型
と
は
向
き
を
異

に
す
る
材
料
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

梵
語
訳
語
に
な
る
と
、
仏
典
音
義
類
の
み
の
項
目(

①
、
四
四
四)

に
集
中
さ
れ
る

傾
向
が
一
層
強
い
。
こ
れ
は
掲
出
語
の
属
性
を
考
え
る
と
、
理
解
が
難
し
く
な
い
。

辞
書
類
と
共
存(

②
、
二
五)

、
ま
た
は
辞
書
の
み
の(

③
、
三)

は
わ
ず
か
に
存
在
す

る
。
次
の
例
は
、
梵
語
訳
語
の
説
明
の
中
、
音
訳
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
の
字
義
と
字

音
を
解
く
内
容
で
あ
る
。 

 

緊
那
羅
【
慈
云
居
忍
反
ー
捺
洛
云
歌
神
・
中
云
台
云
疑
神
。
似
人
而
有
一
角
。
《
吉

同
》
・
玉
云
糾
也
急
也
。 

眞
云
キ
ン
】<

3
2
2
-
3
2
> 

 以
上
の
検
討
で
注
文
の
出
典
と
掲
出
語
の
類
型
と
の
対
応
に
お
け
る
傾
向
性
を
確

認
し
た
。
仏
典
音
義
類
の
注
文
を
引
く
項
目
は
熟
語
掲
出
語
を
採
る
も
の
に
偏
り
、

一
字
掲
出
語
の
ば
あ
い
は
逆
に
辞
書
類
の
注
文
を
引
く
項
目
が
多
い
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
注
文
と
掲
出
語
の
引
用
に
お
い
て
「
仏
典
音
義
類
注
文
―
熟
語
掲
出
語
」
「
辞

書
類
注
文
―
一
字
掲
出
語
」
と
い
う
同
伴
性
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
れ
を
典
型
的
な
も

の
と
す
れ
ば
、
非
典
型
的
な
例
も
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
先
述
し
た
仏
典
音
義
類

で
あ
る
類
音
決
の
引
文
が
一
字
掲
出
語
に
単
独
収
録
さ
れ
る
こ
と
や
、
辞
書
類
の
倭

名
抄
の
注
文
が
熟
語
掲
出
語
に
単
独
収
録
さ
れ
る
と
い
っ
た
例
が
そ
れ
で
あ
る
。
掲

出
語
の
引
用
の
み
な
ら
ず
、
注
文
の
引
用
に
お
い
て
も
、
仏
典
音
義
類
が
大
き
く
主
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導
し
、
全
体
的
に
辞
書
類
は
そ
れ
に
従
う
材
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。 

 
 

 第
五
節 

ま
と
め 

以
上
、
本
章
で
は
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
編
纂
材
料
の
利
用
実
態
を
分
析
し

て
み
た
。
そ
の
分
析
の
観
点
と
し
て
、
「
仏
典
音
義
類
」
と
「
辞
書
類
」
と
い
う
編
纂

材
料
の
出
典
に
よ
る
分
類
と
、
「
掲
出
語
」
と
「
注
文
」
と
い
う
編
纂
材
料
の
利
用
先

に
よ
る
分
類
を
用
い
た
。
編
纂
材
料
の
出
典
に
よ
る
分
類
は
、
掲
出
語
に
お
い
て
も

あ
る
程
度
看
取
で
き
る
が
、
出
典
注
記
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
る
注
文
に
お
い
て
よ
り

明
確
に
検
討
可
能
で
あ
る
。
掲
出
語
に
対
し
て
は
そ
の
語
と
し
て
の
性
質
に
よ
っ
て

検
討
し
、
「
熟
語
掲
出
語
」
と
「
一
字
掲
出
語
」
と
に
分
類
す
る
に
と
ど
め
た
。 

最
終
的
に
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
編
纂
材
料
の
利
用
実
態
を
把
握
す
る
た

め
に
、
最
初
の
二
つ
の
観
点
、
つ
ま
り
、
出
典
に
よ
る
分
類
と
、
利
用
先
に
よ
る
分
類

を
融
合
さ
せ
、
次
の
よ
う
な
連
関
性
が
見
出
さ
れ
る
。 

【
掲
出
語
】 

 
 
 

熟
語 

 
 
 

一
字 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

－ 
 

 
 
 

－ 

【
注
文
】 

 
 

仏
典
音
義
類 

 

辞
書
類 

  

注 

（
一
） 

本
論
で
は
そ
の
構
成
文
字
数
に
か
か
わ
ら
ず
「
掲
出
語
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ

し
、
単
字
で
あ
る
ば
あ
い
、
必
要
に
応
じ
て
「
掲
出
字
」
の
語
を
使
う
こ
と
が
あ
る
が
、
文
字

数
以
外
の
違
い
は
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。 

（
二
） 

図
書
寮
本
と
観
智
院
本
に
対
し
て
水
部
の
掲
出
語
を
調
査
し
て
対
比
す
る
。
図
書
寮
本
の
ば
あ

い
は
「
標
出
の
基
本
字
語
」
三
八
〇
例
の
う
ち
、
「
一
字
」
五
一
例
、
「
語
彙
」
三
二
九
例
あ

る
と
す
る
。
観
智
院
本
の
ば
あ
い
は
、
「
標
出
の
基
本
字
語
」
九
二
〇
例
に
対
し
て
「
殆
ん
ど

一
字
標
出
の
み
」
と
記
す
。
（
一
九
～
二
〇
頁
） 

（
三
） 

慈
恩
撰
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
池
田
ほ
か(

一
九
八
八)

に
詳
し
く
、
玄
応
音
義
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
原
・
山
本(

一
九
八
三)

と
池
田(

一
九
九
一
ａ
・
ｂ
・
一
九
九
二)

に
詳
し
く
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
以
上
の
論
考
に
よ
る
と
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
掲
出
語
の
多
く
は
仏
典
音
義
類
か

ら
採
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
、
特
に
玄
応
音
義
か
ら
の
も
の
は
そ
の
根
幹
を
な
す
と
い
え
る
ほ

ど
多
い
。
山
本(

一
九
九
三)

に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
掲
出
語
は
主
に
瑜
伽
師
地
論
・
法
華
経
・
大

般
若
経
の
本
文
に
現
れ
る
字
句
が
中
心
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
法
相
宗
の
所
依
経
典
と
い
う
べ
き

も
の
で
あ
る
。 

（
四
） 

池
田(

一
九
九
一
ｂ
：
一
八)

 

（
五
） 

こ
れ
は
吉
田
金
彦
氏
の
著
書
『
古
辞
書
と
国
語
』(

二
〇
一
三
年
刊
、
臨
川
書
店)

の
第Ⅰ

部
第

二
章
「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
出
典
攷
」
と
し
て
加
筆
再
収
さ
れ
た
。 

 

（
六
） 

吉
田(

一
九
五
五
ａ
：
四
三
～
四
四)

が
具
体
的
な
書
目
を
挙
げ
て
分
析
し
た
内
容
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。 

（
七
） 

吉
田(

一
九
五
五
ａ
：
四
四)

 

（
八
） 

具
体
的
な
書
目
は
吉
田(

一
九
五
五
ａ
：
四
三)

と
池
田(

二
〇
〇
〇)

を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
九
） 

吉
田(

一
九
五
五
ｃ
：
三
六)

は
辞
書
類
と
仏
典
音
義
類
の
根
本
素
材
が
同
じ
で
あ
る
と
し
、
「
音

義
の
作
製
に
辞
書
を
参
照
す
る
事
も
当
然
あ
り
う
べ
き
事
」
と
述
べ
て
い
る
。 

（
一
〇
）
原
・
山
本(

一
九
八
三)

は
卜
部
～
邑
部
ま
で
の
四
九
二
の
対
象
項
目
に
対
し
て
、
玄
応
音
義
と

の
掲
出
語
お
よ
び
注
文
の
対
応
を
類
型
化
す
る
。
そ
れ
を
簡
略
に
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で

あ
る
。 

 
 
 
 

第
一
類
（
同
一
見
出
あ
り
／
そ
の
一
つ
の
項
か
ら
注
を
採
る
）
…
…
…
二
九
〇
例 

 
 
 
 

第
二
類
（
同
一
見
出
あ
り
／
そ
の
二
つ
以
上
の
項
の
注
を
取
合
せ
）
…
…
一
五
例 

 
 
 
 

第
三
類
（
同
一
見
出
あ
り
／
異
な
る
見
出
か
ら
も
注
を
取
合
せ
）
…
…
…
五
五
例 
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第
四
類
（
同
一
見
出
あ
り
／
異
な
る
見
出
か
ら
の
み
注
を
採
る
）
…
…
…
…
三
例 

 
 
 
 

第
五
類
（
同
一
見
出
な
し
／
異
な
る
見
出
か
ら
注
を
採
る
）
…
…
…
…
…
三
二
例 

 
 
 
 

第
六
類
（
玄
応
音
義
の
字
体
注
に
示
さ
れ
た
字
を
見
出
に
採
る
）
…
…
…
五
四
例 

 
 
 
 

第
七
類
（
玄
応
音
義
に
よ
る
見
出
の
下
に
参
照
注
記
の
み
＝
空
見
出
）
…
二
七
例 

 
 
 
 

第
八
類
（
図
書
寮
本
の
注
が
「
广
無
注
」
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
例 

 
 
 
 

第
九
類
（
見
出
の
用
字
に
小
異
あ
り
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
例 

 
 
 
 

第
十
類
（
見
出
の
字
に
過
不
足
あ
り
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
例 

 
 
 
 

第
十
一
類
（
玄
応
音
義
に
見
ら
れ
な
い
注
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
例 

こ
の
う
ち
同
一
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
掲
出
語
が
あ
る
と
さ
れ
る
第
一
～
四
・
六
～
十
類
を
合

算
す
る
と
、
四
五
六
項
目(

九
三
％)
に
対
し
て
掲
出
語
と
注
文
と
も
に
玄
応
音
義
か
ら
の
採
録

が
確
認
さ
れ
る
。 

（
一
一
）
玄
応
音
義
所
収
「
妙
法
蓮
華
経
音
訓
」
は
、
慈
恩
大
師
窺
基
撰
の
も
の
を
載
せ
た
も
の
で
あ
る
。

図
書
寮
本
名
義
抄
で
は
慈
恩
撰
書
の
中
核
を
な
し
、
図
書
寮
本
名
義
抄
と
の
関
係
に
つ
い
て
宮

澤(

一
九
八
八)

が
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。 

（
一
二
）
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
巻
九
（
経
典
番
号
：
二
六
二
）
に
よ
る
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。 

（
一
三
）
同
じ
仏
典
音
義
類
で
も
掲
出
語
に
お
け
る
熟
語
と
単
字
の
採
用
に
は
少
し
差
が
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
玄
応
音
義
の
ば
あ
い
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
項
目
が
複
数
字
掲
出
語
を
採
る
が
、
中
算
釈
文

で
は
単
字
掲
出
語
も
相
対
的
に
多
く
見
ら
れ
る
。 

（
一
四
）
以
下
、
玄
応
音
義
の
本
文
は
「
高
麗
大
蔵
経
」
所
収
の
も
の
を
利
用
す
る
。 

（
一
五
）
玉
篇
系
字
書
か
ら
の
影
響
の
実
証
的
な
研
究
と
し
て
は
、
宮
澤(

一
九
七
三
・
一
九
八
七)

・
池

田(

一
九
九
三
ａ
・
ｂ)

が
あ
る
。
宮
澤
氏
の
研
究
で
は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
注
文
出
典
し
て
万

象
名
義
の
利
用
が
「
空
海
原
撰
部
」
と
「
後
人
続
撰
部
」
と
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

注
文
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
精
査
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
池
田
氏
の
論
考
で
は
、
図
書

寮
本
名
義
抄
の
字
順
に
対
す
る
万
象
名
義
の
影
響
を
検
討
し
て
い
る
。 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
編
纂
に
お
け
る
「
原
本
玉
篇
」
の
影
響
に
つ
い
て
、
望
月(

一
九
九
二
：

三
五)

は
次
に
指
摘
す
る
。 

中
日
双
方
の
諸
家
の
諸
説
を
集
大
成
し
た
字
書
に
対
す
る
要
求
が
、
漢
字
文
化
社
会
に

高
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
諸
家
の
諸
説
を
集
大
成
し
た
字
書
に
『
玉
篇
』
が
あ
る
。

『
玉
篇
』
は
引
用
諸
注
文
の
出
典
を
明
示
し
た
字
書
で
あ
る
。
原
撰
本
『
類
聚
名
義
抄
』

は
、
『
玉
篇
』
を
、
そ
の
意
味
で
の
手
本
と
し
、
日
本
版
『
玉
篇
』
、
つ
ま
り
、
《
漢
字

の
音
・
語
義
に
つ
い
て
の
中
国
・
日
本
に
お
け
る
僧
俗
諸
家
の
諸
説
の
集
大
成
》
を
め
ざ

し
て
編
纂
さ
れ
た
字
書
で
あ
る 

（
一
六
）
宮
澤(

一
九
七
三)

は
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
出
典
注
記
「
弘
」
と
「
玉
」
が
、
万
象
名
義

の
「
空
海
原
撰
部
」(

第
一
～
四
帖)

と
「
後
人
続
撰
部
」(

第
五
・
六
帖)

か
ら
の
引
用
で
あ
る

と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
出
典
注
記
「
玉
」
に
対
し
て
は
他
の
典
籍
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
注
文

も
含
ま
れ
る
。 

（
一
七
）
本
論
で
は
「
複
数
字
」
と
「
熟
語
」
と
い
う
語
を
用
い
る
が
、
前
者
は
構
成
文
字
数
と
い
う
形

態
的
な
特
徴
に
注
目
し
た
語
で
あ
り
、
後
者
は
掲
出
語
が
語
と
し
て
持
つ
意
味
単
位
と
し
て
の

側
面
を
意
識
し
た
呼
び
方
で
あ
る
。 

（
一
八
）
池
田
ほ
か(

一
九
八
八
：
四
〇
八)

 

（
一
九
）
『
成
唯
識
論
述
記
』
は
仏
典
注
釈
書
で
あ
り
、
巻
音
義
の
よ
う
な
掲
出
語
と
注
文
の
明
確
な
区

別
は
視
覚
的
に
目
立
た
な
い
が
、
注
釈
の
対
象
語
句
は
特
定
可
能
で
あ
る
。 

（
二
〇
）
図
書
寮
本
名
義
抄
の
全
項
目
数
は
、
項
目
の
認
め
方
に
よ
っ
て
出
入
り
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は

翻
字
篇
の
翻
字
で
認
め
た
項
目
数
を
基
準
に
す
る
。 

（
二
一
）
池
田(

一
九
九
三
ｂ
：
六)

に
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。 

（
二
二
）
異
形
同
字
の
ば
あ
い
は
勿
論
、
類
形
異
字
の
弁
別
例
の
ば
あ
い
も
、
掲
出
語
を
構
成
す
る
複
数

の
単
字
は
字
形
的
に
類
似
す
る
か
、
共
通
分
母
を
共
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
部
首
分
類
体
の

分
類
配
列
基
準
の
適
用
は
他
の
複
数
字
掲
出
語
よ
り
容
易
で
あ
る
。 

（
二
三
）
実
際
、
梵
語
訳
語
を
掲
出
語
と
す
る
五
一
八
項
目
の
う
ち
、
注
文
に
仏
典
音
義
類
の
出
典
注
記

を
含
む
も
の
は
四
四
五
項
目
で
あ
る
。
出
典
注
記
の
な
い
注
文
し
か
な
い
五
〇
項
目
を
除
き
、

一
つ
の
出
典
注
記
し
か
見
ら
れ
な
い
三
二
三
項
目
は
、
す
べ
て
仏
典
音
義
類
か
ら
の
も
の
で
あ

る
。
特
に
単
一
出
典
項
目
で
は
、
玄
応
音
義(

二
一
一
項
目)

が
最
も
多
く
、
大
唐
西
域
記(

三
九

項
目)

、
信
行
撰
書(

三
二
項
目)

、
慈
恩
撰
書(

二
二
項
目)

、
真
興
音
義(

一
二
項
目)

の
順
で
あ

る
。 

（
二
四
）
訓
点
本
の
条
数
は
出
典
注
記
の
数
で
あ
る
た
め
、
収
録
和
訓
の
数
と
は
相
違
が
あ
る
。 

（
二
五
）
散
逸
文
献
で
あ
る
が
、
池
田(

一
九
九
五)

は
こ
の
資
料
を
「
字
様
の
形
式
を
持
つ
字
書
体
の
一

切
経
の
音
義
書
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
。 
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第
三
章 

 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
項
目
配
列 

 第
一
節 

は
じ
め
に 

前
章
で
は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
掲
出
語
と
注
文
に
お
け
る
編
纂
材
料
の
利
用
に
つ

い
て
検
討
し
た
。
本
章
で
は
そ
れ
に
続
き
、
掲
出
語
と
注
文
で
構
成
さ
れ
る
図
書
寮

本
名
義
抄
の
項
目
が
、
い
か
に
分
類
・
配
列
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

図
書
寮
本
名
義
抄
は
部
首
分
類
体
の
辞
書
と
し
て
、
各
項
目
の
分
類
配
列
は
、
部

首
を
は
じ
め
と
す
る
字
形
上
の
特
徴
を
基
準
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
前
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
掲
出
語
は
熟
語
の
ば
あ
い

が
多
く
、
こ
れ
は
上
記
の
分
類
配
列
基
準
の
適
用
を
困
難
に
し
、
様
々
な
問
題
を
起

こ
す
。
こ
れ
は
仏
典
音
義
類
の
部
首
分
類
体
へ
の
再
編
と
し
て
、
図
書
寮
本
名
義
抄

の
編
纂
が
抱
え
る
根
本
的
か
つ
重
大
な
課
題
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
図
書
寮
本
名

義
抄
撰
述
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を
い
か
に
乗
り
越
え
た
か
を
考
究
す
る
こ

と
で
、
こ
の
辞
書
が
持
つ
特
性
を
知
る
手
が
か
り
が
見
つ
か
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

そ
の
問
題
克
服
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
辞
書
史
的

な
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
義
を
持
つ
。 

 

第
二
節 

部
首
を
め
ぐ
る
問
題 

部
首
分
類
体(

注
一)

は
漢
字
辞
書
を
編
纂
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
形
の
方
面
か
ら
分

類
配
列
す
る
手
法
で
あ
る
。
そ
の
中
で
「
部
首
」
は
掲
出
語
で
代
表
さ
れ
る
各
項
目

の
分
類
と
配
列
に
関
わ
る
中
心
的
な
基
準
で
あ
る
。
す
で
に
部
首
分
類
体
で
編
纂
さ

れ
た
図
書
寮
本
名
義
抄
の
項
目
配
列
を
考
察
す
る
前
に
、
部
首
を
め
ぐ
る
問
題
に
迫

る
必
要
が
あ
る
。 

部
首
分
類
体
の
辞
書
の
編
纂
で
問
題
と
な
る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

指
摘
さ
れ
る(

注
二)

。 

①
ど
ん
な
部
首
を
立
て
る
か
（
部
首
立
て
） 

 

②
部
首
の
配
列
原
理
は
何
に
よ
る
か
（
部
首
配
列
） 

③
部
首
内
の
字
の
配
列
原
理
は
何
か
（
部
首
内
項
目
配
列
） 

④
字
を
ど
の
部
首
に
配
属
さ
せ
る
か
（
部
首
配
属
） 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
部
首
に
関
し
て
は
、
零
本
で
あ
る
現
存
部
分
に
し
か
確
認
し

よ
う
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
全
巻
揃
っ
て
伝
わ
る
観
智
院
本
の
部
首
立
て
と
部
首
配

列
を
見
る
と
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
現
存
部
分
と
対
応
す
る
法
帖
の
前
半
部
は
一
致

す
る(

注
三)

。
図
書
寮
本
名
義
抄
の
現
存
し
な
い
部
分
も
、
少
な
く
と
も
部
首
立
て
と
部

首
配
列
に
関
し
て
は
恐
ら
く
観
智
院
本
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
可
能
で

あ
る
。
観
智
院
本
と
図
書
寮
本
の
間
に
は
、
①
②
は
一
致
、
③
④
に
お
い
て
は
相
違

が
認
め
ら
れ
る
。 

観
智
院
本
名
義
抄
の
部
首
に
関
し
て
は
酒
井(

一
九
六
七)

が
実
査
を
行
い
、
①
に
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関
し
て
は
玉
篇
を
仰
ぎ
、
②
③
に
お
い
て
は
「
字
形
類
似
」
と
い
う
原
則
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る(

注
四)

。
①
部
首
立
て
と
②
部
首
配
列
に
関
し
て
は
図

書
寮
本
名
義
抄
に
対
し
て
も
こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
い
え
よ
う
が
、
③
の
面
で
は
単
字

中
心
の
観
智
院
本
名
義
抄
と
事
情
が
大
き
く
異
な
る
図
書
寮
本
に
適
用
す
る
の
は
難

し
い
。 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
項
目
配
列(
③)

に
関
し
て
、
宮
澤 (

一
九
八
七)

は
万
象
名
義

と
の
関
わ
り
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
池
田 

(

一
九

九
三
ａ
・
ｂ)

は
万
象
名
義
と
対
応
す
る
部
首(

注
五)

を
取
り
上
げ
、
そ
の
部
首
内
に
お

け
る
項
目
配
列
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
実
証
し
て
い
る
。
池
田(

一
九
九
三
ａ)

は
次
の

よ
う
な
指
摘
を
行
う
。 

 

図
書
寮
本
名
義
抄
に
熟
字
項
が
多
い
と
は
い
っ
て
も
、
同
一
の
単
字
を
含
む
熟
字

項
は
連
続
し
て
掲
出
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
当
該
の
項
も
し
く
は
前
後
の
項

に
単
字
の
注
文
（
音
注
・
義
注
・
字
体
注
・
経
文
校
異
・
和
訓
）
が
全
く
見
え
な

い
熟
字
項
は
皆
無
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
体
裁
の
上
か
ら
図
書
寮
本
名
義
抄

を
単
字
字
書
と
す
る
こ
と
は
勿
論
で
き
な
い
が
、
内
容
の
上
か
ら
図
書
寮
本
名
義

抄
を
単
字
字
書
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
る
。(

一
頁)

 

 こ
の
よ
う
な
指
摘
を
前
提
に
し
て
、
「
同
一
の
単
字
を
含
む
熟
字
項
」
の
連
続
か

ら
そ
の
「
同
一
の
単
字
」
を
抽
出
し
、
そ
の
抽
出
さ
れ
た
単
字
の
配
列
順
と
万
象
名

義
の
字
順
と
を
比
べ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
項
目
配
列
に
「
万

象
名
義
の
出
現
順
」
と
一
致
す
る
部
分
を
導
き
出
し
て
い
る(

注
六)

。
こ
れ
は
図
書
寮
本

名
義
抄
の
項
目
配
列
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
池
田(

一
九
九
三
ａ
・
ｂ)

は
連
続
す
る
「
同
一
の
単
字
を
含
む
熟
字
項
」

の
中
の
構
造
に
つ
い
て
は
詳
し
く
言
及
し
な
い
。
「
同
一
の
単
字
を
含
む
熟
字
項
」

の
連
続
を
な
す
項
目
間
の
関
係
と
配
列
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。 

一
方
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
項
目
配
列
に
つ
い
て
は
山
田(

二
〇
〇
〇)

が
簡
略
化

し
て
示
し
て
い
る
。
注
文
構
成
に
つ
い
て
は
「
（
字
体
注
→
音
注
１
→
義
注
）×

ｎ
→

音
注
２
→
和
訓
→
音
注
３
」
の
よ
う
に
簡
略
化
す
る
。
そ
し
て
、
掲
出
字
配
列
に
関

し
て
は
「
代
表
字
→
異
体
字
→
熟
語
」
と
い
っ
た
「
掲
出
字
セ
ッ
ト
」
が
存
在
し
、
一

定
の
配
列
順
を
成
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
は
図
書
寮
本
名
義

抄
の
情
報
構
造
を
的
確
に
帰
納
し
た
も
の
と
し
て
参
考
に
な
る
。 

以
下
、
本
章
で
は
以
上
の
先
行
研
究
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
項

目
概
念
を
定
義
し
、
そ
の
構
造
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

  第
三
節 

項
目
に
つ
い
て 

一 

掲
出
項
と
被
注
項
の
定
義 

本
節
で
は
本
格
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
項
目
配
列
の
基
本
単
位
で
あ
る
「
項
目
」

と
い
う
概
念
の
定
義
を
行
う
。 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
本
文
を
眺
め
る
と
、
大
字
で
記
さ
れ
た
掲
出
語
と
、
そ
の
本

に
小
字
双
行
で
記
さ
れ
た
注
文
の
組
み
合
わ
せ
が
一
つ
の
単
位
と
な
る
こ
と
を
直
観



 

144 

的
に
把
握
で
き
る
。
覆
製
本
の
二
四
五
頁
の
本
文
を
簡
略
に
示
し
た
【
図
二-

１
】
を

見
る
と
、
掲
出
語
と
注
文
の
視
覚
的
な
対
比
に
よ
っ
て
各
項
目
間
の
境
界
は
難
な
く

把
握
で
き
る
。
こ
の
「
掲
出
語
＋
注
文
」
の
構
成
の
項
目
単
位
を
「
掲
出
項(

略
号

Ｅ:
E
n
t
r
y
)

」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
掲
出
語
の
分
類
に
関
し
て
は
、
第
二
章
に
お
け

る
形
体
的
な
分
類(

単
字
と
複
数
字)

を
基
準
と
す
る
。 

掲
出
項
は
そ
れ
を
代
表
す
る
掲
出
語
の
字
数
（
WL:

W
o
r
d
 
L
e
n
g
t
h

）
に
よ
っ
て
、

「
単
字
掲
出
項(

sE:
S
i
n
g
le
 
c
h
a
r
a
c
t
e
r
 
E
nt
r
y
)

」
と
「
複
数
字
掲
出
項

(

pE:
P
l
u
r
a
l c

h
ar
a
c
t
e
rs
 Ent

r
y
)

」
に
分
け
ら
れ
る
。【
図
二-

１
】
か
ら
見
る
と
、

①
・
⑨
は
単
字
掲
出
項
、
②
～
⑧
・
⑩
は
複
数
字
掲
出
項
で
あ
る
。
複
数
字
の
掲
出

語
は
、
語
の
性
質
に
よ
っ
て
さ
ら
に
漢
語
熟
語
・
梵
語
訳
語
・
字
体
掲
出
に
分
類
で

き
る
。
②
～
⑥
・
⑧
・
⑩
は
漢
語
熟
語
、
⑦
は
梵
語
訳
語
で
あ
る
。 

こ
こ
で
は
複
数
字
掲
出
語
に
対
し
て
、
そ
の
掲
出
語
と
注
文
の
対
応
に
よ
っ
て
さ

ら
に
細
分
す
る
。
次
の
複
数
字
掲
出
項
⑴
は
、
掲
出
語
「
詭
詐
」
と
そ
の
注
文
と
の

対
応
に
お
け
る
複
雑
な
関
係
が
見
ら
れ
る
例
で
あ
る
。 

 

⑴ 

詭
詐
【
ⓐ
弘
云
倶
毀
反
責
也
欺
也
奇
也 

公
云
音
貴
異
詐
言
也 

ア
ヤ
シ
選 

イ

ツ
ワ
ル
集 

ⓑ
・
下
憲
云
測
駕
反
僞
也 

ⓒ
・
慈
云
詭
詐
者
虛
僞
之
稱
。

ⓑ
下
ア
サ
ム
ク
記 

イ
ツ
ハ
リ
後 

眞
云
作
】<

0
7
8
-
6
1> 

 

こ
の
掲
出
項
の
注
文
は
、
掲
出
語
の
個
別
単
字
「
詭
」「
詐
」
に
対
す
る
注
文(

ⓐ
・
ⓑ)

が
あ
り
、
掲
出
語
全
体
の
「
詭
詐
」
と
い
う
熟
語
に
つ
い
て
の
注
文(

ⓒ)

に
分
け
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
一
つ
の
掲
出
項
内
に
そ
れ
ぞ
れ
記
述
対
象
を
異
に
す
る
三
つ
の
注

文
の
ま
と
ま
り
が
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。
ⓐ
と
ⓑ
の
ば
あ
い
は
、
単
字
掲
出
語
を

中
心
と
す
る
辞
書
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
項
目
と
し
て
立
て
る
は
ず
の
も
の
で

あ
る
。 

こ
こ
で
は
、
注
文
の
実
質
的
な
記
述
対
象
を
「
被
注
語
」
と
い
い
、
被
注
語
と
そ
れ

に
対
応
す
る
注
文
の
ま
と
ま
り
を
合
わ
せ
て
「
被
注
項(

ｅ)

」
と
定
義
す
る
。
そ
し

て
、
上
述
し
た
掲
出
項
と
同
様
に
、
そ
の
被
注
語
の
字
数(

wL)

に
よ
っ
て
「
単
字
被

注
項(

se)

」
と
「
複
数
字
被
注
項(

pe)

」
と
い
う
形
態
的
な
分
類
が
可
能
で
あ
る
。 

【図二-１】項目配列の例示(76頁) 
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⑴
の
ば
あ
い
、
ⓒ
は
複
数
字
被
注
項
、
ⓐ
と
ⓑ
は
単
字
被
注
項
に
分
類
で
き
、
一

つ
の 

複
数
字
掲
出
項
が
三
つ
の
被
注
項
を
含
む(

1pE
＝
2se
＋
1pe)

こ
と
と
な
る
。
も

ち
ろ
ん
、
次
の
⑵
「
設
利
羅
」
の
よ
う
に
複
数
字
掲
出
項
の
中
に
一
つ
の
複
数
字
被

注
項
の
み
の
類
型(
1pE
＝
1pe)

も
あ
る
。 

 

⑵ 

設
利
羅
【
眞
云
舊
云
舍
利
。
唐
云
身
骨
。
】<

0
7
6
-
4
2
> 

 そ
し
て
、
次
の
⑶
の
よ
う
に
複
数
字
掲
出
項
に
単
字
被
注
項
の
み
存
す
る
ば
あ
い

(

1pE
＝
1se)

も
少
な
く
な
い(

注
七)

。 

 

⑶ 

設
得
【
中
云
設
許
也
設
會
也 

眞
云
權
之
所
言
曰
設
】<

0
7
6
-
32
> 

 そ
の
確
認
の
た
め
に
は
内
容
的
な
検
討
を
必
要
と
す
る
が
、
以
上
を
ま
と
め
る
と

次
の
よ
う
な
定
義
と
な
る
。 

 

掲
出
項
と
被
注
項
の
定
義 

・
掲
出
項(

Ｅ)

＝
掲
出
語(

Ｗ)

＋
注
文(

Ｄ)
 

 
 

 
-
 

単
字
掲
出
項(

sE)
 

：
WL
＝
１ 

（
WL
：
掲
出
語
の
文
字
数
） 

 
 

 
-
 

複
数
字
掲
出
項(

pE)

：
WL≧

２ 

・
被
注
項(

ｅ)

＝
被
注
語(

ｗ)

＋
注
文(

ｄ)
 

 
 

 
-
 

単
字
被
注
項(

se)
 

：
wL
＝
１ 

（
wL
：
被
注
語
の
文
字
数
） 

 
 

 
-
 

複
数
字
被
注
項(

pe)

：
wL≧

２ 

 
 

二 

出
典
に
お
け
る
掲
出
項
と
被
注
項 

掲
出
項
は
形
態
的
な
単
位
で
あ
り
、
被
注
項
は
そ
れ
を
さ
ら
に
実
質
的
な
内
容
に

よ
っ
て
細
分
し
た
単
位
で
あ
る
。
掲
出
項
と
被
注
項
に
関
し
て
、
図
書
寮
本
名
義
抄

の
編
纂
に
使
わ
れ
た
辞
書
類
と
仏
典
音
義
類
の
出
典
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
な
傾
向

が
見
ら
れ
る
。 

辞
書
類
の
ば
あ
い
は
、
単
字
掲
出
項
が
中
心
で
あ
り
、
掲
出
語
＝
被
注
語
の
例
が

多
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
つ
の
掲
出
項
に
は
一
つ
の
被
注
項
で
済
む
簡
単
な
構
造
で

あ
る(

1pE
＝
1se)

。
次
の
万
象
名
義
の
例
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

⑷ 

諂
【
讇
字
。
疑
也
、
悦
也
。
】
万
象
名
義<

三-

13
オ-

１>
(

注
八) 

 そ
れ
に
対
し
て
、
仏
典
音
義
類
の
ば
あ
い
は
、
複
数
字
掲
出
項
が
中
心
で
あ
り
、

掲
出
項
と
被
注
項
の
対
応
は
先
掲
の
図
書
寮
本
名
義
抄
の
例
と
同
様
に
複
雑
な
様
相

で
あ
る
。
次
の
⑸
と
⑹
・
⑺
は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
項
目
「
諂
曲
」
と
、
そ
れ
の
出
典

と
思
し
き
慈
恩
撰
書
お
よ
び
玄
応
音
義
の
注
文
で
あ
る(

注
九)

。 

 

⑸ 

諂
曲
【
慈
云
丑
冉
反
倿
也
讇
諂
同
悕
其
意
㆒
道
其
言
㆒
曰
諂
諛
也
。
傾
身
似
有
下

也
・
應
云
亦
佞
也
。
・
眞
云
諂
僞
也
曲
媚
也
。
】<

0
8
8
-
4
1
> 

⑹ 
諂
曲
【
上
丑
冉
反
。
佞
也
。
説
文
作
讇
同
。
莊
周
云
、
希
其
意
。
道
其
言
曰
諂
。

玉
篇
諂
諛
也
。
傾
身
似
有
下
也
。
有
作
讇
同
】
「
法
華
音
訓
」 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

<
2
0

左2
> 

⑺ 

諂
曲
【
説
文
、
讇
或
作
諂
同
。
丑
冉
反
。
諂
、
侫
也
。
莊
周
云
、
希
其
意
、
道
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其
言
、
謂
之
諂
】
玄
応
音
義<

1
0
-
9
> 

 図
書
寮
本
名
義
抄
の
⑸
は
、
主
に
単
字
「
諂
」
に
対
す
る
注
文
を
引
用
す
る
中
で
、

熟
語
「
諂
曲
」
に
対
す
る
真
興
音
訓
の
注
文
を
引
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
「
法

華
音
訓
」
の
⑹
と
玄
応
音
義
の
⑺
は
、
掲
出
語
は
同
じ
く
熟
語
「
諂
曲
」
を
掲
げ
る

が
、
そ
の
注
文
は
い
ず
れ
も
実
質
的
に
単
字
「
諂
」
の
み
を
解
説
す
る
内
容
と
な
る
。

図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
掲
出
語
と
注
文
の
間
の
ね
じ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
参
考

資
料
の
在
り
方
に
影
響
さ
れ
た
側
面
が
あ
ろ
う
。 

部
首
分
類
体
の
辞
書
編
纂
に
お
け
る
利
用
を
考
え
る
と
、
辞
書
類
万
象
名
義
の
⑷

の
よ
う
な
例
が
分
類
と
配
列
基
準
の
適
用
に
容
易
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
⑹
・
⑺

の
よ
う
な
仏
典
音
義
類
の
在
り
方
は
、
掲
出
語
と
注
文
と
の
複
雑
な
様
相
を
処
理
す

る
た
め
の
別
段
の
工
夫
を
必
要
と
す
る
。
以
上
を
見
る
と
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お

け
る
掲
出
語
と
被
注
項
の
複
雑
な
対
応
は
、
仏
典
音
義
類
で
見
ら
れ
る
特
徴
に
近
い

こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
典
音
義
類
か
ら
採
用
さ
れ
た
材
料
の
影
響
が
強
い

と
い
え
よ
う
。 

 

三 

掲
出
項
と
被
注
項
の
対
応 

図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
掲
出
項
と
被
注
項
の
複
雑
な
対
応
は
、
特
に
そ
の
対

応
上
の
ね
じ
れ
の
様
相
を
類
型
か
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
単
字
掲

出
項
の
ば
あ
い
は
、
論
理
的
に
一
つ
の
掲
出
項
内
に
一
つ
の
単
字
被
注
項
し
か
存
在

し
得
な
い
。
掲
出
項
と
被
注
項
の
間
の
「
ね
じ
れ
」
が
発
生
し
、
複
雑
な
対
応
様
相
を

見
せ
る
の
は
複
数
掲
出
項
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
推
知
さ
れ
る
。 

こ
こ
で
は
ま
ず
言
部(

注
一
〇)

を
対
象
に
取
り
上
げ
て
そ
の
実
態
を
調
べ
て
み
る
こ
と

に
す
る
。
こ
の
部
首
に
お
け
る
掲
出
項
は
三
四
九
条
、
そ
の
う
ち
単
字
掲
出
項
が
八

六
条
、
複
数
字
掲
出
項
二
六
三
条
で
あ
る
。
一
方
、
被
注
項
は
全
部
で
四
三
五
条
あ

り
、
そ
の
う
ち
、
単
字
被
注
項
は
三
三
一
条
、
複
数
字
被
注
項
は
一
〇
四
条
で
あ
る
。 

掲
出
項
、
つ
ま
り
、
掲
出
語
の
形
態
に
よ
る
単
位
で
は
、
複
数
字
が
単
字
の
三
倍

に
な
る
ほ
ど
圧
倒
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
被
注
項
、
す
な
わ
ち
、
注
文
の
実
質
的
な

対
象
に
よ
る
単
位
で
は
、
こ
れ
が
逆
転
す
る
結
果
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
れ
は
図
書
寮

本
名
義
抄
に
お
け
る
掲
出
語
形
態
と
注
文
内
容
と
の
対
応
に
、
一
種
の
「
ね
じ
れ
」

が
存
在
す
る
こ
と
と
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
掲
出
語
の
形
態
だ
け
を
見
る
か
ぎ
り
で

は
熟
語
が
多
い
が
、
そ
の
注
文
の
内
容
に
よ
る
検
討
で
は
単
字
字
書
的
な
特
質
が
浮

き
彫
り
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
対
応
を
簡
略
に
示
す
と
【
表
二-

１
】
の
よ

う
で
あ
る
。 

さ
ら
に
掲
出
項
と
被
注
国
の
対
応
を
類
型
化
す
る
と
次
の
五
種
類
に
ま
と
め
ら
れ

る
。 ま

ず
、Ⅰ

は
単
字
掲
出
項
に
単
字
被
注
項
が
一
つ
あ
る
だ
け
の
類
型
で
あ
る
。
最

も
簡
単
な
対
応
関
係
に
あ
り
、
主
に
辞
書
類
で
多
く
見
ら
れ
る
類
型
で
あ
る
。
こ
の

類
型
は
八
六
条
で
あ
る
。
次
の
⑴
は
そ
の
例
で
あ
る
。 

 

⑻ 

設
【
弘
云
尸
熱
反
置
也
施
也
合
也
・
眞
云
陳
也
計
也
列
也
飼
也
。
マ
ウ
ク
記
】

<
0
7
6-
2
2> 
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 続
い
て
、Ⅱ

は
注
文
が
掲
出
語
の
熟
語
全
体
に
対
す
る
被
注
項
の
み
分
布
す
る
例

で
あ
る
が
、
そ
の
数
は
六
二
条(

注
一
一)

に
の
ぼ
り
、
言
部
掲
出
項
全
体
の
二
割
を
占
め

る
。
次
の
⑼
は
そ
の
例
で
あ
る
。 

 

⑼ 

設
使
【
タ
ト
ヒ
律
】<

0
7
6
-2
4
> 

 

次
に
、Ⅲ

は
注
文
が
掲
出
語
の
一
部
の
単
字
だ
け
を
被
注
語
と
す
る
類
型
で
あ
る
。

掲
出
語
が
複
数
字
で
あ
る
だ
け
で
、
注
文
の
内
容
は
単
字
掲
出
項
と
同
じ
と
い
え
る
。

次
の
⑽
の
例
は
そ
の
該
当
例
で
あ
る
。 

 

⑽ 

詭
誑
【
魴
云
居
委
反
詐
忘
言
也
。
・
應
云
誑
也
不
實
也
随
惡
也
。
タ
カ
フ
列 

イ

ツ
ハ
ル
顔 

ア
ヤ
シ
選
】<

0
8
0
-
1
4
> 

 こ
れ
は
熟
語
「
詭
誑
」
を
掲
出
語
と
す
る
が
、
注
文
の
内
容
は
「
詭
」
に
関
す
る
も

の
し
か
見
当
た
ら
な
い
。
言
部
に
は
こ
の
よ
う
な
掲
出
項
が
一
二
七
条
あ
り
、
複
数

字
掲
出
項
の
半
数
に
近
い
。 

そ
し
て
、Ⅳ

は
掲
出
語
を
構
成
す
る
単
字
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
二
つ
の
被
注
項

を
含
め
る
類
型
で
あ
る
。
実
質
的
に
は
単
字
項
を
複
数
ま
と
め
た
形
と
な
る
。
次
の

⑾
は
そ
の
用
例
で
あ
る
。 

 

⑾ 

訓
詁
【
應
云
吁
運
反
訓
導
也
教
也
誡
也
・
中
云
誨
也
・
眞
云
言
訓
也
試
也
・
東

云
赦
也
注
解
也
以
善
言
訓
男
女
也
。
又
男
曰
敎
女
曰
訓
也
。
議
也
從
也
。

ヲ
シ
フ
詩 

・
下
音
故
・
弘
云
釋
詁
也
・
應
云
又
音
古
訓
古
言
也
訓
導

也
釋
也
・
東
云
古
今
異
辭
訓
古
言
又
姑
戸
反
俗
音
古
非
訓
也
故
古
也
。
】

<
0
7
6-

6
2> 

 熟
語
「
訓
詁
」
を
掲
出
語
と
し
て
採
る
が
、
注
文
は
前
半
が
「
訓
」
を
、
後
半
が

「
詁
」
を
解
説
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
類
型
が
言
部
に
三
二
条
あ

り
、
全
体
の
約
一
割
近
く
を
占
め
る
。Ⅲ

と
と
も
に
掲
出
語
が
複
数
字
で
あ
る
が
注

【表二-１】掲出項と被注項の対応（言部） 

掲出項(E) 被注項(e) 

単字(sE)  86(25%) 単字(se)  86(20%) 

複数字(pE) 257(75%) 
単字(se) 245(56%) 

複数字(pe) 104(24%) 

計 349 計 435 

 

 

【表二-２】掲出項と被注項の対応類型（言部） 

パターン 掲出項数 被注項数 

Ⅰ sE=1(se)  86(25%)  86(20%) 

Ⅱ pE=1(pe)  62(18%)  62(14%) 

Ⅲ pE=1(se) 127(36%) 127(29%) 

Ⅳ pE=2(se)  32( 9%)  64(15%) 

Ⅴ pE=n(se)＋1(pe) n≧1  42(12%)  96(22%) 

合計 349 435 
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文
は
単
字
の
も
の
し
か
な
い
の
で
、
掲
出
項
と
被
注
項
の
対
応
が
ね
じ
れ
て
い
る
類

型
と
い
え
る
。 

最
後
に
、Ⅴ
は
一
つ
の
掲
出
項
内
に
熟
語
を
被
注
項
と
す
る
部
分
と
、
単
字
を
被

注
項
と
す
る
部
分
が
と
も
に
存
在
す
る
類
型
で
あ
る
。
最
も
ね
じ
れ
が
著
し
い
複
雑

な
様
相
で
あ
る
。
そ
の
用
例
は
四
二
条
で
あ
る
。
先
掲
の
⑴
が
こ
れ
に
当
た
る
。
そ

れ
を
こ
こ
に
再
収
す
る
。 

 

⑴ 

詭
詐
【
弘
云
倶
毀
反
責
也
欺
也
奇
也 
公
云
音
貴
異
詐
言
也 

ア
ヤ
シ
選 

イ

ツ
ワ
ル
集 

・
下
憲
云
測
駕
反
僞
也 

・
慈
云
詭
詐
者
虛
僞
之
稱
。
下

ア
サ
ム
ク
記 

イ
ツ
ハ
リ
後 

眞
云
作
】<

0
7
8
-
6
1
> 

 

以
上
、
三
四
九
条
の
掲
出
項
を
四
三
五
条
の
被
注
項
に
分
解
し
、
そ
の
対
応
の
様

相
を
五
種
類
に
類
別
し
て
み
た
。
こ
れ
を
ま
と
め
て
示
す
と
【
表
二-

２
】
の
と
お
り

で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
被
注
項
と
掲
出
項
の
対
応
が
そ
の
ま
ま
と
な
る
も
の
は
、
①
と

②
で
あ
り
、
両
者
の
対
応
に
「
ね
じ
れ
」
が
起
こ
る
類
型
は
③
～
⑤
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
実
態
は
図
書
寮
本
名
義
抄
が
玄
応
音
義
、
慈
恩
撰
書
、
中
算
釈
文
と

い
っ
た
巻
音
義
類
か
ら
甚
大
な
影
響
を
受
け
た
の
と
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
巻
音
義
は
そ
も
そ
も
原
典
の
文
字
列
を
そ
の
ま
ま
見
出
し
と
し
て
組
み
込
み
、

原
典
と
の
照
応
や
そ
れ
に
対
す
る
従
属
的
な
立
場
が
強
く
意
識
さ
れ
る
中
で
撰
述
さ

れ
た
書
物
で
あ
る
。
図
書
寮
本
名
義
抄
は
そ
の
よ
う
な
「
巻
音
義
」
か
ら
の
引
文
を

「
部
首
分
類
体
」
に
再
配
列
し
た
書
物
と
も
い
え
、
上
で
指
摘
し
た
よ
う
な
形
式
と

実
質
内
容
の
不
一
致
も
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
上
で
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
過
渡
期
的
な
様
相
は
「
単
字
字
書
」
と
し
て
の
萌
芽
と
な
り
、
以
後
の

改
編
は
そ
の
点
を
さ
ら
に
整
備
し
た
形
で
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

図
書
寮
本
名
義
抄
に
は
単
字
字
書
と
し
て
見
る
に
は
整
然
と
し
な
い
部
分
が
多
く

目
立
つ
の
で
あ
る
が
、
単
字
字
書
へ
の
整
備
を
可
能
に
す
る
土
台
と
し
て
項
目
内
お

よ
び
項
目
間
に
お
け
る
有
機
的
な
組
織
性
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
ず
注

文
の
分
析
に
よ
っ
て
各
項
目
内
の
有
機
的
な
組
織
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

ろ
う
。 

  第
四
節 

項
目
群
の
設
定 

一 

項
目
間
の
類
縁
性 

前
節
で
は
掲
出
項
と
そ
の
内
部
の
被
注
項
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
。

と
こ
ろ
が
、
各
掲
出
項
の
配
列
を
見
る
と
、
隣
接
す
る
項
目
同
士
で
同
じ
字
を
共
有

す
る
例
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
先
述
し
た
池
田(

一
九
九
四)

で
も
指
摘
さ
れ
た

特
徴
で
あ
る
。
次
は
、
先
掲
の
【
図
二-

１
】
の
①
～
⑦
で
あ
る
。 

 
① 
設
【
弘
云
尸
熱
反
置
也
施
也
合
也
・
眞
云
陳
也
計
也
列
也
飼
也
。
マ
ウ
ク
記
】

<
0
7
6-

2
2> 

② 

設
使
【
タ
ト
ヒ
律
】<

0
7
6
-2
4
> 

③ 

設
如
【
同 
集
】<

0
7
6
-
3
1>
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④ 
設
得
【
中
云
設
許
也
設
會
也 

眞
云
權

之
所
言
曰
設
】<

0
7
6
-
3
2> 

⑤ 

𢾭
設
【
眞
云
施
設
也
】<

0
7
6
-
3
4> 

⑥ 

設
固
【
眞
云
設
假
設
也
】<

0
7
6
-4
1
> 

⑦ 

設
利
羅
【
眞
云
舊
云
舍
利
。
唐
云
身

骨
。
】<

0
7
6
-
4
2> 

 ①
～
⑦
は
掲
出
語
の
形
態
を
見
る
と
、
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
た
掲
出
項
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
項
目
は
「
設
」
を
共
通
分
母
と
し
て
一
群

を
形
成
す
る
。
特
に
①
・
④
・
⑥
は
同
じ
く

「
設
」
を
被
注
字
と
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
親
項

目(

①)

、
追
加
項
目(

④
・
⑥)

、
熟
語
項
目

(

②
・
③
・
⑤
・
⑦)

と
い
っ
た
役
割
分
担
が

あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
本
章
で
は
、

こ
の
よ
う
な
一
群
の
項
目
を
「
項
目
群
」(

注

一
二)

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。 

項
目
群
を
構
成
す
る
掲
出
項
は
、
親
項
目

と
子
項
目
と
に
大
別
で
き
る
。
親
項
目
と
は
、

項
目
群
の
代
表
字
に
関
す
る
形
音
義
の
情

報
を
二
種
類
以
上
備
え
、
項
目
群
内
の
他
項

目
の
本
体
と
見
ら
れ
る
項
目
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
子
項
目
は
代
表
字
の
情
報
の
一
部
し
か
備
え
ず
、
本
体
と
な
る
項
目
へ
の

追
加
的
・
補
助
的
な
性
格
を
帯
び
る
項
目
と
定
義
す
る
。 

被
注
項
―
掲
出
項
―
項
目
群
の
三
段
階
の
単
位
は
【
図
二-

２
】
の
よ
う
に
ま
と
め

ら
れ
る
。 

 

二 

項
目
群
の
類
型 

項
目
群
の
構
成
に
関
し
て
は
次
の
四
つ
の
類
型
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

Ａ 

親
項
目
＋
子
項
目 

 
 

(

親
子)

 

Ｂ 

複
数
の
親
項
目
＋
子
項
目(

複
数
親)

 

Ｃ 

複
数
の
子
項
目
の
み 

 
(

親
無
し)

 

Ｄ 

親
項
目
の
み 

 
 
 
 

(

親
単
独)

 
 

 Ａ
は
親
項
目
と
子
項
目
と
い
う
典
型
的
な
構
造
の
類
型
で
あ
る
。
心
部
を
対
象
に

調
べ
る
と
、
全
体
四
五
六
項
の
う
ち
、
一
七
四
項
目(

六
六
群)

が
こ
の
類
型
で
あ
る
。

こ
の
ば
あ
い
、
付
随
的
な
情
報
を
載
せ
る
子
項
目
の
立
項
意
義
が
注
目
さ
れ
る
。
た

と
え
ば
、
次
の
⑿
～
⒄
の
項
目
群
が
こ
の
類
型
に
当
た
る
。 

 

⑿
心
【
源
爲
憲
口
遊
云
音
深
火
之
精
包
赤
・
弘
云
叔
也
容
也
・
中
云
心
意
也
・
魴

云
五
藏
之
主
曰
心
・
唯
識
論
云
集
起
名
心
。
コ
ヽ
ロ
詩 

ナ
カ
ヒ
タ
集
】 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
<
2
3
6
-
11
> 

⒀
忄
【
廣
云
同
上
】<

2
3
6
-
21

> 

⒁
中
心
【
コ
ヽ
ロ
ノ
ウ
チ
】<

2
3
6
-
22

> 

【図二-２】被注項と掲出項と項目群の関係 
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⒂
多
心
【
順
云
師
説
奈
加
古
可
遅
〈
周
易
〉
】<

2
3
6
-
2
3> 

⒃
發
心
【
珠
肝
心
記
云
合
云
古
々
呂
於
古
須 

識
疏
】<

2
3
6
-
31

> 

⒄
心
意
識
了
【
慈
云
ー
積
聚
義
意
思
重
意
識
了
別
義
了
識
達
義
廿
唯
識
云
ー
ー
ー

ー
名
之
差
別
】<

2
3
6
-
3
3> 

 親
項
目(

⑿)

を
中
心
に
子
項
目(

⒀
～
⒄)

が
連
な
る
。
各
子
項
目
は
、
字
体
提
示

(

⒀)

、
関
連
熟
語(

⒁
～
⒄)

と
い
っ
た
役
割
を
果
た
す
。
特
に
⒁
～
⒃
は
関
連
熟
語

に
当
て
ら
れ
た
和
訓
を
収
録
す
る
た
め
に
立
項
さ
れ
た
も
の
で
、
注
目
さ
れ
る
。 

Ｂ
は
項
目
群
内
に
親
項
目
、
つ
ま
り
、
中
心
的
な
項
目
が
複
数
存
在
す
る
例
で
あ

る
。
心
部
に
お
い
て
は
一
〇
四
項
目(

二
三
群)
が
こ
れ
に
当
た
る
。
た
と
え
ば
、
次

の
⒅
・
⒆
は
「
悖
」
を
軸
と
す
る
項
目
群
で
あ
る
。 

 

⒅
悖
惡
【
弘
云
補
潰
反
逆
也
亂
也
擾
也
・
應
云
古
愂
。
同
蒲
沒
補
潰
反
。 

眞
云

ホ
チ
】<

2
6
5
-
5
4> 

⒆
兇
悖
【
音
背
・
眞
云
ー
惡
ー
逆
兇
惡
也
・
公
云
音
背
或
作
愂
。
音
發
。
サ
カ
フ

《
易
也
逆
也
》 

ミ
タ
ル
孝 

マ
ト
ハ
ス
】<

2
6
5
-
64

> 

 両
者
の
間
に
は
親
子
の
よ
う
な
明
ら
か
な
格
差
は
な
く
、
い
ず
れ
も
親
項
目
の
よ

う
で
あ
る
。
両
項
目
の
注
文
は
そ
の
出
典
を
異
に
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
情
と
複

数
の
親
項
目
の
存
在
と
の
間
に
は
何
ら
か
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
。 

Ｃ
は
項
目
群
の
中
に
こ
れ
と
い
っ
た
中
心
項
目
が
な
い
類
型
で
あ
る
。
心
部
の
中

で
は
六
項
目(

三
群)

が
こ
の
類
型
に
分
類
さ
れ
る
。
次
の
(20)
・
(21)
は
そ
の
例
で
あ
る
。 

 

(20)
平
等
性
【
眞
云
遍
一
切
法
故
。
】<

2
6
1
-1
3
> 

(21)
離
生
性
【
眞
云
離
生
■
性
故
。
眞
如
異
名
】<

2
6
1
-
21

> 

 周
囲
に
親
項
目
の
よ
う
な
項
目
も
見
当
た
ら
ず
、
単
字
「
性
」
の
関
連
熟
語
の
よ

う
な
項
目
二
つ
の
み
で
構
成
さ
れ
る
項
目
群
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
れ
ら
と
同
様
に

「
性
」
を
軸
と
す
る
次
の
よ
う
な
項
目
群
が
全
く
離
れ
た
箇
所
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

(22)
性
【
音
姓
・
弘
云
生
也
・
中
云
ー
行
也
心
ー
也
・
眞
云
志
也
稟
天
氣
而
生
也
。

ヒ
ト
ヽ
ナ
リ
】<

2
3
7
-
6
3> 

(23)
天
性
【
ヒ
ト
ヽ
ナ
リ
遊
】<

2
3
7
-
7
2
> 

 こ
ち
ら
の
項
目
群
は
Ａ
に
当
た
り
、
親
項
目
が
見
ら
れ
る
。
Ｃ
の
存
在
は
図
書
寮

本
名
義
抄
に
お
け
る
項
目
増
補
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
未
整
稿
と
し
て
の
一

面
が
窺
わ
れ
る
。 

Ｄ
は
単
一
親
項
目
で
構
成
さ
れ
る
項
目
群
で
あ
る
。
事
実
上
「
群
」
と
は
言
い
難

い
が
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
項
目
配
列
に
お
い
て
は
項
目
群
と
同
等
な
層
位
で
扱
う

必
要
が
あ
る
。
心
部
で
は
一
七
二
項
目
が
こ
れ
に
当
た
る
。
次
の
(24)
の
よ
う
な
例
で

あ
る
。 

 
(24)
忠
【
季
云
音
中
・
弘
云
徴
躬
反
厚
也
敬
也
直
也
・
野
ー
ー
事
君
之
名
。
・
魴
云

心
信 

タ
ヽ
シ
論
】<

2
3
8
-
63

> 

 

以
上
、
項
目
群
の
類
型
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
心
部
に
対
す
る
分
布
を
ま
と
め
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る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

  

心
部 

掲
出
項
―
―
―
―
―
四
五
六
項 

項
目
群
―
―
―
―
―
二
四
四
群 

 
 

 

Ａ
（
親
子
）
―
―
―
―
―
一
七
四
項
目
／ 

六
八
群 

 
 

 

Ｂ
（
親
複
数
）
―
―
―
―
―
六
六
項
目
／ 

一
五
群 

 
 

 

Ｃ
（
親
無
し
）
―
―
―
―
―
―
六
項
目
／ 

 

七
群 

 
 

 

Ｄ
（
親
単
独
）
―
―
―
―
一
七
二
項
目
／
一
七
二
群 

  第
五
節 

ま
と
め 

本
章
で
は
、図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
項
目
配
列
の
構
造
に
つ
い
て
考
察
し
た
。 

ま
ず
、
直
観
的
に
把
握
可
能
な
掲
出
語
を
基
準
と
し
た
「
掲
出
項
」
を
、
注
文
と

掲
出
語
の
対
応
関
係
の
検
討
に
よ
っ
て
把
握
可
能
な
「
被
注
項
」
単
位
に
細
分
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
図
書
寮
本
名
義
抄
が
有
す
る
掲
出
語
の
形
態
と
注
文
の
内
容
と
の
対

応
に
お
け
る
「
ね
じ
れ
」
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。 

続
い
て
、
個
々
の
掲
出
項
を
乗
り
越
え
、
複
数
の
掲
出
項
に
ま
た
が
る
「
項
目
群
」

と
い
う
単
位
を
設
定
し
た
。
こ
れ
は
整
然
と
し
な
い
よ
う
に
見
え
る
図
書
寮
本
名
義

抄
の
項
目
配
列
を
貫
く
原
則
と
組
織
性
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
有
効
な
手
が
か
り

で
あ
る
。 

以
上
の
検
討
の
結
果
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。 

 

一 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
掲
出
語
は
熟
語
中
心
の
印
象
で
あ
る
が
、
そ
の

注
文
と
の
対
応
を
検
討
す
る
と
、
単
字
中
心
的
な
様
相
を
見
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
形
態
と
内
容
の
「
ね
じ
れ
」
は
、
特
に
仏
典
音
義
類
か
ら

の
材
料
を
採
り
入
れ
て
い
る
項
目
に
強
く
現
れ
る
。 

 

二 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
掲
出
項
の
配
列
は
、
個
々
の
項
目
だ
け
で
は
説

明
が
つ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
、「
項
目
群
」
と
い
う
複
数
の
項
目
を
併

せ
た
単
位
設
定
に
よ
っ
て
よ
り
容
易
に
行
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
中

に
は
重
複
す
る
項
目
群
も
存
し
、
未
整
然
と
し
た
特
徴
が
見
ら
れ
る
。 

 

 

注 

（
一
） 

部
首
分
類
体
と
類
似
し
た
述
語
と
し
て
、
「
字
形
引
き
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
字
形
が

検
索
の
キ
ー
と
な
る
と
い
う
側
面
に
注
目
し
た
述
語
で
あ
る
。
図
書
寮
本
名
義
抄
の
ば
あ
い
、

配
列
の
大
き
な
分
類
は
部
首
と
い
う
字
形
に
基
づ
く
側
面
に
よ
る
も
の
の
、
各
部
首
内
の
配
列

は
必
ず
し
も
字
形
に
よ
ら
な
い
た
め
、
図
書
寮
本
名
義
抄
を
字
形
引
き
の
辞
書
と
称
す
る
に
は

聊
か
躊
躇
い
が
存
す
。
本
稿
で
「
部
首
分
類
体
」
と
い
う
項
目
の
分
類
基
準
に
着
目
し
た
述
語

を
採
る
の
は
そ
の
所
以
で
あ
る
。 

（
二
） 
山
田(

一
九
九
七
：
九
三)

 

（
三
） 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
冒
頭
に
は
「
類
聚
名
義
抄
篇
目
頌
」
と
題
す
る
収
録
部
首
目
録
に
当
た
る

一
覧
が
あ
る
。
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
る
二
十
部
首
の
内
容
と
順
番
は
観
智
院
本
の
該
当
部
分
と
一

致
す
る
。
た
だ
し
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
本
文
を
開
く
と
、
そ
の
う
ち
「
面
・
齒
・
色
」
の
三
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部
首
は
隣
接
部
首
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。 

（
四
） 

部
首
配
列
に
関
し
て
は
「
意
義
類
似
」
も
影
響
し
て
い
る
と
す
る
が
、
字
形
類
似
の
ほ
う
が
絶

対
的
で
あ
る
と
述
べ
る
。 

（
五
） 

篆
隷
萬
象
名
義
と
の
比
較
検
討
は
前
半
部(

原
撰
部
：
玉
・
土
・
邑
・
足
・
心
・
言)

と
後
半
部

(

続
撰
部
：
水
・
山
・
石
・
阜
・
糸
・
巾
・
衣)

に
分
け
て
行
っ
て
い
る
。 

（
六
） 

「
万
象
名
義
の
出
現
順
」
に
よ
る
区
間
の
他
に
、
「
仏
教
要
語
」
が
密
集
す
る
区
間
、
「
類
聚

字
形
・
異
体
字
」
の
連
鎖
に
よ
る
区
間
、
「
韻
書
と
関
係
あ
る
か
」
と
推
測
さ
れ
る
区
間
を
導

き
出
し
て
い
る
。 

（
七
） 

こ
の
よ
う
な
分
布
類
型
の
存
在
は
、
す
で
に
池
田(

一
九
九
三
ａ)

で
も
指
摘
し
て
い
る
内
容
で

あ
り
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
単
字
字
書
的
な
特
徴
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。 

（
八
） 

万
象
名
義
の
翻
字
引
用
は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
例
に
準
じ
て
行
う
。
但
し
、
句
読
点
は
筆
者
に

よ
る
。
所
在
は<

○
帖
／
○
丁
表(

オ)

・
裏(
ウ)
／
○
行>

の
順
で
記
す
。 

（
九
） 

池
田
ほ
か(

一
九
八
八)

の
判
定
に
よ
る
。 

（
一
〇
）
こ
の
部
首
は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
現
存
部
分1

71

葉
（
本
文
が
な
い
表
紙
と
背
紙
は
除
く
）
の

約
１
割(

9
.4
%

、16

葉)

を
占
め
、
大
き
い
分
量
を
占
め
る
。 

（
一
一
）
複
雑
な
対
応
様
相
を
見
せ
る
②
～
⑤
の
類
型
の
用
例
数
は
、
掲
出
項
を
基
準
に
し
て
数
え
た
。

こ
れ
は
形
態
的
な
分
類
と
の
格
差
が
よ
り
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
で
あ
る
。 

（
一
二
）
項
目
群
と
い
う
配
列
単
位
の
必
須
条
件
は
、
共
通
の
単
字
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
こ
と
と
物
理

的
に
隣
接
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
条
件
を
満
た
せ
ば
単
独
掲
出
項
が
そ
の
ま

ま
一
つ
の
項
目
群
と
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。 
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第
四
章 

 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
注
文
類
型 

 第
一
節 

は
じ
め
に 

前
章
で
は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
項
目
配
列
の
構
造
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
章
で

は
各
項
目
内
に
お
け
る
注
文
が
ど
の
よ
う
に
配
列
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
考
究
す
る
。 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
出
典
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
注
文
の
引
用
と
い
う
次
元
で

行
わ
れ
た
研
究
が
多
い
。
こ
れ
は
本
辞
書
の
一
大
特
徴
で
あ
る
「
忠
実
な
出
典
注
記
」

に
因
む
も
の
で
、
い
か
な
る
典
籍
か
ら
い
か
に
注
文
を
取
り
入
れ
て
い
る
か
、
あ
る

い
は
影
響
さ
れ
て
い
る
か
を
考
え
る
。
様
々
な
典
籍
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
成
立
し

て
い
る
文
献
と
し
て
、
そ
の
出
典
の
忠
実
な
注
記
と
い
う
特
徴
を
有
効
に
生
か
し
た

ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。 

  第
二
節 

注
文
の
類
別 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
注
文
は
、
漢
字
漢
語
の
掲
出
語
に
対
す
る
「
形
・
音
・
義
」
三

方
面
か
ら
の
情
報
を
網
羅
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
中
国
訓
詁
学
の
成
果
を
字
書

や
経
書
注
釈
な
ど
か
ら
直
接
ま
た
は
間
接
的
に
吸
収
し
た
結
果
で
あ
る
。 

注
文
に
は
中
国
の
字
書
で
あ
る
「
原
本
玉
篇
」
と
そ
の
抄
略
本
で
あ
る
万
象
名
義

か
ら
引
か
れ
た
字
音
注
と
意
味
注
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
玄
応
音
義
や
中
算

釈
文
な
ど
の
仏
典
音
義
か
ら
の
引
用
も
字
音
と
字
義
の
情
報
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ

に
加
え
て
『
干
禄
字
書
』
の
よ
う
な
字
様
か
ら
の
字
体
注
記
ま
で
加
わ
り
、
漢
字
の

形
・
音
・
義
と
い
う
三
要
素
に
関
す
る
記
述
を
備
え
て
い
る
。
そ
れ
に
日
本
古
辞
書

の
独
自
要
素
と
し
て
漢
字
・
漢
語
と
結
び
付
い
た
「
和
訓
」
を
別
分
類
と
し
て
立
て

る
と
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
注
文
は
四
つ
の
要
素
で
類
別
可
能
で
あ
る
。
以
下
、
本

章
で
の
注
文
類
別
は
こ
の
四
つ
の
要
素
を
中
心
と
す
る
。 

注
文
類
型
に
関
し
て
は
、
宮
澤(

一
九
九
二)

が
、
①
字
体
注
、
②
正
音
注
、
③
呉

音
注
、
④
和
音
注
、
⑤
義
注
、
⑥
真
仮
名
和
訓
、
⑦
訓
点
本
等
に
よ
る
片
仮
名
和
訓
、

⑧
玉
抄
等
に
よ
る
片
仮
名
和
訓
の
八
類
に
分
け
て
い
る
。
池
田(

一
九
九
一
ｂ)

は
音

注
を
類
音
注
と
反
切
に
分
け
、
字
体
注
は
字
体
注
と
経
文
字
体
注
に
細
分
し
て
い
る
。 

本
章
で
の
注
文
類
型
は
、
形
・
音
・
義
・
和
訓
、
四
つ
の
大
分
類
と
、
先
行
研
究
の

類
別
を
参
考
に
し
た
小
分
類
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
注
文
類
別
の
詳
細
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。 

 

【
注
文
類
型
】 

Ａ
形 

 

A1
字
体
注
：
主
に
『
干
禄
字
書
』
か
ら
の
字
体
関
連
情
報
。
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
じ
る
形
式
の

情
報
（
「
古
文
○
同
」
な
ど
）
。 

 

A2
経
文
字
体
注
：
「
経
作
○
非
」
な
ど
。 
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Ｂ
音 

 

B1
正
音
注
：
切
韻
で
代
表
さ
れ
る
中
古
中
国
音
に
基
づ
く
字
音
情
報
。 

B1-

ａ
類
音
：
類
音
注
に
よ
る
字
音
情
報
。 

B1-

ｂ
反
切
：
反
切
に
よ
る
字
音
情
報
。 

B1-

ｃ
そ
の
他
：
類
音
注
・
反
切
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
類
型
の
字
音
情
報
。 

 

B2
呉
音
注
：
主
に
『
大
般
若
経
字
抄
』
か
ら
の
呉
音
情
報
。 

 

B3
和
音
注
：
主
に
『
大
般
若
経
音
訓
』
か
ら
の
和
音
情
報
。
片
仮
名
に
よ
る
字
音
情
報
。 

 

Ｃ
義 

 

C1
義
注
：
漢
文
に
よ
る
意
味
情
報
。(

注
一)

 

 

Ｄ
和
訓 

 

D1
真
仮
名
和
訓
：
主
に
『
和
名
類
聚
抄
』
か
ら
の
万
葉
仮
名
表
記
の
和
訓
。 

 

D2
訓
点
本
等
に
よ
る
片
仮
名
和
訓
：
主
に
訓
点
本
な
ど
か
ら
の
片
仮
名
表
記
の
和
訓
。 

 

D3
云
型
片
仮
名
和
訓
：
主
に
玉
抄
な
ど
の
典
籍
か
ら
引
用
さ
れ
た
和
訓
。(

注
二) 

 

以
下
、
四
つ
の
大
分
類
の
基
本
属
性
に
つ
い
て
言
部
の
被
注
項
、
四
三
五
条
を
例

に
挙
げ
て
検
討
す
る
。 

  第
三
節 

注
文
類
型
の
検
討 

一 

字
体
注
の
検
討 

字
体
注
を
収
録
し
て
い
る
被
注
項
は
五
三
例(

一
二
％)

で
言
部
の
全
被
注
項
の
約

一
割
に
過
ぎ
な
い
。
漢
字
の
「
形
」
に
つ
い
て
の
情
報
は
掲
出
語
そ
の
も
の
の
提
示

に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
部
分
が
大
き
く
、
あ
え
て
注
文
と
し
て
記
述
す
る
必
要
は
限

ら
れ
る
。
そ
の
少
な
い
分
布
は
こ
う
い
う
事
情
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し

い
収
録
状
況
を
見
る
と
音
注
・
義
注
な
ど
の
他
の
注
文
類
型
と
と
も
に
収
載
さ
れ
る

例
が
ほ
と
ん
ど
で
、
字
体
注
だ
け
の
も
の
は
次
の
五
例
の
み
で
あ
る
。 

 

①
諌
諫
【
干
云
上
通
。
】<

0
7
1
-
3
4
> 

②
訦
【
弘
云
諶
字
。
】<

0
7
9
-
61
> 

③
𧨙
【
類
云
今
】<

0
8
6
-
1
3
> 

④
講
講
【
干
云
上
通
。
】<

0
9
2
-
6
4
> 

⑤
筯
【
益
云
俗
辯
字
。
】<

0
9
8
-
2
2
> 

 

し
か
し
、
字
体
注
単
独
収
録
例
の
う
ち
①
～
④
の
四
例
は
い
ず
れ
も
同
被
注
字
の

隣
接
項
目
に
お
い
て
音
注
と
義
注
な
ど
が
す
で
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
当
該

項
目
は
異
体
字
情
報
の
記
述
の
た
め
に
立
項
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実
例
は

下
記
の[

例
一]

の
よ
う
で
あ
る
。 

 [

例
一]

 

⑥
諷
諫
【
上
、
風
、
上
同
。
見
詩
。
下
音
澗
・
弘
云
正
也
更
也
・
眞
云
淨
也
又
直

言
以
悟
入
也
公
云
音
漢 

イ
サ
ム 

珠
云
伊
佐
牟 

眞
云
ー 

誎
《
且
録
》
】

<
0
7
1-

2
2> 

⑦
三
諌
【
或
反
古
云
三
遍
伊
佐
牟
】<

0
7
1
-
32
> 

⑧
諌
諫
【
干
云
上
通
。
】<

0
7
1
-
3
4
> 
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[
例
一]

の
場
合
、
⑥
の
項
に
「
諌
」
と
い
う
単
字
の
音
注
・
意
味
注
・
和
訓
な
ど
が

示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
⑦
は
そ
の
関
連
熟
語
に
当
た
る
万
葉
仮
名
和
訓
を
示
す
た

め
の
項
目
で
あ
っ
て
、
そ
の
次
に
字
体
記
述
の
た
め
の
項
目
と
し
て
⑧
が
配
列
さ
れ

る
流
れ
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
項
目
は
い
ず
れ
も
「
諌
」
と
い
う
単
字
に
関
す
る
も
の

と
し
て
項
目
の
レ
ベ
ル
を
超
え
た
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
分
布
様
相
に
お
け
る
組
織
性
は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
辞
書
記
述
の
構
造
を
捉
え
る

う
え
で
重
要
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
い
る
。 

 

二 

音
注
の
検
討 

音
注
が
収
録
さ
れ
て
い
る
被
注
項
は
二
七
一
例(
六
二
％)

で
全
体
の
六
割
強
を
占

め
る
。
こ
の
よ
う
な
高
い
収
録
率
は
、
漢
字
の
基
本
要
素
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
音
注
を
さ
ら
に
細
分
す
る
と
正
音
注
は
二
七
〇
例
、
呉
音
注
は
一

六
例
、
和
音
注
は
二
七
例
の
分
布
を
呈
す
る
。
こ
の
よ
う
な
各
小
分
類
間
の
分
布
を

眺
め
る
と
、
正
音
注
は
ほ
と
ん
ど
の
例
に
分
布
す
る
と
い
う
優
位
が
見
ら
れ
、
呉
音

注
と
和
音
注
を
圧
倒
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
音
注
と
し
て
正
音
注
が
単
独
収
録
さ
れ

る
こ
と
は
あ
っ
て
も(

二
三
四
例)

、
呉
音
注
あ
る
い
は
和
音
注
の
み
の
項
目
は
次
の

[

例
二]

に
示
す
「
訊<
0
8
9
-43

>

」
の
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ

の
唯
一
の
例
に
対
し
て
も
実
は
正
音
注
未
収
録
と
は
言
い
切
れ
な
い
事
情
が
確
認
さ

れ
る
。 

 

 

[

例
二]

 

⑨
問
訊
【
慈
云
息
晉
反
問
也
辭
也
言
也
執
問
通
問
曰
ー
。
】<

0
8
9
-
41
> 

⑩
訊 

【
中
云
又
作
訙 

眞
云
審
問
也
然
云
廣
辭
也
廣
以
己
事
宣
其
問
辭
如
法
花

中
云
々 

眞
云
信
音
】<

0
8
9
-
43
> 

⑪
訙
訊
【
干
云
上
俗
類
云
信
音 

ト
フ
後
】<

0
8
9
-
52
> 

 

問
題
の
⑩
「
訊<

0
89
-
4
3>

」
と
同
じ
被
注
字
に
対
す
る
項
目
で
あ
る
⑨
と
⑪
に
は

そ
れ
ぞ
れ
正
音
注
が
引
か
れ
て
い
る
。
⑩
に
お
け
る
正
音
注
の
不
在
は
情
報
の
過
度

な
重
複
を
避
け
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
⑨
～
⑪
の
三
項
目
に
わ
た
る

「
訊
」
に
つ
い
て
の
記
述
全
体
か
ら
す
る
と
正
音
注
は
欠
け
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ

か
ろ
う
。 

一
方
、
音
注
を
収
載
し
て
い
な
い
項
目(

一
四
二
例)

に
対
し
て
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
用
例
の
中
に
は[

例
二]

の
よ
う
に
隣
接
項
に
同
字
の
音
注
が

載
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
果
た
し
て
こ
れ
を
音
注

未
収
録
と
し
て
記
述
情
報
の
欠
如
と
見
な
す
べ
き
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
更
な
る
調
査
と
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

 

三 

義
注
の
検
討 

義
注
を
収
載
し
て
い
る
被
注
項
は
三
一
九
例(

七
三
％)

で
全
例
の
七
割
強
を
占
め

る
。
こ
れ
は
音
注
よ
り
も
さ
ら
に
高
い
割
合
で
あ
っ
て
、
前
述
の
音
注
と
と
も
に
図

書
寮
本
名
義
抄
の
注
文
を
構
成
す
る
大
き
な
柱
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
特
に
義
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注
収
録
項
目
の
七
割
近
く(

二
一
二
例)

は
音
注
と
一
緒
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
注
文
の
根
幹
と
し
て
音
注
と
義
注
の
位
相
を
窺

い
知
れ
る
結
果
で
あ
る
。
一
方
、
義
注
の
み
の
項
目
も
一
〇
二
例
に
の
ぼ
る
。
詳
し

く
見
る
と
ま
ず
熟
語
被
注
項
が
七
五
例
で
最
も
多
く
、
次
に
同
被
注
字
の
隣
接
項
が

あ
る
単
字
被
注
項
の
例
が
二
三
例
あ
る
。
他
に
は
言
部
に
属
し
な
い
字

(

中
・
唯
・
敎
・
喩)

を
被
注
字
と
す
る
項
目
が
四
例
あ
る
。
詳
し
く
は
次
の[

例
三]

を
見
ら
れ
た
い
。 

 [

例
三]

 

⑫
唯
識
【
慈
云
唯
謂
簡
別
、
遮
無
外
境
識
謂
能
了
、
詮
有
内
心
。
・
章
有
十
門
。

釋
名
如
第
二
門
。
】<

0
7
2
-
74
> 

⑬
識
蘊
【
眞
云
記
也
了
也
。
】<

0
7
3-

1
3> 

⑭
知
識
【
宋
云
音
式
・
弘
云
知
也
・
然
曰
聞
名
爲
知
見
形
爲
ー
。
是
人
益
我
菩
提

之
道
名
善
知
識
・
唯
識
云
了
別
名
ー
・
慈
云
識
者
驗
也
・
法
花
云
善
知
識

者
是
大
因
緣 

眞
云
サ
ト
ル 

シ
ル
記 

モ
ノ
シ
ル
】<

0
7
3
-
14
> 

 

⑫
の
掲
出
項
「
唯
識
」
に
は
「
唯
識
」
「
唯
」
「
識
」
の
三
つ
の
被
注
項
に
分
け
ら

れ
る
が
、
い
ず
れ
も
義
注
だ
け
引
い
て
い
る
。
次
の
⑬
は
「
識
」
の
単
字
被
注
項
だ
け

で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
義
注
し
か
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
⑭
は
「
識
」
に
対

す
る
音
注
・
義
注
・
和
訓
の
注
文
類
型
を
揃
え
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
掲
出
項(

被
注

項
と
し
て
は
五
項)

は
「
識
」
を
軸
に
し
て
つ
な
が
る
項
目
群
と
も
い
え
る
も
の
で
、

⑭
が
最
も
基
本
的
な
項
目
で
、
⑫
と
⑬
は
そ
れ
に
従
属
す
る
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。

つ
ま
り
⑫
と
⑬
は
同
一
項
目
群
内
に
す
で
に
存
在
す
る
音
注
と
和
訓
な
ど
の
情
報
を

あ
え
て
繰
り
返
さ
ず
、
独
自
の
義
注
だ
け
を
記
述
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
項
目
と

い
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
出
典
か
ら
の
引
文
の
み
収
録
し
て
い
る
こ
と
は
、
引
用

原
典
の
利
用
方
針
と
当
該
項
目
の
立
項
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
。 

義
注
を
収
録
し
て
い
な
い
94
例
に
関
し
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
と

し
て
は
、義
注
以
外
の
注
文
類
型
の
い
ず
れ
か
を
単
独
で
収
録
す
る
項
目
が
多
い (

八

〇
例)

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
先
に
取
り
上
げ
た[

例
三]

の
場
合
と
類
似
し
た

様
相
が
予
想
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
次
の[

例
四]

を
見
て
み
よ
う
。 

 [

例
四]

 

⑮
許 

【
弘
云
虛
語
反
進
也
聽
也
從
也
然
也
諾
也
所
也
與
也
・
中
云
聽
也
ー
可
也
・
了

義
燈
云
以
悔
ー
字
少
相
近
故
寫
者
有
悮
。 

ス
ヽ
ム
】<

0
7
4
-
74

> 

⑯
爲
許
【
眞
云
聽
也
珠
云
由
流
須
】<

0
7
5
-
14
> 

⑰
爾
許
【
眞
云
ー
猶
所
。
】<

0
7
5
-
21
> 

⑱
於
某
甲
許
【
同
】<

0
7
5
-
22
> 

⑲
幾
許
【
同
・
又
云
擬
也
。
イ
ク
ハ
ク
ハ
カ
リ
集 

ソ
コ
ハ
ク
】<

0
7
5
-2
3
> 

⑳
芥
子
許
【
中
云
擬
也
然
也
。
】<

0
7
5
-3
1
> 

㉑
作
許
【
ソ
コ
ハ
ク
遊
】<

0
7
5
-
3
3
> 

㉒
那
許
【
同
】<

0
7
5
-
3
4> 

㉓
如
許
【
同
】<

0
7
5
-
4
1> 

㉔
何
許
【
ト
コ
ロ
集
】<

0
7
5
-
42
> 

 

上
掲
の
項
目
の
中
で
㉑
～
㉔
の
四
項
目
は
義
注
を
収
録
し
な
い
項
目
で
、
和
訓
し



 

157 

か
載
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
項
目
は
「
許
」
に
関
す
る
記
述
項
目
の
グ
ル

ー
プ
と
い
え
る
⑮
～
㉔
の
流
れ
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
㉑
～
㉔
は
特
定

の
注
文
類
型(
こ
こ
で
は
和
訓)

の
記
述
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
項
目
で
、
義
注
を
含

め
た
他
の
注
文
類
型
は
⑮
を
中
心
に
し
た
隣
接
項
目
に
委
ね
、
あ
え
て
繰
り
返
さ
な

い
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
を
見
る
と
、
注
文
類
型
の
不
備
に
つ
い
て
の
判
断

は
単
一
項
目
に
限
ら
ず
、
被
注
字
語
を
共
有
す
る
隣
接
項
目
と
の
関
連
の
中
で
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

四 

和
訓
の
検
討 

和
訓
が
収
録
さ
れ
て
い
る
被
注
項
は
一
四
八
例(
三
四
％)

で
あ
る
。
前
述
の
音

注
・
義
注
に
は
及
ば
な
い
に
し
て
も
、
全
体
の
三
分
の
一
を
超
え
る
項
目
に
分
布
し

て
お
り
、
注
文
類
型
の
中
で
一
定
の
位
相
を
占
め
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
注
文

類
型
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
重
要
な
特
徴
と
い
え
る
「
漢
和
辞
書
」
と
し
て
の
性

質
の
核
心
要
素
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
な
分
布
の
量
的
な
現
状
は
、

本
辞
書
に
お
け
る
和
訓
に
つ
い
て
の
扱
い
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
も
い
え
る
。 

し
か
し
、
和
訓
を
収
録
し
て
い
る
項
目
は
、
字
体
注
あ
る
い
は
音
注
や
義
注
な
ど

漢
文
に
よ
る
他
の
類
型
の
注
文
と
共
存
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
漢
訳
仏
典
を
中

心
と
し
た
仏
教
教
学
の
集
成
と
し
て
の
本
辞
書
の
位
置
づ
け
か
ら
す
る
と
当
然
の
結

果
で
あ
る
。
そ
し
て
、
図
書
寮
本
名
義
抄
は
漢
文
注
優
位
の
体
裁
で
あ
り
、
和
訓
の

存
在
は
そ
の
付
随
的
な
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
い
え
よ
う
。
和
訓
を

有
す
る
項
目
に
お
い
て
他
の
注
文
類
型
と
の
共
存
現
状
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。 

和
訓
の
み
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
九 

和
訓
＋
字
体
注
…
…
…
…
…
…
…
…
一 

和
訓
＋
音
注
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六 

和
訓
＋
義
注
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二 

和
訓
＋
音
注
＋
義
注
…
…
…
…
一
〇
三 

和
訓
＋
字
体
注
＋
音
注
…
…
…
…
…
一 

和
訓
＋
字
体
注
＋
音
注
＋
義
注
…
…
六 

合
計
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
四
八 

 最
も
多
い
類
型
は
「
和
訓
＋
音
注
＋
義
注
」
で
、
漢
字
の
音
と
義
と
い
う
基
本
要

素
に
対
す
る
和
訓
の
従
属
性
が
反
映
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
上
述
し
た
よ
う
な
漢
文
注
優
位
の
傾
向
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
書
寮

本
名
義
抄
に
和
訓
を
単
独
収
録
し
て
い
る
項
目(

二
九
条)

が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る

の
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
音
義
に
つ
い
て
の
漢
文
記
述
を
一
切
収
録

せ
ず
、
唯
一
日
本
語
に
よ
る
意
味
情
報
で
あ
る
和
訓
の
み
を
収
録
し
て
い
る
項
目
で
、

か
な
り
異
例
的
な
存
在
で
あ
る
。
特
に
漢
籍
の
訓
点
資
料
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
抜
き

出
し
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
次
の
よ
う
な
項
目
は
仏
教
書
中
心
の
内
容
構
成
で
あ

る
本
辞
書
に
お
い
て
か
な
り
特
徴
あ
る
も
の
と
い
え
る
。 

 

㉕

訐
ア
ハ
ク

群
臣
之
德
失

 

を

。
【
顔
氏
】<

0
7
4
-
5
1
> 

㉖
誡
々
之
々
哉
々
【
イ
メ
〳
〵
顔
】<

0
7
7
-
42
(

補)
> 
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㉗

訥
オ
ソ
シ

於
言
【
論
語
】<

0
8
7
-
3
1
> 

㉘

詳
イ
ツ
ハ
テ

譽

ホ
ム
ル
マ
ネ
ス

太
子

 

ヲ

【
史
記
世
家
】<

0
9
9
-
41
> 

 

㉕
㉖
は
『
顔
氏
家
訓
』
「
省
事
」
と
「
誡
兵
」
、
㉗
は
『
論
語
』
「
里
仁
第
四
」
、

㉘
は
『
史
記
』
「
晋
世
家
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
㉖
を
除
く
三
項
目
は
出
典
の
訓
点

資
料
の
字
句
と
傍
訓
そ
の
も
の
を
掲
出
字
語
と
し
て
繰
り
込
み
、
注
文
に
は
出
典
注

記
の
み
載
せ
た
形
式
を
と
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
訐
」
「
誡
」
「
訥
」
「
譽
」
の

被
注
項
が
隣
接
し
て
お
り
、
上
掲
の
用
例
は
そ
の
付
加
情
報
と
し
て
漢
籍
訓
点
本
に

お
け
る
例
を
提
示
す
る
目
的
で
立
項
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
和
訓
単
独
収

録
例
に
対
し
て
も
こ
の
よ
う
な
例
が
多
い
。
つ
ま
り
、
項
目
群
と
い
う
流
れ
を
視
野

に
入
れ
る
と
、
こ
れ
ら
の
和
訓
単
独
収
録
例
に
は
付
加
情
報
の
記
述
と
い
う
特
別
な

目
的
で
立
項
さ
れ
た
た
め
に
、
隣
接
項
目
の
既
出
情
報
は
あ
え
て
省
い
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
こ
れ
を
漢
文
注
優
位
の
方
針
を
覆
す
よ
う
な
反
例
に
は
す
る
の
は
適
当
で

は
な
い
と
考
え
ら
え
る
。
む
し
ろ
漢
文
注
優
位
の
方
針
は
揺
る
が
な
い
ま
ま
、
漢
字

漢
語
に
関
す
る
様
々
な
形
態
の
情
報
を
盛
り
込
む
と
い
う
意
図
性
の
下
で
行
わ
れ
た

措
置
と
し
て
解
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。 

  第
四
節 

項
目
群
と
注
文
類
型 

前
節
ま
で
図
書
寮
本
名
義
抄
の
各
項
目
を
被
注
項
と
い
う
概
念
の
導
入
に
よ
っ
て

分
析
し
た
。
さ
ら
に
各
項
目
に
見
ら
れ
る
注
文
類
型
の
分
布
と
い
う
物
差
し
で
、
項

目
内
の
記
述
構
造
を
検
討
し
、
個
別
項
目
の
レ
ベ
ル
を
超
え
た
単
位
で
の
組
織
性
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
、
個
別
の
項
目
に
切
り
離
す
と
一
見
未
整
備
な

項
目
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
隣
接
す
る
項
目
と
の
間
の
組
織
性
と
い
う
観
点
の
導

入
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
あ
る
意
図
性
の
下
で
行
わ
れ
た
記
述
情
報
の
分
散
配
列
と
解

さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
図
書
寮
本
名
義
抄
が
有
す
る
未
整
稿
と
し
て
の
姿
と
も
い
え
る
側
面
が
、

実
は
先
行
音
義
類
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
構
造
的
な
根
幹
に
漢
籍
訓
点
本
や
字
様
な

ど
の
諸
典
籍
か
ら
の
多
様
な
形
態
の
情
報
を
組
み
込
む
た
め
に
意
図
性
を
持
っ
て
行

わ
れ
た
こ
と
と
い
え
る
。
以
下
で
は
形
式
や
実
質
内
容
の
面
で
何
ら
か
の
同
質
性
を

帯
び
る
隣
接
項
目
の
ま
と
ま
り
を
「
項
目
群
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
、
そ
の
実
情
に
つ

い
て
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
す
る
。 

ま
ず
言
部
に
は
次
の[

例
五]

よ
う
な
掲
出
項
が
並
ん
で
い
る
。 

 [

例
五]

 

①
設
【
弘
云
尸
熱
反
置
也
施
也
合
也
・
眞
云
陳
也
計
也
列
也
飼
也
。
マ
ウ
ク
記
】

<
0
7
6-

2
2> 

②
設
使
【
タ
ト
ヒ
律
】<

0
7
6
-
24
> 

③
設
如
【
同 

集
】<

0
7
6
-
31
> 

④
設
得
【
中
云
ー
許
也
ー
會
也 

眞
云
權
之
所
言
曰
ー
】<

0
7
6
-
3
2
> 

⑤
𢾭
設
【
眞
云
施
ー
也
】<

0
7
6
-
3
4
> 

⑥
設
固
【
眞
云
ー
假
ー
也
】<

0
7
6
-
41
> 
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⑦
設
利
羅
【
眞
云
舊
云
舍
利
。
唐
云
身
骨
。
】<

0
7
6
-
4
2> 

最
初
の
①
「
設<

0
7
6-
2
2
>

」
は
正
音
注
（
「
尸
熱
反
」
）
と
義
注
（
「
置
也
施
也
合

也
」
な
ど
）
お
よ
び
訓
点
本
か
ら
の
片
仮
名
和
訓
（
「
マ
ウ
ク
」
）
を
揃
え
て
い
る
。

字
体
注
以
外
の
基
本
的
な
要
素
を
完
備
し
て
い
る
「
基
本
項
」
と
い
え
る
も
の
で
あ

る
。
続
い
て
②
③
は
基
本
項
の
単
字
を
含
む
漢
語
に
対
応
す
る
片
仮
名
和
訓
を
そ
れ

ぞ
れ
引
い
て
い
る
も
の
で
「
熟
語
和
訓
項
」
と
い
え
る
。
そ
の
次
の
④
⑤
⑥
は
基
本

項
の
単
字
を
含
む
熟
語
に
関
す
る
、
い
わ
ば
「
関
連
熟
語
項
」
で
あ
る
。
最
後
に
⑦
は

基
本
項
の
単
字
を
含
む
梵
語
の
音
訳
語
に
つ
い
て
の
項
目
で
、
「
音
訳
語
項
」
と
い

え
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
上
掲
の
七
項
目
は
「
設
」
と
い
う
単
字
を
軸
に
し
て
「
基

本
項(

①)

―
熟
語
和
訓
項(

②
③)

―
関
連
熟
語
項(

④
⑤
⑥)

―
音
訳
語
項(

⑦)

」
の

項
目
群
を
な
し
て
い
る
。 

項
目
群
は
他
に
も
分
布
し
て
い
る
が
、
言
部
の
冒
頭
に
並
ぶ
次
の[
例
六]

の
項
目

群
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。 

 [

例
六]

 

⑧
言
【
弘
云
魚
鞬
反 

我
也
間
也
從
也
憘
也
問
也
・
應
云
眞
言
月
言
々
已
事
也
。

答
述
爲
語
爲
人
説
也
。
ー
亦
云
也
發
端
文
・
中
云
語
也
・
眞
云
説
也
。
・
大

覺
云
ー
在
飛
龍
前
行
在
跛
鼈
後
・
季
云
和
礼
・
珠
曰
伊
布
去
々
呂
波 

去
々

尓 

コ
ト
記 

モ
ノ
イ
フ 

マ
ウ
ス
選 

コ
ト
ハ
詩 

ト
ク
切
】<

0
7
0
-1
1
> 

⑨
𧥛
【
魴
云
魚
匽
反
。
言
脣
急
口
弱
。
・
類
云
去
偃
反
。
】<

0
7
0
-
31
> 

⑩
𧥜
【
魴
云
去
匽
反
言
急
貌
。
・
類
云
魚
偃
反
脣
上
急
。
】<

0
7
0
-
33
> 

⑪
言
【
魴
云
而
渉
反
・
類
云
侈
葉
反
。
】<

0
7
0
-
4
1
> 

⑫
言
【
魴
云
叱
渉
反
・
類
云
醜
周
反
不
中
。
】<

0
7
0
-
4
3> 

⑬
方
言
【
湛
然
曰
唐
梵
二
方
言
音
不
同
。
云
々
】<

0
7
0
-
5
1
> 

⑭
所
言
【
信
云
ー
卽
讒
也
故
尼
有
言
人
戒
僧
言
人
得
吉
尼
得
墮
】<

0
7
0
-5
3
> 

上
記
の
例
を
見
る
と
、
ま
ず
「
⑧
言<

0
7
0
-
11
>

」
は
基
本
項
と
見
ら
れ
る
。
続
く
⑨

～
⑫
の
四
項
目
は
、
前
の
「
言
」
と
字
形
は
類
似
し
て
い
る
が
字
音
・
字
義
は
一
致
し

な
い
「
類
形
別
字
」
で
、
そ
の
弁
別
を
示
す
目
的
で
こ
こ
に
配
列
さ
れ
た
「
類
字
弁
別

項
」
と
解
さ
れ
る
。
注
文
は
簡
略
で
正
音
注
と
簡
単
な
義
注
ぐ
ら
い
を
揃
え
て
い
る

だ
け
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
蔣
魴
切
韻
と
類
音
決
か
ら
の
引
文
の
み
で
あ
る
の
も
注

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
⑬
⑭
の
二
つ
の
項
目
は
基
本
項
の
単
字
「
言
」
関
連

熟
語
に
関
す
る
項
目
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
音
注
な
ど
は
略
し
、
熟
語
に
意
味
に

関
す
る
注
文
（
義
注
）
だ
け
を
収
録
し
て
い
る
。 

以
上
を
ま
と
め
る
と
上
掲
の
七
つ
の
隣
接
項
目
は
「
基
本
項(

⑧)

―
類
形
字
弁
別

項(

⑨
⑩
⑪
⑫)

―
関
連
熟
語
項(

⑬
⑭)

」
の
組
み
合
わ
せ
で
一
つ
の
項
目
群
を
な
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

上
掲
の
よ
う
に
基
本
項
の
被
注
字
を
そ
の
ま
ま
軸
に
す
る
項
目
群
も
存
す
る
が
、

下
記
の[

例
七]

は
少
し
事
情
を
異
に
す
る
。 

 [
例
七]

 
⑮
認
過
【
音
仍
・
應
云
失
物
而
誌
《
記
也
》
也
。
經
作
仞
。
《
八
尺
曰
ー
》
律
訒
、

仞
、
非
・
東
云
諸
物
案
失
物
而
諸
之
曰
ー
。
議
己
物
在
他
人
識
而
索

也
。
・
珠
云
去
聲
倭
言
止
牟 

止
米
之
利
弖 

ナ
ヤ
メ
リ
記
〈
難
也
〉
】 

<
0
8
6-

1
4> 



 

160 

⑯
所
訒
【
應
云
所
認
律
ー
非
。
音
刃
・
弘
云
難
也
讀
也
解
也
・
玉
云
不
忍
言
也
。 

カ
タ
ム
ス
論
】<

0
8
6
-
3
1> 

⑰
䚮
【
東
云
認
又
作
ー
・
弘
云
如
陵
反
厚
也
因
也
就
也
重
也
仍
字
】<

0
8
6
-
34
> 

⑮
～
⑰
は
そ
れ
ぞ
れ
「
認
」
「
訒
」
「
䚮
」
に
対
す
る
項
目
で
あ
っ
て
、
字
形
の
類

似
以
外
は
無
関
係
な
別
項
目
の
連
続
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ

の
項
目
に
見
ら
れ
る
字
体
注
の
内
容
に
よ
っ
て
三
つ
の
項
目
の
被
注
字
は
仏
典
に
お

け
る
用
字
の
混
同
に
関
わ
っ
て
お
り
、
字
音
と
字
体
の
面
で
相
互
連
関
性
が
観
察
さ

れ
る
。
そ
の
関
連
性
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

ま
ず
字
音
の
側
面
か
ら
の
連
関
性
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
図
書
寮
本
名
義
抄
に
収

録
さ
れ
て
い
る
正
音
注
だ
け
で
は
⑮
と
⑰
が
一
致
す
る
一
方
、
広
韻
で
代
表
さ
れ
る

切
韻
音
系
の
韻
書
に
は
⑮
と
⑯
が
一
致
す
る
様
相
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の

三
項
目
は
「
認
」
を
中
心
に
互
い
に
字
音
の
面
で
密
接
な
関
連
を
有
す
る
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。 

続
い
て
字
体
注
か
ら
見
出
さ
れ
る
相
互
関
連
性
で
あ
る
。
⑮
「
經
作
仞
…
律
訒
仞

非
」
、
⑯
「
所
認
、
律
訒
非
」
、
⑰
「
認
又
作
䚮
…
仍
字
」
の
よ
う
な
字
体
注
が
見
ら

れ
る
。
ま
ず
こ
れ
ら
の
注
文
の
内
容
を
よ
り
図
示
す
る
た
め
に
⑮
～
⑰
の
各
被
注
字

の
字
形
に
対
し
て
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
符
号
を
そ
れ
ぞ
れ
割
り
当
て
、
「
仍
」
に
も
Ｄ
を
与

え
る
。
そ
の
注
文
で
示
さ
れ
た
内
容
は
、
⑮
は
「
経

典
に
Ａ
を
Ｄ
に
す
る
異
文
が
あ
る
。
律
に(

Ａ
を)

Ｂ
・
Ｄ
に
す
る
異
文
が
あ
る
が
間
違
い
で
あ
る
」
、

⑯
は
「
所
Ａ
を
律
に
お
い
て
Ｂ
に
す
る
異
文
は
間
違

い
で
あ
る
」
、
⑰
「
Ａ
は
Ｃ
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。

万
象
名
義
の
Ｄ
に
つ
い
て
の
記
述
を
も
っ
て
Ｃ
に
当

て
る
」
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
相
互
関
係
を
ま

と
め
る
と[

表
四-

１]

の
と
お
り
で
あ
る
。 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
撰
者
は
以
上
の
よ
う
な
相

互
関
連
性
を
意
識
し
て
⑮
～
⑰
の
項
目
を
順
次
並

べ
て
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

ら
の
項
目
は
「
基
本
項(

⑮)

―
本
文
校
異
項(

⑯
⑰)

」

の
構
造
で
組
織
性
を
有
す
る
項
目
群
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

[表四-１]「認―訒―䚮」の対応関係 

字形 音注 切韻音系 本文校異 

⒂Ａ ａ ｂ Ａ-Ｄ／Ａ-Ｂ 

⒃Ｂ ｂ ｂ Ａ-Ｂ 

⒄Ｃ ａ ａ Ａ-Ｃ／Ｃ=Ｄ 

 

Ａ＝「認」，Ｂ＝「訒」，Ｃ＝「䚮」，Ｄ＝「仍」 

ａ: 去声 21 震(而振切)，ｂ: 平声 16蒸(如乘切) 
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  第
五
節 

ま
と
め 

本
章
で
は
第
三
章
で
導
入
し
た
「
被
注
項
」
と
い
う
概
念
を
基
に
、
図
書
寮
本
名

義
抄
の
注
文
に
見
ら
れ
る
有
機
的
な
組
織
を
検
討
し
た
。 

 
[

例
一
～
七]

に
例
示
し
た
項
目
群
は
そ
の
有
機
的
な
組
織
の
実
証
例
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
各
項
目
間
の
組
織
性
が
見
出
さ
れ
、
未
整
備
な
断
片
の
羅
列
の
よ
う
に

見
え
た
項
目
に
対
し
て
一
つ
の
連
続
体
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は

図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
収
録
情
報
の
実
態
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
検
討
の
土
台

と
し
て
意
義
を
持
つ
。 

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
項
目
群
の
概
念
の
導
入
に
よ
っ
て
、
分
散
さ
れ
て
い
る

情
報
を
実
質
内
容
的
な
単
位(

主
に
単
字)

ご
と
に
分
類
・
再
配
列
し
、
収
録
情
報
を

よ
り
体
系
的
に
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
作
成
す
る
。
作
成
さ
れ
た
資
料
そ
の

も
の
は
、
院
政
期
の
仏
教
教
学
の
一
端
を
示
す
図
書
寮
本
名
義
抄
と
い
う
辞
書
の
内

実
へ
の
分
析
結
果
と
し
て
有
用
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
改
編
」
と
い
え
る
作
業
で
あ
る

が
、
内
容
の
増
補
削
除
な
し
に
再
編
し
た
だ
け
の
資
料
と
い
え
る
。
こ
れ
を
も
と
に

し
て
観
智
院
本
な
ど
の
改
編
本
系
諸
本
と
の
対
象
を
行
い
、
改
編
本
形
成
に
お
け
る

原
撰
本
の
利
用
・
影
響
を
具
体
的
に
考
察
す
る
材
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。 

 

 

注 

（
一
） 

宮
澤(

一
九
九
二)

で
は
又
音
注
や
異
体
な
ど
の
情
報
ま
で
含
め
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
又
音
と

異
体
の
注
記
は
Ｂ
と
Ａ
に
分
類
し
た
。
そ
し
て
、
本
稿
の
「
義
注
」
と
は
、
池
田(

一
九
九
一)

に
お
い
て
釈
義
の
部
分
を
字
体
注
・
経
文
字
体
注
・
義
注
に
分
け
る
と
き
の
義
注
に
近
い
分
類

で
あ
る
。 

（
二
） 

宮
澤(

一
九
九
二)

で
は
「
玉
抄
等
に
よ
る
片
仮
名
和
訓
」
と
あ
る
が
、
本
稿
で
は
大
槻(

二
〇
〇

一)

に
お
け
る
片
仮
名
和
訓
の
出
典
表
示
形
式
の
分
類
を
参
照
し
て
「
云
型
片
仮
名
和
訓
」
と
す

る
。 
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第
五
章 

 
図
書
寮
本
名
義
抄
の
意
味
記
述
の
構
造 

 第
一
節 

は
じ
め
に 

前
章
で
は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
各
注
文
類
型
の
分
布
を
通
じ
て
、
そ
の
記
述
情
報

配
列
の
組
織
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
れ
に
続
い
て
本
章
で
は
、
図
書
寮
本
名
義

抄
の
意
味
記
述
に
着
目
し
、
そ
の
二
重
言
語
辞
書
と
し
て
の
側
面
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
辞
書
発
達
上
に
お
け
る
本
辞
書
の
位
置
づ
け
を
確
か

め
る
こ
と
に
な
る
。 

本
章
で
は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
意
味
記
述
の
要
素
と
し
て
漢
文
義
注(

以
下
、義
注)

と
和
訓
を
想
定
す
る
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
先
行
研
究
で
は
主
に
和
訓
を
中
心
に
、
主

に
そ
の
訓
点
語
研
究
資
料
と
し
て
の
側
面
に
注
目
し
た
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
築
島(

一
九
五
九)

、
呉(

二
〇
〇
〇)

、
山
本(

二
〇
〇
〇)

と
い
っ
た
論
考
が
あ
る
。
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
和
訓
と
義
注
を
、
意
味
記
述

と
い
う
共
通
の
役
割
を
持
つ
要
素
と
し
て
検
討
し
た
論
考
は
管
見
に
入
ら
な
い
。 

以
下
、
意
味
記
述
要
素
と
し
て
和
訓
と
義
注
が
共
有
す
る
特
徴
と
、
互
い
に
異
な

る
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
本
辞
書
に
お
け
る
和
漢
二
重
言
語
記

述
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。 

第
二
節 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
辞
書
記
述 

一 

辞
書
記
述
の
類
型 

前
章
で
は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
注
文
類
型
の
分
類
に
つ
い
て
詳
説
を
行
っ
た
。
こ

こ
で
は
、
そ
れ
を
基
に
図
書
寮
本
名
義
抄
の
辞
書
記
述
の
類
型
を
示
す
と
次
の
と
お

り
で
あ
る
。 

 

Ａ 

字
体
情
報
（
形
） 

A1
字
体
注 

 

A2
経
文
字
体
注 

 

A3
掲
出
語 

Ｂ 

漢
字
音
情
報
（
音
） 

B1
正
音
注 

 

B2
呉
音
注 

 

B3
和
音
注 

Ｃ 

意
味
情
報
（
義
） 

C1
義
注 

 
 

C2
和
訓 

 

前
章
で
の
注
文
類
型
分
類
と
の
相
異
は
、
掲
出
語
そ
の
も
の
を
字
体
情
報
の
記
述

と
し
て
取
り
上
げ
た
点
と
、
和
訓
を
独
立
さ
せ
ず
に
義
注
と
共
に
意
味
情
報
と
し
て

ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
者
に
関
し
て
は
、
和
訓
と
義
注
の
間
に
言
語
の
違
い

の
ほ
か
に
は
辞
書
記
述
の
要
素
と
し
て
区
別
す
る
意
味
は
な
い
と
い
う
認
識
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
和
訓
と
い
う
日
本
古
辞
書
の
特
徴
的
な
要
素
は
、
そ
れ
と

機
能
的
に
類
似
し
た
義
注
と
の
対
比
に
よ
っ
て
よ
り
明
ら
か
に
で
き
る
。 

以
上
の
辞
書
記
述
の
類
型
に
つ
い
て
、
実
例
を
挙
げ
て
解
説
す
る
。
た
と
え
ば
(1)

で
は
「
言
詞
」
と
い
う
掲
出
項
内
に
「
詞
」
の
被
注
項
と
し
て
次
の
よ
う
な
注
文
が
見
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ら
れ
る
。 

 

(1)
言
詞
【
①
音
辭
。
應
云
②
意
内
而
言
外
也
、
審
言
語
也
。
中
云
③
言
辭
也
。
④

或
作

。
⑤
不
受
也
訟
也
。
⑥

藷

辝
辞
、
四
形
聲
類
以
爲
皆
詞
字
。

新
切
韻
、
詞
辭
異
。 

眞
云
⑦
言
語
也
、
告
也
。
直
言
曰
言
、
言
己
事

也
。
答
述
曰
詞
、
爲
人
説
也
。
⑧
論
語
作
辤
。
東
云
⑨
請
也
、
安
定
詞

也
。
⑩
コ
ト
ハ
選 
眞
云
⑪
シ
。
俱
舍
云
⑫
詞
謂
訓
釋
言
詞
。
】 

<
0
7
4-

5
4>

 
(

丸
数
字
と
傍
線
、
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ)

 

 
 

ま
ず
、
字
体
情
報
で
あ
る
掲
出
字
そ
の
も
の(
A3)

と
字
体
注(

A1
、
④)

お
よ
び
経

文
字
体
注(

A2
、
⑥
⑧)

が
見
ら
れ
る
。
次
に
、
漢
字
音
情
報
と
し
て
正
音
注(

B1
、

①)

と
和
音
注(

B3
、
⑪)

が
見
え
る
。
最
後
に
、
意
味
情
報
と
し
て
義
注(

C1
、
②
③

⑤
⑦
⑨
⑫)

と
和
訓(

C2
、
⑩)

が
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
意
味
情
報
の
記
述(

以
下
、

意
味
記
述)

に
お
い
て
は
古
典
中
国
語(

漢
文)

に
よ
る
義
注
と
、
日
本
語
に
よ
る
和
訓

と
が
併
存
す
る
、
二
重
言
語
的
な
様
相
を
見
せ
る
。 

 

二 

意
味
記
述
に
お
け
る
二
重
言
語
使
用 

日
本
辞
書
の
歴
史
は
中
国
字
書
の
改
編
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
を
促
し
た
原
因
と
し

て
中
国
字
書
だ
け
で
は
充
足
さ
れ
な
い
日
本
独
自
の
必
要
の
出
現
が
指
摘
さ
れ
る(

注

一)

。
こ
こ
で
い
う
日
本
独
自
の
必
要
と
は
、
漢
文
読
誦
お
よ
び
理
解
に
お
け
る
日
本
語

の
関
与
、
漢
文
の
日
本
語
書
記
へ
の
転
用
、
と
い
っ
た
こ
と
に
因
む
こ
と
と
考
え
ら

れ
る
。
国
字
の
発
生
、
日
本
漢
字
音
の
成
立
、
和
訓
と
の
結
び
付
き
い
と
い
っ
た
事

象
を
挙
げ
ら
れ
る
。
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
二
重
言
語
的
な
意
味
記
述
は
そ
の

よ
う
な
日
本
的
な
必
要
に
対
処
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。中
国
字
書
に
は
見
ら
れ
な
い
、

ま
た
は
違
う
様
相
を
見
せ
る
部
分
は
、
日
本
古
辞
書
成
立
の
意
義
と
繋
が
ろ
う
。
図

書
寮
本
名
義
抄
の
二
重
言
語
的
な
意
味
記
述
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
古
辞
書
史
的
な

意
義
に
迫
る
鍵
と
し
て
有
効
で
あ
る
。 

図
書
寮
本
名
義
抄
に
関
す
る
大
槻(

二
〇
〇
五
ａ)

の
次
の
よ
う
な
指
摘
は
注
目
に

値
す
る
。 

 

改
編
本
系
類
聚
名
義
抄
が
「
漢
和
」
辞
書
を
指
向
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
原
撰

本
系
と
称
さ
れ
る
図
書
寮
本
は
や
は
り
「
漢
漢
」
辞
書
で
あ
り
、
和
訓
に
は
補
助

的
な
機
能
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
注
文
と
し
て
、
ま
ず
は
漢
文
注
が
あ
り
、

そ
こ
に
和
訓
が
添
え
ら
れ
る
形
を
と
る
。
（
一
二
二
～
一
二
三
頁
、
傍
線
は
筆
者

に
よ
る
） 

 ま
た
、
望
月(

一
九
九
二)

も
改
編
本
系
と
原
撰
本
系
の
対
比
の
流
れ
で
、
図
書
寮

本
名
義
抄
の
注
文
に
お
い
て
、
主
と
な
る
の
は
漢
文
で
あ
り
、
和
訓
は
従
に
留
ま
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
図
書
寮
本
名
義
抄
の
項
目
に
お
い
て
和
訓
を
含
む

項
目
は
約
三
分
の
一
に
留
ま
る
と
い
う
統
計(

注
二)

か
ら
も
、和
訓
の
補
助
的
な
位
置
づ

け
を
窺
い
知
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
統
計
的
な
検
討
だ
け
で
は
、
漢
文
に
よ
る

記
述
情
報
と
日
本
語
に
よ
る
記
述
情
報
と
が
機
能
的
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
う
か

は
見
え
て
こ
な
い
と
い
う
限
界
が
存
す
る
。
以
下
、
義
注
と
和
訓
の
関
わ
り
合
い
の

詳
細
を
検
討
す
る
。 
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第
三
節 

意
味
記
述
の
概
観 

一 
義
注
に
つ
い
て 

義
注
は
形
式
の
面
で
「
単
字
型
」
と
「
述
文
型
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
単

字
型
」
は
、
掲
出
字
の
意
味
を
、
類
義
関
係
に
あ
る
字
で
表
す
形
式
で
、
「
○
也
」
の

形
式
が
多
い
。
そ
れ
に
対
し
て
複
雑
で
長
い
構
文
で
記
述
し
た
も
の
は
「
述
文
型
」

と
す
る
。
次
の
(2)
の
例
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
に
当
た
る
も
の
を
例
示
す
る
。 

 

(2)
讀
誦
【
上
音
獨
。
弘
云
①
抽
也
、
出
也
、
書
也
、
説
也
。 

眞
云
②
目
對
文
而

口
唱
也
。
ヨ
ム
論 

下
音
頌
。
弘
云
③
詩
也
、
歌
樂
也
、
公
也
、
言
也
。

應
云
④
倍
文
曰
誦
、
以
聲
節
之
曰
誦
。
倍
佩
。
慈
云
⑤
讀
者
披
文
、
誦

者
暗
説
。
】<

0
7
0
-
61
> 

 
 

①
と
③
は
そ
れ
ぞ
れ
「
讀
」
と
「
誦
」
の
意
味
を
、
そ
れ
と
類
義
関
係
に
あ
る
字
に

よ
っ
て
記
述
し
た
単
字
型
義
注
で
あ
る
。
そ
し
て
、
②
と
④
は
「
讀
」
と
「
誦
」
の
意

味
を
説
明
文
的
に
解
い
た
述
文
型
義
注
で
あ
る
。
⑤
は
「
讀
」
と
「
誦
」
の
意
味
を
合

わ
せ
て
解
説
し
て
い
る
。
こ
の
項
目
に
関
し
て
い
え
ば
、
単
字
型
は
い
ず
れ
も
万
象

名
義(

①
③)

か
ら
の
引
用
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
述
文
型
は
真
興
音
訓(

②)

と
玄
応

音
義(

④)

お
よ
び
慈
恩
撰
書(

⑤)

か
ら
引
用
さ
れ
る
。 

対
象
を
言
部
全
体
に
拡
大
し
て
引
用
頻
度
を
出
典
ご
と
に
調
べ
て
み
る
と(

注
三)

、
単

字
型
義
注
を
三
三
二
条
、
述
文
型
義
注
を
一
七
八
条
確
認
で
き
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に

出
典
ご
と
に
引
用
頻
度
上
位
一
〇
位
ま
で
並
べ
る
と
、【
表
四-

１
】
の
よ
う
に
な
る
。

単
字
型
の
中
で
は
万
象
名
義(

弘)

で
代
表
さ
れ
る
玉
篇
系
字
書
の
引
用
が
圧
倒
的
に

多
く(

注
四)

、
述
文
型
の
ほ
う
は
玄
應
音
義(

應)

お
よ
び
慈
恩
撰
書(

慈)

な
ど
仏
典
音

義
・
注
釈
書
か
ら
の
引
用
が
目
立
つ
。 

以
上
の
分
類
と
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 
義
注
の
分
類 

 

単
字
型
―
―
主
に
玉
篇
系
字
書
か
ら
の
引
用 

 

述
文
型
―
―
主
に
仏
典
音
義
類
か
ら
の
引
用 

【表四-１】漢文義注における出典文献の引用回数順位 

単字型漢文義注 述文型漢文義注 

順位 出典注記 引用頻度 順位 出典注記 引用頻度 

1 弘 132(40%) 1 广(応) 77(43%) 

2 广(応) 48(14%) 2 茲(慈) 18(10%) 

3 真 42(13%) 3 真 16 (9%) 

4 中 27 (8%) 4 東 11 (6%) 

5 東 24 (7%) 5 中 10 (6%) 

6 茲(慈) 19 (6%) 6 然 6 (3%) 

7 玉 9 (3%) 7 方(魴) 6 (3%) 

8 憲 7 (2%) 8 弘 5 (3%) 

9 公 5 (2%) 9 玉 5 (3%) 

10 然 2 (1%) 10 沼 3 (2%) 

その他 17 (5%) その他 21(12%) 

計 332      計 178      

注：各出典名は原文のままに記し、略字と考えられるものに

対してはその原字を括弧に括って併記 



 

165 

二 

和
訓
に
つ
い
て 

和
訓
に
関
し
て
は
「
片
仮
名
型
」
と
「
万
葉
仮
名
型
」
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関

し
て
橋
本(

一
九
五
〇)

は
「
万
葉
仮
名
を
使
用
す
る
場
合
は
、
大
概
諸
書
か
ら
の
転

載
が
多
く
、
編
者
自
身
が
諸
訓
点
本
に
よ
っ
て
訓
を
加
え
る
場
合
は
、
多
く
片
仮
名

を
使
用
し
て
い
る
」(

七
頁)
と
述
べ
、
こ
れ
を
受
け
て
築
島(

一
九
五
九)

は
万
葉
仮

名
表
記
の
も
の
は
「
す
べ
て
が
辞
書
・
音
義
・
訓
注
の
類
と
考
え
ら
れ
る
」(

頁)

と

し
、
そ
れ
に
対
し
て
片
仮
名
表
記
の
も
の
は
「
音
義
辞
書
の
類
と
、
訓
点
本
の
類
と

が
併
存
す
る
よ
う
で
あ
る
」(

)

と
両
者
の
相
違
を
指
摘
す
る
。
次
の
(3)
は
そ
の
典
型

的
な
例
で
あ
る
。 

 

(3)
言
【
弘
云
魚
鞬
反
。
我
也
、
間
也
、
從
也
、
憘
也
、
問
也
。
應
云:

直
言
曰
言
、

言
己
事
也
。
答
述
爲
語
、
爲
人
説
也
。
言
亦
云
也
、
發
端
也
。
中
云:

語
也
。 

眞
云
説
也
。
大
覺
云
言
在
飛
龍
前
、
行
在
跛
鼈
後
。
季
云
①
和
礼
。
珠
曰

②
伊
布
去
々
呂
波
、
去
々
尓
。
③
コ
ト
記 

モ
ノ
イ
フ 

④
マ
ウ
ス
選 

⑤

コ
ト
バ
詩 

⑥
ト
ク
切
】 
<
0
7
0
-
11
> 

 
 

①
と
②
は
「
言
」
に
対
す
る
万
葉
仮
名
型
の
和
訓
で
、
そ
れ
ぞ
れ
『
季
綱
切
韻
』
と

『
成
唯
識
論
疏
肝
心
記
』
か
ら
引
用
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る(

注
五)

。
③
～
⑥
は

片
仮
名
型
の
和
訓
で
『
史
記
』
『
文
選
』
『
毛
詩
』
な
ど
の
漢
籍
訓
点
本
、
日
本
人
に

よ
る
漢
和
字
書
の
一
種
と
思
し
き
『
小
切
韻
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る(

注
六)

。 

和
訓
に
対
し
て
も
対
象
を
言
部
全
体
に
拡
大
し
て
引
用
頻
度
を
出
典
ご
と
に
調
査

し
た(

注
七)

。
そ
の
結
果
、
片
仮
名
型
二
一
二
条
、
万
葉
仮
名
型
一
六
条
の
分
布
が
確
認

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
出
典
ご
と
に
引
用
頻
度
上
位
の
も
の
を
示
す
と
、
【
表
四-

２
】

の
と
お
り
に
な
る
。
片
仮
名
型
は
漢
籍
訓
点
本
か
ら
の
も
の
が
上
位
を
占
め
、
仏
典

注
釈(

朱
・
珠)

と
辞
書
か
ら
の
引
用
が
多
い
万
葉
仮
名
型
と
の
違
い
は
、
築
島(

一
九

五
九)

の
指
摘
ど
お
り
で
あ
る
。 

以
上
の
分
類
と
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

和
訓
の
分
類 

 

片
仮
名
型
―
―
主
に
漢
籍
訓
点
本
の
傍
訓
の
引
用 

 

万
葉
仮
名
型
―
主
に
仏
典
注
釈
お
よ
び
辞
書
か
ら
の
引
用 

【表四-２】日本語義注における出典文献の引用回数順位 

片仮名型日本語義注 万葉仮名型日本語義注 

順位 出典注記 引用頻度 順位 出典注記 引用頻度 

1 詩 35(17%) 1 朱・珠(注 3) 9 

2 記 24(11%) 2 季 5 

3 集・白(注 1) 24(11%) 3 弘 1 

4 ×(注 2) 20(9%) 4 或反古 1 

5 巽(選) 15(7%) 計 16 

6 書 14(7%)    

7 遊 14(7%)    

その他 73(34%)    

計 212    

注 1：『白氏文集』からの和訓。出典注記は「集」と「白」に

分かれる。 

注 2：出典が注記されていない和訓の合計。 

注 3：善珠撰『肝心記』からの和訓。出典注記「珠」は撰者名

に因み、「朱」はその略字。 
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第
四
節 

義
注
と
和
訓
の
分
布 

一 
分
布
の
パ
タ
ー
ン 

以
上
で
概
観
し
た
「
義
注
」
お
よ
び
「
和
訓
」
と
い
う
意
味
記
述
の
両
要
素
の
関
わ

り
合
い
に
つ
い
て
考
え
る
。
先
述
し
た
望
月(

一
九
九
二)

と
大
槻(

二
〇
〇
五
ａ)

の

指
摘
に
よ
る
と
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
意
味
記
述
に
お
い
て
義
注
と
和
訓
の
位
置
づ

け
は
、
前
者
が
主
、
後
者
が
従
と
な
る
。 

各
被
注
字
の
意
味
領
域
に
対
す
る
義
注
と
和
訓
の
位
置
づ
け
を
図
式
化
す
る
と
、

次
の
【
図
四-

１
】
の
と
お
り
で
あ
る
。
義
注
１
～
５
が
そ
れ
ぞ
れ
意
味
領
域
を
占
め
、

和
訓
１
・
３
・
４
も
そ
れ
と
重
な
る
領
域
を
占
め
る
。
一
方
、
点
線
で
囲
っ
た
和
訓
２

は
義
注
の
い
ず
れ
と
も
重
な
ら
な
い
意
味
領
域
を
独
自
的
に
示
す
。
仮
に
和
訓
の
役

割
を
義
注
で
表
し
て
い
る
意
味
領
域
の
日
本
語
に
よ
る
繰
り
返
し
に
限
定
す
る
な
ら

ば
、
和
訓
２
は
実
在
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。 

実
際
の
様
相
を
見
る
た
め
に
は
、
義
注
と
和
訓
が
と
も
に
収
録
さ
れ
る
項
目
の
実

態
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
意
味
記
述
を
有
す
る
項
目
内
に
お
け
る
義
注
と
和
訓

の
分
布
は
、
理
論
的
に
次
の
三
種
類
が
考
え
ら
れ
る
。 

 Ⅰ
 

義
注
の
み 

 
 

Ⅱ
 

義
注
＋
和
訓 

 
 

Ⅲ
 

和
訓
の
み 

 
 

Ⅰ

は
義
注
の
み
で
望
月(

一
九
九
二)

と
大
槻(

二
〇
〇
五
ａ)

の
指
摘
に
反
す
る
余

地
は
な
い
。Ⅱ

に
お
い
て
は
、
和
訓
が
こ
と
ご
と
く
義
注
と
意
味
領
域
が
重
な
る
と

 

【図四-１】義注と和訓の関係 
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す
る
と
、
つ
ま
り
、
【
図
四-

１
】
の
「
和
訓
２
」
の
よ
う
な
も
の
が
な
け
れ
ば
、
先

行
研
究
の
指
摘
と
お
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、Ⅲ

は
当
然
存
在
し
な
い
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
状
は
そ
の
よ
う
に
は
な
ら
な
い
。 

 

二 

分
布
の
現
状 

ま
ず
和
訓
が
存
在
し
な
い
た
め
、
義
注
と
和
訓
と
の
関
係
に
つ
い
て
議
論
の
余
地

が
な
いⅠ

は
除
く
。
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
意
味
記
述
の
現
状
を
見
る
と
次
の

(4)
～
(6)
の
よ
う
な
項
目
が
あ
る
。 

 

(4)
訓
訓
【
干
云
上
通
。
弘
云
翊
運
反
。
誡
也
、
導
也
、
教
也
、
従
也
。
ヲ
シ
フ
詩
】 

<
0
7
7-

1
2> 

(5)
説 

【
弘
云
始
悦
反
。
言
也
、
解
也
、
讀
也
、
告
也
。
慈
云
説
者
示
也
。
珠
云

止
久
。
ツ
ク
詩
《
音
悦
、
服
也
》
ヤ
ド
ル
舎
也 

又
音
選
音
决
云
悦
《
兩

都
賦
》 

又
音
、
与
税
同
。
愐
云
誘
。
中
云
説
猶
言
。
ヨ
ロ
コ
フ
】 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

<
0
7
9
-
1
4
> 

(6)
不
諱
【
イ
マ
ズ
顔
】<

0
9
8
-
31
> 

 
 

 

(4)
と
(5)
はⅡ

に
該
当
す
る
例
で
あ
る
。
(4)
に
お
い
て
毛
詩
訓
点
本
か
ら
引
用
さ

れ
た
和
訓
「
ヲ
シ
フ
」
は
、
万
象
名
義
か
ら
の
義
注
「
教
也
」
と
重
複
す
る
。
こ
れ
を

見
る
と
、
義
注
で
示
さ
れ
た
意
味(

「
教
え
る
」)

に
つ
い
て
和
訓
が
繰
り
返
し
て
記

し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
和
訓
の
補
助
的
な
働
き
と
は
義
注
の

二
重
言
語
的
な
重
複
記
述
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
(5)
は
こ
れ
と
は
異
な
る
様
相
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
毛
詩
訓
点
本

か
ら
引
用
さ
れ
た
「
ツ
ク
」
「
ヤ
ド
ル
」
、
そ
し
て
出
典
未
詳
の
「
ヨ
ロ
コ
ブ
」
、
仏

典
注
釈
書
か
ら
引
か
れ
た
「
止
久(

ト
ク)

」
が
載
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
ツ
ク
」

「
ヤ
ド
ル
」
は
義
注
の
中
で
意
味
的
に
類
似
し
た
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
。
義
注
と
和

訓
は
相
補
的
な
意
味
記
述
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
和
訓
の
後

ろ
に
は
和
訓
の
意
味
に
相
当
す
る
「
服
也
」
「
舎
也
」
と
い
っ
た
義
注
を
付
き
添
え
ら

れ
る
。
こ
れ
は
他
の
義
注
と
は
意
味
的
に
重
な
ら
な
い
こ
と
を
考
慮
し
た
措
置
と
考

え
ら
れ
る
。 

(6)
は
義
注
な
し
に
和
訓
「
イ
マ
ズ
」
だ
け
を
収
録
し
、Ⅲ

に
分
類
さ
れ
る
例
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
意
味
記
述
が
専
ら
日
本
語
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
項
目
は
図
書
寮
本

名
義
抄
を
通
じ
て
二
〇
七
例
も
存
し(

注
八)

、
こ
れ
は
片
仮
名
型
和
訓
を
持
つ
項
目
の
二

割
強
を
占
め
る
割
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
項
目
の
存
在
は
、
補
助
的
な
要
素
と
い

う
和
訓
の
位
置
づ
け
と
は
矛
盾
す
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。 

言
部
全
体(

三
四
九
項
目)

に
お
い
て
意
味
記
述
は
二
九
六
項
目
に
見
ら
れ
る
。
こ

れ
を
さ
ら
にⅠ

～Ⅲ

の
類
型
に
分
け
て
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 Ⅰ
 

義
注
の
み･

･
･
･
･
･
･
･･

･
･･

･･
･
･
･･
･
･･
･
･･

･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･

一
五
三
項
目 

Ⅱ
 

義
注
＋
和
訓･

･
･
･
･
･･
･
･･
･･
･
･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･

一
〇
六
項
目 

 
 

（
単
字
型
義
注
＋
片
仮
名
型
和
訓
）･

･
･
･
･
･
･
･･

･
･･
･
･

一
〇
〇
項
目 

Ⅲ
 

和
訓
の
み･

･
･
･
･
･
･
･･

･
･･

･･
･
･
･･

･
･･
･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･

･
･

三
七
項
目 

 

合
計･

･
･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･･

･･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･･
･

二
九
六
項
目 
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第
五
節 

義
注
と
和
訓
の
共
存(

Ⅱ
)
 

一 
義
注
と
和
訓
の
意
味
的
な
対
応 

以
下
の
考
察
で
は
、
ま
ず
和
訓
と
義
注
が
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
る
項
目
に
対
し

て
両
者
の
比
較
検
討
を
行
う
。
義
注
と
和
訓
に
対
し
て
互
い
の
意
味
領
域
の
重
複
を

把
握
す
る
た
め
に
は
、
中
国
語
と
日
本
語
に
分
か
れ
て
い
る
記
述
言
語
の
相
違
を
解

決
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
、
和
訓
の
漢
文
化
あ
る
い
は
義
注
の
日

本
語
化
が
考
え
ら
れ
る
。
本
論
で
は
平
安
時
代
後
半
期
の
訓
点
資
料
を
中
心
に
漢
字

と
日
本
語
語
彙
と
の
対
応
の
実
用
例
を
網
羅
し
た
『
訓
点
語
彙
集
成
』(

以
下
「
集
成
」)

を
利
用
し
て
後
者
を
中
心
に
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
手
順
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。 比

較
の
対
象
は
、
単
字
型
義
注
と
片
仮
名
型
和
訓
と
に
絞
る
。
片
仮
名
型
和
訓
の

出
典
で
あ
る
訓
点
本
の
傍
訓
は
、
経
書
本
文
の
字
句
に
対
し
て
そ
の
訓
詁
注
を
意
識

し
て
当
て
ら
れ
た
和
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
訓
詁
注
と
通
じ
る
側
面
が
あ
る
。
一

方
、
単
字
型
義
注
は
主
に
玉
篇
系
の
字
書
か
ら
引
用
さ
れ
た
内
容
で
、
そ
の
成
立
土

台
の
一
つ
は
経
書
の
訓
詁
注
で
あ
る
。
一
方
、
「
集
成
」
は
各
訓
点
資
料
の
本
文
を

主
に
一
字
単
位
で
区
切
り
、
そ
れ
に
付
け
ら
れ
た
訓
点
を
網
羅
し
た
資
料
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
利
用
し
た
和
訓
化
は
、
漢
字
一
字
単
位
で
行
う
こ
と
に
適
す

る
。 

Ⅱ

に
該
当
す
る
一
〇
六
項
目
の
中
で
、
単
字
型
と
片
仮
名
型
の
組
み
合
わ
せ
の
例

は
一
〇
〇
項
目
に
の
ぼ
る(

注
九)

。
こ
こ
で
、
該
当
す
る
項
目
に
お
け
る
和
訓
と
義
注
と

の
意
味
領
域
の
重
な
り
合
い
を
検
討
す
る
。
検
討
の
手
順
と
し
て
、
ま
ず
単
字
型
義

注
を
日
本
語
化
す
る
た
め
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
単
字
型
義
注
の
注
字(

「
○
也
」
の

「
○
」
に
当
た
る
字)

に
当
て
ら
れ
た
日
本
語
の
実
例
を
「
集
成
」
を
用
い
て
集
め
る
。

た
と
え
ば
(7)
を
例
に
し
て
説
明
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

(7)
信
受
【
音
迅
。
弘
云
①
誠
也
、
明
也
、
驗
也
、
用
也
、
敬
也
、
宿
也
、
重
也
、

處
也
。
慈
云
信
者
證
入
、
受
者
領
納
、
又
云
玄
贊
等
云
於
此
信
中
略
爲

十
釋
云
々
《
理
趣
疏
又
可
見
》
。
華
嚴
云
信
能
増
長
智
功
德
、
信
能
必

到
婡
地
云
々
。
玉
云
極
也
、
再
宿
曰
信
、
遣
使
相
聞
曰
信
。
②
マ
コ
ト

易
、
ノ
フ
後
《
申
也
》
、
オ
モ
ヒ
テ
遊
、
カ
タ
ミ
。
勝
曼
云:

信
、
③
ツ

カ
ヒ
。
】 

<
0
7
3
-
31
> 

 

単
字
型
義
注
の
注
字
は
「
誠
・
明
・
驗
・
用
・
敬
・
宿
・
重
・
處
・
極
」
が
見
ら
れ
、

「
集
成
」
よ
り
そ
れ
に
当
て
ら
れ
た
和
訓
の
実
用
例(

以
下
、
付
訓
実
用
例)

を
探
し
て

み
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

誠
：
サ
ネ
／
マ
コ
ト(

38
例)

／
モ
ハ
ラ 

明
：
ア
カ
サ
ク
／
ア
カ
シ
／
ア
カ
ス
／
ア
カ
ス
ラ
ク
… 

驗
：
ア
キ
ラ
カ
／
ア
キ
ラ
カ
ニ
ス
／
ア
キ
ラ
ム
／
ア
ラ
ハ
… 

用
：
コ
レ
ヲ
モ
テ
／
ツ
カ
フ
／
フ
ク
／
モ
チ
ウ
／
モ
チ
テ
… 

敬
：
ア
ガ
ム
／
ウ
ヤ
マ
フ
／
ウ
ラ
ヤ
ム
／
カ
シ
ヅ
ク
／
ツ
ツ
シ
ム
／
ヰ
ヤ
ブ
／
ヰ

ヤ
マ
フ 

宿
：
ア
ラ
カ
ジ
メ
／
イ
ヌ
／
エ
フ
ベ
／
オ
キ
ナ
／
カ
ミ
… 
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重
：
ア
ガ
ム
／
ア
ツ
ム
ズ
／
オ
モ
ウ
ス
／
オ
モ
ク
ス
… 

處
：
ア
ト
／
イ
ル
／
オ
イ
テ
／
オ
ク
／
カ
ク
ス
／
コ
ト
ワ
リ
… 

極
：
ア
ク
マ
デ
／
ウ
ク
／
カ
ギ
リ
／
キ
ハ
／
キ
ハ
マ
リ
／
キ
ハ
マ
リ
テ
… 

[

注:
 
(
 )

は
用
例
数] 

 

こ
れ
ら
と
和
訓
「
マ
コ
ト
・
ノ
フ
・
オ
モ
ヒ
テ
・
カ
タ
ミ
・
ツ
カ
ヒ
」
と
照
合
す
る

と
下
線
を
引
い
た
「
マ
コ
ト
」
の
み
見
当
た
り
、
他
の
和
訓
は
付
訓
実
用
例
に
は
見

ら
れ
な
い
。 

こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
付
訓
実
用
例
に
見
ら
れ
る
和
訓
は
、
実
際
の
訓
点
資
料
に

使
わ
れ
た
当
該
注
字
の
字
義
に
基
づ
く
付
訓
で
あ
る
。
注
字
と
同
じ
漢
字
が
各
文
献

で
示
す
様
々
な
派
生
義
が
日
本
語
化
し
た
も
の
と
見
な
し
て
も
大
き
な
問
題
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
手
順
は
【
図
四-

２
】
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

信
：
ア
キ
／
ア
キ
ラ
ム
／
ウ
ク
／
ウ
ベ
ナ
フ
／
カ
タ
ガ
タ
／
カ
タ
ミ(

1
例)
／
カ

ナ
フ
／
キ
ハ
ム
／
サ
ネ
／
シ
ル
シ
／
ツ
カ
ヒ(

10
例)

／
ツ
カ
フ
／
ツ
ツ
シ
ム

／
ノ
ブ(

3
例)

／
マ
カ
ス
／
マ
コ
ト
／
マ
コ
ト
ニ
ス 

 「
カ
タ
ミ
」
は
図
書
寮
本
名
義
抄
と
同
じ
く
『
遊
仙
窟
』
の
用
例
で
あ
り
、
他
の
文

献
か
ら
の
例
は
見
つ
か
ら
な
い
。
こ
れ
は
唐
代
伝
奇
小
説
に
見
ら
れ
る
口
語
的
な
表

現
に
対
す
る
意
訳
的
な
付
訓
と
見
ら
れ
る
。
「
ツ
カ
ヒ
」
と
「
ノ
ブ
」
は
あ
る
程
度
の

用
例
数
が
確
認
さ
れ
る
。
義
注
が
持
た
な
い
意
味
領
域
を
、
和
訓
に
よ
っ
て
示
し
た

も
の
と
解
釈
で
き
る
。
以
上
の
検
討
と
単
字
型
義
注
と
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い

 

【図四-２】「集成」による単字型義注の和訓化 
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用
例
五
三
例
を
ま
と
め
て
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 【
和
訓
と
単
字
型
義
注
と
の
意
味
的
重
複
】 

①
単
字
型
義
注
と
意
味
的
に
重
複
す
る
和
訓･

一
一
四
例(

五
〇
％)

 

②
単
字
型
義
注
と
意
味
的
に
重
複
し
な
い
和
訓･

五
九
例(

二
六
％)

 

③
単
字
型
義
注
と
共
存
し
な
い
和
訓･

･
･
･
･
･･
･
･

五
三
例(

二
四
％)

 

合
計･

･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･･
･･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･

二
二
六
例 

 

二 

訓
点
本
に
お
け
る
日
本
語
対
応
の
実
用
例
と
和
訓
の
対
応 

続
い
て
和
訓
と
掲
出
字
と
の
結
び
付
き
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
先
述
し
た
よ
う
に

和
訓
は
言
部
の
一
四
三
項
目
に
二
二
六
例
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
実
質
的
な
被
注
字
を
確
定
し
、
そ
の
被
注
字
を
も
っ
て
「
集
成
」
漢
字
索
引

で
検
索
し
た
実
用
例
に
当
該
和
訓
が
含
ま
れ
る
か
を
検
討
し
た
。 

ま
ず
は
「
集
成
」
漢
字
索
引
に
被
注
字
の
使
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
二
二
例
を
除

外
し
た
和
訓
二
〇
四
例
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
手
順
で
確
認
を
行
っ
た
。た
と
え
ば
、

項
目
「
調[0

8
3
-
5
4]

」
に
は[

ト
ヽ
ノ
フ
月
・
ア
シ
タ
詩
・
シ
ラ
ヘ
白
・
ナ
ヤ
マ
ス
遊
・
ク

ビ
ル]

の
五
つ
の
和
訓
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
「
集
成
」
漢
字
索
引
で
「
調
」
を
引
く

と
下
記
に
示
す
よ
う
に
「
ト
ト
ノ
フ
」
「
ア
シ
タ
」
「
シ
ラ
ベ
」
「
ナ
ヤ
マ
ス
」
は
見

ら
れ
る
が
、
「
ク
ビ
ル
」
は
確
認
さ
れ
な
い
。 

 【
「
集
成
」
漢
字
索
引
の
例
】 

調
：
ア
グ(

1)

／
ア
シ
タ(

1)

／
コ
シ
ラ
フ(

1)

／
コ
ト
バ(

1)

／
シ
ラ
ブ

(

20)

／
シ
ラ
ベ(

4)

／
シ
ラ
ム(

1)

／
シ
ラ
メ(

1)

／
ツ
イ
モ
ノ(

1)

／

ツ
キ(

2)

／
ト
ト
ノ
フ(

36)

／
ト
ト
ノ
ヘ(

3)

／
ト
ト
ノ
ホ
ル(

9)

／
ト

ラ
フ(

1)

／
ナ
ヤ
マ
ス(

1)

／
ミ
ツ
キ(

9)

／
モ
タ
リ(

1)

／
モ
チ
ア
グ

(

1)

／
モ
テ
ア
ソ
ブ(

1)

／
ヨ
ス(

1)
 

 

少
な
く
と
も
「
集
成
」
に
お
い
て
は
「
調
―
ク
ビ
ル
」
の
実
用
例
は
見
当
た
ら
な
い

こ
と
を
確
認
で
き
た
。
同
じ
手
順
で
和
訓
二
〇
四
例
を
検
討
し
、
実
用
例
あ
り
一
六

〇
例
、
実
用
例
な
し
四
四
例
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。 

 【
和
訓
の
被
注
字
の
実
用
例
と
し
て
の
有
無
】 

㋐
被
注
字
の
実
用
例
と
し
て
存
在･

･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･･

一
六
〇
例(

七
一
％)

 

㋑
被
注
字
の
実
用
例
と
し
て
存
在
し
な
い･

･
･
･
･
･
･
･･
･
･

四
四
例(

二
〇
％)

 

㋒
被
注
字
未
収･

･
･
･
･
･
･･
･
･･
･･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･

二
二
例(

 

九
％)

 

合
計･

･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･･
･･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･

二
二
六
例 

  

第
六
節 

和
訓
の
み(

Ⅲ
)
 

先
述
の
と
お
り
、
言
部
に
お
い
て
和
訓
が
収
録
さ
れ
て
い
る
項
目
は
一
四
三
項
目

で
、
和
訓
二
二
六
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
分
布
の
量
的
な
現
状
は
、
本
辞
書
に
お

け
る
和
訓
に
つ
い
て
の
扱
い
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
も
い
え
る
。 

し
か
し
、
各
注
文
内
に
お
け
る
分
量
的
な
面
と
と
も
に
、
注
文
の
配
列
順
序(

注
一
〇)

な
ど
の
質
的
な
側
面
ま
で
考
え
る
と
図
書
寮
本
名
義
抄
で
は
や
は
り
音
注
や
義
注
と
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い
っ
た
漢
文
注
に
重
点
を
置
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
漢
訳
仏
典
を
中
心

と
し
た
仏
教
教
学
の
集
大
成
と
し
て
の
性
格
と
も
整
合
す
る
。
こ
の
和
訓
の
義
注
へ

の
従
属
的
な
位
置
づ
け
を
全
否
定
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
漢
文

注
優
位
の
傾
向
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
は
和
訓
の
み
収
録
す
る
項

目
が
見
ら
れ
る
。
言
部
に
お
い
て
も
二
九
項
目
、
全
体
の
一
割
弱
を
占
め
る
こ
の
よ

う
な
例
の
存
在
を
ど
う
解
釈
す
る
か
は
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
字
音
と
字
義
に
つ

い
て
の
漢
文
注
は
一
切
見
え
ず
、
和
訓
の
み
の
異
例
的
な
存
在
で
あ
る
。
特
に
次
に

示
す
例
は
、
漢
籍
の
訓
点
資
料
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
抜
き
出
し
た
よ
う
な
形
を
し
て

お
り
、
仏
教
書
中
心
の
構
成
の
中
で
は
異
質
な
も
の
と
言
え
よ
う
。 

 

(8)

訐
ア
ハ
ク

群
臣
之
德
失
を

【
顔
氏
】<

0
7
4
-5
1
> 

(9)

訥
オ
ソ
シ

於
言
【
論
語
】<

0
8
7
-
3
1> 

(10)

詳
イ
ツ
ハ
テ

譽

ホ
ム
ル
マ
ネ
ス

太
子

 

ヲ

【
史
記
世
家
】<
0
9
9
-
4
1
> 

 と
こ
ろ
が
、
上
掲
の
(8)
～
(10)
の
項
目
の
前
後
に
は
同
じ
被
注
字
を
共
有
す
る
親
項

目
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
親
項
目
に
相
当
す
る
よ
う
に
見
え
る
項
目
に

は
、
字
音
や
字
義
と
い
っ
た
共
通
の
被
注
字
に
関
す
る
基
本
的
な
漢
文
注
が
施
さ
れ

て
い
る
。
次
に
示
す

(8’)
～

(10’)
は
そ
れ
ぞ
れ
(8)
～
(10)
の
親
項
目
に
相
当
す
る
項
目
で

あ
る
。 

 

(8’)
訐 

【
弘
云
柯
戴
反
。
揚
惡
也
。
】<

0
7
4
-
44
> 

(9’)
謇
訥
【
文
集
或
音
義
云
音
蹇
。
弘
云
難
也
、
吃
也
。
應
云
言
不
通
利
謂
謇
吃
。

下
應
云
古
吶
同
。
奴
骨
反
。
遲
鈍
也
、
難
也
《
弘
同
》
。
東
云
言
語
艱
難

也
、
鈍
也
、
難
言
也
、
謇
言
也
。
應
又
云
難
歰
也
。
】<

0
8
7
-
11
> 

(10’)
譽 

【
宋
云
音
預
、
又
平
聲
。
珠
云
保
麻
礼
。
玄
贊
云
面
讚
爲
譽
、
背
讚
名
稱
。 

眞
云
余
。
】<

0
9
9
-
22
> 

 

こ
れ
を
見
る
と
、
先
掲
の
(8)
～
(10)
の
よ
う
に
掲
出
語
そ
の
も
の
が
訓
点
資
料
の
字

面
の
体
裁
を
採
る
項
目
は
、

(8’)
～

(10’)
の
よ
う
な
親
項
目
が
あ
っ
て
こ
そ
存
在
可
能
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
親
項
目
に
は
収
め
ら
れ
な
い
訓
点
本
に
お
け
る

用
例
を
提
示
す
る
た
め
に
立
て
ら
れ
た
子
項
目
で
あ
る
。 

上
述
し
た
よ
う
に
、
言
部
に
は
和
訓
の
み
を
収
載
す
る
例
は
併
せ
て
二
九
例
あ
る

が
、
特
に
二
字
以
上
の
字
句
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら
は
共
通
の
被
注
字
を
持
つ
「
項
目

群
」
の
子
項
目
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て

漢
文
注
優
位
の
中
で
、
な
ぜ
漢
文
注
を
全
く
含
ま
な
い
日
本
語
の
み
の
異
例
な
項
目

が
存
在
す
る
か
と
い
う
疑
問
に
答
え
ら
れ
よ
う
。 

  第
七
節 
ま
と
め 

以
上
で
検
討
し
た
単
字
型
義
注
お
よ
び
被
注
字
の
実
用
例
和
訓
と
、
図
書
寮
本
名
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義
抄
の
和
訓
と
の
対
応
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
結
び
た
い
。 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
和
訓
が
、
単
字
型
義
注
の
実
用
例
和
訓
と
重
な
る
か
に
つ
い

て
の
検
討
で
は
、
①
図
書
寮
本
の
和
訓
が
単
字
型
義
注
の
実
用
例
和
訓
と
重
な
る
場

合(

一
一
四
例)

、
②
重
な
ら
な
い
場
合(

五
九
例)

と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
こ
れ
を

和
訓
の
漢
字
義
注
に
対
す
る
従
属
性
の
目
安
と
す
る
と
、①
は
従
属
的
な
意
味
記
述
、

②
は
独
自
的
な
意
味
記
述
を
行
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。 

図
書
寮
本
名
義
抄
の
和
訓
が
、
被
注
字
の
実
用
例
和
訓
に
含
ま
れ
る
か
に
つ
い
て

の
検
討
で
は
、
㋐
図
書
寮
本
の
和
訓
が
被
注
字
の
実
用
例
に
含
ま
れ
る
場
合(

一
六
〇

例)

、
㋑
含
ま
れ
な
い
場
合(

四
四
例)

の
結
果
を
確
認
し
た
。
こ
れ
を
和
訓
が
表
す
意

味
の
一
般
性
に
対
す
る
目
安
と
し
て
考
え
る
と
、
㋐
は
被
注
字
の
一
般
的
な
意
味
に

か
か
わ
る
和
訓
、
㋑
は
被
注
字
の
特
殊
な
意
味
に
か
か
わ
る
和
訓
と
し
て
解
釈
で
き

よ
う
。 

以
上
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
和
訓
の
意
味
記
述
上
の

機
能
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。 

 一 

義
注
で
表
さ
れ
た
意
味
の
重
複
標
示
が
主
流
で
あ
る
中
、
義
注
で
覆
い
き
れ

な
い
部
分
を
単
独
で
表
示
す
る
機
能
が
あ
る 

二 

重
複
標
示
・
単
独
表
示
い
ず
れ
に
お
い
て
も
一
般
的
な
意
味
の
ほ
う
が
多
い

が
、
単
独
表
示
で
は
相
対
的
に
特
殊
な
意
味
の
記
述
が
目
立
つ
。 

  

注 

（
一
） 

山
田(

一
九
九
五)

は
日
本
辞
書
史
の
始
ま
り
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

現
在
知
る
う
る
限
り
に
お
い
て
、
日
本
辞
書
史
は
、
外
国
語
辞
書(

中
国
語
辞
書)

に
は

じ
ま
る
と
考
え
て
よ
い
。
…
…
中
国
辞
書
史
の
知
識
な
く
し
て
日
本
辞
書
史
の
理
解
は

難
し
い
が
、
日
本
に
お
け
る
辞
書
の
必
要
性
と
中
国
に
お
け
る
そ
れ
と
は
必
ず
し
も
全

同
で
は
な
い
。(

六
九
頁) 

こ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
独
自
の
辞
書
は
、
中
国
辞
書
で
は
充
足
し
な
い
日
本
独
自
の
「
必
要
」

か
ら
望
ま
れ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。 

さ
ら
に
大
槻(

二
〇
〇
五
ａ)

は
そ
の
「
必
要
」
の
背
景
と
内
容
に
つ
い
て
「
漢
字
漢
文
を
日
本

語
と
し
て
理
解
し
、
ま
た
、
日
本
語
を
も
と
に
漢
字
で
文
を
綴
る
と
い
う
営
み
の
蓄
積
の
中
、

日
本
語
を
含
み
持
つ
辞
書
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(

一
一
〇
頁)

」
と
述
べ
、
そ
の
始

発
で
あ
る
平
安
時
代
の
古
辞
書
を
研
究
す
る
こ
と
の
意
義
を
「
日
本
人
に
と
っ
て
、
あ
る
い
は

日
本
語
に
と
っ
て
、
辞
書
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
る
。 

（
二
） 

吉
田(

一
九
五
六)

は
全
項
目
数
を
三
六
五
七
項(

五
二
頁)

に
数
え
、
そ
の
う
ち
和
訓
を
含
む
項

目
は
一
一
八
七
項(

三
三
％
、
五
五
頁)

と
す
る
。 

（
三
） 

「
●
云
…
」
な
ど
の
出
典
注
記
が
率
い
る
、
漢
文
義
注
を
含
め
る
ひ
と
ま
と
ま
り
の
引
用
文
を
一

例
と
し
て
数
え
た
。
た
だ
し
、
一
つ
の
出
典
注
記
の
下
に
単
字
型
と
述
文
型
が
共
存
す
る
例
は

そ
れ
ぞ
れ
数
え
た
。 

（
四
） 

万
象
名
義
に
次
ぐ
玄
応
音
義
と
い
っ
た
も
の
を
出
典
と
す
る
単
字
型
漢
文
義
注
に
対
し
て
も
更

な
る
精
査
が
求
め
ら
れ
る
が
、
見
通
し
と
し
て
は
こ
れ
も
ま
た
玉
篇
や
説
文
解
字
か
ら
の
孫
引

き
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。 

（
五
） 

吉
田(

一
九
五
四
ａ
：
七
三
～
七
四)

 
（
六
） 

『
小
切
韻
』
に
関
し
て
は
吉
田(

一
九
五
五
ｂ
：
九
二
～
九
三)

の
推
論
に
よ
る
。 

（
七
） 
片
仮
名
型
の
場
合
、
出
典
注
記
が
直
接
付
い
て
い
な
い
も
の
に
対
し
て
は
築
島(

一
九
五
九)

と

山
本(

二
〇
〇
〇)

の
考
察
に
従
い
、
実
質
的
に
隣
接
す
る
出
典
注
記
の
適
用
を
受
け
る
も
の
と

し
て
見
な
し
て
数
え
た
。 

（
八
） 

大
槻(

二
〇
〇
五
ａ
：
一
二
四)

の
次
の
よ
う
な
指
摘
に
よ
る
。 

片
仮
名
和
訓
を
持
つ
項
目
数
は
総
計
九
六
四
条
で
、
う
ち
片
仮
名
和
訓
の
み
の
項
目
が

二
〇
七
条
存
す
る
か
ら
、
二
〇
％
強
が
片
仮
名
和
訓
の
み
の
項
目
で
あ
る
。
こ
れ
は
少
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な
い
数
と
は
言
え
な
い
。 

（
九 

）
日
本
語
義
注
の
数
は
延
べ
一
七
三
例
で
、
各
項
目
に
は
複
数
の
日
本
語
義
注
を
収
載
す
る
例
も

多
い
。 

（
一
〇
）
注
文
お
よ
び
出
典
ご
と
の
配
列
序
列
に
つ
い
て
は
宮
澤(

一
九
九
二)

を
参
照
さ
れ
た
い
。 
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第
六
章 

 
図
書
寮
本
名
義
抄
の
和
訓
収
容
の
実
際 

―
毛
詩
訓
点
本
の
和
訓
を
中
心
に
― 

 第
一
節 

は
じ
め
に 

前
章
で
は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
項
目
配
列
と
注
文
配
列
に
お
け
る
組
織
性
を
基
に
、

和
漢
両
言
語
に
よ
る
意
味
記
述
の
構
造
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
章
で
は
そ
れ
に
続

き
、
意
味
記
述
要
素
の
一
つ
で
あ
る
和
訓
の
収
容
と
辞
書
内
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

考
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
特
に
毛
詩
訓
点
本
と
い
う
個
別
出
典
と
の
関
係
に
対
象
を

限
定
し
て
行
う
。 

類
聚
名
義
抄
の
文
献
的
な
価
値
は
高
い
が
、
特
に
古
代
の
日
本
語
語
彙
を
集
め
た

も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
、
そ
の
全
貌
を
伝
え
る
観
智
院
本
は
日
本
文
学
の
諸
作
品
の

注
解
に
お
い
て
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
和
訓
の
利
用
に

は
そ
の
質
に
つ
い
て
の
注
意
が
要
さ
れ
る
。
類
聚
名
義
抄
の
和
訓
の
質
に
つ
い
て
、

そ
の
検
討
の
必
要
性
は
中
村(

一
九
八
七)

が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。(

注
一) 

図
書
寮
本
は
類
聚
名
義
抄
の
古
態
を
伝
え
、
和
訓
に
は
出
典
注
記
が
忠
実
に
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
各
和
訓
の
質
に
つ
い
て
の
考
察
を
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
書
物

の
、
ど
の
よ
う
な
文
脈
に
お
け
る
も
の
か
ま
で
遡
ら
せ
る
土
台
で
あ
る
。 

図
書
寮
本
名
義
抄
に
は
千
五
百
を
越
え
る
片
仮
名
和
訓
が
漢
籍
の
訓
点
本
か
ら
引

用
さ
れ
て
い
る
。
図
書
寮
本
は
法
相
宗
の
学
侶
に
よ
る
撰
述
と
推
定
さ
れ
、
注
文
の

出
典
は
概
ね
仏
教
関
連
の
典
籍
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
主
に
漢
籍
か
ら
行
わ
れ

た
片
仮
名
和
訓
の
引
用
は
異
例
と
い
え
る
。 

図
書
寮
本
の
片
仮
名
和
訓
に
は
そ
の
す
ぐ
下
に
右
寄
せ
の
小
字
で
出
典
が
示
さ
れ

て
い
る
。
出
典
表
示
の
中
で
「
詩
」
は
『
毛
詩
』
の
訓
点
本
か
ら
の
引
用
を
示
す
と
推

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
『
毛
詩
』
は
儒
家
の
主
要
経
典
の
一
つ
と
し
て
重
要
視
さ

れ
た
典
籍
で
あ
り
、
図
書
寮
本
に
は
一
七
〇
例
の
片
仮
名
和
訓
が
こ
の
書
よ
り
引
用

さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
「
詩
」
出
典
表
示
が
付
い
て
い
る
片
仮
名
和
訓(

以
下
「
「
詩
」

表
示
和
訓
」
と
略
す)

を
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
片
仮
名
和
訓

の
性
格
お
よ
び
収
録
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
。 

図
書
寮
本
に
お
け
る
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
引
用
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
先

行
研
究
が
あ
る
。
ま
ず
、
築
島(

一
九
五
九)

は
本
書
の
和
訓
と
、
現
存
す
る
個
別
訓

点
本
と
の
照
合
を
行
っ
て
高
い
一
致
度
を
確
認
し
、
平
安
時
代
に
お
け
る
漢
籍
訓
点

資
料
の
不
足
を
補
う
材
料
と
し
て
図
書
寮
本
所
収
の
和
訓
の
価
値
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
毛
詩
の
訓
点
本
か
ら
と
さ
れ
る
和
訓
に
つ
い
て
は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
の
清

原
宣
賢
点
本
と
の
比
較
表
を
示
し
て
、
毛
詩
か
ら
の
和
訓
採
録
が
本
文
は
も
ち
ろ
ん

注
か
ら
も
多
く
行
わ
れ
た
こ
と
を
実
証
し
た
。 

山
本(
二
〇
〇
六)

は
「
詩
」
表
示
和
訓
の
全
面
的
な
検
討
を
行
い
、
現
存
す
る
訓

点
本
の
傍
訓
と
一
致
し
な
い
例
に
対
し
て
は
異
体
字
や
訓
点
相
違
な
ど
の
可
能
性
か

ら
綿
密
に
検
討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
出
典
注
記
が
付
さ
れ
て
い
な
い
和
訓
に
対
し
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て
は
、
そ
の
前
の
和
訓
の
出
典
注
記
が
及
ぶ
可
能
性
に
つ
い
て
追
及
し
て
い
る
。
一

方
、
毛
詩
訓
点
本
の
全
て
の
和
訓
を
収
録
す
る
方
針
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
す

る
。
特
に
図
書
寮
本
へ
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
訓
点
本
の
和
訓
に
つ
い
て
は
、
漢
字
の

珍
し
い
意
味
用
法
に
基
づ
く
特
異
な
付
訓
か
、
そ
も
そ
も
漢
字
自
体
が
珍
し
い
か
の

理
由
で
必
要
度
が
低
い
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
、
図
書
寮
本
の
和
訓
の
性

格
を
考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。 

本
稿
は
以
上
の
先
行
研
究
の
業
績
を
踏
ま
え
て
、
毛
詩
訓
点
本
か
ら
引
用
さ
れ
た

和
訓
に
つ
い
て
そ
の
原
典
内
の
情
報
に
ま
で
遡
っ
て
付
訓
の
背
景
を
検
討
し
、
さ
ら

に
被
注
字
と
和
訓
と
の
関
係
に
つ
い
て
追
及
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
図
書
寮
本
収
載

の
和
訓
の
一
面
を
明
ら
か
に
す
る
。 

  第
二
節 

研
究
対
象 

本
研
究
の
対
象
と
な
る
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
片
仮
名
和
訓
は
「
そ
の
出
典
が
毛
詩

で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
」
に
限
る
。
し
か
し
、
本
辞
書
に
お
け
る
片
仮

名
和
訓
の
出
典
表
示
の
構
造
に
つ
い
て
は
ま
だ
未
解
明
の
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
。

毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
引
用
が
確
実
あ
る
い
は
そ
う
と
推
定
さ
れ
る
も
の
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。 

 【
対
象
１
】
「
詩
」
出
典
表
示
が
付
い
て
い
る
和
訓(

一
七
〇
例) 

直
接
「
詩
」
の
出
典
表
示
が
付
加
さ
れ
て
お
り
、
毛
詩
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と

が
明
確
な
用
例
で
あ
る
。 

 【
対
象
２
】
隣
接
和
訓
の
「
詩
」
出
典
表
示
が
及
ぶ
と
さ
れ
る
和
訓(

二
九
例) 

こ
れ
ら
は
山
本(

二
〇
〇
六)

に
お
い
て
「
疑
似
出
典
無
表
示
」
と
い
う
名
称
で
取

り
扱
わ
れ
た
用
例
で
あ
る
。
直
接
出
典
注
記
が
付
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
出

典
無
表
示
の
例
の
よ
う
に
も
見
ら
れ
る
が
、
実
は
そ
の
前
の
方
の
和
訓
に
付
さ
れ
て

い
る
「
詩
」
出
典
注
記
の
出
典
表
示
が
及
ぶ
も
の
と
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
「
ａ
詩 

ｂ 

ｃ
礼

」(

ａ
・
ｂ
・
ｃ
は
和
訓
、
詩
・
礼
は
出
典
注
記)

に
お
け
る
ｂ
の
よ
う
な
例
を
指

す
。 ま

ず
【
対
象
１
】
の
一
七
〇
例
は
出
典
が
明
示
さ
れ
た
例
と
し
て
対
象
用
例
に
す

る
の
に
問
題
が
な
い
。
し
か
し
、
【
対
象
２
】
の
場
合
は
ど
の
隣
接
和
訓
の
出
典
表
示

が
及
ん
で
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
異
論(

注
二)

と
不
確
実
な
部
分
が
残
り
、
一
概
に
対
象

用
例
と
す
る
の
は
難
し
い
。
本
章
で
は
そ
の
よ
う
な
不
確
実
性
の
排
除
の
た
め
出
典

が
明
示
さ
れ
て
い
る
【
対
象
２
】
の
一
七
〇
例
だ
け
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
す
る
。 

こ
の
一
七
〇
例
の
中
に
は
漢
字
二
字
に
対
す
る
付
訓
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
分
割
不
能
な
「
悠
哉(

オ
モ
フ
ラ
ム)

」
以
外
の
七
例
は
次

の
よ
う
に
単
字
に
分
割
し
て
検
討
対
象
と
し
、
都
合
一
七
七
例
と
な
る
。(

注
三) 

 

湍
迅(

ト
ク
ト
シ
／0

1
5
-
5
1
) 

→
湍(

ト
ク
／0

1
5
-
5
1
)

、
迅(

ト
シ
／0

1
5
-
5
1
) 
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少
壯(

ワ
カ
ク
サ
カ
リ
ナ
リ
／2

3
5
-
14
) 

→
少(
ワ
カ
ク
／2

3
5
-
1
4)

、
壯(

サ
カ
リ
ナ
リ
／2

3
5
-
1
4) 

衷
恕(

オ
モ
ハ
カ
リ
オ
モ
ハ
カ
ル
／2

4
2
-
5
1) 

 

→
衷(

オ
モ
ハ
カ
リ
／2

4
2
-
51
)

、
恕(

オ
モ
ハ
カ
ル
／2

4
2
-
51
) 

詳
愚(

イ
ツ
ハ
リ
オ
ロ
カ
シ
テ
／2

4
7
-
71
) 

 

→
詳(

イ
ツ
ハ
リ
／2

4
7
-
7
1
)

、
愚(

オ
ロ
カ
シ
テ
／2

4
7
-
7
1
) 

悼
慄(

イ
タ
ミ
ヲ
ノ
ヽ
ク
／2

5
8
-
7
3
) 

 

→
悼(

イ
タ
ミ
／2

5
8
-
7
3
)

、
慄(
ヲ
ノ
ヽ
ク
／2

5
8
-
7
3) 

強
綛(

コ
ハ
ク
ネ
キ
／2

9
9
-
5
2
) 

 

→
強(

コ
ハ
ク
／2

9
9
-
5
2
)

、
綛(

ネ
キ
／2

9
9
-
5
2
) 

強
綛(

コ
ハ
ク
ネ
キ
／3

2
1
-
7
3
) 

 

→
強(

コ
ハ
ク
／3

2
1
-
7
3
)

、
綛(

ネ
キ
／3

2
1
-
7
3
) 

悠
哉(

オ
モ
フ
ラ
ム
／2

7
0
-
7
3
) 

 し
か
し
、
一
七
七
例
の
中
に
は
次
に
示
す
よ
う
な
重
複
例
が
存
す
る
。 

 

Ａ
、
別
項
―
同
字
―
同
訓(

九
例)

 

・
渕(

フ
カ
シ
／0

1
7
-
5
1)

―
渕(

フ
カ
シ
／0

2
8
-
3
4
) 

・
訓
詁(

訓
／
ヲ
シ
フ
／0

7
6
-
62
)

―
訓
訓(

訓
／
ヲ
シ
フ
／0

7
7
-
1
2
) 

・
恕
已(

恕
／
オ
モ
ハ
カ
ル
／2

4
2
-
41
)

―
衷
恕(

恕
／
オ
モ
ハ
カ
ル
／2

4
2
-
5
1
) 

・
懼(

オ
ヂ
テ
／2

4
5
-
4
4)

―
恐
懼(

懼
／
オ
ツ
／2

6
3
-
1
2) 

・
慶
慰(

慰
／
ヤ
ス
ム
ス
／2

4
6
-
2
1
)

―
慰
問(

慰
／
ヤ
ス
ム
ス
／2

6
0
-
73
) 

・
愒(

イ
コ
フ
／2

4
6
-
7
1)

―
愒(

イ
コ
フ
／2

5
7
-
2
3
) 

・
惄(

オ
モ
フ
コ
ト
／2

5
9
-
7
1
)

―
惄(

オ
モ
フ
／2

7
5
-
1
1) 

・
強
綛(

強
／
コ
ハ
ク
／2

9
9
-
52
)

―
強
綛(

強
／
コ
ハ
ク
／3

2
1
-
7
3
) 

・
強
綛(

綛
／
ネ
キ
／2

9
9
-
5
2
)

―
強
綛(

綛
／
ネ
キ
／3

2
1
-
7
3
) 

 

Ｂ
、
同
項
―
同
字
―
同
訓(

一
例)

 

・
懈
怠(

懈
／
オ
コ
タ
ル
―
オ
コ
タ
ル
／2

4
3
-
4
1
) 

 

Ｃ
、
別
項
―
同
字
―
異
訓(

四
例)

 

・
安
詳(

詳
／
ア
キ
ラ
カ
／0

8
9
-
7
3
)

―
詳
愚(

詳
／
イ
ツ
ハ
リ
／2

4
7
-
71

) 

・
悚
慄(

慄
／
オ
ソ
ル
／2

4
5
-
23
)

―
悼
慄(

慄
／
ヲ
ノ
ヽ
ク
／2

5
8
-
73
) 

・
懐(

ヤ
ス
シ
／2

4
4
-
6
2)

―
懐(

オ
モ
フ
／2

7
3
-
1
1
) 

・
純
淑(

純
／
ア
ツ
ク
／2

9
3
-
34
)

―
純(

ツ
ヽ
ム
／2

9
4
-
1
2
) 

 

Ｄ
、
同
項
―
同
字
―
異
訓(

三
例)

 

・
詒(

オ
ク
ラ
ヌ
カ
―
オ
ク
レ
リ
／0

9
7
-
4
1) 

・
經
緯(

經
／
ツ
ネ
ニ
シ
テ
―
ハ
カ
ル
／2

8
7
-
4
2
) 

・
哀(

オ
モ
ハ
カ
ル
―
カ
ナ
シ
／3

4
0
-
13
) 

 

Ｅ
、
同
項
―
別
字(

一
例)

 

・
染
汙(

染
／
ソ
ム
／0

1
4
-
1
4
)

―
染
汙(

汙
／
ア
ラ
フ
／0

1
4
-
14
) 

 

以
下
で
は
「
同
字
―
同
訓
」
で
あ
る
Ａ
・
Ｂ
の
一
〇
例
の
重
複
を
引
い
た
一
六
七

例
を
基
本
用
例
数
に
し
て
考
察
す
る
。 

  第
三
節 
毛
詩
訓
点
本
と
の
比
較
検
討 

比
較
資
料
と
な
る
毛
詩
の
訓
点
本
と
し
て
は
、
全
巻
揃
っ
て
現
存
し
て
お
り
、
覆

製
本
の
公
刊
に
よ
っ
て
利
用
が
便
利
な
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
毛
詩
鄭
箋
』(

以
下
「
静
嘉
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堂
文
庫
本
」
と
略
す)

を
中
心
に
検
討
を
進
め
る
。
静
嘉
堂
文
庫
本
は
清
原
宣
賢
に
よ

る
訓
点
本
で
あ
り
、
明
経
博
士
清
原
家
の
訓
法
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
資
料
的
な
価

値
が
高
い
。
こ
の
点
本
が
書
写
さ
れ
た
年
代
は
一
六
世
紀
初
頭
で
あ
る
が
、
承
安
四

年(

一
一
七
九)

の
祖
点
を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
が
そ
の
奥
書
に
よ
っ
て
判
る
。
平

安
中
期
以
来
の
漢
籍
の
訓
点
伝
承
に
お
け
る
保
守
性
を
考
え
れ
ば
、
院
政
期
の
毛
詩

訓
点
本
の
有
り
様
を
窺
う
資
料
と
し
て
は
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。(

注
四) 

図
書
寮
本
の
和
訓
と
の
比
較
検
討
は
次
の
よ
う
な
原
則
に
沿
っ
て
進
め
た
。
検
討

の
手
順
と
分
類
方
法
は
呉(

二
〇
〇
〇)

の
も
の(

注
五)

を
参
照
し
た
。 

 

○
図
書
寮
本
の
「
詩
」
表
示
和
訓
に
対
し
て
、
そ
の
被
注
字
が
静
嘉
堂
文
庫
本
に

存
在
す
る
か
否
か
を
検
討
し
、
被
注
字
が
存
在
す
る
場
合
は
そ
の
傍
訓
と
図
書

寮
本
の
和
訓
と
が
一
致
す
る
か
を
確
認
し
た
。 

○
被
注
字
の
傍
訓
と
し
て
は
、
左
訓
お
よ
び
異
訓
な
ど
も
含
め
た
。
原
則
と
し
て

全
訓
が
仮
名
あ
る
い
は
ヲ
コ
ト
点
で
記
さ
れ
、
そ
れ
が
図
書
寮
本
の
和
訓
と
一

致
す
る
も
の
を
一
致
例
と
し
た
。 

○
語
幹
を
同
じ
く
す
る
自
動
詞
と
他
動
詞(

例
：
う
ご
く
―
う
ご
か
す)

は
一
致
と

判
定
し
た
。
活
用
形
の
相
違
だ
け
の
場
合
、
助
詞
と
助
動
詞
お
よ
び
形
式
名
詞

の
添
加
さ
れ
て
い
る
例(

例
：
く
は
だ
つ
―
く
は
だ
て
ば)

も
一
致
例
と
し
て
認

め
る
。
音
韻
変
化
に
よ
る
語
形
の
変
化(

例
：
く
む
が
―
く
が)

や
仮
名
遣
い
の

違
い(

例
：
お
と
ろ
へ
―
を
と
ろ
へ)

は
無
視
し
た
。 

 

上
記
の
過
程
に
よ
る
照
合
の
結
果
を
分
類
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

一 

被
注
字
・
和
訓
と
も
に
一
致･

･
･
･
･･
･

一
三
五
例(

八
〇
・
八
％)

 

二 

和
訓
は
一
致
せ
ず･

･
･
･
･
･･
･
･
･･
･
･･
･
･･

一
六
例(

 

九
・
六
％)

 

三 

被
注
字
が
見
え
ず･

･
･
･
･
･･
･
･
･･
･
･･
･
･･

一
六
例(

 

九
・
六
％)

 

 

概
し
て
い
え
ば
、
用
例
の
約
八
割
は
単
純
一
致
す
る
が
、
残
り
の
約
二
割
の
例
は

少
な
く
と
も
現
存
訓
点
本
と
は
単
純
に
は
一
致
し
な
い
と
い
う
結
果
で
あ
る
。
単
純

に
一
致
し
な
い
三
二
例
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
。
次
に
上
記
の
三
つ

の
分
類
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
検
討
の
詳
細
を
示
す
。 

 

一 

被
注
字
・
和
訓
と
も
に
一
致
（
一
三
五
例
） 

こ
こ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
用
例
は
、
静
嘉
堂
文
庫
本
に
お
い
て
被
注
字
が
確
認
さ

れ
、
そ
の
傍
訓
も
当
該
「
詩
」
注
記
和
訓
と
一
致
す
る
と
判
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
本

章
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
の
は
一
三
五
例(

注
六)

で
、
訓
点
本
の
本
文
内
の
分
布
を
本
行

と
割
注
に
分
け
て
み
る
と
、
本
行
に
一
〇
一
例
、
割
注
に
三
四
例
で
あ
る
。 

本
章
の
調
査
で
用
い
た
静
嘉
堂
文
庫
本
『
毛
詩
鄭
箋
』
の
体
裁
を
見
る
と
、
詩
篇

の
本
文(

経
文)

と
詩
全
般
の
理
論(

大
序)

お
よ
び
各
詩
篇
の
大
要(

小
序)

を
大
字
の

「
本
行
」
に
し
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
毛
公
と
鄭
玄
の
注
釈(

毛
伝
・
鄭
箋)

を
小
字
双

行
の
割
注
に
し
て
合
わ
せ
た
体
裁
の
書
物
で
あ
る
。
本
行
は
儒
家
の
経
典
で
あ
る
毛

詩
の
中
枢
を
な
す
部
分
で
あ
り
、
割
注
は
そ
の
注
釈
と
し
て
付
随
的
な
位
置
付
け
の

要
素
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
訓
点
本
内
の
内
容
的
な
重
み
と
和
訓
の
採

録
と
の
影
響
に
つ
い
て
の
検
討
の
た
め
、
本
行
と
割
注
と
に
分
け
て
詳
細
を
検
討
す

る
。 
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ま
ず
本
行
の
一
〇
一
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
一
致
例
の
七
割
以
上
が
本
行
に
付

さ
れ
た
傍
訓
で
あ
る
の
は
、
毛
詩
に
お
け
る
中
枢
的
な
部
分
と
い
う
典
籍
内
の
位
相

が
意
識
さ
れ
た
結
果
と
し
て
解
さ
れ
る
。
文
献
内
に
お
け
る
文
字
量
は
割
注
の
ほ
う

が
本
行
の
約
二
倍
の
量
で
あ
る
こ
と(

注
七)

を
考
え
る
と
本
行
重
視
の
傾
向
が
認
め
ら
れ

る
。
毛
詩
訓
点
本
の
本
行
か
ら
引
か
れ
た
和
訓
の
実
例
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ

る
。(

注
八) 

 

ａ
、
潨(

ミ
ヅ
ア
ヒ
／0

4
9
-
2
2
) 

鳧-

鷖
、
在
レ

音
読
符
に

ミ
ツ
ア
ヒ
潨

(
1
7
:1
7
2)

 

《
伝
》
潨
水
會
也 

 

ｂ
、
隮
躋(

隮
／
ノ
ボ
ル
／2

0
1
-
6
3
) 

朝

隮
ノ
ホ
ル

二

于
西に
一(

0
3:
1
24
)
 

《
伝
》
隮
升 

 

ｃ
、
域(

タ
モ
ツ
／2

2
8
-
6
4
) 

カ
ミ
と
し
て
傳

カ
ミ
ト
ス
箋

正

タ
モ
タ
シ
ム
傳

 

ヰ
キ
ニ
箋  

域

二

彼の

四-
 

ヲ
傳

 

ニ
箋
方

(
2
0
:2
6
1)

 

《
伝
》
域
有
也 

 

ｄ
、
歩(

オ
コ
ナ
フ
／1
3
3
-
5
3
) 

天
、

步
ヲ
コ
ナ
フ

二

艱-

難を
一(

1
5:
2
10
)
 

《
伝
》
步
行 

 

ａ
と
ｂ
は
使
用
頻
度
が
低
い
字
と
し
て
字
義
の
理
解
が
難
し
い
例
、
ｃ
と
ｄ
は
平

易
な
字
の
常
用
的
で
は
な
い
字
義
を
取
っ
た
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
注
釈
が
施
さ
れ

て
い
る
の
は
経
文
の
ま
ま
で
は
正
し
い
理
解
が
難
し
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の

よ
う
な
注
釈
に
基
づ
く
字
義
の
理
解
が
付
訓
に
影
響
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
本

行
か
ら
の
用
例
を
眺
め
る
と
総
じ
て
使
用
頻
度
の
低
い
漢
字
、
常
用
さ
れ
る
漢
字
の

非
常
用
的
な
和
訓
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。 

 

続
い
て
割
注
か
ら
の
三
四
例
に
つ
い
て
の
検
討
で
あ
る
。
先
述
の
と
お
り
、
割
注

は
本
行
に
対
す
る
訓
詁
敷
衍
の
注
釈
で
あ
っ
て
、
毛
詩
と
い
う
典
籍
内
に
お
け
る
位

置
づ
け
は
本
行
よ
り
は
低
い
。
し
か
し
、
本
行
に
は
及
ば
な
い
に
し
て
も
経
典
を
正

し
く
理
解
す
る
た
め
の
典
拠
と
し
て
そ
れ
な
り
の
権
威
が
認
め
ら
れ
る
要
素
と
言
え

る
。
ま
ず
全
例
の
二
割
が
割
注
か
ら
採
録
さ
れ
た
こ
と
を
見
て
も
、
図
書
寮
本
の
和

訓
引
用
に
お
い
て
割
注
が
特
に
排
除
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
と
言
え
る
。
ち
な
み
に
毛

伝
か
ら
一
五
例
、
鄭
箋
か
ら
一
九
例
の
引
用
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
両
注
釈
の
間
の

偏
り
は
見
ら
れ
な
い
。 

訓
詁
は
難
解
な
経
文
の
字
句
の
意
味
を
突
き
止
め
て
よ
り
平
易
な
表
現
に
書
き
直

し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
割
注
は
注
釈
と
し
て
概
ね
平
易
な
字
の
一
般
的

な
用
法
の
も
の
が
多
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
検
討
で
は
次
の
よ
う
に
平

易
と
は
言
い
難
い
例
が
少
な
く
な
い
。 

 
ａ
、
决
擇(

决
／
サ
ク
リ
テ
／0

6
5
-
34
)

―
伝 

水

決
サ
ク
リ
て

復マ

、
入

 

ル
を

爲す

レ

汜

 

と

。(
0
1
:3
8
3)
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ｂ
、
講(

カ
マ
フ
／0

9
2
-
5
4
)

―
伝 

左
 

に

旋

 

と
は
カ
マ
フ
ル
そ

カ
ウ
ス
ル
ソ

講
レ 

兵

 

を 
(
0
4
:
23
1
)
 

 

ｃ
、
足(

フ
モ
ト
／1

0
2
-
1
1
)

―
箋 

下は

謂
二

山の

足
一

フ
モ
ト
を 

(
0
1
:
3
47
)
 

 

ｄ
、
薰
陸(

陸
／
ク
ム
ガ(

注
九)

／2
0
5
-
62
)

―
箋 

ヲ

 

シ猶
下

鵻

 

ノ

之
生ヲ

ヒ
二

於

陸
ク
カ
に

一

自-

然ナ
ル
か

上

也(
0
4
:0
6
8)
 

 

上
掲
の
ａ
～
ｄ
の
例
は
い
ず
れ
も
字
と
し
て
は
平
易
な
ほ
う
で
あ
る
が
、
和
訓
は

非
常
用
的
な
も
の
で
あ
る
。
割
注
か
ら
の
和
訓
に
こ
の
よ
う
な
例
が
少
な
か
ら
ず
あ

る
原
因
と
し
て
は
、
訓
点
本
に
お
け
る
付
訓
の
意
義
と
い
う
側
面
が
考
え
ら
れ
る
。

あ
ま
り
に
も
平
易
な
意
味
用
法
で
常
用
訓
で
十
分
読
め
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、

和
訓
を
示
す
意
義
が
低
い
た
め
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る(

注
一
〇)

。
実
際
、
静
嘉
堂
文

庫
本
に
も
訓
読
符
だ
け
が
付
さ
れ
、
具
体
的
な
和
訓
は
示
さ
れ
て
い
な
い
例
が
存
す

る
。
つ
ま
り
、
割
注
は
相
対
的
に
平
易
な
字
句
が
多
い
が
、
傍
訓
が
付
さ
れ
る
箇
所

は
限
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
結
果
的
に
図
書
寮
本
に
引
か
れ
た
和
訓
の
性
格

と
も
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

二 

和
訓
は
一
致
せ
ず
（
一
六
例
） 

こ
れ
ら
の
一
六
例
は
、
被
注
字
は
静
嘉
堂
文
庫
本
に
存
す
る
が
、
そ
の
傍
訓
は
一

致
し
な
い
用
例
で
あ
る
。
一
致
し
な
い
事
情
と
し
て
は
、
ま
ず
図
書
寮
本
の
和
訓
と

は
違
う
和
訓(

異
訓)

が
記
入
さ
れ
て
い
る
の
が
五
例
、
そ
し
て
訓
点
本
の
ほ
う
が
音

読
み
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
九
例
、
最
後
に
ど
う
読
ん
だ
の
か
示
さ
れ
て
い
な
い
例

が
二
例
で
あ
る
。 

山
本(

二
〇
〇
六)

で
は
図
書
寮
本
撰
者
の
所
持
本
と
静
嘉
堂
文
庫
本
『
毛
詩
鄭
箋
』

と
の
間
に
本
文
と
訓
点
の
相
違
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

本
章
で
は
訓
法
の
相
違
に
着
目
し
て
、
和
訓
が
一
致
し
な
い
例
に
対
す
る
再
検
討
を

行
い
、
そ
の
推
定
さ
れ
る
一
致
箇
所
を
探
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
本
行
か
ら
一
〇

例
、
割
注
か
ら
六
例
に
対
し
て
和
訓
の
採
録
位
置
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
詳

し
く
は
次
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。 

 

二
―
一 

異
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
箇
所(

五
例) 

次
の
六
例
は
静
嘉
堂
文
庫
本
に
和
訓
は
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
図
書
寮
本
の

和
訓
と
が
一
致
し
な
い
例
で
あ
る
。 

 

ａ
、
洗
濯(

濯
／
ス
ヽ
ク
／0

1
6
-
7
2
)

―
本
行 

可
二

以

濯
ア
ラ
フ

一
レ

罍
モ
タ
ヒ
を(

1
7:
2
76
)
 

《
伝
》
濯
滌
也 

○
す
す
ぐ
：
①
水
を
か
け
て
汚
れ
を
流
す
。
水
で
清
め
る
。
水
で
き
れ
い

に
洗
う
。 

○
あ
ら
う
：
①
水
な
ど
で
よ
ご
れ
を
落
と
す
。
す
す
ぎ
清
め
る
。
着
物
な

ど
を
洗
濯
す
る
。
米
な
ど
を
研
ぐ
。 

(

語
義
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
よ
り
抜
粋
。
以
下
同
じ)
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ｂ
、
著
洿(

洿
／
シ
ボ
ル
／0

4
4
-
6
1
)

―
割
注 

蠅
ハ
エ
の

之
爲
レ

た
る
こ
と

蟲
訓
読
符

、

汙
ケ
カ
シ
て

レ

白

 

を

使

 

む
レ

黑

 

カ
ラ

。

汙
ケ
カ
シ
て

レ

黑

 

を

使

 

む
レ

白
シ
ロ
カ
ラ(

1
4
:2
1
8)
 

○
し
お
る
：
②
濡
れ
て
塩
け
を
帯
び
る
。
ま
た
、
濡
れ
て
汚
れ
る
。
濡
れ

て
弱
る
。 

○
け
が
す
：
①
き
た
な
く
す
る
。
よ
ご
す
。
醜
く
す
る
。 

 

ｃ
、
悼
慄(

慄
／
ヲ
ノ
ヽ
ク
／2

5
8
-
73
)

―
割
注 

皆
爲

 

に

之
、

悼
イ
タ
ミ_

慄
ヲ
ソ
ル(

0
6:
2
86
)
 

○
お
の
の
く
：
恐
れ
て
ふ
る
え
る
。
わ
な
な
く
。
戦
慄
す
る
。 

○
お
そ
れ
る
：
恐
怖
を
感
ず
る
。
身
に
危
険
を
感
じ
た
り
し
て
び
く
び
く

す
る
。
心
が
ひ
る
む
。 

 

 

ｄ
、
況(

コ
ヽ[

茲
也]

／0
4
4
-
23
)

―
本
行 

每
イ
ヘ
ト
モ

レ

有

 

と
二

良-

朋
一

況
マ
ス
〳
〵

也
、
永

 

ク

歎

 

ク(
0
9
:0
7
8)

 

《
伝
》
況
茲 

《
箋
》
茲(

コ
ヽ
ニ)

對
之
長
歎
而
已 

 

 

 

ｅ
、
出(

出
／
ヤ
メ
ヅ
ラ
ナ
リ
／1

4
5
-
22
)

―
割
注 

生
ウ 

て
二

襄-

公

 

を
一

而

出

ヤ
メ
ラ
レ
た
り(

0
3
:
34
0
)
 

《
観
》
出 

[

…
ヤ
メ
ヲ
レ
タ
リ
…]

 

 

ａ
～
ｃ
は
両
者
が
意
味
的
に
近
い
関
係
に
あ
る
も
の
で
、
ｄ
は
注
釈
理
解
の
相
違

が
和
訓
の
相
違
に
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
図
書
寮
本
撰
者
の
所

持
本
に
お
い
て
は
図
書
寮
本
所
収
の
和
訓
が
付
さ
れ
て
い
て
も
無
理
が
な
い
も
の
と

判
断
し
た
。 

た
だ
し
、
ｅ
の
場
合
は
図
書
寮
本
所
収
の
和
訓
「
ヤ
メ
ヅ
ラ
ナ
リ
」
の
意
味
が
不

詳
で
、
静
嘉
堂
文
庫
本
の
対
応
箇
所
と
推
定
さ
れ
る
「
生
二
襄
公
而
出
」
の
傍
訓
、

「
ヤ
メ
ラ
レ
タ
リ
」
の
誤
写
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
観
智
院
本
に

は
「
ヤ
メ
ヲ(

仮
名
索
引
で
は
ラ
の
誤
写
と
す
る)

レ
タ
リ
」
と
い
う
和
訓
が
収
録
さ

れ
、
提
示
し
た
毛
詩
訓
点
本
の
傍
訓
と
一
致
す
る
。
こ
れ
を
原
撰
本
か
ら
観
智
院
本

へ
継
承
さ
れ
た
和
訓
と
す
れ
ば
、
観
智
院
本
の
基
と
な
っ
た
原
撰
本
と
図
書
寮
本
と

の
本
文
の
相
違
を
示
唆
す
る
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。 

  

二
―
二 

音
読
し
て
い
る
箇
所(

九
例) 

次
の
例
は
静
嘉
堂
文
庫
本
に
お
い
て
は
音
読
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
と
し

て
は
図
書
寮
本
の
和
訓
が
指
す
も
の
と
通
じ
る
と
判
断
さ
れ
る
用
例
で
あ
る
。 

 

ａ
、
淪
没(

淪
／
ヒ
キ
ヰ
ル
／0

2
0
-
54
)

―
本
行 

若

 

く
レ

此
カ
ク
の

、

無

 

キ
を

レ

罪
、
淪 リ

ン-

胥シ
ヨ
し
て

以

 

て

鋪
ア
マ
ネ
ク
す(

1
2:
1
99
)
 

《
伝
》
淪
率
也 

《
色
》
率
ヒ
キ
ヰ
ル

…
師
羨
遵
洽
已
上
同(

下
ヒ
辞
字)

 

 

ｂ
、
話
言(
話
／
ヨ
シ[

善
言
也]

／0
7
8
-1
3
)

―
本
行 

其
維
哲-

 

ハ人
、
告
二

 

ル
と
き
は

之

話
ク
ワ
イ-

言
一

、

順
シ
タ
カ
て

德

 

を

之
行

 

フ(
1
8
:11

8
)
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《
伝
》
話
言
古
之
善
言
也 

 

ｃ
、
歌
謡(
謡
／
ウ
タ
フ
／0

9
2
-
2
4
)

―
本
行 

我

 

れ

歌
カ
し
て

且
、

謠
ヨ
ウ
す(

0
5:
2
07
)
 

《
伝
》
徒
歌
曰
謡 

 

ｄ
、
經
緯(

經
／
ハ
カ
ル
／2

8
7
-
4
2
)

―
本
行 

經
二-

始

 

す

靈
臺を

一

。
經

 

し

之
、
營

 
す

之
。(

1
6
:
3
3
4)

 

《
伝
》
經
度
之
也 

 

ｅ
、
純(

ツ
ヽ
ム
／2

9
4
-
1
2
)

―
本
行 

白-

茅

 

ヲ
モ
て

純 ト
ン-

束

 

セ
ヌ
カ(

0
1:
4
03
)
 

《
伝
》
純
束
猶
包
之
也 

《
箋
》
皆
可
以
白
茅
裹(

ツ
ヽ
ミ)_

束(

ツ
カ
ネ
て)

以
爲 

 

ｆ
、
裼(

カ
サ
ヌ
／3

3
3
-
6
3
)

―
割
注 

諸-

侯

 

は

狐-

裘
、
錦-

衣
、
以

 

て

裼
セ
キ
す

之(
0
6
:
27
0
)
 

《
疏
》
白
狐
皮
爲
裘
、
其
上
加
錦
衣
以
爲
裼 

 

ｇ
、
褰
縮(

縮
／
シ
ヾ
ム
／3

0
5
-
5
4
)

―
割
注 

九-

月

 

に

肅
シ
ヽ
ム
ル

霜

 

あ
り

…[

肅
シ
ク
は

縮 シ
ク

也
。
霜
、

降

 

リ
て

而
收シ

ウ
二-

縮

 

す

萬-

物

 

を
一]

(
0
8
:
07
7
) 
 

○
し
じ
め
る
：
ち
ぢ
め
て
小
さ
く
す
る
。
ち
ぢ
め
る
。 

 

 

ｈ
、
沐
浴(

沐
／
ユ
ス
ル
ア
ム
／0

1
7
-
13
)

―
本
行 

薄
コ
ヽ
に

言ワ
レ

歸

 

ラ
ン
と
き
に

沐 ホ
ク
セ
ン(

1
5
:1
4
8)
 

○
ゆ
す
る
あ
む
：
頭
髪
を
洗
う
。 

 

ｉ
、
慈
悲(

慈
／
ウ
ツ
ク
シ
ビ
／2

3
6
-
63
)

―
割
注 

慈-

和

 

あ
り
て

徧-

服

 

す
る
を

曰
レ

順

 

と

。(
1
6
:
2
82
)
 

 

ま
ず
ａ
～
ｅ
は
注
釈 (

率
、
善
言
、
歌
、
度
、
包)

に
基
づ
い
た
付
訓
が
予
想
可
能

な
箇
所
で
あ
る
。
Ｆ
の
場
合
は
二
次
注
釈
で
あ
る
『
毛
詩
正
義
』
の
内
容
を
参
考
す

る
と
「
裼
」
は
「
皮
衣
の
上
に
錦
衣
を
重
ね
て
着
る
」
と
い
う
意
味
で
理
解
さ
れ
、
図

書
寮
本
の
和
訓
「
カ
サ
ヌ
」
は
こ
れ
に
拠
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ｇ
の
場
合
、
経
文

の
「
肅
」
に
当
て
ら
れ
た
和
訓
「
シ
ヽ
ム
ル
」
は
毛
伝
の
「
縮
」
を
典
拠
と
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
特
に
「
收
縮
萬
物
」
に
お
い
て
は
「
縮
」
の
訓
読
み
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

ｈ
と
ｉ
は
文
脈
的
な
理
解
と
し
て
「
髪
を
洗
う
」
「
慈
し
み
」
と
い
う
意
味
と
し
て
受

け
取
ら
れ
、
そ
れ
に
相
応
す
る
傍
訓
と
し
て
図
書
寮
本
の
和
訓
が
付
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
と
さ
れ
た
例
で
あ
る
。 

 

二
―
三 

読
み
方
未
詳
の
箇
所(

二
例) 

次
の
二
例
は
、
静
嘉
堂
文
庫
本
に
は
読
み
方
の
具
体
的
な
語
形
が
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
判
断
が
難
し
い
用
例
で
あ
る
。 

 
ａ
、
音(
コ
ヱ
／1

2
6
-
1
1)

―
本
行 

燕-

燕
于ユ

キ_
飛
。
下
二-

上

 

し

其
音
一

訓
読
符
を(

0
2
:0
6
1)
 

《
箋
》
戴
嬀
將
歸
言
語
感
激
聲
有
小
大 
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ｂ
、
淢(
ミ
ゾ
／0

3
5
-
1
4)

―
本
行 

築
ツ
イ
て

レ

城
音
読
符
を

伊

 

れ 

に
す

 

ア
リ
淢

(
1
6
:3
8
9)

 

《
伝
》
淢
成
溝
也 

 

《
箋
》
方
十
里
曰
成
、
淢
其
溝
也 

 

ａ
の
例
は
、
訓
読
符
だ
け
加
点
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
常
用
訓
に
よ

る
読
み
を
想
定
し
た
加
点
と
解
さ
れ
る
。
他
の
訓
点
本
に
お
い
て
は
具
体
的
な
読
み

ま
で
示
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
文
脈
で
は
「
オ
ト
」
よ

り
は
「
コ
ヱ
」
が
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。 

ｂ
の
場
合
は
注
釈
の
内
容
を
参
照
す
る
と
「
淢
は
、
四
方
十
里
の
周
り
を
囲
む
溝
」

と
理
解
さ
れ
、「
ミ
ゾ
」
と
い
う
和
訓
が
当
て
ら
れ
て
も
問
題
は
な
い
箇
所
と
考
え
ら

れ
る
。 

 

三 

被
注
字
が
見
え
ず
（
一
六
例
） 

こ
こ
に
分
類
さ
れ
た
一
六
例
は
静
嘉
堂
文
庫
本
の
本
文
か
ら
被
注
字
が
見
当
た
ら

な
か
っ
た
例
で
あ
る
。
本
文
相
違
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
指
摘
は
す
で
に
先
行
研
究

で
行
わ
れ
て
い
る
と
お
り
で
、
こ
こ
で
は
異
文
あ
る
い
は
異
体
字
に
関
す
る
検
討
を

行
っ
た
。
そ
の
参
考
資
料
と
し
て
は
『
経
典
釈
文
』
の
「
毛
詩
音
義
」
、
鎌
倉
時
代
に

書
写
さ
れ
た
毛
詩
訓
点
本
の
残
欠
で
あ
る
大
仏
寺
蔵
『
毛
詩
二
南
残
巻
』
を
用
い
て

再
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
次
に
示
す
よ
う
に
一
二
例
に
対
し
て
一
致
箇
所
を

推
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

ａ
、
湔
浣(

浣
／
ア
ラ
フ
／0

4
4
-
4
4
)

―
本
行 

薄
に

ア
ラ
フ 

 

ア
ラ
ハ
ム
江

澣
二 

我

 

が

衣

 

を
一

《
伝
》
澣
謂
濯
之
耳 

(
0
1
:
0
8
9)

 

《
釈
》
澣
又
作
浣 

 

 

ｂ
、
謫
罰(

謫
／
セ
ム
／0

8
6
-
61
)

―
本
行 

室-

人
コ
モ
〳
〵 

カ
ハ
ル
〳
〵

交

偏
ア
マ
ネ
ク

、
讁 セ

ム
二

我

 

を
一(

0
2:
3
30
)
 

《
伝
》
讁
責
也 

 

ｃ
、
詒(

詒
／
オ
ク
ラ
ヌ
カ
／0

9
7
-
41
)

―
本
行 

ヲ
ク
レ
リ
傳 

ヲ
ク
ラ
ヌ
カ
箋

貽
二

 

我
佩-

玖
一(

0
4
:
1
46
)

《
伝
》
言
能
遺
我
美
寶 

《
箋
》
庶
其
敬
己
而
遺
己
也 

《
釈
》
詒
我 

[

音
怡]

 

 

ｄ
、
詒(

詒
／
オ
ク
レ
リ
／0

9
7
-
4
1
)

―
本
行 

同
右 

 

ｅ
、
謲(

カ
ツ
テ
／0

9
7
-
4
3
)

―
本
行 

胡な
そ

憯
カ
ツ
て

莫

 

キ
レ

ヤ
ム
ル
こ
と

コ
ル
ヽ 

 

懲

(
1
2
:1
5
5)

 

《
箋
》
憯
曾 

《
釈
》
亦
作
惨 

 

ｆ
、
訝(

ム
カ
フ
／1

0
0
-
6
3
)

―
本
行 

之

 

の 

ノ子シ

于
ユ
キ
て_

歸

ト
ツ
ク
と
き
に

百ハ
ク-

兩

 

あ
り
て

御 ム
カ
フ

之(
0
1
:
2
30
)

《
伝
》
御
迎
也 

《
大
》
之
子
于
歸
百
兩
訝
之 

[

訝
迎
也]

 
 

《
釈
》
御
之 

[

御
…
本
亦
作
訝
…]
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ｇ
、
踕(

ツ
マ
ヅ
ク
／1

2
1
-
5
1
)

―
本
行 

ネ
カ
ハ
ク
伝

ヲ
モ
ハ
ヽ
箋

願

言ワ
レ

、
則

ツ
マ
ツ
カ
ン
伝

ハ
ナ
ヒ
ム
箋 

嚏

(
0
2:
1
02
)
 

《
伝
》
嚏
跲
也 

 

ｈ
、
峊(

ヲ
カ
／2

0
8
-
3
2)

―
本
行 

如

 

く
レ

山
訓
読
符

、
如

 

し
レ

阜
ヲ
カ
の(

0
9
:
14
3
)
 

《
伝
》
大
陸
曰
阜 

 

ｉ
、
訴(

ウ
タ
フ
／0

7
5
-
5
2
)

―
割
注 

不

 

る
レ

善
ヨ
カ
ラ

乎
昊-

天

 

と
は
ウ
タ
フ
ル
そ

ソ
ス
ル
ソ 

愬

天

 

に

之
也(

1
2
:
0
2
4)
 

《
釈
》
本
亦
作
訴 

 

ｊ
、
𨆍(

フ
ム
／1

2
1
-
5
2)

―
割
注 

進

 

メ
ば

則

躐
フ
ム
と
は

二

其の

胡

 

を
一(

0
8
:
20
5
)
 

 

ｋ
、
詳
愚(

詳
／
イ
ツ
ハ
リ
／2

4
7
-
71
)

―
割
注 

賢-

者
、
皆
佯_

イ
ツ
ハ
リ

愚ヲ
ロ
カ
に
し
て

不

 

こ
と

レ

爲
ツ
ク
ラ

二

容-

貌

 

を
一(

1
8
:0
5
8)
 

 

Ｌ
、
紻(

カ
ザ
ル
／3

0
3
-
5
4
)

―
割
注 

以
コ
レ
を 

て

英
レ

カ
サ
ル
こ
と

裘カ
ハ
コ
ロ
モ
を(

0
1
:3
2
7)
 

 

最
終
的
に
一
致
箇
所
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
は
次
の
四
例
で
あ
る
。 

 

誡
勗(

誡
／
イ
マ
シ
メ
／0

7
7
-
31
) 

陂
諟(

諟
／
コ
レ
／0

9
6
-
2
2
) 

紕
謬(

謬
／
ア
ヤ
マ
ツ
／0

9
8
-
51
) 

衷
恕(

衷
／
オ
モ
ハ
カ
リ
／2

4
2
-
5
1
) 
 

 

以
上
よ
り
当
初
の
計
数
を
改
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 

一 

被
注
字
と
和
訓
と
も
に
一
致･

･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･

一
六
三
例 

 
 
 

本
行･

･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･･
･
･
･･
･
･･
･
･

一
二
〇
例 

 
 
 

割
注･

･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･

四
三
例 

二 

和
訓
不
一
致･

･
･
･
･
･
･
･･

･･
･
･
･･

･
･･

･
･･
･
･･
･
･･

･
･･

･

〇
例 

三 

被
注
字
未
見･

･
･
･
･
･
･
･･

･･
･
･
･･

･
･･

･
･･
･
･･
･
･･

･
･･

･

四
例 

  第
四
節 

毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
の
性
質 

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
一
六
七
例
の
う
ち
一
六
三
例
に
対
し
て
、
毛
詩
訓
点
本

の
ど
の
箇
所
か
ら
引
用
さ
れ
た
か
が
判
っ
た
。
以
下
そ
の
原
典
か
ら
読
み
取
れ
る
情

報
に
基
づ
き
、
毛
詩
訓
点
本
か
ら
引
用
さ
れ
た
和
訓
の
性
質
に
つ
い
て
考
え
る
。 

先
述
し
た
と
お
り
毛
詩
の
経
文
は
上
古
漢
語
に
よ
る
詩
篇
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は

使
用
頻
度
が
高
く
な
い
難
字
も
多
く
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
図
書
寮
本
に
引
か
れ
て
い

る
毛
詩
訓
点
本
の
和
訓
の
中
に
は
、
珍
し
い
字
の
も
の
、
あ
る
い
は
平
易
な
字
に
対

す
る
珍
し
い
和
訓
が
少
な
か
ら
ず
存
す
る
こ
と
は
先
に
言
及
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

以
下
で
は
ど
の
よ
う
な
字
に
対
す
る
ど
の
よ
う
な
和
訓
が
引
か
れ
て
い
る
の
か
と
い
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う
、
図
書
寮
本
に
お
け
る
訓
点
本
利
用
の
一
特
徴
に
つ
い
て
追
及
す
る
。 

 
一 
被
注
字
の
平
易
度
に
つ
い
て 

山
本(

二
〇
〇
六)
は
毛
詩
訓
点
本
か
ら
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
和
訓
に
つ
い
て
、
史

記
に
つ
い
て
の
同
様
の
検
討
の
結
果
と
対
比
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 

漢
字
と
そ
の
和
訓
と
も
極
め
て
平
易
で
あ
る
た
め
に
依
拠
し
た
点
本
に
附
訓
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
可
能
性
の
考
え
ら
れ
る
も
の
が
若
干
認
め
ら
れ
た
一
方
、
そ
の
漢

字
が
珍
し
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
伴
い
和
訓
も
特
異
だ
っ
た
り
漢
字
自

体
が
珍
し
い
た
め
に
、
必
要
度
が
低
い
と
し
て
敢
え
て
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
可
能

性
の
高
い
も
の
が
相
当
数
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
点
は
毛
詩
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

り
、(

後
略)

 

 

す
な
わ
ち
「
珍
し
い
」
漢
字
、
「
珍
し
い
」
意
味
に
基
づ
い
た
和
訓
が
採
録
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
多
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
「
珍
し
い
」
と
い
う
表
現
は
、
使
用
頻

度
の
低
い
、
常
用
的
で
は
な
い
も
の
と
い
う
意
味
と
し
て
理
解
で
き
る
。
採
録
さ
れ

な
か
っ
た
和
訓
に
対
し
て
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
疑
問

に
な
る
の
は
、
す
で
に
図
書
寮
本
に
収
録
さ
れ
た
ほ
う
の
「
珍
し
さ
」
で
あ
る
。
ど
れ

ほ
ど
珍
し
い
あ
る
い
は
珍
し
く
な
い
被
注
字
と
和
訓
が
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。 漢

字
の
常
用
性
に
つ
い
て
、
池
田(

一
九
九
三)

は
「
常
用
漢
字
表
」
と
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ

漢
字(

第
一
・
二
水
準)

」
を
そ
れ
ぞ
れ
狭
義
と
広
義
の
常
用
字
と
し
て
取
り
上
げ
て

検
証
し
て
い
る(

注
一
一)

。
本
章
で
は
最
新
の

漢
字
政
策
の
動
向
を
反
映
し
て
「
改
定
常

用
漢
字
表
」(

二
一
三
六
字
、
以
下
「
常

用
漢
字
」
と
略
す)

 (

注
一
二)

と
「
表
外
漢
字

字
体
表
」(

一
〇
二
二
字
、
以
下
「
表
外

漢
字
」
と
略
す)

お
よ
び
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢
字

コ
ー
ド
」
を
暫
定
的
な
基
準
に
し
て
、
毛

詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
の
被
注
字
の
常

用
性
を
検
討
す
る
。
重
複
を
除
い
た
一
五

九
字(

注
一
三)

の
和
訓
の
被
注
字
に
対
し
て

常
用
漢
字
お
よ
び
表
外
漢
字
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢

字
コ
ー
ド
の
各
水
準
の
収
録
状
況(

注
一
四)

を
合
わ
せ
て
示
す
と
【
表
１
】
の
と
お
り

で
あ
る
。 

全
一
五
九
字
の
中
で
、
常
用
漢
字
か
表

外
漢
字
に
収
録
さ
れ
て
い
る
字(

【
表
五-

１
】
の
①
～
④
、
以
下
「
表
収
録
字
」
と
略

し
、
こ
れ
以
外
の
字
は
「
未
収
録
字
」
と
略
す)

は
全
部
で
一
〇
六
字
で
、
い
ず
れ
も

Ｊ
Ｉ
Ｓ
第
一
・
二
水
準
漢
字
に
収
ま
る
。
相
対
的
に
常
用
性
の
高
い
表
収
録
字
は
全

体
の
三
分
の
二
を
占
め
、
残
り
の
三
分
の
一
は
表
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
常
用
性
の

低
い
字
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
様
相
は
本
行
と
割
注
と
に
分
け
て
見
て
も
大
差
は
な

 

【表五-１】常用漢字・表外漢字・ＪＩＳ漢字コードへの収録状況 

 常用漢字 表外漢字 未収字 

第一水準 ①90 ③ 5 5 

第二水準 ② 2 ④ 9 24 

第三・四水準    0    0 13 

未収録    0    0 11 

合計   92   14 53 
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い
。
表
収
録
字
と
未
収
録
字
の
詳
細
を
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

１
、
表
収
録
字(

一
〇
六
字
／
六
六
・
七
％)

 

【
本
行
】
与
凝
哀
均
城
域
堅
士
壹
審
將
崩
心
念
恒
恣
恩
息
悠
悼
恵
慄
慰
憎
懐
正
歩

歳
況
注
溺
濯
濱
王
破
童
約
純
素
絶
結
絲
經
緑
維
縫
繕
衣
衰
言
訓
試
話

詳
誘
説
調
謡
都
阜
阻
除
陰
陽
隆
音(

以
上
六
六
字
、
常
用
漢
字)

懼
洒
渕

瑕
訛
訝
謂
謔
跋(
以
上
九
字
、
表
外
漢
字)

 

【
割
注
】
决
减
出
壯
密
小
少
强
愚
慈
望
染
渡
漬
澤
砕
索
編
縮
訴
講
警
足
迅
陸(

以

上
二
五
字
、
常
用
漢
字)

忽
灌
纏
謗(

以
上
四
字
、
表
外
漢
字)
 

【
未
詳
】
衷(

常
用
漢
字)

謬(

表
外
漢
字)

 

 

２
、
未
収
録
字(

五
三
字
／
三
三
・
三
％)

 

【
本
行
】
墉
墍
惄
惟
愒
愬
慝
懠
汔
汙
沐
洵
洽
浣
涘
淢
淪
湄
滸
漚
潨
𥿞
絜
緡
縈
繋
詒

諶
謨
謫
謲
譖
跂
踕
蹈
蹶
躋
靖(

以
上
三
八
字)

 
 

【
割
注
】
峻
恕
恚
懈
洿
湆
湍
紻
綛
裼
譏
跲
𨆍(

以
上
一
三
字)

 

【
未
詳
】
誡
諟(

以
上
二
字)

 

 

以
上
よ
り
、
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
の
被
注
字
は
概
ね
常
用
的
な
も
の
が
多
い

が
、
常
用
的
と
は
言
い
難
い
字
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

二 

意
味
注
釈
の
存
在
に
つ
い
て 

毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
の
被
注
字
に
つ
い
て
、
常
用
的
な
字
の
ほ
う
が
優
勢
で

あ
る
こ
と
は
窺
わ
れ
た
が
、和
訓
と
の
結
び
付
き
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
で
は
原
典
に
お
け
る
意
味
注
釈
の
存
在
を
取
り
上
げ
て
、
特
に
常
用
的
な
字
に

分
類
し
た
用
例
に
お
け
る
和
訓
と
の
結
び
付
き
の
非
常
用
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

図
書
寮
本
は
橋
本
進
吉
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
読
む
た
め
の
辞
書
」
と
し
て
珍
し
い

用
字
や
特
殊
な
意
味
に
基
づ
い
た
非
常
用
的
な
和
訓
の
収
録
も
行
わ
れ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
そ
の
収
録
に
当
た
っ
て
付
訓
の
典
拠
と
し
て
和
訓
の
収
録
価
値
に
も
関

わ
る
意
味
注
釈
の
存
在
は
大
き
な
意
義
を
持
つ
。 

小
助
川
貞
次(

一
九
九
八)

で
は
訓
点
資
料
の
加
点
内
容
の
典
拠
と
し
て
注
釈
の
利

用
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
注
釈
内
容
の
理
解
は
文
脈
の
理
解
と
と
も
に
相
当
に
意

を
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
原
漢
文
に
対
す
る
理
解
が
加
点
の
前

提
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
理
解
の
拠
り
所
で
あ
る
意
味
注
釈
は
特
に
難
解
字
句
へ
の
付

訓
と
不
可
分
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
意
味
注
釈
は
、
特
に
毛
詩
の
よ
う
な
難
解
な

上
古
詩
歌
の
加
点
に
お
い
て
は
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
図
書

寮
本
の
「
詩
」
表
示
和
訓
の
中
に
は
原
典
の
意
味
注
釈
も
一
緒
に
引
い
た
箇
所
が
あ

り(

注
一
五)

、
図
書
寮
本
の
和
訓
引
用
に
お
け
る
原
文
の
意
味
注
釈
の
影
響
を
窺
わ
せ
る
。 

意
味
注
釈
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
は
ど
の
よ
う
な
箇
所
で
あ
ろ
う
か
。
難
解
な
字

句
の
理
解
と
い
う
存
在
意
義
を
考
え
れ
ば
、
注
釈
は
、
珍
し
い
用
字
あ
る
い
は
特
殊

な
意
味
で
使
わ
れ
た
平
易
な
字
に
必
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
意

味
注
釈
の
存
在
は
当
該
字
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
な
い
字
、
あ
る
い
は
非
典
型
的
な

意
味
を
取
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
指
標
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。 

ま
ず
は
こ
の
指
標
の
有
効
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、
先
に
常
用
字
・
表
外
字
へ
の

収
録
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
た
字
の
常
用
性
と
の
対
応
を
【
表
２
】
に
ま
と
め
て
示
す
。
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調
査
は
静
嘉
堂
文
庫
本
の
体
裁
上
、
本
文
か
ら
意
味
注
釈
を
求
め
ら
れ
る
本
行
の
例

(

一
二
〇
例)
を
対
象
と
す
る
。 

【
表
五-

２
】
を
ま
ず
常
用
字
・
表
外
字
へ
の
収
録
、
つ
ま
り
漢
字
の
常
用
性
を
基

準
に
し
て
見
る
と
、
ま
ず
未
収
録
字
に
お
い
て
注
釈
を
有
す
る
例
へ
の
著
し
い
偏
り

が
観
察
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
相
対
的
に
常
用
性
の
高
い
表
収
録
字
の
ほ
う
で

は
拮
抗
す
る
様
相
を
呈
す
る
。
す
な
わ
ち
、
常
用
性
が
低
い
ほ
う
に
お
け
る
意
味
注

釈
の
分
布
集
中
の
傾
向
が
確
認
さ
れ
、
非
常
用
的
な
漢
字
と
意
味
注
釈
の
存
在
と
の

関
連
が
窺
わ
れ
る
。 

表
収
録
字
の
例
を
さ
ら
に
注
釈
の
有
無
に
分
け
て
見
る
と
、
ま
ず
注
釈
が
あ
る
例

の
ほ
う(

Ⓐ)

は
「
説
―
ツ
ク
」
「
謂
―
ツ
ト
メ
」
な
ど
の
よ
う
に
漢
字
と
和
訓
と
の
非

常
用
的
な
対
応
と
言
え
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
注
釈
が
な
い
ほ
う(

Ⓑ)
は
「
念
―
オ
モ
ヒ
」

「
歳
―
ト
シ
」
の
よ
う
に
常
用
的
な
字
義
に
基
づ
い

た
付
訓
と
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
つ
ま
り
、
表
収
録

字
の
中
で
も
意
味
注
釈
を
伴
う
の
は
非
常
用
的
な
字

義
に
基
づ
い
た
和
訓
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
観
察
さ

れ
る
。
漢
字
と
和
訓
と
の
対
応
の
常
用
性
と
、
意
味

注
釈
の
存
在
と
が
相
関
性
を
有
す
る
こ
と
が
窺
い
知

れ
る
。(

注
一
六) 

表
収
録
字
に
お
け
る
被
注
字
と
毛
詩
訓
点
本
か
ら

の
和
訓
と
の
対
応
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

【
Ⓐ
】
表
収
録
字
―
注
釈
有(

四
八
例)

 

洒(

ソ
ヽ
ク
／0

1
6
-
6
2
) 

 

洒
灑
也(

6
:
0
3
4
) 

濯(

ス
ヽ
ク
／0

1
6
-
7
2
) 

 

濯
滌
也(

1
7
:
2
7
6)
 

渕(

フ
カ
シ
／0

1
7
-
5
1
) 

 

淵
深
也(

2
:
0
6
4
) 

況(

コ
ヽ[

茲
也]

／0
4
4
-
2
3
) 

況
茲
也(

9
:
0
7
8
) 

濱(

ホ
ト
リ
／0

5
5
-
4
1
) 

 

濱
厓
也(

1
:
2
7
6
) 

將(

オ
ク
ル
／0

6
8
-
4
4
) 

 

將
送
也(

1
:
2
3
4
) 

訓(

ヲ
シ
フ
／0

7
6
-
6
2
) 

 

訓
道
也(

1
9
:
0
4
9)
 

試(

モ
チ
ヰ
ル
／0

7
7
-
4
3) 

 

試
用
也(

1
0
:
1
7
1)
 

話(

ヨ
シ[

善
言
也]

／0
7
8
-
1
3
) 

話
言
古
之
善
言
也(

1
8
:
1
1
8
) 

訛(

ウ
コ
ク
／0

7
8
-
4
4
) 

 

訛
動
也(

1
1
:
1
9
3)
 

説(

ツ
ク[

音
悦
服
也]

／0
7
9
-
14
) 

説
服
也(

1
:
2
6
5
) 

謔(

タ
ハ
ブ
レ
／0

8
2
-
7
2) 

 

戲
謔(

4
:
4
2
7)
 

調(

ア
シ
タ
／0

8
3
-
5
4
) 

 

調
朝
也(

1
:
1
9
8
) 

詳(

ア
キ
ラ
カ
／0

8
9
-
7
3) 

 

詳
審
也(

3
:
0
2
5
) 

謂(

ツ
ト
メ
／0

9
0
-
4
3
) 

 

謂
勤
也(

1
:
3
6
0
) 

謡(

ウ
タ
フ
／0

9
2
-
2
4
) 

 

徒
歌
曰
謡(

5
:
2
0
8
) 

誘(

ミ
チ
ヒ
カ
ヌ
カ
／0

9
4
-
6
3
) 

誘
道
也(

1
:
4
0
0
) 

訝(

ム
カ
フ
／1

0
0
-
6
3
) 

 

御
迎
也(

1
:
2
3
0
) 

跋(

フ
ム
／1

0
2
-
3
4
) 

 

跋
躐(

8
:
2
0
4)
 

童(
カ
フ
ロ[

羊
之
無
角
者
也]

／1
2
2
-
43
) 

童
羊
之
無
角
者
也(

1
8
:
1
1
3
) 

正(
ヤ
ム[

止
也]

／1
3
1
-
7
3
) 

正
猶
止
也(

2
:
0
9
1
) 

歩(

オ
コ
ナ
フ
／1

3
3
-
5
3) 

 

步
行(

1
5
:
2
10
)
 

瑕(

ア
ヤ
マ
ツ
／1

6
4
-
2
1) 

 

瑕
猶
過
也(

2
:
3
1
2
) 

 

【表２] 意味注釈の有無と表収録の状況 

 注釈○ 注釈× 

表収録字 Ⓐ48 Ⓑ33 

未収録字   34    5 

合計   82   38 
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阜(
オ
ホ
イ
ナ
リ
／1

8
6
-
1
1
) 

阜
大
也(

6
:
1
9
8
) 

除(
ヒ
ラ
ク
／1

9
6
-
3
4
) 

 

除
開
也(

9
:
1
3
4
) 

陽(

ア
タ
ヽ
カ
ナ
リ
／2

0
3
-
2
2
) 

陽
温
也(

8
:
0
1
9
) 

阻(

ナ
ヤ
ム
／2

0
3
-
6
1
) 

 

阻
難
也(

2
:
1
5
8
) 

峊(

ヲ
カ
／2

0
8
-
3
2
) 

 

大
陸
曰
阜(

9
:
1
4
3
) 

城(

キ
ツ
ク
／2

1
7
-
1
4
) 

 

築
城(

9
:
2
1
7)
 

均(

ト
ヽ
ノ
ホ
ル
／2

1
9
-
5
1
) 

均
調
也(

9
:
0
5
9
) 

域(

タ
モ
ツ
／2

2
8
-
6
4
) 

 

域
有
也(

2
0
:
2
6
1)
 

士(

コ
ト[

事
也]

／2
3
4
-
6
1
) 

士
事
也(

5
:
2
0
9
) 

恵(

ウ
ツ
ク
シ
ム
／2

3
6
-
5
2
) 

惠
愛
也(

1
7
:
3
3
8)
 

息(

ト
ヽ
マ
ル
／2

3
7
-
1
4) 

 

息
止
也(

1
:
3
4
6
) 

恩(

ウ
ツ
ク
シ
ム
／2

4
4
-
2
2
) 

恩
愛(

8
:
0
9
3)
 

懐(

ヤ
ス
シ
／2

4
4
-
6
2
) 

 

懷
安
也(

2
:
1
0
5
) 

慰(

ヤ
ス
ム
ス
／2

4
6
-
2
1) 

 

慰
安
也(

1
4
:
2
1
3)
 

恣(

ホ
シ
マ
ヽ
／2

4
8
-
2
4) 

 

恣
謂
狡
㹟
淫
戲
不
以
礼
也(

7
:
1
5
1
) 

恒(

ア
マ
ネ
シ
／2

5
1
-
2
2) 

 

恒
偏(

1
7
:
0
54
)
 

悠
哉(

オ
モ
フ
ラ
ム
／2

7
0
-
7
3
) 

悠
思
也(

1
:
0
5
8
) 

懐(

オ
モ
フ
／2

7
3
-
1
1
) 

 

懐
思(

1
:
1
0
2)
 

經(

ツ
ネ
ニ
シ
テ
／2

8
7
-
4
2
) 

經
常(

1
2
:
2
62
)
 

經(

ハ
カ
ル
／2

8
7
-
4
2
b
) 

 

經
度
之
也(

1
6
:
3
3
4
) 

素(

シ
ロ
シ
／2

8
9
-
3
2
) 

 

素
白
也(

1
:
3
2
6
) 

縫(

ヌ
ヘ
ル
／2
9
2
-
4
1
) 

 

縫
言
縫
殺
之
大
小
得
其
制(

1
:
3
3
2
) 

純(

ツ
ヽ
ム
／2

9
4
-
1
2
) 

 

純
束
猶
包
之
也(

1
:
4
0
3
) 

約(

ユ
ヒ
ツ
ク
／3

0
8
-
6
2) 

 

約
束
也(

1
1
:
1
5
2)
 

繕(

ヨ
ク
ス
／3

1
3
-
2
3
) 

 

繕
之
言
善
也(

4
:
1
8
6)
 

 

【
Ⓑ
】
表
収
録
字
―
注
釈
無(

三
三
例)

 

哀
―
オ
モ
ハ
カ
ル
／
哀
―
カ
ナ
シ
／
維
―
コ
レ
／
衣
―
キ
ヌ
キ
ス
／
陰
―
ク
モ
ル

／
王
―
キ
ミ
／
音
―
コ
ヱ
／
凝
―
コ
ル
／
結
―
ム
ス
ボ
ヽ
ル
／
堅
―
カ
タ
シ
／
言

―
コ
ト
ハ
／
歳
―
ト
シ
／
純
―
ア
ツ
ク
／
審
―
ア
キ
ラ
カ
ニ
／
心
―
コ
ヽ
ロ
／
衰

―
オ
ト
ロ
ヘ
ン
タ
ル
／
絶
―
タ
ツ
／
憎
―
ニ
ク
ム
／
注
―
イ
ル
／
溺
―
オ
ホ
ヽ
ル

／
都
―
ミ
ヤ
ビ
カ
ナ
リ
／
悼
―
イ
タ
ミ
／
念
―
オ
モ
ヒ
／
破
―
ワ
ル
／
崩
―
ク
ヅ

ル
／
与
―
ト
モ
ニ
／
隆
―
イ
カ
ヅ
チ
ナ
ル
／
緑
―
ミ
ド
リ
／
壹
―
ヒ
ト
タ
ヒ
／
慄

―
ヲ
ノ
ヽ
ク
／
慄
―
オ
ソ
ル
／
懼
―
オ
ヂ
テ
／
絲
―
ク
ミ 

 

以
上
で
は
ま
ず
常
用
的
な
字
に
対
す
る
非
常
用
的
な
付
訓
を
確
認
す
る
尺
度
の
一

つ
と
し
て
意
味
注
釈
の
存
在
を
取
り
上
げ
、
そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ

れ
に
よ
っ
て
特
に
毛
詩
訓
点
本
の
和
訓
の
中
に
は
、
常
用
的
な
被
注
字
の
非
常
用
的

な
字
義
に
基
づ
い
た
特
異
な
も
の
も
多
く
含
ま
れ
、
意
味
注
釈
の
有
無
が
そ
れ
を
窺

う
指
標
と
し
て
あ
る
程
度
有
効
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
意
味
注
釈
の
意
義
は
こ

の
よ
う
な
文
献
内
の
明
示
的
な
典
拠
と
し
て
重
視
さ
れ
、
図
書
寮
本
の
和
訓
採
録
に

お
い
て
も
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
推
さ
れ
る
。 

 

三 

色
葉
字
類
抄
に
よ
る
常
用
性
の
検
討 

以
上
、
被
注
字
お
よ
び
和
訓
の
常
用
性
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
以
下
で
は
、
同
時

代
の
古
辞
書
で
あ
る
『
色
葉
字
類
抄
』
と
の
対
照
に
よ
っ
て
、
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の

和
訓
と
そ
の
被
注
字
と
の
関
係
が
有
す
る
常
用
度
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

峰
岸(

一
九
八
四)

で
は
平
安
時
代
の
借
字
表
記
の
分
析
に
よ
っ
て
定
訓
の
存
在
お

よ
び
実
態
を
確
認
し
、
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
の
所
収
語
に
対
す
る
掲
出
最
上
位
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漢
字
が
常
用
の
漢
字
で
あ
ろ
う
と
推
論
し
て
い
る
。
こ
れ
は
社
会
一
般
に
広
く
通
用

さ
れ
て
い
た
「
定
訓
」
と
古
辞
書
と
の
関
連
を
実
証
し
た
論
考
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。 

院
政
期
成
立
の
『
色
葉
字
類
抄
』
は
橋
本
進
吉
の
言
う
「
書
く
た
め
の
辞
書
」
に

当
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
図
書
寮
本
と
は
そ
の
辞
書
編
纂
の
趣
旨
と
利
用
の
仕
方
が

異
な
る
。
し
か
し
「
書
き
」
と
「
読
み
」
の
不
可
分
性
を
考
え
れ
ば
、
編
纂
時
期
が
近

い
両
辞
書
の
背
後
に
は
当
時
広
ま
っ
て
い
た
共
通
の
言
語
的
な
認
識
の
存
在
が
考
え

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
漢
字
と
日
本
語
の
対
応
関
係
に
対
す
る
社
会
共
通
の
認
識
が
多

か
れ
少
な
か
れ
両
辞
書
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
以
下
で
は
毛
詩
訓

点
本
か
ら
の
和
訓
と
被
注
字
と
の
対
応
に
つ
い
て
『
色
葉
字
類
抄
』
の
収
録
語
と
掲

出
最
上
位
漢
字
と
対
照
し
、
そ
の
対
応
の
常
用
性
に
つ
い
て
追
及
す
る
。 

ま
ず
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
に
対
し
て
、
そ
の
被
注
字
が
三
巻
本
『
色
葉
字
類

抄
』(

前
田
本
・
黒
川
本)

の
掲
出
最
上
位
字
あ
る
い
は
合
点
付
の
字
と
一
致
す
る
例

を
「
常
用
性
が
高
い
」
例
に
し
、
そ
れ
以
外
は
「
常
用
性
が
低
い
」
例
と
し
て
分
類
し

た
。こ
の
よ
う
な
手
順
で
全
一
六
七
例
の
和
訓
と
被
注
字
の
対
応
を
確
認
し
た
結
果
、

約
八
割
の
例
は
和
訓
と
被
注
字
と
の
対
応
は
常
用
性
が
低
い
と
判
定
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
傾
向
は
本
行
と
割
注
と
分
け
て
見
る
と
、
本
行
の
ほ
う
が
よ
り
著
し
い
。
結

果
を
本
行
と
割
注
に
分
け
て
【
表
五-

３
】
に
示
し
た
。 

意
味
注
釈
が
あ
る
例
に
限
っ
て
対
照
し
て
み
る
と
、
『
色
葉
字
類
抄
』
に
よ
る
調

査
で
常
用
性
が
低
い
と
判
定
し
た
例
と
注
釈
有
の
例
、
常
用
性
が
高
い
と
判
定
し
た

例
と
注
釈
無
と
の
一
致
率
が
高
い
。
こ
れ
は
先
に
検
討
し
た
意
味
注
釈
の
有
無
と
和

訓
と
被
注
字
の
関
係
の
非
常
用
性
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
推
論
を
裏
付
け
る
結
果
で

あ
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
て
示
す
と
【
表
４
】
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
常
用
性
は
高

い
が
意
味
注
釈
が
あ
る
と
判
定
し
た
七
例
、
常
用
性
は
低
い
が
意
味
注
釈
が
な
い
二

〇
例
は
、
先
述
し
た
傾
向
に
合
致
し
な
い
よ
う
に
見
え
る
例
と
し
て
検
討
の
余
地
が

あ
る
。 

以
上
、
『
色
葉
字
類
抄
』
と
の
比
較
に
よ
っ
て
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
全
例
と

そ
の
被
注
字
と
の
対
応
の
持
つ
常
用
性
を
検
討
し
て
み
た
が
、
全
般
的
に
常
用
性
が

低
い
和
訓
、
言
い
換
え
れ
ば
漢
字
の
異
例
的
な
字
義
に
基
づ
く
和
訓
が
多
か
っ
た
。

 

【表五-３】常用性の分布 

 本行 割注 未詳 計 

常用性高  25  14 0  39 

常用性低  95  29 4 128 

合計 120  43 4 167 

 

 

【表五-４】本行における常用性と注文の有無 

 注釈○ 注釈× 計 

常用性高  7 18  25 

常用性低 75 20  95 

合計 82 38 120 
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先
に
述
べ
た
被
注
字
の
常
用
性
と
合
わ
せ
て
検
討
す

れ
ば
【
表
五-

５
】
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
最
も
多

い
の
は
平
易
な
字
に
対
す
る
非
常
用
的
な
和
訓(

ⓑ)

で
、
続
い
て
非
常
用
的
な
漢
字
の
非
常
用
的
な
和
訓

(

ⓓ)

が
続
く
。平
易
な
字
に
対
す
る
常
用
訓
が
占
め
る

割
合
は
二
割
弱
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
図
書
寮
本
が

「
読
む
た
め
の
辞
書
」
と
し
て
広
く
和
訓
を
集
め
た
結

果
と
し
て
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
定
訓
と
し
て
読
み
が

自
明
な
箇
所
は
無
加
点
の
ま
ま
に
な
る
こ
と
が
多
い
訓

点
資
料
の
加
点
様
相
に
拠
る
こ
と
と
し
て
も
理
解
で

き
る
。
一
方
、
常
用
性
の
高
い
和
訓
が
毛
詩
よ
り
上
位

の
出
典
か
ら
す
で
に
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、毛
詩

か
ら
は
常
用
性
が
低
い
和
訓
が
引
か
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
毛
詩
訓
点
本
に
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
図
書
寮
本
に
は
引
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
「
不
採
録
」
の
問
題

に
も
か
か
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

   

第
五
節 

ま
と
め 

本
章
で
は
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
一
六
七
例
を
取
り
上
げ
、
そ
の
性
質
に
つ
い

て
被
注
字
と
の
対
応
の
常
用
性
に
注
目
し
て
考
察
し
た
。
原
典
に
お
け
る
採
録
箇
所

の
推
定
を
行
い
、
そ
れ
か
ら
得
ら
れ
た
文
脈
と
意
味
注
釈
と
い
う
情
報
に
基
づ
い
て

考
察
を
進
め
、
さ
ら
に
成
立
時
期
が
近
い
『
色
葉
字
類
抄
』
を
援
用
し
て
そ
の
検
討

結
果
の
裏
付
け
を
試
み
た
。そ
の
検
討
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

一 

毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
一
六
七
例
の
内
、
一
六
三
例
に
対
し
て
そ
の
採
録

箇
所
の
推
定
が
で
き
た
。
そ
の
分
布
は
本
行
か
ら
の
も
の
が
一
二
〇
例
、
割

注
か
ら
の
も
の
が
四
三
例
で
あ
る
。 

 

二 

毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
の
被
注
字(

重
複
除
い
て)

は
、
相
対
的
に
常
用
的

な
字
が
一
〇
六
字(

六
六
・
七
％)

、
非
常
用
的
な
字
が
五
三
字(

三
三
・
三
％)

で
、
平
易
な
字
が
多
く
見
ら
れ
る
。 

 

三 

被
注
字
と
和
訓
の
結
び
付
き
は
、非
常
用
的
な
も
の
が
一
二
八
例(

七
六
・
六
％)

、

常
用
的
な
も
の
が
三
九
例(

二
三
・
四
％)

で
、
非
常
用
的
な
も
の
が
多
い
。

こ
れ
は
「
読
む
た
め
の
辞
書
」
と
し
て
多
様
な
和
訓
の
収
集
に
努
め
た
結
果

で
、
読
み
が
自
明
な
場
合
の
付
訓
の
省
略
が
多
い
と
い
う
訓
点
本
の
加
点
事

情
と
関
連
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

【表五-５】意味注釈の有無と表収録の状況 

 表収録字 未収録字 計 

常用性高 ⓐ32 ⓒ 7  39 

常用性低 ⓑ81 ⓓ47 128 

合計  113   54 167 
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四 

被
注
字
と
和
訓
の
常
用
性
の
対
応
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 
 

ⓐ
常
用
的
な
漢
字
の
常
用
的
な
和
訓･

･
･･
･
･
･

三
二
例(

一
九
・
二
％) 

 
 
 

ⓑ
常
用
的
な
漢
字
の
非
常
用
的
な
和
訓･･

･
･
･

八
一
例(

四
八
・
五
％) 

 
 
 

ⓒ
非
常
用
的
な
漢
字
の
常
用
的
な
和
訓･･

･
･
･
･
･

七
例(

 

四
・
二
％) 

 
 
 

ⓓ
非
常
用
的
な
漢
字
の
非
常
用
的
な
和
訓･

･
･

四
七
例(

二
八
・
一
％) 

 

五 

非
常
用
的
な
漢
字
の
和
訓
、
常
用
的
な
漢
字
の
非
常
用
的
な
和
訓
の
場
合
は
、

訓
点
本
に
お
い
て
意
味
注
釈
を
有
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
多
様
な
和
訓

の
収
集
に
あ
た
っ
て
そ
の
付
訓
典
拠
を
意
識
し
た
こ
と
と
し
て
推
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
典
拠
重
視
の
態
度
は
平
安
時
代
の
本
文
主
義
の
流
れ
を
汲
む
こ

と
と
し
て
捉
え
ら
れ
よ
う
。 

  

注 

（
一
） 

中
村(

一
九
八
七)

は
、
改
編
本
系
の
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
の
和
訓
に
関
し
て
「
漢
字
に
対
す

る
和
訓
の
正
当
性
」
「
和
訓
の
定
位
」
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、
複
雑

多
様
性
と
玉
石
混
淆
の
性
格
を
有
す
る
和
訓
の
質
に
つ
い
て
研
究
す
る
必
要
を
指
摘
し
て
い
る
。 

漢
字
に
対
し
て
単
に
和
訓
を
付
記
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
時
代
を
亙
り
、
多
義
・
多
用
法

を
兼
ね
る
漢
語
の
、
ど
の
書
物
の
、
ど
の
よ
う
な
文
脈
に
お
け
る
意
味
で
あ
る
の
か
判
断

で
き
な
い
の
み
な
ら
ず
、
そ
も
そ
も
果
し
て
そ
の
漢
字
に
対
す
る
本
来
の
訳
語(

訓)

で

あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
他
訓
の
錯
入
か
と
い
う
根
本
的
疑
問
さ
え
抱
か
せ
る
。
和
訓
か
ら

考
え
て
も
、
定
着
し
た
訓
以
外
に
つ
い
て
は
、
そ
の
訓
の
意
味
を
果
し
て
そ
の
漢
字
の

意
味
範
疇
で
考
え
て
よ
い
の
か
と
い
う
疑
惑
が
常
に
付
随
す
る
。(

中
略)

故
に
、
こ
の

「
和
訓
の
宝
庫
」
と
し
て
の
『
名
義
抄
』
を
活
用
し
、
古
訓
の
研
究
を
進
め
る
た
め
に
も

こ
れ
等
の
訓
の
原
拠
・
由
来
を
明
ら
か
に
し
て
、
漢
語
と
の
対
応
の
歪
み
や
誤
記
を
訂

し
て
お
く
こ
と
が
書
誌
的
・
形
態
的
な
研
究
以
上
に
急
務
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

後
略) 

(

二)
 

出
典
注
記
が
な
い
和
訓
の
出
典
表
示
に
つ
い
て
は
大
き
く
二
つ
の
異
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
一

つ
は
、
前
方
和
訓
の
出
典
表
示
が
及
ぶ
こ
と
が
有
力
だ
と
す
る
築
島(

一
九
五
九)

と
山
本(

二

〇
〇
六)

の
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
訓
点
本
と
の
比
較
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

の
適
用
が
難
し
い
例
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
大
槻(

二
〇
〇
一)

に
お
け

る
後
方
和
訓
の
出
典
注
記
が
そ
の
前
の
出
典
無
注
記
和
訓
に
ま
で
及
ぶ
と
す
る
主
張
で
あ
る
。

こ
れ
は
出
典
表
示
シ
ス
テ
ム
の
整
合
性
と
い
う
理
論
的
な
立
場
か
ら
説
得
力
を
持
つ
が
、
訓
点

本
と
の
比
較
に
よ
る
実
証
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。 

(

三)
 

本
稿
で
「
詩
」
表
示
和
訓
の
各
用
例
は
、
「
掲
出
項(

覆
製
本
の
頁(

三
桁)

―
行
段(

二
桁)

／
被

注
字(

必
要
な
項
に
限
る)

／
和
訓)

」
の
形
式
で
示
す
。
た
と
え
ば
「
訓
詁(

0
76

-6
2

／
訓
／
ヲ

シ
フ)

」
は
覆
製
本
の
七
六
頁
の
六
行
二
段
に
あ
る
「
訓
詁
」
の
掲
出
項
に
「
訓
」
の
和
訓
と
し

て
収
録
さ
れ
て
い
る
「
ヲ
シ
フ
」
を
表
す
。 

(

四)
 

呉(

二
〇
〇
〇)

は
図
書
寮
本
所
収
の
論
語
訓
に
つ
い
て
鎌
倉
・
室
町
期
転
写
の
訓
点
本
と
の
比
較

検
討
を
行
い
、
図
書
寮
本
和
訓
が
代
表
す
る
平
安
時
代
の
論
語
訓
と
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
な

い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
博
士
家
に
お
け
る
漢
籍
訓
法
伝
授
の
保
守
性
を
窺
わ
せ
る

例
と
し
て
解
さ
れ
、毛
詩
の
訓
の
場
合
も
こ
れ
に
准
じ
て
理
解
し
て
問
題
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 

(

五)
 

呉(

二
〇
〇
〇)

は
論
語
訓
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。 

１
見
出
し
字
が
論
語
に
あ
ら
わ
れ
、
和
訓
も
一
致
す
る
も
の 

 

①
本
文
か
ら
の
も
の 

 

②
注
文
か
ら
の
も
の 

２
見
出
し
字
は
論
語
に
あ
ら
わ
れ
る
が
、
和
訓
は
一
致
し
な
い
も
の 

３
見
出
し
字
が
論
語
に
あ
ら
わ
れ
な
い
も
の 

本
稿
で
扱
っ
て
い
る
毛
詩
訓
を
収
録
す
る
項
目
に
は
、
二
字
以
上
の
漢
字
か
ら
な
る
も
の
が
あ

り
、
掲
出
字
と
被
注
字
の
区
別
が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
上
記
の
分
類
で
見

出
し
字
の
代
わ
り
に
「
被
注
字
」
を
基
準
に
し
て
調
査
を
行
っ
た
。 

(

六)
 

こ
れ
は
築
島(

一
九
五
九)

の
一
一
七
例
、
山
本(

二
〇
〇
六)

の
一
二
八
例
を
上
回
る
数
で
あ
る

が
、
一
致
判
断
の
基
準
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

(

七)
 

「
国
風
・
周
南
」
を
取
り
上
げ
て
本
行
と
割
注
の
文
字
数
を
数
え
て
み
る
と
、
本
行
は
約
一
三
〇

〇
字
、
割
注
は
約
二
四
〇
〇
字
で
、
割
注
が
本
行
の
約
二
倍
で
あ
る
。 

(

八)
 

以
下
、
静
嘉
堂
文
庫
本
『
毛
詩
鄭
箋
』
の
翻
字
の
末
尾
に
は
「
巻
：
行
」
を
位
置
を
示
す
。
他
に
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異
文
・
注
釈
・
辞
書
な
ど
を
関
連
情
報
と
し
て
示
す
時
に
は
冒
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
な

略
称
を
付
け
る
。 

《
伝
》
：
毛
伝
、
《
箋
》
：
鄭
箋
、
《
観
》
：
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
、
《
色
》
：
三
巻

本
『
色
葉
字
類
抄
』
、
《
釈
》
：
『
経
典
釈
文
』
、
《
大
》
：
大
仏
寺
蔵
『
毛
詩
二
南
残

巻
』 

(

九)
 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
語
誌
に
よ
る
と
、
「
ク
ム
ガ
」
は
現
代
語
に
お
い
て
「
ク
ガ
」
に
繋
が

る
語
形
と
考
え
ら
れ
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
ほ
か
に
石
山
寺
本
『
大
般
涅
槃
経
』
の
平
安
中
期

点
、
『
色
葉
字
類
抄
』
に
お
い
て
も
同
語
形
が
確
認
さ
れ
る
。
他
の
語
形
と
し
て
「
ク
ヌ
ガ
」

が
北
野
本
『
日
本
書
紀
』
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
語
源
を
「
ク
ニ
ガ
」
と
す
る
と
、
第
二
音
節
に

お
け
る
母
音
の
脱
落
な
ど
の
音
韻
変
化
を
経
る
過
程
で
発
生
し
た
語
形
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。 

(

一
〇)

峰
岸(

一
九
八
〇)

は
高
山
寺
蔵
の
史
記
点
本
二
点
の
加
点
例
を
分
析
し
、
こ
れ
ら
の
訓
点
本
に

お
け
る
加
点
は
「
難
読
・
誤
読
を
回
避
す
べ
く
、
そ
の
訓
法
を
的
確
に
明
示
し
よ
う
と
す
る
」

た
め
に
施
さ
れ
た
も
の
で
、
定
訓
で
十
分
読
め
る
箇
所
に
は
無
加
点
の
場
合
が
多
い
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。 

(

一
一)

池
田(

一
九
九
三)

は
篆
隷
万
象
名
義
の
図
書
寮
本
名
義
抄
採
録
字
と
非
採
録
字
と
の
常
用
性
を

Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢
字(

広
義
の
常
用
字)

に
あ
る
か
ど
う
か
を
目
安
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
漢
字
の
常
用
性
が
証
明
さ
れ
る
と
言
い
切
れ
な
い
に
し
て
も
、
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
と
述

べ
て
い
る
。 

(

一
二)

芮(

二
〇
一
一)

は
「
常
用
漢
字
表
」(

一
九
八
一
年)

の
う
ち
名
詞
の
常
用
訓
を
持
つ
三
八
八
例

に
対
し
て
平
安
時
代
の
常
用
字
・
常
用
訓
と
の
一
致
を
検
討
し
て
い
る
。『
訓
点
語
彙
集
成
』
、

観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
、
『
色
葉
字
類
抄
』
か
ら
導
出
さ
れ
た
平
安
時
代
の
常
用
字
と
常
用
訓

と
を
比
較
し
て
、
約
八
割
の
高
い
一
致
率
を
確
認
し
て
い
る
。 

(

一
三)

同
じ
被
注
字
の
別
訓
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
数
え
ら
れ
た
以
下
の
重
複
例
を
除
外
し
た
全
一
五
九
字

に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
で
あ
る
。 

１
詳(

ア
キ
ラ
カ
／0

89
-7
3)

―
詳(

イ
ツ
ハ
リ
／2

4
7-
71
) 

２
詒(

オ
ク
ラ
ヌ
カ
／0

97
-4
1)

―
詒(

オ
ク
レ
リ
／0

97
-4

1) 

３
阜(

オ
ホ
イ
ナ
リ
／1

86
-1
1)

―
峊(

ヲ
カ
／2

08
-3

2) 

４
懐(

ヤ
ス
シ
／2

44
-6
2)

―
懐(

オ
モ
フ
／2

7
3-

11
) 

５
慄(

オ
ソ
ル
／2

45
-2
3)

―
慄(

ヲ
ノ
ヽ
ク
／2

5
8-
73
) 

６
經(

ツ
ネ
ニ
シ
テ
／2

87
-4
2)

―
經(

ハ
カ
ル
／2

87
-4

2) 

７
純(

ツ
ヽ
ム
／2

94
-1
2)

―
純(

ア
ツ
ク
／2

9
3-

34
) 

８
哀(

オ
モ
ハ
カ
ル
／3

40
-1
3)

―
哀(

カ
ナ
シ
／3

40
-1
3) 

(

一
四)

こ
の
調
査
に
お
け
る
収
録
判
定
は
、
旧
字
体
と
新
字
体(

経(

常
用
漢
字)

―
經(

図
書
寮
本)

)

や

冫
と
氵(

決(

常
用
漢
字)

―
决(

図
書
寮
本)

)

な
ど
の
よ
う
な
異
体
字
関
係
の
字
を
広
く
含
め
て

行
っ
た
。 

(

一
五)

次
の
九
例
の
和
訓
に
は
出
典
注
記
の
後
ろ
に
原
典
の
注
釈
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

況(

コ
ヽ[

茲
也]

／0
4
4
-
2
3
)

、
話
言(

話
／
ヨ
シ[

善
言
也]

／0
7
8
-
1
3
)

、
説(

ツ
ク[

音

悦
服
也]

／0
79

-1
4)

、
南
謨(

謨
／
ハ
カ
ル[

謀
也]

／09
1-

51
)

、
譖
譖(

譖
／
イ
ツ
ハ
リ

[

不
信
也]

／0
9
6
-
4
3
)

、
童(

カ
フ
ロ[

羊
之
無
角
者
也]

／1
2
2
-
4
3
)

、
正(

ヤ
ム[

止
也]

／1
3
1-
73
)

、
墍(

イ
コ
フ[

息
也]

／2
1
6-
62
)

、
士(

コ
ト[

事
也]

／23
4
-6
1) 

(

一
六)

山
本(

二
〇
〇
六)

は
意
味
注
釈
の
存
在
と
和
訓
の
特
異
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い

る
。 史

記
で
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
比
較
的
特
異
な
和
訓
に
つ
い
て

は
、
字
義
を
示
す
集
解
注
が
存
す
る
場
合
が
、
採
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
比
べ
て
か
な
り

多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。(

中
略)

但
し
、
毛
詩
の
場
合
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
採
録

さ
れ
て
い
る
和
訓
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
指
摘
し
た
如
く
「
正
ヤ
ム
詩 

事
ヽ

」
「
説
ツ
ク
詩 

服
ヽ 

ヤ
ト
ル
舎
ヽ

」
等
の
よ
う
に
、
毛
伝
・
鄭
箋
の
注
記
を
附
記
し
て
掲
げ
て
い
る
も
の
が

少
な
く
な
く
、
字
義
を
示
す
毛
伝
・
鄭
箋
が
存
す
る
よ
う
な
比
較
的
特
異
な
和
訓
を
も
、

か
な
り
採
録
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 
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第
七
章 

結
論 

 

以
上
、
本
論
で
は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
翻
字
を
基
に
、
そ
の
基
礎
的
な
構
造
を
中

心
に
考
察
を
行
っ
た
。
各
章
に
お
け
る
検
討
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

第
一
章
で
は
、
序
論
と
し
て
、
ま
ず
日
本
古
辞
書
の
歴
史
に
つ
い
て
中
国
辞
書
か

ら
の
影
響
を
中
心
に
概
観
し
た
上
で
、
類
聚
名
義
抄
の
書
名
の
由
来
、
諸
本
の
系
統
、

そ
の
価
値
お
よ
び
記
述
構
造
に
つ
い
て
概
説
し
た
。
そ
し
て
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に

関
す
る
研
究
の
大
き
な
流
れ
を
ま
と
め
て
記
し
た
。 

第
二
章
で
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
編
纂
材
料
の
利
用
に
着
目
し
た
考
察

を
行
っ
た
。
ま
ず
、
編
纂
材
料
を
そ
の
出
典
の
特
徴
に
よ
っ
て
「
仏
典
音
義
類
」
か
ら

の
も
の
と
「
辞
書
類
」
か
ら
の
も
の
と
に
分
類
し
た
。
そ
し
て
、
辞
書
記
述
上
の
機
能

的
な
相
違
に
よ
っ
て
掲
出
語
と
注
文
に
分
け
、
各
材
料
群
の
利
用
実
態
を
計
量
的
に

検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
仏
典
音
義
類
が
主
に
熟
語
掲
出
語
を
中
心
に
主
要
材
料
と

し
て
使
わ
れ
、
辞
書
類
は
そ
れ
に
次
ぐ
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
特
に
「
熟
語
掲
出
語
」
に
お
け
る
仏
典
音
義
類
、
「
一
字
掲
出
語
」
に

お
け
る
辞
書
類
の
主
導
的
な
利
用
が
窺
わ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

第
三
章
で
は
、
辞
書
編
纂
の
基
本
単
位
で
あ
る
「
項
目
」
の
配
列
の
実
態
に
つ
い

て
の
検
討
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
項
目
を
、
物
理
的
な
区

切
り
に
よ
る
「
掲
出
項
」
と
、
内
容
検
討
に
よ
っ
て
把
握
可
能
な
「
被
注
項
」
と
に
分

け
た
。
そ
の
上
で
、
同
じ
単
字
に
対
す
る
情
報
が
隣
接
す
る
複
数
の
被
注
項
に
分
散

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、「
項
目
群
」
と
い
う
概
念
の
導
入
に
よ
っ
て
こ
れ
を
貫

い
た
。
こ
の
検
討
に
よ
っ
て
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
情
報
配
列
の
体
系
性
と

重
層
性
の
一
端
を
確
認
し
た
。 

第
四
章
で
は
、
さ
ら
に
細
密
な
単
位
で
あ
る
注
文
類
型
の
分
布
に
見
ら
れ
る
体
系

性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
特
に
前
章
で
指
摘
し
た
同
字
の
情
報
が
隣
接
項
目
に
分
散

さ
れ
る
こ
と
に
関
し
て
の
更
な
る
考
察
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
図
書
寮
本
名
義
抄

の
注
文
を
、
字
体
注
・
音
注
・
義
注
・
和
訓
の
四
つ
の
類
型
に
分
け
、
各
項
目
群
の
中

で
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
か
を
検
討
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
図
書
寮
本
名
義

抄
の
項
目
間
に
お
け
る
立
体
的
な
組
織
性
を
確
認
し
た
。 

第
五
章
で
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
意
味
記
述
要
素
で
あ
る
「
漢
文
義
注
」

と
「
和
訓
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
漢
文
注
中
心
の
図
書
寮
本
名
義
抄
に

和
訓
を
収
録
し
た
意
義
に
つ
い
て
、
「
単
字
型
義
注
」
が
分
布
す
る
項
目
を
中
心
に

考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
和
訓
の
意
味
記
述
要
素
と
し
て
の
機
能
は
、
主
に
義
注
で

表
さ
れ
た
意
味
の
重
複
表
示
で
あ
る
が
、
独
自
の
意
味
も
表
す
こ
と
を
確
認
し
た
。

特
に
独
自
の
意
味
で
は
当
該
字
の
意
味
と
し
て
は
特
殊
な
も
の
が
目
立
つ
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
。 

第
六
章
で
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
和
訓
の
特
質
に
つ
い
て
、
個
別
出
典
で
あ
る

毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
も
の
に
絞
っ
て
考
察
し
た
。
ま
ず
、
図
書
寮
本
名
義
抄
所
収
の

毛
詩
和
訓
に
対
し
て
、
現
存
す
る
毛
詩
訓
点
本
と
の
照
合
に
よ
っ
て
原
典
に
お
け
る
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採
録
箇
所
を
推
定
し
た
。
そ
し
て
、
推
定
さ
れ
る
箇
所
の
前
後
文
脈
お
よ
び
注
釈
に

よ
っ
て
、
当
該
和
訓
の
被
注
字
に
対
し
て
持
つ
性
質
を
確
認
し
た
。 

  

第
一
部
で
示
し
た
辞
書
本
文
の
翻
字
だ
け
で
は
、
そ
の
内
容
を
的
確
に
理
解
可
能

に
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
利
用
者
が
内
容
の
詳
細
を
よ
り
容
易
か
つ
的
確
に
理
解

す
る
た
め
に
は
更
な
る
加
工
を
行
っ
た
注
釈
書
が
必
要
で
あ
る
。
本
論
で
行
っ
た
翻

字
は
そ
れ
に
進
む
た
め
の
土
台
作
り
と
し
て
意
義
を
持
つ
。
注
釈
書
は
、
ま
ず
句
読

点
を
施
し
て
文
の
区
切
り
を
示
し
た
上
で
、
頻
出
す
る
仏
教
要
語
や
難
語
に
対
す
る

語
釈
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
語
学
と
中
国
語
学
は
も
と
よ
り
、
仏
教
学
へ
の

知
識
を
要
す
る
作
業
で
あ
る
。 

第
二
部
で
行
っ
た
図
書
寮
本
名
義
抄
の
辞
書
記
述
に
お
け
る
基
礎
的
な
構
造
に
つ

い
て
の
検
討
の
結
果
は
、
よ
り
簡
明
な
形
に
変
え
て
、
図
書
寮
本
名
義
抄
と
い
う
辞

書
に
対
す
る
利
用
凡
例
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
注
釈
書
と
と
も
に
、
一
等
資

料
と
し
て
名
高
い
古
辞
書
を
、
様
々
な
分
野
の
利
用
者
か
ら
容
易
に
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
の
手
立
て
で
あ
る
。 

以
上
は
、
今
後
の
課
題
と
い
え
る
作
業
で
あ
り
、
本
論
に
お
け
る
成
果
が
究
極
的

に
目
指
す
方
向
性
の
確
認
で
あ
る
。 
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叢
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華
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華
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華
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八
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古
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八
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局
、
二
〇
〇
八
年(

初

版
一
九
八
七
年)

 

〇
大
宋
重
修
広
韻
：
『
校
正
宋
本
廣
韻
附
索
引
』
藝
文
印
書
館
、
二
〇
〇
二
年 

〇
倭
名
類
聚
抄 

・
『
諸
本
集
成
倭
名
類
聚
抄
』(

増
訂
再
版)

、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研

究
室
、
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
年(

増
訂
初
版
一
九
六
八
年)

 

・
『
古
写
本
倭
名
類
聚
抄
集
成(

第
一
部
～
第
三
部)

』
馬
淵
和
夫
編
、
勉
誠
出
版
、

二
〇
〇
九
年 

〇
干
禄
字
書
：
『
校
本
祿
字
書
』
広
島
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
編
、
油
印
本
謄
写
、
一
九

六
二
年 

○
色
葉
字
類
抄
：
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
中
田
祝
夫
・
峰
岸
明
共
編
、
風
間

書
房
、
一
九
六
四
年 

○
静
嘉
堂
文
庫
本
毛
詩
鄭
箋
：
『
毛
詩
鄭
箋(

一
～
三)

』
（
古
典
研
究
会
叢
書 

漢
籍
之
部
一
～

三)

、
米
山
寅
太
郎
解
題
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年 

○
大
仏
寺
本
毛
詩
残
巻
：『
毛
詩
二
南
殘
巻
』(

京
都
帝
國
大
學
文
學
部
景
印
舊
鈔
本
第
十
集)

、

京
都
帝
國
大
學
文
學
部
編
、
一
九
四
二
年 

○
経
典
釈
文
：
『
經
典
釋
文
彙
校
』
黄
焯
彙
校
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年 
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○
改
定
常
用
漢
字
表
：
「
常
用
漢
字
表
」(

平
成
二
二
年
内
閣
告
示
第
二
号
附
表)

、
二
〇
一
〇

年
一
一
月
三
〇
日 

○
表
外
漢
字
字
体
表
：
「
表
外
漢
字
字
体
表
」(

国
語
審
議
会
答
申)

、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
八

日 

○
Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢
字
コ
ー
ド
：
『
７
ビ
ッ
ト
及
び
８
ビ
ッ
ト
の
２
バ
イ
ト
情
報
交
換
用
符
号
化
拡
張

漢
字
集
合
』
、
日
本
工
業
標
準
調
査
会
、
二
〇
〇
〇
年 
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